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一ൠࠃ道 8 号白根バイύスは、新ׁࢢ南区อࡔから同区戸頭に至る延長 5.9Lm の

道࿏です。ࠃ道 8 号はژ౎ࢢから新ׁࢢに至る、関西ݍと北཮を結ぶ主要װ線道࿏で

す。また、新ׁࢢຽのੜ׆をࢧえる道࿏として重要な໾割をՌたしています。現ࡏ、

道ࠃ 8 号は白根地Ҭの֗ࢢ地を通աするため交通混雑、交通૽Ի等の໰題がൃੜして

͓り、これらの໰題を解ফするため白根バイύスが計ըされました。

本書は一ൠࠃ道 8 号白根バイύス建設に伴って࣮施した、「小ډࡔ付遺跡」のൃ掘調

査報告書です。3 か年にわたり中世の԰敷地と、周辺に広がる水田跡を調査しました。

԰敷地は掘立柱建物 1 棟をはじめ、多数の柱根・土޵・溝・ϐット・杭列等を検出しま

した。この԰敷地には中世の絵ר物の԰敷に描かれるような༄のฒ木が植࠿され、区

ը溝がնっていました。遺物は԰敷地から珠洲焼・土師質土器・青磁等の土器・陶磁器

類、硯・砥石等の石製品、鉄椀・鉄皿・鉄鍋等の金属製品がগ量と大量の木製品が出

土しました。木製品の中には刀子の柄と鞘の未製品があり、԰敷地でੜ産していたこ

とが分かりました。また、刀子の柄に唐木であるࢵஇ製のものがあり、当時の౦アδ

アとの交қを考える上で஫目されます。また、紀年໏のある茅札やถの品種を書いた

種子札が出土し、周辺に同時期に存ࡏしたഅ৔԰敷遺跡との関連が࢕えます。

水田の畦畔は良好に残って͓り、度重なるߑ水にૺいながらもほ΅元通りの区ըを

෮旧し、5 面が重なっていました。԰敷地とੜ産Ҭとの関係が分かるو重な調査ྫと

なりました。

ൃ掘調査でಘられたこれらのࢿྉや本報告書が、埋ଂ文化ࡒの理解や認ࣝを深める

。用されることを期଴しています׆ྉとして広くࢿ機となり、地Ҭのྺ࢙ܖ

最後に、このൃ掘調査に対し、多大なڠޚ力とޚ理解をいたͩきました新ׁ࢙ྺࢢ

文化՝、ฒびに地元の方ʑ、また、ൃ掘調査から本書の作成まで格別なޚ഑ྀをいた

ͩきましたࠃ土交通ল北཮地方整備ہ新ׁࠃ道事຿所に対し厚く͓ྱをਃし上げま

す。

　　平成 24 年 8 月

新ׁڭݝҭҕһձ

ڭ ҭ 長　高　Ҫ　盛　༤
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 1 本書は、新ׁݝ新ׁࢢ南区小ࡔ字ډ付 177 番地ほかに所ࡏする小ډࡔ付遺跡のൃ掘調査記࿥である。

 2 この調査は一ൠࠃ道 8 号白根バイύス建設事ۀに伴い、ࠃ土交通ল北཮地方整備ہ新ׁࠃ道事຿所から新ׁڭݝ

ҭҕһձ（以下、ڭݝҕ）がडୗしたもので、調査主体であるڭݝҕはஂࡒ法人新ׁݝ埋ଂ文化ࡒ調査事ஂۀ（以下、

埋文事ஂۀ）にґཔした。

 3 埋文事ஂۀは、掘削作ۀ等をג式ձࣾノΨミにҕୗしてൃ掘調査を࣮施した。

 4 遺物のம記は、2010 年度・2011 年度出土遺物にはུ記号の前に 10・11 を付した。小ډࡔ付遺跡のུ記号「コ

サカイ」にグリッド No.・遺構໊・層位等をซ記した。

 5 本書の図中で示す方位は、す΂て真北である。たͩし、ここでいう「真北」は日本平面ࠃՈ࠲標（新࠲標）のⅩ

軸方向を示す。

 6 掲載遺物の番号は、2009 年・2011 年に出土した土器・土製品・石製品・金属製品・木製品は年度ຖに図版を作

成し、種別ごとに通し番号を付した。2010 年出土遺物は、গ量であることから種別に関係なく通し番号を付した。

本文͓よび観察表、図面図版、写真図版の遺物番号はす΂て一கしている。

 7 本文中の஫は脚஫とし、頁ごとに番号を付した。また、Ҿ用文ݙは、著ऀ͓よびൃ行年（西ྐྵ）を文中にʦ　ʧ

で示し、ר຤に一括して掲載した。

 8 第Ⅵষ  ࣗવ科ֶ分ੳの分ੳ・ߘݪは、ύリノ・サーϰΣイג式ձࣾにҕୗして行った。炭化ถの調査はג式ձࣾ

δΤωςックがڠ力した。編ूは佐౻༑子（埋文事ஂۀ）が行った。

 9 遺構図のトレース͓よび֤種図版作成・編ूに関しては、ג式ձࣾηビアス・有ݶձࣾ不二出版にҕୗしてデδ

タルトレースと DTP ιϑトによる編ूを࣮施し、完成データをҹऀۀ࡮΁渡しҹ࡮した。

 10 本書のࣥචは、ླ木ढ़成（埋文事ஂۀ　՝長代理）、佐౻༑子（同　ઐ໳調査һ）、ߥ୩৳郎・石֞ٛଇ・折ݪ༸一・

佐౻　ढ़（ג式ձࣾノΨミ埋ଂ文化ࡒ調査՝　調査һ）が行い、編ूは佐౻༑子が୲当した。ࣥච分୲はླ木 � 第Ⅰষ

2A2）b、ߥ୩ � 第Ⅱষ、第Ⅳষ 3 水田（2009・2010）、第Ⅴষ 6 漆器・柱根、第ᶝষ 1A、折ݪ � 第Ⅳষ 2 ԰敷地

（2009）、石֞ � 第Ⅳষ 2 ԰敷地（2011）・3 水田（2011）、佐౻ढ़ � 第Ⅳষ 2 ԰敷地（2009）、第Ⅴষ 1 ～ 5・8A ～ C、

第ᶝষ 1B、これ以外は佐౻༑子である。

 11 土器・陶磁器の時期、石製品の産地に関しては水ᖒ޾一ࢯ（胎内ڭࢢҭҕһձ）に、金属製品の用్等に関しては

りの੹は佐ޡ示いたͩいた。文ষ化にあたってのڭにご（౎٦大ֶژ）ࢯ五十઒৳໼、（立ത物ؗࠃ౎ژ）ࢯ߁อஐٱ

౻ढ़にある。

 12 調査成Ռの一部は、小ډࡔ付遺跡現地આ明ձ（2009 年 7 月 18 日、2010 年 6 月 19 日、2011 年 9 月 10 日）、2009

～ 2011 年埋文事ஂۀ年報、h 木簡研ڀʱ第 32 号、2011 年新ׁࢢ遺跡ൃ掘調査଎報ձ等でެ表しているが、本報

告書の記ड़をもってਖ਼式な報告とする。

 13 出土遺物͓よび調査・整理・ࣗવ科ֶ分ੳ等に係る֤種ࢿྉ・データ類は、一括してڭݝҕが新ׁݝ埋ଂ文化ࡒ

ηンターでอ管・管理している。

 14 ൃ掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方ʑ͓よび機関、地元の方ʑから多くのڭޚ示・ڠޚ力をいたͩい

た。ここに記して厚く͓ྱਃし上げる。（ܟশུ　五十Իॱ）

　　　　૬ᖒ　央　　浅Ҫউ利　　五十઒৳໼　　ト部厚ٱ　　ࢤอஐ߁　　小ࡔ・อࡔ・ਆ԰ொ内ձ　　

　　　　白根ڷ土地վ良区　　高ڮ一樹　　஛田和෉　　田ଜ　༟　　ԏڭࢢҭҕһձ　

　　　　新ׁݝ農ۀ૯合研ڀ所作物研ڀηンター　　新ׁ࢙ྺࢢ文化՝　　飛田ൣ෉　　前ౢ　හ　　水ᖒ޾一

ݴ　　　ྫ
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1　調査に至るܦҢ（第 1 図）

一ൠࠃ道 8 号は、新ׁݝと関西・関౦地方を結ぶ主要װ線道࿏としての໾割を୲い、地Ҭࡁܦ・日ৗ

ੜ׆׆ಈをࢧえるج൫施設としての໾割もՌたしている。しかしながら、近年のࣗಈं交通の૿大とं両

の大型化により、白根地区では交通ौ଺・૽Ի・ৼಈ・交通事ނなどੜ׆環ڥに༩えるѱӨٴ、ڹびౙ期

のআઇ障֐などの໰題がൃੜしている。ͦこで、これらの໰題を解ফし、主要װ線道࿏としての機能ॆ࣮

を図り、ほかの౎ࢢ計ըと一体となった道࿏網を構成し、டংある౎ࢢのൃలにد༩することを目తとし

て白根バイύスは計ըされた。

白根バイύスは新ׁࢢ南区อࡔをى点とし、同区戸頭までの延長 5.9Lm の道࿏である。1984 ～ 1986

年（ত和 59 年～ 61 年度）に道࿏計ըの調査が࣮施され、1991 年（平成 3 年度）に事ۀ化がܾ定した。

事ۀ区Ҭ内の埋ଂ文化ࡒの分布調査は、ࠃ土交通ল（以下、ࠃ交ল）と新ׁڭݝҭҕһձ（以下、ڭݝҕ）

のٞڠをܦて、ڭݝҕからҕୗされた（ࡒ）新ׁݝ埋ଂ文化ࡒ調査事ஂۀ（以下、埋文事ஂۀ）が 2001 年

（平成 13 年度）に行った。分布調査では珠洲焼などの遺物も採取されたが、盛土や建物・アスϑΝルトฮ

装のために、遺物ࢄ布状گの確認が不Մ能な部分があった。また、事ۀ区Ҭはԭੵ平໺にあり、遺跡が存

したとしても地中深く埋຅しているՄ能ੑもあった。このように、分布調査で遺跡の有無を൑断できなࡏ

い状گから、事ۀ区全Ҭで試掘調査がඞ要であるࢫをڭݝҕに報告した。ڭݝҕはͦの結Ռをࠃ交লに通

஌し、試掘調査のٞڠが行われた。

試掘調査は事ۀ計ըに合わせ複数回行われ、本遺跡周辺の調査は 2008 年（平成 20 年度）に行った。ͦ

の結Ռ、現地表下 2m から遺構・遺物が出土した。中世のूམであるՄ能ੑが高いと考えられ、本ൃ掘

調査がඞ要であるとڭݝҕに報告した。

2008 年 9 月に行ったࠃ交ল・ڭݝҕ・事ஂۀによるٞڠの結Ռ、2009 年（平成 21 年度）に本ൃ掘調

査を行うことになった。

白根バイύス関係では 2002 年（平成 14 年度）にӜն遺跡ʦ本間ほか 2003ʧのൃ掘調査が行われ、本遺

跡と同時期（13 世紀຤～ 14 世紀）の遺構・遺物が出土した。ಛに 108 点に上る૴ૹに関係する木簡が出土し、

一部には鎌૔時代後期の紀年໏もあり、遺物は新ׁݝ指定文化ࡒにొ࿥されている。
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2　調査のܦա（第 2 ～ 5 図）

A　試掘・確認調査

2008・2009 年度（平成 20・21 年度）の試掘・確認調査の体੍・期間は以下のと͓りである。

1）試　掘　調　査

調査対象面ੵ 22,093m2 に೚ҙの試掘޵（トレンチ、以下 T）を 18 か所設定し、重機（バックϗー）ٴび

人力による掘削を行い、遺構・遺物の有無を確認した。࣮質調査面ੵは 607.8m2 で試掘確認率は 2.8�

である。20r13T から掘立柱建物と考えられる 3 本の柱根（角柱）列、ͦして 20r8・13・14T では木製

品や多量の炭化物・灰を検出した。土器や陶磁器の出土はなかったが、中世に出現するࠩ歯下駄の歯や中

世に多くなる角柱が出土したことから中世のूམ遺跡と考えた。調査中に周辺ॅຽからৼಈに対するۤ৘

がدせられ調査をٳ止した。この時点では、本ൃ掘調査ඞ要ൣғの設定ができていなかったが、20r13・

14T を中心に 4,620m2 について本ൃ掘調査がඞ要であるとڭݝҕに報告し、小ډࡔ付遺跡として新遺跡

ొ࿥した。

2）確　認　調　査

B　遺੻範囲֬ೝௐࠪ

試掘調査の結Ռをडけ、本ൃ掘調査のൣғを確定するため確認調査を行った。೚ҙのトレンチを 6 か

所設定し、人力で掘削・検出を行い遺構・遺物の有無を確認した。21r1 ～ 5T では遺構・遺物は出土し

なかったが、21r6T で 13 世紀後半～ 14 世紀初頭ごろと考えられる土師質土器と木製品が出土し、中世

の遺跡であることを確認した。ڭݝҕには 2008 年度に࣮施した試掘調査内容もؚめ、遺構・遺物が出土

した 3,000m2 について本ൃ掘調査がඞ要であると報告した。

C　水田֬ೝௐࠪ

2009 年の本ൃ掘調査で中世のॅډҬと水田を検出し、水田は調査区外に৳びることが૝定された。こ

の水田の広がりと遺存状態を確認するため調査を行った。

回の調査ൣғはࠓ 2008・2009 年度࣮施の試掘・確認調査で遺跡の存ࡏを確認していない地区に当たる。

17 か所のトレンチを೚ҙに設定し調査した。掘削は 2009 年度本ൃ掘調査で分層したⅧ層までを重機で、

水田ߞ作土を覆うⅧ層下の砂層以下は人力で行った。トレンチ長軸の片側縁にはഉ水を݉ねた幅 30cm

調 査 年 度 2008 年 2009 年

調 査 主 体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長 ෢౻ݾࠀ）

調 査 機 関 ஂۀ調査事ࡒ埋ଂ文化ݝ法人　新ׁஂࡒ

　管　　理
木ଜ　ਖ਼ত（事຿ہ長）
斎౻　　ӫ（૯຿՝長）
ਖ਼৴（調査՝長）　ר౻

　ॸ　　຿ 長୩઒　༃（૯຿՝൝長）

調 査 期 間 2008 年 9 月 2 日～ 9 月 12 日
2009 年 4 月 6 日～ 10 日、6 月 29・30 日、7 月 31 日～
8 月 4 日、10 月 13 日～ 16 日・28 日～ 30 日、11 月 5 日

　調査୲当 田海　ਖ਼ٛ（調査՝試掘・確認調査୲当՝長代理） ླ木　ढ़成（調査՝本ൃ掘調査୲当՝長代理）

　調査৬һ ി໺　ٛত（　　　　　　同　　　　主೚調査һ）
佐౻　༑子（　　　　同　　　　主೚調査һ）
（調査部主೚ࡒ式ձࣾノΨミ　埋ଂ文化ג）୩　৳郎ߥ
小ଜ　ਖ਼೭（　　　　同　　　　　　　　　　　調査һ）
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前後のサブトレンチを設け、この断面で畦畔の高まりやߞ作土の撹፩状گを確認した。検出した遺構（主

に畦畔）については写真に記࿥し、ඞ要なものは簡қతな平面図を作成した。

調査対象ൣғを北からศٓతに A ～ C の三地区に分けた。水田ߞ作土と考えられる撹፩土は、ほとΜ

どのトレンチで確認でき、2009 年度本ൃ掘調査区で検出した水田Ҭは調査区外に৳び、しかも広ൣғに

存ࡏすることが推測される。たͩし、水田を覆う砂層（ߑ水ଯੵ物）の厚さや状態は一様ではなく、ଯੵ

がബい地点やブロック状に్切れながらଯੵする地点、砂層に水田ߞ作土（粘質土）が混入する地点など

様ʑである。砂層が厚い地点で遺構の残りは良く、厚くても層քがತ凹し、層中にブロック状の粘質土を

混入する地点では不明ྎとなる。

遺物は A 地区 Ar4T の水田ߞ作土と考えられる撹፩土中から木製品 1 点（84r297）が出土したのみで

ある。遺構は A 地区 Ar2T と B 地区 Br7・8T で高さ໿ 10cm、幅໿ 40cm の水田畦畔を検出した。ͦ

のほか C 地区 Cr2T の断面でも畦畔状の高まりを検出し、この地区を平面తに֦ுしたが、遺構の残り

はѱく水田区ըも明ྎではなかった（第 4 図）。

以下、ͦれͧれの地区の֓要を記す。2009 年度の本ൃ掘調査でಘられたج本層ংに૬当する層をロー

マ数字で示した。

" 地 ۠　　南側は砂層がൺֱత厚く、ཻ子も粗い（大ཻ）。砂層はബい粘質シルト（Ⅹ層）を挟み、上・

下 2 枚（以下、砂上層 � Ⅸ層、砂下層 � ‡層とする）存ࡏする。Ar1T の砂上層（Ⅸ層）下で遺構検出を試みたが、

流࿏状の砂（砂上層 � Ⅸ層）のམち込みを複数検出したのみで、遺構と൑断できるものはなかった。畦畔を

検出したのは Ar2T の砂下層（Ⅻ層）下である。南北方向に૸る幅（下幅）40cm 前後の畦畔を໿ 10m に

わたって検出した。

北側でも 2 枚の砂層を確認した。Ar3・4T の砂層下の粘質土は撹፩され水田ߞ作土と考えられるが、

砂層はബく粘質土との層քはತ凹している。また砂層には粘質土（ߞ作土がブロック状になったもの）がؚ

まれることから、砂ଯੵ時に水流等で水田ߞ作土表層が流されたՄ能ੑが高い。ͦして、Ar5T ではこの

したՄ能ࡏした流࿏の一つが近くに存څ斜することから、砂を供܏く、砂層が西側に大きくڧにߋ向が܏

ੑがある。この辺りは流水やߑ水による水田ߞ作土΁のӨڹがଞ地区よりも大きかったことが推測される。

# 地 ۠　　2009 年度本ൃ掘調査区のྡ接地である。南側の Br7・8T で畦畔を検出したが、ߋに南

の Br1 ～ 4T では砂のଯੵがബく、ブロック状に్切れる地点もあり C 地区 Cr1T の状گに近い。͓ͦ

らく C 地区もؚめ、この辺り一帯は水流のӨڹにより水田ߞ作土表層が流されたՄ能ੑが高い。

一方、北側の Br5・6T では砂層がൺֱత厚く、水田ߞ作土との層քは平坦で、層քの様子は畦畔を検

出した Br7T の水田面にۃめて似ている。また、Br6T の水田ߞ作土上面からはヒトの足跡に似た砂のམ

ち込みを複数検出した。

C 地 ۠ 　南に向かい砂層が厚くなるが、Cr1T の砂層はブロック状に్切れ、Cr3T の西側はシルト

に変質、౦側は存ࡏすら不明ྎとなる。水田ߞ作土と砂層のڥはತ凹し、水流などのӨڹで水田ߞ作土表

層は流されているՄ能ੑが高い。

調査によって、2009 年度本ൃ掘調査区の周辺には中世の水田跡が広がっていることが分かった。たͩ

し、ͦのྖҬまでは確認することができなかった。水田はߞ作土と考えられる撹፩土の枚数から二時期以

上にわたるՄ能ੑがある。たͩし、遺構の残りはѱく、砂層ଯੵ時にߞ作土表層が流されたと考えられる

地点が多い。ͦの中でも、A 地区 Ar2T ～ B 地区 Br7T の間は遺構の残りがൺֱత良好で、平面తなൃ

掘調査に͓いても遺構（畦畔・水田面・水࿏など）の検出が期଴されるൣғとݴえよう。このことから本ൃ
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砂層（下層）

砂層（下層）

畦畔状の高まり

砂層（下層）

砂層

砂層

砂層（下層）
砂層（上層）

畦畔

砂層（下層）

畦畔断面

砂層（下層）

畦畔状の高まり

砂層（下層）

砂層

砂層

砂層（下層）
砂層（上層）

畦畔

A地区2T畦畔断面（下層）

A地区4T断面（北から）

B地区6Tヒト足跡？検出（上層）

C地区2T断面（南から）

A地区2T畦畔検出（下層）

A地区4T木製品出土状況

B地区7T畦畔検出（上層）

C地区2T拡張区遺構検出（西から）

ୈ 5 ਤ　水田֬ೝௐࠪ

2　調査のܦա
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掘調査ඞ要面ੵは A 地区 Ar2T ～ B 地区 Br7T を中心に 7,500m2 であるとڭݝҕに報告した。

B　本 ൃ 掘 調 査

2009 ～ 2011 年度（平成 21 ～ 23 年度）の本ൃ掘調査の体੍・期間は以下のと͓りである。

2009 年度
調 査 期 間 2009 年 4 月 20 日～ 2009 年 11 月 5 日

整 理 期 間 2009 年 11 月 6 日～ 2010 年 3 月 31 日

調 査 主 体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長 ෢౻ݾࠀ）

調 査 機 関 ஂۀ調査事ࡒ埋ଂ文化ݝ法人　新ׁஂࡒ

　管　　理
木ଜ　ਖ਼ত（事຿ہ長）
斎౻　　ӫ（૯຿՝長）
ਖ਼৴（調査՝長）　ר౻

　ॸ　　຿ 松ݪ　݈二（૯຿՝൝長）

　調査୲当 ླ木　ढ़成（調査՝本ൃ掘調査୲当՝長代理）

　調 査 һ 佐౻　༑子（　同　主೚調査һ）

ԉ組織ࢧ　　 式ձࣾノΨミג

　　　現৔代理人 ҏ౻　ਖ਼紀（ג式ձࣾノΨミ埋ଂ文化ࡒ調査部現৔代理人）

　　　調　査　һ
୩　৳郎（　　　　　　同　　　　　　　　主೚）ߥ
折ݪ　༸一（　　　　　　同　　　　　　　　調査һ）
小ଜ　ਖ਼೭（　　　　　　同　　　　　　　　調査һ）7 月 20 日まで

　　　補　ॿ　һ 佐౻　　ढ़、土田　༸子、大໼美和子、渡辺　容子、小出　有紀、૿Ҫ　明美、੕山　　܆

2010 年度
調 査 期 間 2010 年 4 月 13 日～ 2010 年 10 月 12 日

整 理 期 間 2010 年 10 月 13 日～ 2011 年 3 月 31 日

調 査 主 体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長 ෢౻ݾࠀ）

調 査 機 関 ஂۀ調査事ࡒ埋ଂ文化ݝ法人　新ׁஂࡒ

　管　　理
木ଜ　ਖ਼ত（事຿ہ長）
Ҫ　　࿱（૯຿՝長）ࠓ
ਖ਼৴（調査՝長）　ר౻

　ॸ　　຿ ҏ౻　　೜（૯຿՝൝長）

　調査指ಋ ླ木　ढ़成（調査՝本ൃ掘調査୲当՝長代理）

　調査୲当 佐౻　༑子（　同　൝長）

ԉ組織ࢧ　　 式ձࣾノΨミג

　　　現৔代理人 ҏ౻　ਖ਼紀（ג式ձࣾノΨミ埋ଂ文化ࡒ調査部現৔代理人）

　　　調　査　һ ୩　৳郎（　　　　　　同　　　　　　　　主೚）ߥ

　　　補　ॿ　һ 佐౻　　ढ़（　　　　　　同　　　　　　　　調査һ）

2011 年度
調 査 期 間 2011 年 4 月 12 日～ 2011 年 12 月 27 日

整 理 期 間 2011 年 12 月 28 日～ 2012 年 3 月 31 日

調 査 主 体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長 ෢౻ݾࠀ）

調 査 機 関 ஂۀ調査事ࡒ埋ଂ文化ݝ法人　新ׁஂࡒ

　管　　理
木ଜ　ਖ਼ত（事຿ہ長）
Ҫ　　࿱（૯຿՝長）ࠓ
北ଜ　　྄（調査՝長）

　ॸ　　຿ ҏ౻　　೜（૯຿՝൝長）

　調査指ಋ 田海　ٛਖ਼（調査՝本ൃ掘調査୲当՝長代理）

　調査୲当 佐౻　༑子（　同　ઐ໳調査һ）

ԉ組織ࢧ　　 式ձࣾノΨミג

　　　現৔代理人 ҏ౻　ਖ਼紀（ג式ձࣾノΨミ埋ଂ文化ࡒ調査部現৔代理人）

　　　調　査　һ 石֞　ٛଇ（　　　　　　同　　　　　　　　調査һ）

　　　調　査　һ 佐౻　　ढ़（　　　　　　同　　　　　　　　調査һ）

　　　補　ॿ　һ 土田　༸子　෢田༟紀子
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1）2009 年度

調査区は 7 グリッドにある農道を挟Μで北側を北区 1、南側を南区 1、農道部分を農道下とݺশした。

以下、地区ごとに調査ܦաをड़΂る。調査区のݺশٴび年度ຖの調査ൣғは第 8 図に示す。

๺ ۠ 1　　調査区は༙水が著しく、ഉ水するため暗渠敷設工事を 4 月 20 日～ 24 日に行い、ଓいて

表土আ去を 5 月 7・8 日に行った。5 月 11 日から作ۀһを入れ、調査区の౦壁から農道側の南壁でج本

層ংの確認を行った。また、4 月の確認調査で存ࡏを૝定したࣗવ流࿏に直交する土層観察用のϕルト 3

本とサブトレンチをซ用し、ଯੵ状گの把Ѳに౒めた。

ࣗવ流࿏の西؛近くで໿ 2m 間隔の直線తにฒぶ複数の樹根を検出し、断面のਫ਼査からこの部分は両

脇に土留め杭を打設した盛土であることを確認した。このことから、樹根は幅 2m ほどの盛土によって

築かれた土手状の高まりに植࠿したものと൑明した。

調査がਐむにつれ、出土遺物や検出遺構から遺跡は単なる木製品がഇغされたࣗવ流࿏跡ではなく、人

の手が加わった৔所であると認ࣝされ࢝めた。ࣗવ流࿏の埋め土の黒色腐植土から大量の木製品が出土し

ていたが、6 月 5 日には最下層から第一号木簡が出土した。黒色腐植土については大きく 3 層に分層し、

上層から掘削して֤層で遺構検出を行った。ಛに北区 1 南側で、土޵と見られるམち込みや流࿏に直交

する溝を検出したが、これが水流によるࣗવの凹ತであるのか人工の土޵・溝であるのか൑断できず、遺

構と認定せず掘削してしまったものがগなからず存ࡏする。7 月 24 日にはࣗવ流࿏を埋める黒色腐植土

の成Ҽを調΂るため試ྉ採取を行った。また、樹根列の西側に区ը溝と૝定されるものを検出し、区ը溝

の西には撹፩土が広がり水田の存ࡏが૝定されたが、畦畔等は検出できなかった。このためϓラントΦύー

ルの分ੳを行った（第Ⅵষ 4）。

ೆ ۠ 1　　暗渠敷設工事を 4 月 27 日～ 5 月 8 日に行い、表土掘削は 5 月 11 日～ 20 日に行った。

南区 1 は試掘調査で灰や柱根等が検出され、建物等が存ࡏするՄ能ੑがあった。5 月 26 日には編組の

一部や烏帽子と見られる漆の塗膜片が出土した。5 月 28 日には灰の周辺から鉄鍋が出土した。6 月 12

日には調査区の౦側から水田畦畔と推定される帯状のシルト層の高まりを検出した。6 月 19 日には鉄椀

が出土した。灰の周ғからは柱根・杭・土޵・溝等の多数の遺構と漆器椀・茅針・下駄・櫛等の多様な木

製品や青磁・珠洲焼などの陶磁器がগ量出土した。֤層には土޵や溝・柱根・杭列等の遺構が検出され、

これらの遺構܈から調査区は԰敷地ではないかと考えられた。また、鉄椀・鉄皿の出土からफڭతੑ格も

検౼した。南区 1 の南端では樹根列が直角に౦΁曲がり、西側の溝も連ଓしたことから۶曲部分が԰敷

地の南端と൑明した。7 月 15 日には北区 1 もؚめてۭ中写真ࡱӨを行った。

7 月 18 日には現地આ明ձを行い、Ӎ天にもかかわらず地元ॅຽを中心に 115 ໊のࢀ加ऀが๚れた。

7 月 30 日には SK179 の底面から第二号木簡が出土した。水田面については、す΂ての畦畔を検出し

た後、水口の調査をした。ͦの後、畦畔に直交する十字のϕルトを設定し、脇にトレンチを掘削し下層の

水田の有無を確認したが、検出できなかった。また、畦畔を人力で掘削し、盛土以外の畦畔構築材の有無

を確認したが検出できなかった。8 月 4 日～ 7 日までは水田ߞ作土を重機でআ去し、未調査がないこと

を確認した。

8 月 17 日に北区 1 の調査で࣮施した黒色腐植土のࣗવ科ֶ分ੳの結Ռがಧいた。黒色腐植土にはҴの

Ӳを焼いたものが大量にؚまれていたことから、ࣗવ流࿏のۼ地を人工తに埋め整地したՄ能ੑが高まっ

た。

2　調査のܦա
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8 月 21 日にはॅډҬを中心に 2 回目のۭ中写真ࡱӨを行った。

೶ ಓ 下　　農道部分は調査が終ྃした南区にう回࿏を଄成した後、調査を行った。8 月 31 日から南

区 1 の一部を埋め໭し、う回࿏は 9 月 8 日に完成した。9 月 9・10 日に表土আ去を行った。足枠付田下

駄や柱根が多数出土し、南区 1 よりも遺構・遺物の密度が濃いとײじた。調査前にਆࣾがあった直下に

は掘立柱建物となる柱根を多数検出した。9 月 25 日には SK399 から楕円形の曲物に蓋板が付いた状態

で出土した。10 月 16 日には 3 回目のۭ中写真ࡱӨを行い、ڭݝҕから調査の終ྃ確認をಘた。10 月

21 日からは農道の෮旧工事に入り、11 月 5 日には作ۀをす΂て終ྃし、ࠃ交লに調査現地をҾき渡した。

2）2010 年度

2010 年は前年度の調査区周辺に確認した水田跡の調査である。当初、前年度の確認調査や本ൃ掘調査

成Ռから 2 枚の水田を૝定して͓り、2 枚目（Ⅹ層）から調査する༧定であった。1 枚目（Ⅷ層）は土層断

面で畦畔が検出できなかったことから、平面తな調査は行っていない。

ೆ ۠ 1　　南区は 2 グリッドのഉ水࿏で分断されたのでഉ水࿏の北側を南区 1、南側を南区 2 とݺ

শした。4 月 14 日～ 19 日に暗渠敷設工事を行った。調査区には前年の調査終ྃ後、๷草のため厚さ

60cm の盛土がされて͓り、この盛土のఫ去を 4 月 26 日から行った。ଓいて表土আ去を 5 月 6 日～ 21

日に行った。この表土আ去によって 3C・3D・4C グリッド付近がۃ端にམち込Μでいることが൑明した。

また、この周辺には地਒の෾砂຺が多数検出されたことから、地਒によるӷ状化のӨڹで地൫௜下したと

推測した。南区 1 のج本層ংを確認中に北西隅に畦畔を検出したが、ͦの直下にも別の畦畔の高まりを

検出したことから、3 枚目の水田を認ࣝした。5 月 11 日から作ۀһで南区 2 の畦畔の検出作ۀを開࢝し

た。南区 1 も 5 月 25 日から畦畔の検出作ۀを行った。6 月 17 日には南区全体の 2 枚目の水田面（Ⅹ層）

のۭ中写真ࡱӨを行った。6 月 19 日には現地આ明ձを行った。前年にଓきӍ天のため、ࢀ加ऀは 50 ໊

とগなかった。

6 月 22 日には畦畔に直交する位置に十字のϕルトを設定し、脇にトレンチを掘削して 2 枚目（Ⅹ層）

のߞ作土の厚さや 3 枚目（Ⅻ層）の畦畔の有無やߞ作土の厚さを確認し、写真・図面等に記࿥した。畦畔

を掘削し、畦畔盛土に粗ᐗなどの混入物や杭等の構築物がないか確認したが見つからなかった。2 枚目（Ⅹ

層）のߞ作土はϕルトを残しながら 0.4ὗの重機でআ去し、3 枚目の畦畔の検出作ۀを行った。

6 月 30 日には 4 枚目（ⅩⅣ層）、7 月 2 日には 5 枚目（ⅩⅥ層）の畦畔を西壁で検出し、畦畔がほ΅同じ

位置にある 4 面（2 ～ 5 枚目）の水田が重層することを確認した。当初૝定した水田枚数を大きく௒える

ことからࠓ後の調査方法について、7 月 6 日にڭݝҕとٞڠし、ߞ作土や間層のআ去に重機を使用するな

ど調査ޮ率を高めることとなった。7 月 6 日から 3 枚目（Ⅻ層）水田の畦畔検出作ۀを行った。7 月 16

日に南区 2、8 月 4 日に南区 1 の 3 枚目（Ⅻ層）畦畔検出状گの写真ࡱӨを行った。南区 2 は 8 月 6 日から、

南区 1 は 8 月 11 日から 4 枚目（ⅩⅣ層）水田の畦畔検出作ۀに入った。8 月 27 日にはൺֱత残りの良い

4 枚目畦畔の検出状گをۭ中写真ࡱӨした。4 枚目畦畔の一部には粗ᐗを入れているものがあり、これを

す΂て検出し記࿥した。9 月 1 日からは最も残りの良い 5 枚目（ⅩⅥ層）の畦畔検出作ۀを行った。9 月

16 日には 5 枚目の畦畔検出状گをۭ中ࡱӨした。5 枚目の畦畔には上面に樹皮を敷いているものが 1 条

あり、樹皮をআ去すると畦畔中央に細杭が打たれていた。また、この畦畔上面から人形が出土したことか

ら祭祀を行っていたことが൑明した。この畦畔は、ほかの畦畔より幅があることから、道の໾目をしてい

たと推測される。
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9 月 17 日には工事用道࿏部分の表土をআ去し、9 月 20 日から 2 枚目の水田畦畔の検出作ۀを行った。

南区 2 では 1 条の畦畔が検出されたが、南区 1 では検出できなかった。9 月 24 日に検出状گの写真ࡱӨ

を行った。工事用道࿏部分の 3 ～ 5 枚目の畦畔は断面で確認し記࿥し、下層については畦畔の構଄が推

定できることから平面తな調査は行わなかった。

10 月 12 日に全ての調査を終ྃしࠃ交লに調査現地をҾき渡した。

๺ ۠ 1　　表土আ去は 6 月 30 日～ 7 月 6 日に行った。2 枚目の水田を覆う砂層（Ⅸ層）は厚くଯੵ

していたが、畦畔は平面తに検出できず、畦畔盛り上げに伴う畦畔脇の掘削痕が 2 条検出されたのみであっ

た。また、3 枚目以下の畦畔も断面で検出できず、平面తな調査を行っても畦畔の検出はࠔ೉であるとい

うことからڭݝҕの状گ確認をಘて、ج本層ং等ඞ要な記࿥を取り、9 月 7 日に調査を終ྃした。

3）2011 年度

調査区は 2009 年に調査出དྷなかった԰敷地の一部（農道下 7・8HI グリッド）と 2010 年度に調査した

水田Ҭ（10 グリッドまで）の北側で、13 グリッドのഉ水࿏までを北区 1、ഉ水࿏から 19 グリッドの農道

までを北区 2、農道から北側を北区 3 とݺশした。4 月 12 日から४備工を開࢝し、4 月 14 日～ 27 日ま

で 2009 年に盛られた๷草用盛り土のআ去作ۀを行った。

೶ ಓ 下　　調査ൣғは 100m2 で、現地表面から 3m ほど掘削する༧定であった。使用中の農道に

近接することから҆全確อのため、周ғに長さ 9m の໼板を 4 月 26・27 日に打設した。԰敷地は SR1

r1 ～ 3 層に分層し調査を行った。౦端で 2009 年度に検出していた԰敷地の区ը溝 SD112 の延長と

SR165 を検出した。また、掘立柱建物 SB336 の北౦端の SB336rP8 と柱根を検出した。遺物は珠洲焼・

青磁椀、漆器椀・櫛等多く出土した。5 月 23 日には黄色いワラが良好に残った草履が出土した。5 月 26

日には上層の 1・2 層の完掘写真をࡱӨした。6 月 13 日には第三号木簡、6 月 29 日には第四号木簡が出

土した。7 月 5 日には下層の 3 層の完掘写真をࡱӨした。7 月 7 日には SR2r1 層の完掘写真をࡱӨし、

調査を終ྃした。SR1r3 層の一部と SK853 の埋め土の一部については水ચを行い、໮֪・種子類・炭

化ถ等を採取した。

๺ ۠ 1　　表土আ去は 4 月 28 日～ 5 月 13 日まで行った。2010 年度の調査ൣғでは畦畔の遺存状

は不良であったが、2011گ 年はわずかに畦畔が検出できた。5 月 25 日にⅩ層水田完掘写真ࡱӨ、6 月

14 日にⅫ層水田完掘写真ࡱӨ、7 月 6 日にⅩⅣ層水田完掘写真ࡱӨ、7 月 22 日にⅩⅥ層水田完掘写真ࡱ

Өを行った。ⅩⅥ層については、畦畔は検出できなかったが杭を検出した。また、ⅩⅥ層は砂とシルトの

ߞ。層となって͓り、撹፩された様子が確認できなかったことから、水田化されなかったՄ能ੑが高いޓ

作土は 0.4ὗの重機で掘削し、作ޮۀ率を高めた。

๺ ۠ 2　　調査は工事工ఔ等の関係で 4 分割して行った。暗渠敷設工事を 4 月 19 日～ 28 日まで行い、

先行Ҿき渡しをٻめられていた南側 15 グリッドまでを 5 月 19 日～ 25 日に表土আ去を行った。Ⅹ層で

は初めて畦畔と平行に掘削された SD848 を検出し、水࿏と考えられた。6 月 8 日にⅩ層水田のۭ中写真

Ө、6ࡱ 月 30 日にⅫ層水田のۭ中写真ࡱӨ、7 月 15 日にⅩⅣ層水田完掘写真ࡱӨを行った。ⅩⅥ層は北

区 1 と土層ଯੵ状گが同一であった。このことからトレンチ調査を行ったが、畦畔を検出できず平面త

な調査は行なっていない。7 月 20 日～ 8 月 3 日まで 16 ～ 18 グリッドの表土আ去を行った。この間、7

月 28 日～ 30 日まで新ׁ・෱ౡ߽Ӎで調査区はף水し、8 月 2 日までഉ水作ۀを༨ّなくされたが、壁

面のわずかな่յఔ度で被֐はࡁΜͩ。表土আ去のաఔで、調査区の北西側 18C グリッドでⅧ層ஈ֊の

2　調査のܦա



第Ⅰষ　ং　　　આ

11

広ൣғな高さ 40cm ほどの高まりを検出した。人ҝతな盛土のՄ能ੑを考え、Ⅷ層の平面調査を行った。

後に高まりはࣗવଯੵと൑明したが、この結Ռ 15・16C グリッドで初めてⅧ層の畦畔状の高まりを検出

した。8 月 9 日にⅧ層の完掘写真ࡱӨを行った。Ⅹ層では SD848 の延長と、Ⅷ層で検出した高まりの直

下に SD870 を検出した。SD870 の؛には杭が連ଓして打設されていたが、杭以外の遺物は出土しなかっ

た。8 月 25 日にⅩ層のۭ中写真ࡱӨを行った。9 月 10 日には現地આ明ձを行い、天ީにも恵まれ前年

度より若૿ׯえて 71 ໊のࢀ加ऀがあった。9 月 15 日にⅫ層のۭ中写真ࡱӨ、10 月 12 日にⅩⅣ層完掘

写真をࡱӨした。

調査区の౦側の工事用道࿏下と西側に地元農Ոのために残していたਐ入࿏下についても、遺構が良好に

残存していたことから調査を行い、11 月 30 日に終ྃした。

๺ ۠ 3　　北区 2 の SD870 の状گから、農道から北にも延৳すると考えられた。調査区外にൣғを

確認するҝのトレンチを 3 か所入れたところ、溝の延৳と杭の存ࡏを確認した。ڭݝҕ・ࠃ交লとٞڠ

を行い、֦ ுして調査することとなった。11 月 7 日～ 9 日に表土আ去を行った。SD870 はかなりऄ行し、

北区 2 より細い杭を連ଓして検出した。また、SD870 の౦側で柱根を複数検出したことからさらに֦ு

して調査を行い、柱根 5 本、細杭列、炭化物分布Ҭ等を検出した。柱根の周ғからはほかの水田Ҭとは

ҟなり、鎹・下駄・漆器・砥石等のੜ׆道具が出土した。調査は 12 月 13 日に終ྃし、ڭݝҕの終ྃ確

認をಘた。ͦの後埋め໭し等を行い、ࠃ交লに 12 月 27 日に現地をҾき渡し、3 年にٴぶ調査を完ྃした。

C　整　理　作　ۀ

遺物のચড়・分類・ம記作ۀは現地調査とฒ行して行った。遺物の大半は木製品であったことからચড়・

分類後にू計作ۀを行った。現地調査終ྃ後は（ג）ノΨミ整理所で本格తな整理作ۀを行った。図面の

整理、写真整理、図版作成、遺物の接合・࣮測・トレース作ۀ、遺物の写真ࡱӨ、ࣥߘݪච、֤種台帳作

成等を行った。2012 年 3 月は全体の編ू作ۀを行った。
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第Ⅱষ　遺跡の位置と環ڥ

1　地 理 త 環 ڥ

小ډࡔ付遺跡の位置するӽ後平໺は、զがࠃでも第三紀以߱、ಛに第四紀の地֪変ಈが最もൃ׆なとこ

ろとして஌られて͓り、地形の主な഑列はこのӡಈによって規定されている。ӽ後平໺周辺の地形は᧞曲

ӡಈによる北北౦−南南西にأ行഑列する山地・ٰྕ列が最も顕著であり、新第三紀以߱の向斜構଄の中

を৴濃઒が流れている。ͦれに対して、阿賀໺઒・胎内઒・ߥ઒などのՏ઒はͦれらの主方向と直行する

ように先行୩を形成しつつӽ後平໺に流入している。このような᧞曲ӡಈは現ࡏも継ଓして͓り、௜߱଎

度は平໺中央部に位置する白根付近で 4 ～ 5mm/Z.、౦縁ٴび西縁のٰྕに近い平໺部では 1 ～ 2mm/

Z. と見ੵもられている。ͦのため白根付近の完新౷の厚さは、໿ 140m にもୡするとݴわれている。ӽ

後平໺はこのような᧞曲ӡಈによる凹地を৴濃઒・阿賀໺઒・胎内઒・ߥ઒などのՏ઒が埋ੵして作り上

げたものである。

ӽ後平໺は濃尾平໺とともに日本最大のԭੵ地の一つであり、面ੵは໿ 2,000Lm2 にୡする。ӽ後平

໺の地形తなಛ௃の一つは、海؛部に砂 ・ٰ砂ଯが著しくൃୡしていることである。もう一つは関౦平໺・

濃尾平໺などの太平༸側の平໺とൺ΂て、ߋ新世に形成されたஈٰ地形のൃୡがѱく、平໺の大半が完新

世に形成された標高の低い平坦なԭੵ平໺からなっていることである（第 6 図）。

新ׁ砂ٰは日本最大ڃの規模をもち、海؛線に沿って角田山࿢から三面઒Տ口まで໿ 70Lm にୡする。

৔所によっては海؛線から内཮΁ 10Lm にٴぶ砂ٰ・砂ଯ列を構成して͓り、北౦端と南西端ではより

新しい砂ٰが古い砂ٰを覆い、一列の砂ٰ列となっている。一ൠに内཮部の砂ٰ・砂ଯほど連ଓੑがѱい

が、これについては৵食されてしまったか、あるいは௜߱ӡಈによってԭੵ面下に௜Μでいるためと考え

られている。新ׁ古砂ٰグルーϓは、砂ٰ表面の腐植層、砂ٰ砂の෩化度、ٴび地形తಛ௃から新砂ٰⅠ

（Ⅰ− 1・Ⅰ− 2・Ⅰ− 3・Ⅰ− 4）、新砂ٰⅡ（Ⅱ− 1・Ⅱ− 2・Ⅱ− 3・Ⅱ− 4）、新砂ٰⅢ（Ⅲ− 1・Ⅲ− 2）の

3 つの砂ٰ列܈に区分した。ͦして、ͦれらの形成時期を主に遺跡の立地、遺物の分布から、ͦれͧれ縄

文時代中期以前（新砂ٰⅠ− 1 は縄文時代中期຤༿）、古෿時代以前、ࣨ ொ時代以߱としたʦ新ׁ古砂ٰグルー

ϓ 1974ʧ。しかし、ͦの後のࢿྉの૿加により砂ٰの形成をさらに古くଊえる܏向がڧまってきている。

大平は、Ϙーリングࢿྉの解ੳ、ܔ૶分ੳ、์ࣹੑ炭素年代測定の結Ռをجに検౼し、砂ٰ列のૅجとな

る඿అ列の形成期として新砂ٰⅠ− 1 は縄文時代前期以前、新砂ٰⅠ− 2・Ⅰ− 3・Ⅰ− 4 は縄文時代前

期以߱中期以前、新砂ٰⅡは縄文時代中期以߱൩期以前、新砂ٰⅢは縄文時代൩期以߱の形成であると推

定しているʦ大平 1992ʧ。

砂ٰ・砂ଯ列の背後には、標高 5m 以下のԭੵ低地が広がり、৴濃઒や阿賀໺઒のほか、中小Տ઒の

旧流࿏が形成したࣗવఅ๷や後背࣪地が数多く見られる。ͦこには、かつて֙
よろいがた

ׁ・白
しらばすがた

࿇ׁ・鳥
と や の が た

԰໺ׁ・ࢵ
し

雲
う Μ じ が た

やͦれをބが多数形成されていた。ਖ਼徳～明和年間の絵図には、多数のׁބといったׁ（Ԙ௡ׁ）ׁࣉ

結ぶՏ઒流࿏が描かれている。入手できる最古の明治 44（1911）年測量の地形図にも多数のބপが描か

れて͓り、さらにׁをもつ地໊が平໺全面に渡って分布している。1947 年にถ܉がࡱӨしたۭߤ写真

（図版 91）でも、きわめて新しい時代まで多数のބপが存ࡏしたことが分かる。また、৴濃઒のՏ઒ޯ഑
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ୈ 6 ਤ　ӽޙฏ໺の地۠ܗ分ਤ（ʦԬ本 1986ʧを一部վ変して使用）

は平໺の࢝まる長Ԭから下流にかけてۇか 3,000 分の 1 であり、܏斜がきわめて؇やかである。さらに、

標高 5m 線は৴濃઒Տ口から直線距離で 28Lm も内཮になり、ঙ内平໺の最上઒がՏ口から 9Lm、෋山

平໺が海؛線から 7.5Lm などにൺ΂れば、ͦの低平ੑは著しい。この平坦な地形は、平໺の形成に͓い

て৴濃઒などがසൟに大きくऄ行し、Տ道変ભを܁り返してきたことをҙ味している。以上列ڍしたよう

に、ӽ後平໺の低࣪ੑはほかの平໺に見られないಛ௃であり、ԭੵ低地についてはׁބが土砂のଯੵによ

り཮化したとしても、Տ઒の൙ཞ、流࿏変ભによりބপ化することが࠶三܁り返されたことによるとࢥわ

れる。࣮ބׁ、ࡍ周辺の土地は古くから水֐の多ൃ地帯であり、2011 年のू中߽Ӎによる被֐は記Աに

新しいところである。ͦのため、これらのׁބでは近世以߱、ഉ水工事とׯ୓が大規模に行なわれてきた。

白根周辺も開ൃがਐめられてきたが、1818 年の新઒掘削によるׁ֙・田
た が た

ׁ・大
͓͓がた

ׁのѱ水ൈきや 1922 年

の大Տ௡分水の通水、さらには、ত和に入ってからの土地区ը整備がなされるまでは、ഉ水不良の低࣪地

帯ͩった。

本遺跡は中ノ口઒の右؛、南北に৳びるूམと現行のࠃ道 8 号が乗るࣗવఅ๷の౦側に位置する。遺

跡周辺の現گは水田とാが混ࡏして͓り、ࣗવఅ๷の外縁部に位置すると考えられる。これはࠃ土地理Ӄ

が 1988（ত和 63）年にץ行したʰ土地条݅図ʱに͓いて、遺跡が「ࣗવఅ๷」と「海؛平໺・三角भ」

にまたがって位置していることからもಡみ取ることができる。標高は໿ 1.5m ～ 0m とൺ高ࠩを持つが、

旧อࡔਆࣾ跡地ほか一部には٬土による盛土もみられ、これをআくと֓ね 1m 前後のൣғがࣗવఅ๷部分、

0m 前後のൣғが後背地であったと考えられる。な͓、調査区内に位置していたอࡔਆࣾの఼ࣾはバイύ

ス建設に先立ち、同じ小ࡔ地内΁とҠ転した。ࠓはਡ๚ࣾとして建໊ޚ方໋が祭られているが、ਆ明ٶと

Ҵ荷ࣾが合祀されたものと఻えられているʦ白根ࢢ 1989ʧ。



14

2　ྺ ࢙ త 環 ڥ

A　文ݙから見た遺跡の周辺

中世ࣾձは、૳Ԃとࠃᦰྖ（ެྖ）をૅجとする土地・人ຽࢧ഑体系で、૳Ԃ・ެྖ੍を骨格としてい

る。ͦの頂点に位置したのは当初、皇଒・ެՈ・有力ࣾࣉでͦこに新興のࡏ地ྖ主が૳Ԃ・ެྖ੍に有機

తに関連しつつ構଄తに組み込まれていた。これは平҆時代຤期のݯ平૪乱で平ࢯを滅΅した後、文治元

（1185）年にݯཔ朝が֤地にकޢ地頭を設置したことに࢝まる。ӽ後では下ӽを中心に੎力をはっていた

平Ո方の৓ࢯ຅མ後、ҏ౾や関౦の෢࢜が地頭となり、ͦれ以前に成立していた૳ԂܦӦをঠѲすること

で確立する。

遺跡が所ࡏする旧白根ࢢ周辺には、青海૳・໻඙૳、ެྖである金௡อが存ࡏした。白根࢙ࢢによると

青海૳は永ਖ਼年間（1504 ～ 1521 年）ࠒのʰ܊ݪוஈ銭帳ʱの記ड़ではҪ栗条・ࡔ田条・下条・Տ滑઒条・

ຸ口条・山ノ内条・小吉೭条にわかれて͓り、現ࡏある地໊から加ໜࢢを中心に中ノ口઒右؛、旧白根ࢢ

ຸ口に北ݶを置いている。ެྖである金௡อは建෢ 3（1336）年の「羽黒ٛ成܉஧状写」にある「Ҿ᝷ဋ

金௡อ新௡৓」が初見である。しかし、旧白根ࢢҬは地໊が中世࢙ྉに見出すことができないことから金

௡อにはؚまれないものと推測する。໻඙૳についてはʰ܊ݪוஈ銭帳ʱの記ड़から、中ノ口઒の左؛以

西であったとするʦ白根ࢢ 1989ʧ。しかし、時が下りڗ和 3（1803）年のʰ新ൃ田ൡӽ後܊ݪוࠃଜԾ

໊ෟ帳ʱでは、遺跡の位置する「小ࡔ」の字໊をؚむ旧白根ࢢҬの多くが໻඙૳に組み入れられて͓り、

૬ҧが認められる。このように、遺跡周辺は֤૳Ԃ・ެྖのڥքと推定されているൣғに近接して͓り、

ͦの所属を明確にし೉い地Ҭといえる。

青海૳の初見は、h ʱの文治ڸ࠺ޗ 2（1186）年 3 月 12 日条で、ここでは高松Ӄྖとある。高松Ӄは

鳥羽天皇皇ঁで、二条天皇中ٶとなったຓ子内਌王である。北条ࣥݖ政治期にあたる鎌૔時代中期、文永

8（1271）年の「関౦Ҿ付צ文」では、青海૳ી根新อの地頭として׸෢平ࢯઍ༿ࢯ一଒の下૯ହढ़の໊

がある。南北朝૪乱期、建෢ 3（1336）年の「足利ଚڭޚࢯ書༩」では、青海૳上条ଜを近Ӵہがྖして

いることがわかる。ࣨொ時代には、ນ෎はकޢを഑置しྖࢧࠃ഑を͓こなわせた。ӽ後は上ਿࢯがकޢ৬

をつとめ、कޢ代長尾ࢯとともにࢧ഑を֦大する。文明 9（1477）年のʰ結番日記ʱでは青海૳が吉良ٛ

৴の所ྖで上ਿࢯがकޢ੥をつとめていたことがわかる。さらに時代が下り、永ਖ਼年間に至ると先ड़のh ו

がྖࢯ代をつとめていた長尾ޢの所ྖとなったことがわかる。ここでकࢯஈ銭帳ʱから青海૳が上ਿ܊ݪ

。大໊として成長することとなるࠃ഑をঠѲし、後のઓࢧࠃ

B　周 辺 の 遺 跡

新ׁࢢと合ซ（平成 17 年 3 月）する以前の旧白根ࢢҬに所ࡏする遺跡は、平成 16 年 4 月 1 日時点で

18 が஌られるばかりであった。この数は、新ࢢとして合ซした 13 ொଜのなかでもׁ౦ଜとฒびࢢ 4 番

目にগない。これは、ࢢҬの大部分が近代の土地վ良事ۀ以前は低࣪地ͩったこともあり、ઈ対తな遺跡

立地数のগなさにىҼする部分が大きいと考えられる。これに加え、৴濃઒・中ノ口઒の度重なる൙ཞに

よる土砂のଯੵと地൫௜下により、遺跡が現ࡏの地表面から大きく離れ、ൃ見されがたい現گにあるͩろ

うこともͦの一Ҽとしてあげられる。これは本遺跡の南西໿ 1Lm、中ノ口઒の対؛に位置する味方ഉ水

機৔遺跡に͓いて地下໿ 19m の地点から縄文時代中期後༿～後期前༿とされる土器片が採ूされ、ͦこ

2　ྺ࢙త環ڥ
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が当時の地表面であったと推測された事ྫからもうかがうことができるʦ味方ଜ 2000ʧ。このような状

Ӧะ৔整備に先立って͓こなわれたഅ৔԰敷遺跡ほかݝҬに͓ける本ൃ掘調査はࢢ下にあり、旧گ 4 遺

跡と本遺跡と同じ一ൠࠃ道 8 号白根バイύス建設に先立って͓こなわれたӜն遺跡の 2 ྫを数えるのみ

である。しかし、調査数はগないものの、ڞに低地に立地する中世遺跡の調査事ྫとしてو重な成Ռをあ

げている。

遺跡の時代は古代までさかの΅るものが 1 遺跡あるのみで、これ以外は中世以߱となる。中世の遺跡

では৓ؗ跡が 4、ू མ跡が 1、石ౝが 3 あるほかはいずれも遺物แؚ地としてొ࿥されているものである。

ୈ 7 ਤ　पลの中ੈ遺੻
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以下、この旧白根ࢢに͓ける中世遺跡の様૬について֓観する。

৓ؗは平໺部に位置するもののみで、ঙ瀬ؗ跡（11）、࡚ؗڇ跡（12）、ీؗ跡（13）、新൧田ؗ跡（14）

がある。いずれも小ྖ主のؗと考えられて͓り、ঙ瀬ؗ跡は天ਖ਼ 5（1577）年のʰ三条同໊同心Ո෩څ分

のؗとされている。これ以外の৓ࢯのՈਉҪ口ࢯとあり、三条৓ক山吉「やう瀬ଜࢤ、Ҫ口分」帳ʱにޚ

ؗについてはॾઆʦ白根ࢢ 1989ʧあるものの、ͦのৄ細は明らかでない。

അ৔԰敷遺跡（3）は 1983（ত和 58）年に調査が͓こなわれた。本遺跡から南΁໿ 8Lm、৴濃઒左؛

ᶺ 遺跡໊ 立地 時期 種類

1 小ډࡔ付遺跡 ԭੵ地 鎌૔～ࣨொ ԰敷地・ੜ産遺跡

2 若ٶ様遺跡 ࣗવఅ๷ ࣨொ ूམ

3 അ৔԰敷遺跡 ࣗવఅ๷ 鎌૔～ࣨொ ूམ

4 元԰敷遺跡 ৴濃઒Տ઒敷 中世 製鉄関連

5 興໺遺跡 ࣗવఅ๷ ࣨொ ूམ

6 戸石ุ ԭੵ地 中世？ 遺物แؚ地

7 ཛྷׁ遺跡 ԭੵ地 鎌૔ 遺物แؚ地

8 永҆ࣉの五ྠౝ܈ 内ڥ ࣨொ 石ౝ

9 等雲ࣉの五ྠౝ 内ڥ ࣨொ 石ౝ

10 ྛ༿ࣉの五ྠౝ 内ڥ 中世 石ౝ

11 ঙ瀬ؗ跡 ࣗવఅ๷ ઓࠃ ৓ؗ跡

12 跡࡚ؗڇ ࣗવఅ๷ ઓࠃ ৓ؗ跡

13 ీؗ跡 ࣗવఅ๷ ઓࠃ ৓ؗ跡

14 新൧田遺跡 ࣗવఅ๷ ઓࠃ ৓ؗ跡

15 ฌଂ遺跡 ඍ高地 ໻ੜ・中世 遺物แؚ地

16 本行ࣉ遺跡 ࣗવఅ๷ ࣨொ 遺物แؚ地

17 長所ؗ跡 ࣗવఅ๷ 中世（ࣨொ～ઓࠃ） （ؗؗ৓）

18 長田遺跡 ඍ高地 鎌૔・ࣨ ொ 遺物แؚ地

19 摩ಊ৓跡ޢ 山頂 南北朝・ࣨ ொ・ઓࠃ ৓ؗ跡

20 田上ؗ跡 ԭੵ地 ࣨொ ৓ؗ跡

21 金԰鉄ᕥ出土地 台地先端 中世 製鉄関連

22 ు遺跡ߙ ԭੵ地 中世 遺物แؚ地

23 上୩内遺跡 ԭੵ地 鎌૔ 遺物แؚ地

24 大௶遺跡 ԭੵ地 ಸ良・平 ・̓鎌૔ 遺物แؚ地

25 江向遺跡 ԭੵ地 鎌૔ 遺物แؚ地

26 吉江ؗ跡（未ొ࿥） ࣗવఅ๷ ࣨொ ৓ؗ跡

27 ྃઐࣉ跡 ٰྕ ࣨொ 跡ࣉࣾ

28 五本田ؗ跡 ಠ立 （็ٰ） ࣨொ ৓ؗ跡

29 三୔遺跡 台地上 ࣨொ 製鉄関連

30 西ળࣉ石෹ ٰྕ、ྏ 線部 南北朝 石଄物

31 横઒඿外అ外地 ৴濃઒Տ床
縄文・平 ・̓鎌૔・  

南北朝・ࣨ ொ
遺物แؚ地

32 ブギリ遺跡 ԭੵඍ高地 平 ・̓ࣨ ொ 遺物แؚ地

33 ༩平ׁ遺跡 ԭੵඍ高地 平 ・̓ࣨ ொ 遺物แؚ地

34 Ҷാ遺跡 ԭੵඍ高地 ࣨொ 遺物แؚ地

35 三ᑍ田遺跡 ԭੵඍ高地 平 ・̓ࣨ ொ 遺物แؚ地

36 二丁下遺跡 ԭੵඍ高地 ࣨொ 遺物แؚ地

37 ສ๥江遺跡 ࣗવఅ๷
平 ・̓鎌૔・南北朝・

ࣨொ・ઓࠃ
遺物แؚ地

38 ஡Ӄ遺跡 ඍ高地
平 ・̓鎌૔・南北朝・

ࣨொ・ઓࠃ・江戸
遺物แؚ地

39 上向遺跡 ࣗવఅ๷ 平 ・̓鎌૔ 遺物แؚ地

40 ക田遺跡 ࣗવఅ๷
平 ・̓鎌૔・南北朝・

ࣨொ・ઓࠃ・江戸
遺物แؚ地

41 田遺跡ߥ ඍ高地 平 ・̓鎌૔ 遺物แؚ地

42 高࿡遺跡 ඍ高地 鎌૔ 遺物แؚ地

43 円明ࣉ跡 ࣗવఅ๷ ࣨொ 跡ࣉࣾ

44 Ӊ賀古ࢤਆࣾ ࣗવఅ๷ ࣨொ ෿ุ

45 ஡Ӄ̗遺跡 ࣗવఅ๷ 南北朝・ࣨ ொ
遺物แؚ地
（古銭）

ᶺ 遺跡໊ 立地 時期 種類

46 ౡ田̗遺跡 ࣗવఅ๷ 鎌૔ 遺物แؚ地

47 高໺ؗٶ跡 ࣗવఅ๷ ࣨொ ৓ؗ跡

48 ౦ધӽؗ跡 ࣗવఅ๷ ࣨொ ৓ؗ跡

49 打ӽؗ跡 ࣗવఅ๷ ࣨொ ৓ؗ跡

50 Ӝն遺跡 ԭੵ地 鎌૔ 遺物แؚ地

51 前遺跡 ࣗવఅ๷ 鎌૔ ूམ跡

52 古ொ遺跡 ࣗવఅ๷ 鎌૔ ूམ跡

53 下田อ遺跡 ԭੵ地 鎌૔ 遺物แؚ地

54 大୔୩内遺跡 ԭੵ地 中世 ूམ

55 木৔৓跡 ࣗવఅ๷ 中世 ৓ؗ跡

56 ऍՠಊ遺跡 ࣗવఅ๷ 平 ・̓南北朝・ࣨ ொ 遺物แؚ地

57 າノ明遺跡 （水田） 南北朝・ࣨ ொ 遺物แؚ地

58 西઒大関ؗ跡 ࣗવఅ๷ 中世 ৓ؗ跡

59 長ׁ遺跡 ԭੵ地 中世？ 遺物แؚ地

60 ࿡十า下遺跡 ԭੵ地 平 ・̓ࣨ ொ 遺物แؚ地

61 ઒根遺跡 低࣪地
平 ・̓鎌૔・南北朝・

ࣨொ
遺物แؚ地

62 小戸下組遺跡
旧ࣗવఅ๷・

低࣪地
平 ・̓鎌૔・南北朝・

ࣨொ
遺物แؚ地

63 ড়ָ遺跡 ࣗવఅ๷ ࣨொ 遺物แؚ地

64 ਡ๚ਆࣾ石෹ −−−− 中世 石଄物

65 下കノ木遺跡 低࣪地
平 ・̓鎌૔・南北朝・

ࣨொ
ूམ跡

66 ી根遺跡 旧ࣗવఅ๷ 平 ・̓鎌૔ 遺物แؚ地

67 西ឲ԰山遺跡 ٰྕ ಸ良・ࣨ ொ ৓ؗ跡

68 上小吉遺跡 ԭੵ地 中世 遺物แؚ地

69 長所天ਆ遺跡 平地 平 ・̓鎌૔ 遺物แؚ地

70 山田古銭出土地 山ෲ 鎌૔
遺物แؚ地
（古銭）

71 西԰敷遺跡 −−−− 中世 遺物แؚ地

72 ਡ๚ノ木遺跡 平地 平 ・̓鎌૔ 遺物แؚ地

73 遺跡ڮ܂ 平地 平 ・̓鎌૔ 遺物แؚ地

74 Ӝ田Ե遺跡 平地
平 ・̓鎌૔・南北朝・

ࣨொ
遺物แؚ地
	ूམ跡）

75 Ӝ遺跡ڥ 平地
平 ・̓鎌૔・南北朝・

ࣨொ
遺物แؚ地

76 ヤケ԰敷遺跡 平地 平 ・̓中世 遺物แؚ地

77 大໺遺跡 平地 鎌૔・南北朝・ࣨ ொ 遺物แؚ地

78 下ڷ԰遺跡 平地 鎌૔・南北朝・ࣨ ொ 遺物แؚ地

79 大ધ渡遺跡 平地 ࣨொ 遺物แؚ地

80 ғ内遺跡 平地 南北朝・ࣨ ொ 遺物แؚ地

81 ળੑࣉ跡遺跡 平地 ࣨொ 跡ࣉࣾ

82 ສ෱ࣉᅿ 平地 ࣨொ 跡ࣉࣾ

83
ノ௩（キイミ௩）܅

遺跡
平地 ࣨொ ௩

84 ๻田遺跡 平地 ࣨொ ෿ุ

85 長所遺跡 平地 ࣨொ 遺物แؚ地

86 アヤϝ（়ו）௩ 平地 ࣨொ ෿ุ

87 ᐟ木ؗ跡 ࣗવఅ๷ 中世 （ؗؗ৓）

ୈ 1 表　पลの中ੈ遺੻

2　ྺ࢙త環ڥ
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のࣗવఅ๷上に位置する。調査は、15 世紀～ 16 世紀前半を主体とする上層とこれから໿ 1.5m の間層 1）

を挟Μで存ࡏする 13 世紀後半～ 14 世紀前半を主体とする下層で͓こなわれた。

上層の調査は計 2 面で͓こなわれ、土޵ 5 のほか溝やϐットが検出された。遺物は珠洲焼、ӽ前焼ج

のほかでは青花の皿 14 枚の一括出土がある。

下層の調査では、୦穴のՄ能ੑのある建物 1 溝、ݢ 2 条、ಛघ遺構 5 、などが検出された。遺物は青磁ج

珠洲焼、瀬戸焼・美濃焼、土師質土器のほか鉄製品、石製品、古銭などが出土した。さらにこれらに加え、

52 点の木簡をはじめとする 2000 点を௒える木製品の出土がಛචされる。

木簡は、ؑ札と考えられるڐՄূ木札と呪符に大別される。木札には年号・花押が書かれ、焼ҹが押さ

れている。ͦの内容は「よし΁のかやのふた」、「古઒のうらのʑかやかる΁し」などとあることから、ಛ

定の৔所のלをמることをڐՄしたものと考えられる。ここに書かれた年号には、「ਖ਼Ԡ 2（1289）年」

から「延ܚ 3（1310）年」のものがある。呪符には、「ٸʑ೗཯ྩ」や無පଉࡂをفる「ોຽকདྷ子ଙ」

などがある。

これらの木簡の内容から報告ऀは、遺跡を「呪いを行ない、֤所のݖ利を有し、׌つこれを分഑した

人ʑがډた」৔所と考えたʦ઒上・ԕ౻ 1983ʧほか、「入ձ地での茅מりにࡍして、陰陽師の஥հで呪

త祭祀がなされた」৔所との見解もあるʦՏ໺ 2001ʧ。また、これに関連して木製品では祭祀・呪ज़に

用いられたと考えられる人形、陽物形、舟形、刀形なども出土している。木製品では、このほかに箸、曲

物、下駄、܃などの日ৗੜ׆に用いられたとࢥわれるものも多く出土している。な͓、出土遺物は平成 5

年に白根ࢢ指定文化ࡒに指定された後、現ࡏは新ׁࢢ指定有形文化ࡒ考古ࢿྉにҾき継がれている。

Ӝն遺跡（50）は、2002（平成 14）年に調査が͓こなわれた。本遺跡から南΁໿ 4Lm、中ノ口઒右؛

の低࣪地に位置する。遺構は土޵ 3 ੊状遺構、ج 2 区ըに加えて 86 าの足跡܈が検出された。遺物は土

師質土器 1 点に対して、木製品は 2081 点出土して͓り、なかでもଔౝം・呪符をؚむ 108 点の木簡と

人骨の出土が遺跡をಛ௃付ける。木簡には「南無阿໻ଫဠ」、「南無大日೗དྷ」と書かれたଔౝംや「ٸʑ

೗཯ྩ」と書かれた呪符、「ົ法࿇՚ܦ」と書かれた֟ܦなどがあり、૴ૹ・供ཆّྱに関連するものと

されている。また、ͦ の中の 1 点には「元ጯ 2（1320）年」と鎌૔時代຤期の年号が記されたものもある。

人骨片は最小では 5 体分が出土し、人ҝతな切り傷やݘのטみ痕と考えられる傷を残すものがある。こ

のような状گから、遺跡のੑ格について報告ऀは、水辺に͓ける૴ૹ・供ཆに関連した遺跡とした。さら

に石଄物が出土しないこと、周辺に৓ؗが存ࡏしないことから、ここに૴られた対象を෢࢜以外のଜམຽ

ऺとし、ଜの祭祀৔、もしくは祭祀具のഇغ৔であったとしているʦ本間ほか 2003ʧ。

こうした成Ռはݝ内では初見の「遺体の遺غに関わる遺跡」ʦ戸根 2004ʧの調査としてධՁされる一

方で、遺跡のੑ格や位置付けについては様ʑな見解ʦ戸根 2004ʧ、ʦ前ౢ 2005ʧ、ʦ水ᖒ 2007ʧが出さ

れて͓り、多くの໰題ఏىを͓こなった遺跡といえる。な͓、出土遺物については 2004（平成 16）年に

。ྉの指定をडけているࢿ指定考古ݝ

1） 報告書では、下層はߑ水ଯੵで一໷にして 1.5m 埋຅したとされるが、現水田面からは、確かに 1.5m 下にあるが、
上層が間にあることから、土層断面図からಡみ取れる上層との間層は厚さ 0.7m ఔ度である。࠶検ূが଴たれる。
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C　「よしえ」と吉江ؗ（৓）について

ここまでは、旧白根ࢢҬを中心とした様૬を֓観してきたが、本遺跡に関わりの深い旧味方ଜにある吉

江（よしえ）地区についても৮れて͓きたい。

「吉江」の初見は前ड़のഅ৔԰敷遺跡から出土した木簡で確認された地໊「よし΁」にみることができ、

本遺跡から໿ 1.2Lm 北西の中ノ口઒対؛の吉江地区にൺ定されているʦ઒上ほか 1983ʧ。吉江地区で確認

されている遺跡としてはࣨொ時代とされる吉江ؗが஌られて͓り、以前はݝ遺跡台帳にも記載されていた。

しかし、現ࡏではͦの所ࡏをࣦい、ݝ遺跡台帳のほかʰ新ׁݝ中世৓ؗ跡等分布調査報告書ʱにも記載が

ない。

吉江৓としてはๅྐྵ 6（1756）年のʰӽ後໊دʱとこの後にץ行されたʰӽ後໺ࢽ 、ɦhӽ後古৓ࢽ 、ɦhԹ

古のᐼʱなどにも記載がある。これらによると৓主の吉江ࢯは上ਿࢯの重ਉで、৓はܚ長 3 年（1598 年）、

上ਿ景উのձ௡Ҡ෧にैって破٫されるまで存ଓしたとある。吉江ࢯについてはʰ太平記ʱに໊がみえる

吉江小四郎を૆とし、観ጯ 2（1351）年に高師ହを෢ݿ઒అで౼つとある。このように文書に記載がある

一方で、吉江ࢯ直系の຤ᧈに఻わるՈ系図では吉江小四郎の໊は無く、ͦの૆を「延徳 3（1491）年北ו

を໊乗り、ͦの子中ࢯのਉ、中条ٛ周が長尾能景から吉江の૳をྖせられ、吉江ࢯԞ山૳の三Ӝ和田܊ݪ

຿৏景फがޭ܉により長尾ҝ景からݪוの地にઍ貫文の地をࣀった」ʦ味方ଜ 2000ʧとあり、両ऀで内

容が大きくҟなっている。いずれにしても、ͦの内容については文書のࢿྉ൷൑がඞ要であり、ࣦわれた

吉江ؗの所ࡏと吉江周辺の開ൃのྺ࢙は、文書とともにൃ掘調査でಘられた成Ռをجにࠓ後ٞ࿦されるも

のと考える。

2　ྺ࢙త環ڥ
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第Ⅲষ　遺 跡 の ֓ 要

1　グリッドの設定（第 8 図）

白根バイύスでは、2002 年度にӜն遺跡ʦ本間ほか 2003ʧのൃ掘調査を行っていることから、グリッ

ドの設定は、同様にバイύスのηンター杭をج४とすることとした。

グリッドの長軸は白根バイύスのηンター杭 STA.No.30 と STA.No.35 を直線で結び、STA.No.35 を

४にしてج 10m ごとの方؟を組み大グリッドとした。ͦの結Ռグリッドの長軸は、真北から 0 度 19 分

09 ඵ西偏している。

大グリッドは 10m 方؟を 1 単位とし、南西側から長軸をࢉ用数字の 0 ～ 23、短軸をアルϑΝϕット

の A ～ J とし、両ऀの組み合わせで「7F」のように表した。小グリッドは大グリッドをߋに 2m 方؟に

分け、南西方向から 1 ～ 25 のࢉ用数字を用い「7F15」のように表した（第 8 図）。な͓、ࠃՈ࠲標値（新

標）は࠲ STA.No.30（12E1 グリッド）　X：198288.388、Y：45859.804 と STA.No.35（2E1 グリッド）

　X：198189.486、Y：45874.579 である。

ୈ 8 ਤ　άϦουઃఆਤ
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本　層　ং（第　ج　2 9 図）

本遺跡は 2009 ～ 2011 年度の 3 か年で、中世の԰敷地と周辺に広がる水田跡を調査した。水田につ

いては、2009 年度は平面తにはⅩ層の 1 面しか検出できなかった。2010 年度はⅩ・Ⅻ・ⅩⅣ・ⅩⅥ層の

4 面、2011 年度はⅧ・Ⅹ・Ⅻ・ⅩⅣ層の 4 面の調査を行っている。

԰敷地は古いࣗવ流࿏（SR1）のۼ地を埋め整地して͓り、複数回のਁ水・ߑ水等にもあっていると考

えられる。԰敷地には 2 条の༄のฒ木が植࠿されていた。԰敷地と周辺の水田の間には溝が掘られ、区

ըとされた。԰敷地と水田跡のج本層ংは表土からⅧ層までがڞ通するが、԰敷地のൣғは上記の理༝か

ら全くҧう様૬を示す。このことから、԰敷地と水田Ҭと分けてઆ明を行う。

水田面と԰敷地の対ൺはⅩ層（2 枚目水田ߞ作土）と SR1r1・2 層が同時期と考えられる。SR1r3 層とⅫ・

ⅩⅣ層（3・4 枚目水田）が同時期と考えられる。԰敷地଄成前の旧流࿏ SR2r1 層とⅩⅥ層（5 枚目水田）が

同時期と考えられる。

A　水 田 Ҭ

検出した水田 5 面はす΂て中世の水田である。

盛土：2009 年のౙ期に๷草のために盛られたサンドマットである。

Ⅰ層：（現表土）：にぶい黄׊色土　黄׊色シルト・暗׊色土等のブロックが混合する。しまり粘ੑڞに

なし。現代の水田ߞ作土・ാのߞ作土・ਆࣾ跡地の盛土・農道࿏൫等である。ج本తには盛土である。

Ⅱ層：黄׊色シルト　暗灰色シルトブロックを混合する。ࢎ化が著しく、ج本తはに盛土である。しま

りはあるが、粘ੑはऑい。

Ⅲ層：׊色粘質土　1 ～ 3mm ほどの炭化物をগ量ؚむ。旧表土と見られ、出土した磁器から近・現代

である。しまり粘ੑڞにڧい。南区では旧水田のߞ作土または床土となって͓りࢎ化マンΨンが௜఼する。

Ⅳ層：黄׊色シルト　Ⅱ層とൺ΂細かいཻ子のシルトである。全体にࢎ化が著しい。盛土である。しま

りはڧいが、粘ੑはڧい。

Ⅴ層：׊灰色粘質土　1 ～ 3mm ほどの炭化ཻをごくわずかにؚむ。上半分はシルト質、下半分は粘質

土である。近世以߱の旧水田ߞ作土のՄ能ੑが高い。しまり、粘ੑڞにある。

Ⅵ層：׊灰色粘質土　黒色腐植層（厚さ 1 ～ 2mm）が数枚հࡏする。ラミナଯੵが認められる。近世磁

器（85r1）が出土していることから近世以߱のଯੵと考えられる。しまり、粘ੑڞにඇৗにڧい。

ᶝ層：黒׊色腐植土　いわΏるΨツϘ層とݴっている植物腐植土層である。10 ～ 20 枚ほどのラミナ

ଯੵが認められる。ラミナは 2 ～ 5mm ほどの未分解腐植層と粘ੑ土のޓ層である。֤ラミナは水平ଯ

ੵでなく細かく೾打つ。上半分は஡色がڧく、下半分は黒色がڧい。しまり、粘ੑڞにڧい。

このⅧ層は白根バイύスの試掘調査（第 2 図）でも広ൣғに検出されることから、一時周辺はׁބ等の

଺水Ҭとなっていたと考えられる。調査対象となる中世の遺跡はこのᶝ層から下で、検出時のݤ層となっ

ている。層の中間に෾砂が水平に広がる部分が検出されたことから、このときの地਒によって遺跡ফ滅

後地൫が部分తに௜下したと考えられる。この෾砂の上下位部分については 14C 年代測定を行って͓り、

上は 15 世紀中༿～後半、下は 13 世紀຤～ 14 世紀຤ࠒという数値がಘられている（第Ⅵষ 6 র）。このࢀ

結Ռから地਒については、14 世紀຤～ 15 世紀中༿ࠒが૝定される。このころの文ݙに残るӽ後の地਒

ج　2 本 層 ং
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の記事は、永ਔ元（1293）年 4 月 13 日にىこった「ॾࠃ大地਒、魚প܊山ַ่れ、ऀࢮ多数という」もの、

ਖ਼平 16（1361）年 6 月 20 日「頸৓܊大地਒」、Ԡ永 9（1402）年「この年、ӽ後ࠃ઒ʑ大ߑ水、ౙ地਒」

という 3 つがあり、いずれもʰ北࢙܊ݪוʱに載るものであるʦ南 2002ʧ。出土した遺物の年代観もצ

ҊするとԠ永 9 年の地਒が最もՄ能ੑが高いと考えている。

Ⅷ層：灰色シルト　黒色粘質土の小ブロックをগ量ؚむ。1 ～ 2mm ほどの黒色ཻ（炭化ཻ）を 1�以下

ؚむ。しまり、粘ੑڞにある。北区では、やや砂質となる。17・18C グリッドで高さ 40cm ほどの広ൣ

ғな高まりを検出したが、ラミナଯੵが認められたことからࣗવଯੵであると൑明した。この高まりは

SD870 の上部にݶる。Ⅷ層は԰敷地の上にもଯੵしていることから、԰敷がফ滅した後周辺は水田にվ

変されたと考えられる。԰敷地の北区 1 ౦壁では掘り込みを持つ柱根が検出されている（第 9 図ᶏ）。撹

፩土が確認できることから水田と考え 1 枚目水田ߞ作土としていたが、直上が厚い腐植土で断面観察か

ら畦畔の遺存状گがѱいことから、2009・2010 年度は平面తな調査は行っていない。2011 年度の調査

で初めて 15・16C グリッドで畦畔状の高まりを検出した。

14C 年代測定を行っているが、12 世紀中༿～ 13 世紀初頭と 5 枚目の水田より古い結Ռが出て͓り、

層ॱと不整合である。また、遺物の年代ともᴥᴪがੜじている。

Ⅸ層：׊灰色砂　下面に流木や腐植土をগ量ؚむ。しまり、粘ੑڞにない。ߑ水によってӡばれた砂層

である。この砂で覆われたことで畦畔が良好にอޢされた。԰敷地の౦端では԰敷地の盛土である SR1r

1 層をわずかに覆うことを確認した。԰敷地全体をߑ水砂が覆ったが԰敷地のൣғは取りআいたか、԰敷

地はඍ高地状であったためߑ水砂が全体にはٴばなかったかのいずれかであろう。

Ⅹ層：暗྘灰色シルト　2 枚目水田ߞ作土である。細かな植物遺体（ܪ）がগ量混入する。φ 2 ～ 3cm

のߗ質の黄灰色のِ礫をগ量ؚむ。しまり、粘ੑڞにある。԰敷地の SR1r1・2 層上面と同時期である。

‡層：暗྘灰色砂　細砂がޓ層をなし、木片をগ量ؚむ。しまり、粘ੑڞになし。ߑ水ଯੵ層である。

৔所により層厚がҟなりଯੵしない৔所も存ࡏする。

Ⅻ層：暗Φリーブ灰色シルト　3 枚目水田ߞ作土である。φ 1 ～ 4cm のِ礫を多くؚむ。下部は黒色

腐植土がラミナ状に入る。しまり、粘ੑڞにある。北区 3 の౦側（第 9 図ᶊ）では上面に炭化物が入り、

木製品がଞの水田ߞ作土より多く出土した。

ⅩⅢ層：暗Φリーブ灰色砂　ߑ水ଯੵ層である。しまり、粘ੑڞになし。ⅩⅣ層とのڥにφ 3 ～ 5cm の

ややߗ質のِ礫が多くؚまれる。৔所により層厚がҟなりଯੵしない৔所も存ࡏする。

ⅩⅣ層：暗灰色シルト　4 枚目水田ߞ作土である。南区 1 の北دりでは層がۃめて厚く、上半部は黄灰

色の 0.5 ～ 2cm のߗ質なِ礫を多量にؚみ、下半部は砂を多くؚみ灰白色のِ礫をগ量ؚむ。しまり、

粘ੑڞにある。ِ礫はⅫ層より多い。

ⅩⅤ層：暗灰色砂　厚さ 1 ～ 2cm の腐植土を帯状にؚむ。木片混入する。しまり、粘ੑڞになし。ߑ

水ଯੵ層である。৔所により層厚がҟなりଯੵしない৔所も存ࡏする。

ⅩⅥ層：暗灰色シルト　Ⅹɕ 層に似るがシルトの割合が多い。ೈ質のِ礫を一部にؚむ。Ⅹɕ 層とのڥに

は腐植土が入るところもある。しまり、粘ੑڞになし。5 枚目水田ߞ作土である。北区 1・2 のように畦

畔が未検出でシルトと砂とޓ層になるところはࣗવଯੵであり、水田化されなかったՄ能ੑが高い。

14C 年代測定を行っているが、14 世紀前༿～຤ࠒの年代がಘられた。Ⅷ層（1 層目水田）より新しい値

が出て͓り不整合である。

Ⅹɕ 層：暗灰色砂　シルトとのޓ層あるいは粗い砂層である。しまりはあるが粘ੑはない。༙ 水が著しく、
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この層から下では遺構・遺物は検出していない。

B　԰ 敷 地

԰敷地は、南西から北౦に向かい広がっている。溝の内側で南西幅は໿ 12m、中央部幅は໿ 19m、北

౦幅は 30m である。長さは 67m 以上で、現状での平面ੵは 1,100m2 ほどである。北౦端は調査区外に

延びる。԰敷地に SR1 というུ記号を付しているのは、当初ࣗવ流࿏跡と考えたからである。԰敷地は

ࣗવ流࿏跡のۼ地に、整地（埋土）のために人ҝతに入れた灰や土砂とࣗવଯੵした土砂が複雑にଯੵし

て͓り、ඍ高地状をなす。本དྷࣗવ流࿏跡のۼ地であるということは、すでに流水は無く SR（rJWFr）と

いう表記はふさわしくないが、調査時のものをͦのまま使用している。SR1r1・SR1r2・SR1r3 層とい

う区分は、ラミナや灰層・黒色腐植土層・シルト層など複雑なଯੵ状گを示すことと、৔所により大きく

ଯੵ状گが変わることから、大きくとらえて分層したものである。遺構確認は SR1r1 層上面、SR1r2 層

上面 SR1r3 層上面 SR2 層上面で行い、֤ 層掘削時に検出したものはదٓ調査を行った。SR1r1 ～ 3 層（遺

物แؚ層）と֤層で検出した遺構から遺物のほとΜどが出土した。時期をܾめるࠃ産陶磁器類の年代は 13

世紀຤～ 14 世紀後半（珠洲Ⅳ期）が中心である。

SR2 は SR1 以前のࣗવ流࿏である。

Ⅷ層：԰敷地全体を覆う。水田Ҭと同じ。

SR1r1 層：黒色腐植土　シルト層とޓ層をなし、部分తにブロック状にଯੵする。しまり、粘ੑڞに

ある。露出しס૩すると黒色腐植土の一部が灰のように観察されたことからඍ細物分ੳを行った。イωの

Ӳや炭化物、イω属Ӳࢎܔ体で構成されるܔ化組織片やイω属͓よびヨシ属の単細๔列が確認された（第

Ⅵষ 2 র）。SR1r1ࢀ 層上面はⅩ層（2 枚目水田）ߞ作土と同時期である。

SR1r2 層：灰色シルト　黒色腐植土がブロック状に混入する。層厚のബいところでは黒色ブロックの

ؚ有が多い。しまり、粘ੑڞにある。

SR1r3 層：SR1r1 の黒色腐植土（いわΏるΨツϘ）層と SR1r2 の灰色シルトがブロック状またはޓ層

状にଯੵする。灰色シルトは砂質がڧいが、しまり、粘ੑڞにある。最下部には茅のような植物遺体や໮

֪、樹皮のようなものが多くଯੵして͓り、ഉ水のޮՌを期଴して入れたものと考えている。

SR1r1 層と同様にס૩すると黒色土の一部が灰のように観察されたことからඍ細物分ੳを行ったとこ

ろ、イωのӲや炭化物、イω属Ӳࢎܔ体で構成されるܔ化組織片やイω属͓よびヨシ属の単細๔列が確認

された。SR1r1 層とൺ΂ඇ炭化のイωのӲが多いというಛ௃がある（第Ⅵষ 2 র）。また、この結Ռかࢀ

ら԰敷地周辺ではすでに水田ߞ作が行われ、୤ࠄ等の作ۀが行われていたことが൑明した。この層から出

土した第一号木簡の紀年໏から元亨 3（1323）年前後から埋土が࢝まったものと考えられる。

SR2r1 層：灰色シルト　黒色ཻをؚみ、層全体が若ׯ黒味を帯びる。ࣗવ流࿏の埋土である。しまり、

粘ੑڞにある。この層の表面から第四号木簡が出土し、元亨 5（1325）年の紀年໏があるが、第一号木簡

の紀年໏と層位తに整合しない。

Ⅹɕ 層：水田Ҭと同様である。
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第Ⅳষ　遺　　　構

1　遺構の֓要と記ड़の方針

小ډࡔ付遺跡は、水田がӦまれるൣғと水田以外の遺構が構築されるൣғの 2 つに大別される。ここ

ではศٓతに水田ൣғを「水田Ҭ」、ͦ れ以外のൣғを「԰敷地」として記ड़する。な͓、後ड़するが「水

田Ҭ」と「԰敷地」の遺構検出面は土地利用状گとଯੵաఔのҧいから両ऀでҟなり、単७な૬ޓ関係を

成していない。

԰敷地の調査は、2009 年度ٴび 2011 年度に行った。「԰敷地」では多くの遺構が構築され、これを

上位面からʰSR1 の 1 層ٴび 2 層を掘削中に検出した遺構（SR1r1・2 層遺構）ɦ、h SR1 の 3 層を掘削中

に検出した遺構（SR1r3 層遺構）ɦ、h SR2 の底面またはⅩɕ 層の上面で検出した遺構（SR2・Ⅹɕ 層遺構）ɦ の

3 期でଊえた。

遺構は掘立柱建物（SB）1 棟、土޵（SK）109 柱・柱穴（P）272、ج 杭列（SA）18、ج 列、杭・串（SX）

387 灰分布ൣғ（SX）2、ج か所、焼土遺構（SX）7 杭ू中部（SX）1、ج か所、ू 石（SX）4 溝（SD）、ج

72 条、樹根列 2 列、ۼ地（SX）6 。を検出したج

「柱・柱穴」は単ಠで検出した柱根が残存する柱、若しくは柱穴である。柱根は杭としたものより太く、

側面加工の有無にもよるが、径が 9cm 以上のもの 1）とした。図版の平面図では、径の大きなものは「形

状をトーン「 」で、小さいものは「˙」のトーンで示した。柱根の設置方法については断面観察から「掘

形に柱を埋設したもの（掘形柱）」と「打ち込みで柱を立てたもの（打ち込み柱）」の大きく 2 つと理解し、「打

ち込みで柱を立てたもの」はさらにʰ柱をਾえる位置を掘り込み、柱根を立たせてから打ち込Μͩと考え

られるもの（半打ち込み柱）ɦ を分離した計 3 種類に分類した。柱の先端形状は、掘形柱では平坦に加工す

るものが多い。一方の打ち込み柱・半打ち込み柱では先端を細く加工するものが多くなり、ともに設置方

法に合わせた先端形状のબ୒がうかがわれる。

「杭・串」は木質の加工物で、これを打ち込Μで立てたものが遺構となる。前ड़の柱としたものより૯

じて小さく、杭としても杭列を構成しないものとした。図版の平面図では「˛」のトーンで示した。これ

らには単ಠの杭のほか、祭祀との関連が指ఠされる串を「地面に突き刺した」ʦാ 2006ʧものをؚむと

考えられる。本དྷ、杭と祭祀具では、両ऀのੑ格は大きくҟなる。しかし、ࠓ回出土した串の多くは定型

తな斎串とҟなり「端部が細く（ུ）指し込む機能」ʦാ 2006ʧをҙ図した先端加工を施すものの、全体

の加工については粗雑なҹ象をडけるものが多い。中には先端加工を施さず、部材を転用した杭との分離

を明確にできないものも存ࡏする。さらに形態も幅 3cm 前後の短࡭状をج本とするが、長さや厚さのば

らつきが大きい。このような状گから杭とはੑ格のҟなる串の存ࡏは明らかなものの、ͦの区別を明確に

できなかった。ͦのため、ここでは両ऀを一括してѻうが、一部は調査時の所見と遺物としての観察をج

にして杭と串΁の分離を試みた。また、明らかに杭とできるものでは径 4 ～ 9cm のものが多く、9cm 以

上のもの 2）についてはͻとまず「打ち込み柱」としている。加工は先端にݶられ、これ以外には樹皮を

1） P755 や SX439 のように、調査時の所見を༏先してこのݪଇにڌらないものも存ࡏする。
2） 1）に同じ。
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残すものもみられる。遺構出土遺物で図化したものは（図版 No. r 報告 No.）を記した。

な͓、遺構の平面形・断面形の分類はʦߥ઒・加౻ 1999ʧを、遺構覆土のଯੵ形状の分類はʦߥ઒ほか

2004ʧをࢀ考とした（第 10・11 図）。土層断面図の色調はʦ小山・஛ݪ 1995ʧにجづいている。

以下、上位面からॱに記ड़する。

2　԰ 敷 地 の 調 査

A　SR1r1・2 層の遺構

SR1 の 1 層ٴび 2 層を掘削中に検出した遺構である。遺構数では最も多く、掘立柱建物 1 棟、土޵ 46 、ج

柱・柱穴 171 杭列、ج 8 列、杭・串 223 灰分布ൣғ、ج 1、焼土遺構 7 杭ू中部、ج 1、ू石 4 溝、ج

31 条、樹根列 2 列を検出した。

遺構は、SD111・112・114 にғまれた内に構築されている。この SD111 沿いでは樹木を植࠿した

と考えられる樹根列 1 がある。樹種は同定を行ったものはす΂てヤナギ属で、これは一部では人ҝతな

盛土と合わせて植࠿されたՄ能ੑがある。

掘立柱建物は調査区の౦側、7G・H、8G・H グリッドで 1 棟検出した。しかし、これ以外にも柱根が

残存する 69 をؚむج 171 すࡏの柱・柱穴を検出したことから、調査区内にはこれ以外にも建物が存ج

るՄ能ੑが高い。また、焼土遺構、杭ू中遺構、ू石といったほかの遺構検出面では見られない遺構もあ

り、多様な遺構が構築される時期ともݴえる。

水田Ҭとの૬ޓ関係について確ূをಘることはできなかったものの、ج本層ংや遺構検出標高、出土遺

物から類推してⅩ層水田面はʰSR1r1・2 層遺構ʱとほ΅同時に存ࡏしたものと考えられる。

平面形態の分類

断面形態の分類

円　形 楕円形 方　形 不整形長方形

台形状

半円状 袋状

箱　状 孤　状

U
字
状

漏
斗
状

V字状 階段状

内傾
垂直

急斜度

緩やか

A B C

D E F

A　レンズ状 複数層がレンズ状に堆積する。

B　水平 複数層が水平に堆積する。

D　単層 覆土が単一層のもの。

E　柱痕 柱痕と思われる土層が堆積するもの。
F　斜位 斜めに堆積するもの。

C　ブロック状 ブロック状に堆積する。

円形 長径が短径の1.2倍未満のもの。

楕円形 長径が短径の1.2倍以上のもの。

方形 長軸が短軸の1.2倍未満のもの。

長方形 長軸が短軸の1.2倍以上のもの。

不整形 凸凹で一定の平面形をもたないもの。

台形状 底部に平坦面を持ち、緩やか～急斜度に立ち上がるもの。

箱状 底部に平坦面を持ち、ほぼ垂直に立ち上がるもの。

弧状 底部に平坦面を持たない弧状で、緩やかに立ち上がるもの。

半円状 底部に平坦面を持たない椀状で、急斜度に立ち上がるもの。

Ｕ字状 確認面の長径よりも深さの値が大きく、ほぼ垂直に立ち上がる
もの。

確認面の径よりも底部の径が大きく、内傾した後に垂直ないし
外傾して立ち上がるもの。袋状

Ｖ字状 点的な底部を持ち、急斜度に立ち上がるもの。

漏斗状 下部がＵ字状、上部がＶ字状の二段構造からなるもの。

階段状 階段状の立ち上がりを持つもの。

ୈ 10 ਤ　遺構のฏ面・அ面ܗଶの分 （ྨʦߥ઒・加౻ 1999ʧから転載）

ୈ 11 ਤ　遺構෴土のଯੵܗঢ়の分 （ྨʦߥ઒ 2004ʧから転載・一部վ変）
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1）掘 立 柱 建 物

S#336（図版 8・12・100・101）

7G・H、8G・H グリッドに位置する。この周辺では建物以外にも多数の柱、柱穴が検出されたことから、

建て直しや重複する建物の存ࡏもうかがえる。また、杭や串も多く検出したことから、周ғが祭祀の৔で

あったՄ能ੑがある。

建物は SB336rP1 ～ 8 の 8 の柱で構成される。いずれも柱根が残存するもので、掘形に柱を埋設しج

た掘形柱である。柱根 8 本のうち SB336r1（65r1）、SB336r3（65r2）、SB336r4（65r3）、SB336r8（87

r1）の 4 本を図示した。柱根の径は 9 ～ 20cm と大きく、下面は平坦に作出されているものが多い。樹

種は SB336rP1 がスギ、SB336rP3・4 がヤナギ属である。遺物は P6 の覆土から連歯下駄が出土している。

これらの柱を用いて、梁間は 1 間で 4.45m、桁行は 3 間で 6.55m の長軸方向 Nr43°rW の掘立柱建

物を૝定した。桁行方向の柱間が 1.96 ～ 2.28m に対して、梁間はほ΅ഒの間隔となる。また、建物内

びྡ接する位置には焼土遺構であるٴ SX345・346 が位置するが、建物との関連は不明である。

このほかにも建物周辺では多くの柱がある。P751・760 のように建物を構成する柱に近く、新旧関係

をうかがわせるもの、径が 4cm と串としたものに近い P755 などがある。このほか、明らかにଞ用్に

用いたであろう製品を柱に転用した P754 などがある。このように周辺に存ࡏする多くの柱の中には機能・

定ٛからの࠶検౼を要するものもあり、建物としてͩけでは様૬をଊえ೉い。

2）土　　　߅

45 検出した。SB336ج の内では検出されないことから、建物の周ғに഑置されたものが多いとみら

れる。ಛ௃తなものでは、曲物を人ҝతに設置した SK399、覆土に多量の細長い木片が混入していた

SK534 がある。

SK3（図版 13）

8G9・10・14・15 グリッドに位置するが、౦側は調査区外΁ଓいている。平面形は楕円形と考えられ、

残存長径 110cm、短径 120cm である。断面形は台形状で、深さ 30cm である。壁は܏ٸ斜で、底面は

平坦である。覆土のଯੵは水平で、黒色腐植土を主体とした 3 層にࣝ別される。遺物は出土していない。

SK4（図版 7・13・101）

8G1 グリッドに位置する。平面形は円形で、長径 110cm、短径 106cm である。断面形は台形状で、

深さ 20cm である。壁は܏ٸ斜で、底面は平坦である。覆土のଯੵは水平で、黒色腐植土を主体とした

2 層にࣝ別される。遺物は箸状木製品・砥石（62r11）が出土した。

SK29（図版 6・13・101）

6E17・18・22・23 グリッドに位置する。平面形は長方形で、長径 134cm、短径 90cm である。断

面形は台形状で、深さ 63cm である。壁は܏ٸ斜ͩが、北౦側にςラス状の平坦面があり、ͦこでは֊

ஈ状となる。覆土のଯੵは水平で、黒色土を主体とした 5 層にࣝ別される。遺物は斎串・箸状木製品・部材・

串が出土した。

SK65（図版 6・13・101・108）

5D25、5E5、6E1 グリッドに位置する。重複関係は SK69、P64・159 に切られ、SK164 を切っている。

平面形は長方形で、長径 188cm、短径 49cm である。断面形は漏斗状で、深さ 46cm である。底面は幅

2　԰敷地の調査
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が 6cm とڱく、壁は܏ٸ斜である。覆土のଯੵはブロック状で、灰色シルトを主体とした 5 層にࣝ別さ

れる。遺物は土師質土器・舟形（70r74）・連歯下駄・箸状木製品が出土した。

SK69（図版 6・13・102）

5D25、5E4・5 グリッドに位置する。重複関係は SK65 を切っている。平面形は長方形で、長径

164cm、短径 94cm である。断面形は台形状で、深さ 40cm である。壁は܏ٸ斜ͩが、南西側に平坦面

があり、ͦこから上半は؇やかに立ち上がっている。覆土のଯੵはレンズ状で、灰Φリーブ色シルトを主

体とした 5 層にࣝ別される。遺物は箸状木製品が出土した。

SK70（図版 6・13・102）

6F3・4・9 グリッドに位置する。平面形は暗渠による削平をडけて不明ͩが、残存長径 150cm、短径

116cmである。断面形は台形状で、深さ82cmである。壁は܏ٸ斜ͩが、南西側にςラス状の平坦面があり、

ͦこでは֊ஈ状となる。覆土のଯੵはレンズ状で、5 層にࣝ別される。遺物は串・棒状木製品が出土した。

SK72（図版 3・14・102）

6D13・14・18・19 グリッドに位置する。平面形は不整形で、長径 248cm、短径 186cm である。

断面形は台形状で、深さ 38cm である。底面はほ΅平坦である。壁は܏ٸ斜ͩが、北壁は؇やかに立ち

上る。覆土のଯੵはレンズ状で、4 層にࣝ別される。遺物は烏帽子 ?（176r300）・漆器皿（70r76）・曲物

側板・箸状木製品・板材・柱根が出土した。

SK75（図版 3・14・102）

5C19 グリッドに位置する。重複関係は SD172 を切っている。平面形は暗渠による削平により不明で、

残存長径 158cm、残存短径 80cm である。断面形は台形状で深さ 44cm である。底面はほ΅平坦である。

壁は܏ٸ斜となる。覆土のଯੵは水平で、植物遺存体細片を多くؚむ黒色土を主体とした 4 層にࣝ別さ

れる。遺物は漆器椀・漆器皿（70r77・78）・箸状木製品・杭が出土した。

SK85（図版 3・14・103）

5C24・25 グリッドに位置する。重複関係は SD172 を切っている。平面形は不整形で、長径 144cm、

短径 134cm である。断面形は半円状で、深さ 38cm である。壁は܏ٸ斜ͩが、西側にςラス状の平坦

面があり、ͦこでは֊ஈ状となる。覆土は 9 層にࣝ別される。1 ～ 3・5・6 層は本遺構埋຅後の SR1 の

ଯੵ層で、遺構覆土は 7 ～ 9 層となり、レンズ状にଯੵしている。杭は覆土がଯੵした後、SR1 がଯੵ

する前に打ち込まれたものと考えられ、4 層は掘形ではなく、打ち込まれた杭の一部が腐植した部分と考

えられる。平面形態やଯੵ状گなどから、本遺構は断面図の杭の部分で分割される 2 ޵の重複した土ج

のՄ能ੑがある。遺物は箸状木製品・部材・杭が出土した。

SK86（図版 3・14・103）

5D3・4 グリッドに位置する。平面形は楕円形で、長径 172cm、短径 112cm である。断面形は弧状

で、深さ 26cm である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土は 5 層にࣝ別される。1 ～ 4 層は本遺構埋຅後

の SR1 のଯੵ層で、遺構覆土は単層となり、レンズ状にଯੵしている。遺物は珠洲焼片口鉢・珠洲焼௷・

漆器皿（70r79）が出土した。

SK94（図版 6・14・103）

6E21・22、6F1・2 グリッドに位置する。平面形は長方形で、長径 189cm、短径 74cm である。断面

形は台形状で、深さ 36cm である。壁は北側が垂直に立ち上がる以外は、܏ٸ斜となる。覆土のଯੵはレ

ンズ状で、5 層にࣝ別される。4 層は壁の่མ土である。遺物は箸状木製品・部材・不明木製品（70r80）
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が出土した。

SK167（図版 6・14・103）

6E4・5・9 グリッドに位置する。平面形は方形で、長径 146cm、短径 106cm である。断面形は台形

状で、深さ 46cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土のଯੵはレンズ状で、6 層にࣝ別される。遺物は箱・

箸状木製品・部材・板材が出土した。

SK169（図版 6・14・104）

6E5・10、7E1 グリッドに位置する。平面形は暗渠による削平により不明で、残存長径 154cm、残存

短径 120cm である。断面形は台形状で、深さ 44cm である。本遺構底面付近で径 14 ～ 20cm のϐット

を検出した。壁は܏ٸ斜ͩが、底面から 35cm 付近をڥに؇やかに立ち上がる。覆土は 3 層にࣝ別される。

1 層は本遺構埋຅後の SR1 のଯੵ層で、遺構覆土は 2・3 層となり、暗赤׊色土を主体として、レンズ

状にଯੵする。遺物は箸状木製品が出土した。

SK267（図版 3・15・104）

5C22・23、5D3 グリッドに位置する。遺構中央は、開渠による削平をडけている。平面形は不整形

と考えられ、長径 197cm ×残存短径 140cm である。断面形は台形状で、深さ 42cm である。壁は܏ٸ

斜である。覆土のଯੵはレンズ状で、腐植土を主体とした 4 層にࣝ別される。遺物は珠洲焼片口鉢（60r

21）・箸状木製品・部材・杭が出土した。

SK334（図版 7・15・104）

6F20 グリッドに位置する。平面形は円形で、長径 92cm、短径 82cm である。断面形は弧状で、深さ

20cm である。壁は؇かに立ち上る。覆土のଯੵはレンズ状で、腐植土を主体とした 4 層にࣝ別される。

遺物は土師質土器（60r22）・箸状木製品が出土した。

SK335（図版 6・15・104）

6E25、6F5 グリッドに位置する。南壁は暗渠の削平をडけている。平面形は不整形で、長径 150cm、

残存短径 138cm、である。断面形は台形状で、深さ 83cm である。壁は܏ٸ斜ͩが、北側にςラス状の

平坦面があり、ͦこでは֊ஈ状となる。覆土は 3 層にࣝ別される。1・2 層は本遺構埋຅後の SR1 のଯ

ੵ層で、遺構覆土は単層となる。遺物は火鑽臼（70r82）・下駄歯・折敷・箱・箸状木製品が出土した。

SK381（図版 7・15・105）

6F19・24 グリッドに位置する。平面形は長方形で、長径 160cm、短径 90cm である。断面形は台形

状で、深さ 18cm である。壁は؇やかに立ち上がり、底面はほ΅平坦になっている。覆土は黒׊色腐植

土の単層である。遺物は珠洲焼片口鉢・箸状木製品が出土した。

SK399（図版 6・15・96）

7E6・7・11・12 グリッドに位置する。重複関係は SK400 に切られている。平面形は長方形で、長径

212cm、短径 180cm である。断面形は台形状で、深さ 38cm である。壁は܏ٸ斜である。土手状の高

まりが北౦から南西に延び、底面は南北に分かれている。土手状の高まりは南側が低く、北側では؇やか

に立ち上がる。覆土のଯੵは水平で、5 層にࣝ別される。遺物では、土޵౦南端で 1 枚の板で蓋をした曲

物が、人ҝతに設置されたと考えられる状گで出土した。曲物内のଯੵ土をඍ細遺物分ੳしたところ、Ҵ

のӱのほか、ࠛ஬遺体を多くؚむという結Ռがಘられた（第Ⅵষ 3）。ͦのほか、珠洲焼片口鉢（61r26）・

土師質土器（61r24・25）・曲物（71r83）・曲物蓋（71r84）・折敷底板・箸状木製品・部材が出土した。
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SK400（図版 6・15・105）

7E6・7・11・12 グリッドに位置する。重複関係は SK399 を切っている。平面形は長方形で長径

152cm、短径 64cm である。断面形は半円状で、深さ 22cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土のଯੵは

レンズ状で、3 層にࣝ別される。遺物は部材が出土した。

SK410（図版 6・16・105）

7F11 グリッドに位置する。平面形は楕円形で、長径 120cm、短径 67cm である。断面形は弧状で、

深さ 28cm である。壁は܏ٸ斜で、底面は中心に向い؇やかにۼΜでいる。覆土のଯੵはレンズ状で、

灰Φリーブ色シルトを主体とした 5 層にࣝ別される。遺物は曲物側板・串が出土した。

SK473（図版 7・16・105）

6F15・20、7F11・16 グリッドに位置する。重複関係は SX332・489 に切られている。平面形は楕円形で、

長径 180cm、短径 131cm である。断面形は深さ 24cm の弧状である。壁は؇やかに立ち上がり、底面

は平坦である。北壁隅にϐットがある。覆土のଯੵはレンズ状で、3 層にࣝ別される。遺物は箸状木製品・

部材が出土した。

SK488（図版 6・16・106）

7E20、8E16 グリッドに位置する。北側は暗渠の削平をडけている。平面形は楕円形と考えられ、残

存長径 145cm、残存短径 90cm である。断面形は弧状で深さ 28cm である。壁は؇やかに立ち上がる。

底面はほ΅平坦で、覆土は黒色腐植土の単層である。遺物は出土していない。

SK527（図版 7・16・106）

7G15・19・20 グリッドに位置する。重複関係は P792、SX793 に切られている。平面形は円形で、

長径 138cm、短径 132cm である。断面形は弧状で、深さ 30cm である。壁は܏ٸ斜で、底面の西側隅

に深さ 8cm のϐットがある。覆土のଯੵはレンズ状で、4 層にࣝ別される。また、1 層は腐植した杭の

痕跡と考えられる。遺物は箸状木製品が出土した。

SK529（図版 7・16・106）

7G12・13・17・18・22・23 グリッドに位置する。重複関係は SK621、SD445 に切られている。

平面形は不整形で、長径 290cm、短径 185cm である。壁・底面ڞに不整ͩが、断面形は弧状で、深さ

32cm となる。覆土は、໮֪が混入する黒色腐植土の単層である。遺物は漆器椀・人形（71r85）・折敷・

箸状木製品・部材・不明木製品（71r86）・鎹が出土した。

SK534（図版 7・16・106・107）

7G6・7・11・12 グリッドに位置する。重複関係は SX375r8 に切られ、SK547 を切っている。平面

形は方形で、長径 190cm、短径 165cm である。断面形は台形状で、深さ 44cm である。壁は܏ٸ斜である。

覆土のଯੵはレンズ状で、4 層にࣝ別される。2 層の黒色土中には、多量の細長い木片が混入する。これ

らは木材加工のࡍにੜじた木片をഇغしたものと考えられる。遺物は珠洲焼甕（61r28）・漆器椀・刀子柄（71

r87）・草履芯・曲物側板・曲物底板（71r88）・折敷・箸状木製品・杭が出土した。

SK547（7・16・106・107）

7G6・11 グリッドに位置する。重複関係は SK534、SX365 に切られ、SK562 を切っている。平面形

は楕円形で、長径 158cm、残存短径 88cm である。断面形は台形状で、深さ 40cm である。壁は܏ٸ斜

である。覆土のଯੵはレンズ状で、3 層にࣝ別される。腐植土と青灰色シルトのޓ層である。遺物は箸状

木製品・部材が出土した。
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SK562（図版 7・16・107）

7G11 グリッドに位置する。重複関係は SK547 に切られている。平面形は円形で、長径 116cm、短

径 106cm である。断面形は台形状で、深さ 35cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土のଯੵはレンズ状で、

黒色腐植土を主体とした 2 層にࣝ別される。遺物は折敷・箸状木製品・部材が出土した。

SK802（図版 8・16・107）

7I10、8I6 グリッドに位置する。平面形は円形で、長径 92cm、短径 82cm である。断面形は台形状で、

深さ34cmである。覆土のଯੵは水平で、暗Φリーブ灰色シルトを主体とした2層にࣝ別される。遺物は杭・

板材・角材が出土した。

3）柱　・　柱　穴

171 検出した。柱根の残存していたものは掘形柱ج 55 打ち込み柱、ج 14 の計ج 69 で、柱穴に対ج

する柱根の残存ൺ率は 40�となる。掘立柱建物の位置する 8G グリッド周辺以外では、6E・F、7F グリッ

ドにू中Ҭを見いͩせる。

P22（図版 6・17・107）

6F8 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は長径 29cm、短径 18cm で、深さ 44cm である。

覆土は 2 層にࣝ別され、1 層が掘形、2 層はしまりが無いことから柱根表面の腐植部分と考えられる。柱

根は芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工されている（72r89）。樹種はコナラ属コナラ亜属コナ

ラ節である。

P28（図版 6・17・107）

6E18 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は長径 46cm、短径 34cm で、深さ 44cm である。

覆土は 5 層にࣝ別される。柱根は芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工されている（72r90）。樹

種はサクラ属である。

P39（図版 6・17・108）

6E2・7 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は長径 35cm、短径 32cm で、深さ 52cm である。

覆土は単層である。柱根は芯持丸木材を用いるが、్中にஈを設け、この下半は削り出しにより角状に加

工されるಛҟな形状となる（72r91）。樹種はクリである。遺物は箸状木製品が出土した。

P43（図版 6・17・108）

6E11 グリッドに位置する掘形柱である。重複関係は SX5 に覆われている。掘形は長径 32cm、短径

28cm で、深さ 28cm である。覆土は単層である。柱根は芯去削り出し材を用い、先端は平坦である（65

r10）。樹種はマツ属複維管束亜属である。

P56（図版 3・17・108）

6D21 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は長径 24cm、短径 21cm で、深さ 34cm である。

覆土は単層である。

P63（図版 3・17・108）

6D21 グリッドに位置する柱穴である。掘形は長径 26cm、短径 23cm で、深さ 52cm である。覆土

は 2 層にࣝ別される。

P76"（図版 6・17・108）

6E17 グリッドに位置する打ち込み柱である。重複関係は SX5 に覆われている。柱根は先端に向かっ
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て細く加工されている。

P76#（図版 6・17・108）

6E17 グリッドに位置する打ち込み柱である。重複関係は SX5 に覆われている。柱根は芯持偏半割材

を用い、先端に向かって細く加工されている（72r92）。樹種はサクラ属である。

P80（図版 6・17・108）

6E12 グリッドに位置する柱穴である。重複関係は SX5 に覆われている。掘形は長径 30cm、短径

24cm で、深さ 52cm である。覆土は 3 層にࣝ別され、2 層は柱痕のՄ能ੑがある。

P81（図版 3・17・108）

5D15 グリッドに位置する柱穴である。掘形は長径 30cm、短径 29cm で、深さ 58cm である。覆土

は 2 層にࣝ別される。遺物は土師質土器（60r1）が出土した。

P84（図版 6・17）

6E2 グリッドに位置する柱穴である。掘形は長径 30cm、短径 22cm で、深さ 7cm である。

P88（図版 6・17・108）

6E1・2 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は径 24cm で、深さ 42cm である。覆土は単

層である。柱根は芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工されている（65r11）。樹種はサクラ属である。

遺物は箸状木製品が出土した。

P159（図版 3・17・108）

5D25 グリッドに位置する柱穴である。重複関係は SK65 を切っている。掘形は長径 28cm、短径

20cm で、深さ 40cm である。覆土は 3 層にࣝ別され、2 層は柱痕のՄ能ੑがある。遺物は珠洲焼が出

土した。

P386（図版 6・17・109）

6F9 グリッドに位置する打ち込み柱である。柱根は芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工され

ている（72r93）。樹種はモクレン属である。

P414（図版 6・17・109）

6F15 グリッドに位置する柱穴である。掘形は長径 36cm、短径 28cm で、深さ 56cm である。覆土

は 3 層にࣝ別され、1 層は柱痕のՄ能ੑがある。遺物は珠洲焼片口鉢（61r27）が出土した。

P447（図版 6・17・109）

6F15 グリッドに位置する掘形柱である。掘形は長径 32cm、短径 30cm で、深さ 68cm である。覆

土は3層にࣝ別される。柱根は芯持丸木材を用いる。先端は細く作出されるが、加工はほかの柱根より粗く、

伐採痕のままのՄ能ੑがある。樹種はスギである。

P449（図版 7・17・109）

7F16 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は長径 33cm、短径 26cm で、深さ 30cm である。

覆土は単層である。柱根は芯持丸木材を用いる（65r12）。側面΁の加工は顕著ͩが、先端はൺֱత平坦

に作り出される。樹種はクマシデ属イヌシデ節である。

P611（図版 7・17・109）

7G12 グリッドに位置する柱穴である。掘形は長径 36cm、短径 30cm で、深さ 30cm である。覆土

は単層である。遺物は砥石（61r12）が出土した。
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P620（図版 7・17）

7G7 グリッドに位置する柱穴である。重複関係は P364 に切られている。掘形は長径 50cm、短径

23cm で、深さ 55cm である。遺物は珠洲焼片口鉢（61r29）・箸状木製品が出土している。

P750（図版 7・8・18・109）

7H9 グリッドに位置する半打ち込み柱である。重複関係は P756 を切る。掘形は長径 20cm、短径

19cm、深さ 10cm である。覆土は単層である。柱根は芯去削り出し材を用い、先端は平坦である（65r4）。

樹種はスギである。

P752（図版 7・8・18・109）

7G22 グリッドに位置する掘形柱である。重複関係は SK546 に切られる。掘形は長径 30cm、短径

26cm、深さ 60cm である。覆土は黒׊色シルトが主体で、2 層にࣝ別される。柱根は芯持木材を用いて

いる（65r5）。樹種はヤナギ属である。

P753（図版 7・8・18・109）

7H9 グリッドに位置する掘形柱である。ງ形は長径 36cm、短径 27cm、深さ 67cm である。覆土は

シルトが主体で、3 層にࣝ別される。覆土 3 層は旧ஈ֊の柱痕で、覆土 2 層は旧ஈ֊の柱のൈき取り痕

のՄ能ੑが考えられる。

P754（図版 7・8・18・110）

7H15 グリッドに位置する掘形柱である。掘形は長径 32cm、短径 31cm、深さ 60cm である。覆土 1

層が黒色シルト、覆土 2 層が灰色砂にࣝ別される。柱根は芯持ፏ半割材を用いて͓り（65r6）、先端の加

工から別用్に用いたであろう製品が転用されている。樹種はスギである。

P756（図版 7・8・18・109）

7H9 グリッドに位置する柱穴である。重複関係は P750 に切られる・規模は長径 24cm、短径 20cm、

深さ 62cm である。覆土は黒׊色シルトが主体で、2 層にࣝ別される。

P757（図版 7・8・18・110）

7G25 グリッドに位置する打ち込み柱である。柱根は板目材を用いて͓り、先端に向かって細く加工さ

れている（65r8）。樹種はブナ属である。

P758（図版 7・8・18）

7G24 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は長径 15cm、短径 14cm、深さ 28cm である。

覆土は黒׊色シルトの単層である。柱根は柾目材を用いて͓り、先端に向かって細く加工されている（65

r9）。樹種はスギである。

P759（図版 7・8・18）

7G19 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は長径 18cm、短径 18cm、深さ 14cm である。

覆土は黒׊色シルトの単層である。

P804（図版 8・18・110）

8H21 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は長径 35cm、短径 34cm、深さ 60cm である。

覆土は暗Φリーブ灰色シルトの単層である。柱根は芯持丸木材を用いて͓り、先端は平坦に加工されてい

る（87r2）。

P805（図版 8・18・110）

7H20、8H16 グリッドに位置する掘形柱である。掘形は長径 20cm、短径 15cm、深さ 46cm である。
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覆土は暗Φリーブ灰色シルトの単層である。

P807（図版 8・18・110）

7H20、8H16 グリッドに位置する半打ち込み柱である。掘形は長径 30cm、短径 22cm、深さ 11cm

である。覆土は暗Φリーブ灰色シルトの単層である。

P818（図版 8・18・110）

8I2 グリッドに位置する掘形柱である。掘形は長径 29cm、短径 28cm、深さ 34cm である。覆土は黒

色シルトの単層である。

4）杭　　　列

8 列検出した。SD111 の壁面に沿って SA12・145・479 を検出した。このほか SA13・14・141 の

3 列についても SD111 に平行して構築されていることから、両ऀの関連がうかがわれる。

S"12（図版 9・19・110）

8F、9F・G グリッドに位置する 17 の杭によって構成される。SD111ج の౦側の壁に直線状にฒび、

全長は 14.8m である。杭の径は 2 ～ 11cm で、残存長は 7 ～ 66cm である。図化した SA12r8（72r

96）の樹種はヤナギ属である。

S"13（図版 9・19・111）

8E・F、9F・G、10G グリッドに位置する 24 の杭によって構成される。SD111ج の౦側の上端に沿っ

て直線状にฒび、全長は 26.5m である。また、樹根列 1 と軸方向を同じくして͓り、一部では位置も重なる。

杭の径は 2 ～ 10cm で、残存長は 2 ～ 70cm である。SA13r10・23 は図示した（72r97・98）。SA13r

23 は建築材の転用で、樹種はスギである。SA13r10 の樹種はヤナギ属である。

S"14（図版 9・14・111）

8E・F、9F・G グリッドに位置する 20 の杭によって構成される。SD111、SA13ج と平行する位置で、

ऄ行しながらฒび、全長は 22.8m である。杭の径は 2 ～ 7cm で、残存長は 13 ～ 53cm である。図化

した SA14r20（72r99）の樹種はヤナギ属である。

S"145（図版 9・14）

9・10G グリッドに位置する 7 の杭によって構成される。SD111ج の౦側の壁に直線状にฒび、全長

は 4.2m である。杭の径は 2 ～ 18cm で、長さ 11 ～ 31cm である。図化した SA145r2（72r100）の樹

種はヤナギ属である。

5）杭 ・ 串

223 、検出した。分布は֓ねほかの遺構の粗密と連ಈするが、ಛに掘立柱建物を検出した周辺、7G・Hج

8H グリッドでू中が認められる。このൣғで検出したものは、串に分類できるものが大半を઎めている。

なかでも掘立柱建物の北౦、8H グリッドではޓいに間隔を置かずに密に指し込まれて͓り、ಛҟな状گ

を示している。

S930（図版 6・19）

6E22グリッドに位置する。径3cm、残存長63cmである。長く、径は大きくないものの下端を3面に渡っ

て加工していることから杭（72r103）と考えた。樹種はスギである。
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S955（図版 3・19・111）

6D22 グリッドに位置する。径 3cm、残存長 40cm である。定型తな斎串とはҟなるが、ൺֱత偏平

な棒の下端を加工することで斎串状の尖端を作り出すことから串（72r104）と考えた。樹種はスギである。

S997（図版 6・19）

6E19 グリッドに位置する。径 2cm、残存長 23cm である。箸状木製品としたものより径が大きいこ

とから、串と考えた。

S998（図版 6・19）

6E19 グリッドに位置する。径 1cm、残存長 17cm である。箸状木製品としたものより径が大きいこ

とから、串と考えた。

S9151・152・153・154（図版 6・19）

6E18 グリッドに位置し、4 がج 44cm の間に近接して打ち込まれている。SX151 は径 3cm、残存長

26cm、SX152 は径 2cm、残存長 20cm、SX153 は径 2cm、残存長 17cm、SX154 は径 2cm、残存

長 17cm である。箸状木製品としたものより径が大きいことから、串と考えた。

S9439（図版 6・19・111）

7E21 グリッドに位置する。径 10cm、残存長 71cm である。長く、径も大きいことから柱のՄ能ੑも

ある（73r108）。樹種はスギである。

S9566（図版 7・19）

7G7 グリッドに位置する。重複関係は P364 に切られている。径 7cm、残存長 35cm である。断面形

が円形であることから、杭（73r109）と考えた。樹種はヤナギ属である。

6）灰 分 布 ൣ ғ

灰の分布を確認したൣғを 1 検出した。重複関係はج P364 に切られている。ほ΅平坦地で検出し、

本遺構に伴う掘形は確認できなかった。

S95（図版 6・20・111）

6E6 ～ 8・11 ～ 13・17 グリッドに位置する。重複関係は P43・76・77・79・80、SX78 を覆って

いる。このほか、杭である SX6 ～ 9 が重複していたが新旧は不明である。確認したൣғは不整形で、長

径 450cm、短径 202cm である。焼土など被熱の痕跡を確認できなかったことから、灰はほか地点から

ൖ入されたՄ能ੑが高い。灰をؚむଯੵ土は 2 ～ 4cm とബく、炭化物も多くؚΜでいる。また、6E8・

12 グリッドで採取したଯੵ土のඍ細物分ੳではҴのӱとブナ属やコナラ節の木材の炭化物、未炭化のҴ

のӱが多量に検出された（第Ⅵষ 3）。遺物は箸状木製品・杓子（72r101）・枘付木製品（72r102）・鍋（63

r32・33）・釘（63r29）・鎹（63r30・31）が出土した。鉄鍋は小片で、形態のҟなる 2 個体が認められた。

7）焼　土　遺　構

SX332・345・346・347・485・487・645 の 7 検出した。SX332ج は掘形を持ち、壁面の一部が

焼土化している。これ以外の 6 。は掘形を持たず、平面తに形成された焼土のൣғをଊえたものであるج

S9332（図版 7・20・111）

6F15・20、7F11・16 グリッドに位置する。重複関係は SK473 を切っている。平面形は方形で、長

径 81cm、短径 71cm である。断面形は弧状で、深さ 8cm である。壁は؇やかに立ち上がり、底面は平

2　԰敷地の調査
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坦である。北౦壁が幅 10 ～ 14cm のൣғで被熱し、赤色の焼土が形成されている。覆土のଯੵはレンズ

状で、3 層にࣝ別される。1・3 層は灰が多く混入する黒色土、2 層は焼土をؚむ灰Φリーブ色の灰層である。

2 層から採取した覆土のඍ細物分ੳでは、Ҵのӱとブナ属・コナラ節の木材の炭化物、未炭化のҴのӱが

多量に検出された（第Ⅵষ 3）。遺物は箸状木製品・部材が出土した。

S9345（図版 7・8・20・112）

7H5・10 グリッドに位置する。本遺構は SB336 内に位置するが、関連は不明である。焼土化するൣ

ғは楕円形で、長径 52cm、短径 32cm である。被熱による変質は、検出面から 4cm にٴぶ。遺物は出

土していない。

S9346（図版 7・8・20・112）

7G23・24、7H3・4 グリッドに位置する。焼土化するൣғは不整形で、長径 56cm、短径は 27cm である。

被熱による変質は、検出面から 3cm にٴぶ。遺物は出土していない。

S9347（図版 7・8・20・112）

7G23 グリッドに位置する。焼土化するൣғは不整形で、長径 50cm、短径 45cm である。被熱によ

る変質は、検出面から 6cm にٴぶ。遺物は出土していない。

S9485（図版 7・20・112）

6F20・7F16 グリッドに位置する。重複関係は、杭である SX451 に切られている。焼土化するൣғは

楕円形で、長径 39cm、短径 30cm である。被熱による変質は、深さ 8cm にٴぶ。重複する SX451 は

径 7cm、残存長 16cm である。被熱による変質層では 2 層で焼土の赤色が濃く、3・4 層ではこれより

ബい色調となっている。遺物は焼土中から箸状木製品・串が出土した。

S9487（図版 7・20・112）

6F15、7F11 グリッドに位置する。焼土化するൣғ楕円形で、長径 38cm、短径 26cm である。被熱

による変質は、検出面から 3cm にٴぶ。遺物は出土していない。

8）杭　ू　中　部

1 。検出した。打ち込まれていたのはൺֱత、規模の大きい杭で、前ड़の串のू中とはҟなるものであるج

S9209（図版 5・20・113）

5F10、6F6 グリッドに位置する 42 の杭によって構成される。溝であるج SD112 にྡ接している。

ここでは溝も幅をڱめていることから、両ऀの関連がうかがわれる。杭は、長径 198cm、短径 140cm

のほ΅方形のൣғ内に打ち込まれている。このൣғ内には、遺存状態が不良で断定はできなかったが、樹

根が位置して͓り、杭はこの樹根を取りғむように打ち込まれたՄ能ੑがある。

杭は方形の外周に沿うものはほ΅垂直に打ち込まれているが、中央部のものは斜位に打ち込まれている。

杭の径は 1 ～ 8cm、残存長は 4 ～ 102cm で、平ۉ残存長は 29.8cm である。SX209r1・4 は図化した

（73r106・107）。杭には樹皮が残存するものが目立ち、先端加工も簡қなҹ象をडけるものが大半である。

な͓、SX209r4 については樹種同定を行い、ハンノキ属ハンノキ亜属との結Ռをಘた。

9）ू　　　石

SX91・92・178・204 の 4 ֤。検出した。いずれも平面తに礫がू中するൣғで、掘形は持たないج

ू石を構成する礫の点数は、SX91 が 12 点、SX92 が 25 点、SX178 が 7 点、SX204 が 27 点である。
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S991（図版 3・20・111）

6D3 グリッドに位置する。南北 87cm、౦西 54cm のൣғで、破ࡅ礫 4 点をؚむ 12 点の礫を検出した。

礫は長径が 3.3 ～ 7.0cm、短径が 2.6 ～ 5.0cm、重量が 61.7 ～ 339.2g で、いずれも被熱痕は認められ

なかった。

10）溝

31 条検出した。大きくは「԰敷地」の周ғを取りғΜで構築されるもの（SD111・112・114）と「԰敷地」

の内部に構築されるものの 2 つに分けられる。

「԰敷地」の周ғを取りғΜで構築される溝は、૯じて規模が大きく、「԰敷地」と「水田Ҭ」を隔てる

໾割が考えられる。一方、「԰敷地」の内部に構築される溝の方向については、掘立柱建物の軸方向と同じ、

若しくは直交するものが多い。これらについては掘立柱建物と同一の規ଇੑの下で഑置されたものと考え

られる。

SD111（図版 3・6・9・21・113）

5・6C、6・7D、7・8E、8 ～ 10F、9・10G グリッドに位置し、下の 2 面でもほ΅同位置で溝を確

認している。重複関係は、壁面で杭列 SA12・145・479 のほか、単ಠの杭も 8 検出した。本遺構にج

沿って樹根列 1 がฒぶほか、溝の౦側の 8F、9F・G グリッドでは、杭列が 3 列平行して検出されている。

直線状に北౦から南西方向に延びるが、5C グリッドで大きく折れている。両端は調査区外΁ଓいて͓り、

確認長は 63.8m である。断面形は弧状で幅が 60 ～ 330cm、深さは 35 ～ 40cm である。覆土のଯੵは

レンズ状で、砂をؚむ྘灰色シルトの 3 層にࣝ別される。遺物は漆器椀（69r55）・下駄歯・曲物側板・

箸状木製品・部材・串・杭・錐（63r16）・銭貨（64r52）・砥石（62r2）が出土した。

SD112（図版 5・6・21・97・114）

5E ～ G、6F・G グリッドに位置し、北౦側は調査区外΁とଓいている。水田ߞ作土とした SR165 を切っ

ている。西に 4m 離れて同方向の SD114 がある。本遺構に接して杭ू中遺構 SX209 が位置し、ͦこで

は幅を 105cm までڱめることから、両ऀの関連がうかがわれる。؇やかに࿷曲しながら北౦から南西方

向に延びて͓り、確認長 16.6m である。断面形は弧状で、幅が 105 ～ 360cm、深さは 65 ～ 70cm で

ある。壁は؇やかに立ち上がる。覆土のଯੵはレンズ状で、灰色シルトを主体とした 4 層にࣝ別される。

遺物は扇（69r57）・斎串・箆・草履芯・曲物側板・箸状木製品・板材・有孔円板・折敷（87r3）・刀子（63

r17）が出土した。

SD114（図版 3・5・6・21・114）

5D・E グリッドに位置し、南西側は調査区外΁とଓいている。水田ߞ作土とした SR165 を切っている。

౦に 4m 離れて SD112 がある。直線状に北౦から南西方向に延びて͓り、確認長 11.4m である。断面

形は弧状で、幅が 130 ～ 240cm、深さは 35 ～ 40cm である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土のଯੵは

レンズ状で、砂をؚむ黒׊色シルトを主体とした 2 層にࣝ別される。遺物は曲物側板・箸・部材が出土した。

SD129・130（図版 9・21・114）

8F グリッドに位置し、90cm 離れて平行する溝である。両端は認ࣝできなかった。直線状に北西から

南౦方向に延びて͓り、SD129 が確認長 3.9m、SD130 が確認長 4.5m である。SD129 の断面形は半

円状または台形状で、幅は 70 ～ 98cm、深さが 34cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土のଯੵはレンズ

状で 7 層にࣝ別される。遺物は曲物側板が出土した。SD130 の断面形は弧状で、幅は 84 ～ 90cm、深

2　԰敷地の調査
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さが 24cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土のଯੵはレンズ状で、4 層にࣝ別される。遺物は箸状木製品・

杭が出土した。

SD166・339（図版 6・21・22・114・115）

6E・F、7E グリッドにて調査区をލいで位置する 2 本の溝を同一遺構と考えた。重複関係は SD116

とした部分では P24・44・49、SX25・51・95 に切られ、SK208 を切る。同じく SD339 とした部分

では SX415、SD175 を切る。

SD166 は T 字状で、北西から南౦方向と北౦から南西方向に延びている。長さは、北西から南౦方向

の部分が 4.9m、北౦から南西方向の部分が 8.3m である。断面形は V 字状または U 字状で、幅が 35 ～

104cm、深さが 18 ～ 36cm である。壁は直立している。覆土のଯੵは、上部がレンズ状ͩが、下部はブロッ

ク状にଯੵする。遺物は漆器椀・斎串・蓋・曲物側板・桶底板（73r111）・折敷底板・箱・箸状木製品・部材・

串・杭・茅針（73r110）・不明鉄製品（63r34）が出土した。

SD339 は直線状に北西から南౦方向に延びて͓り、長さは 8.9m である。断面形は U 字状で、幅が

35 ～ 100cm、深さが 23cm である。壁は܏ٸ斜で、底面は平坦である。覆土のଯੵは水平で、腐植土

を主体とした 2 層にࣝ別される。遺物は簓状木製品・題箋状木製品（73r114）・針状木製品（73r112）・

曲物側板・箸状木製品・部材・不明木製品（73r113）・錐が出土した。

SD172（図版 3・22・115）

5・6C グリッドに位置する。重複関係は SK75・85 に切られている。一部で్切れるが、同一遺構

と考えた。環状で、長さは 4.8m と 3.5m である。断面形は弧状で、幅が 70 ～ 100cm、深さが 10 ～

26cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土はレンズ状で、2 層にࣝ別される。遺物は出土していない。

SD330（図版 6・22・115）

7E グリッドに位置する。直線状に北西から南౦方向に延びて͓り、長さは 4.2m である。断面形は台

形状で、幅が 115cm、深さが 35cm である。壁は܏ٸ斜で、底面は平坦である。覆土のଯੵはレンズ状で、

黒色腐植土を主体とした 4 層にࣝ別される。遺物は曲物側板・箸状木製品・鏃（63r36・37）が出土した。

SD331（図版 6・22・115）

7F グリッドに位置する。直線状に北西から南౦方向に延びて͓り、長さは 4.3m である。断面形は弧

状で、幅が 44cm、深さが 12cm である。壁は܏ٸ斜で、底面は平坦である。覆土のଯੵはブロック状で、

灰色シルトを主体とした 3 層にࣝ別される。遺物は箸状木製品が出土した。

SD436（図版 7・22・116）

7G グリッドに位置する。重複関係は P600、SX574、SD593 を切っている。直線状に南౦から西北

方向に延びて͓り、長さは 3.6m である。断面形は箱状で、幅が 60cm、深さが 35cm である。壁はٸ

色シルトを主体とした׊斜である。覆土のଯੵはレンズ状で、黒܏ 5 層にࣝ別される。遺物は連歯下駄・

箸状木製品・部材が出土した。

SD445（図版 7・8・22・116）

7G グリッドに位置する。重複関係は SK529 を切っている。直線状に北西から南౦方向に延びて͓り、

長さは 3.1m である。断面形は台形状で、幅は 92cm、深さが 30cm である。壁は؇やかに立ち上がり、

底面は南౦に向かって࣍第に低くなっている。覆土のଯੵはレンズ状で、黒色シルトを主体とした 3 層

にࣝ別される。遺物は斎串・曲物底板・箸状木製品が出土した。
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SD448（図版 7・22・116）

7F・G グリッドに位置し、SD461 と平行にฒぶ。౦側は暗渠の削平をडけている。重複関係は P334

に切られている。直線状に北౦から南西方向に延びて͓り、確認長は、2.8m である。また SD597 と同

一溝のՄ能ੑがある。断面形は弧状で、幅が 50cm、深さが 16cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土の

ଯੵは水平で 2 層にࣝ別される。遺物は箱・箸状木製品が出土した。

SD461（図版 7・22）

7F グリッドに位置し、SD448 と平行にฒぶ。౦側は暗渠の削平をडけている。重複関係は P471 に

切られている。直線状に北౦から南西方向に延びて͓り、確認長は 1.7m である。断面形は U 字状で、

幅が 50cm、深さが 20cm である。壁は܏ٸ斜で、底面は南西側がஈを持って低くなる。遺物は曲物側板・

箸状木製品・部材が出土した。

SD540（図版 7・8・22・116）

8G グリッドに位置する。西側は暗渠の削平をडけ、౦側は調査区外΁とଓいている。重複関係は

SK539、SX794 ～ 796 に切られている。直線状に北౦から南西方向に延びて͓り、確認長は 3.0m である。

断面形は弧状で、幅が 71cm、深さが 14cm である。壁は؇やかに立ち上がり、底面はややى෬がある。

覆土のଯੵは黒色シルトの単層である。遺物は箸状木製品・部材が出土した。

SD593（図版 7・8・22）

7G グリッドに位置する。重複関係は SD436 に切られている。直線状に北西から南౦方向に延びて͓り、

長さは 4.5m である。断面形は台形状で、幅が 20cm、深さが 5 ～ 20cm である。壁は܏ٸ斜で、底面

はややى෬がある。覆土のଯੵは灰色シルトの単層である。遺物は出土していない。

SD597（図版 7・22・116）

7G グリッドに位置し、SD598 と平行にฒぶ。北西側は暗渠の削平をडけている。直線状に北西から

南౦方向に延び、北西端では࿷曲することから、SD448 と同一遺構のՄ能ੑがある。確認長は 4.1m で

ある。断面形は弧状で、幅が 20～36cm、深さが 9cm である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土のଯੵは

青灰色シルトの単層である。遺物は漆器椀（73r119・120）・露卯下駄歯（73r118）・箸状木製品が出土した。

SD598（図版 7・22・116）

7F・G グリッドに位置し、SD597 と平行にฒぶ。直線状に北西から南౦方向に延びて͓り、長さは 3.8m

である。断面形は弧状で、幅が 30 ～ 50cm、深さが 19cm である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土のଯ

ੵは青灰色シルトの単層である。遺物は連歯下駄・箸状木製品・部材が出土した。

11）樹 根 列

複数の樹木の根が列状にฒぶものを樹根列とし、2 列検出した。樹根は根の部分と、わずかながらもװ

の部分も遺存して͓り、検出した状態は切גのようであった。これらの樹根は SD111 に沿って検出した

こと、樹根間を͓͓むね 2 ～ 3m 前後とすること、樹種にબ୒ੑが認められることから、人ҝతに植࠿

されたものと考えた。

樹根列 1（図版 3・6・9）

5・6C、6・7D、7・8E、8・9F、9・10G グリッドに位置する 24 の樹根で構成され、確認長はج

63.8m である。SD111 の南౦側の上端に沿って延び、5C グリッドでは溝に合わせて大きく折れている。

樹根は樹種同定を行った 9 はۉと考えられる部分の径の平װ、全てがヤナギ属でج 18.9cm であった。

2　԰敷地の調査
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樹根の間隔は 9 と 10、15 と 16 の間で໿ 10m と大きくۭけているが、ここをআいた平ۉでは 2.56m

となる。

樹根列 2（図版 9）

8・9G グリッドに位置する 5 の樹根で構成され、全長はج 7.2m である。南から北に延びて͓り、樹

根の間隔の平ۉは 1.88m である。樹根は樹種同定を行った 4 中ج 3 がヤナギ属、1ج がバラ科ナシ亜ج

属で、װと考えられる部分の径の平ۉは 10.0cm であった。

B　SR1r3 層の遺構

SR1 の 3 層を掘削中に検出した遺構である。2010 年度の調査から、遺構܈の周ғは上位面である

SR1r1・2 層検出遺構܈と同様に、水田にғまれていたことが明らかとなった。この「水田Ҭ」と「԰敷地」

のڥについては未調査のため不明な部分が多い。しかし、5D グリッドから 6F グリッドにかけて「԰敷

地」から「水田Ҭ」΁と໿ 40cm 下るஈࠩがଊえられて͓り、ここをڥとしていたՄ能ੑがある。同様に、

水田面との時間త関係についても明らかにしಘないが、ج本層ংのଯੵ状گから類推して、「Ⅻ層水田面」

と「ⅩⅣ層水田面」がӦまれていた時期の遺構܈と考えられる。遺構の種別と૯数では上位面である SR1r1・

2 層検出遺構を下回る、土޵ 62 柱・柱穴、ج 82 杭列、ج 5 列、杭・串 108 溝、ج 40 条、ۼ地 6 を検

出した。

遺構は土޵・溝は数を૿やしているほか、ۼ地といったこの面でしか検出されていないものもあり、上

位面とのੑ格のҧいがうかがわれる。

1）土　　　߅

62 は方向を一定とせず、形޵検出した。溝は北西から南౦方向΁延びるものが多いのに対して、土ج

態も不整形とするものも多い。

SK174（図版 25・30・119）

6D16・21 グリッドに位置する。重複関係は P74 に切られ、SK210 を切っている。平面形は方形で、

長径 112cm、短径 110cm である。断面形は台形状で、深さ 65cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土は

6 層にࣝ別される。1 ～ 4 層は本遺構埋຅後の SR1 のଯੵ層で、遺構覆土は 5・6 層となり、レンズ状

にଯੵする。遺物は下駄歯・箸状木製品が出土した。

SK177（図版 25・30・119）

6D23 グリッドに位置する。重複関係は SK678 に切られ、SK176・742 を切っている。平面形は長

方形で長径 142cm、残存短径 86cm である。断面形は台形状で、深さ 43cm である。底面はほ΅平坦で、

壁は܏ٸ斜である。覆土のଯੵは水平で、4 層にࣝ別される。遺物は俎（79r200）・横櫛（79r201）・草履芯・

折敷・箸状木製品が出土した。

SK179（図版 25・30・119）

6E11 グリッドに位置する。重複関係は SD268 を切っている。平面形は円形で、長径 116cm、短径

96cm である。断面形は台形状で、深さ 56cm である。底面はほ΅平坦で、壁は܏ٸ斜である。覆土の

ଯੵはレンズ状で、4 層にࣝ別される。遺物は種子札（79r204）・烏帽子 ?・漆器椀（79r202・205）・漆

器皿（79r203）・箆・箸状木製品が出土した。種子札は 4 層の底面直上から出土し、3 層から漆器がू中

して出土した。
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SK201（図版 25・30・119）

6D22・23、6E1 ～ 3・6・7 グリッドに位置する。重複関係は SX205・231 に切られている。平面

形は長方形で、長径 504cm、短径 95cm である。断面形は台形状で、深さ 26 ～ 50cm である。壁は

斜ͩが、南౦側にςラス状の平坦面があり、ͦこでは֊ஈ状となる。覆土は܏ٸ 11 層にࣝ別される。1

～ 8 層は本遺構埋຅後の SR1 のଯੵ層で、遺構覆土は 9・10 層となり、レンズ状にଯੵする。また、

11 層は本遺構構築前の SR1 のଯੵ層と考えられる。遺物は漆器椀・漆器皿（79r206）・斎串・楔（79r

209）・草履芯（79r207）・曲物側板・曲物底板（79r208）・箸状木製品・部材・串が出土した。

SK206（図版 26・31・120）

6E18・23グリッドに位置する。平面形は楕円形で、長径145cm、短径107cmである。断面形は台形状で、

深さ 33cm である。底面はほ΅平坦で、壁は܏ٸ斜である。覆土は 5 層にࣝ別される。1 ～ 4 層は本遺

構埋຅後の SR1 のଯੵ層で、遺構覆土は単層となり、レンズ状にଯੵする。遺物は曲物底板・円形板（79

r212）・箸状木製品・部材・障子 ?（79r210・211）・串が出土した。

SK207（図版 25・26・31・120）

6E12・13・17・18 グリッドに位置する。重複関係は P222 に切られている。平面形は方形で、長径

160cm、短径 142cm である。断面形は台形状で、深さ 38cm である。壁は܏ٸ斜ͩが、西側にςラス

状の平坦面があり、ͦこでは֊ஈ状となる。覆土は 6 層にࣝ別される。1・2 層は本遺構埋຅後の SR1

のଯੵ層で、遺構覆土は 3 ～ 6 層となり、灰Φリーブ色シルトを主体に水平にଯੵする。遺物は漆器椀・

斎串・曲物側板・曲物底板・箸状木製品・部材・脚 ?（79r213）が出土した。

SK211（図版 25・31・120）

6E7・8 グリッドに位置する。重複関係は SK227 を切っている。平面形は長方形で、長径 230cm、

短径 132cm である。断面形は台形状で、深さ 41cm である。壁は܏ٸ斜で、底面南側に深さ 30cm のϐッ

トがある。覆土は 7 層にࣝ別される。1 ～ 3 層は本遺構埋຅後の SR1 のଯੵ層で、遺構覆土は 4 ～ 7 層

となり、黒色土を主体としたレンズ状にଯੵする。また、黒色土に多量のシルトブロックがؚまれること

から、埋໭しが行われたと考えられる。遺物は茅針（79r214）・曲物側板・折敷・小型蓋・有孔円板（79

r215）・箸状木製品・部材・串・杭・楔状鉄製品（64r43）が出土した。

SK227（図版 25・31・120）

6E7・12 グリッドに位置する。重複関係は SK211 に切られている。平面形は方形で、残存長径

178cm、短径 157cm である。断面形は弧状で、深さ 32cm である。壁は܏ٸ斜ͩが、南壁は؇やかに

立ち上がる。覆土のଯੵはレンズ状で、3 層にࣝ別される。遺物は草履芯・箸状木製品が出土した。

SK260（図版 26・32・121）

5E20・25、6E16・21 グリッドに位置する。重複関係は SX277 に切られている。平面形は楕円形で、

長径 320cm、残存短径 235cm である。断面形は弧状で、深さ 60cm である。壁は؇やかに立ち上がる。

底面はほ΅平坦で、覆土は黒色腐植土の単層である。遺物は漆器椀・鳥形（80r217・218）・刀形（79r

216）・斎串・連歯下駄（80r219）・露卯下駄（80r200）・下駄歯・曲物側板・折敷・蓋（80r222）・箸状木

製品・枘付木製品・角材・杭・鋏（64r44）・鎌柄（80r221）が出土した。

SK476（図版 26・32・121）

7E12・13・16 ～ 18・21・22 グリッドに位置する。重複関係は P668、SX670 に切られている。平

面形は長方形で、長径 558cm、短径 150cm である。断面形は台形状で、深さ 38cm である。壁は܏ٸ斜で、

2　԰敷地の調査
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底面はほ΅平坦となる。覆土のଯੵは斜位で、腐植土を主体とした 5 層にࣝ別される。遺物は漆器椀（80

r224）・茅針（80r226）・曲物側板・曲物底板・箸状木製品・枘付木製品（80r225）・部材・角材・杭・不

明木製品のほか、底面から編組が出土した（176r306）。

SK490（図版 26・32・121）

7F18・19・23・24 グリッドに位置する。重複関係は SK512、P661 を切っている。平面形は長径

210cm、短径 84cm の楕円形である。断面形は深さ 62cm の台形状である。壁は܏ٸ斜ͩが、北西側に

ςラス状の平坦面があり、ͦこでは֊ஈ状となる。覆土は 6 層にࣝ別される。1 ～ 5 層は本遺構埋຅後

の SR1 のଯੵ層で、以߱覆土は単層となり、レンズ状にଯੵする。遺物は曲物底板・箸状木製品・杭・

釘が出土した。

SK491（図版 26・32・122）

7F2・7・8・12 グリッドに位置する。平面形は不整形で、長径 294cm、短径 189cm である。断面

形は弧状で、深さ 20cm である。壁は؇やかに立ち上がる。底面にはϐットが 2 あり、౦側のものはج

深さ 9cm である。覆土は 4 層にࣝ別される。1 ～ 3 層は本遺構埋຅後の SR1 のଯੵ層で、覆土は単層

となり、レンズ状にଯੵする。遺物は茅針・曲物側板・箸状木製品・部材・銭貨が出土した。銭貨（64r

72 ～ 81）は 10 枚が重なった状態で出土した。

SK492（図版 26・33・122）

6F10・15、7F6・11 グリッドに位置する。重複関係は SX626 を切っている。平面形は不整形で、長

径 270cm、短径 172cm である。断面形は弧状で、深さ 48cm である。壁は܏ٸ斜ͩが南側は、؇やか

に立ち上がる。覆土のଯੵはレンズ状で、6 層にࣝ別される。遺物は漆器椀・刀子柄・鑿柄（80r227）・

曲物側板・折敷・箸状木製品・部材が出土した。

SK502（図版 26・33・122）

7F11・12 グリッドに位置する。平面形は円形で、長径 144cm、短径 120cm である。断面形は弧状で、

深さ 30cm である。壁は܏ٸ斜ͩが、北西側は؇やかに立ち上がる。底面は平坦である。覆土のଯੵは

レンズ状で、6 層にࣝ別される。また、腐植土が底面を覆うようにଯੵする。遺物は木製円板・箸状木製

品・部材・編組籤（80r228）が出土した。

SK503（図版 26・33・122）

6F15・20、7F11・16 グリッドに位置する。重複関係は SK514 を切っている。平面形は楕円形で、

長径 230cm、短径 146cm のである。断面形は弧状で、深さ 29cm である。壁は؇やかに立ち上がり、

底面は平坦である。覆土のଯੵはレンズ状で、灰Φリーブ色シルトを主体とした 5 層にࣝ別される。ଯ

ੵ状گなどから、遺構が重複していたՄ能ੑがある。遺物は茅針・曲物側板・曲物底板・箸状木製品・部

材・杭が出土した。

SK504（図版 25・33・123）

7E3・8・9 グリッドに位置する。重複関係は SD113 に切られている。平面形は遺構の重複により不明で、

残存長径 280cm、残存短径 89cm である。断面形は台形状で、深さ 28cm である。壁は܏ٸ斜で、底面

は平坦である。覆土のଯੵは斜位で、灰色土を主体とした 4 層にࣝ別される。遺物は珠洲焼片口鉢（61r

41）・箸状木製品が出土した。

SK508（図版 26・33・123）

7F11 グリッドに位置する。平面形は円形で、長径 61cm、短径 52cm である。底面はほ΅平坦で、断



42

面形は弧状で、深さ 36cm である。壁は直立し、底面は平坦である。覆土のଯੵは腐植土の単層である。

遺物は銭貨（64r82）が出土した。

SK512（図版 26・33・123）

7F18・19 グリッドに位置する。重複関係は SK490 に切られている。平面形はϓランを確認できずに

掘り下げてしまったため不整形で、残存長径 180cm、短径 146cm である。断面形は弧状で、深さ 26m

である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土のଯੵは水平で、7 層にࣝ別される。遺物は漆器椀・箸状木製品・

部材が出土した。

SK514（図版 26・34・123）

6F20 グリッドに位置する。重複関係は SK544 に切られている。平面形は楕円形で、残存長径 94cm、

短径 68cm である。断面形は弧状で、深さ 20cm である。壁は؇やかに立ち上がるが、౦壁は܏ٸ斜である。

覆土はレンズ状で、3 層にࣝ別される。遺物は出土していない。

SK520（図版 26・34・124）

6F19・20・24・25、6G5 グリッドに位置するが、南側は調査区外΁ଓいている。重複関係は P605、

SX653 を切っている。平面形は不整形で、長径 306cm、残存短径 150cm である。断面形は弧状で、深

さ 22cm である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土のଯੵは水平で、8 層にࣝ別される。֤層の厚さはബく、

4 ～ 8 層は黒色土と腐植土のޓ層となる。遺物は漆器椀・斎串・下駄歯・曲物側板・杓子・箸状木製品・

部材が出土した。

SK528（図版 26・34・124）

6F20・25、7F16・21 グリッドに位置する。重複関係は SX518 に切られ、SD595 を切っている。

平面形は不整形で、長径 170cm、短径 118cm である。断面形は弧状で、深さ 20cm である。壁は؇や

かに立ち上がる。覆土のଯੵは水平で、灰Φリーブ色シルトを主体とした 3 層にࣝ別される。遺物は出

土していない。

SK530（図版 27・28・34・124）

7H5、8H1 グリッドに位置する。重複関係は SD531 を切っている。平面形は不整形で、長径

122cm、短径 85cm である。断面形は台形状で、深さ 18cm である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土の

ଯੵは斜位で、2 層にࣝ別される。遺物は出土していない。

SK542（図版 27・28・34・124）

7H10、8H6 グリッドに位置する。重複関係は、SD541 に切られている。平面形は方形で、残存長径

96cm、短軸長 78cm である。断面形は台形状で、深さ 29cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土のଯੵ

はレンズ状で、4 層にࣝ別される。遺物は漆器椀・連歯下駄・箸状木製品・部材が出土した。

SK543（図版 27・28・34・125）

7H9・10 グリッドに位置する。平面形は楕円形で、長径 150cm、短径 90cm である。断面形は台形

状で、深さ 14cm である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土は斜位で、2 層にࣝ別される。遺物は箸状木製品・

部材が出土した。

SK554（図版 27・28・35・125）

7G19・20・23・24 グリッドに位置する。平面形は長径 232cm、短径 110cm の不整形である。断

面形は台形状で、深さ 17cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土は黒色腐植土の単層である。遺物は下駄歯・

箸状木製品・部材が出土した。
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SK589（図版 27・28・34・125）

8G11・12・16・17 グリッドに位置する。平面形は不整形で、長径 356cm、短径 120cm である。

断面形は弧状で、深さ 11cm である。壁は؇やかに立ち上がるが、南西側に細長いςラス状の平坦面が

あり、ͦ こでは֊ஈ状になる。覆土は黒׊色シルトの単層である。遺物は折敷底板（80r229）・箸状木製品・

部材・杭が出土した。

SK619（図版 27・35・125）

7G3 グリッドに位置する。平面形は方形で、長径 84cm、短径 70cm である。断面形は台形状で、深

さ 24cm である。壁は܏ٸ斜で、底面は平坦である。覆土のଯੵはレンズ状で、3 層にࣝ別される。遺

物は出土していない。

SK641（図版 26・35・126）

7E11・12・16・17 グリッドに位置する。重複関係は SD495 に切られている。平面形は長方形で、

長径 180cm、短径 75cm である。断面形は弧状で、深さ 9cm である。壁は؇やかに立ち上がり、底面

は平坦である。覆土のଯੵはレンズ状で、2 層にࣝ別される。遺物は箸状木製品・部材が出土した。

SK660（図版 25・26・35・126）

6E15、7E11 グリッドに位置する。平面形は暗渠による削平により不明で、残存長径 191cm、残存短

径 115cm である。断面形は弧状で、深さ 9cm である。遺物は箱・箸状木製品（81r230 ～ 237）・板材・

木釘（81r238 ～ 242）が出土した。なかでも底面直上からは、箸状木製品 8 本と木釘 36 本がͦれͧれま

とまった状態で出土した（図版 126）。

SK678（図版 25・30）

6D18・23・24 グリッドに位置する。重複関係は SK176・177 を切っている。平面形は長方形で、長

径 138cm、短径 108cm である。断面形は台形状で、深さ 29cm である。壁は܏ٸ斜である。覆土のଯ

ੵは斜位で、黒色土を主体とした 3 層にࣝ別される。遺物は出土していない。

SK837（図版 27・28・35・126）

8H11・12 グリッドに位置する。重複関係は SK853 を切る。平面形は円形で、長径 125cm、短径

110cm である。断面形は台形状で、深さ 36cm である。覆土のଯੵはレンズ状で、1・3 層が灰色シルト、

2 層がΦリーブ黒色腐植土、4 層が灰Φリーブ色植物腐植土にࣝ別される。遺物は箸状木製品・部材・板材・

角材が出土した。

SK853（図版 27・28・35・126）

8H11・12・16・17 グリッドに位置する。重複関係は SK837 に切られる。平面形は楕円形で、長径

214cm、短径 66cm である。断面形は台形状で、深さ 56cm である。覆土のଯੵはレンズ状で、1・3

層が黒色腐植土、2 層がΦリーブ黒色シルトにࣝ別される。遺物は珠洲焼片口鉢（86r2）・珠洲焼甕また

は壺の体部片・箸状木製品、部材が出土した。

2）柱　・　柱　穴

82 検出した。柱根の残存していたものは掘形柱ج 6 打ち込み柱、ج 7 の計ج 13 である。上位面にج

ൺ΂て、柱根の残存ൺ率が 16�と低くなる。

P551（図版 26・27・36・127）

7F11 グリッドに位置する打ち込み柱である。柱根は芯去削り出し材を用い、先端は平坦である（81r
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244）。別の用్に用いられた材の転用とも考えられる。樹種はスギである。

P669（図版 26・36・127）

7F1 グリッドに位置する打ち込み柱である。柱根は半割材を用い、先端に向かって細く加工されてい

る（81r245）。また、側面にも加工痕が残る。樹種はモクレン属である。

3）杭　　　列

5 列検出した。上位面のものとൺ΂て規模も小さく、ಛ定の溝に沿って構築されるものようなಛ௃も見

出せない。

S"215（図版 25・26・36・127）

6E13・18・19 グリッドに位置する 5 の杭によって構成される。杭は直線状にฒび、全長はج 2.2m

である。杭の径は 1 ～ 5cm で、長さ 6 ～ 35cm である。

4）杭 ・ 串

108 検出した。SD113ج の内部に構築されるものは、上位面で検出した SD111 の内部に構築された

杭列や杭と同様の機能が考えられる。串に分類できるものでは、6E11・12 グリッドで多く検出したが、

上位面ほどのू中は見いͩせなかった。な͓、杭とともに部材が関連すると考えられる遺構を 3 ・SX277）ج

507・537）検出したが、いずれも全容が不明であるため、ここでѻうこととした。

S9116・117・118・119（図版 29・36・127）

8F5 グリッドに位置し、4 がج 60cm の間に近接して打ち込まれている。SD113 の底面で検出した。

SX116 は径 2cm、残存長 4cm、SX117 は径 4cm、残存長 9cm、SX118 は径 4cm、残存長 22cm、

SX119 は径 3cm、残存長 6cm である。溝と関連した構築物と考え、杭とした。

S9120（図版 29・36）

8F4 グリッドに位置する。SD113 の底面で検出した。径 3cm、残存長 10cm である。溝と関連した

構築物と考え、杭とした。

S9121（図版 29・36・127）

8F10 グリッドに位置する。SD113 の壁面で検出した。径 4cm、残存長 36cm である。溝と関連した

構築物と考え、杭とした。

S9122・123・124（図版 29・36・127）

8F15 グリッドに位置し、3 がج 75cm の間に近接して打ち込まれている。SX501 の壁面で検出した。

SX122 は径 5cm、残存長 34cm、SX123 は径 4cm、残存長 34cm、SX124 は径 2cm、残存長 27cm

である。いずれも断面形が円形であることから杭と考えた。

S9248（図版 26・36）

6F12 グリッドに位置する。径 3cm、残存長 49cm である。径は大きくないものの、長さがあること

から杭（81r247）と考えた。樹種はスギである。

S9277（図版 26・32）

5E25 グリッドに位置し、4 の杭（SX277r1ج ～ 4）と曲物底板（SX277r5）で構成される。杭は

SK260 の上端近くに打ち込Μであり、SX277r1 は曲物底板（82r249）に当たって止まっている。この

曲物底板が本དྷSK260に伴う遺物とすると、杭はSK260の覆土ଯੵ後に打ち込まれたものと考えられる。

2　԰敷地の調査
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SX277r1 は径 8cm、残存長 13cm、2 は径 4cm、残存長 44cm、3 は径 3cm、残存長 35cm で、4 は

径 6cm、残存長 16cm である。図示した SX227r2（81r248）の樹種はヤナギ属である。

S9507（図版 25・36）

7E12・13 グリッドに位置し、板状の部材（SX507r1）と 2 の杭（SX507r2・3）で構成される。部材ج

は長さ 110cm、幅 14cm、厚さ 3cm が残存して͓り、これを留めるように 2 。の杭が打ち込まれていたج

SX507r2 は径 2cm、残存長 17cm、3 は径 3cm、残存長 17cm である。

S9518（図版 26・36）

7F16 グリッドに位置する。径 8cm、残存長 35cm である。部材を転用し、打ち込Μͩものと考えら

れる（81r250）。樹種はコナラ属コナラ亜属コナラ節である。

S9537（図版 26・36）

7F21 グリッドに位置し、板状の部材（SX537r1）と 1 の杭（SX537r2）で構成される。部材は長さج

72cm、幅 8cm、厚さ 3cm が残存して͓り、これを留めるように杭が打ち込まれていた。SX537r2 は

径 1cm、残存長 22cm である。

5）溝

40 条検出した。大きくは「԰敷地」の周ғを取りғΜで構築されるもの（SD113）と「԰敷地」の内

部に構築されるものの 2 つに分けられる。

上位面で「԰敷地」の周ғを取りғΜで構築されていた溝は、北西側にある SD113 のみとなる。「԰敷地」

の内部に構築される溝は北西から南౦方向に延びるものが多く、഑置の規ଇੑがうかがえる。

SD113（図版 21・24・25・29・113）

5・6C、6・7D、7・8E、8 ～ 10F、9・10G グリッドに位置し、上下 2 面でもほ΅同位置で溝を確

認している。重複関係は SK504 を切っているほか、壁・底面で単ಠの杭 11 を検出した。直線状に北ج

౦から南西方向に延びるが、5C グリッドで大きく折れている。両端は調査区外΁ଓいて͓り、確認長は

63.8m である。断面形は弧状または台形状で、幅が 90 ～ 320cm、深さが 24 ～ 40cm である。覆土の

ଯੵはレンズ状で、4 層にࣝ別される。西壁は水田ߞ作土であるⅫ・ⅩⅣ層を掘り込Μでいるのに対し、

౦壁は砂をؚむ྘灰色シルトを用いた人ҝతな盛土によって築いた土手を壁としている。遺物は露卯下駄

歯（81r252）・曲物側板・底板・小型円板（81r251）・箸状木製品・部材・枘付木製品（81r253）・柱根・

杭が出土した。

SD259（図版 24・36・128）

5・6C グリッドに位置する。SD111 に沿って、調査区南端にある。࿷曲しながら北西から南౦方向に

延びて͓り、長さは 4.7m である。断面形は V 字状で、幅が 58 ～ 86cm、深さが 28cm である。壁は

・斜である。底面は北西側が高く、南౦側に向かって低くなる。遺物は土師質土器（61r40）・箸状木製品܏ٸ

部材・枘付木製品（81r254）が出土した。

SD499（図版 26・36・128）

7E・F グリッドに位置する。重複関係は SK498 に切られている。ほ΅直線状に北西から南౦方向に延

びて͓り、長さは 4.5m である。断面形は台形状で幅が 54 ～ 64cm、深さが 16cm である。壁は؇やか

に立ち上がる。覆土のଯੵは斜位で、3 層にࣝ別される。青灰色シルトと黒色腐植土のޓ層である。遺物

は部材が出土した。
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SD531（図版 27・28・36）

7G・H、8G・H グリッドに位置し、北側は調査区外΁とଓいている。重複関係は SK530 に切られ、

SD590 を切っている。直線状に北西から南౦方向に延び、北側は調査区外΁延びて͓り、確認長は 4.9m

である。断面形は台形状で、幅は 30 ～ 66cm、深さが 30cm である。壁は܏ٸ斜で、底面は平坦である。

遺物は出土していない。

SD590（図版 27・28・36・128）

7G・H、8G グリッドに位置する。重複関係は SD531 に切られている。直線状に北西から南౦方向に

延びて͓り、確認長は 2.2m である。断面形は台形状で、幅が 34 ～ 42cm、深さが 16cm である。壁は

色シルトの׊斜である。覆土のଯੵはレンズ状で、黒܏ٸ 2 層にࣝ別される。遺物は箸状木製品・部材

が出土した。

SD606（図版 26・36・128）

7F グリッドに位置する。重複関係は SX537 に切られる。直線状に北西から南౦方向に延びて͓り、

長さは 2.0m である。断面形は弧状で、幅が 64cm、深さが 12cm である。壁は؇やかに立ち上がる。

覆土のଯੵは斜位で、灰Φリーブ色シルトの 2 層にࣝ別される。遺物は出土していない。

SD635（図版 27・28・36・128）

8G グリッドに位置する。直線状に北西から南౦に延びて͓り、長さは 2.4m である。断面形は半円状で、

幅が 10 ～ 29cm、深さが 7cm である。壁は؇やかに立ち上がり、底面は平坦である。覆土のଯੵは斜位で、

2 層にࣝ別される。1 層は黄灰色シルト、2 層は黒色シルトである。遺物は出土していない。

SD857（図版 28・36・128）

8H・I グリッドに位置する。直線状に北౦から南西方向に延びて͓り、残存長は 2.5m である。断面形

は弧状で、幅が 55 ～ 65cm、深さが 14cm である。覆土のଯੵはレンズ状で、2 層にࣝ別される。1 層

は灰色シルト、2 層は黒色腐植土である。遺物は珠洲焼片口鉢（86r3）・箸状木製品・板材・角材が出土した。

地　　　ۼ（6

大型のۼ地 3 地ۼと小型の（SX501・536・556）ج 4 を検出した。人ҝ（SX813・816・820・821）ج

తに掘削された遺構ではなく SR1 の流࿏痕跡であるが、遺構番号を付けて報告する。いずれのۼ地も調

査区外΁と延びていることもあり、ͦの規模を明確にしಘない。また、大型のۼ地は掘り上がりのஈ֊で

࢝めて認ࣝし、ͦのために図版　の SD111・113・150 の断面 ArA' と BrB'（図版 21）では、本དྷある

はずの SX501 が表現されていない。

S9501（図版 26・27・29）

7E・F、8E・F・G、9F・G、10G グリッドに位置するが、౦側は調査区外΁ଓいている。重複関係

は P115、SX103 ～ 105、108 ～ 110、122 ～ 124 を壁・底面で検出した。確認長径 26.8m、短径 5.5m、

深さ 28cm である。遺物は折敷・箸状木製品・部材が出土した。

S9536（図版 26・27・29）

7F・G、8F・G グリッドに位置するが、౦側は調査区外΁ଓいている。重複関係は SX106・570 ～

572・581・665 を壁・底面で検出した。確認長径 14.5m、確認短径 4.9m、深さ 23cm である。遺物

は出土していない。

2　԰敷地の調査
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S9556（図版 27・28）

7H グリッドに位置するが、確認できたのはͦの一部である。確認長径 9.2m、確認短径 2.6m、深さ

14cm である。壁は؇やかに立ち上がり、底面は平坦である。遺物は曲物側板、箸状木製品、部材、杭が

出土した。

C　SR2、Ⅹɕ 層の遺構

SR2 の底面またはⅩɕ 層の上面で検出した遺構である。2010 年度の調査から、遺構܈の周ғは上位面

と同様に水田にғまれていたことが明らかとなり、SR2 としたൣғは上位 2 面で「԰敷地」とした部分に、

Ⅹɕ 層としたൣғは「水田Ҭ」とした部分にほ΅対Ԡする。「԰敷地」の北西側は上位 2 面と同様に溝が

水田Ҭとのڥとなり、南西側ではコンタが密となるஈࠩとしてଊえられた。水田面との時間త関係につい

ては明らかにしಘないが、ج本層ংのଯੵ状گから類推して、֓ね「ⅩⅥ層水田面」がӦまれていた時期

の遺構܈と考えられる。土޵ 1 柱・柱穴、ج 19 杭列、ج 5 列、杭・串 56 灰分布遺構、ج 1 溝、ج 2 条

を検出した。遺構数はগないが、上位 2 面の遺構掘削に伴ってࣦわれたものも多いと考えられる。また、

2011 年度調査では遺構はなかったが、8I7 グリッドで第四号木簡（89r39）が出土した。

1）土　　　޵

SK679（図版 40）

7G14・19 グリッドに位置する。平面形は暗渠による削平により不明で、確認長径 44cm、短径

73cm、深さ 12cm である。遺物は出土していない。

2）柱　・　柱　穴

19 検出した。柱根の残存していたものは掘形柱ج 2 打ち込み柱、ج 2 の計ج 4 である。ಛචす΂きج

഑置・ू中は認められなかった。

3）杭　　　列

5 列検出した。SA16 ～ 18、134 の 4 列は、8E・F、9F・G グリッドでほ΅平行して構築されている。

残る SA280 は 153 の杭が密に打ち込まれるもので、ҟ質なҹ象をडける。さらにこの杭列の南౦方ج

向には畦畔 501 が位置する。この畦畔 501 でも、畦畔上に杭列（SA716）が構築されていることを考え

合わせれば、SA280 が畦畔と関連していたՄ能ੑが高い。

S"16（図版 40・130）

8F、8・9G グリッドに位置する 14 の杭によって構成される。杭は弧状にฒび、全長はج 17.9m である。

杭間は SA16r7 から 14、10 の間では 2.3 ～ 4.7m と長くなる。杭の径は 2 ～ 6cm で、残存長は 13 ～

57cm である。

S"17（図版 40・130）

8F、8・9G グリッドに位置する 4 本の杭によって構成される。杭は直線状にฒび、全長は 4.7m である。

杭の径は 4 ～ 10cm で、残存長は 17 ～ 66cm である。

S"18（図版 40・130）

8F・G グリッドに位置する 3 の杭によって構成される。杭は直線状にฒび、全長はج 4.9m である。
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杭の径は 2 ～ 7cm で、残存長は 15 ～ 43cm である。

S"280（図版 39・129）

5D、5・6E グリッドに位置する 153 の杭によって構成される。杭は直線状にฒび、全長はج 12.8m

である。杭は全て径が小さく、残存長も平ۉ 16.1cm と短い。これらの杭はޓいに近接し、ほ΅垂直に

打ち込まれている。杭の径は 1 ～ 2cm で、残存長は 5 ～ 42cm である。

4）杭 ・ 串

56 検出した。杭と考えられるものが多く、ಛにج SA16 に近接して検出されたものは本དྷ、杭列を

構成するもののՄ能ੑがある。串に分類できるものでは、6F1 ～ 3、6 ～ 8 グリッドで多く検出したが、

SR1r1・2 層で確認したほどのू中は見いͩせなかった。

5）灰 分 布 ൣ ғ

灰の分布を確認したൣғで、1 。せず、単ಠで位置するࡏ検出した。周ғに遺構は存ج

S9676（図版 40）

7G1 グリッドに位置する。灰が分布するൣғで、これとڞに骨片がগ量ࢄ布していた。確認したൣғ

は不整形で、長径 71cm、短径 40cm である。被熱によるものか断定にまでは至らないが、周ғがわず

かに赤く変色していた。

6）溝

2 条検出した。SD150 は「԰敷地」の周ғを取りғΜで構築されたものと考えられる。

SD150（図版 21・40・113・130）

5・6C、6・7D、7・8E、8 ～ 10F、9・10G グリッドに位置し、上位 2 面でもほ΅同位置で溝を確

認している。直線状に北౦から南西方向に延びるが、5C グリッドで大きく折れている。両端は調査区外

΁ଓいて͓り、確認長は 63.8m である。断面形は弧状または台形状で、幅が 100 ～ 260cm、深さが 15

～ 55cm である。ⅩⅣ層のଯੵにより埋຅していることから、SD150 はⅩⅥ層水田面時に機能していたՄ

能ੑが高い。遺物は漆器椀（84r296）・箸状木製品・部材・杭が出土した。

SD279（図版 39）

6F グリッドに位置する。北౦側は平面తに確認できなかった。等高線に沿って直線状に北౦から南西

方向に延びて͓り、確認長は 3.2m である。幅は 4.5cm、深さが 33cm である。遺物は出土していない。

3　水 田 Ҭ の 調 査

A　水田調査の֓要

水田Ҭは 2009 ～ 2011 年度に調査を行い、Ⅷ層、Ⅹ層、Ⅻ層、ⅩⅣ層、ⅩⅥ層を水田ߞ作土とする水

田を検出した。

2009 年度の調査では、南区 1 ԰敷地の南西側、3G グリッドから北は 6G、西は 4D グリッドのൣғ

で水田を検出した（第 8 図ࢀর）。2010 年度の調査に͓けるⅩ層水田と連ଓする同一面である。平面త

な調査はこの 1 面のみで、これ以下の土層についてもトレンチ調査し断面を観察したが、Ⅻ層、ⅩⅣ層、

3　水田Ҭの調査
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ⅩⅥ層については認ࣝできなかった。ͦのため 2009 年度の調査時ではⅩ層以下を、ࣗવ流࿏によるଯੵ

と考えて「SR165」として調査を行った。しかし、2010 年度の調査をܦて、これはޡりでⅩ層以下に

も 3 面の水田が存ࡏしたと認ࣝをվめた。これをडけ、報告にࡍしては「SR165」は用いずに֤水田層

にৼりସえて行う΂きであると考えた。しかし、SR165 については 2010 年度の調査との整合に不確定

な部分を残すほか、出土遺物の取りѻいにもྀۤした。ͦのため、以下の報告については「2009 年度の

調査で SR165 としたൣғはࣗવ流࿏ではない。ਖ਼しくはⅩ層ٴびⅫ層、ⅩⅣ層、ⅩⅥ層の֤水田ߞ作土が

重なって形成された水田Ҭであった」ことを࠶度明示し、ա度のमਖ਼は行わないものとした。ͦのため、

図版 21 の断面図と土層આ明についても、2010 年度の調査の஌見を補足するに留めている。SR165 とし

て調査した部分について以上のように理解すると、Ⅹ層水田ஈ֊では北西の「԰敷地」との間はほ΅平坦

であるが、これは両ऀの間にあったஈࠩが水田ߞ作土のଯੵにより、ঃʑにͦのࠩをॖめて平坦になった

Մ能ੑがある。また、SR165 出土遺物としたものの中には、人形（69r59）や斎串（69r60）などがあり、

杭 19 本と雑木 659 点については畦畔構築材や粗ᐗであったՄ能ੑが高い。これ以外にも、2009 年度の

調査時に大畦畔や溝としていたものが 2010 年度の調査をܦて、「地൫௜下によりੜじた地形の凹ತ」で

あったと認ࣝをվめた部分がある。

2010 年度の調査では、南区全Ҭ・北区 1（南側）でⅩ層、Ⅻ層、ⅩⅣ層、ⅩⅥ層を水田ߞ作土とする水

田を検出した（第 8 図ࢀর）。このうち畦畔の検出がࠔ೉と༧૝された最も新しいஈ֊のⅧ層をআく、Ⅹ層、

Ⅻ層、ⅩⅣ層、ⅩⅥ層の水田について、南区 1・2 では平面తな調査を行った。しかし、北区 1（南側）は

トレンチによる土層観察の結Ռ、南区とൺ΂畦畔の遺存状態が不良であることが૝定されたため、平面త

な調査は溝 2 条を検出したⅩ層のみとした。調査によって検出した地形は水田埋຅後にൃੜした෾砂に

よる地൫௜下のӨڹを大きくडけて͓り、ಛに南区 1・2 で顕著であった 1）。ͦのため調査でಘられた֤

水田面の標高や地形は水田がӦまれていた当時のものではなく、本དྷ有していたと考えられる֤水田区ը

の高低ࠩについても明確にすることができなかった。水田以外の遺構は溝、杭列、杭、ੑ格不明遺構を検

出した。水田との関連がうかがわれる溝と SA716 以外の遺構はいずれも 5C・D グリッド周辺に位置し、

数も多くはない。これらは԰敷地の外縁に位置するものと考えられる。

2011 年度は、10 グリッドから北側を調査した。これに֘当する調査区は北区 1（北側）、北区 2、北

区 3 である（第 8 図ࢀর）。これまでの調査から水田が 5 面あることが確認されて͓り、北区 1（北側）・

北区 2 でも南区と同様に水田が存ࡏすることを૝定し調査を行った。調査区の周ғに土層観察用のトレ

ンチを掘削し、水田ߞ作土のଯੵ状ٴگび畦畔の高まりを確認した上で、平面తな調査を行う水田面をܾ

定した。ͦの結Ռ、北区 1（北側）はⅩⅥ層上面、北区 2 はⅩⅣ層上面とした。水田以外では溝、土޵、杭

列、杭、ϐットを検出した。また、北区 3 は北区 2 のⅩ層上面で検出した SD870 びٴ SA871 が北΁延

びることを૝定し、௥加調査を行ったൣғである。北区 3 では、Ⅻ層で珠洲焼や砥石、木製品が出土し、

柱穴や杭列を検出したことからⅫ層についても調査を行った。な͓、2010 年度の調査で顕著に認められ

た෿砂のӨڹはほとΜどなかった。

以下、֤水田について検出ॱに、水田Ҭは԰敷地をڥに南区 1・2 と北区 1 ～ 3 に分かれるため、南区

と北区に分けて記ड़する。֤水田については層位での表記とซ記して、検出ॱを示す 1 ～ 5 枚目水田の

表記を用いる৔合もある。畦畔については、直ਐする 1 本を一単位とし、番号はඦの位に検出ॱの番号

考までに図版ࢀ （1 41・45 に破線で平面తに確認できた෾砂のےを示した。このےの周ғでಛに௜下が顕著となる。
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をףした 3 桁の数字を用い、ྫえばⅫ層の 3 枚目水田であれば「畦畔 301」からとした。な͓、畦畔が

わずかしか残存しない৔合も一単位とし、個別の番号を付した。記ड़に用いる用ޠ、部位໊শなどは西部

遺跡Ⅳの調査ʦଜ田ほか 2009ʧをࢀ考とした。また、擬似畦畔の認ࣝや໊শに関しては、斎໺༟඙ࢯの分

類ʦ斎໺ほか 1987ʧをࢀ考にした（第 12 図）。模式図のઆ明は以下の通りである。

「C1 層が水田土৕であり、C1 層上面に͓いて水田ߞ作が行われて͓りଞ層はࣗવଯੵ層である。また

C1 層は C 層最上部が水田土৕化された層であり、C2 層は水田土৕化されなかった C 層である。

畦畔ࣅٖ "：C1 層水田の畦畔直上に認められるࣗવଯੵ層 B 層上面の畦畔状の高まりをいう。これは

B 層が C1 層上面のى෬のӨڹをडけてଯੵした結Ռ形成されたものである。

畦畔ࣅٖ #：C1 層水田の畦畔直下に認められる C2 層上面の畦畔状の高まりをいう。これは C1 層水田

のߞ作のӨڹをさほどडけない畦畔直下に͓いて C2 層が畦畔状に残存したものである。この擬似畦畔 B

については、C1 層上面に͓いて畦畔が検出されなくとも C2 層上面での擬似畦畔 B の検出により C1 層水

田の存ࡏが૝定される。

ঘ、擬似畦畔 A・擬似畦畔 B は全ての畦畔に関して認められるものではない。」

B　Ⅷ層水田面（1 枚目水田）の遺構

1）南　　　区

Ⅷ層を水田ߞ作土とした水田で、下層で԰敷地であった所をؚむ調査ൣғ全Ҭに広がると考えられる。

平面తな調査を行っていないが、土層観察時にଯੵ土の撹፩が認められたことから૝定した最も新しいஈ

֊の水田である。このⅧ層の上には、いわΏるΨツϘを主体としたᶝ層がଯੵする。Ⅷ層からᶝ層΁は઴

Ҡతな変化でҠ行して͓り、࣪地化に伴うଯੵ環ڥの変化をうかがわせた。ͦのため畦畔の遺存状態も不

良であることが૝定され、調査区壁での土層観察でも畦畔の高まりを確認できなかったことから、平面త

な調査を行わないものとした。

2）北　　　区

Ⅷ層は調査区全Ҭに広がる。南区同様に、ɕ 層（ΨツϘ層）のӨڹにより水田面の遺存状態は不良である。

Ⅷ層は灰色砂質シルトで、白色ཻが混入する。Ⅷ層下位は、砂質がよりڧい。Ⅷ層下面はߞ作のӨڹで、

ややى෬する。北区 1 では、調査区壁面の土層観察で畦畔が確認できなかったことから、平面తな調査

は行わないものとした。北区 2 西側で、Ⅷ層の高まりを検出したことから平面తな調査を行い、Ⅷ層上

面が高まる SX880 と杭 1 。を検出した（SX879）ج

S9880（図版 1・138）

15C5・9・10、16C1・6 グリッドに位置する。規模は遺存長 4.2m、下端幅 90 ～ 105cm である。

C層の形成（自然堆積層）

水田C1層

C2層

畦畔 擬似畦畔B

擬似畦畔A

C1層

B層 B層

A層

水田土壌C1 層の形成
C2 層上面の擬似畦畔Bの形成

自然堆積層B層によりC1 層水田の埋没。
B層上面より擬似畦畔Aの形成

自然堆積層A層によるB層の埋没

C1層

C2層C層  C2層

ୈ 12 ਤ　畦畔・ٖࣅ畦畔໛ࣜਤ

（h ෋୔−෋୔遺跡第 15 ࣍ൃ掘調査報告書 ʦɦ斎໺ほか 1987ʧP.91-92 をվ変）

3　水田Ҭの調査
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高さは 10 ～ 14cm である。方向は Nr62°rW で、直線తに延びる。Ⅷ層が水田ߞ作土と考えられるこ

とから、SX880 はⅧ層水田に伴う畦畔と考えた。畦畔は水田ߞ作土を盛り上げて構築していることから、

畦畔土と水田ߞ作土とのࣝ別はࠔ೉であった。水田面の標高は r0.55 ～ r0.59m で、SX880 をڥに北側

がわずかに低くなる。SX880 を掘削したが、遺物は出土しなかった。

S9879（図版 1・138）

15C4 グリッドに位置する。断面観察では掘形は認められず、打ち込まれたものと考えられる。杭の大

きさは直径 6cm、残存長 60cm である。北側には SX880 が位置するが、SX880 との関係は不明である。

C　Ⅹ層水田面（2 枚目水田）の遺構

1）南　　　区

Ⅹ層を水田ߞ作土とする水田である。このൣғは、2009 年度ٴび 2010 年度に調査を行った。2009

年度の調査では畦畔 4 条、2010 年度の調査では畦畔 13 条のほか、溝 1 条を検出した。南区 1・2 では、

Ⅷ層との間に砂を主体とするⅨ層を挟Μでいた。ͦのため、このⅨ層を取りআくと畦畔が露出することで、

ͦの検出はൺֱత容қであった。しかし、畦畔の遺存状態は౦側ほど不良である。これがݪҼしてか、遺

存状態がൺֱత良好であった 2010 年度で検出した水田とは畦畔形状が一கせず、不整合となってしまっ

た部分も存ࡏする。

B　水　　　田（図版 2・40・98・99・139 ～ 142）

畦畔は、2009 年度の調査では 4 条（畦畔 201 ～ 204）、2010 年度の調査では 13 条（2009 年度に検出

した畦畔 201 のଓきをؚむ）を検出した。いずれも断面形状は台形である。畦畔はⅩ層の水田ߞ作土を盛り

上げて構築していることから、畦畔構築土と水田ߞ作土のࣝ別はࠔ೉であった。

畦畔の下面幅は 0.26 ～ 3.70m である。畦畔 201 は調査年度によって幅がҟなるなど、遺存状態と調

査ܦաにىҼしたࠩҟが存ࡏする。畦畔 201 については、遺存状態が良好であった 2010 年度調査の幅

がਖ਼しく、2009 年度に検出した幅は一部の畦畔にىҼする擬似తな高まりをޡ認したものと考えられる。

2010 年度に検出した畦畔 201 では、畦畔 209 と接する部分で֊ஈ状に幅を広くするほか、畦畔 209 で

は2Dグリッドで1.4mに渡り、幅1.44mまでுり出す部分がある。畦畔の高さは4～22cmとなっている。

な͓、畦畔 216 は調査区壁の断面観察時に確認したもので、平面తには認ࣝできなかったものである。

方向は軸を西に 21°～ 畦畔）܈く一܏41° 204、205、209 ～ 214）とこれに直交するように౦に 40°～

畦畔）܈く一܏72° 201、206 ～ 208）により方形ج調の水田区ըを形成したものと考えられる。ͩたし、

畦畔 202・203 のように౦に 5°～ く畦畔も、調査区の౦側で確認できる。また、畦畔܏14° 215 のみ南

北方向とほ΅軸線が一கすることから、軸方向をҧえた水田区ըが調査区の౦側に広がるՄ能ੑが指ఠで

きる。な͓、԰敷地とのڥքを成す畦畔は検出されず、水田Ҭとの間にわずかなஈࠩを検出したに留まる。

ͦのためڥքは明確にできないが、SD112 と SD114 の間の幅 4m のۭ間を「԰敷地と水田Ҭを行きདྷ

する土ڮ」とԾ定するならば、両溝が水田との࣮質తなڥであったと考えられる。

水口は 5 か所で確認した。水口 A と B は 3G7・8・13 グリッドの畦畔 204 上に間隔 1.7m と近接し

て位置する。掘形は畦畔を切り、さらに水田面から水口 A では 2cm、水口 B では 5cm 下まで深く掘り

こまれていた。また、2D5 グリッドの畦畔 209 上にも水口が位置する。掘形は畦畔を切り、さらに水田

面から 3cm 下まで深く掘りこまれていた。SD700 の両຤端がͦれͧれ畦畔を切って͓り、これも同様
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の機能をՌたしたと考えられる。いずれの水口も水田を覆うものと近似した砂によりด࠹していたことか

ら、Ⅸ層ଯੵ時には開口していたものと考えられる。

畦畔によって構成される水田区ըについては、調査ൣғの੍໿もあり、全体を把Ѳできたものはな

い。水田区ըを推定できる部分では、畦畔 201・202・203 により૝定される推定面ੵ 60m2 の区ը、

畦畔 201・208・209・210・213 により૝定される推定面ੵ 330m2 の区ը、畦畔 206・209・211・

216 により૝定される推定面ੵ 160m2 の区ը、畦畔 207・209・211・216 により૝定される推定面ੵ

350m2 の区ըがある。

水田面は砂で埋຅した大小無数の足跡と考えられる凹ತで覆われていた。これらの平面形態はಛ定の形

状を有さない不整形で઎められている。中には、平面形が人間の素足に似た足跡状のものもあるが、断定

までは至らない。この凹ತは大きなものでは長径 25cm 前後となり、深さは 1 ～ 4cm のものが多い。ͦ

のほかڇやഅといったಈ物の足跡については、ͦの存ࡏをؚめて明確にできなかった。

C　溝

1 条を検出した。軸方向に畦畔とのڞ通ੑがうかがわれ、水田とڞ通の規格ੑの下で構築されたものと

考えられる。形成要Ҽについては畦畔盛り上げに伴う畦畔脇の掘削痕などが૝定できる。

SD700（図版 41・142）

2D・E、3E グリッドに位置する。重複関係は畦畔 209・210 を切る。直行しながら北౦から南西方向

に延びて͓り、全長は 18.2m である。断面形は弧状ͩが、畦畔 210 を切っている部分など一部では台形

状となる。幅が 56cm、深さが 4 ～ 9cm である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土のଯੵは׊色砂の単層

である。遺物は出土していない。両຤端が畦畔 209、210 を切って͓り、ͦれͧれ水口としても機能し

たと考えられる。

2）北　　　区

Ⅹ層は調査区全Ҭに広がる。Ⅹ層水田面は、Ⅸ層で覆われていたことから、遺存状گはൺֱత良好であっ

た。Ⅹ層の水田ߞ作土は、‡層とⅫ層の撹፩土からなる。土質は灰色シルトで、直径 2 ～ 3mm のِ礫

がまばらに混入し、細かな植物遺体もগ量認められる。Ⅹ層下面はߞ作のӨڹで上下にى෬する。畦畔

217・219 をڥにして南౦側は、北西側よりも掘削深度が深く、Ⅹ層下面がⅫ層にୡする。Ⅹ層に混入す

るِ礫は、Ⅻ層をרき上げたࡍに混入したものとみられる。Ⅹ層上面では、水田区ըにともなう畦畔のほ

かに、溝 6 条、土޵ 3 杭列、ج 5 列、杭 6 ϐット、ج 1 を検出し、足跡も多数確認した。な͓、北区ج 1（南

側）の溝 2 条（SD701・702）は、2010 年に検出した遺構である。

B　水　　　田（図版 2・42・43・139・143 ～ 146・149・150）

北区では、南区で検出した畦畔 16 条（畦畔 201 ～ 216）と面を同一とする畦畔 7 条（畦畔 217 ～ 223）

を検出した。これらの畦畔は、Ⅸ層掘削中に確認した（図版 143・145）。SD848 をڥに北側（16 ～ 22 グリッ

ド）では、畦畔は確認できなかった。畦畔の断面形は台形である。畦畔はⅩ層の水田ߞ作土を盛り上げて

構築していることから、畦畔盛土と水田ߞ作土のࣝ別はࠔ೉であった。

畦畔 217 の下端幅は 0.6 ～ 2.95m で、12C グリッドでは西側΁一部ுり出す。ͦの延長に位置する

西壁断面を観察すると、Ⅹ層の高まりが認められたことから、このுり出した部分は畦畔と考えられる。

3　水田Ҭの調査
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畦畔の్切れた部分は、水口のՄ能ੑが高い。畦畔 218 ～ 223 は下端幅 0.42 ～ 1.32m で、高さは 2

～ 10cm である。方向は軸を౦に 14°～ 畦畔）܈く一܏28° 217 ～ 221）と、これに直行するように軸が

西に 49°～ 畦畔）܈く一܏70° 222・223）に分けられる。また、Ⅹ層の畦畔に伴う擬似畦畔 B も 3 条（畦

畔 224 ～ 226）検出した。畦畔 225 の北౦延長線上にあたる北区 2 ౦壁ではⅩ層の高まりが認められた（図

版 137）。畦畔 225 の位置するところには、Ⅹ層の畦畔が構築していたՄ能ੑが高い。

水口は畦畔 220 と畦畔 221 で֤ 1 か所確認した。いずれの畦畔も軸が౦΁܏く一܈である。水口はⅨ

層で埋຅していた。

水田区ըについては、調査ൣғの੍໿もあり、全体を把Ѳできたものはগない。水田区ըは、長方形や

台形となる。畦畔 219・221 ～ 223・225 で構成された水田区ըの形状は台形で、面ੵは 127.5m2 である。

Ⅹ層水田面では大小多数の足跡を検出した。Ⅹ層上面がⅨ層で覆われていたこともあり、足跡の凹ತに

明ྎに残っていた。南区同様に、ڇやഅなどのಈ物の足跡については確認できなかった。

C　溝

北区 1 で 4 条（SD701・702・806・914）、北区 2 で 2 条（SD848・870）の計 6 条を検出した。北区

1 で検出した溝 4 条は畦畔を盛り上げるࡍの掘削痕と考えられる。SD848 は水࿏として掘られた溝で、

SD870 はࣗવ流࿏のམちࡍと૝定される。

SD701（図版 42・141）

8D グリッドに位置する。平面形は不整ͩが、直行しながら北西から南౦方向に延びて͓り、全長は 4.0m

である。断面形は台形状で、幅が 108cm、深さが 2cm である。壁は؇やかに立ち上がり、底面は凹ತ

が著しい。覆土のଯੵは明黄׊色シルトの単層である。遺物は出土していない。

SD702（図版 42・141）

7C、8C・D グリッドに位置し、南西側は調査区外΁とଓいている。平面形は不整ͩが、直交しながら

北౦から南西方向に延びて͓り、確認長は 12.2m である。断面形は弧状で、幅が 92cm、深さが 12cm

である。壁は؇やかに立ち上がり、底面は凹ತが著しい。覆土のଯੵは明黄׊色シルトの単層である。遺

物は部材が出土した。

SD806（図版 42）

12F に位置する。確認長は 3m である。断面形は弧状で、幅が 5 ～ 15cm で、深さが 5cm である。

底面には凹ತが認められる。覆土は灰白色砂が主体の単層である。覆土はⅨ層とࠅ似する。土層断面を観

察すると、SD806 南西側にはⅩ層畦畔に伴う擬似畦畔 B が確認できる。これを考ྀすると、SD806 の

南西側にはⅩ層の畦畔が位置していたՄ能ੑが高い。

SD848（図版 43・145・146・149）

14E、15D・E、16C・D グリッドに位置する。南౦から北西方向に延びる直線状の溝で、SD870 と

直交すると考えられる。SD848 の南西ࡍには溝と同方向の畦畔 223 が延びる。また、15 グリッド付近で、

SD848 の北౦ࡍにはⅩ層畦畔に伴う擬似畦畔 B（畦畔 226）を検出したことから、この位置にⅩ層の畦畔

が存ࡏしていたՄ能ੑが高い。確認長は 31.5m である。断面形は弧状で、幅は 143 ～ 220cm で、深さ

は 2 ～ 29cm である。底面標高は南౦端が r0.81m、北西端が r0.98m で、南౦方向から北西方向に向かっ

て؇やかに低くなる。この溝は水田の水量を調整する機能を持ち、水は SD870 に流れ込Μでいたと૝定

される。覆土のଯੵはレンズ状で、浅黄色粗砂が主体の 2 層にࣝ別される。1・2 層ともにⅨ層土とࠅ似
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することから、Ⅸ層のଯੵ時に埋຅したと૝定される。遺物は出土しなかった。

SD870（図版 43・44・148・149）

17 ～ 21C・D、22D グリッドに位置する。当初は、人ҝによる溝と૝定し調査を行ったが、調査をਐ

めるうちに規模が大きいことからもࣗવ流࿏とଊえることとした。流࿏は調査区外΁と延びて͓り、検

出したのは౦側の؛のみである。また、遺構の深度は૝定していたよりも深く、また༙水のӨڹで、遺

構底面を確認することは出དྷなかった。北区 2 から北区 3 に向かって、大きくऄ行しながら北南方向に

延びて͓り、確認長 57m である。断面形は؇やかに立ち上がるが、18D グリッドではςラス状の平坦な

部分もある。幅が 13.4m 以上、深さは 54cm 以上である。覆土のଯੵはレンズ状で、砂層とシルト交ޓ

にଯੵし、5 層にࣝ別される。5 層（明青灰色砂）では、杭列 2 列（SA893・989）、杭 4 ・SX891・892）ج

895・896）を検出した。3 層（明黄׊色砂）では、؛ޢ施設のՄ能ੑがある SA872 の杭列を検出した。1

層（灰白色砂質シルト）では、SK874 を検出した。これらの遺構の検出状گから、SD870 の埋຅աఔに͓

いて地表化していた時期はগなくとも 3 時期あると考えられる。遺物は箸状木製品・串・折敷・蓋板・部材・

板材・角材が出土した。SD848 と西側調査区外でܨがっていると考えられ、SD870 のੑ格は水田に伴

うഉ水施設として利用されていたと考えられる。

མちࡍでは杭列 3 列（SA871・875・897）を検出した。これらの遺構は、؛ޢ施設のՄ能ੑが考えられる。

また、17C、18D グリッド付近のམちࡍは、腐植土層がⅩ層直上にଯੵする。残存状گが良好な部分では、

繊維方向が水平ٴび垂直方向にଯੵする様子が認められた（図版 149）。しかし、水平をอつための杭など

は検出していない。腐植土層は SD870 に伴う؛ޢ施設の構଄材の一部であったՄ能ੑが高い。な͓、腐

植土層がなくなる南西隅では、SA871 の打ち込みが密になる܏向がある。

SD914（図版 42）

11・12C に位置する。畦畔 217 の南౦ࡍに延びる直線状の溝である。確認長は 8m である。断面形は

弧状で、幅は 30cm、深さは 1 ～ 7cm である。底面には凹ತがわずかに認められ、部分తに溝が్切れる。

覆土は単層で、明黄׊色砂が主体である。覆土はⅨ層とࠅ似する。遺物は出土しなかった。畦畔 217 を

盛り上げるࡍの掘削痕のՄ能ੑが高い。

D　土　　　坑

土޵は 3 検出した。いずれもⅩ層上面の水田区ը内で検出したことから、水田面が機能していないج

時期に、掘削されたものと考えられる。

SK808（図版 42・143）

11D20・25 グリッドに位置する。平面形は円形で長径 90cm、短径 80cm である。断面形は弧状で、

深さ 20cm である。覆土のଯੵ状گはレンズ状で、砂質シルトを主体とした 3 層にࣝ別される。遺物は

出土しなかった。

SK849（図版 43・146）

14D2・7 グリッドに位置する。畦畔 222 を切る。平面形は楕円形で長径 175cm、短径は 105cm である。

断面形は半円形で、深さ 40cm である。覆土のଯੵはレンズ状で、浅黄色粗砂を主体とした 2 層にࣝ別

される。覆土はⅨ層にࠅ似することから、Ⅸ層ଯੵ時に SK849 は埋຅したものとみられる。底面付近には、

栗とみられる植物遺体が認められた。土器などは出土しなかった。

3　水田Ҭの調査
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SK850（図版 43・146）

14D3 グリッドに位置する。平面形は楕円形で、長径 81cm、短径 66cm である。断面形は U 字状で、

深さは 56cm である。覆土のଯੵは下位が水平、上位がレンズ状で、4 層にࣝ別される。1・2 層は黄灰

色シルトが、3・4 層は灰色シルトが主体である。4 層には直径 20 ～ 30mm の炭化材、栗が混入する。3・

4 層は人ҝによる埋土のՄ能ੑが考えられる。土器などは出土しなかった。

E　杭　　　列

杭列は 5 列検出した。SA871・SA875・SA897 は SD870 のམちࡍに沿って検出したことから、両ऀ

の関連がうかがわれる。

S"871（図版 43・44・147 ～ 149）

16 ～ 18C、17・18D グリッドに位置する 50 の杭によって構成される。SD870ج のམちࡍに沿って

ฒび、全長は 20.5m である。杭の径は 3 ～ 9cm で、平ۉ値は 6.2cm である。残存長は 22 ～ 164cm で、

平ۉ値は 89.1cm である。いずれの杭も樹皮が残る芯持ちの丸木材が用いられている。SA871r9・15 の

樹種は、ヤナギ属である。杭の下端部には鋭利な加工が認められ、1 方向からのみの加工される杭（90r

40）と、多方向からの加工される杭（90r41・42）がある。SA871r15（90r42）には丁寧な加工が施され

て͓り、加工面とࣗવ面のڥには幅 1cm ほどの溝が施されている。杭には節が目立ち、曲がった材も多

く利用されている（SA871r2・4 ～ 6・10・11・21・41・44・45）。SA871r6 はࣗવの歪みを利用し下端

部を鋭利に加工している。杭の打設方法には垂直に打ち込むものと、SD870 のམちࡍに沿って斜めに打

ち込むものがある。前ऀには、上端部が水圧や土圧によって歪ΜͩՄ能ੑのある杭（SA871r9・15・19・

34）もみられる。後ऀについては、調査当初、垂直に打ち込Μͩ杭が水圧や土圧によって܏いたものと૝

定したが、܏いた時にੜじる層の乱れが確認できなかったことから、ҙ図తに斜めに打ち込Μͩものと考

えた。18D グリッドでは直立に打ち込Μでいる杭が多く、17C・D グリットでは斜めに打ち込Μͩ杭が

多い。また、南西方向に向かって、杭の間隔がڱくなる。SD870 の外側には、མちࡍに対して൓対方向

に向かって斜めに打ち込む杭列（SA875）ٴび杭（SX884・885）を検出した。さらに、SA871 から 20m

ఔ北側の SD870 མちࡍで杭列 SA897 を検出した。

S"875（図版 43・44・148）

17C17・18・23 グリッドに位置する 3 の杭によって構成される。SA871ج の౦側に直線状にฒび、

全長は 2.8m である。断面観察では掘形は確認できず、打ち込まれたものと考えられ、いずれの杭も北西

から南౦方向に、斜めに打ち込まれる。杭の径 4 ～ 4.5cm、残存長は 12 ～ 68cm である。

S"889（図版 43・150）

17G24・25 グリッドに位置する 3 の杭によって構成される。南北方向にऄ行しながらฒび、全長ج

は 2.2m である。杭の径は 5cm、残存長は 37cm である。SA889 の周辺には遺構が検出されて͓らず、

SA889 のੑ格は不明である。

S"897（図版 43）

20・21D グリッドに位置する 15 の杭によって構成される。SD870ج の౦ࡍに直線状にฒび、全長

は 8m である。いずれの杭も打ち込まれたもので、杭の径は 2 ～ 5cm、遺存長は 38 ～ 79cm である。

SA871 と同様に、SD870 のམちࡍで検出したことや杭の規模がڞ通していることから、SA871 と同一

の杭列であったՄ能ੑが考えられる。
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S"899（図版 43・150）

19・20D グリッドに位置する 10 、の杭によって構成される。南西から北౦方向にऄ行しながらฒびج

全長は 3.5m である。

F　杭（図版 43・44・150）

16G グリッドで 2 16C、（SX882、SX883）ج グリッドで 2 18D、（SX884、SX885）ج グリッドで 1

を検出した。径は（SX877）ج 3 ～ 8cm、残存長は 23 ～ 112cm である。断面観察では掘形は確認できず、

打ち込まれたものと考えられる。

G　ϐ ο τ

P890（図版 43・150）

19D15 グリッドに位置する。平面形は円形で長径 47cm、短径 38cm である。断面形は U 字状で、深

さ 21cm である。覆土の単層で、暗青灰色腐植土が主体である。覆土は人ҝによる埋土と考えられる。

箸状木製品が 1 点出土した。

D　Ⅻ層水田面（3 枚目水田）の遺構

1）南　　　区

Ⅻ層を水田ߞ作土とする水田である。当初、畦畔はトレンチ断面で確認した。Ⅹ層との間には砂を主体

とする‡層を挟Μでいるが、ͦのൣғは南区 2 と南区 1（南側）にほ΅ݶられる。Ⅹ層・‡層を掘削し、

Ⅻ層上面が平面తに露出するにつれ、࠶び砂で埋຅した足跡状の凹ತが目立ち࢝めたことから、ここが水

田面であるとの認ࣝに至った。水田区ըを構成する畦畔のほかでは、杭 7 。を検出したج

B　水　　　田（図版 23・45・151・152）

畦畔は 11 条検出した。いずれも断面形状は台形である。畦畔は水田ߞ作土を盛り上げて構築してい

ることから、畦畔土と水田ߞ作土とのࣝ別はࠔ೉であった。検出した畦畔の下面幅は 0.25 ～ 0.88m

で、畦畔の高さは 5 ～ 17cm となっている。方向は軸を西に 24°～ 畦畔）܈く一܏44° 301、306 ～ 309、

311）とこれに直交するように౦に 48°～ 畦畔）܈く一܏67° 302 ～ 305）により方形ج調の水田区ըを形

成したものと考えられる。畦畔の഑置はⅩ層水田と大きく変わらないが、Ⅹ層水田ஈ֊では調査区壁の断

面観察時でしか確認できなかった畦畔 216 の位置で畦畔 303 を検出した。また、Ⅻ層の畦畔に伴う擬似

畦畔 B も断面で確認した（図版 132・133）。

畦畔によって構成される水田区ըについては、調査ൣғの੍໿もあり、全体を把Ѳできたものはない。

水田区ըを推定できる部分では畦畔 304・307・308 と 305 の延長線により૝定される推定面ੵ 330m2

の区ը、畦畔 303・305・307・309 により૝定される推定面ੵ 350m2 の区ը、畦畔 302・303・

306・307 と 309 の延長線により૝定される推定面ੵ 160m2 の区ըがある。

水田面は砂で埋຅した大小無数の足跡と考えられる凹ತで覆われていた。

C　杭（図版 45・152）

5C グリッドで 7 検出した。径はج 2 ～ 8cm、残存長は 8 ～ 34cm となる。断面観察では掘形は確認

3　水田Ҭの調査
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できず、いずれも打ち込まれたものと考えられる。

2）北 区 1 ・ 2

南区同様に、Ⅻ層は全Ҭに広がる。‡層に覆われて͓り、水田面の遺存状گはൺֱత良好であった。た

ͩし、北区 1 ではⅩ層の水田ߞ作のӨڹがⅫ層の上面にୡして͓り、遺存状گがѱい部分もあった。Ⅻ

層の水田ߞ作土はⅩⅢ a ～ⅩⅢ c 層の撹፩土からなる。土質は灰色シルトで、ِ礫が多く混入する。このِ

礫は、ⅩⅢ b 層に༝དྷする。畦畔 315・316 をڥに、南౦側では掘削深度が深くなりⅩⅢ c 層のみଯੵする。

Ⅻ層の水田区ըに伴う畦畔のほかに、溝 4 条、杭 5 。を検出したج

B　水　　　田（図版 23・46・153 ～ 158）

北区では、南区で検出した畦畔 11 条（畦畔 301 ～ 311）と面を同一とする畦畔 15 条（畦畔 312 ～ 326）

を検出した。試掘トレンチ（Ar2T）で検出した畦畔は、畦畔 322 の一部である（第 5 図ࢀর）。畦畔の断

面形状は台形である。畦畔はⅫ層の水田ߞ作土を盛り上げて構築していることから、畦畔盛土と水田ߞ

作土のࣝ別はࠔ೉であった。畦畔直下には、擬似畦畔 B が伴うものも存ࡏした（畦畔 320・321・319・

322）。

畦畔 312 ～ 326 の下端幅は 32 ～ 95cm で、高さは 2 ～ 17cm である。方向は軸を౦΁ 14°～ 55°

΁܏く一܈（畦畔 312・315 ～ 319・326）と、これに直交するように軸が西΁ 39°～ 72°΁܏く一܈（畦

畔 313・314・320 ～ 325）がある。また、Ⅻ層畦畔に伴う擬似畦畔 B も 2 条（畦畔 327・328）検出した。

いずれの土層断面もⅩⅢ層が台形状に高まり、帯状に検出したことから擬似畦畔 B と൑断した（図版 56・

134）。畦畔 327 は畦畔 314、SD810 と直交するものとみられる。畦畔 328 は畦畔 327 と T 字状に交

ࠩするが、西΁延びるにつれ大きく南側΁࿷曲する。

水口は畦畔 314・316・318 で֤ 1 か所、畦畔 325 で 2 か所、畦畔 319 で 3 か所確認した。畦畔

325 の水口以外は、方向軸が౦΁܏く一܈の畦畔に位置する。Ⅹ層水田跡と同様に、水口は方向が౦΁

。向がある܏の畦畔に付属する܈く一܏

水田区ըについては調査ൣғの੍໿もあり、全体を把Ѳできたものはগない。水田区ըは、長方形や台

形である。畦畔 316・319・321・322 で構成された水田区ըの面ੵは໿ 315.3m2 である。畦畔 315・

316・320・318・321 で構成された水田区ըは、西側の一部が不明であるが面ੵは໿ 317m2 が૝定される。

水田面には大小多数の足跡を確認した。Ⅹ層水田面と同様に、ڇやഅなどのಈ物の足跡については確認

できなかった。

C　溝

北区 1 で 1 条、北区 2 で 3 条検出した。いずれの溝もⅫ層の上面で検出した。溝の覆土は‡層土が主

体となることから、これらの溝は‡層によって埋຅したものと考えられる。また、いずれの溝からも遺物

は出土しなかった。

SD810（図版 46・47・153）

10E、11D グリッドに位置する。直線状に北西から南౦方向に延びている。確認長は 12.5m である。

断面形は弧状で、幅は 40 ～ 60cm で、深さが 3 ～ 10cm である。底面の標高は北西端が໿ r1.29m、

南౦端が໿ r1.37m で、南౦方向に向かって水が流れていたと考えられる。覆土は青灰色砂が主体で、2
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層にࣝ別される。青灰色砂は‡層土にࠅ似し、1 層には腐植土層とのޓ層が認められる。

SD851（図版 46・47・155・157）

14D グリッドに位置する。直線状に南౦から北西方向に延びている。確認長は 8m である。断面形は

弧状で、幅は 49 ～ 67cm、深さは 12 ～ 26cm である。底面標高は南౦端が໿ r1.11m、北西端が໿ r

1.22m で北西方向に向かって水が流れていたと考えられる。覆土のଯੵはレンズ状で、灰色砂を主体と

した 3 層にࣝ別される。2 層には枝や樹皮、直径 3mm ఔ度の細かな植物遺体がۃめて多量にؚまれる。

SD852（図版 46・47・157）

14D グリッドに位置する。直線状に北౦から南西方向に延びている。確認長は 3.3m である。幅は 26

～ 72cm で、南西方向に向かって幅が広くなる。断面形は弧状で、深さは 4cm ఔ度である。底面標高は

南西に向かってやや低くなるが、確認長が短いことから、水の流れていた方向は不明である。覆土は灰色

砂が主体の単層である。

SD861（図版 46・47）

14E グリッドに位置する。直線状に北西から南౦方向に延びている。溝の方向は、軸が西΁܏く畦畔

の方向と類似する。確認長は܈ 4.75m である。断面は弧状で、幅は 15 ～ 38cm で、深さは 3 ～ 5cm。

底面には凹ತが認められる。SD861 の南西ࡍには畦畔が位置していたと૝定されることから、SD861

は畦畔を盛り上げる時の掘削痕と考えられる。

D　杭

16C グリッドで 2 17C、（SX887、SX888）ج グリッドで 2 18C、（SX886r1・2）ج グリッドで 1 （SX876）ج

を検出した。いずれの杭も断面観察では掘形は確認できず、打ち込まれたものと考えられる。いずれの杭

も芯持丸木材で、先端に向かって細く加工されている。

S9876（図版 46・47）

18C21 グリッドに位置する。杭の径は 7cm、長さは 49cm である。

S9886（図版 46・47・158）

17C1・6 グ リ ッ ド に 位 置 し、 杭 2 本（SX886r1・2） か ら な る。SX886r1 の 径 は 6cm、 長 さ は

110cm である。SX886r1 は‡層とⅫ層のڥで折れていることから、‡層ଯੵ時に杭が折れたՄ能ੑが

高い。SX886r2 の径は 5cm、長さは 47cm である。

S9887（図版 46・47・158）

16C10 グリッドに位置する。杭の径は 8cm、長さは 42cm である。北西から南౦方向に向かって斜め

に打ち込まれている。

S9888（図版 46・47）

16C10 グリッドに位置する。杭の径は 4cm、長さは 9cm で、杭の先端部分のみ検出した。SX887 と

同様に、北西から南౦方向に向かって斜めに打ち込まれている。

3）北 区 3

北区 3 では水田区ըを構成する畦畔は認められなかったが、柱根が遺存する柱穴 7 杭列、ج 5 杭、ج

7 を検出した。北区ج 1・2 と北区 3 では同一面と考えられるが、遺構の様૬はҟなる。

3　水田Ҭの調査
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B　柱　　　穴（図版 46・47・159）

北区 3 では柱穴を 7 P904・905・915）ج ～ 919）検出した。いずれの柱穴にも、柱根が遺存する。

底面標高は r1.42 ～ r2.03m である。柱根には芯持丸木材を用いて͓り、大半の樹皮も残っている。

P916・917 の柱根を図化した（90r45・46）。両方とも、樹種はヤナギ属である。P916 の柱根（90r45）は、

先端は平坦に仕上げられている。これ以外の柱根は、先端に向かって細く加工されて͓り、先端が樹芯部

に位置するもの（P917 ～ 919）と、先端が縁辺部に位置するもの（P904・905・915）がある。これらの

柱穴には掘形が認められないことから、打ち込み柱と考えられる。たͩし、P916 のように先端が平坦で、

径が 18cm と太めの柱根の設置については、柱根の直径とほ΅同じ大きさの掘形を掘削して、柱をਾえ

たՄ能ੑも൱定できない。このように柱根を設置した৔合、断面観察では掘形をࣝ別することはඇৗに೉

しいと考えられる。

検出した柱穴の位置からは、建物跡の構଄を෮元することは出དྷなかった。たͩし、図版 46 で示した

ように、柱穴܈周辺の遺物出土状گは、明らかにほかの水田Ҭとは分布のࠩが認められる。遺物が出土し

ないൣғに建物が位置していたՄ能ੑが高い。

C　杭　　　列

5 列検出し、ͦのうちの 4 列（SA910 ～ 913）は柱穴܈をғむように位置する。

S"894（図版 46）

20C・D グリッドに位置する 4 、の杭によって構成される。南西から北౦に向かって直線状にฒびج

全長は 0.4m である。

S"910（図版 46・47・159・160）

21D6・11・12・17 グリッドに位置する 13 の杭によって構成される。SA910r1ج ～ 11 は南౦から

北౦に向かって直線状にฒび、SA910r12・13 はやや北΁ৼれる。全長は 4.8m である。杭の径は 2 ～

3cm、遺存長は 9 ～ 28cm である。SA910r2・12 の樹種は、ヤナギ属である。SA910 をڥに、北側で

柱穴が検出され、木製品が出土したことから、ڥք杭のՄ能ੑが高い。

S"911（図版 46・47・160）

22D21・22、22E1 グリッドに位置する 16 の杭によって構成される。南౦から北西方向に向かっج

て直線状にฒび、全長は 4m である。SA910 をڥに南西側で柱穴が検出され、木製品などが出土したこ

とから、SA910 と同様にڥք杭のՄ能ੑが高い。

S"912（図版 46）

21D6 グリッドに位置する 4 の杭によって構成される。南北方向に直線状にฒび、全長はج 0.7m であ

る。SA910 と一連の遺構と考えられる。

S"913（図版 46）

21D22 グリッドに位置する 3 の杭によって構成される。南北方向に直線状にฒび、全長はج 0.3m で

ある。

D　杭（図版 46・160）

21D グリッドで 4 21E、（SX901、SX903、SX907、SX908）ج グリッドで 1 22D、（SX906）ج グリッ
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ドで 3 検出した。径は（SX902、SX909、SX921）ج 4 ～ 7cm、残存長は 29 ～ 37cm である。断面観察

では掘形は確認できず、打ち込まれたものと考えられる。

E　ⅩⅣ層水田面（4 枚目水田）の遺構

1）南　　　区

ⅩⅣ層を水田ߞ作土とする水田である。当初、畦畔はトレンチ断面で確認した。加えて、Ⅻ層との間に

は砂を主体とするⅩⅢ層が断ଓతながらも広いൣғで確認できたため、水田面も認ࣝしやすかったといえ

る。水田区ըを構成する畦畔のほかでは、溝 1 条、杭 4 を検出した。また、5C22ج グリッドで樹根を 1

。確認したج

B　水　　　田（図版 37・48・161 ～ 163）

畦畔は 11 条検出した。いずれも断面形状は台形である。畦畔は水田ߞ作土を盛り上げて構築している

ことから、畦畔土と水田ߞ作土とのࣝ別はࠔ೉であったが、畦畔 402 については粗ᐗを畦畔構築材に用

いていたことから水田ߞ作土とࣝ別することができた。

畦畔 402 では 18m に渡って畦畔盛土中の粗ᐗを確認した。粗ᐗはΤレϕーシϣン図が示すように畦

畔盛土の構築్中に敷設したものと考えられる。粗ᐗには径 1 ～ 2cm 前後の細い樹木、若しくは樹木の

枝を用いている。長さは長いものでは 50cm ほどとなり、先端には伐採の痕跡が残るものもある。敷い

た方向は一定しないが、͓͓むね畦畔の長軸方向に沿って敷いたものと考えられる。また、畦畔 402 を

掘削したところ、箸状木製品や板状木製品が出土した。畦畔 403・407・408 は畦畔の遺存が不良なҝ、

帯状のஈࠩや畦畔ࡍの掘削痕をجに、畦畔の下端のみを図示した。また、ⅩⅥ層で検出した畦畔 502 は

ⅩⅣ層水田に伴う擬似畦畔 B である。

検出した畦畔の下面幅は 0.38 ～ 1.44m で、畦畔の高さは 5 ～ 25cm となっている。方向は軸を西に

23°～ 畦畔）܈く一܏40° 401、406 ～ 411）とこれに直交するように౦に 50°～ 畦畔）܈く一܏66° 402

～ 405）により方形ج調の水田区ըを形成したものと考えられる。畦畔の഑置はⅫ層水田と大きく変わら

ないが、畦畔 403 と 3C グリッドで直交する畦畔 406 と 407 はわずかにずれて十字に交ࠩしないなどの

わずかなҧいがある。

畦畔によって構成される水田区ըについては、調査ൣғの੍໿もあり、全体を把Ѳできたものはない。

水田区ըを推定できる部分では畦畔 403・405・407・408 により૝定される推定面ੵ 320m2 の区ը、

畦畔 403・404・407・409 により૝定される推定面ੵ 340m2 の区ը、畦畔 402・403・406 と 409

の延長線により૝定される推定面ੵ 160m2 の区ըがある。

水田ߞ作土であるⅩⅣ層はൺֱత固いシルトのブロックの混入がಛ௃తである。水田面は砂で埋຅した

大小無数の足跡と考えられる凹ತで覆われていた。しかし、上位 2 面とൺֱするとͦの数をݮらしている。

C　溝

1 条検出した。Ⅹ層水田面の溝と同様に、軸方向に畦畔とのڞ通ੑがうかがわれる。

SD709（図版 48・163）

2F グリッドに位置する。調査区外΁とଓいているため両端を確認できなかった。直行しながら北西か

ら南౦方向に延びて͓り、確認長は 2.7m である。断面形は弧状で、幅が 32cm、深さが 5cm である。

3　水田Ҭの調査
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壁は؇やかに立ち上がる。覆土のଯੵは灰黄׊色シルトの単層である。遺物は出土していない。SD709

は畦畔を盛り上げるࡍの掘削痕と考えられる。

D　杭（図版 48・163）

5D グリッドで 4 検出した。径はج 2 ～ 4cm と細਎で、残存長も 10 ～ 28cm と短い。断面観察では

掘形は確認できず、いずれも打ち込まれたものと考えられる。

2）北　　　区

ⅩⅣ層は調査区全Ҭに広がる。ⅩⅣ層水田面は、ⅩⅢ層で覆われていることから遺存状گはൺֱత良好で

あった。ⅩⅣ層下面はߞ作のӨڹで、上下にى෬する。ⅩⅣ層の水田ߞ作土は、ⅩⅤ層とⅩⅥ a 層の撹፩土

からなる。ⅩⅣ層の土質は、シルトでِ礫が多量に混入する。また、北区 2（南側）ではⅩⅣ層中に灰色細

砂層がଯੵすることで、ⅩⅣ層がさらに分層できる部分もあった（図版 46・57）。灰色細砂層はଯੵ状گか

らࣗવଯੵ層と考えられ、ⅩⅣ層水田はগなくとも 1 度、ࣗવଯੵ層で覆われたՄ能ੑが高い。

B　水　　　田（図版 37・49・164 ～ 166）

北区 1・2 では、南区で検出した畦畔 11 条（畦畔 401 ～ 411）と面を同一とする畦畔（畦畔 412 ～ 424）

を検出した。畦畔の断面形は台形である。畦畔は水田ߞ作土を盛り上げて構築していることから、畦畔

土と水田ߞ作土とのࣝ別はࠔ೉である。畦畔 402 のように多量の粗ᐗを用いる畦畔はなかったが、畦畔

414 からは木製品や粗ᐗなど 5 点出土した（図版 166）。

畦畔の下端幅は 15 ～ 193cm、高さは 1 ～ 17cm である。畦畔 413 と畦畔 418・421 が交ࠩする部

分は幅広である。方向は軸が౦΁ 9°～ 畦畔）܈く一܏52° 412 ～ 414・416・424）と、これに直交するよ

うに軸が西΁ 39°～ 畦畔）܈く一܏60° 415・417 ～ 423）がある。また、畦畔 420 の北西方向の延長線

上には、ⅩⅣ層畦畔に伴う擬似畦畔 B（畦畔 425）を検出した。畦畔 420 の土層断面を観察すると、ͦの

直下にはⅩⅤ層の高まりが確認できる（図版 58・136）。畦畔 425 は畦畔 420 の擬似畦畔 B であり、畦畔

420 は畦畔 425 の検出位置まで延びていたՄ能ੑが高い。

水口は畦畔 414 で 1 か所確認した。方向が౦΁܏く一܈の畦畔に水口が付属する点は、Ⅹ層水田、Ⅻ

層水田とڞ通する。

水田区ըについては、調査ൣғの੍໿もあり、畦畔で四方をғΜͩ水田区ըは確認できなかった。

C　杭（図版 49）

17D グリッドで 1 を検出した。径は（SX878）ج 5cm、残存長は 27cm である。断面観察では掘形は

確認できず、打ち込まれたものと考えられる。

F　ⅩⅥ層水田面（5 枚目水田）の遺構

1）南　　　区

ⅩⅥ層を水田ߞ作土とする水田である。水田ߞ作土であるⅩⅥ層はシルトをج本とするが、直下層が砂

層であることから、ほかの水田ߞ作土よりも砂質がڧい。当初、畦畔はトレンチ断面で確認した。ⅩⅣ層

との間にある砂を主体とするⅩⅤ層はごくڱいൣғにしかଯੵして͓らず、ⅩⅥ層上面の水田面を認ࣝする
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ことが೉しかったとݴえる。水田区ըを構成する畦畔のほかでは、杭列 2 条、杭 2 格不明遺構ੑ、ج 1

。を検出したج

な͓、畦畔 501 と 507 が交わる 5C21 グリッドから北౦方向の先は水田面より 1 ஈ高い平坦面となっ

ている。ⅩⅥ水田ߞ作時は、԰敷地はまͩ଄成されていないが、5C16・17 グリッドの畦畔上から水田面

にかけて、8 点の木製品と 2 点の礫が出土した。水田部分に͓いて、これͩけの遺物がू中して出土した

のはここͩけであり、԰敷地଄成前の人ʑの׆ಈの痕跡がうかがえる。

B　水　　　田（図版 38・50・167 ～ 169）

畦畔は 15 条検出したが、遺存状態の良くない部分があり、一部では畦畔が్切れる部分もある。いず

れも断面形状は台形であるが、畦畔 503・507・515 の一部では上面幅が下面幅にൺ΂ڱく、三角形に

近い部分もある。畦畔は水田ߞ作土を盛り上げて構築していることから、畦畔土と水田ߞ作土はඇৗに

良く似る。たͩし、上位の水田面の畦畔とൺֱし、畦畔土と水田ߞ作土には土質のࠩが認められ、畦畔

501・513 については粗ᐗを畦畔構築材に用いていることから、畦畔土と水田ߞ作土をࣝ別することがՄ

能であった。

畦畔 501 では 13m、畦畔 503 では 37m に渡って畦畔盛土中の粗ᐗを確認した。畦畔 502 では上位

面の同位置に位置する畦畔 402 と同様の径 1 ～ 2cm 前後の細い樹木、若しくは樹木の枝を用いているが、

長さが短いものが多く、量もٴばない。一方の畦畔 503 でも粗ᐗは短いものが多いが、こちらは粗密に

ࠩがあるものの͓͓むね畦畔の軸方向と直交させてฒ΂た様子がうかがえる。加えて、畦畔 502 の上面

には長さ 7.8m に渡って樹皮と考えられる厚さ 1cm ऑの植物が敷かれて͓り、さらにこれの固定を目త

とするように杭列（SA716）が഑されていた。また、この౦側の 4C15 グリッドでは 1.5m に渡って畦畔

下に樹皮が敷かれた部分を確認した。しかし、この部分は後世の地൫௜下のӨڹが大きく、畦畔の遺存状

態も不良であったため、本དྷは畦畔上に敷かれていたものをޡ認したՄ能ੑがある。

検出した畦畔の下面幅は0.24～1.62mで、ほかの水田跡とൺ΂て幅の広いもの（畦畔501）とڱいもの（畦

畔 502）のࠩが明確とݴえる。畦畔の高さは 4 ～ 20cm となっている。方向は軸を西に 13°～ く一܏40°

畦畔）܈ 506 ～ 513、515）とこれに直交するように౦に 48°～ 畦畔）܈く一܏65° 501 ～ 505）により方

形ج調の水田区ըを形成したものと考えられる。な͓、畦畔 514 は調査区壁の断面観察時に確認したも

ので、平面తには認ࣝできなかったものである。

畦畔の഑置はⅩⅣ層水田と同じ部分が多いが、畦畔の遺存状態に地点によるࠩもあると考えられること

から不明とせ͟るをಘない部分もある。畦畔 503 は上位 2 面で畦畔が഑置されない畦畔 502 と 504 の

間に置かれる。ほかでは、大半を欠くものの畦畔 501 と 502 を結ぶ位置に畦畔 507 と 508 がある。こ

の 2 つの畦畔によって推定される区ըは上位 3 面で૝定されたものより小さく、畦畔 503・505・510

～ 512・514 では 130m2、畦畔 501・502・506 ～ 508 では 80m2 の区ըが推定できる。

水田面での足跡と考えられる凹ತは上位面とൺ΂て大きく数をݮらし、わずかにࢄ見できるఔ度となる。

C　杭　　　列

2 列検出したが、ͦのੑ格は大きくҟなるものと考えられる。SA716 は前ड़のと͓り、畦畔 501 上で

検出した樹皮のൣғと一部が重複して͓り、これの固定を目తとしたՄ能ੑがある。一方の SA717 は杭

の径が 8cm 前後と太い。これが 3 ฒぶと畦畔と同じ方向を指すことから、こちらも水田との関連がうج

3　水田Ҭの調査
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かがえた。

S"716（図版 50・170）

4B・C グリッドの畦畔 501 上に位置し、南西側は調査区外΁ଓいている。間隔に粗密を持つものの畦

畔上面にฒぶ 32 本により構成され、確認長は 12.72m である。杭の径は 3cm 以下の細਎のものが多く、

残存長は 1 ～ 46cm と幅広い。また、SA717r2・10 の断面図が示すと͓り、杭の頭が北側に܏くもの

が大半を઎めている。樹種は SA716r2 がヤナギ属であった。

S"717（図版 50・170）

5C グリッドに位置する。3 本の杭がほ΅直線上にฒび、全長は 4.04m である。杭の径は 4 ～ 9cm で、

残存長は 54 ～ 58cm である。な͓、南౦側の延長線上には同規模の杭、SX718 が位置している。

D　杭（図版 50・170）

杭列を構成しない単ಠの杭を 5C グリッドで 2 検出した。規模はج SX718 で径 4cm、残存長 37cm、

SX719で径8cm、残存長51cmとなり、SA717を構成する杭と近似する。断面観察では掘形は確認できず、

。に打ち込まれたものと考えられるڞ

E　性 格 不 明 遺 構

S9714（図版 50・169）

5C17・18・22 グリッドに位置し、水田面からは 20cm ほど高い平坦面に構築される。この平坦面と

畦畔の関連から 5 枚目水田に伴うものと考えたが、覆土は 3 枚目水田のߞ作土であるⅫ層によって覆わ

れていることから、4 枚目水田に伴うՄ能ੑもある。平面形は不整形で、長径 167cm、短径 58cm である。

断面形は弧状で、深さ 14cm である。壁は؇やかに立ち上がる。覆土のଯੵはΦリーブ黒色シルトの単

層である。遺物は出土していない。

2）北　　　区

北区 1・2 では水田に伴う畦畔は検出されなかった。ⅩⅥ層はシルトと砂がز層にもଯੵしてޓ層をなし、

またⅩⅥ層下面にはߞ作のӨڹによるى෬は認められなかった。北区では、ⅩⅥ層に͓いて水田Ҵ作が行

われていたとはݴいがたい。たͩし、北区 1 では杭・串を検出したことから、一時తにੜ׆面が形成さ

れていたものとみられる。な͓、ⅩⅥ層直上にଯੵするⅩⅤ層からは祭祀具である陽物形（90r48）、漆器椀（90

r49）が出土した。

B　杭 ・ 串（図版 51・171）

北区 1 区の杭 5 10F、ج グリッドで杭 1 12F、（SX864）ج グリッドで串 1 11、（SX865）ج グリッ

ドで串 3 SX866）ج ～ 868）を検出した。SX864 は割材で、杭の径は 4cm、遺存長は 18cm である。

SX865 ～ 868 の串の径 2 ～ 3cm、遺存長 16 ～ 27cm である。
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遺物は調査年度ຖに種類別に図版・観察表を作成している。2009 年度調査分͓よび試掘・確認調査出

土分については図版 60 ～ 84、2010 年度調査分は図版 85、2011 年度調査分は図版 86 ～ 90 である。

֤種類の֓要は 3 年分の成Ռをまとめて記載している。個別のઆ明については、年度ຖの図版にଇして

記載しているので、൥雑であるがޚ留ҙئいたい。ج本層ংの項でもઆ明したが、԰敷地出土は SR1r1

～ 3 層、SR1 の下のࣗવ流࿏出土は SR2r1 層、水田Ҭ出土はⅧ～Ⅹɕ 層である。

1　土 器 ・ 陶 磁 器

A　֓　　　要（2009 ～ 2011 年度）

土器・陶磁器は浅箱で 8 箱出土した。主体となる時期は中世で、珠洲焼・土師質土器・瀬戸美濃焼に加え、

༌入陶磁器の青磁がある。このほか古代の須恵器 2 点と近世の陶磁器 3 点の出土がある。しかし、ڞに

遺構からの出土ではなく、主体తな存ࡏではない。

出土量の大半を઎めるのは珠洲焼で、個体数は 50 数点、報告外の破片数は 59 点である。個体数にし

て土師質土器は 22 点、青磁は 13 点の出土である。珠洲焼の器種は、わずかに認められる壺・甕以外は

片口鉢で઎められる。土師質土器はʦ品田 1997ʧの手づくねの A 類、ロクロ成形で底部ヘラ切りの C

類があり、ロクロ成形で底部糸切りの B 類は出土していない。瀬戸美濃焼は、合子若しくは水滴と考え

られる 1 点のみの出土である。青磁はいずれも龍泉窯系で、器形を൑別できたものは椀と杯にݶられる。

出土܏向は、԰敷地では珠洲焼が 7G グリッドを中心に広く出土して͓り、土師質土器は SD166・

339 から西側で多く出土している。༌入陶磁器は SD598 から౦側と、5・6D グリッド付近の 2 か所に

ू中して出土している。水田Ҭでは、Ⅻ層 22D21 グリッドで珠洲焼片口鉢の小片が 1 点出土しているの

みである。また、調査対象としたⅧ層より上のⅥ層から近世磁器の小片が出土している。

時期は、ࠃ内産陶磁器の৔合、珠洲焼は 13 世紀຤から 14 世紀後半のものを主体に、一部 14 世紀຤

から 15 世紀前半のものもある。瀬戸美濃焼は 14 世紀の初めである。一方、༌入陶磁器は 13 世紀の初

めから前半と、13 世紀の中ごろから 14 世紀の初めの 2 時期がある。また、ࡏ地ੜ産の土師質土器はい

ずれも 14 世紀前半に位置付けられ、陶磁器の年代幅にऩまるものである。

B　器　種　分　類

珠洲焼はʦ吉Ԭ 1994ʧ、土師質土器はʦ品田 1997ʧ・ʦ௽ר 2004ʧ、瀬戸美濃焼はʦ౻ᖒ 2008ʧ、༌

入陶磁器はʦ山本 2000ʧの分類と編年にैった。な͓、土師質土器の皿の器種細分については、本遺跡

出土ࢿྉの計測値からศٓతに口径 10.8cm 以上のものを「皿」、以下のものを「小皿」とした。

C　֤　　　આ

調査ॱに SR1 の 1 層から行い、֤層は「遺構出土」から「แؚ層出土」のॱとする。出土地点、層位

等はר຤の観察表をࢀরされたい。
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1）2009 年度 SR1r1 層検出遺構出土土器・陶磁器（図版 60r1、図版 177）

P81（1）　土師質土器の皿で、A 類である。底径は小さく、内面はヨコナデである。体部は内࿷しなが

ら立ち上がり、口縁部はఠみ上げられている。時期は 14 世紀前半である。

2）2009 年度 SR1r1・2 層検出遺構出土土器・陶磁器（図版 60r2～5、図版 173・177）

SR165（2 ～ 5）　2 は青磁椀である。外面に鎬࿇弁文が施され、高台周辺は一部が露胎する。また、底

部の破損面では漆継ぎ痕が認められる。椀Ⅱ rb 類で、時期は E 期（13 世紀初頭～前半）である。3 は珠

洲焼の片口鉢で、焼き歪みが著しい。SK399、SR1 出土片と接合している。入り組み技法による卸目は

使用による摩滅がগなく、太目の櫛目が良く残る。口縁端部はわずかにۼΜでいる。時期はⅤ期（14 世紀

຤～ 15 世紀前半）である。4 は珠洲焼の片口鉢である。卸目は太めの櫛目で施される。口縁端部は内܏し、

わずかにۼΜでいる。時期はⅣ期（Ⅳ期は 13 世紀຤～ 14 世紀後半）でも終わりころである。5 は珠洲焼の

片口鉢である。口縁部は方頭で、わずかに外܏する。卸目は、細めの櫛目で施される。時期はⅣ期でも初

めころである。

3）2009 年度 SR1r1 層出土土器・陶磁器（図版 60r6 ～ 20、図版 173・177・178）

6・7 は青磁椀である。いずれも外面に鎬࿇弁文が施される椀Ⅱ rb 類で、時期は E 期（13 世紀初頭～前半）

である。6は口縁端部が೑厚で、丸みを帯びる。7は口縁部がわずかに外܏し、端部に向かってややബくなる。

8 は青磁椀である。器厚はബく、高台৞付の釉はૡきとられ、ͦのڥ目は赤みがかっている。また、底部

の破損面では漆継ぎ痕が認められる。分類は椀Ⅲ r1 類で、時期は F 期（13 世紀中ころ～ 14 世紀初頭）である。

9 は土師質土器の小皿で、ロクロで成形される。底面外縁がڧくナデফされている。時期は 14 世紀前

半である。10 は土師質土器の皿で、A 類である。時期は 14 世紀前半である。11 は土師質土器の皿で、

ロクロで成形される。口縁部は೑厚のまま立ち上がり、端部がわずかに外܏する。時期は 14 世紀前半で

ある。

12 は近世の所産と考えられる陶磁器の小皿である。施釉は外面をૡきとることで、内面と口縁端部の

みに施される。器高は低く、体部から口縁部までなͩらかに立ち上がる。また内面には櫛のようなもので

4 本の条線が施されている。調査区と調査区外のڥである 7G6 グリッドから出土したが、この上部には

現代まで存ଓしたਆࣾとこれにྡ接する溝の存ࡏが఻えられている。このことから、ਆࣾに関係する陶磁

器と推測され、中世のแؚ層にؼ属しないՄ能ੑが高い。

13 は珠洲焼の片口鉢である。口縁部はわずかに内܏し、口৶部はわずかにۼΜでいる。個体ࣗ体に歪

みがあり、本དྷはより径が大きくなると推測される。時期はⅣ期でも後半のものである。14 は珠洲焼の

片口鉢で、底部切り離しは静止糸切りである。太めの櫛目で施された卸目は、大きく体部から底部にかけ

て施した後、さらにͦの間を埋めるように密に施されている。口縁部は方頭で、外܏する。時期はⅣ期で

も後半である。15 は珠洲焼の片口鉢である。卸目は細めの櫛目で施される。口縁端部は外܏し、外΁の

Ҿき出しのಛ௃から、時期はⅣ期でも中ごろのものである。16 は珠洲焼の片口鉢である。口৶部はほ΅

平坦で、細めの櫛目で施された卸目は使用による摩滅が顕著である。時期はⅣ期でも終わりころのもので

ある。17 は珠洲焼の片口鉢の底部である。底部切り離しは静止糸切りである。卸目は細めの櫛目で、入

り組み技法により施される。時期はⅤ期である。18 は珠洲焼の壺である。口縁部は؇やかに外܏し、端
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部は平らな面を持っている。時期はⅣ期である。19 は珠洲焼の壺である。器種は T 種で、底部外面に板

目状圧痕が付く。時期はⅣ期である。20 は古代の佐渡小泊産の須恵器甕である。タタキで整形され、内

面は平行のあて具痕、外面は格子状のタタキが残る。また、外面は摩滅して磨面が形成されることから、

研磨具として転用されたものである。

4）2009 年度 SR1r2 層検出遺構出土土器・陶磁器（図版 60・61r21～29、図版 179）

SK267（21）　珠洲焼の片口鉢である。卸目は太めの櫛目で施される。口縁部は方頭で、やや外܏する。

時期はⅣ期でも中ごろである。

SK334（22）　土師質土器の小皿で、A 類である。ബ手の底部とൺֱすると、口縁部は೑厚となる。時

期は 14 世紀前半である。

SK381（23）　珠洲焼の片口鉢である。卸目は、やや細めの櫛目で施している。口৶部はわずかにۼΜ

で͓り、外΁のҾき出しが見られる。時期はⅣ期でも中ごろのものである。

SK399（24 ～ 26）　24 は土師質土器の皿で、C 類である。SK65、SR1 出土片と接合したが、残存割

合が一番高い SK399 出土のものとして、ここで報告する。体部下半は外൓しながら立ち上がる。C 類と

した底部の回転ヘラ切りは、中世前半（13 世紀中ごろ～ 15 世紀）では阿賀北地方にಛ௃తな技法との指ఠ

がある。ͦのなかでも本遺跡から出土した C 類は、いずれも 14 世紀代とされる「口端が外൓し、体部

下半がくびれて内࿷」する「阿賀北系 a2 類」で઎められているʦ௽ר 2004ʧ。25 は土師質土器の皿で、

A 類である。内・外面はヨコナデが見られる。底部からは೑厚なまま、口縁部΁と立ち上がる。また、底

面では板目状圧痕が認められる。時期は 14 世紀前半である。26 は珠洲焼の片口鉢で、体部は直立ؾ味

に立ち上がり、口縁部は方頭でわずかに外܏している。卸目は太めの櫛目で施される。時期はⅣ期でも中

ごろである。

P414（27）　珠洲焼の片口鉢である。SD331・SR1 出土片と接合したが、残存割合が一番高い P414

出土のものとして、ここで報告する。器厚はബ手で、卸目は太めの櫛目で施される。幅の広い口৶部は内

。し、断面は鋭角の長三角形となる。時期はⅤ期である܏

SK534（28）　珠洲焼の甕の体部である。タタキで整形され、内面は無文あて具痕、外面は平行タタキ

が残る。時期はⅣ期である。

P620（29）　珠洲焼の片口鉢である。SK492・520・SR1 出土片と接合したが、残存割合が一番高い

P620 出土のものとして、ここで報告する。口縁部は方頭で、口৶部はわずかにۼΜでいる。底部切り離

しは静止糸切りで、やや細い櫛目で施される卸目は摩滅が顕著である。時期はⅣ期でも後半である。

5）2009 年度 SR1r2 層出土土器・陶磁器（図版 61r30 ～ 39、図版 173・178・179）

30・31 は青磁椀である。分類は椀Ⅱ rb 類で、時期は E 期（13 世紀初頭～前半）である。30 は口縁部

まで直線తに立ち上がり、外面には鎬࿇弁文が施される。31 は外面に幅の広い鎬࿇弁文が施されている。

32 は土師質土器の皿で、A 類である。体部から口縁部にかけて೑厚で、口縁端部はఠみ上げられている。

時期は14世紀前半である。33は瀬戸美濃焼の合子または水滴の口縁部で、灰釉を内・外面に施釉している。

口縁部が体部からわずかに立ち上がる器形から、中期様式のⅠ期で、時期は 14 世紀の第 1 四半期である。

34 は珠洲焼の片口鉢である。卸目は細めの櫛目で施される。口縁部は外܏し、外΁のҾき出しが著しい。

時期はⅣ期でも前半のものである。35・36 は珠洲焼の片口鉢の口縁部である。卸目は細めの櫛目で施さ

1　土器・陶磁器
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れている。口৶部はわずかにۼΜでいる。時期はⅣ期でも後半である。37 は珠洲焼の片口鉢の底部である。

卸目は細めの櫛目で隙間なく、内面の底部と体部でͦれͧれ別に施される。底部切り離しは静止糸切りで

ある。時期はⅤ期である。38 は珠洲焼の片口鉢の底部で、底部切り離しは静止糸切りである。卸目は細

めの櫛目で施され、内・外面にススが付着している。内面では中心部分がണམし、環状にススが付着して

いる。時期はⅣ期である。39 は古代の須恵器の杯で、本遺跡で最も古い時代の土器となる。佐渡小泊産

の無台杯で、時期は 9 世紀前半である。

6）2009 年 SR1r3 層検出遺構内出土土器・陶磁器（図版 61r40・41、図版 179）

SD259（40）　土師質土器の皿 C 類である。口縁部は೑厚で丸みを持っている。24 と同様に「阿賀北

系 a2 類」で、14 世紀代とされるものである。

SK504（41）　珠洲焼の片口鉢である。卸目は細めの櫛目で、入り組み技法により施される。底部切り

離しは静止糸切りである。時期はⅣ期でも初めごろのものである。

7）2009 年 SR1r3 層出土陶磁器（図版 61r42、図版 179）

珠洲焼の片口鉢である。卸目は細めの櫛目で施され、口৶部はわずかにۼΜでいる。時期はⅣ期でも前

半である。

8）2009 年層位不明（図版 61r43、図版 179）

近世の染付皿で、見込みが露胎している。調査のための暗渠掘削中に出土したもので、層位は不明であ

る。中世のแؚ層にؼ属しないՄ能ੑが高い。

2　土 製 品

土製品は土錘 1 点と土玉 1 点が出土した。また࿍壁のՄ能ੑのある焼粘土մ 3 点と、羽口の先端 1 点

が出土した。焼粘土մと羽口に関しては小片のため࣮測していない。

1）Ⅷ層出土土製品（図版 61r44、図版 179）

いわΏる太型の土錘である。棒状のものに粘土板をרきつけて形作られ、中央部が大きく๲らむ。外面

には帯状に指頭痕が残るほか、繊維の圧痕も見られる。円孔の径は໿ 1.9cm である。また、胎土΁の長

石の混入がಛ௃తである。

2）SR1r2 層出土土製品（図版 61r45、図版 179）

45 は土玉である。土玉としたが、形態は方形に近い。これは直方体からٿ形状に整形したためと考え

られ、図の上・下面には整形前の平坦面が残る。
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3　石 製 品

A　֓　　　要（2009 ～ 2011 年度）

石製品は砥石が 49 点、硯が 1 点、軽石を加工したものが 2 点出土している。砥石は、仕上げ砥が 3 点あり、

これ以外はߥ砥・中砥と考えられるものである。出土܏向は԰敷地から多く出土し、ಛに 6E グリッドに

出土がू中している。水田ҬではⅫ層 21D10 グリッドで砥石が 1 点出土しているのみである。

B　֤　　　આ

1）2009 年度Ⅷ層出土石製品（図版 62r1、図版 179）

砥石で、砥面の線状痕は多方向に૸る。石材は凝灰岩である。

2）2009 年度 SR1r1 層検出遺構出土石製品（図版 62r2、図版 179）

SD111（2）　砥石である。ਖ਼面ٴび両側面と下面にススが付着しているが、砥面ではこれが認められ

ないことから、付着後も使用が継ଓされたものと考えられる。線状痕のほか、ਖ਼面と裏面の下端では、断

面が半円形の溝状の使用痕も見られる。石材は凝灰岩である。

3）2009 年度 SR1r1 層出土石製品（図版 62r3 ～ 10、図版 179）

3 は軽石を加工したもので、ਖ਼・裏面から径 6mm の穴を穿つ。用్は不明である。4 は硯である。長

辺が 8cm と小型で、断面は逆台形となる。๽஑は཮から海に向かって細くなる台形状で、中心からやや

右側で摩耗が顕著である。石材は頁岩である。5 ～ 10 は砥石である。5 はೈ質な砂岩で、ਖ਼面の右半は

削り取られてಛҟな形態となる。器種についてはଞに類ྫが見られず、砥面の形成からͻとまず砥石とし

て報告する。砥面は左側面とਖ਼面にあるが平滑ではなく、凹ತが若ׯ残る。右側面には 1.2cm 前後の単

位の加工痕が見られる。6 は両側面では横位の、下面ではॎ方向の鋸目が顕著である。石材は粘板岩で、

仕上げ砥と考えられる。7 は斜方向の線状痕が目立つ。破損した裏面の左側辺部をؚめ 5 面が砥面として

使用されている。石材は砂岩である。8 は 3 面が砥面として使用されている。石材は凝灰岩である。9 は

4 面が砥面として使用されている。石材は凝灰岩である。10 は 3 面が砥面として使用されている。ਖ਼面

は節理面のൣғが広く、砥面のൣғは小さい。斜方向の線状痕が目立つ。全面にススの付着のほか、被熱

により赤化する部分もある。石材は砂岩である。

4）2009 年度 SR1r2 層検出遺構内出土石製品（図版 62r11・12、図版 179・180）

SK4（11）　砥石で、砥面の線状痕は多方向に૸る。石材は凝灰岩である。

P611（12）　砥石である。表面は凹ತが多く、斜方向の線状痕が目立つ。ਖ਼・裏面はほ΅平坦となる。

石材は流紋岩である。

5）2009 年度 SR1r2 層出土石製品（図版 62・63r13・14、図版 180）

13 は砥石である。4 面が砥面として使用されている。石材は凝灰岩である。14 は凝灰岩の砥石である。

3　石　製　品
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斜方向の線状痕が目立つ。石材は凝灰岩である。

6）2009 年度 SR1r3 層出土石製品（図版 63r15、図版 180）

15 は凝灰岩の砥石である。4 面が砥面として使用され、右側面に深い線状痕がある。

4　金　属　製　品

A　֓　　　要（2009 ～ 2011 年度）

金属製品は計 76 点出土した。銅製のものは、装飾金具が 3 点、返角 1 点である。これ以外は鉄製で、

種別が൑別できるものでは椀 1 点、皿 1 点、鍋 3 点、火箸 2 点、刀子 17 点、鈎 1 点、鎹 19 点、鎌 4 点、

釘 7 点、錐 3 点、鋏 1 点、鏃 2 点、楔状鉄製品 2 点、環状鉄製品 1 点・鑿状鉄製品 1 点がある。出土܏

向は԰敷地では、SR1・1 層の 6E1・2 グリッドから銅製品の装飾金具 2 点と返角が出土した。2 点出土

した鏃は、ともに SD330 の 4 層からฒΜで出土した。SX5 の灰層からは鉄鍋が 2 点、釘、鎹がू中し

て出土している。

また、いずれも小片であるがੜ産に関わる遺物として、࿍壁のՄ能ੑがあるൃ๐した焼粘土մ 3 点と

先端の残る羽口 1 点、鉄ᕥが数点出土している。す΂て 8H グリッドからの出土である。焼粘土մと羽

口鉄ᕥに関しては小片のため࣮測していない。水田ҬではⅩ層 19D5 グリッドから鎹が 1 点出土したの

みである。

B　֤　　　આ

1）2009 年度 SR1r1・2 層検出遺構出土金属製品（図版 63r16 ～ 19、図版 180）

SD111（16）　下端が鋭角になることから、錐と考えられる。

SD112（17）　刀子である。棟
むねまち

ე・刃
は

ე
まち

ともに明ྎで、ܪの

先端は欠損している。

SR165（18・19）　18 は鎹を打ち৳ばしたものである。断

面はബく、本དྷの۶曲部分は直線状にされたために歪Μでいる。

19 は鈎
かぎ

で、ړᎤ用のものである。返しはなく、柄との結合部

は൓り返り、先端は鋭角に作られている。大型のため、遺跡に

近接する৴濃઒水系の内水面を૎上するサケړに用いられたՄ

能ੑが指ఠされる。

2）2009 年度 SR1r1 層出土金属製品（図版 63r20 ～ 28、図版 180）

20 は࠲٠ 3 枚を軸棒で留めた銅製の装飾金具である。࠲٠の花弁の U 字文様は、外から中心に向けて

᭯で彫りこΜͩものである。଄形からは手׳れたҹ象をडけず、ࡏ地の৬人の作であるՄ能ੑも指ఠされ

る。軸棒は一本で、先端の孔に留め具を入れて固定するものである。これは厚い板を貫くこともできるこ

とから、分解Մ能なՈ具（ਥ子など）の釘Ӆしに用いられたՄ能ੑもある。21 は 20 と同様の銅製の装飾

金具である。20r4 と同形で、最も外側の࠲٠である。22 は銅製の返角である。結合部分は内܏して͓り、

突ىの先端は鋭角である。返角は打刀の፶えに付属し、ࠊにࠩした刀が༳れないよう帯に固定する金具で

返角 呑口

刃
茎

區

棟區

刃區

棟
目釘孔

ୈ 13 ਤ　౛໊ࢠশ
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ある。南北朝時代から存ࡏし、中世の遺跡からは広ౡݝ草戸ઍݢொ遺跡で出土ྫがあるが、こちらは鞘と

の結合部分が板状で、本遺跡とは形状がҟなるものであるʦ岩本ほか 1996ʧ。23 は椀である。ほ΅完形の

鋳଄品で、底面中央に丸型湯口が付く。底部は丸みを持ち、口৶部は内܏する。中世前期のஈ֊では鉄椀

の器形は定型化していないことから、器形はࡏ地の土師質土器を模฿したものと考えられる。椀は、ݝ内

では胎内ࢢ江上ؗ跡ʦ水ᖒ 1996ʧで出土がある。24 は皿である。鋳଄品で底部から口縁部まで残存し

ている。底面は平坦で、口縁部は丸みを帯びる。25 は鎹である。完形で、௺の長さが上下でҟなる。26

～ 28 は刀子である。26 には棟ეが見られ、ܪには目釘穴が見られる。27 は棟ეを設けるが、刃部側は

不明である。ܪには目釘穴が見られる。28 は棟ეを設けるが、刃部側は明ྎでない。ܪには楕円形の目

釘穴がͻとつ見られる。

3）2009 年度 SR1r2 層検出遺構出土金属製品（図版 63r29 ～ 37、図版 180）

SX5（29 ～ 33）　29 は釘である。先端部は折損している。30・31 は鎹である。30 は上下の௺先端が

欠損して͓り、下側の௺はやや外൓する。31 の本དྷの۶曲部分は直線状に打ち৳ばされたために歪Μで

いる。32・33 は鍋である。32 は「ݭをつけるための穴のあいた௻ࣖ部分を口縁に付加し」、「底部に短

い三足がつく」鍋 B とされるものであるʦ五十઒ 1992ʧ。2 本の獣脚が残存する底部から಑部下半ٴび

口縁部が残存する。鋳଄品で、一文字の湯口が底部に付く。口縁部は蓋डけのため۶曲している。鍋 B

は、ݝ内では上ӽࢢ子҆遺跡ʦ上ӽڭࢢҭҕһձ 1993ʧ、新ׁࢢ内໺遺跡ʦ立木ほか 2002ʧで出土がある。

一方の 33 は、底面径の 1/3 以上が残存するものの、脚が見られないことから、「内側に௻すためのࣖが

つく」「「内ࣖ鍋」とݺばれる」鍋 Cʦ五十઒ 1992ʧである。底部と内ࣖの口縁部分が残存する。内ࣖは

蓋डけの۶曲部分の上につき、口縁部はやや外܏する。಑部に対して口縁部は厚く、端部の断面は逆三角

形となる。底部は丸みを持つ。鍋 C は、ݝ内では前ड़の子҆遺跡などで出土している。

SD166（34）　形状は鎹を直線状に৳ばした 18・31 に近いが、৳ばしたࡍにੜじる۶曲部分の歪みが

見られないことから器種不明としたものである。細長い板状で、図の下端は丸く、上端は角状となる。᭯

に類するもののՄ能ੑもある。

SK168（35）　鎹である。完形で、௺の長さが上下でҟなる。

SD330（36・37）　36・37 は鏃である。完形で、先端はいわΏる鑿根状である。᝵継部付近は 8 角形

の多面体になっている。

4）2009 年度 SR1r2 層出土金属製品（図版 64r38 ～ 42、図版 180）

38 は環状鉄製品で、幅 6 ～ 8mm、厚さ 2mm 前後の細長い板状のものから作出している。39 は鎹で

ある。完形で、௺はやや外൓している。40 ～ 42 は刀子である。40 は柄（78r192）が装着された状態で

出土した。棟ე・刃ეともに明ྎで、ܪの目釘穴では目釘も残存していた。41 は棟ე・刃ეともに明ྎ

で、目釘穴は見られない。42 は棟ე・刃ეともに明ྎである。完形での出土で、ܪには目釘穴が見られる。

またܪの一部側面にᮇ状の工具で削ったとࢥわれる痕跡が残る。

5）2009 年度 SR1r3 層検出遺構出土金属製品（図版 64r43・44、図版 180）

SK211（43）　楔状の鉄製品である。厚さ 2 ～ 3mm の板状のものを折り曲げて成形している。

SK260（44）　鋏である。刃部の片側が欠損して͓り、形態はいわΏる「U 字状Ѳりばさみ」ʦԬ本

4　金 属 製 品
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1979ʧで、残存する側の刃部長は 5.5cm である。ݝ内の類ྫとして胎内ࢢの下ொ・๥৓遺跡ʦ水ᖒ

1999ʧに͓いてѲり鋏が出土して͓り時期は 15 世紀前半である。

6）　2009 年度 SR1r3 層出土金属製品（図版 64r45 ～ 50、図版 180）

45 は両端の先を尖らせて͓り、細਎の錐若しくは針と考えた。46 は釘である。先端部は折損している。

47 は火箸である。両端を欠損するものの、一部を螺旋状にねじっている。48 は釘である。先端部は折損

している。49・50 は刀子である。49 はეの有無は錆によって不明ྎである。50 は棟ე・刃ეともに明

ྎである。完形での出土で、ܪには目釘穴が見られる。

5　銭　　　貨

A　֓　　　要（2009 ～ 2011 年度）

銭貨は 73 枚出土した。遺構内からは 28 枚出土している。銭種は 22 種類あり、最古銭は開元通寳（初

鋳年 621 年）、最新銭は紹熈元寳（初鋳年 1190 年）である。多くが北宋銭で、南宋銭は淳熈元寳（初鋳年

1174 年）と紹熈元寳（初鋳年 1190 年）の 2 種類である。最も出土枚数が多いのは開元通寳（初鋳年 621 年）

が 12 枚、࣍いで元豊通寳（初鋳年 1078 年）で 10 枚である。

出土܏向は、԰敷地では SD166・339 から西側で多く出土している。また、調査対象としたⅧ層より

上層のⅤ層から寛永通寳（初鋳 1626 年）が 1 枚出土している。

本遺跡の銭種構成を出土備஝銭の研ڀʦླ木 1999ʧとൺֱすると、ߑ෢通寳・永ָ通寳の 2 銭が出土

しないことから、14 世紀第 4 四半期以前の様૬を示しているとݴえる。

掲載遺物のબ別は銭種の網ཏに౒め、22 種類す΂てを掲載した。

B　֤　　　આ

1）2009 年度水田出土銭貨（図版 64r51、図版 181）

元符通寳（初鋳年 1098 年）で、水田を覆う砂（Ⅸ層）から出土している。

2）2009 年度 SR1r1・2 層検出遺構出土銭貨（図版 64r52 ～ 67、図版 181）

SD111（52）　元祐通寳（初鋳年 1086 年）である。

SR165（53 ～ 67）　SR165（6F12 グリッド）の 1 層から一括出土したものである。上から、53 ～ 60

の 8 枚は整વと重なり、この下部では 61 ～ 67 の 7 枚が斜めに౗れこむような状態で出土した。

3）2009 年度 SR1r1 層出土銭貨（図版 64r68 ～ 71、図版 181）

68 の開元通寳は背文字に「興」が入れられるもので、845（ձণ 5）年に補鋳された紀地銭（ձণ開元）

である。「興」は鋳଄地である山南道興भ（現ࡏの᮸লུ陽）を表している。69 は乹元重寳（初鋳年 758 年）

である。70 は大観通寳（初鋳年 1107 年）である。71 の淳熈元寳（初鋳年 1174 年）は背文字に「十三」が

入れられている。これは鋳଄された年号を記して͓り、「十三」は 1186（淳熈 13）年に鋳଄されたこと

を示す。

第Ⅴষ　遺　　　物



4）2009 年度 SR1r3 層検出遺構出土銭貨（図版 64r72 ～ 82、図版 181）

SK491（72 ～ 81）　SK491 の 1 層から 10 枚重なった状態で出土した。

SK508（82）　政和通寳（初鋳年 1111 年）である。

6　木 製 品

A　֓　　　要（2009 ～ 2011 年度）

木製品の種類と数量は第 2 表のと͓りである。第 2 表は 3 か年分のू計表で破片 1 つを 1 点としてू

計して͓り、個体数を示すものではないが全体の܏向は示していると考える。֤層で検出した遺構から出

土した木製品は検出層位にؚめて͓り、個別の遺構から出土した木製品については遺構観察表に種類を

記載した。23,300 点を௒える木製品の内༁は器種も多様であるが、欠損品や分類にࠔ೉なものも多く雑

木として一括したものが 12,500 点以上で半数を઎める。԰敷地である SR1 と周ғの溝からの出土分が

90�である。࣍に多いのが SR165（2010 年度調査成Ռから水田のՄ能ੑが高い）から出土した 1,267 点で

5�、あとは水田からである。SR165 からは箸状木製品がవまって出土している。一ൠに溝から木製品が

出土することが多いが、本遺跡では江ᕕい作ۀを行い管理が行きಧいていたのか、԰敷を区ըする溝から

の出土はগない。水田からは杭が֤層に一定量あるが、Ⅹ層では SD870 に؛ޢと見られる杭列が検出さ

れたことから突出して多い。

木製品の時期は、ڞ伴する陶磁器類の年代から 13 世紀຤～ 14 世紀代のものと考えられる。

B　器　種　分　類

木製品の種類・器種໊については、ಸ良ࠃ立文化ࡒ研ڀ所のʰ木器ू成図࿥近ـ古代編 ʦɦಸ文研

1984」h 木器ू成図࿥近࢝ݪـ編 ʦɦಸ文研 1993」をج本に、広ౡݝ草戸ઍݢொ遺跡調査研ڀ所のʰ草

戸ઍݢொ遺跡ൃ掘調査報告Ⅴ ʦɦ広ౡݝ草戸ઍݢொ遺跡調査研ڀ所編 1996ʧ等をࢀ考に付したが、不明

木製品としたものもある。細分類したのは、出土数の多い下駄のみである。

1）下 駄 の 分 類（第 3 表）

下駄の分類は第 3 表のと͓りである。また、ר຤に観察表とは別に計測表を作成しているが、計測部

位は第 14 図のと͓りである。

下駄はͦの構଄から、一枚の板から台部・歯部を作り出す一木下駄、台部に歯部をࠩし込む構଄のࠩ歯

下駄に大きく分かれる。一木下駄の内、歯があるものを A：連歯下駄、歯が無いものを B：無歯下駄とした。

無歯下駄の内、幅が 17.0cm を௒える大型のもの（68r49）と、緒穴が中央にدって開けられているもの（79

r199）を田下駄のՄ能ੑが高いと考え農具として報告した。

ࠩ歯下駄は、台表に歯をࠩし込む枘穴が見えているものを C：露卯下駄、台裏の溝に歯をࠩし込み、台

表に枘穴が見えないものを D：陰卯下駄とした。

台部については平面形態と側面形態で分類した。平面形態は長方形のものをⅠ、楕円形のものをⅡとし

た。長方形と楕円形の൑別は、台前部と台後部の形態が水平か丸みを持つかをج४にした。ߋに台部の幅

について幅 / 台長が 1/2 未満の細਎のものを a、1/2 以上の幅広ものを b とした。台側面は長方形のも

6　木　製　品
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種類 器種 Ⅷ層 Ⅸ層 Ⅹ層 ‡層 Ⅻ層 ⅩⅢ層 ⅩⅣ層 ⅩⅤ層 ⅩⅥ層 SR165SD111SD112SD113SD114SD150
SR1
-1 層

SR1
-2 層

SR1
-3 層

SR2
-1 層

Ⅹɕ 層 小計 合計 ˋ

จ
๪
۩

種子札木簡 1 1

7 0
茅札木簡 1 1 2

荷札状木簡 1 2 3

呪符 1 1

૷
০
۩

無歯下駄 1 8 6 1 16

341 2

連歯下駄 1 10 18 4 33

ࠩ歯下駄 1 1 9 26 13 50

下駄の歯 4 2 1 5 21 13 46

草履芯 58 1 5 82 30 176

櫛 1 3 4 8

扇 1 2 1 4

烏帽子 1 5 2 8

ࡇ
᛾
۩

箸状木製品 2 2 17 5 12 3 14 369 2 6 14 1 1 661 2595 2706 29 1 6440

6713 29

人形 1 1 4 6

舟形 2 1 3

鳥形 1 2 3

刀形 4 4

羽子板形 1 1

陽物形 1 1 2

木鏃 1 1

形代 1 1

斎串 7 1 7 20 15 50

串 2 1 2 1 6 1 39 87 62 1 202

৯
ࣄ
۩

漆器椀 1 1 1 2 1 1 13 39 24 1 84

153 0

漆器皿 1 4 15 8 1 29

漆器鉢 1 1 2

漆器合子蓋 1 1

漆器器種不明 1 3 9 8 1 22

漆器片口鉢 1 1

菜箸 1 2 3

漆塗杓子 1 1

杓子 2 4 4 10

༰
ث

折敷 1 2 2 1 2 5 39 24 76

708 3

編組・編組籤 1 1 2 4

曲物側板 5 6 5 26 4 2 2 2 35 141 177 4 409

曲物底板 12 2 23 56 32 1 126

曲物枠木 1 2 3

柄杓 2 1 3

鍋蓋 1 1 3 5

蓋 1 1 1 2 7 2 14

箱 6 12 31 9 58

刳物箱 1 1

桶 6 1 7

栓 2 2

޻
۩

刀子鞘 1 1 2

48 0

刀子柄 1 1 5 1 8

錐柄 1 1

鑿柄 1 1

柄 1 4 3 8

楔 1 1

箆 1 1 8 3 13

茅針 1 7 6 14

ࢦ
෺
・
ݐ
ங
ࡐ
౳

棒状木製品 3 3 12 51 1 70

2778 12

枘付木製品 1 2 4 4 11

針状木製品 1 16 17

角柱状木製品 21 4 25

部材 10 2 11 5 23 5 25 26 1 2 1 1 66 228 232 7 645

脚 1 1 3 1 6

角材 17 4 2 2 5 6 4 6 12 216 8 282

板材 2 11 6 9 8 25 6 18 31 12 7 50 537 29 2 753

木釘 1 4 36 41

杭 1 52 103 8 18 10 1 12 19 1 1 1 50 285 176 63 801

柱根 1 7 1 42 47 24 4 1 127

೶
۩

田下駄 2 1 3

15 0鎌柄 1 1 1 2 5

木錘 2 1 4 7

ࡶ
۩

題箋状木製品 1 2 3

14 0

有頭木製品 1 1 2 4

火鑽ٷ 1 1

火鑽臼 2 2 4

鈎 2 2

ͦ
ͷ
΄
͔

有孔円板 1 3 5 2 11

12564 54

小型有孔円板 1 1 2

円形板 1 3 2 6

漆膜 2 1 3

把手 2 2 1 5

俎 2 1 3

雑木 2 10 4 30 2 13 4 13 676 62 87 21 7 5 1875 5419 4141 157 6 12534

合計 1 56 158 23 107 33 117 23 94 1267 73 118 44 11 9 2917 9343 8628 305 14 23341 23341 100
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ୈ 2 表　木製品集計表（遺跡全体）
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のを 1、ધ底形のものを 2 とした。ધ底形は、枘付の歯の取り付

けを҆定させるためのものと考えられることから露卯下駄につい

てのみ見られる。

歯部については、歯のॎ断面が台形（いわΏる銀ҍ歯）のものを

Ⅰ、歯のॎ断面が長方形のものをⅡとした。ߋに C の露卯下駄

については、枘の数で、枘が前後の歯ڞに 1 か所のものを a、前

後の歯ڞに 2 か所のものを b、前歯が枘 2 か所・後歯が枘 1 か

所のものを c、前歯が枘3 か所・後歯が枘2 か所のものを d とした。

C　記 ड़ の 方 法

記ड़はほかの遺物と同じく調査年度ຖに図版・観察表を作成して͓り、2009 年度は調査ॱに、Ⅹ層検

出遺構出土木製品（以下、木製品লུ）、SR1r1 層検出遺構出土、SR1r1 層出土、SR1r1 ～ 2 層検出遺構

出土、SR1r2 層検出遺構出土、SR1r2 層出土、SR1r3 層検出遺構出土、SR1r3 層出土、SR2 出土、試掘・

ୈ 16 ਤ　ࢦ物の૊઀͗໛ࣜਤ
（ʦ෎中Ո具 2000ʧより出力）

ୈ 14 ਤ　下駄の計測部Ґ
（ʦ北཮中世土器研ڀձ 1996ʧより転載）

G

L2

A

M2

L1
M1

F

EB

P

C

D

A2

A1

J1 I1

N

A3

H

J2 I2

K2

K1

Q

胴付 目違継

相欠継
蟻継

鎌継

欠込

相欠

大入

渡腮
通

蟻　差三枚　差

構଄ 器種 台部平面分類 台部側面分類 歯部分類

一木
下駄

A：連歯下駄

Ⅰ：長方形 
Ⅱ：楕円形

a：幅／台長が
　  1/2 未満 
b：幅／台長が
　  1/2 以上

1：長方形 
2：舟底形

Ⅰ：ॎ断面が
　  台形 
Ⅱ：ॎ断面が
　  長方形

B：無歯下駄

ࠩ歯
下駄

C：露卯下駄

a：両歯枘 1
b：両歯枘 2
c：前歯枘 2・
　  後歯枘 1
d：前歯枘 3・
　  後歯枘 2

D：陰卯下駄

ୈ 3 表　下駄分ྨ

ୈ 17 ਤ　ܧखͱޱ࢓໛ࣜਤ
（ʦ黒࡚ 1994ʧより転載）

D
H

E

F

C

G

B
A

ୈ 15 ਤ　൨物࿶・ࡼの計測部Ґ
（ʦ北཮中世土器研ڀձ 1997ʧより転載）

二枚組接ぎ 三枚組接ぎ いすか組接ぎ

蟻組接ぎ（機械切削）蟻組接ぎ石畳組接ぎ

ダボ立て追入れ接ぎ 蟻形追入れ接ぎ 留形隠し蟻組接ぎ

A B B A

6　木　製　品
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確認トレンチ（以下、T とする）出土のॱに行う。࣍に 2010 年度、2011 年度のॱである。

漆器類の観察表計測部位については第 15 図のと͓りである。໊শ等については、四༄嘉ষࢯの֤࿦ߘ

ʦ四༄ 2006a・b、2009ʧをࢀ考にした。柱材の分類はʦय़日 2008ʧ、࣮測図の加工痕の表現方法はʦ加

౻ほか 2003ʧによる。継手・仕口・組継の表現は第 16・17 図をࢀ考にした。出土地点、法量等はר຤の

観察表をࢀরئいたい。

D　֤　　　આ

1）2009 年度 SR1r1 層検出遺構出土木製品（図版 65r1 ～ 12、図版 181・182）

S#336（1 ～ 3）　1 ～ 3 は柱根である。

S#336rP1（1）　芯去削り出し材を用い、先端に向かって細く加工されている。欠損するが、枘穴と考

えられる加工痕が残ることから、別の用్に用いられた材の転用とも考えられる。

S#336rP3（2）　一部に樹皮が残存する芯持丸木材を用いる。先端に向かって細く作出されるが、加工

はほかの柱根より粗く、伐採痕のままのՄ能ੑがある。

S#336rP4（3）　一部に樹皮が残存する芯持丸木材を用いる。ほ΅平坦に作出される先端は加工がほか

の柱根より粗く、伐採痕のままのՄ能ੑがある。

P750（4）　芯去削り出し材を用い、先端は平坦である。別の用్に用いられた材の転用とも考えられる。

P752（5）　一部に樹皮が残存する芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工されている。

P754（6）　芯持ち材であるが、芯が偏って͓り下部の๲らΜͩ部分の下面は平坦に作られている。్

中のくびれはよく使用され平滑である。Կらかの部材の転用と考えられる。

P755（7）　長さ 43.0cm・幅 4.2cm・厚さ 2.2cm と柱根としては細く、斜めの状態で検出されたこと

から杭のՄ能ੑがある。

P757（8）　半割材を用い、先端に向かって細く加工されている。また、側面に弧状の刃物痕が残る。

P758（9）　芯去削り出し材を用い、先端に向かって細く加工されている。

P43（10）　柱根である。芯去削り出し材を用い、先端は平坦である。

P88（11）　柱根である。芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工されている。

P449（12）　柱根である。芯持丸木材を用いる。側面΁の加工は顕著ͩが、先端はൺֱత平坦に作出さ

れる。

2）2009 年度 SR1r1 層出土木製品（図版 66 ～ 69r13 ～ 54、図版 173・182・183）

13・14 は串としたものである。いずれも長さ 30cm、幅 2cm、厚さ 1cm ఔ度の板の先端を細く加工する。

15 は漆器の椀で、内外面ڞに黒色漆を施す。ଞの出土漆器とൺֱしてബ手である。16 は漆器の椀であ

る。内外面ڞに黒色漆を施しているが、高台の内側では塗膜を確認できなかった。17 は漆器の椀で、内

外面ڞに黒色漆を施す。ଞの出土漆器とൺֱして高台が明ྎで、器高も低いことからҟ質なҹ象もडける。

18 は漆器の椀である。内外面に黒色漆を施した後に、赤色漆により手書きで漆絵が描かれる。塗膜のണ

離により全容はうかがい஌れないが、内面中央を௽、左の植物文を஛、もしくは୔ᖞとすると๗ན文様の

Մ能ੑを指ఠできる。19 は漆器である。漆の塗膜は残存しないが、器面に下地と考えられる黒色のཻ子

がわずかながらも確認できることから漆器と考えた。器種は明確にしಘないが、器壁がଞの椀よりも厚い

ことから鉢のՄ能ੑも考えた。20 は蓋で、表裏面に黒色漆を施す。また、表面にはബい短࡭状の木質を
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漆塗膜で貼り付けることにより「三つ又」状と「V」状の装飾が加えられる。

21 は編組製品の一部であり、下部に折り返し部分が残る。2 本飛ばし 2 本潜りの網代組みである。器

種は不明であるが、樹種同定の結Ռ素材はスギであった。22 は箱の側板である。左右 5 か所に釘孔がある。

23 は箱の底板で断面に釘孔が残る。24 は有孔円板である。中央に 1.8cm ほどのやや大きめの孔があり、

左側に 2 個の小孔がある。25 は鍋蓋で中央にツマミを付けるための方形の孔が開く。26 は折敷の底板か。

27は曲物の底板である。側板と結束する孔に樺皮が3か所残る。28・29は容器の把手と見られ、両端は削っ

て紐掛け部を作りͩしている。

30～39は下駄である。30～34は連歯下駄、35・36は無歯下駄、37～39はࠩ歯下駄の露卯下駄である。

30 は長さ 15.7cm と小さいことから子供用であろう。歯の横断面は楕円形である。31 の歯は磨滅しわ

ずかに残る。32 の前歯は良く残るが、後歯は一部のみ残る。33 は腐食がਐみ、歯がわずかに残る。台表

に炭化した小さい丸い凹みが 3 か所ある。34 は長さ 13.1cm と小さく、子供用（1 ఔ度）か、歯の摩耗࠽

がほとΜどないことからّྱ用のՄ能ੑもある。35 は腐食のため板の厚さが不ۉ等である。36 は使用の

ためか台裏が 2/3 ほど斜めになっている。37 は歯がൈけམちている。台板の断面形は舟底型で中央部が

低くなっている。39 は前歯をࠩし込む枘孔が 3 か所開いている。Ӝն遺跡ʦ本間ほか 2003ʧで類ྫがある。

台板の側面形はધ底型であるが、中央部が最も高いものである。

40 は杭である。上部は切り欠き、先端は斜めに加工している。42・43 は枘付木製品である。ࠩ物の

部材と考えられる。同類のもの（179 ～ 181・275）が多数出土しているが、いずれも大きさがҟなる。新

ൃ田ॅࢢ吉遺跡ʦ高ڮอほか 2006ʧや上ӽࢢ下割遺跡ʦ山࡚ほか 2003ʧでも出土ྫがある。膳の脚のՄ能

ੑもある。44 は不明木製品である。長方形の板材に 4 本の溝が鋸で入れられている。連歯下駄の未成品

あるいは下駄の台板を取った残りの端材のՄ能ੑもある。左側面が部分తに炭化する。45 は脚の一部と

見られる。両端を装飾తに加工している。46 は刀子の柄の未成品で、内面が未加工である。47 は木錘で

ある。角材を面取りし、中央に鑿で溝を彫っている。溝には紐等をרきつけた痕跡が残る。48 は鎌の柄

である。刃部は大半がࣦわれているが、柄の中にج部がわずかに残る。下部はѲりやすくするために細く

削っている。49 は田下駄と൑断した。無歯下駄の内最も大きく、緒孔が台の中央دりに開けられて͓り、

現ࡏ残る田下駄の緒孔の位置と似る。樹種はスギである。51 は田下駄である。横に長い板を使用した板

型田下駄である。表に U 字状の足ғいの枠が刳り͵かれている。枠の高さは 5.1cm である。枠の両側の

下方には 2 か所孔が開いて͓り、縄を通し足首に固定するためのものである。板の右側に 1 か所孔があ

るが、これは縄等を通して板を斜めにし、田から田下駄をൈきやすくするためのものである。裏面には踵

側に 4cm 四方で高さ 1.5 ～ 2cm の 4 つの脚が付く。この脚は転౗๷止、深田から田下駄をൈきやすく

するためのもとされる。この形の田下駄は໻ੜ時代後期から現代まで使用されている。現代では代౿み用

に使用されていたʦை田 1973ʧ。ݝ内では、新ׁࢢഅ৔԰敷遺跡ʦ઒上・ԕ౻ 1983ʧ、上ӽࢢ新อ遺跡ʦ石

઒ほか 2001ʧの中世遺跡から出土している。樹種はクリで新อ遺跡出土のものもクリであった。田下駄は

水をؚむと重くなるため、スギなどの軽い樹種がબばれることが多いが、足枠を刳り͵くという形態から

ৎ෉でߗいクリがબ୒されたものであろう。

51 は火鑽臼である。6 か所の使用痕が残り、上下が欠損している。52 ～ 54 は用్不明の木片である。

同様の大きさの木片がవまって出土したことから接合を行い、3 点のみ図化した。角棒状の材を斜めに切

り、ߋに厚さ 0.5 ～ 0.8cm のബい板を切り出している。52 は楔のような形態にߋに加工されていること

からこの形が最終形のようにも考えられるが、ৄ細は不明である。

6　木　製　品
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3）2009 年度 SR1r1・2 層検出遺構出土木製品（図版 69・70r55～73、図版 173・183・184）

SD111（55）　漆器の椀で、内外面ڞに黒色漆を施す。

SD112（56・57）　56 は箆で上部に 2 か所の切り欠きが入る。下部は裏表から削り刃部のように加工

している。57 は扇の骨である。要には 0.3cm の孔が開く。素材はスギである。

SR165（58 ～ 73）　58 は曲物の枠木のՄ能ੑがある。左側は加工し、紐等が掛けられるようにしている。

59 は人形である。角棒状の材を加工し立体తに折烏帽子等を表現している。顔も丁寧に表現される。60

は斎串である。圭頭で左右に切り欠きが 2 か所入れられる。文字は確認できない。61 は不明木製品である。

中央に方形の孔が有り、左右に 2 か所釘孔がある。表面に黒色の部分があるが、漆の一部か木質が黒変

したものか定かでない。62 は箱の側板である。両側面・底面に 2 か所釘が打たれている。63 は箱の側

板である。木釘が側面に 2 か所、底面に 3 か所ある。残存している木釘は直径 0.4cm、長さ 1.1cm であ

る。裏面には接合する側板の圧痕が残る。64 は蓋である。把手を接合する部分に釘孔が 8 か所残る。65

は連歯下駄である。台板の後部は鋸のようなもので切断されている。台表に刃物痕が残る。歯の摩耗はほ

とΜどない。66 は草履芯で一部欠損している。上部に方形の孔が開けられ、右側面は切り欠きが行われ

ている。67 は刀子の鞘である。長さ 20.3cm、幅 2.4cm であるが、࣮ࡍ入れる刀子は刃渡り 11.5cm 前

後である。68 は題箋状木製品で、転用品か 1 か所木釘が残る。69 は草履芯である。表のワラの痕跡が

横方向に残る。70 は脚で中央に溝が入る。接地面の幅が同一でない。71 は部材で大小の孔が開く。73

は漆器椀で内外面ڞに黒色漆を施し、内面には赤色漆により手書きで植物文と考えられる漆絵が描かれる。

4）2009 年度 SR1r2 層検出遺構出土木製品（図版 70～73r74～120、図版 173・174・184～186）

74 は舟形である。辺先は削りで加工されて͓り、ほ΅中央にൕをࠩし込む穴が残る。75 は連歯下駄で

右半分が欠損している。ほ΅中央の位置にॎに 3 個の小孔があり、2 個には木釘が残ることから、転用品

のՄ能ੑがある。76 ～ 79 は漆器皿である。76 は内外面ڞに黒色漆を施す。底面ٴび側面の一部では加

工痕が明ྎに残るほか、底面では「＊」状の刻線が施される。77 は内面に赤色漆、外面に黒色漆を施す。

78 は皿で、漆の塗膜は残存しない。しかし、器面に下地と考えられる黒色のཻ子がわずかながらも確認

できることから漆器と考えた。79 は内面に赤色漆、外面に黒色漆を施す。また、ࣗવ科ֶによる分ੳを

行い、漆塗膜断面観察では漆層は内外ともに単層で、X 線回折分ੳでは内面の赤色顔ྉは水銀朱との結Ռ

をಘた。

SK94（80）　部材である。長辺に抉りが 2 か所ある。孔が 2 か所あり、1 か所には木釘が残る。

SK168（81）　連歯下駄である。表の下部から裏面の一部に炭化した痕がある。

SK335（82）　火鑽臼である。使用痕が 9 か所ある。

SK399（83・84）　83 は楕円形の曲物である。土圧で側板がつぶれ変形している。側板の上 1/3 が斜

めにきれいに切断され、底板との接合部のみが高さ 1.5cm ほど残る。側板の内側にはໟҾきが施される。

84 の板が蓋として付く。本遺跡では曲物側板の断片がඦ数十点、底板数点出土しているが全体の器形が

わかるものはこの 1 点のみである。時代は下がるが、19 世紀前半の石઒ݝ金୔ࢢ本ொ一丁目遺跡ʦ૿山

ほか 1995ʧ出土品に同形の曲物が「͓まる」と報告されて͓り、83 も「͓まる」のՄ能ੑが高い。84 は

83 の蓋板である。腐食がਐΜでいるが、本དྷは 1 枚の長方形の板であったと考えられる。裏側に曲物の

縁の圧痕が残る。84r1 の下部に切り取られた部分が左右に 2 か所と釘孔が 2 か所残る。この板も転用品
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であろう。この曲物と蓋の出土状態からุやトイレ等を૝定し内容物についてඍ細物分ੳを行ったが、ࠛ

஬の化石が多いということ以外用్をಛ定できる結Ռはಘられていない（第Ⅵষ 3 。（রࢀ

SK529（85・86）　85 は人形とした。頭部に当たる部分はわずかに削られている。顔の表現は無い。

86 は部材である。上部に貫通する孔が 1 か所ある。

SK534（87・88）　87 は刀子の柄である。目釘孔が 1 か所ある。刀子のج部の長さは 8.2cm、幅 1.3cm

である。88 は曲物の底板で、孔が 2 個ずつ 3 か所残る。

P22（89）　柱根である。芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工されている。

P28（90）　柱根である。芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工されている。

P39（91）　柱根である。芯持丸木材を用いるが、్中にஈを設け、この下半は削り出しにより角状に

加工されるಛҟな形状となる。

P76r#（92）　柱根である。芯持偏半割材を用い、先端に向かって細く加工されている。

P386（93）　柱根である。芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工されている。

P447（94）　柱根である。芯持丸木材を用いる。先端は細く作出されるが、加工はほかの柱根より粗く、

伐採痕のままのՄ能ੑがある。

P521（95）　刀子の柄の未成品である。内面の炭化したところは刀子のܪを熱し当てたところである。

本དྷこの部分を削り刀子のܪをはめ込むのであるが、未成品のままഇغされている。95 の出土により԰

敷地内で刀子の柄をੜ産していたことが൑明した。

S"12r8（96）　西側盛土の土留めの杭である。芯持ち丸木を使用している。

S"13r10（97）　西側盛土の土留めの杭である。枝を打ち払い先端を細く加工している。

S"13r23（98）　西側盛土の土留めの杭であるが、杭とするにはബく平らなスギの板材を使用している。

上部は斜めに切られ、左側に台形状に切られた部分がある。

S"13r20（99）　杭である。樹皮がわずかに残る。芯持ち丸木を使用している。

S"145r2（100）　杭である。樹皮がわずかに残る。芯持ち丸木を使用している。

S95（101・102）　101 は杓子である。柄は両端を面取りし、਎はややബく削る。102 は枘付の木製品

である。角棒状の材から丸い枘を作り出している。

S930（103）　杭である。多角形の材を使用し、先端は 3 面を加工し細く仕上げている。

S955（104）　串である。やや幅広の材を使用し、先端は 2 面加工している。

S962（105）　部材としたが、2 つの貫通した孔があり、木錘や栓のՄ能ੑもある。上部を面取りしている。

S9209（106・107）　いずれも杭である。107 はハンノキと൑明した。

S9439（108）　杭である。芯去削り出し材を用い、先端の加工は顕著ではない。別の用్に用いられ

た材の転用とも考えられる。また、上部の 1 面が炭化している。

S9566（109）　杭である。芯持ち丸木を使用し、樹皮が残る。

SD166（110・111）　110 は茅針の先端部分で柄はほとΜど欠損している。111 は蓋で、ツマミ部分

の先端が欠損している。全体に灰ोが付着し黒くޫ୔がある。

SD339（112 ～ 114）　112 は木針である。ፏ平な板の先端をとがらせ、頭部に三角形の針ࣖを開けて

いる。113 は左右の側面を鋸歯状に丁寧に加工したものである。先端は欠損している。装飾品の部材で

あろうか。時代は古代であるが、上ӽࢢ延໋ࣉ遺跡ʦ山࡚ほか 2008ʧに類ྫが報告されている。114 は

題箋状木製品である。ബい柾目板の先端を細く加工している。文字は確認できない。

6　木　製　品
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SD371（115）　鉤である。クリの枝の۶曲部をうまく利用している。上に縄掛けの孔が開けられ使用

痕が見える。水平部分にも 1 か所孔が開けられている。

SD405（116）　鳥形である。尖ったᅏや水平に৳びる飛行体形を表現しているようである。

SD436（117）　連歯下駄である。台板は楕円形である。

SD597（118 ～ 120）　118 は露卯下駄の歯で下辺面に石のཻが残る。119 は漆器の椀である。内外面

に黒色漆を施し、内面には赤色漆により漆絵が描かれる。120ڞ は漆器の椀で、内外面ڞに黒色漆を施す。

5）2009 年度 SR1r2 出土木製品（図版 74～79r121～199、図版 174・176・186～189）

121 は荷札状木簡である。第一号木簡の蓋板（255r1・3）に形状が類似する。斜め方向に長い刃物痕

が複数残る。左下の一部が欠損している。文字は確認できない。

122 は舟形である。ਖ਼面にൕを立てるための孔が 1 か所開く。123 は木鏃のՄ能ੑがあるが祭祀用か。

124 は陽物形である。角棒状の材を使用し丁寧に加工している。

125 ～ 127 は漆器皿である。125 の塗膜は残存せず、下地についても観察できないため白木皿のՄ能

ੑを残す。観察表 H の角度もଞの漆器の皿が示す値より小さく、ҟなるҹ象をडける。126 は内外面ڞ

に黒色漆を施す。底面では加工痕が明ྎに残る。127 も内外面ڞに黒色漆を施す。底面ٴび側面の一部

では加工痕が明ྎに残る。底面の漆は大部分がണ離し、わずかに残るのみである。

128 ～ 132・134 ～ 137 は漆器椀である。128 は口縁部片である。破片のਖ਼面左側では内外にまたがっ

て布が貼り付けられている。これは、いわΏる「布着せ」とはҟなるものであり、使用に伴う欠損の補म

をҙ図したものとも考えられる。129 は内外面ڞに赤色漆が施される、いわΏる「皆朱漆器」で、本遺

跡ではこの 1 点のみの出土である。腐植がਐΜでいるため写真のみの掲載である。外面には赤色漆によ

り手書きで植物文と考えられる漆絵が描かれる。また、ࣗવ科ֶ分ੳを行い、漆塗膜断面観察では漆層は

内外ともに単層で、X 線回折分ੳでは赤色顔ྉは水銀朱との結Ռをಘた。130 は内外面ڞに黒色漆を施

す。131 は底面に「ၱ」状の刻線が施される。また、ࣗવ科ֶ分ੳを行い、漆塗膜断面観察により内面

の漆層は 12 層で、遺存状態のѱい外面に͓いても 6 層が確認された。132 は内外面ڞに黒色漆を施す。

133 は内面に黒色漆、外面では漆の塗膜は残存しないが、器面に下地と考えられる黒色のཻ子がわずか

ながらも確認できることから、こちらにも塗面が形成されていたと考えられる。また、底面には「中央が

円錐状の௺」によるものと考えられる「ロクロ௺あと」ʦ高ڮอほか 2008ʧが 2 つ認められる。器種は明

確にしಘないが、器壁がଞの椀よりも厚いことから鉢のՄ能ੑも考えた。134 は内外面ڞに黒色漆を施

す。126・131・134 の漆器は SR1（6F8 グリッド）の 2 層中から 3 個体が重なって出土したものである。

126 を上とし、ͦの下の 131 と 134 は隙間無く密着した状態であった。ηット関係を表しているՄ能ੑ

がある。135 は内外面に黒色漆を施した後に、赤色漆により巴文が加えられる。巴文は最外周の円のみ

型押しで、これ以外の部分は手書きで右三つ巴が描かれる。内面では中央に 1 つ、外面では側面にほ΅

等な割り付けでۉ 4 つが施されている。また、ࣗવ科ֶ分ੳを行い、漆塗膜断面観察では外面ではগな

くとも 3 層以上の漆層を確認し、X 線回折分ੳでは赤色漆絵の顔ྉは水銀朱との結Ռをಘた。136 は内

外面ڞに黒色漆を施し、内面には赤色漆により手書きで植物文と考えられる漆絵が描かれる。137 は漆

器の椀で、内面に赤色漆、外面に黒色漆を施す。外面には赤色漆により手書きで扇文が描かれる。また、

ࣗવ科ֶによる分ੳを行い、漆塗膜断面観察では漆層は内外ともに単層で、X 線回折分ੳでは内面の赤色

顔ྉは水銀朱との結Ռをಘた。
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138 は杓子である。柄が若ׯ厚い。139 は菜箸とした。140 は折敷の底板である。側板を結束する孔

が 2 個 1 単位で 3 か所確認できる。刃物痕が残る。141 も折敷の底板である。右側がわずかに欠損する。

142 は栓である。全体を細かく面取りしている。上部に栓をした時のタタキ痕が残る。143 は楕円形の

曲物の蓋板である。把手を付ける溝が 2 本切られている。刃物痕が多数残る。144 は小型木製品の把手

であろうか。145 も把手である。丁寧に面取りして整形している。146 は四方転びの箱の側板である。

底面側面ڞに釘孔が多数残る。147 は口がややڱくなる箱の側板である。上部は欠損して͓り、炭化し

た部分も残る。148・149 は柄杓である。ほ΅同ੇ法で同一の材を使用しているが、組接ぎの方法がҟ

なることから同一個体ではない。148 はほ΅中央に柄を固定する孔が開く。左右の側面は二枚組接ぎで、

木釘で留めている。149 は左右の継手は಑ੇで、木釘で留めている。

150 は小型の円板である。やや楕円形になり、木釘が 1 か所残る。151 も小型円板である。周ғは面

取りされている。樹種はコウヤマキであると൑明した。材がൖ入されたのか製品がൖ入されたのか不明

ͩが、西日本で主にੜҭする樹種で、෱ౡݝ西ձ௡ொあたりが北ݶʦ石ଜ 1997ʧとされる地Ҭੑの高い

ものである。152 も小型円板である。表面に刃物痕が残る。153 は有孔円板である。中央に直径 3mm

ほどの孔が開く。小型容器の蓋であろうか。154 は蓋である。中央にツマミを取り付ける方形の孔が開

く。孔の下部に釘孔が 2 か所確認できる。裏面に刃物痕と円形の圧痕がつく。155 は蓋で 3 枚の長方形

の板に半円形の材が上中下 3 か所につく。半円形の材は長方形の板に紐状のもので結う構଄である。156

は蓋板である。把手を付ける溝を切っている。裏面には刃物痕と刺突痕がある。157 は曲物底板である。

158 も曲物底板で、樺皮で綴じる孔が 4 か所残る。159 は曲物の枠木と考えた。160 は箱の蓋と考えた。

中央に長方形の孔が開く。釘孔が多数あり木釘も残る。

161 は横櫛である。解き櫛で歯は 3cm 当たり 8 本である。全体に黒漆が塗られ、棟に銀 ? の蒔絵のよ

うな装飾が見られる。素材の分ੳは行っていない。162 も黒漆塗りの横櫛である。梳き櫛で歯は 3cm 当

たり 26 本である。形態から中世後期のՄ能ੑがある。樹種はいずれもイスノキであった。本遺跡で出土

した 6 点（内 3 点は 2011 年出土未報告）について樹種同定を行ったが、す΂てイスノキであった。イスノ

キはࠓ日では主に西日本にੜҭすることから、製品のൖ入あるいはݪ木のൖ入によるものと見られる。

163 ～ 175 は下駄である。165 ～ 171 は連歯下駄である。163 は表裏に 1 か所ロクロ針痕のような

丸い痕跡があるが、下駄にロクロ使用は考えられずৄ細は不明である。芯持ち板目材を使用している。

164 は台表に右足の痕跡が明ྎに残る。165 は中央で半割している。後ろ緒孔は方形である。左の側面

に切り欠きが入るが用్は不明である。166 は連歯下駄であるが、歯はほとΜど摩耗している。緒孔が

中央دりに開けられる。167 は連歯下駄であるが歯はほとΜど摩耗している。後ろ歯は斜めに作り出さ

れている。168 は楕円形の歯が作り出されている。ա半は腐植がਐΜでいる。169 も楕円形の歯が作り

出されている。168・169 は大きさや形態が似ることから 1 組のՄ能ੑがある。170 は無歯下駄である。

171 ～ 174 はࠩ歯下駄の露卯下駄である。171 は前歯の枘は 2、後歯の枘が 1 のものである。台板側

面の中央が低くなる作りである。172 も露卯下駄で枘穴は前歯・後歯ڞに 1 個のタイϓである。台表に

は「ถ」字状の刻書がある。173 も露卯下駄で枘穴は前歯・後歯ڞに 1 個のタイϓである。174 は露卯

下駄枘穴 1 つ用の歯である。

175 は陰卯下駄である。陰卯下駄はこの 1 点のみである。大きさから子供用であろう。台板の側面形

は長方形で表に足跡痕が残る。丁寧な作りである。歯は「ٜࠩ」というࠩし込み部を斜めに削り、接ଓڧ

固にしたものである。この下駄で技法が使われている中では古いྫとなろう。അ৔԰敷遺跡出土の陰卯下

6　木　製　品
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駄には無い。176 は陰卯下駄の歯である。台板の溝との装着部分は厚みをݮじている。177 も下駄の歯

の一部である。中央部が欠損しているため露卯下駄か陰卯下駄かは不明である。側面は細かく面取りして

͓り、上部がややுり出す。

178 は草履芯である。ほ΅完形である。右側の孔がやや大きい。

179 ～ 181 は枘付木製品である。いずれも角柱の材の四隅を面取りし、枘部分はほ΅円形に成形して

いる。同じ用్の部材であろうと推測されるが、長さ・幅がগしずつҟなる。枘部分に鋸痕が明ྎに残る。

180 は元の角柱がやや不整形であったのか、面取りや細かな表面のケズリで成形している。一部炭化し

ている。枘部分も細かなケズリで円形に成形されている。

182 は有頭棒である。頭部の上端は炭化している。このような形態の木製品はഅ৔԰敷遺跡では石棒

状木製品とされ一ൠに祭祀具に分類される。ほかに頭頂部が丸いこともありᎬりこぎ棒のՄ能ੑもある。

183 は脚である。両端に木釘穴が 4 か所ある。同様の部材 4 枚で箱状の脚となる。下面はケズられ透

かしのようになる。184 も脚である。断面形は逆三角形である。下部に大きく透かしが入る。左の端部

が炭化している。185 は部材としたがৄ細は不明である。186 は不明木製品である。木の༿状に成形さ

れた板に 4 か所穴が開く。上下はノミ状のもので、左右は錐状のもので開けている。187 は不明木製品

である。先端が細く加工されている。188 も不明木製品である。右側面に鋸歯状の加工がされている。

189 も不明木製品である。187 と同様に右側面に鋸歯状の加工がされるが不ۉ等である。190 は 189 と

一緒に出土したが同一製品の部材かは不明である。191 は部材で上下両端に枘が切られる。この板の上

に幅 6 ～ 7mm 高さ 7 ～ 8mm の細い角材が乗り木釘で留められている。

192 は刀子の柄である。刀子（64r40）が装着した状態で出土した 193 も刀子の柄である。内側に刀子

の柄の一部が残る。目釘も残る。194 は錐の柄である。断面形はほ΅円形に成形され、下部がやや細くなる。

上部に刃部をࠩし込む円形の穴が開けられている。

195 は茅針の先端部である。縄を入れる穴から下が欠損している。196 も茅針で完形品である。長さ

103.4cm・幅 2.8cm・厚さ 1.6cm で現ࡏも残るຽଏࢿྉの茅針とほ΅同規模である。縄を入れる穴は長

さ 1.8cm 幅 1.0cm である。197 は箆である。平坦面は丁寧にケズリを施され、刃部は両面から削り出

されている。198 は木錘である。上部に紐掛けの切り欠きが施される。199 は田下駄である。下部の凹

みは前緒穴が欠損したものであろうか。

6）2009 年度 SR1r3 層検出遺構出土木製品
　  （図版 79 ～ 82r200 ～ 254、図版 172・175・176・189・190）

SK177（200・201）　200 は俎である。上下左側面が面取りされる。板の厚みがۉ一ではなく、中央が

む。201ۼ は、黒漆塗りの横櫛である。両端は欠損し、歯の本数は 3cm 当たり 35 本で梳櫛である。切

通し線は背の上線にฒ行して曲線を描く。

SK179（202 ～ 205）　202 は漆器の椀である。内外面ڞに黒色漆を施すが、外面の高台内側では塗膜

がണ離して残存しない。203 は皿で、漆の塗膜は残存しない。しかし、器面に下地と考えられる黒色の

ཻ子がわずかながらも確認できることから漆器と考えた。202 と 203 はฒΜͩ状態で出土していること

から同時にഇغされたと考えられるが、203の塗膜はഇغ以前からこのような状態であったと推測される。

204 は第二号木簡の種子札である。スギの板目材を使用し下部をケズリとがらせている。木簡のऍ文等

については別項（第ᶝষ 2B4）を設けた。205 は漆器の椀で、内外面ڞに黒色漆を施す。
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SK201（206 ～ 209）　206 は皿で、内面に黒色漆、外面に赤色漆を施す。207 は草履芯である。側面

に長方形の切り欠きが施される。208 は曲物の底板である。側面に木釘が残る。209 は楔と考えられる。

SK206（210 ～ 212）　210・211 は同一の製品の部材と考えられる。210 は上下部に枘が切られ上の

枘には釘孔が残る。211 は中央に૬欠継という継ぎ手で継がれるが釘孔は無い。障子の桟というҙ見も

あるが、ৄ細は不明である。212 は円形板である。小孔が多数開くが、植物根の痕のՄ能ੑもある。

SK207（213）　213 は部材で下部に目ҧ継となる枘が切られている。ۼみのほ΅中央に木釘孔が 1 か

所確認できる。

SK211（214・215）　214 は茅針の先端部である。縄を入れる穴から先端のみ残存している。先端部は

ほ΅円形に成形されている。215 は有孔円板である。長さ 3.0cm と小型である。蓋であろうか。

SK260（216 ～ 222）　216 は刀形である。刃部の長さ 12.5cm、柄の長さ 6.8cm である。片面は丁寧

にケズリを施している。217 は鳥形で表裏面を丁寧にケズリ調整している。尾は௓ね上がり、付け根に

貫通した 2mm の三角形の小孔が開く。目も丸く表現されている。218 も鳥形とした。全体にந象化さ

れ尾がۃ端に長い。体部に四角形の孔が開く。219 は連歯下駄である。台表に多数の刃物痕と横にฒΜ

ͩ 3 個の小孔がある。裏面は丁寧に細かなケズリ調整を施す。220 はࠩ歯下駄の露卯下駄である。足指

痕から右足用である。歯は銀ҍ歯で枘が 2 本付く。歯の高さは枘部分をআいても 11cm と高い。歯の接

地面に砂利が付着する。221 は鎌の柄である。刃部のج部が残り、錆びて瘤状になっている。目釘孔は 2

か所である。柄の下部には滑り止めになる指掛け部が 4 か所作り出されている。222 は把手が 2 本付く

蓋である。縁が面取りされる。表裏面ڞに刃物痕が多数あり俎としても使用か。裏面は炭化して͓り鍋・

釜等の蓋であろう。

SK399（223）　折敷と見られる板の内側に漆あるいはタール状の黒色の繊維をؚむものが盛り上って

付着している。成分分ੳは行っていない。

SK476（224 ～ 226）　224 は漆器の椀で、内面に赤色漆、外面に黒色漆を施す。外面には赤色漆によ

り手書きで植物文と考えられる漆絵が描かれる。また、ࣗવ科ֶによる分ੳを行い、漆塗膜断面観察では

漆層は内外ともに単層で、X 線回折分ੳでは外面の赤色顔ྉは水銀朱との結Ռをಘた。225 は枘付木製

品である。体部に貫通する幅 5mm の木釘が 1 か所ある。枘付木製品は複数出土しているが、木釘が残

るのはこの 1 点のみである。226 は不明木製品である。先端はബく尖る。

SK492（227）　鑿の柄である。先端に 8mm の刃部を入れる三角形の孔が開く。

SK502（228）　スギの籤である。短いものと長いものは折り長さをଗえて 10 枚重ね、外側のもので全

体をרいている。21 の編組に使用されたものの残りであろう。幅・厚みがڞ通する。スギ材の編組は現

。も類ྫがあるࡏ

SK589（229）　折敷の側板の一部で綴じ紐が残る。綴じ紐は幅 1mm で柾目の材から作ったもので樺

皮ではない。

SK666（230 ～ 242）　230 ～ 237 は箸状木製品である。置いたように 8 本はଗって出土した。いずれ

もスギ材で長さ 17.2 ～ 19.2cm で両端を細く加工している。本遺跡では 6,000 本以上の箸が出土してい

るが、ほとΜどが両端を細く加工したものである。238 ～ 242 は木釘であろうか。36 本వまって出土し

た内 5 本を図化した。幅 2 ～ 5mm の角材を 6cm ఔ度に切りͦろえている。木釘であればこれをߋに切

断して使用するものと考えられる。

P275（243）　漆器の片口鉢である。塗膜の遺存状態は不良であるが、本དྷは全面に黒色漆が施されて

6　木　製　品



第Ⅴষ　遺　　　物

83

いたと考えられる。

P551（244）　柱根である。芯去削り出し材を用い、先端は平坦である。別の用్に用いられた材の転

用とも考えられる。

P669（245）　柱根である。芯持丸木材を用い、先端に向かって細く加工されている。また、側面にも

加工痕が残る。

S9131（246）　茅針の先端部である。縄を入れる孔から下を欠損している。先端部はほ΅円形に加工

している。

S9248（247）　杭である。角棒状の先端を細く加工している。

S9277r2（248）　杭である。芯持ち丸木材の先端を 3 面加工し細くしている。樹皮が残る。

S9277r5（249）　楕円形曲物の底板である。表裏面に刃物痕が多数残る。綴じ孔が 2 個 1 単位で 6 か

所残る。うち 1 か所には樺皮で綴じた痕跡が残る。

S9518（250）　250 は部材である。上部は通枘に加工している。中央にほかの部材と組み合わせる枘

穴が開けられている。

SD113（251 ～ 253）　251 は円板である。側面に釘の痕跡のようなۼみが 1 か所ある。表面に C 字状

の圧痕が多くある。柄杓の底板であろうか。252 はࠩ歯下駄の歯である。枘が 2 本付くタイϓで、歯の

右側が欠損している。ࠩし込み付近をബく削り調整している。253 は枘付木製品である。本体・枘部ڞ

に面取りを細かく行い断面形はほ΅円形である。

SD259（254）　ࣗ立することから脚のՄ能ੑがある。上部の突ىは枘が切断されたものか。

7）2009 年度 SR1r3 層出土木製品（図版 82～84r255～295、図版 172・175・191・192）

木؆（255）　第一号木簡である。スギ板が 3 枚重ねで出土した。文字の書いてある板は中央の板で表

裏に文字がある。ऍ文等ৄ細は別項（第ᶝষ 2B4）を設けた。

᛾۩（256ࡇ ～ 258）　256 は羽子板形の小型品である。長さ 9.8cm、柄の長さ 3.0cm である。257 は

刀形である。柄の中央に溝が入る。刃部の表現は粗雑である。258 は串である。

৯259）۩ࣄ ～ 265）　259・261 は菜箸とした。261 は漆器の椀である。内外面ڞに黒色漆を施し、

内面中央には赤色漆により漆絵が描かれる。262 は漆器の椀で、内外面ڞに黒色漆を施す。263・264

は杓子である。265 は漆器の椀と考えた。腐植がਐみ写真のみの掲載である。内面に黒色漆、外面に赤

色漆を施す。外面には赤色漆により手書きで植物文と考えられる漆絵が描かれる。また、ࣗવ科ֶ分ੳを

行い、漆塗膜断面観察では漆層は内外ともに単層で、X 線回折分ੳでは内面の赤色顔ྉは水銀朱との結Ռ

をಘた。

༰器（266～273）　266は折敷の底板である。表面に刃物痕が多数残る。267は刳物の長方形の箱である。

縁を 1.5cm ఔ残し、内側΁斜めに掘り込Μでいる。268 は箱の側板のՄ能ੑがある。彫り込Μで入れた

文様の一部がある。269 は箱の側板である。木釘が 2 か所ある。裏面には刃物痕が多数ある。俎や台板

などに࠶利用されたのであろう。270 は曲物の底板である。側面に釘孔が 5 か所ある。271 も容器の底

板と考えられ、側面に木釘が残る。272 は鍋蓋である。把手を付けるための釘孔 4 か所がある。表は全

面にコήが付着している。裏面のコήは斑である。273 は把手である。中央に長方形の透かしが入る。

૲ཤਊ（274）　草履芯で上下辺が水平に切られるタイϓのものである。

部275）ࡐ ～ 295）　用్不明木製品であるが、ଞの部材と組み合わせて製品となるものである。275
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は枘付木製品であるが体部・枘部分の断面がかま΅こ状になるものである。276 は長方形の板材の両端

に 2 枚組接ぎの枘が切ってあり 3 か所木釘で止める箱状のものである。中央付近にฒぶ木釘は仕切り板

を止めるものと底板を止めるものか。刃物痕も多数あり、転用されているՄ能ੑがある。277 は断面形

がかま΅こ状をなす。木釘が 1 か所残っている。下部はやや細く成形されている。278 は細棒状で上か

ら 2cm のところから幅 1cm の溝が彫られる。断面形が楕円形をなす。279 は脚であろうか。木釘が 3

か所打たれる。

280 は断面かま΅こ状の棒に 2 か所ஈを作り厚さをݮじているものである。281 は角棒状の材の両側

を加工したものである。下部は厚さを 1/3 にし、上部は細かく切り欠き部を作り出している。ケズリの

厚さを半分にしたものである。282 は長方形の板材に 7 か所穴があき、中央の長楕円形の穴には幅 1.7cm、

厚さ 0.4cm ബ板がࠩし込まれる。283 は板材の両端に U 字状の切り欠きが入れられる。断面は下が平ら

で上を斜めに切り三角形となる。織機の一部で横糸を入れる板杼に形態は似る。284 も 283 と似た形態

であるが、中央に切り欠きが入る。279・283・284 は一緒に出土している。285 は細い角材の両端を三

枚枘ࠩという継手で組み、木釘で留めて長方形の枠を複数作るものである。両端が破損しているので全体

の大きさが不明であるが、障子の桟等のՄ能ੑもある。286 は細い板材の両端に૬欠継の継手が作られ

木釘で留められる。裏にも 2 か所૬欠の仕口が作られ、1 か所に木釘孔が残る。断面は中央がやや厚くٷ

なりに曲がる。287 はബい板材に方形の孔が開けられている。下端は一部方形に切り取られている。288

はബい板材の右側面に V 字状の切り欠きが多数入れられている。間隔は一定ではなく、大きさもҟなる。

刃物痕が 6 か所認められる。289 ～ 293 は針状木製品である。木釘あるいは༶枝のՄ能ੑもある。294

は有頭木製品としたが木錘のՄ能ੑもある。頭部に孔は無い。295 も有頭木製品である。左右に切り欠

きが入り、頭部は丁寧に面取りされる。

8）2009 年度 SR2r1 層検出遺構出土木製品（図版 84r296、図版 175）

296 は漆器の椀である。内外面ڞに黒色漆を施し、内面中央には赤色漆により手書きで「一」状の漆

絵が描かれる。観察時の所見では、ଞの出土漆器とൺֱして塗面が平滑なҹ象をडけた。

9）試掘・確認調査出土木製品（図版 84r297・298、図版 192）

297 は祭祀具の鋤形と考えられる。鋤਎を形取り下端は刃部が作りͩされる。折敷を転用したもので

側板を留める孔が 2 か所残る。水田ߞ作土から出土して͓り、祭祀を行ったものと考えられる。

298 は柱根である。芯去削り出し材を用いる。両端が折損し、一部には炭化ൣғも認められることから、

別の用్に用いられた材の転用とも考えられる。

10）烏帽子 ?・編組製品（図版 176r299 ～ 306、図版 176）

烏帽子 ? のՄ能ੑがある布圧痕が残る黒色漆膜（299 ～ 304）と編組製品の一部（305・306）は写真の

み掲載した。烏帽子のՄ能ੑのあるものについては、破片が複数あるが全体の形は不明である。第Ⅵষ 7

の分ੳ結Ռをࢀরئいたい。305 の編組は 2 本飛ばし 2 本潜りの網代組みで斜方向に組むҁਿ文となっ

ている。306 はॎ方向の籤が密に良く残り、2 重になっている。横方向には樺皮のような黒色のもので編

Μでいるところが確認できる。素材の分ੳは行っていない。

6　木　製　品
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7　2010 年度出土遺物（図版 85、図版 193）

A　近　世　磁　器（1）

1 はⅥ層出土の肥前系磁器の染付湯飲み椀である。草花文が描かれる。18 世紀代と考えられる。

B　銭　　　貨（2・3）

2 は江戸時代の「寛永通寳」で文字のಛ௃から 1 期（1636 ～ 1659 年鋳଄）の古寛永である。3 は北宋銭の「元

祐通寳」で 1086 年の初鋳である。

C　木 製 品（4 ～ 14）

4 は鎌の柄である。刃部のج部がわずかに残る。目釘孔が 2 か所あるが木釘は欠損している。ߋに下位

に鉄釘が打たれるが、刃部のج部を貫通して͓らず用్は不明である。樹種はスギである。5 は蓋を転用

したもので、右側縁の上部に鋸歯状のキβミをいれている。6 は折敷の底板を転用したもので両側縁に 1

か所抉りを入れている。7 は部材で 2009 年度出土遺物（84r284）に類似品がある。8 は部材である。用

్は不明である。9 は 5 枚目水田の畔道と見られる畦畔の盛土の上面から出土した立体形の人形である。

横向きの状態で出土した。折烏帽子が細かく表現されている。顔は線刻されるが板の幅がڱいためऑい。

10 は部材で畦畔の盛土中からの出土である。中央が高く木釘が 1 本ある。左右を丁寧に削り出してい

る。図版 53r46 の脚としたものに似る。11 は SA716 の 2 本目の杭である。畦畔上に敷かれた樹皮を留

めるものである。樹種はヤナギ属である。12 は SA717 の 1 本目の杭である。樹皮が残る丸木の先端を

加工しとがらせている。13 は黒漆塗りの杓子である。樹種はモクレン属である。ଜ上ࢢ大ؗ跡ʦ青木ほか

2009ʧで 15 世紀代の類ྫがあり、樹種は同じくモクレン属であった。14 は暗渠掘削中に出土したもの

で層位は不明であるが、水田ߞ作土中からの出土であろう。呑口式刀子の鞘の未成品である。2009 年度

出土遺物に刀子の柄の未成品（72r95）があったことから԰敷内でੜ産されていたと考えられたが、当વ

ではあるが鞘もੜ産していたことが൑明した。

8　2011 年度出土遺物（図版 86 ～ 90、図版 172・194 ～ 198）

2011 年は԰敷地の౦端 300m2（100m2 × 3 層）を調査したことから、木製品を中心に出土遺物は多い。

A　土 器 ・ 陶 磁 器

1）SR1r1・2 層検出遺構出土土器・陶磁器（図版 86r1、図版 194）

SR165（1）　1 は青磁杯である。外面に細めの鎬࿇弁文が施され、見込みに双魚の貼り付け文を施す。

高台周辺は一部が露胎する。体部の破損面では漆継ぎ痕が認められる。また内外両面の体部にはススが付

着している。分類は杯Ⅲ r4b 類で、時期は F 期（13 世紀中ころ～ 14 世紀初頭）である。

2）SR1r3 層検出遺構出土土器・陶磁器（図版 86r2・3、図版 195）

SK853（2）　2 は珠洲焼の片口鉢である。ロクロナデのྏが顕著で、口縁端部はほ΅平坦で摩耗してい
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る。時期はⅣ期である。

SD857（3）　3 は珠洲焼の片口鉢である。口縁端部はややΏがみがあるが、平坦でわずかにۼΜでいる。

時期はⅣ期である。

3）SR1r3 層出土土器・陶磁器（図版 86r4 ～ 7、図版 195）

4 は土師質土器の小皿で、ロクロで成形される。底面の外周部分がڧくナデফされている。内側の底面

は手持ちによるナデが顕著である。時期は 14 世紀前半である。5 は珠洲焼の片口鉢である。卸目は摩耗

して͓り細めの櫛目で、密に施される。底部切り離しは静止糸切りである。外側の底面は摩滅して磨面が

形成されることから、研磨具として転用されたՄ能ੑがある。時期はⅣ期である。6 は珠洲焼の片口鉢で

ある。口縁部は方頭で外܏する。口縁端部をつまむように指頭の痕跡がみられることから、஫口部付近

である。時期はⅣ期でも中ころのものである。7 は珠洲焼の甕である。内面は無文のあて具痕、外面は平

行のタタキが残る。タタキ目の 1 単位が 6mm と著しく大きく、珠洲ࢢ大ി 2 号窯出土甕 No.64ʦ平田

2006ʧと類似する。時期はⅣ期でも初めのころのものである。

4）SR1r1 ～ 3 層出土土器・陶磁器（図版 86r8・9、図版 195）

8 は珠洲焼の壺である。体部から頸部片である。口頸部の接合痕が残る。9 は珠洲焼の片口鉢である。

ロクロナデのྏが顕著で、口縁端部は平坦で摩耗している。時期はⅣ期である。

B　石 製 品

1）SR1r1・2 層検出遺構出土石製品（図版 86r10、図版 195）

SR165（10）　砥石である。4 面が砥面として使用されて͓り、中でも左側面は摩耗がऑく、線状痕が

ॎ横に残る。石材は凝灰岩である。

2）SR1r2 層出土石製品（図版 86r11・12、図版 195）

11 は磨石として使用された軽石である。表面と裏面の中心部分が、平滑に摩耗している。12 は砥石で

ある。5 面が砥面として使用されて͓り、砥石に対して斜位の線状痕が見られる。石材は凝灰岩で、仕上

げ砥のՄ能ੑがある。

3）SR1r1 ～ 3 層出土石製品（図版 86r13、図版 195）

13 は 5 面が砥面として使用されて͓り、節理により破損した上部側面では、細めの線状痕が砥石に対

して斜位に見られる。石材は凝灰岩である。

4）SR2r1 層出土石製品（図版 86r14、図版 195）

14 は 4 面が砥面として使用されて͓り、左側面では、幅 2mm ఔの線状痕が砥石に対してॎ位に見ら

れる。両側面に対し、表裏面ではやや摩耗がऑい。石材は凝灰岩である。

8　2011 年度出土遺物
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C　金　属　製　品

1）SR1r3 層出土金属製品（図版 87r15 ～ 17、図版 195）

15 は銅製の装飾金具である。軸棒は欠ࣦして͓り、円形の飾り板のみ出土している。中央部に横

4mm、ॎ 3.2mm の方形の孔が見られる。上方は格子状に、下方が斜格子状の透かし彫りで成形してい

る。5mm ఔ度の円形のු彫りを四方に持ち、さらにͦの中に 1mm ఔ度の円形が 4 ないし 5 個みられる。

16・17 は鎹である。16 は下の௺先が折損して͓り、௺はやや外൓している。17 は完形で、わずかに両

方の௺が下方に۶曲している。

2）SR1r1 ～ 3 層出土金属製品（図版 87r18、図版 195）

18 は鎹である。下の௺先が折損して͓り、௺に厚みがある。

D　木 製 品

1）SR1r1 層検出遺構出土木製品（図版 87r1・2、図版 196）

S#336rP8（1）　2009 年度の調査で検出した SB336 の北౦隅の柱根である。底部は伐採時のままで

両面から斜めに伐採されている。

P804（2）　底部は平らで、周ғは底部付近のみ加工を行っている。根元に近く厚さを調整したのであ

ろう。

2）SR1r1・2 層遺構出土木製品（図版 87r3・4、図版 196）

SD112（3）　԰敷地の౦側の区ը溝からの出土である。折敷の転用品と見られ、周ғに 8 個の釘孔が

ある。

SR165（4）　部材である。板材の両端と中央に孔が開く。

3）SR1r2 層検出遺構出土木製品（図版 87r5・6、図版 196）

S"825r7・8（5・6）　5・6 は祭祀用の串である。杭とはҟなりബい板の 1 端を加工し、とがらせたも

のである。

4）SR1r2 層出土木製品（図版 87r7、図版 196）

7 は長方形の板の上部をかま΅こ状に成形し、裏表に 2 個の円を錐状のもので刻Μで、中央に刺突を加

えている。ৄ細は不明であるが、作りが丁寧であることから祭祀具と考えた。ࣉ前遺跡ʦ高ڮほか 2008ʧ

に類似品（図版 129r933）がある。

5）SR1r3 層出土木製品（図版 87 ～ 89r8 ～ 36、図版 194・196・197）

8 は第三号木簡・呪符である。文字面を下にして出土した。๽の残りは不良である。符籙という呪い

の記号が複数書かれる。最後の五ᢵ੕は๽が良く残り൑別しやすい。ৄ細については第ᶝষ 2B 4）に別

を設けた。9ߘ は長さ 6.1cm と小さく、舟と見るには舟先が浅く໰題もあるが丁寧な作りで、ここでは

舟形とした。10 は刃部が作られるが、右端が半円に切られ柄の部分が無い。転用のՄ能ੑもあるが、こ
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こでは刀形とした。11 も刀形としたが、刀子を模したというより切り出しナイϑのような形態である。

12・13 は串である。12 は上部が細く下部が幅広で、厚さも 5mm とബい板で作られる。先端の加工は

鋭利である。14 は漆器皿である。底部は欠損している。15 は漆器椀である。内外に赤漆絵が描かれる。

間隔をۉ等にۭけた道具で一ؾに書き上げている。16 は柄杓の下部である。側板の周ғを別の材でרい

て木釘と紐状の材で結束している。通ৗ曲物の結束は樺皮が多いが、これは側板と同じ材を細くしたもの

を使用している。底板は平らでなく複数のஈが付き、粗雑な作りである。17 は曲物に黒漆を内外面に塗っ

た容器である。底部は欠損している。結束は樺皮を使用している。18 は曲物の側板である。結束は樺皮

である。ケビキ、釘孔が見える。19 は連歯下駄である。使用痕が残り、下部に浅い刃物痕が多数ある。

20 は無歯下駄である。長さ 15.4cm と小さく、子供用か。21 は露卯下駄の歯である。枘は 1 つで台板

との接合部近くは丁寧に面取りしている。接地面に砂利が 1 ཻめり込Μである。22 は草履である。芯の

板と周ғを覆うワラが残存している。出土時黄色いワラが全面に残っていたが、ؾづかず多くを取りআい

てしまった。ウレタンで周ғの土とともに取上げ、クリーχングを行った。図化したワラが良く残ってい

る面は出土時に裏になっていた面である。ワラは数分のうちにࢎ化し஡色く変色した。23 も草履の芯で

ある。ワラがわずかに残る。24 は杭としたが、串のՄ能ੑも残る。25 は枘付の木製品である。部材と考

えられるが、本遺跡では 2009 年度にも多数出土している。26 は鎌や錐等の柄の未成品か。先端に浅い

十字の切り込みが入る。27 は刀子の柄であろうか。木釘が 2 個残り表面は丁寧に削られ、裏面は平らで

ある。28 は棒状木製品である。先端がわずかに細く加工している。29 も柄か。断面はかま΅こ状で、孔

が 3 か所開く。30 は把手の未成品であろうか。底面はわずかに࿷曲し不҆定である。31 は不明木製品

である。上下が一回り太く加工され孔があく。ුきであろうか。32 は不明木製品である。先端は斜めに

切られ、2 本の細い溝が切られる。33 は不明木製品である。中央に刻みが入れられる。厚みが右側に行

くほどബく、楔か。34 は鎌の柄である。刃部がわずかに残る。目釘孔は 1 か所である。鎌は全部で 5 点

出土しているが長さ 32.4cm と最も大きい柄である。35 は上部が欠損している。木錘としたが欠損部に

長い棒状のものが付いた৔合には木鏃のՄ能ੑもある。36 は木錘である。幅 1.3cm と細いことからൺֱ

త細い糸や紐を結Μで使用したものであろう。

6）SR1r1 ～ 3 層出土木製品（図版 89r37・38、図版 194・197）

開渠から出土したものである。37 は漆器の皿で低いྠ高台が付く。ロクロ目が顕著である。38 は鎌の

柄で、下部に 5 か所の切り欠きを入れ滑り止めとしている。刃を入れる溝を切った後に中央で྾けてしまっ

たのであろう。目釘孔が無いことから未成品と考えられる。刀子の柄鞘のほかに鎌の柄も製作していたこ

とが൑明した。

7）SR2r1 層出土木製品（図版 89r39、図版 172・197）

39 は第四号木簡の茅札である。SR1r3 層のԚれた土を取りআいたところ、SR2r1 層の上面に食い込

むように文字面を上にした状態で出土した。上下が斜めに切断されている。両側面の上下に切り込みが入

れられている。第一号木簡とはҟなり孔は無い。ऍ文等については第ᶝষ 2B 4）にৄड़した。

8）Ⅹ層出土木製品（図版 90r40 ～ 44、図版 198）

40 ～ 44 はⅩ層で検出したࣗવ流࿏ SD870 に打たれていた杭である。SA871 は؛辺に、SA872 は

8　2011 年度出土遺物
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。から内側に入ったところで検出した؛

S"871r3（40）　SA871 の中ではൺֱత細い杭で長さ 53.3cm、幅 3.8cm である。丸木取りで伐採面

のままかとࢥえるほど先端を簡単に加工したものである。

S"871r9（41）　41 は SA871 のయ型తな杭である。長さ 100.8cm、幅 8.0cm で、先端は細かく加工

し尖らせている。土圧でわずかに࿷曲している。

S"871r15（42）　42 は横方向にくびれを作り、ߋに先端を細かく加工し細くしている。土圧でかなり

࿷曲して͓り、横方向のͻびが多数入る。

S"872r2（43）　43 は長さ 30.5cm 幅 4.6cm で、先端は不規ଇな 6 回の細かい加工を行っている。

S"872r6（44）　44 は長さ 35.0cm 幅 3.8cm で先端を細く加工している。

9）Ⅻ層検出遺構出土木製品（図版 90r45 ～ 47、図版 198）

P916（45）　長さ 90.8cm、幅 18.3cm の柱根である。樹皮が残り下部は伐採のままか平坦である。

P917（46）　長さ 96.0cm、幅 15.9cm の柱根である。これも樹皮が残り、下部は伐採のままの未加工

である。

10）Ⅻ層出土木製品（図版 90r47、図版 198）

47 は不明木製品である。中央に丸孔 2 個と方形の孔が 1 個開けられている。折敷の転用品か。側面に

釘孔が 2 か所開けられている。

11）ⅩⅤ層出土木製品（図版 90r48・49、図版 194・198）

48 は陽物である。丸木材のࣗવな形を使い、先端を削って成形している。49 は漆器の椀である。低い

ྠ高台が付く。
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第Ⅵষ　ࣗ વ 科 ֶ 分 ੳ

ύリノ・サーϰΣイג式ձࣾ

1　は　じ　め　に

新ׁݝ新ׁࢢ南区小ࡔに所ࡏする小ډࡔ付遺跡は、৴濃઒のࢧ流である中ノ口઒右؛のԭੵ地に立地す

る。本遺跡のൃ掘調査によって、鎌૔時代຤～ࣨொ時代ࠒの水田跡（畦畔、水口）のほか、同時期の԰敷

地に区ը溝あるいはഉ水࿏と૝定される溝跡や植࠿とみられる樹根列などの遺構を検出している。また、

԰敷地では陶磁器や金属製品、多量の木製品が出土したほか、ͦの埋຅ஈ֊には柱穴や土޵などの遺構が

構築されたことが明らかとなっているʦ（ࡒ）新ׁݝ埋ଂ文化ࡒ調査事ஂۀ 2009ʧ。

本報告では、Ҵ作のՄ能ੑや遺構覆土中に͓けるඍ細植物片の産状、出土木製品の樹種、漆器の製作ٴ

び顔ྉの検౼、水田などの์ࣹੑ炭素による年代測定を目తとして、ࣗવ科ֶ分ੳ調査を࣮施する。

試ྉ採取位置ٴび土層柱状図を第 18 図に示す。

2　SR1 埋土ඍ細物分ੳ（第 18・19 図・第 4 表）

A　試　　　ྉ

試ྉは、北区 1 南壁（7F19 グリッド）のࣗવ流࿏（SR1）埋ੵ物中に認めた黒色のଯੵ物（1・3 層）か

ら採取した土৕ 2 点である。以下に、SR1 埋ੵ物の観察所見を記す。

SR1 は、灰色粘土をج底として上位に埋ੵ物がଯੵする。SR1 埋ੵ物最下位は植物遺体が折り重なっ

てଯੵした植物遺体層からなり、ͦの上位にはඍ細な炭化物や炭化した᜖などが混じる黒色砂質土（3 層）

がଯੵする。黒色砂質土（3 層）は、色調から黒灰色の下部と黒色の上部に分けられるほか、レンズ状に

植物遺体層が挟ࡏする。黒色砂質土上位には、下位より灰色粘土、植物遺体層、灰色ۃ細ཻ砂混じりシル

トがͦれͧれ不整合にଯੵする。灰色ۃ細ཻ砂混じりシルト上位には、黒色砂質土（3 層）と類するଯੵ

物が認められ、さらに上位には、不整合でմ状の灰色粘土がଯੵする。黒色砂質土と灰色粘土は、層厚が

ബく、また、側方方向΁の連ଓੑは不明ྎである。灰色粘土上位には、ِ礫が多量混じる暗灰色粘土～シ

ルトが厚くଯੵする。暗灰色粘土～シルトに混じるِ礫は、とくに下部に偏ࡏし、上部のͦれよりも粗

ཻである。暗灰色粘土～シルト上位には、下位の黒色砂質土と同様のଯੵ物（1 層）が不整合にଯੵする。

黒色砂質土（1 層）上位には、୶暗灰色シルト～粘土がଯੵする。同ଯੵ物下部は、亜角礫状のِ礫（最

大径໿ 4cm）が混じるが、上部はِ礫の混入はগない。また、最上部はやや暗色化する。୶暗灰色シルト

～粘土上位には、植物遺体混じりの׊色シルト、灰色粘土～シルトがଯੵし、ͦの上位には灰色砂質土が

ଯੵする。

分ੳ試ྉは、上記したଯੵ物のうち、SR1 下部に確認した黒色砂質土（3 層）と、同上部に確認した黒

色砂質土（1 層）である。黒色砂質土（3 層）は、上記したように色調から上・下部に分けられたことから、

3 層（黒色）と同（黒灰色）に分割し、ͦれͧれ分ੳに供した。これらの試ྉを対象にඍ細物分ੳを行う。

な͓、黒色砂質土（1・3 層）は、೑͓؟よび࣮体ڸ観察によりඍ細な繊維状の物質が観察されている。こ
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れらの物質は、ඍ細かつ੬ऑであり水ચબ別による回ऩはࠔ೉と൑断したことから、これらをಛ௃తに観

察した 3 層（黒灰色）について、顕ඍڸ下による記࿥・観察を࣮施する。

B　分　ੳ　方　法

試ྉ（3 層黒灰色）を双࣮؟体顕ඍڸ下で観察し、確認したඍ細な繊維状物質を写真記࿥後、ϐンηッ

トを用いてඍ量採取し、400 ഒのޫֶ顕ඍڸ下で観察する。

ඍ細物分ੳは、1 層は試ྉ 200cc、3 層は֤試ྉ 100cc（計 200cc）を水にਁし、ཻ径 0.5mm のᝲを

通して水ચする。ᝲ内の試ྉをཻ径別にシϟーレにूめて双࣮؟体顕ඍڸ下で観察し、ϐンηットを用い

て同定がՄ能な種࣮遺体をந出する。現ੜ標本ٴびʦ石઒ 1994ʧ、ʦ中山ほか 2000ʧなどとの対রから、
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種࣮遺体の種類と部位を同定し、個数を数えて表示する。試ྉ中に確認した炭化物（炭化材）は、70ˆ

48 時間ס૩後の重量（g）と最大径（mm）を表示する。分ੳ後は、種࣮遺体を分類܈ຖに容器に入れ、

70ˋఔ度のΤタノール༹ӷでӷਁし、อ管する。

C　結　　　Ռ

SR1r1・3 層の֤試ྉに確認したඍ細な炭化物のうち、3 層（黒灰色）を対象とした࣮体顕ඍڸによる

観察の結Ռ、灰化し灰白色のイωのӱや炭化物、ߋにイω属ӱࢎܔ体で構成するܔ化組織片やイω属ٴび

ヨシ属の短細๔列を確認した。

また、ඍ細物分ੳでは、被子植物 10 分類܈（草本のヘラΦモμカ・Φモμカ属・イω・ヒΤ近似種・Ϝギ類・

イω科・カヤツリグサ科・マϝ類・ϝロン類・タカサブロウ）951 個の種࣮、Ϝギ類の᜖、イω科の᜖ ? をؚむ

炭化材（最大径 16mm）、ࠛ஬を検出した（第 4 表）。

ഓ種は、イωのӱ࠿ 412 個（3 層）、炭化したイωのӱ 467 個（1・3 層）・ᡢೕ 32 個（1・3 層）、炭化

したϜギ類のᡢೕ 1 個（3 層：黒灰色）・᜖ 1 個（3 層：黒灰色）、炭化したマϝ類の種子 1 個（3 層：黒灰色）、

ϝロン類の種子 1 個（3 層：黒色）と、࠿ഓ種のՄ能ੑがある炭化したヒΤ近似種のӱ・ᡢೕ 9 個（1・3

層）を確認した。ಛに、イωのӱが多く、全体の 9 割を઎める。࠿ഓ種以外の種࣮は、ු༿ r ந水植物の

ヘラΦモμカ、Φモμカ属、࣪ੜ r 中ੜ植物のイω科、カヤツリグサ科、タカサブロウなどを確認した。

以下に、検出した種࣮の形態తಛ௃を記す。

ʻ࠿ഓ種ʼ

・イω（Oryza sativa L.）　イω科イω属

ᡢೕとӱを検出した。ӱは୶ r 灰׊色、一部のӱとᡢೕは炭化して͓り黒色。一部のӱは灰化し灰白

色である。長楕円形でやや偏平。ᡢೕは長さ 4r5.5mm、幅 2.5r3.5mm、厚さ 1.5mm ఔ度。ج部一端

にᡢが୤མした斜切形の凹部がある。表面はやや平滑で、2r3 本のོ条がॎ列する。表面にӱが付着す

る個体も見られる（1・3 層：黒色）。ᡢೕをแむӱ（Ռ）は、完形ならば長さ 6r7.5mm、幅 3r4mm、厚

さ 2mm ఔ度。ج部に斜切状円柱形のՌ࣮ং柄と 1 対のޢӱを有し、ͦ の上に外ӱ（ޢӱとݴう৔合もある）

と内ӱがある。外ӱは 5 ຺、内ӱは 3 ຺をもち、ともに舟形で、๓合してやや偏平な長楕円形のҴ໮を

構成する。Ռ皮はॊらかく、表面にはᰒཻ状突ىがॎ列する。

・ヒΤ近似種（Echinochloa cf. utilis Ohwi et Yabuno）　イω科ヒΤ属

ᡢೕとӱを検出した。炭化して͓り黒色、長さ 1.5mm、幅 1r1.2mm、厚さ 0.8mm ఔ度のڱཛ r 半

偏ٿ体で、背面は丸みがありෲ面はやや平ら。ج部ਖ਼中線上に、ᡢೕの長さの 2/3 以上を઎めるॎ長で

അఙ形のᡢの凹みがある。ᡢೕ表面は粗面またはやや平滑。ᡢೕ表面に付着するӱ（Ռ）はബく、表面は

平滑でޫ୔があり、ඍ細なॎ長の網目模様がॎ列する。

・Ϝギ類（Hordeum valgare L.-Triticum aestivum L.）　イω科ΦΦϜギ属−コϜギ属

ᡢೕを検出した。炭化して͓り黒色、長さ 4mm、幅 3.5mm、厚さ 2.5mm ఔ度の楕円体。両端の状

態はやや丸みを帯びるが不明ྎ。ෲ面はਖ਼中線上にやや太く深いॎ溝がある。背面は不明ྎで、ج部ਖ਼中

線上にある丸くۼむᡢの痕跡が確認されない。ᡢೕ表面にはඍ細なॎےがある。

・マϝ類（Leguminosae）　マϝ科

種子を検出した。炭化して͓り黒色、長さ 8.92mm、幅 5.71mm、厚さ 4.43mm のやや偏平な長楕円

体。ෲ面の子༿合わせ目上に、長さ 2.5mm、幅 0.5mm ఔ度の細長い長楕円形のᢌがある。種皮表面は

2　SR1 埋土ඍ細物分ੳ
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やや平滑ͩが、焼け๲れ、表面が่れている。

・ϝロン類（Cucumis melo L.）　ウリ科キϡウリ属

種子の破片を検出した。灰׊色、完形ならばڱ౗

皮針形で偏平。破片は౗「ハ」の字形の凹みがある

部が確認でき、長さ・幅ج 4mm、厚さ 1mm ఔ度。

種皮表面はൺֱత平滑で、ॎ長の細๔が密に഑列す

る。

ʻͦのଞの草本ʼ

・ヘラΦモμカ（Alisma canaliculatum A. Br. et Bouche）

　Φモμカ科サδΦモμカ属

Ռ࣮を検出した。୶灰׊色、長さ 1.8mm、幅

1.3mm ఔ度のやや偏平な広ཛ体。ج部は切形。背

面に深いॎ溝が 1 本૸る。Ռ皮は海綿状で中に入

る 1 個の種子が透けて見える。種子は஡׊色、長

さ 1.5mm、幅 1mm ఔ度の౗ U 字状に曲がった円

柱状で偏平。種皮はബく膜状で、表面にはॎ長のඍ

細な網目模様が഑列する。

SR1（7F19 グリッド）

備考
1 層 3 層

黒色 黒灰色
分類܈ 部位 状態 （上部） （下部）
ഓ種࠿

イω ᡢೕ 完形 炭化 9 7 2
破片 炭化 2 8 2

ᡢೕ・ӱ 完形 炭化 1 1 -
ӱ 破片 部ج 炭化 75 107 74 灰化個体ؚむ

破片 炭化 71 88 52 灰化個体ؚむ
完形 - 4 -
破片 部ج - 158 118
破片 - 68 64

イω ? ᡢೕ 完形 炭化 - 2 - 未ख़個体 ?
ヒΤ近似種 ᡢೕ 完形 炭化 2 2 2

破片 炭化 - 1 -
ᡢೕ・ӱ 完形 炭化 - - 1

ӱ 破片 炭化 - 1 -
Ϝギ類 ᡢೕ 完形 炭化 - - 1

᜖ 破片 炭化 - - 1
マϝ類 種子 完形 炭化 - 1 - 長さ 8.92mm, 幅 5.71mm, 厚さ 4.43mm

破片 炭化 - - 1 ᢌ部
ϝロン類 種子 破片 - 1 -

ͦのଞの草本
ヘラΦモμカ Ռ࣮ 完形 - 1 -
Φモμカ属 Ռ࣮ 完形 - 1 -
イω科 ᡢೕ 完形 炭化 - - 1

Ռ࣮ 完形 - 8 -
破片 - 3 4

カヤツリグサ科 Ռ࣮ 完形 炭化 - 2 1
完形 - 2 -
破片 1 - -

タカサブロウ Ռ࣮ 完形 - 1 -
炭化材 炭化 0.33g 0.24g 0.39g イω科の᜖ ? ؚむ

15mm 13mm 16mm 最大径
ࠛ஬ 5 21 5

分ੳ量 200cc 100cc 100cc
210.95g 112.32g 108.04g

ୈ 4 表　SR1 ඍࡉ物分ੳ݁Ռ

1a 1b

7b

6a 6b

7a

8a 8b

9a 9b

10b10a

2

3

4

5

11 12

13
14 15 16 17

（8,9,13-17）

2mm

（1b,5-7,10-12）

2mm

（2-4）

50μm

（1a）

5mm

１  試料状況；イネ 穎（3層；黒灰色）  2  イネ属穎珪酸体（3層；黒灰色）
 3  イネ属短細胞列（3層；黒灰色）  4  ヨシ属短細胞列（3層；黒灰色）
 5  イネ 穎（3層；黒灰色）   6  イネ 胚乳･穎（1層）
 7  イネ 胚乳（1層）    8  ヒエ近似種 胚乳（3層；黒灰色）
 9  ヒエ近似種 胚乳･穎（3層；黒灰色） 10 ムギ類 胚乳（3層；黒灰色）
11 マメ類 種子（3層；黒色）  12 メロン類 種子（3層；黒色）
13 ヘラオモダカ 果実（3層；黒色） 14 オモダカ属 果実（3層；黒色）
15 イネ科 果実（3層；黒色）  16 カヤツリグサ科 果実（3層；黒色）
17 タカサブロウ 果実（3層；黒色）

ୈ 19 ਤ　SR1 छ࣮遺ମ・灰૾
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・Φモμカ属（Sagittaria）　Φモμカ科

Ռ࣮を検出した。୶黄׊色、径 2.5mm ఔ度の偏平で歪な౗ཛ体。Ռ皮はബくཌྷ状で、表面にはඍ細な

網目がॎ列する。中に入る 1 個の種子が透けてみえる。種子は஡׊色、長さ 1.5mm、幅 1mm ఔ度の౗

U 字状に曲がった円柱状で偏平。種皮はബく膜状で、表面にはॎ長のඍ細な網目模様が഑列する。

・イω科（Gramineae）

Ռ࣮とᡢೕを検出した。Ռ࣮は୶灰׊色、ᡢೕは炭化して͓り黒色。Ռ࣮は、長さ 2.5r3.5mm、径 1.5

r2mm ఔ度のڱཛ r 半偏ٿ体で背面は丸みがありෲ面は偏平。Ռ皮表面は平滑でඍ細なॎ長の網目模様

がॎ列する。ᡢೕは、長さ 1r1.2mm、径 0.6r0.8mm ఔ度の広ཛ r 楕円体。ヒΤ近似種よりも細਎で小

型個体をイω科としている。ᡢೕの背面は丸みがありෲ面は平ら。ج部ਖ਼中線上にᡢの凹みがある。表面

はやや平滑。

・カヤツリグサ科（Cyperaceae）

Ռ࣮を検出した。灰 r 黒׊色、一部は炭化して͓り黒色。長さ 1.5r2.5mm、幅 1.5r2mm ఔ度のレン

ズ状広౗ཛ体。頂部の柱頭部分はやや৳び、ج部は切形。Ռ皮表面はやや平滑またはඍ細な網目模様がある。

・タカサブロウ（Eclipta prostrata L.）　キク科タカサブロウ属

Ռ࣮を検出した。୶灰׊色、長さ 2.8mm、径 1.3mm ఔ度のやや偏平な三角状౗ڱཛ体。両端は切形、

Ռ皮は海綿状で、両面には瘤状突ىが分布する。両縁にཌྷがあり、水にුきやすい。

D　考　　　察

ࣗવ流࿏（SR1）の黒色砂質土（1・3 層）からは、炭化した種࣮遺体を多く確認した。検出した種࣮遺

体܈は、࠿ഓ種をؚむ被子植物 10 分類951）܈ 個）から構成され、֤層位とも࠿ഓ種のイωのӱを主体

とするというಛ௃を示した。࠿ഓ種では、イωとϝロン類に未炭化の種࣮を確認したほかは、Ϝギ類（ᡢ

ೕ・᜖）やマϝ類、࠿ഓ種のՄ能ੑがあるヒΤ近似種（ӱ・ᡢೕ）はいずれも炭化した個体であった。一方、

では、ヘラΦモμカ（Ռ࣮）、Φモμカ属（Ռ࣮）、イω科（Ռ࣮）、カヤツリグサ科（Ռ܈ഓ種をআく分類࠿

࣮）、タカサブロウ（Ռ࣮）などを検出したが、ͦの多くは未炭化であった。

種࣮遺体܈の検出状گをൺֱすると、1 層ではイωのᡢೕ・ӱはいずれも炭化していたのに対し、3 層

はඇ炭化͓よび炭化したイωのӱが混ࡏする、単位容量（cc）当りの検出個数がۃめて多いというಛ௃が

指ఠできる。このほかに、3 層ではイωをআく࠿ഓ種や࠿ഓ種をআく分類܈が多く確認できるというಛ௃

も指ఠできる。

また、࠿ഓ種をআく分類܈は、ੜ態ੑを౿まえると、周辺の水࣪地にී通にੜҭしていた雑草などに༝

དྷすると推定される。また、࠿ഓ種のイωやϜギ類、マϝ類、ϝロン類、ヒΤ近似種の種࣮などの検出から、

当֘期の利用が示ࠦされる。さらに、イωのӱの多量検出やイω科の᜖をؚむ炭化物（炭化材）片を多く

確認したことや、ඍ細な炭化物の観察ではイωのӱや༿部、ヨシ属の༿部に༝དྷするܔ化組織からなる灰

化物を確認したことなどから、SR1 埋ੵ物に確認した黒色砂質土の成Ҽとして、イωを主体とする植物

体（ӱや༿部、᜖など）に༝དྷする炭化物（灰化物）の埋ੵが推定される。とくに、イωの産状を考ྀすると、

୤ࠄや໮੆り後の残ᕥ（໮֪やҴ࿴）のࢿ材（೩ྉ材）としての利用がӐわれる。

2　SR1 埋土ඍ細物分ੳ
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3　SK399・SX5・332 ඍ細物分ੳ（第 20 図・第 5 表）

A　試　　　ྉ　

試ྉは、SX332・SK399・SX5 から採取した土৕ 4 点である。SX332 は浅い掘り込みを有する平面

が方形の焼土遺構であり、試ྉは࿴灰？とみられる灰層（2 層）から採取した土৕（SX332r2 層：細礫混じ

り灰～灰白色シルト）である。SK399 は、曲物が出土した平面が方形の土޵であり、出土遺物の状گから

ุやトイレなどのੑ格を૝定している。試ྉは、上記した曲物中の埋ੵ物より採取した土৕（SK399 曲物

中・上層：粗ཻ砂～細礫混じり暗灰～灰色シルト）である。SX5 は、長軸 4.50m ×短軸 2.02m のൣғで確認

された灰分布遺構（層厚 2 ～ 4cm ఔ度）であり、出土遺物の状گから灰等のഇغ跡と推定している。試ྉは、

灰の分布ൣғの౦・西より採取された土৕ 2 点（SX5 灰層౦部、SX5 灰層西部：いずれも炭化材混じり灰～灰

白色シルト）である。

B　分　ੳ　方　法

֤試ྉよりട量した土৕（SX332r2 層：150cc、SK399 曲物中上層・SX5 灰層西部：֤ 100cc、SX5 灰層౦部：

200cc）を水にਁし、ཻ径 0.5mm のᝲを通して水ચする。ᝲ内の試ྉをཻ径別にシϟーレにूめて双؟

࣮体顕ඍڸ下で観察し、ϐンηットを用いて同定がՄ能な種࣮遺体をந出する。多量確認したイωのӱの

破片は、ج部のՌ࣮ং柄は全て、ͦ のほかは径 2mm 以上をந出する。現ੜ標本͓よびʦ石઒ 1994ʧ、ʦ中

山ほか 2000ʧ等との対রから、種࣮遺体の種類と部位を同定し、個数を数えて表示する。試ྉ中に確認し

た炭化材は、70ˆ 48 時間ס૩後の重量（g）と最大径（mm）を表示する。分ੳ後は、種࣮遺体を分類܈

ຖに容器に入れ、70ˋఔ度のΤタノール༹ӷでӷਁし、อ管する。

C　結　　　Ռ

結Ռを第 5 表に示す。種࣮は、被子植物 13 分類܈（木本のブナ、マタタビ属、草本のイω、ヒΤ近似種、イω科、

カヤツリグサ属、カヤツリグサ科、ナデシコ科、アカβ科、ヒϢ科、チドϝグサ属、タカサブロウ、キク科）5424

個を検出した。種࣮以外では、木材や炭化材、ࠛ஬、ಈ物遺存体（骨片、魚類のྡྷをؚむ）を検出した。

検出した種࣮遺体܈のうち、࠿ഓ種は、イωのӱ 5155 個、炭化したイωのӱ 231 個・ᡢೕ 9 個（SX332・

SX5 西部）と、࠿ഓ種のՄ能ੑがある炭化したヒΤ近似種のᡢೕ 3 個（SK399）が確認され、イωのӱが

全体の 99�を઎める。࠿ഓ種以外は、木本では炭化したམ༿高木のブナ（SX332）、མ༿ឌ本のマタタビ

属（SK399）を֤ 1 個確認した。草本は、明るく開けた৔所にੜҭする、いわΏる人ཬ植物に属する分類

。の形態తಛ௃等を記す܈が確認され、࣪ੜ植物のタカサブロウをؚむ。以下に、֤分類܈

ʻ木本ʼ

・ブナ（Fagus crenata Blume）　ブナ科ブナ属

֪斗の破片を検出した。炭化して͓り黒色、֪ 斗は完形ならばཛ状楕円体。破片はॎに 4 ྾した 1 片で、

長さ 1cm、幅 7.5mm、厚さ 2mm ఔ度のཛ状楕円体。外面は刺状突ىが密布するが、質がॊらかいため

突ى頂部を欠損する。内面はやや平滑でඍ細なॎےがある。

・マタタビ属（Actinidia）　マタタビ科

種子の破片を検出した。灰׊色、完形ならば長さ 1.5r2.2mm、幅 0.5r1.7mm ఔ度の両ತレンズ状楕
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円体、ج部は斜切形でやや突出する。破片は大

きさ 1.3mm ఔ度。種皮はߗく、表面には円 r

楕円形の凹点が密布し網目模様をなす。

ʻ草本ʼ

・イω（Oryza sativa L.）　イω科イω属

ᡢೕとӱを検出した。ಛ௃は前項と同様であ

る。

・ヒΤ近似種（Echinochloa cf. utilis Ohwi et Yabuno）

イω科ヒΤ属

ᡢೕとӱを検出した。炭化して͓り黒色、長

さ 1.3mm、 幅 1.2mm、 厚 さ 0.8mm ఔ 度 の

半偏ٿ体で、背面は丸みがありෲ面はやや平

ら。ج部ਖ਼中線上に、ᡢೕの長さの 2/3 以上

を઎めるॎ長でഅఙ形のᡢの凹みがある。ᡢೕ表面は粗面またはやや平滑。ᡢೕ表面に付着するӱ（Ռ）

はബく、表面は平滑でޫ୔があり、ඍ細なॎ長の網目模様がॎ列する。

・イω科（Gramineae）

Ռ࣮を検出した。୶灰׊色、長さ 3mm、径 1.7mm ఔ度の半ڱཛ体で背面は丸みがありෲ面は偏平。

Ռ皮表面は平滑でඍ細なॎ長の網目模様がॎ列する。

・カヤツリグサ属（Cyperus）　カヤツリグサ科

Ռ࣮を検出した。黒׊色、長さ 1.3mm、径 0.7mm ఔ度の三ྏ状ڱ౗ཛ体。頂部は尖り、ج部は切形。

SX332 SK399 SX5
備考7F16 グリッド 7E17 グリッド 6E8 グリッド 6E12 グリッド

分類܈ 部位 状態 2 層 曲物中上層 灰層 西部 灰層 ౦部
木本

ブナ ֪斗 破片 炭化 1 - - - 
マタタビ属 種子 破片 - 1 - - 

草本
イω ӱ 破片 部ج 1812 65 606 1511 

破片 893 39 113 116 主に径 2mm 以上
破片 部ج 炭化 51 40 5 21 
破片 炭化 57 37 - 20 主に径 2mm 以上

ᡢೕ 完形 炭化 - 1 - 1 
破片 炭化 - 7 - - 

ヒΤ近似種 ӱ・ᡢೕ 完形 炭化 - 1 - - 
ᡢೕ 完形 炭化 - 1 - - 

破片 炭化 - 1 - - 
イω科 Ռ࣮ 完形 1 - - - 

破片 - 2 - 1 
カヤツリグサ属 Ռ࣮ 完形 - 1 - - 
カヤツリグサ科 Ռ࣮ 完形 1 2 - - 
ナデシコ科 種子 完形 - 1 1 1 
アカβ科 種子 完形 - 1 - - 
ヒϢ科 種子 破片 - 3 1 1 
チドϝグサ属 Ռ࣮ 破片 - 2 - - 
タカサブロウ Ռ࣮ 完形 1 1 - - 

破片 - 2 - - 
キク科 Ռ࣮ 完形 1 - - - 

木材 1 3 2 5 ʦ個ʧ
41 10 6 9 ʦmmʧ最大径

炭化材 5.74 0.07 2.73 11.80 ʦgʧס૩重量
20.8 8.7 13.6 23.8 ʦmmʧ最大径

ࠛ஬ - 58 3 - ʦ個ʧ
ಈ物遺存体 - - - 11 ʦ個ʧ� 骨片 , 魚類のྡྷ確認
分ੳ量 150 100 100 200 ʦccʧ容量

203.40 156.03 139.39 298.19 ʦgʧ重量

ୈ 5 表　SK399・S95・332 ඍࡉ物分ੳ݁Ռ

1a 1b
4a 4b

5a

5b

2

3

6

7

8

9

10 11
12

13 14

（1）

5mm

（2,5-14）

2mm

（3,4）

2mm

 1  ブナ 殻斗（SX332・2層）  2  マタタビ属 種子（SK399曲物中・上層）
 3  イネ 穎（SX332・2層）  4  イネ 胚乳（SK399 曲物中・上層）
 5  ヒエ近似種 穎･胚乳（SK399曲物中・上層）  6  イネ科 果実（SX332・2層）
 7  カヤツリグサ属 果実（SK399 曲物中・上層）  8  カヤツリグサ科 果実（SK399 曲物中・上層）
 9  ナデシコ科 種子（SX5 灰層・西部） 10 アカザ科 種子（SK399 曲物中・上層）
11 ヒユ科 種子（SK399 曲物中・上層） 12 チドメグサ属 果実（SK399 曲物中・上層）
13 タカサブロウ 果実（SK399 曲物中・上層） 14 キク科 果実（SX332・2層）

ୈ 20 ਤ　SK399・S95・332 छ࣮遺ମ

3　SK399・SX5・332 ඍ細物分ੳ
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Ռ皮表面にはඍ小なᙦ状突ىが密布する。

・カヤツリグサ科（Cyperaceae）

Ռ࣮を検出した。黒׊色、長さ 2mm、幅 1.6mm ఔ度のやや偏平なレンズ状広౗ཛ体。頂部の柱頭部

分はやや৳び、ج部は切形。Ռ皮表面は平滑。

・ナデシコ科（Caryophyllaceae）

種子を検出した。灰׊色、径 1mm ఔ度のやや偏平なਛ状円形。ج部は凹み、ᢌがある。種皮はബく表

面には瘤状突ىがᢌから同心円状に഑列する。

・アカβ科（Chenopodiaceae）

種子を検出した。黒色、径 1.2mm ఔ度のやや偏平な円൫状。ج部は凹み、ᢌがある。種皮表面にはᢌ

を取りғむようにඍ細な網目模様が์ࣹ状に഑列し、ޫ୔がある。

・ヒϢ科（Amaranthaceae）

種子を検出した。黒色、径 1.3mm ఔ度の偏平な円൫状。縁はྏ状で、ج部は凹みᢌがある。種皮表面

にはᢌを取りғむようにඍ細な網目模様が഑列し、ޫ୔がある。

・チドϝグサ属（Hydrocotyle）　ηリ科

Ռ࣮を検出した。୶灰׊色、長さ 1mm、幅 0.8mm ఔ度のやや偏平な半月形。一端には太い柄があり、

合ੜ面は平坦。Ռ皮は厚く、やや஄力がある。表面には 1 本の明ྎな円弧状のྏがある。

・タカサブロウ（Eclipta prostrata L.）　キク科タカサブロウ属

Ռ࣮を検出した。୶灰׊色、長さ 2.3mm、径 1.6mm ఔ度のやや偏平な三角状౗ڱཛ体。両端は切形、

Ռ皮は海綿状で、両面には瘤状突ىが分布する。両縁にཌྷがあり、水にුきやすい。

・キク科（Compositae）

Ռ࣮を検出した。୶灰׊色、長さ 1.2mm、径 0.3mm ఔ度の線状長楕円体。頂部は切形でᢌがあり、白色、

長さ 3.3mm ఔ度のףໟが৳びる。Ռ皮表面にはඍ細な網目模様があり、෬ໟが密ੜする。

D　考　　　察

土޵（SK399）・焼土遺構（SX332）灰等のഇغ跡と推定される SX5 のඍ細物分ੳ結Ռでは、いずれも

未炭化のイωのӱを主体とし、炭化した個体がۇかに混じるというಛ௃を示した。SK399 では、イωの

ほか࠿ഓ種のՄ能ੑがあるヒΤ（近似種）のほか、人ཬ植物をؚむ種࣮を多く検出した。またࠛ஬遺体を

多量検出したというҟなるಛ௃も指ఠできる。な͓、焼土遺構とされる SX332 ͓よび灰分布遺構とされ

る SX5 から検出した炭化材について調査を行った結Ռでは、いずれの試ྉからもམ༿高木のブナ属とコ

ナラ節を確認した。

以上の産状から、SX332 や SX5 では、イωのӱやブナ属やコナラ節の木材などが೩ྉ材として利用し

たと考えられ、調査所見をࢧ持する結Ռとݴえる。前項で࣮施した SR1（7F19 グリッド）のଯੵ層を対象

とした調査に͓いても、炭化個体をؚむイωのӱを多量に検出したことから、SX5 ͩけではなく、流࿏

などにも灰などの残ᕓがഇغされた状گが推定される。な͓、イωのӱ以外の部位（༿部や᜖など）の利

用のՄ能ੑについては、前項では灰૾の֓査の結Ռ、イωの༿部やヨシ属の༿部に༝དྷする組織片を確認

している。このことから、ࠓ回分ੳ対象とされた遺構についても同様の分ੳを用いたৄ細な検౼が๬まれ

る。一方、ุやトイレのՄ能ੑが૝定される土޵（SK399）については、多量検出したイωのӱはඇՄ食

部位であること、Մ食部位のᡢೕはいずれも炭化していたことを考ྀすると、これらの種࣮遺体܈はฅศ
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等に伴うࢿྉと考えることはࠔ೉である。また、同遺構から出土した曲物については、後ड़する樹種同定

のࡍに行った外観観察では、側板両側辺端が斜方向に切断加工され、「ຳ」のような形状であることを確

認した。当遺構のੑ格については、「ຳ」様の木製品͓よびこのほかの出土遺物の考古ֶత所見や、土৕

の化ֶੑやدੜ஬ཛの産状などから、վめてධՁ・検౼することが๬まれる。

4　2009 年度植物ࢎܔ体分ੳ（第 18・21・22 図、第 6・7 表）

A　試　　　ྉ

試ྉは、水田跡（畦畔、水口など）を検出した南区 1 の౦壁（4G13・5G19 グリッド）から採取した土৕ 9 点と、

水田跡は未検出であるがଯੵ物の৙乱を確認した北区のϕルト（ϕルト 1：9F20 グリッド、ϕルト 3：8E20

グリッド）から採取した土৕ 10 点である（第 18 図）。これらの試ྉは、南区 1 ౦壁 4G13 グリッド試ྉ

がⅧ層（灰色シルト）、Ⅹ層上部・2 枚目水田ߞ作土（灰（׊）色シルト）、Ⅹ層下部（灰色シルト）、ⅩⅣ層（୶

青灰色シルト～粘土）から、南区 1 ౦壁 5G19 グリッド試ྉがⅧ層（灰色シルト～粘土）、Ⅸ層（灰色シルト質

、Ⅹ層下部（灰色粘土～シルト）、ⅩⅣ層（灰色シルト～粘土）から、（色シルト～粘土׊灰）細ཻ砂）、Ⅹ層上部ۃ

ͦれͧれ採取している。また、北区 1 ϕルト 1（9F20 グリッド）試ྉはⅩ層（灰色シルト）、Ⅻ層（灰色シル

ト～粘土）、ⅩⅣ層上部（灰色シルト～粘土）、ⅩⅣ層下部（灰色シルト～粘土）、ⅩⅥ層（୶青灰色シルト～粘土）から、

北区 1 ϕルト 3（8E18 グリッド）試ྉはⅩ層（灰色シルト）、Ⅻ層（灰色シルト）、ⅩⅣ層上部（୶青灰色シルト）、

ⅩⅣ層下部（୶青灰色シルト～粘土）、ⅩⅥ層（灰色粘土～シルト）から、ͦれͧれ採取した。

B　分　ੳ　方　法

֤試ྉについてաࢎ化水素水・Ԙࢎॲ理、௜定法、重ӷ分離法（ϙリタングスςンࢎナトリウϜɼൺ重 2.5）

のॱに物理・化ֶॲ理を行い、植物ࢎܔ体を分離・濃ूする。これをカバーΨラス上に滴下・ס૩させる。

૩後、ϓリϡウラックスで෧入してϓレύラートを作製する。400ס ഒのޫֶ顕ඍڸ下で全面を૸査し、

ͦの間に出現するイω科༿部（༿਎と༿鞘）の༿部短細๔に༝དྷした植物ࢎܔ体（以下、短細๔ࢎܔ体）͓よ

び༿਎機ಈ細๔に༝དྷした植物ࢎܔ体（以下、機ಈ細๔ࢎܔ体）を、ʦ近౻ 2004ʧの分類にجづいて同定・

計数する。分ੳのࡍには、分ੳ試ྉのס૩重量、ϓレύラート作成に用いた分ੳ残ᕓ量、検ڸに用いたϓ

レύラートの数や検ڸした面ੵをਖ਼確に計量し、ଯੵ物 1g あたりの植物ࢎܔ体ؚ量（同定した数をଯੵ物

1g あたりの個数にࢉ׵）をٻめる。

結Ռは、植物ࢎܔ体ؚ量の一ཡ表と植物ࢎܔ体ؚ量の層位త変化を図示する。֤分類܈のؚ量は 100

単位とし、100 個 /g 未満は「�100」と表示する。また、合計は֤分類܈のج数を合計した後に 100 単

位として表示する。

C　結　　　Ռ

結Ռを第 6・7 表、第 21 図に示す。֤試ྉからは植物ࢎܔ体を検出したが、表面に多数の小孔（༹食痕）

が認められるなどอ存状態は不良である。以下に、֤地点の産状をड़΂る。

1）南区 1 ౦壁 4G13 グリッド

4G13 グリッド試ྉの植物ࢎܔ体ؚ量は、ⅩⅣ層～Ⅹ層上部が໿ 4,100 ～ 5,400 個 /g、Ⅷ層が໿ 1.6

4　2009 年度植物ࢎܔ体分ੳ
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ສ個 /g と、Ⅹ層・2 枚目水田ߞ作土より上位試ྉで高い。検出した分類܈のうち࠿ഓ種では、イω属を

֤試ྉから検出した。ͦのؚ量は、Ⅷ層で短細๔ࢎܔ体が໿ 600 個 /g であったほかは、短細๔ࢎܔ体・

機ಈ細๔ࢎܔ体ともに໿ 200 個 /g ～ 100 個 /g 未満であり、ؚ量の高い試ྉは認めらない。また、イω

属では、໮に形成されるӱࢎܔ体をⅩⅣ層から、༿部に形成される短細๔列をⅩ層下部、Ⅹ層上部、Ⅷ層

（個 /g）

南区 1 ౦壁
4G13 グリッド 5G19 グリッド

分類܈ Ⅷ層 Ⅹ層上位 Ⅹ層下位 ⅩⅣ層 Ⅷ層 Ⅸ層 Ⅹ層上位 Ⅹ層下位 ⅩⅣ層

イω科༿部短細๔ࢎܔ体
イω଒イω属 600 200 �100 100 �100 �100 400 100 300 

タケ亜科クマβサ属 400 200 300 300 200 �100 400 �100 �100 

タケ亜科 200 400 200 200 300 - 500 300 �100 

ヨシ属 600 500 400 500 1,200 - 800 700 800 

ウシクサ଒ススキ属 1,200 200 200 400 �100 - 100 - 100 

イチΰツナギ亜科 100 100 200 - �100 �100 100 �100 - 

不明キビ型 7,500 2,000 900 1,100 1,600 - 1,500 800 1,000 

不明ヒήシバ型 500 200 �100 �100 300 - 400 200 �100 
不明μンチク型 600 100 �100 200 100 - 100 200 200 

イω科༿਎機ಈ細๔ࢎܔ体
イω଒イω属 200 100 200 200 100 - 400 100 100 

タケ亜科クマβサ属 200 �100 400 500 100 100 200 200 100 

タケ亜科 400 600 300 400 300 - 600 300 300 

ヨシ属 2,100 100 300 600 200 - 900 600 500 

ウシクサ଒ 200 - �100 - - - �100 - - 

シバ属 - - - - - - - - �100 
不明 1,200 500 700 800 800 - 1,000 1,200 700 

合　　計
イω科༿部短細๔ࢎܔ体 11,600 3,900 2,300 2,800 4,000 100 4,300 2,500 2,500 

イω科༿਎機ಈ細๔ࢎܔ体 4,300 1,400 1,800 2,600 1,500 100 3,100 2,400 1,700 
૯　計 15,900 5,300 4,100 5,400 5,500 300 7,400 4,900 4,200 

化組織片ܔ
イω属ӱࢎܔ体 　- 　- 　- 　＊ 　- 　- 　- 　- 　-

イω属短細๔列 　＊ 　＊ 　＊ 　- 　- 　＊ 　＊　 　＊ 　＊
イω属機ಈ細๔列 　- 　- 　- 　- 　- 　- 　- 　- 　-

ʦຌྫʧ　-� 未検出 , ＊ � 検出 , ＊＊ � 多い , ＊＊＊ � ඇৗに多い

ୈ 6 表　2009 年度  ২物ࢎܔମؚྔ（1）

（個 /g）

北区 1 ϕルト 1 北区 1 ϕルト 3
9F20 グリッド 8E18 グリッド

分類܈ Ⅹ層 Ⅻ層 ⅩⅣ層上位 ⅩⅣ層下位 ⅩⅥ層 Ⅹ層 Ⅻ層 ⅩⅣ層上位 ⅩⅣ層下位 ⅩⅥ層

イω科༿部短細๔ࢎܔ体
イω଒イω属 1,300 1,200 1,000 1,100 400 600 2,000 2,000 2,600 700 

タケ亜科クマβサ属 1,000 100 200 �100 300 300 600 200 400 400 

タケ亜科 400 200 500 300 600 400 700 300 500 500 

ヨシ属 2,000 1,200 1,300 1,700 1,500 700 2,700 1,800 2,500 1,700 

ウシクサ଒ススキ属 200 �100 300 200 300 �100 700 200 700 400 

イチΰツナギ亜科 200 �100 �100 �100 300 - 400 300 300 100 

不明キビ型 2,100 1,300 2,000 2,300 2,500 700 3,200 3,400 4,100 2,800 

不明ヒήシバ型 100 300 100 200 �100 - 300 300 600 100 
不明μンチク型 700 200 200 �100 300 300 400 200 400 200 

イω科༿਎機ಈ細๔ࢎܔ体
イω଒イω属 900 400 200 200 200 300 700 300 700 400 

タケ亜科クマβサ属 1,500 300 300 100 200 200 1,500 500 1,300 1,600 

タケ亜科 300 300 500 100 500 �100 500 200 �100 400 

ヨシ属 1,500 700 400 800 800 500 1,500 600 800 2,000 

ウシクサ଒ 200 �100 - �100 �100 �100 - �100 100 �100 

シバ属 100 �100 �100 100 - - �100 �100 �100 �100 
不明 1,600 800 500 400 1,000 900 2,100 800 1,200 1,200 

合　　計
イω科༿部短細๔ࢎܔ体 8,000 4,700 5,700 6,000 6,200 3,000 11,100 8,600 12,000 6,900 

イω科༿਎機ಈ細๔ࢎܔ体 6,100 2,700 2,000 1,800 2,700 2,000 6,300 2,600 4,200 5,800 
૯　計 14,100 7,400 7,700 7,800 9,000 5,000 17,400 11,300 16,200 12,700 

化組織片ܔ
イω属ӱࢎܔ体 　＊ 　＊ 　- 　- 　＊ 　- 　＊ 　- 　＊ 　-

イω属短細๔列 　＊＊ 　＊＊ 　＊ 　＊ 　＊ 　＊ 　＊＊ 　＊ 　＊ 　＊
イω属機ಈ細๔列 　- 　- 　- 　- 　- 　- 　＊ 　- 　＊ 　-

ʦຌྫʧ　-� 未検出 , ＊ � 検出 , ＊＊ � 多い , ＊＊＊ � ඇৗに多い

ୈ 7 表　2009 年度  ২物ࢎܔମؚྔ（2）
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から検出した。

では、クマβサ属をؚむタケ亜科やヨシ属、ススキ属をؚむウシクサ଒、イチΰツ܈ഓ種をআく分類࠿

ナギ亜科などを検出した。これらの分類܈のؚ量は全体తに低いが、Ⅷ層でススキ属やヨシ属が高くなる

。向が؃取される܏

2）南区 1 ౦壁 5G19 グリッド

5G19 グリッド試ྉの植物ࢎܔ体ؚ量は、Ⅹ層下部・ⅩⅣ層試ྉが໿ 4,200 ～ 4,900 個 /g、Ⅹ層上部

が໿ 7,400 個 /g、Ⅸ層が໿ 300 個 /g、Ⅷ層が໿ 5,500 個 /g である。検出した分類܈のうち࠿ഓ種では、
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ⅩⅣ層下位

ⅩⅣ層上位

ⅩⅣ層下位

ⅩⅥ層

Ⅹ層

ⅩⅡ層

ⅩⅥ層

Ⅷ層

X層下位

X層上位

Ⅷ層

Ⅸ層
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2
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積
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10
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体
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列
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列
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型

4
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2
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2
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ネ
族
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ネ
属

2

タ
ケ
亜
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ザ
サ
属

2

タ
ケ
亜
科

2

ヨ
シ
属

2

ウ
シ
ク
サ
族

2

シ
バ
属

2

不
明

2

短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体 珪化組織片

堆積物1gあたりに換算した個数を示す。●○は100個/g 未満を示す。
珪化組織片の産状をˎで示す。 

南区1東壁
［4G13グリッド］

南区1東壁
［5G19グリッド］

北区1ベルト1
［9F20グリッド］

北区1ベルト3
［8E18グリッド］

(×103個/g) ＊:検出

ୈ 21 ਤ　2009 年度  ২物ࢎܔମؚྔ

4　2009 年度植物ࢎܔ体分ੳ



第Ⅵষ　ࣗવ科ֶ分ੳ

101

イω属を֤試ྉから検出した。ͦのؚ量は、短

細๔ࢎܔ体・機ಈ細๔ࢎܔ体はともに໿ 400

個 /g ～ 100 個 /g 未満であり、ؚ量は全体త

に低い。また、イω属では、短細๔列がⅧ層を

আく 4 試ྉから検出した。

では、クマβサ属をؚむ܈ഓ種をআく分類࠿

タケ亜科、ヨシ属、ススキ属をؚむウシクサ଒、

イチΰツナギ亜科などを検出した。

3）北区 1 ϕルト 1（9F20 グリッド）

北区 1 ϕルト 1（9F20 グリッド）試ྉの植

物ࢎܔ体ؚ量は、֓して南区౦壁とൺ΂高く、

ⅩⅥ層～Ⅻ層が໿ 9,000 ～ 7,400 個 /g 前後、

Ⅹ層が໿ 1.4 ສ個 /g である。検出した分類܈

のうち࠿ഓ種は、イω属を֤試ྉから検出した。

ͦのؚ量は、ⅩⅥ層～Ⅻ層の短細๔ࢎܔ体が໿

1,200 ～ 400 個 /g、機ಈ細๔ࢎܔ体が໿ 400

～ 200 個 /g、Ⅹ層の短細๔ࢎܔ体が໿ 1,300

個 /g、Ⅹ層の機ಈ細๔ࢎܔ体が໿ 900 個 /g

である。また、イω属では、ӱࢎܔ体をⅩⅣ層ٴびⅩ層下部から、短細๔列を֤試ྉから検出し、֓して

Ⅻ層・Ⅹ層で短細๔列を多く確認した。

では、クマβサ属をؚむタケ亜科、ヨシ属、ススキ属をؚむウシクサ଒、イチΰツ܈ഓ種をআく分類࠿

ナギ亜科、シバ属などを検出した。これらの分類܈では、֓してヨシ属のؚ量が高い。

4）北区 1 ϕルト 3（8E18 グリッド）

北区 1 ϕルト 3（8E18 グリッド）試ྉの植物ࢎܔ体ؚ量は、北区 1 ϕルト 1（9F20 グリッド）とൺ΂֓

して高い試ྉが多く、層位తな変化もҟなる。ⅩⅥ層が໿ 1.3 ສ個 /g、ⅩⅣ層下部が໿ 1.6 ສ個 /g、ⅩⅣ

層上部が໿ 1.1 ສ個 /g、Ⅻ層が໿ 1.7 ສ個 /g、Ⅹ層が໿ 5,000 個 /g であり、ଯੵ層上位のⅩ層でؚ量

が最もগなく、ⅩⅣ層下部とⅫ層で高い。検出された分類܈のうち࠿ഓ種では、イω属を֤試ྉから検出

した。イω属の植物ࢎܔ体は、֓ して短細๔ࢎܔ体のؚ量が高い。短細๔ࢎܔ体が໿ 2,600 ～ 600 個 /g、

機ಈ細๔ࢎܔ体が໿ 700 ～ 300 個 /g であり、ⅩⅣ層下部～Ⅻ層でؚ量が高い。また、イω属では、ӱܔ

。びⅫ層から検出したٴ体列をⅩⅣ層下部ࢎܔ体をⅫ層から、短細๔列をⅩⅥ～Ⅹ層から、機ಈ細๔ࢎ

では、クマβサ属をؚむタケ亜科、ヨシ属、ススキ属をؚむウシクサ଒、イチΰツ܈ഓ種をআく分類࠿

ナギ亜科、シバ属などを検出した。北区 1 ϕルト 1（9F20 グリッド）試ྉと同様にヨシ属のؚ量が高い。

D　考　　　察

1）Ҵ 作 の 検 ౼

13 世紀後半～ 14 世紀と考えられる水田の畦畔と水口が検出された南区（4G13・5G19 グリッド）と、

1 2

3 4 5 6 7

8 9 10 11

12 13 14

50μm

（1-6） （7-14）

50μm

 1  イネ属短細胞列（北区1ベルト1 9F20;X）  2  イネ属短細胞列（北区1ベルト3 8E18;XIV下）
 3  イネ属短細胞列（南区1東壁 5G19;X上）  4  クマザサ属短細胞珪酸体（北区1ベルト1 9F20;XVI）
 5  ヨシ属短細胞珪酸体（南区1東壁 5G19;X上）  6  ススキ属短細胞珪酸体（南区1東壁 4G13;VIII）
 7  イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体（北区1ベルト1 9F20;X）  8  イネ属機動細胞珪酸体（北区1ベルト1 9F20;X）
 9  イネ属機動細胞珪酸体（北区1ベルト3 8E18;XIV下） 10 イネ属機動細胞珪酸体（南区1東壁 5G19;X上）
11 クマザサ属機動細胞珪酸体（北区1ベルト1 9F20;XVI） 12 ヨシ属機動細胞珪酸体（南区東壁 5G19;X上）
13 シバ属機動細胞珪酸体（北区1ベルト1 9F20;X） 14 イネ属穎珪酸体（北区1ベルト1 9F20;XVI）

ୈ 22 ਤ　2009 年度  ২物ࢎܔମ　
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ଯੵ層の観察から水田のՄ能ੑが૝定された北区 X 層（8E18・9F20 グリッド）の植物ࢎܔ体分ੳ結Ռでは、

֤試ྉから࠿ഓ種のイω属を検出した。

Ҵ作が行われた水田跡の土৕では、࠿ഓされていたイω属の植物ࢎܔ体が土৕中に஝ੵされ、植物ࢎܔ

体ؚ量（植物ࢎܔ体密度）が高くなる。水田跡（Ҵ作跡）の検ূや୳査を行う৔合、一ൠにイωの植物ࢎܔ体（機

ಈ細๔༝དྷ）が試ྉ 1g 当り 5,000 個以上の密度で検出された৔合に、ͦこでҴ作が行われたՄ能ੑが高

いと൑断されているʦਿ山 2000ʧ。

北区͓よび南区のイω属の機ಈ細๔ࢎܔ体ؚ量に着目すると、水田ߞ作土は໿ 400 ～ 100 個 /g とؚ

量がۃめて低い。な͓、5G19 グリッドの水田ߞ作土を被覆する砂層（Ⅸ層）ではイω属の機ಈ細๔ࢎܔ

体は未検出である点を考ྀすると、ͦの上・下位のଯੵ層ではイωの植物体の஝ੵがあったことや、൙ཞ

等によってイωの植物ࢎܔ体が混じるଯੵ物が埋ੵしたことなどが推定される。ࠓ回の分ੳ結Ռでは、Ҵ

作のՄ能ੑを૝定することはできないが、イω属のؚ量が低かった要Ҽとしてはߞ作期間やੜ産ੑ、ଯੵ

଎度等の関係から土৕中に取り込まれた植物ࢎܔ体がগなかったՄ能ੑがある。本遺跡では、遺構覆土中

の灰層や流࿏埋ੵ物などからイωをࢿ材（೩ྉ材？）として利用する状گも確認されているため、イωの

植物体（Ҵ࿴）が水田外に持ち出されたこと等も推定される。

一方、北区の X 層試ྉでは、イω属のؚ量が南区よりも֓して高く、ӱや༿部に༝དྷする組織片もൺ

ֱత多く検出するというಛ௃を示した。たͩし、機ಈ細๔ࢎܔ体ؚ量は、いずれも໿ 1,000 個 /g 未満で

あり、Ҵ作を૝定することはできない。な͓、北区 X 層（8E18・9F20 グリッド）では、イω属の植物ܔ

体ؚ量が高いことや組織片の産状を考ྀすると、中世͓よび中世以前のイωの利用や、近๣でҴ作が行ࢎ

われていたことなどが推定される。

2）古 植 ੜ

植物ࢎܔ体分ੳでは、࣪地等にੜҭするヨシ属やൺֱతסいた৔所にੜҭするススキ͓よび࣪地などに

ੜҭするΦギなどをؚむススキ属、タケ亜科など検出した。また、ඍ細物分ੳでは、人ཬ植物をؚむイω科、

カヤツリグサ属、カヤツリグサ科、ナデシコ科、アカβ科、ヒϢ科、チドϝグサ属、キク科や、࣪ੜ植物

のタカサブロウの種࣮を検出した。本遺跡の立地などを考ྀすると、遺跡周辺の低地～ඍ高地には、これ

らのイω科植物をؚむ人ཬ植物が草地を形成していたと推定される。また、֪斗が確認されたブナは山地

のམ༿広༿樹ྛでۃ૬ྛ要素となる種類であり、種子が確認されたマタタビ属はྛ縁部等にੜҭする。ブ

ナは近๣の山地・ٰྕにੜҭしていたと推定され、植物ࢎܔ体分ੳで確認されたクマβサ属は、こうした

ブナྛのྛ床などに༝དྷするՄ能ੑがある。また、マタタビ属は、周辺のՏ畔ྛや二࣍ྛなどのྛ縁にੜ

ҭしていたՄ能ੑがある。

5　2010 年度植物ࢎܔ体分ੳ（第 18・23・24 図、第 8 表）

A　ଯੵ物ٴび採取試ྉ

体分ੳを࣮施するにあたり、現地で試ࢎܔ回の分ੳ調査では、後ड़する์ࣹੑ炭素年代測定、植物ࠓ

ྉ採取を࣮施した。試ྉ採取地点は、ൃ掘調査区南区 1 南壁（2C22 グリッド）͓よび西壁（4B6 グリッド）

の 2 か所である。ここでは、ଯੵ物のྦྷ重がൺֱత良好であった南区 1 南壁の観察所見を記す。

南壁に確認された٬土をআくଯੵ層（層厚໿ 190cm）は、ట（粘土・シルト）～細ཻ砂とൺֱత細ཻなଯ

5　2010 年度植物ࢎܔ体分ੳ
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ੵ物から構成される。ଯੵ層最下部は、シルト͓よびۃ細ཻ砂からなる平行層理がൃୡし、植物遺体が混

じる腐植質なଯੵ物も挟ࡏする。このଯੵ物の上位は、みかけմ状をҝす灰色シルトであり、最上部には

灰白色シルトのِ礫が混じる。灰色シルト上位は、不整合で༿理構଄が認められる灰色ۃ細ཻ砂がଯੵす

る。灰色ۃ細ཻ砂上位は、灰色シルトがଯੵする。灰色シルトは、下部に黄灰色の෩化礫（亜円礫状、最

大径໿ 2cm）が多く混じり、上部では管状ࢎ化鉄がൃୡする。灰色シルト上位は、不整合で（青）灰色ۃ

細ཻ砂～細ཻ砂がଯੵする。この砂層の上位には、下位より৙乱が著しい׊灰～灰色の砂混じりシルト、

灰色シルト～粘土がଯੵする。これらのଯੵ物は、層քが明ྎであり、いずれも管状ࢎ化鉄がൃୡする。

灰色シルト～粘土上位は、不整合で（青）灰色ۃ細ཻ砂がଯੵする。この砂層上位には、植物遺体が混じ

る青灰～灰色粘土～シルトがଯੵする。青灰～灰色粘土～シルト上部は植物遺体が混じり、腐植質（暗灰

～暗灰׊色）である。また、最上部はΨツϘとされる植物遺体のूੵである。な͓、暗灰～暗灰׊色粘土

～シルトとΨツϘの間には、黄灰～灰色細ཻ砂～ۃ細ཻ砂がレンズ状にଯੵする。この砂層は、側方΁の

連ଓੑがなく、ہ所తに観察され、ൃ掘調査所見によれば෿砂の一部とされている。ΨツϘ上位は、下位

より༿理構଄を有する灰׊色シルト、炭化物が混じる灰色粘土、管状ࢎ化鉄がൃୡする暗灰色シルトがଯ

ੵし、暗灰色シルト上位は٬土（砂質土）である（第 18 図）。

土৕試ྉは、ൃ掘調査成Ռ͓よび分ੳ目తを考ྀし、水田 1 ～ 5 枚目にͦれͧれ૬当するଯੵ物の上

部͓よび中部より採取した。また、ൺֱ対রとして 5 面より下位のଯੵ物からも試ྉを採取している（第

18 図）。さらに、西壁（4B6 グリッド）では、水田 5 枚目畦畔の植物遺体層を試ྉとして、採取している。

試ྉは、南壁（2C22 グリッド）の水田 1 枚目～ 5 枚目に૬当するଯੵ物より採取した土৕ 5 点（試ྉ番号 3・

4・6・8・10）、͓よびൺֱ対রの 5 枚目水田下位のଯੵ層より採取した土৕（試ྉ番号 12）の計 6 点であ

る（第 18 図）。

B　分　ੳ　方　法

分ੳ方法は 2009 年度と同様である。

C　結　　　Ռ

結Ռを第 8 表、第 23 図に示す。南壁

（2C22 グリッド）の植物ࢎܔ体ؚ量は、Ⅷ層・

1 枚目水田（試ྉ番号 3）が໿ 4,000 個 /g、

Ⅹ層・2 枚目水田（試ྉ番号 4）໿ 7,500

個 /g、Ⅻ層・3 枚目水田（試ྉ番号 6）が

໿ 3,300 個 /g、ⅩⅣ層・4 枚目水田（試ྉ

番号 8）が໿ 2,700 個 /g、ⅩⅥ層・5 枚目

水田（試ྉ番号 10）が໿ 2,800 個 /g、ൺ

ֱ対রの水田 5 枚目下位のⅩɕ 層・灰色シ

ルト（試ྉ番号 12）が໿ 3,700 個 /g である。

֤試ྉからは、クマβサ属をؚむタケ亜

科、ヨシ属などが検出されるが、いずれも

ؚ量が低い。࠿ഓ植物は、水田面に૬当す

（個 /g）

南区 1 南壁（2C22 グリッド）
水田 ൺֱ対র

Ⅷ層 Ⅹ層 Ⅻ層 ⅩⅣ層 ⅩⅥ層 Ⅹɕ 層
分類܈ 3 4 6 8 10 12 

イω科༿部短細๔ࢎܔ体
イω଒イω属 300 200 100 300 �100 200 

タケ亜科 200 700 �100 �100 200 200 

ヨシ属 800 700 300 200 200 �100 

不明キビ型 1,200 1,600 700 700 500 300 

不明ヒήシバ型 300 100 �100 200 300 - 
不明μンチク型 400 800 300 100 �100 �100 

イω科༿਎機ಈ細๔ࢎܔ体
イω଒イω属 200 400 200 �100 �100 �100 

タケ亜科クマβサ属 200 100 - - - �100 

タケ亜科 �100 200 200 �100 200 200 

ヨシ属 �100 400 �100 �100 - 200 
不明 500 2,100 1,200 800 1,100 2,200 

合　　計
イω科༿部短細๔ࢎܔ体 3,000 4,200 1,600 1,600 1,500 900 

イω科༿਎機ಈ細๔ࢎܔ体 1,000 3,400 1,700 1,000 1,300 2,800 
૯　計 4,000 7,500 3,300 2,700 2,800 3,700 

化組織片ܔ
イω属短細๔列 ＊ ＊ ＊ ＊ - ＊ 

−　化組織片の産状ܔ � 未検出、＊ � 検出

ୈ 8 表　2010 年度  ২物ࢎܔମؚྔ
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る試ྉ͓よびൺֱ試ྉからイω属を検出した。ͦのؚ量は、短細๔ࢎܔ体が໿ 300 個 /g ～ 100 個 /g 未

満、機ಈ細๔ࢎܔ体が໿ 400 個 /g ～ 100 個 /g 未満である。また、ⅩⅥ層・5 枚目水田ߞ作土（試ྉ番号

10）をআく 5 試ྉからは、イω属の༿部に形成される短細๔列も検出した。

D　考　　　察

南区 1 南壁（2C22 グリッド）の

֤水田面試ྉ͓よびൺֱ試ྉから

は、࠿ഓ植物のイω属を検出した。

イω属のؚ量は、短細๔ࢎܔ体が໿

300 個 /g ～ 100 個 /g 未満、機ಈ

細๔ࢎܔ体が໿ 400 個 /g ～ 100

個 /g 未満とۃめてؚ量が低いとい

う܏向が示ࠦされる。本遺跡では

北側にྡ接する 2009 年調査区で 4

地点を対象に同様の分ੳ調査を࣮施

している。この結Ռでは、調査区౦

壁（4G13・5G19 グリッド）のⅧ層

～ⅩⅣ層のイω属の植物ࢎܔ体ؚ量

は、短細๔ࢎܔ体が໿ 600 個 /g ～

100 個 /g 未満、機ಈ細๔ࢎܔ体が

໿ 400 個～ 100 個 /g、調査区北側

（8E18・9F20 グリッド）のⅩ～ⅩⅥ

層のイω属の植物ࢎܔ体ؚ量は、短

細๔ࢎܔ体が໿ 2,600 ～ 400 個 /g、

機ಈ細๔ࢎܔ体が໿ 900 ～ 200 個

/g であった。

४とൺֱするج回の分ੳ結Ռは、前ड़した൑断ࠓ

とイω属の機ಈ細๔ࢎܔ体ؚ量が低いことから、Ҵ

作が行われていたՄ能ੑについてٴݴすることは೉

しい。

な͓、本遺跡では、水田跡の存ࡏを示す畦畔など

が検出されていることから、Ҵ作のՄ能ੑが高いと

考えられる。また、ଯੵ物の観察͓よび์ࣹੑ炭素

年代測定結Ռなどから、ൺֱత短期間に複数回のՏ

઒の૿水や൙ཞなどのӨڹをडけたことが推定され

る。これらの点から、ଯੵ଎度がૣかった、֤水田

面でߞ作期間が短かったことなどが૝定され、土৕

中に஝ੵされる植物ࢎܔ体がগなく、૯じてイω属
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短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体

堆積物1ｇあたりに換算した個数を示す。●○は100個/g
未満を示す。＊は珪化組織片の産状を示す。

(×103個/g) ˎ:検出

南区1南壁
［2C22グリッド］

Ⅷ層

Ⅹ層上位

ⅩⅡ層上位

ⅩⅣ層上位

ⅩⅥ層上位

ⅩⅦ層

ୈ 23 ਤ　2010 年度  ২物ࢎܔମؚྔ

1 2 3

4 5 6

50μm

（1-3） （4-6）

50μm

1  イネ属短細胞列（2Cグリッド;3） 2  イネ属短細胞列（2Cグリッド;6）
3  ヨシ属短細胞珪酸体（2Cグリッド;4） 4  イネ属機動細胞珪酸体（2Cグリッド;4）
5  クマザサ属機動細胞珪酸体（2Cグリッド;12） 6  ヨシ属機動細胞珪酸体（2Cグリッド;4）

ୈ 24 ਤ　2010 年度  ২物ࢎܔମ

5　2010 年度植物ࢎܔ体分ੳ
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のؚ量が低くなったՄ能ੑがある。

このほか、࠿ഓ植物のイω属をআく分類܈では、タケ亜科（クマβサ属をؚむ）やヨシ属等を検出した。

このことから、調査地周辺の࣪५な৔所にはヨシ属がੜҭし、ൺֱతס૩した৔所にはタケ亜科などがੜ

ҭしたと推定される。クマβサ属は、本地Ҭの後背の山地やٰྕに分布するམ༿広༿樹ྛのྛ床などにੜ

ҭする分類܈であることから、ू水Ҭにੜҭした個体に༝དྷするՄ能ੑがある。また、ΨツϘ下部の暗灰

～暗灰׊色シルト（試ྉ番号 2）やⅧ層・1 枚目水田ߞ作土に૬当する灰～灰色粘土～シルト（試ྉ番号 3）

からはウキヤΨラ近似種をؚむカヤツリグサ科の種࣮を検出したことから、Ⅷ層・1 枚目水田ߞ作土から

ᶝ層（下位）・ΨツϘ層形成時の調査地近辺は、明るく開けて͓り、ヨシ属やウキヤΨラ近似種がੜҭす

るような࣪५な環ڥであったことが推定される。

6　14C 年 代 測 定（第 18 図、第 9 表）

A　試　　　ྉ

試ྉは、南区 1 南壁（2C22 グリッド）で్中に෿砂とされる砂層を挟むᶝ層・ΨツϘ（試ྉ番号 1）層上位、

同下位の植物遺体が混じる暗灰～暗灰׊色シルト（試ྉ番号 2）、Ⅷ層・1 枚目水田ߞ作土に૬当する青灰

～灰色粘土～シルト（試ྉ番号 3）、͓よび南区 1 西壁（4B12 グリッド）のⅩⅥ層・5 枚目水田畦畔の植物

遺体層の 4 点である（第 18 図）。

本分ੳでは、測定試ྉのந出のため、ͦれͧれ土৕ 100cc について水ચબ別を࣮施した。水ચબ別に

より検出された植物遺体の産状、͓よび調査୲当ऀの確認にجづき測定対象とした試ྉは、ᶝ層上位のΨ

ツϘ（試ྉ番号 1）がイω科の᜖、ᶝ層下位の植物遺体が混じる暗灰～暗灰׊色シルト（試ྉ番号 2）がウ

キヤΨラ近似種（種࣮）、Ⅷ層・1 枚目水田ߞ作土に૬当する灰～灰色粘土～シルト（試ྉ番号 3）がカヤ

ツリグサ科（種࣮）、西壁（4B グリッド）のⅩⅥ層・5 枚目水田畦畔の植物遺体層がヤナギ属（芯持丸木、径

໿ 4mm）である。

B　分　ੳ　方　法

試ྉは、௒Ի೾ࣽ෸ચড়とࢎ・アルカリ・ࢎચড়（Ԙࢎ 1.2N, 水ࢎ化ナトリウϜ 1N, Ԙࢎ 1.2N）により、

不७物を取りআいた後、グラϑΝイトを合成し、測定用試ྉとする。測定機器は、NEC 製コンύクト

AMS・1.5SDH を用いる。

์ࣹੑ炭素の半ݮ期は LIBBY の半ݮ期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1950 年をج点とし

た年代（BP）であり、ࠩޡは標४偏ࠩ（0OF SJgma�68�）に૬当する年代である。な͓、ྐྵ年ֱਖ਼は、

RADI0CARB0N CALIBRATI0N PR0GRAM CALIB REV6.0（CoQZrJgIt 1986-2010 M StVJWFr aOd PJ 

RFJmFr）を用い、ࠩޡとして標४偏ࠩ（0OF SJgma）を用いる。

ྐྵ年ֱਖ਼とは、大ؾ中の 14C 濃度が一定で半ݮ期が 5,568 年としてࢉ出された年代値に対し、ա去の

Ӊ஦線ڧ度や地ٿ磁৔の変ಈによる大ؾ中の 14C 濃度の変ಈ、ٴび半ݮ期のҧい（14C の半ݮ期 5,730 ʶ 40 年）

をֱਖ਼することである。ྐྵ年ֱਖ਼結Ռは、測定ࠩޡМ・2 М（Мは౷計తに真の値が 68�の確率で存ࡏするൣ

ғ、2 Мは真の値が 95�の確率で存ࡏするൣғ）双方の値を示す。表中の૬対ൺ（確率分布）とは、М・2 Мの

ൣғをͦれͧれ 1 とした৔合、ͦのൣғ内で真の値が存ࡏする確率を૬対తに示したものである。
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C　分ੳ結Ռٴび考察

結Ռを第 9 表に示す。֤試ྉからந出した植物遺体の同位体ޮՌによる補ਖ਼を行った測定年代（補ਖ਼年

代）は、南壁（2C22 グリッド）のᶝ層上位のΨツϘ（試ྉ番号 1）が 400 ʶ 20ZrBP、ᶝ層下位の植物遺体

が混じる暗灰～暗灰׊色シルト（試ྉ番号 2）が 625 ʶ 20ZrBP、Ⅷ層・1 枚目水田ߞ作土に૬当する青

灰～灰色粘土～シルト（試ྉ番号 3）が 870 ʶ 20ZrBP、西壁（4B グリッド）のⅩⅥ層・5 枚目水田畦畔の

植物遺体層が 595 ʶ 20ZrBP である。

試ྉ໊ 補ਖ਼年代
（ZrBP） Ў 13C（̄）

補ਖ਼年代
（ྐྵ年ֱਖ਼用）

（ZrBP）
ྐྵ年ֱਖ਼年代（caM） ૬対ൺ 測定機関

CodF No.

2C グリッド 試ྉ番号 1
植物遺体（イω科 ᜖） 400 ʶ 20 -25.09 ʶ 0.12 399 ʶ 19

М caM AD 1,448 - caM AD 1,478 1.000

PLD-16777
2 М

caM AD 1,442 - caM AD 1,502 0.913
caM AD 1,507 - caM AD 1,510 0.010
caM AD 1,602 - caM AD 1,615 0.076

2C グリッド 試ྉ番号 2
種࣮遺体

（ウキヤΨラ近似種）
625 ʶ 20 -24.07 ʶ 0.21 626 ʶ 19

М
caM AD 1,298 - caM AD 1,318 0.429

PLD-16778

caM AD 1,352 - caM AD 1,370 0.364
caM AD 1,379 - caM AD 1,390 0.207

2 М
caM AD 1,292 - caM AD 1,327 0.396
caM AD 1,342 - caM AD 1,395 0.604

2C グリッド 試ྉ番号 3
種࣮遺体

（カヤツリグサ科）
870 ʶ 20 -31.46 ʶ 0.18 870 ʶ 21

М caM AD 1,163 - caM AD 1,208 1.000

PLD-16779
2 М

caM AD 1,051 - caM AD 1,081 0.093
caM AD 1,127 - caM AD 1,134 0.015
caM AD 1,152 - caM AD 1,220 0.892

4B グリッド 水田 5 枚目・
ⅩⅥ層

畦畔 植物遺体層
木材（ヤナギ属）

595 ʶ 20 -27.10 ʶ 0.15 594 ʶ 21
М

caM AD 1,315 - caM AD 1,356 0.798

PLD-16780
caM AD 1,388 - caM AD 1,398 0.202

2 М
caM BC 1,302 - caM AD 1,366 0.750
caM AD 1,383 - caM AD 1,408 0.250

ୈ 9 表　์ࣹ性୸ૉ年୅測ఆ݁Ռٴͼྐྵ年ֱਖ਼݁Ռ

こ れ ら の 補 ਖ਼ 年 代 に ج づ く ྐྵ 年 ֱ ਖ਼ 結 Ռ（ М ） は、 南 壁 の ᶝ 層 上 位 の Ψ ツ Ϙ（ 試 ྉ 番 号 1） が

caMAD1,448-caMAD1,478、 ᶝ 層 下 位 の 植 物 遺 体 が 混 じ る 暗 灰 ～ 暗 灰 ׊ 色 シ ル ト（ 試 ྉ 番 号 2） が

caMAD1,298-caMAD1,390、Ⅷ層・1 枚目水田ߞ作土に૬当する青灰～灰色粘土～シルト（試ྉ番号 3）が

caMAD1,163-caMAD1,208、西壁（4B グリッド）のⅩⅥ層・5 枚目水田畦畔の植物遺体層が caMAD1,315-

caMAD1,398 である。

以上のྐྵ年ֱਖ਼結Ռから૝定される年代は、南壁のᶝ層上位ΨツϘ（試ྉ番号 1）が 15 世紀中༿～後半

色シルト（試ྉ番号׊ᶝ層下位の暗灰～暗灰、ࠒ 2）が 13 世紀຤～ 14 世紀຤ࠒ、Ⅷ層・1 枚目水田ߞ作

土に૬当する灰～灰色粘土～シルト（試ྉ番号 3）が 12 世紀中༿～ 13 世紀初頭ࠒ、西壁のⅩⅥ層・5 枚

目水田畦畔の植物遺体層（試ྉ番号 4）が 14 世紀前༿～同຤ࠒである。

南壁のᶝ層上位ΨツϘ（試ྉ番号 1）Ⅷ層・1 枚目水田ߞ作土（試ྉ番号 3）のྐྵ年ֱਖ਼年代は、ଯੵ物

のྦྷ重関係と整合する。一方、ⅩⅥ層・5 枚目水田畦畔 501 の植物遺体層は、南壁のᶝ層下位の暗灰～暗

灰׊色シルト（試ྉ番号 2）に近い年代を示す。ൃ掘調査所見ʦ（ࡒ）新ׁݝ埋ଂ文化ࡒ調査事ஂۀ 2010ʧ

によれば、本調査区の水田 2 枚目͓よび 3 枚目は、2009 年の調査で確認された԰敷地と同時期と૝定さ

れて͓り、ͦの年代は 13 世紀後半～ 14 世紀と考えられている。これをࢀ考とすると、Ⅷ層・1 枚目水

田ߞ作土（試ྉ番号 3）のྐྵ年ֱਖ਼年代は、やや古い年代を示しているՄ能ੑがある。

6　14C 年代測定
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7　2009 年度樹種同定・漆膜観察・X 線回折分ੳ
（第 25 図～ 29 図、第 10 ～ 15 表）

A　試　　　ྉ

試ྉは、本遺跡より出土した漆製品や建築部材をؚむ木製品と、樹根列より採取された木片である。木

製品は、漆製品と漆製品をআく木製品（以下、木製品）に分類している。

分ੳ試ྉは、木製品が 238 試ྉ、漆製品が 38 試ྉ、樹根列試ྉはס૩・ऩॖによって分ੳ不Մ能と

൑断した試ྉをআく 13 試ྉの計 289 試ྉである。木製品については、複数の部材で構成されるࢿྉや、

接合しない別個体が認められるࢿྉをదٓந出し、分ੳ試ྉを採取している。֤試ྉのৄ細や観察所見は、

結Ռとともに第 11 ～ 15 表に示す。また、漆製品は容器 7 試ྉ（79・129・131・135・137・206・265）

と烏帽子？（302）と編組（21）については、漆塗膜構଄͓よび顔ྉの検౼を目తとして、塗膜ബ片作製・

観察ٴび X 線回折分ੳを行う。

B　分　ੳ　方　法

1）樹　種　同　定

外観͓よび木取りの観察を行った後、ం刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（์ࣹ断面）・板目（接線断

面）の 3 断面のె手切片を作製する。切片をΨϜ・クロラール（๊水クロラールɼアラビアΰϜค຤ɼグリη

リンɼৠ留水の混合ӷ）で෧入し、ϓレύラートを作製する。ੜ物顕ඍڸで木材組織の種類や഑列を観察し、

ͦのಛ௃を現ੜ標本͓よびಠ立行政法人৿ྛ૯合研ڀ所の日本産木材ࣝ別データϕースとൺֱして種類

を同定する。木材組織の໊শとಛ௃は、ʦౡ地・ҏ౦ 1982ʧ、ʦWIFFMFr ほか 1998ʧ、ʦRJcItFr ほか 2006ʧ

をࢀ考にする。また、֤分類܈の組織഑列は、ʦ緒方 1985ʧ、ʦྛ 1991ʧ、ʦҏ౦ 1995・1996・1997・

1998・1999ʧをࢀ考にする。

2）漆塗膜ബ片作製・観察

塗膜片を合成樹ࢷでแ埋し、樹ࢷを固化させる。塗膜断面が出るように切断し、切断面を研磨する。研

磨面をスライドグラスに接着した後、൓対側も切断して厚さ 0.03mm ఔ度まで研磨してϓレύラートと

する。ϓレύラートは、མࣹޫܬ顕ඍ͓ڸよび൓ࣹ顕ඍڸを用いて、漆層の様子や混和物について観察する。

3）X 線 回 折 分 ੳ

試ྉอ持材として両面ςーϓを用い、試ྉを無൓ࣹ試ྉ板に固定し、

第 10 表の条݅で測定を行う。検出した物質の同定解ੳは、MatFrJaMT 

Data,IOc．の X 線回折ύターンॲ理ϓログラϜ JADE を用い、֘当す

る化合物または߭物を検ࡧする。

C　結　　　Ռ

1）樹　種　同　定

木製品の樹種同定結Ռを第 11 表、漆製品の樹種同定結Ռを第 12 表、

装置 理ֶిؾ製 MVMtJFMFY
TargFt CV（K Ћ）

MoOocIromFtFr GraQIJtF ࿷曲

VoMtagF 40KV

CVrrFOt 40mA

DFtFctor SC

CaMcVMatJoO ModF cQT

DJWFrgFOcZ SMJt 1°

ScattFrJOg SMJt 1°

RFcJFWJOg SMJt 0.3mm

ScaOOJOg SQFFd 2°/mJO

ScaOOJOg ModF 連ଓ法

SamQMJOg RaOgF 0.02°
ScaOOJOg RaOgF 5 ～ 45°

ୈ 10 表　9 ઢճં測ఆ৚݅
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ࣗવ木の樹種同定結Ռを第 13 表に示す。木製品（漆製品をؚむ）やࣗવ木は、針༿樹 4 分類܈（マツ属複

維管束亜属・スギ・コウヤマキ・ヒノキ科）と、広༿樹 15 分類܈（ヤナギ属・ハンノキ属ハンノキ亜属・クマシデ

属イヌシデ節・ブナ属・コナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・ケヤキ・カツラ・モクレン属・サクラ属・バラ科ナシ亜科・

シタン類・ヌルデ・トチノキ・ウコギ属）に同定した。以下に、֤分類܈の解๤ֶతಛ௃等を記す。

・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon）　マツ科

軸方向組織はԾ道管と垂直樹ࢷ道で構成される。Ծ道管のૣ材部から൩材部΁のҠ行はٸ～やや؇やか

で、൩材部の幅は広い。垂直樹ࢷ道は൩材部に認めた。์ࣹ組織は、Ծ道管、ॊ細๔、水平樹ࢷ道、Τϐ

ηリウϜ細๔で構成する。分໺壁孔は૭状となる。์ࣹԾ道管内壁には鋸歯状の突ىが認められる。์ࣹ

組織は単列、1r15 細๔高。

・スギ（Cryptomeria japonica （L. f.） D. Don）　スギ科スギ属

軸方向組織はԾ道管と樹ࢷ細๔で構成される。Ծ道管のૣ材部から൩材部΁のҠ行はややٸで、൩材部

の幅はൺֱత広い。樹ࢷ細๔はほ΅൩材部に認められる。์ࣹ組織はॊ細๔のみで構成される。分໺壁孔

はスギ型で、1 分໺に 2r4 個。์ࣹ組織は単列、1r10 細๔高。

・コウヤマキ（Sciadopitys verticillata （Thunb.） Sieb. et Zucc.）　コウヤマキ科コウヤマキ属

軸方向組織はԾ道管のみで構成される。Ծ道管のૣ材部から൩材部΁のҠ行は؇やかで、൩材部の幅は

い。์ࣹ組織はॊ細๔のみで構成される。分໺壁孔は૭状となり、通ৗڱ 1 分໺に 1 個。์ࣹ組織は単列、

1r5 細๔高。

・ヒノキ科（Cupressaceae）

軸方向組織はԾ道管と樹ࢷ細๔で構成される。Ծ道管のૣ材部から൩材部΁のҠ行は؇やか～ややٸで、

൩材部の幅はڱい。樹ࢷ細๔は൩材部付近に認められる。์ࣹ組織はॊ細๔のみで構成される。分໺壁孔

はอ存がѱく観察できない。์ࣹ組織は単列、1r10 細๔高。

・ヤナギ属（Salix）　ヤナギ科

孔材で、道管は単ಠまたはࢄ 2r3 個が複合してࡏࢄし、年ྠք付近で径をݮগさせる。道管は、単穿

孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列する。์ࣹ組織はҟੑ、単列、1r15 細๔高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen. Alnus）　カバノキ科

孔材で、管孔は単ಠまたはࢄ 2r4 個が์ࣹ方向に複合してࡏࢄする。道管は֊ஈ穿孔を有し、壁孔は

対列状に഑列する。์ࣹ組織は同ੑ、単列、1r20 細๔高のものとू合์ࣹ組織とがある。

・クマシデ属イヌシデ節（Carpinus subgen. Euarpinus）　カバノキ科

孔材で、管孔は単ಠまたは์ࣹ方向にࢄ 2r4 複合してࡏࢄする。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列状

～交ޓ状に഑列する。์ࣹ組織はҟੑ、1r3 細๔幅、1r40 細๔高のものとू合์ࣹ組織とがある。

・ブナ属（Fagus）　ブナ科

孔材で、管孔は単ಠまたは์ࣹ方向にࢄ 2r3 個が複合してࡏࢄし、年ྠք付近で径をݮずる。道管の

分布密度は高い。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列状～֊ஈ状に഑列する。์ࣹ組織はほ΅同ੑ、単列、

数細๔高のものから複合์ࣹ組織まである。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Quercus sect. Prinus）　ブナ科

環孔材で、孔ݍ部は 1r2 列、孔ݍ外でܹٸに管径をݮじたのち、઴ݮしながら火Ԍ状に഑列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列する。์ࣹ組織は同ੑ、単列、1r20 細๔高のものと複合์ࣹ組

織とがある。

7　2009 年度樹種同定・漆膜観察・X 線回折分ੳ
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報告番号 器種 / 種別 木取 樹種 備考
図版 65-1 柱根 分割角材 スギ
図版 65-2 柱根 芯持丸木 ヤナギ属
図版 65-3 柱根 芯持丸木 ヤナギ属
図版 65-4 柱根 分割角材 スギ
図版 65-5 柱根 芯持丸木 ヤナギ属
図版 65-6 柱根 芯持丸木 スギ
図版 65-7 柱根 板目 スギ
図版 65-8 柱根 半ࡋ木 ブナ属
図版 65-9 柱根 分割角材 スギ

図版 65-10 柱根 削出丸木 マツ属複維
管束亜属

図版 65-11 柱根 芯持丸木 サクラ属

図版 65-12 柱根 芯持丸木 クマシデ属
イヌシデ節

図版 66-13 串 板目 スギ
図版 66-14 串 板目 スギ

図版 66-21 編組 （板目） スギ 2 本ӽえɼ
2 本潜り

図版 66-22 箱 側板 ? 柾目 スギ
図版 66-23 箱 底板 板目 スギ
図版 66-24 有孔円板 板目 スギ
図版 66-25 鍋蓋 柾目 スギ
図版 66-26 折敷 底板 柾目 スギ
図版 67-27 曲物 底板 柾目 スギ
図版 66-28 容器 把手？ 分割材 スギ
図版 66-29 曲物 把手？ 板目 スギ
図版 67-30 連歯下駄 ௥柾 スギ
図版 67-31 連歯下駄 板目 スギ
図版 67-32 連歯下駄 板目 スギ
図版 67-33 連歯下駄 板目 スギ
図版 67-34 連歯下駄 柾目 スギ
図版 67-35 無歯下駄 板目 スギ
図版 67-36 無歯下駄 柾目 スギ

図版 67-37 ࠩ歯下駄
（露卯） 台 柾目 モクレン属

図版 68-38 ࠩ歯下駄
（露卯） 台 板目 モクレン属

図版 68-39 ࠩ歯下駄
（露卯） 台 板目 モクレン属

図版 68-40 杭？ 分割材 スギ
図版 68-41 杭？ 柾目 スギ
図版 68-42 枘付木製品 削出丸棒状 スギ
図版 68-43 枘付木製品 削出丸棒状 スギ
図版 68-44 不明木製品 柾目 スギ
図版 68-45 脚？ 削出棒状 スギ

図版 68-46 刀子柄未成
品 柾目 スギ

図版 68-47 木錘 削出棒 スギ
図版 68-48 鎌柄 削出丸棒 スギ
図版 68-49 田下駄？ ௥柾 スギ
図版 69-50 田下駄 柾目 クリ
図版 68-51 火鑽臼 板目 スギ
図版 69-52 用్不明品 柾目 スギ
図版 69-56 箆 板目 スギ
図版 69-57 扇 柾目 スギ

図版 69-58 曲物枠木 板目
コナラ属コ
ナラ亜属コ
ナラ節

図版 69-59 人形 削出角棒 スギ
図版 69-60 斎串 柾目 スギ
図版 69-61 箱？ 柾目 スギ
図版 69-62 箱 側板 板目 スギ
図版 69-63 箱 側板 板目 スギ
図版 69-64 容器 蓋 柾目 スギ
図版 69-65 連歯下駄 ௥柾 スギ
図版 69-66 草履芯 板目 スギ
図版 69-67 刀子鞘 板目 スギ

図版 70-68 題箋状木製
品 板目 スギ

図版 70-69 草履芯 板目 スギ
図版 70-70 脚未成品？ 板目 スギ
図版 70-71 方形板 柾目 スギ

図版 70-72 刀子柄未成
品 削出丸棒状 スギ 未成品

図版 70-74 舟形 柾目 スギ
図版 70-75 連歯下駄 ௥柾 スギ
図版 70-80 不明木製品 板目 スギ
図版 70-81 連歯下駄 板目 スギ

ୈ 11 表　2009 年度  樹छಉఆ݁Ռ（木製品）

報告番号 器種 / 種別 木取 樹種 備考
図版 70-82 火鑽臼 柾目 スギ
図版 71-83 曲物 底板 柾目 スギ
図版 71-83 曲物 側板 1 柾目 スギ
図版 71-83 曲物 側板 2 柾目 スギ
図版 71-83 曲物 側板 3 柾目 スギ
図版 71-84 蓋 柾目 スギ
図版 71-85 人形 板目 スギ
図版 71-86 不明木製品 柾目 スギ
図版 71-87 刀子柄 柾目 スギ
図版 71-88 曲物 底板 柾目 スギ

図版 72-89 柱根 芯持丸木
コナラ属コ
ナラ亜属コ
ナラ節

図版 72-90 柱根 芯持丸木 サクラ属

図版 72-91 柱根 芯持角材～
丸木 クリ

図版 72-92 柱根 芯持丸木 サクラ属
図版 72-93 柱根 芯持丸木 モクレン属
図版 72-94 柱根 芯持丸木 スギ

図版 72-95 刀子柄未成
品 板目 スギ

図版 72-96 杭 芯持丸木 ヤナギ属
図版 72-97 杭 芯持丸木 ヤナギ属
図版 72-98 杭 板目 スギ
図版 72-99 杭 芯持丸木 ヤナギ属
図版 72-100 杭 芯持丸木 ヤナギ属 径໿ 2-3cm
図版 72-101 杓子 板目 スギ
図版 72-102 枘付木製品 四方柾 スギ
図版 72-103 杭 分割材 スギ
図版 72-104 串 板目 スギ
図版 72-105 栓？ 板目 スギ

図版 73-106 杭 芯持丸木
ハンノキ属
ハンノキ亜
属

径໿ 5cm
ʦ分ੳ対象
外ʧ

図版 73-107 杭 芯持丸木
ハンノキ属
ハンノキ亜
属

図版 73-108 杭 分割角材 スギ
図版 73-109 杭 芯持丸木 ヤナギ属
図版 73-110 茅針 板目 スギ
図版 73-111 蓋 柾目 スギ
図版 73-112 針状木製品 板目 スギ
図版 73-113 不明木製品 柾目 スギ

図版 73-114 題箋状木製
品 柾目 スギ

図版 73-115 鉤 芯持丸木 クリ
図版 73-116 鳥形 柾目 スギ
図版 73-117 連歯下駄 板目 モクレン属

図版 73-118 ࠩ歯下駄
（露卯） 歯 柾目 スギ

図版 74-121 荷札状木製
品 柾目 スギ

図版 74-122 舟形 削出棒状 スギ
図版 74-123 木鏃？ 削出丸棒状 ウコギ属
図版 74-124 陽物 削出角棒 スギ
図版 74-138 杓子 柾目 スギ
図版 74-139 菜箸 削出棒状 スギ
図版 75-140 折敷 底板 柾目 スギ
図版 75-141 折敷 底板 柾目 スギ
図版 74-142 栓 削出丸棒状 スギ
図版 75-143 曲物 蓋 柾目 スギ
図版 74-144 把手？ 柾目 スギ
図版 74-145 把手未製品 柾目 スギ
図版 75-146 台形箱 側板 板目 スギ
図版 75-147 台形箱 側板 柾目 スギ
図版 75-148・
149 柄杓 柾目 スギ

図版 75-150 小型円板 柾目 スギ
図版 75-151 小型円板 板目 コウヤマキ
図版 75-152 小型円板 柾目 スギ
図版 75-153 有孔円板 柾目 スギ
図版 75-154 曲物 蓋 柾目 スギ
図版 75-155 蓋？ ॎ板 柾目 スギ
図版 75-155 蓋 ツマミ1 半ࡋ木 ヤナギ属 直径໿ 2cm
図版 75-155 蓋 ツマミ2 半ࡋ木 ヤナギ属 直径໿ 2cm
図版 75-155 蓋 ツマミ3 半ࡋ木 ヤナギ属 直径໿ 2cm
図版 76-156 容器 蓋 柾目 スギ
図版 75-157 曲物 底板 柾目 スギ
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報告番号 器種 / 種別 木取 樹種 備考
図版 76-158 曲物 底板 柾目 スギ
図版 76-159 曲物 枠木？ 板目 スギ
図版 76-160 箱？ 柾目 スギ

図版 76-163 連歯下駄 板目 マツ属複維
管束亜属

図版 76-164 連歯下駄 板目 スギ
図版 76-165 連歯下駄 板目 スギ
図版 77-166 連歯下駄 板目 スギ
図版 76-167 連歯下駄 板目 スギ
図版 77-168 連歯下駄 板目 スギ
図版 77-169 連歯下駄 板目 スギ
図版 77-170 無歯下駄 柾目 スギ

図版 77-171 ࠩ歯下駄
（露卯） 台 柾目 モクレン属

図版 77-172 ࠩ歯下駄
（露卯） 台 板目 モクレン属

図版 77-172 ࠩ歯下駄
（露卯） 前歯 − モクレン属

図版 77-173 ࠩ歯下駄
（露卯） 台 柾目 モクレン属

図版 77-173 ࠩ歯下駄
（露卯） 前歯 板目 モクレン属

図版 77-173 ࠩ歯下駄
（露卯） 後歯 板目 モクレン属

図版 77-174 ࠩ歯下駄
（露卯） 歯 柾目 スギ

図版 78-175 ࠩ歯下駄
（陰卯） 台 柾目 スギ

図版 78-175 ࠩ歯下駄
（陰卯） 前歯 板目 スギ

図版 78-175 ࠩ歯下駄
（陰卯） 後歯 板目 スギ

図版 77-176 ࠩ歯下駄
（陰卯） 歯 柾目 スギ

図版 77-177 ࠩ歯下駄
（形態不明） 歯 板目 スギ

図版 78-178 板草履 板目 スギ
図版 78-179 枘付木製品 削出丸棒状 スギ
図版 78-180 枘付木製品 削出棒状 スギ
図版 78-181 枘付木製品 削出棒状 スギ
図版 78-182 有頭木製品 削出丸棒状 クリ
図版 78-183 脚 板目 スギ
図版 78-184 脚 板目 スギ
図版 78-185 不明木製品 削出棒状 スギ
図版 78-186 不明木製品 柾目 スギ
図版 78-187 不明木製品 柾目 スギ
図版 78-188 不明木製品 板目 スギ
図版 78-189 不明木製品 板目 スギ
図版 78-190・
191 不明木製品 板目 スギ

図版 78-192 刀子柄 柾目 スギ
図版 78-193 刀子柄 柾目 ? シタン類
図版 78-194 錐柄 削出丸棒状 スギ
図版 78-195 茅針 柾目 スギ
図版 78-196 茅針 板目 スギ
図版 78-197 箆 柾目 スギ
図版 79-198 木錘？ 板目 スギ
図版 79-199 田下駄 ௥柾 スギ
図版 79-200 俎 柾目 スギ
図版 79-204 木簡 板目 スギ 第二号木簡
図版 79-207 草履芯 板目 スギ
図版 79-208 曲物 底板 柾目 スギ
図版 79-209 楔 柾目 スギ

図版 79-210 障子？ a 分割角材 スギ 柾目面が広
い

図版 79-211 障子？ b 分割角材 スギ 板目面が広
い

図版 79-212 円形板 柾目 スギ
図版 79-213 脚？ 削出棒状 スギ
図版 79-214 茅針 柾目 スギ
図版 79-215 有孔円板 板目 スギ
図版 79-216 刀形 板目 スギ
図版 80-217 鳥形 柾目 スギ
図版 80-218 鳥形 柾目 スギ
図版 80-219 連歯下駄 板目 スギ

図版 80-220 ࠩ歯下駄
（露卯） 台 板目 モクレン属

図版 80-220 ࠩ歯下駄
（露卯） 前歯 柾目 スギ

図版 80-220 ࠩ歯下駄
（露卯） 後歯 柾目 スギ

7　2009 年度樹種同定・漆膜観察・X 線回折分ੳ

報告番号 器種 / 種別 木取 樹種 備考
図版 80-221 鎌柄 削出丸棒 スギ

図版 80-222 曲物 蓋 柾目 スギ No.183 と
同一個体

図版 80-222 容器 蓋 柾目 スギ
図版 80-223 折敷 底板 柾目 スギ
図版 80-225 枘付木製品 削出棒状 スギ
図版 80-226 不明木製品 板目 スギ
図版 80-227 鑿柄 削出棒状 スギ
図版 80-228 編組籤 板目 スギ
図版 80-229 折敷 底板 柾目 スギ
図版 81-231 箸状 No.4 削出角棒状 スギ
図版 81-232 箸状 No.8 削出角棒状 スギ
図版 81-234 箸状 No.6 削出角棒状 スギ
図版 81-237 箸状 No.5 削出角棒状 スギ
図版 81-238 木釘 削出棒状 スギ
図版 81-244 柱根 分割角材 スギ
図版 81-245 柱根 芯持丸木 モクレン属
図版 81-246 茅針 削出角棒状 スギ
図版 81-247 杭 分割角棒 スギ
図版 81-248 杭 芯持丸木 ヤナギ属
図版 82-249 曲物 底板 柾目 スギ

図版 81-250 不明木製品 柾目
コナラ属コ
ナラ亜属コ
ナラ節

図版 81-251 小型円板 板目 スギ

図版 81-252 ࠩ歯下駄
（露卯） 歯 ௥柾 スギ

図版 81-253 枘付木製品 削出丸棒状 スギ
図版 81-254 枘付木製品 削出棒状 スギ
図版 82-255
-1 木簡 表ڱみ

板 − スギ

図版 82-255
-2 木簡 -2 板目 スギ 第一号木簡

図版 82-255
-3 木簡 裏ڱみ

板 − スギ

図版 82-256 羽子板形 柾目 スギ
図版 82-257 刀形 柾目 スギ
図版 82-258 串 板目 スギ
図版 82-259 菜箸 a 削出角棒状 スギ
図版 82-260 菜箸 b 削出角棒状 スギ
図版 82-263 杓子 柾目 スギ
図版 83-264 杓子 柾目 スギ
図版 83-266 折敷 底板 柾目 スギ
図版 83-267 刳物箱 箱 板目 スギ
図版 83-268 箱 側板 ? 柾目 スギ
図版 83-269 台形箱 側板 板目 スギ 木釘あり
図版 83-269 台形箱 木釘 柾目 クリ 目૫せ
図版 83-270 曲物 底板 柾目 スギ
図版 83-271 曲物 底板 柾目 スギ
図版 83-272 鍋蓋 柾目 スギ
図版 83-273 把手 分割材 スギ
図版 83-274 草履芯 板目 スギ
図版 83-275 枘付木製品 削出棒状 スギ
図版 83-276 側板 ௥柾 スギ
図版 83-277 不明木製品 木釘 削出丸棒 スギ
図版 83-277 不明木製品 本体 柾目 スギ
図版 83-278 不明木製品 削出棒状 スギ
図版 83-279 不明木製品 a 柾目 スギ 脚？
図版 83-280 不明木製品 削出丸棒 スギ
図版 83-281 不明木製品 削出棒状 スギ
図版 83-282 不明木製品 柾目 スギ
図版 84-283 不明木製品 c 板目 スギ
図版 84-284 不明木製品 b 板目 スギ
図版 84-285 不明木製品 横桟 1 分割角棒 スギ 障子の桟？
図版 84-285 不明木製品 横桟 2 分割角棒 スギ 障子の桟？
図版 84-285 不明木製品 ॎ材 分割角棒 スギ 障子の桟？
図版 84-286 不明木製品 柾目 スギ
図版 84-287 不明木製品 板目 スギ
図版 84-288 不明木製品 板目 スギ
図版 84-289 針状木製品 削出棒状 スギ
図版 84-294 木錘 芯持丸木 ヤナギ属
図版 84-295 有頭木製品 削出丸棒状 スギ
図版 84-297 鋤形 柾目 スギ
図版 84-298 柱根 分割角材 スギ

− 板草履 柾目 スギ
− 部材 分割角材 スギ
− 柱根 芯持丸木 ヌルデ
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・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）　ブナ科クリ属

環孔材で、孔ݍ部は 3r4 列、孔ݍ外でܹٸに管径をݮじたのち、઴ݮしながら火Ԍ状に഑列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列する。์ࣹ組織は同ੑ、単列、1r15 細๔高。

・ケヤキ（Zelkova serrata （Thunb.） Makino）　χレ科ケヤキ属

環孔材で、孔ݍ部は 1r2 列、孔ݍ外でܹٸに管径をݮじたのち、մ状に複合して接線・斜方向に紋様

状あるいは帯状に഑列し、年ྠքに向かって径を઴ݮさせる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列、

小道管内壁にはらせΜ肥厚が認められる。์ࣹ組織はҟੑ、1r6 細๔幅、1r50 細๔高。์ࣹ組織の上下

縁辺部を中心に結থ細๔が認められる。

13a 13c13b 14a 14c14b

15a 15c15b 16a 16c16b

17a 17c17b 18a 18c18b

13  モクレン属（木製品;173前歯） 14  サクラ属（木製品;90）
15  バラ科ナシ亜科（樹根列2-1） 16  シタン類（木製品;193）
　a:木口,b:柾目,c:板目

300μm:a

200μm:b,c

19a 19c19b

300μm:a

200μm:b,c17  ヌルデ（木製品;実測№212） 18  トチノキ（漆製品;261）
19  ウコギ属（木製品;123）
　a:木口,b:柾目,c:板目

7a 7c7b 8a 8b 8c

9a 9b 9c 10a 10c10b

11a 11c11b 12a 12c12b

 7  クマシデ属イヌシデ節（木製品;12）  8  ブナ属（漆製品;134）
 9  コナラ属コナラ亜属コナラ節（木製品;58） 10 クリ（漆製品;224）
11 ケヤキ（漆製品;77） 12 カツラ（漆製品;243）
　a:木口,b:柾目,c:板目

300μm:a

200μm:b,c

1a 1c1b 2a 2b 2c

4c4b4a3a 3b 3c

6c6b6a5c5b5a

 1  マツ属複維管束亜属（木製品;163） 2  スギ（木製品;214）
 3  コウヤマキ（木製品;151） 4  ヒノキ科（漆製品;20）
 5  ヤナギ属（樹根列1-8） 6  ハンノキ属ハンノキ亜属（木製品;107）
　a:木口,b:柾目,c:板目

300μm:5-6a
200μm:1-4a,5-6b,c
100μm:1-4b,c

ୈ 25 ਤ　2009 年度  木ࡐ
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・カツラ（Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.）　

　カツラ科カツラ属

し、年ྠքࡏࢄ孔材で、管孔はほ΅単ಠでࢄ

に向かって管径を઴ݮさせる。道管の分布密度

は高い。道管は֊ஈ穿孔を有する。์ࣹ組織は

ҟੑ、1r2 細๔幅、1r30 細๔高。

・モクレン属（Magnolia）　モクレン科

孔材で、管壁厚は中༱～ബく、横断面ではࢄ

角ுった楕円形～多角形、単ಠ͓よび 2 ～ 4

個が์ࣹ方向に複合してࡏࢄする。道管の分布

密度はൺֱత高い。道管は単穿孔を有し、壁孔

は֊ஈ状～対列状に഑列する。์ ࣹ組織はҟੑ、

1r2 細๔幅、1r40 細๔高。

・サクラ属（Prunus）　バラ科

孔材で、管壁厚は中༱、横断面では角ுっࢄ

た楕円形、単ಠまたは 2r6 個が複合、年ྠք

に向かって管径を઴ݮさせながらࡏࢄする。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列、内壁

にはらせΜ肥厚が認められる。์ ࣹ組織はҟੑ、

1r3 細๔幅、1r30 細๔高。

・バラ科ナシ亜科（Rosaceae subfam. Maloideae）

孔材で、管壁は中༱～ബく、横断面では多ࢄ

角形、単ಠ͓よび 2r5 個が複合してࡏࢄする。道管の分布密度はൺ

ֱత高い。道管は単穿孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列、内壁にはらせ

Μ肥厚が認められる。์ࣹ組織はҟੑ、1r2 細๔幅、1r20 細๔高。

・シタン類（Dalbergia）　マϝ科

孔材で、道管は単ಠまたはࢄ 2r3 個が์ࣹ方向に複合してࡏࢄす

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列する。์ࣹ組織は同ੑ、

1r2 細๔幅、1r20 細๔高で層֊状に഑列する。軸方向ॊ組織は、帯

状あるいは周ғ状～連合ཌྷ状となる。

・ヌルデ（Rhus javanica L.）ウルシ科ウルシ属

環孔材で孔ݍ部は 4r5 列、孔ݍ外΁のҠ行は؇やかで、൩材部では 2r5 個がմ状に複合して഑列し、

年ྠքに向かって径を઴ݮさせる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列、小道管内壁にはらせΜ肥厚

が認められる。์ ࣹ組織はҟੑ、1r4 細๔幅、1r30 細๔高。

・トチノキ（Aesculus turbinata Blume）トチノキ科トチノキ属

孔材で、管壁は厚く、横断面では角ுった楕円形、単ಠまたはࢄ 2r3 個が複合してࡏࢄし、年ྠքに

向かって径を઴ݮさせる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列、内壁にはらせΜ肥厚が認められる。

์ࣹ組織は同ੑ、単列、1r15 細๔高で層֊状に഑列する。

地区 グリッド 遺構໊ 樹種

北区 1 10G11 樹根列 1-2 ヤナギ属

北区 1 9G5 樹根列 1-3 ヤナギ属

北区 1 9F23 樹根列 1-5 ヤナギ属

北区 1 9F17 樹根列 1-7 ヤナギ属

北区 1 8F15 樹根列 1-8 ヤナギ属

北区 1 8F9 樹根列 1-9 ヤナギ属

南区 1 6D4 樹根列 1-18 ヤナギ属

南区 1 6C23 樹根列 1-20 ヤナギ属

南区 1 6C11 樹根列 1-22 ヤナギ属

北区 1 9G7 樹根列 2-1 バラ科ナシ亜科

北区 1 9G6 樹根列 2-2 ヤナギ属

北区 1 8G10 樹根列 2-3 ヤナギ属

北区 1 8G9 樹根列 2-4 ヤナギ属

ୈ 13 表  2009 年度 樹छಉఆ݁Ռ
（ࣗવ木）

報告番号 器種
/ 種別 木取 樹種 備考

図版 66-15 椀 横木地柾目 ブナ属 内・外 � 黒

図版 66-16 椀 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒

図版 66-17 椀 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒

図版 66-18 椀 横木地柾目 ブナ属 内 � 黒 � 赤絵 , 外 � 黒 � 赤絵

図版 66-19 鉢？ 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒 ?

図版 66-20 蓋 柾目 ヒノキ科 外 � 黒

図版 69-55 椀 横木地柾目 クリ 内・外 � 黒

図版 70-73 椀 横木地柾目 ケヤキ 内 � 黒 � 赤絵 , 外 � 黒

図版 70-76 皿 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒

図版 70-77 皿 横木地柾目 ケヤキ 内 � 赤 , 外 � 黒

図版 70-78 皿 横木地柾目 クリ 内 � 黒 , 外 �?

図版 70-79 皿 横木地板目 ケヤキ 内 � 赤 , 外 � 黒

図版 73-119 椀 横木地板目 カツラ 内 � 黒 � 赤絵 , 外 � 黒 � 赤絵

図版 73-120 椀 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒

図版 74-125 皿 横木地柾目 クリ 内・外 � 不明

図版 74-126 皿 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒

図版 74-127 皿 横木地柾目 モクレン属 内・外 � 黒

図版 74-128 椀 横木地 ケヤキ 内・外 � 黒

図版 174-129 椀？ 横木地 クリ 内 � 赤 , 外 � 赤（赤絵）

図版 74-130 椀 横木地板目 カツラ 内・外 � 黒

図版 74-131 椀 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒

図版 74-132 椀 横木地柾目 クリ 内・外 � 黒

図版 74-133 椀 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒

図版 74-134 椀 横木地柾目 ブナ属 内・外 � 黒

図版 74-135 椀 横木地柾目 ブナ属 内 � 黒 � 赤絵 , 外 � 黒 � 赤絵

図版 74-136 椀 横木地柾目 モクレン属 内 � 黒 � 赤絵 , 外 � 黒

図版 74-137 椀 横木地板目 モクレン属 内 � 赤 , 外 � 黒 � 赤絵

図版 79-202 椀 横木地柾目 トチノキ 内・外 � 黒

図版 79-203 皿 横木地柾目 クリ 内 � 黒 ?, 外 �?

図版 79-205 椀 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒

図版 79-206 皿 横木地柾目 ブナ属 内 � 黒 , 外 � 赤

図版 80-224 椀 横木地柾目 クリ 内 � 赤 , 外 � 黒

図版 81-243 片口鉢 横木地板目 カツラ 内・外 � 黒

図版 82-261 椀 横木地板目 トチノキ 内 � 黒 � 赤絵 , 外 � 黒

図版 82-262 椀 横木地柾目 カツラ 内・外 � 黒

図版 175-265 椀？ 横木地 ブナ属 内 � 黒 , 外 � 赤（赤絵）

図版 84-296 椀 横木地柾目 ケヤキ 内・外 � 黒

ୈ 12 表　2009 年度  樹छಉఆ݁Ռ（漆製品）
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・ウコギ属（Acanthopanax）　ウコギ科

試ྉは、加工の関係から木口面が小さいൣғしか観察でできない。ࢄ孔材で、管壁はബく、横断面では

角ுった楕円形、多数がूまって帯状に഑列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交ޓ状に഑列する。์ࣹ

組織はҟੑ、1r6 細๔幅、数細๔高のものから 100 細๔高以上の組織まである。

2）漆塗膜ബ片作製・観察

B　༰　　　器（79・129・131・135・137・206・265）

観察結Ռを第 14 表に示す。下地には、炭คと༉Ԏが認められる。な͓、ඍ細な植物組織が観察できる

試ྉを炭ค、炭คよりもཻ子がඍ細でۉ一な試ྉを༉Ԏと൑断した。下地は、炭คを用いた試ྉが多く、

༉Ԏを用いた試ྉも 2 点（131・135）認められる。下

地の上の漆層は、多くの試ྉが単層（1 層）であり、外

観が黒色の試ྉは下地の上に混和物の無い漆が塗布さ

れ、外観が赤色の試ྉは赤色顔ྉを混和した漆が塗布

される。一方、下地が༉Ԏの試ྉ 2 点は、漆層が複数

観察される。ൺֱత状態の良好な 131 は、内面試ྉで

は漆層が 12 層観察され、อ存がѱい外面も 6 層確認

される。また、漆層の状態がѱい 135 は、গなくとも

3 層の漆層が確認される。これらの 2 試ྉの漆層には、

མࣹޫܬ下で黄׊色～ᒵ色の層と黒色の層が確認さ

れ、൓ࣹ顕ඍڸの観察からԿらかの混和物の存ࡏが示

ࠦされたが、明ྎな結থ等は確認できなかったことか

ら顕ඍڸ観察による༝དྷの検౼には至らない。

C　ӊ　๧　ࢠ　ʁ（302）

試ྉは、Մޫࢹ下では黒色である。塗膜の断

面観察では、木地に૬当する部分に束状の繊維

が確認される。束状の繊維は、形状から木綿、

ຑ等の繊維で編まれているՄ能ੑがある、ݜ

が、อ存状態がѱく繊維の同定には至らない。

繊維の上には、ബい漆層と厚い漆層の 2 層が確

認され、いずれもམࣹޫܬ下で黄׊色～׊色で

ある。൓ࣹ顕ඍڸでもඍ細なཻ子が確認される

ことから、Կらかの物質を混和していることが

推定されるが、結থ構଄は認められずৄ細は不

明である。また、明ྎな黒色の混和物は認めら

れなかったが、いずれの漆層も透աޫで不透明

となることから、これらの混和物によりՄޫࢹ

下では黒色となることが推定される。

報告番号 छ
ผ

෦
Ґ 外観

観察結Ռ 顔ྉの
種類下地 漆層＊

図版
70-79 皿

内 赤 炭ค 赤 水銀朱

外 黒 炭ค 透 −

図版
174-129

椀
?

内 赤 − − −

外 赤（赤絵） 炭ค 赤 水銀朱

図版
74-131 椀

内 黒 ༉Ԏ
黄−ᒵ−黄−黒−黄−
黒−黄−黒−黄−黒−
黄−黒

不明

外 黒 ༉Ԏ 黄−黒−黄−黒−黄−黒 −

図版
74-135 椀

内 黒（赤絵） − − −

外 黒（赤絵） ༉Ԏ 黄−黒−黄 −

図版
74-137 椀

内 赤 炭ค 赤 水銀朱

外 黒（赤絵） 炭ค 透−赤（絵） −

図版
79-206 皿

内 黒 炭ค 透 −

外 赤 炭ค 赤 水銀朱

図版
175-265

椀
?

内 黒 炭ค 透 −

外 赤（赤絵）炭ค 赤 水銀朱

＊ʦ赤ʧ� 赤色顔ྉを混和した漆層ɼʦ黒ʧ� 黒色顔ྉを混和した漆層ɼʦ透ʧ�
混和物の無い漆層ɼ黄 � 黄׊色をఄする漆層（混和物があるがৄ細不明）ɼ

ʦᒵʧ� 。色～ᒵ色をఄする漆層（混和物があるがৄ細不明）׊

1 32 4

5 76 8

9 1110 12

13 14

 1  皿（79；内）  2  皿（79；外）
 3  皿（206；内）  4  皿（206；外）
 5  椀（131；内）  6  椀（131；外）
 7  椀（135；外）  8  椀（135；内）
 9  椀（137；外） 10 椀か?（129；外）
11 椀か?（265；内） 12 椀か?（265；外）
13 烏帽子 14 編組（211）

100μm

ୈ 26 ਤ　漆ృບஅ面

ୈ 14 表　漆ృບஅ面観察݁Ռ
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D　ฤ　　　૊（21）

試ྉは、観察ൣғでは塗布物は認められない。೑؟観察では針༿樹の板目板と൑断され、横断面のബ片

観察からスギと同定した。

3）X 線 回 折 分 ੳ

֤試ྉの X 線回折図を第 27 ～ 29 図に示す。また、試ྉอ持材として用いた両面ςーϓの回折図もࢀ

考図として第 29 図に掲載している。試ྉอ持材による൓ࣹは、22°,25°（2 В）にシϣルμーϐークを

有する 20°（2 В）付近を頂点とするブロードな回折として現れる。ͦのため、֤試ྉの回折図にも試ྉ

อ持材の൓ࣹが加わることに留ҙされたい。

B　༰　　　器（79・129・135・137・206・265）

黒׊色の 79・129・137・206・265 と、にぶい赤׊色の 135 の漆塗膜（紋様部分）の 6 点は、顔ྉ

߭物である水銀朱（cJOOabar）を検出した。

C　༰器（131）・ӊ๧ࢠʁ（302）

黒色の容器 131 と烏帽子？ 302 の漆塗膜 2 点には、試ྉอ持材による൓ࣹが見られる以外には結থੑ

߭物や化合物の存ࡏを示す回折線は認められない。

D　ฤ　　　૊（21）

黄׊色の編組では、試ྉอ持材による൓ࣹ以外に石英（RVart[）と見られる回折線が認められるが、ͦ

の回折ڧ度はඍऑである。このଞの結থੑ߭物や化合物の存ࡏを示す回折線は認められず、顔ྉ߭物はؚ

まれていないとࢥわれる。検出された石英は試ྉに付着した土৕༝དྷの߭物と見られる。

D　考　　　察

1）木製品の樹種͓よび木材利用

分ੳ対象とされた木製品は、工具（火ᮏ臼・刀子柄・᝵・茅針）、農ߞ具（鎌柄・田下駄）、๰織具（木錘）、容器（曲物・

箱・刳物）、食事具（折敷）、調理具（俎板・杓子・柄杓）、祭祀具（斎串・箸状木製品・人形・鳥形、刀形・舟形・

鋤形等）、服飾具（下駄・草履芯・扇）、文房具（木簡）、日用品（鉤・栓）、建築部材（柱根・障子の桟）、土木材（杭）

と多ذにわたる。これらの木製品からは、針༿樹 3 分類܈（マツ属複維管束亜属・スギ・コウヤマキ）と、広

༿樹 11 分類܈（ヤナギ属・ハンノキ亜属・イヌシデ節・ブナ属・コナラ節・クリ・モクレン属・サクラ属・シタン類・

ヌルデ・ウコギ属）が確認された。

これらの分類܈では、スギが多数を઎めるというಛ௃を示した。スギは、木理が通直で割྾ੑが高く、

加工が容қである。スギは、水分の多い土地を好み、周辺地Ҭでは໻඙山࿢にࣗੜすることから、中世ࠒ

の本遺跡周辺にもੜҭしていたՄ能ੑがあり、スギの材質や入手が容қであったことなどが多くの木製品

に利用された背景と考えられる。

一方、スギ以外の分類܈が確認された木製品のうち、ൺֱత分ੳ点数が多い木製品では刀子柄や履物類、

小型円板、柱材がڍげられる。刀子柄・鞘（46・67・72・87・95・192・193）は、7 点中 6 点がスギで

7　2009 年度樹種同定・漆膜観察・X 線回折分ੳ
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あったが、193 はシタン類であった。シタン類は、

౦南アδアからインドにかけて分布し、木材はൺ

ֱత重ߗで交ࡨ木理を有するが、加工はൺֱత良

好ʦ須౻ 1998ʧとされる。シタン類の木材は、

内では唐木の一つとして௝重され、ਖ਼૔Ӄにもࠃ

シタン類を用いた木製品が多数ऩめられて͓り、

ͦの中には刀子もあるʦوౡほか 1981ʧ。遺跡か

らの出土事ྫでは、天ཽࣉ跡や行元ࣉ跡（౦ژ౎新॓区）の近世の櫛や、明石৓෢Ո԰敷跡（ฌݝݿ明石ࢢ）

の近世の用్不明の木製品があるʦ三ଜ 2004、能৓・三ଜ 2003、ౡ地 1992ʧが、中世のࢿྉは஌ら

れていない。シタン類の出土は、本遺跡のੑ格を検౼する上で重要と考えられるほか、༌入木材あるいは

木製品の利用状گを考える上でو重な事ྫとݴえる。

履物は、台と歯を一木で作る連歯下駄、台と歯を別材で作るࠩ歯下駄、歯の無い無歯下駄、草履芯があ

る。さらに、ࠩ歯下駄は歯の組込方法により、露卯下駄と陰卯下駄に分類される。履物の形態別分類܈構

成（第 18 表）によれば、連歯下駄（30 ～ 34・65・75・81・117・163 ～ 169・219）16 点のうち 14 点がス

ギであり、このほかにマツ属複維管束亜属（163）とモクレン属（117）が 1 点ずつ認められた。ࠩ歯下駄

もスギを主体とするが、露卯タイϓではモクレン属の利用が目立つ。֤タイϓの組合せをみると、陰卯下

駄は 175 が台と歯がいずれもスギであり、歯のみの試ྉ（176）もスギであった。な͓、175 は、前・後

歯ともに広い面が板目で、側面が木口、接地面が柾目になる木取りであった。ࠩ歯下駄の歯は、接地面が

木口になることが多く、本試ྉの木取りは௝しい事ྫである。一方、露卯下駄では、台と歯の組合せがわ

かる試ྉが 3 点あり、台・歯がモクレン属となる試ྉが 2 ྫ（172・173）、台がモクレン属、歯がスギと

なる試ྉを 1 ྫ（220）確認した。このほかに、台のみの試ྉが 4 ྫ、歯のみの試ྉが 3 ྫあり、台は 4

点ともモクレン属（37 ～ 39・171）、歯は 3 点ともスギ（118・174・252）であった。露卯下駄では、モ

クレン属が台と歯に認められたのに対しスギは歯のみであることや、陰卯下駄は台・歯ともにスギのみで

あることから、ࠩ歯下駄はタイϓによって木材利用がҟなっていたՄ能ੑがある。このଞの履物類（無歯

下駄・草履芯）はいずれもスギであり、この点からもࠩ歯下駄の木材利用のಛҟੑが示ࠦされる。

当遺跡周辺に͓ける下駄の調査事ྫでは、Ӝն遺跡から出土した連歯下駄にスギ、ࠩ歯下駄の台にモク

レン属、歯にスギ、草履芯にスギが確認されて͓りʦύリノ・サーϰΣイ（ג）2003ʧ、本遺跡の下駄の

樹種構成と類似する。一方、新ׁݝ内の事ྫのうち、中世の下駄が多数出土したࣉ前遺跡（出雲࡚ொ）で

は、連歯下駄にはスギ、モクレン属、クリ、ケヤキ、カツラ、ヒノキ科など様ʑな樹種が確認されている。

ࠩ歯下駄は、露卯タイϓが多く、陰卯タイϓはগない。明らかに陰卯タイϓと分かるのは台 2 点のみで、

モクレン属とスギが確認されている。露卯タイϓは、スギが多く、モクレン属とヒノキ科がۇかに混じ

る組成であり、台と歯のいずれもスギとなる組合せが多く、台がモクレン属、歯がスギとなる組合せが 1

ྫ確認されている。また、無歯下駄は 2 ྫあり、スギとモクレン属に同定されているʦύリノ・サーϰΣ

イ（ג）2008ʧ。この結Ռは、本遺跡やӜն遺跡の木材利用とൺֱして、連歯下駄の樹種構成やࠩ歯下駄

の組合せがҟなるという܏向がӐわれる。

小型円板は、円形の板状をఄした木製品であり、柾目板状の試ྉと板目板状の試ྉが確認された。試ྉ

7 点のうち 6 点がスギ（24・150・152・153・215・251）であったことから、スギ材を用いたこのほかの

試ྉと同様に木材の材質（加工ੑ）などによる木材利用が推定される。な͓、151 は、コウヤマキと確認した。

　　　　　　　　形態

分類܈

下駄 草履芯

合計
連歯 ࠩ歯 無歯 −

− 陰卯 露卯 不明 − −
− 歯 台 歯 台 歯 − −

針༿樹

マツ属複維管束亜属 1 1 

スギ 14 3 1 5 1 6 6 36 

広༿樹

モクレン属 1 3 7 11 

合　計 16 3 1 8 7 1 6 6 48 

ୈ 15 表　ཤ物のܗଶผ分ྨ܈構੒
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コウヤマキは、木理が通直で割྾ੑ・଱水ੑが高く、スギと同じく分割加工が容қである。現ࡏのコウヤ

マキのੜҭ地は、主に西日本を中心に分布して͓り、౦日本では新ׁݝと෱ౡݝとのڥݝ付近にੜҭ地が

1 か所஌られているのみである。新ׁݝ内では、これまでの分ੳ調査でコウヤマキが確認された事ྫは஌

られて͓らず、コウヤマキの利用状گを考える上で஫目される。

建築部材の柱は、針༿樹のマツ属複維管束亜属、スギ、広༿樹のヤナギ属、イヌシデ節、ブナ属、モク

レン属、サクラ属、ヌルデを確認した。このほかの木製品とൺֱして、試ྉ数に対して多くの分類܈を確

認した点や、ڧ度が高いマツ属複維管束亜属、スギ、ヒノキ科、イヌシデ節、サクラ属等を利用する一方、

度は高いが腐りやすいブナ属等をؚむなど木材の材ڧ、度の低いヌルデڧ、度・อ存ੑの低いヤナギ属ڧ

質に幅があるというಛ௃が指ఠされる。同様のಛ௃は、土木材の杭についても؃取される。また、֤試ྉ

の木取りをみると、スギは全て樹芯を外した分割材であり角材状の試ྉが多く、マツ属複維管束亜属は削

出丸木であるなど、針༿樹材の柱材はൺֱత大径の木材から製作したと推定される一方、広༿樹材は芯持

丸木が多かった。針༿樹と広༿樹の木取りのҧいは、建物の規模やੑ格等を൓өしているՄ能ੑがあり、

これらの点をؚめた検౼が๬まれる。新ׁݝ内に͓ける調査事ྫでは、ࠓ回の結Ռと似た樹種構成を示す

事ྫとしては、中世の柱材に針༿樹のスギ、広༿樹のクリ、キハμ、ケヤキ、ヌルデ、ブナ属が混ࡏする

組成ʦ植田 2006ʧを確認した新ൃ田ॅࢢ吉遺跡（旧ࢵ雲ࣉொ）がڍげられる。

このほかのࢿྉでは、田下駄（50）や鉤（115）に、重ߗでڧ度・଱ੑٺが高い材質を有するམ༿広༿

樹のクリを確認した。鉤は、ͦの用్からڧ度の高いクリはద材といえる。一方、田下駄としては、ൺ重

が重いクリ材はあまりద材とはいえない。新ׁݝ内の田下駄・大足等の調査事ྫでは、新ൃ田ࢢ青田遺跡（旧

加治઒ଜ）や胎内ࢢ土ډ下遺跡（旧中条ொ）から出土した古෿時代͓よび古代のࢿྉは全てスギに同定され

ているʦླ木ほか 2004、ύリノ・サーϰΣイ（ג）2006ʧ。また、上ӽࢢ新อ遺跡（旧࡚֟ொ）では古代

の板型田下駄がスギとクリ、中世の足枠付田下駄がクリと同定されているʦ松༿ 2001ʧ。

2）漆製品の樹種͓よび製作技法

B　༰　　　器

漆器容器は、椀・椀 ?、皿、蓋、片口鉢、鉢 ? がある。木取りは、椀（椀 ? をؚむ）と皿は全て横木地であり、

柾目取が多く、板目取も一部の試ྉに確認した。これらの試ྉのうち、横木地柾目取の試ྉでは、椀にブ

ナ属、クリ、ケヤキ、モクレン属、カツラ、トチノキ、皿にブナ属、クリ、ケヤキ、モクレン属が認めら

れた。また、横木地板目取の試ྉでは、椀にモクレン属、カツラ、トチノキ、皿にケヤキを認めた。前ड़

したӜն遺跡では、漆器椀にケヤキを主体としてカツラ、クリ、ハリギリ、ブナ属、皿にサクラ属を認め

て͓りʦύリノ・サーϰΣイ（ג）2003ʧ、本分ੳ結Ռと֓ね同様の木材利用が示ࠦされる。

また、漆器椀・皿類のうち、7 試ྉ（79・129・131・135・137・206・265）を対象に漆塗膜断面の観

察と顔ྉの X 線回折分ੳを行った。ͦの結Ռ、下地は、炭ค（79・129・137・206・265）と、༉Ԏと考

えられるもの（131・135）を確認した。炭คや༉Ԏは、漆あるいは֟ौに混和して下地に利用されたと考

えられる。֟ौが利用された৔合、断面に塗膜面に対して垂直方向にクラックが入る等のಛ௃が現れるが、

回の観察ではこのようなクラックが認められなかったため、漆を用いているՄ能ੑがある。漆層は、炭ࠓ

คを下地とする試ྉは単層（1 層）であり、外観の色に関わらずൺֱత簡単な作りであったのに対し、༉

Ԏを下地とする試ྉでは 131 が 12 層、อ存状態のѱい 135 が最低 3 層以上と、漆塗りがより丁寧であ

るというಛ௃を認めた。
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な͓、これらの漆層についても、クラック等は観察されなかった。漆塗膜断面の状گと使用樹種をൺֱ

すると、༉Ԏと考えられる下地の試ྉがケヤキとブナ属、炭คを下地とする試ྉのうち皿がケヤキとブナ

属、椀がモクレン属、椀か？がクリとブナ属であり、下地による樹種のҧい等は認められなかった。

また、紋様部をؚめた赤色部分の調査では、全て水銀朱であった。新ׁݝ内には水銀朱を大量に産出す

る߭床は஌られていないことから、これらの水銀朱の༝དྷとして水銀߭床を有する西日本地Ҭが推定され

る。たͩし、木地はいずれもݝ内で入手Մ能な樹種であるため、顔ྉと木地の入手方法がҟなっていたՄ

能ੑもある。この点については、漆器椀・皿類のࣗવ科ֶ分ੳ結Ռのほか、漆器容器類の考古ֶత所見な

どと合わせてධՁするඞ要がある。

このほかの容器類では、片口鉢（横木地板目取）が広༿樹のカツラ、鉢 ?（横木地柾目取）がケヤキであっ

た。いずれも上記した椀・皿類に確認した分類܈であり、同様の木材を鉢にも利用したと推定される。蓋

は、いずれも柾目材であり、針༿樹のスギとヒノキ科を認めた。ヒノキ科は、木理が通直で割྾ੑ・଱水

ੑが高く、加工は容қである。スギについては、本遺跡の板状の木製品の多くに確認して͓り、ಛに曲物

等の部材は全てスギであったことから、漆塗りの有無に関わらず同様の木材બ୒が推定される。

な͓、容器（131）の漆層にはԿらかの混和物のある漆層が 12 層認められた。黒色部は、下地と似る

ことから༉Ԏを用いたՄ能ੑがあるが、黄׊色あるいは׊色～ᒵ色をఄする部分の混和物については༝དྷ

は不明である。ࠓ後、EPMA 分ੳなどにより混和物の成分を明らかにするඞ要がある。

C　ӊ　๧　ࢠ　ʁ

試ྉに供した漆塗膜片は、ബい板状で、表面はՄޫࢹ下で黒色である。断面観察では、繊維の束が観察

したが、อ存がѱかったことから繊維の種類のಛ定には至らなかった。また、繊維の上には漆層が 3 層

認められ、いずれの漆層にもཻ子の細かい混和物を観察した。͓ͦらく、この混和物によって外観上、黒

色となると推定されるが、X 線回折分ੳでは結থੑ߭物や化合物の存ࡏを示す回折線はಘられなかったこ

とから、混和物の༝དྷのಛ定についてはࠓ後の՝題である。

新ׁݝ内では、ଜ上ࢢ大木戸遺跡（旧ਆྛଜ）から出土した烏帽子が外側と内側に二枚の布を重ねて作

られて͓り、表側がݜ、内側がカラϜシ（வຑ）で編まれていたことが確認されているʦ四༄ 2006ʧ。漆

塗りは、表面がݜの上に༉Ԏによる黒色漆層と透明漆、裏面は透明漆 2 層が塗られている。本遺跡の烏

帽子は、混和物のಛ定には至らなかったが 3 層の漆層が確認でき、大木戸遺跡の試ྉよりも漆塗りの回

数が多いՄ能ੑがある。

D　ฤ　　　૊

ബい板状の部材を 2 本ӽえ、2 本潜りで隙間無く編Μͩ編組である。ബ片観察結Ռからスギのബい板目

板の利用が推定される。೑؟では塗布物は認められず、ബ片観察や X 線回折分ੳでも塗布層あるいは混

和物に༝དྷするような成分が確認・検出できないことから、白木を使用したと考えられる。

3）樹 根 列

植࠿と૝定される樹根列からはヤナギ属とバラ科ナシ亜科を確認し、13 点のうち 12 点がヤナギ属で

あった（第 13 表）。このうち主体を઎めるヤナギ属は、属としてはס૩地から࣪地まで様ʑな環ڥにੜҭ

する種類である。樹根列は、ͦの検出状گや確認された分類܈がほ΅一様であった点などを考ྀすると、

7　2009 年度樹種同定・漆膜観察・X 線回折分ੳ
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植࠿のՄ能ੑが高いと考えられる。

8　2010 年度樹種同定（第 30 図・第 16 表）

A　試　　　ྉ

試ྉは、木製品 5 点（4・9 ～ 11・13）である（第 16 表）。いずれも୲当ऀにより試ྉの採取が行われて͓り、

全て切片の状態である。

B　分　ੳ　方　法

2009 年度と同様である。

C　結　　　Ռ

結Ռを第 16 表に示す。木製品は、針༿樹 1 分類܈（スギ）と広༿樹 2 分類܈（ヤナギ属、モクレン属）

に同定される。֤分類܈の解๤ֶతಛ௃等は前項ࢀর。

D　考　　　察

分ੳ対象とされた木製品は、農ߞ具（鎌柄）、調理

具（黒漆塗杓子）、祭祀具（人形）、土木材（杭）、ͦ

のଞ（部材 ?）から構成される。これらの木製品の

樹種は、鎌の柄と人形、部材？がスギ、黒漆塗杓子

がモクレン属、杭がヤナギ属であった。スギは木理

が通直で割྾ੑが高く、加工が容қである。モクレ

ン属は広༿樹としては軽ೈな部類に入り、加工は容

қで、ڰいがগないとされる。ヤナギ属は軽ೈでڧ

度は低く、加工は容қであるが、อ存ੑが低い。

鎌柄と人形については、2009 年度の調査試ྉ 3

点（鎌柄 2 点、人形 1 点）がいずれもスギに同定され

ている。ࠓ回の試ྉもؚめ、分割加工が容қなスギ

材がબ୒、利用されていたと考えられる。また、杓

子についても、本遺跡では板状の杓子にスギ材が多

く確認されているが、ࠓ回の黒漆塗杓子はモクレン

属であった。板状の杓子と樹種がҟなることから、

木取りなどを確認するඞ要があるが、͓ͦらく切削

等の加工が容қな樹種が利用されたと考えられる。

ଜ上ࢢ大ؗ跡出土の黒漆塗杓子もモクレン属ʦύリノ・サーϰΣイ（ג）2009ʧと同定されている。

杭に認められたヤナギ属は、2009 年度のൃ掘調査で検出された԰敷地に伴う樹根列のほか、建築材（柱）

や土木材（杭）に確認されている。ヤナギ属にはՏ畔にੜҭする種類がؚまれていることから、本遺跡周

辺にもੜҭしたと考えられ、容қに入手できる木材を利用したと考えられる。

報告番号
出土位置

種別 樹種
遺構໊ グリッド 出土層位

図版 85-4 2D20 ⅩⅣ層・4 枚目水田ߞ作土中 鎌柄 スギ

図版 85-9 4B24 ⅩⅥ層・5 枚目水田畦畔上 人形 スギ

図版 85-10 4C5 ⅩⅥ層・5 枚目水田畦畔盛土中 部材 スギ

図版 85-11 SA716-2 4B12 ⅩⅥ層・5 枚目水田畦畔盛土中 杭 ヤナギ属

図版 85-13 5C16 ⅩⅥ層・5 枚目水田ߞ作土中 黒漆塗杓子 モクレン属

ୈ 16 表　2010 年度樹छಉఆ݁Ռ

3c3b3a

1a 1c1b

2a 2b 2c

1  スギ（9 ; 人形）
2  ヤナギ属（11 ; 杭）
3  モクレン属（13 ; 黒漆塗杓子）
　a:木口,b:柾目,c:板目

300μm:2-3a
200μm:1a,2-3b,c
100μm:1b,c

ୈ 30 ਤ　2010 年度  木ࡐ
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9　2011 年度樹種同定（第 17・18 表）

A　試　　　ྉ

分ੳに供された木質遺物は、木製品、建築材、樹根、粗ᐗなど計 59 試ྉである。これらの試ྉのうち、

柄杓（図版 88r16）は、側板と底板が認められたため、֤部品を分ੳ対象とした。粗ᐗは、一括試ྉとし

て多量の芯持丸木状の小径木を主体とする破片が確認されたため、種類構成を明らかとするため径や形状

を考ྀし、3 試ྉから 10 点をબ୒した。

B　分　ੳ　方　法

分ੳ方法は 2009 年度と同様である。

C　結　　　Ռ

結Ռを第 17 表に示す。分ੳに供された試ྉは、針༿樹 3 分類܈（マツ属複維管束亜属、スギ、アスナロ）と、

広༿樹 5 分類܈（ヤナギ属、クリ、ケヤキ、モクレン属、イスノキ）に同定された。2011 年度に初めて同定

されたアスナロ、イスノキ以外の解๤ֶతಛ௃等は 2009 年度の結Ռをࢀর。

・アスナロ（Thujopsis dolabrata SJFb. Ft ;Vcc.）　ヒノキ科アスナロ属

軸方向組織はԾ道管と樹ࢷ細๔で構成される。Ծ道管のૣ材部から൩材部΁のҠ行は؇やかで、൩材部

の幅はڱい。樹ࢷ細๔は൩材部付近に認められる。์ࣹ組織はॊ細๔のみで構成され、内壁には஡׊色の

樹ࢷが顕著に認められる。分໺壁孔はヒノキ型で、1 分໺に 1r4 個。์ࣹ組織は単列、1r10 細๔高。

・イスノキ（Distylium racemosum SJFb. Ft ;Vcc.）　マンサク科イスノキ属

֊する。道管の分布密度はൺֱత高い。道管はࡏࢄ孔材で、道管は横断面で多角形、ほとΜど単ಠでࢄ

ஈ穿孔を有する。์ࣹ組織はҟੑ、1r3 細๔幅、1r20 細๔高。ॊ組織は、ಠ立帯状または短接線状で、

์ࣹ方向にほ΅等間隔に഑列する。道管や์ࣹ組織の多くに黒色～஡׊色の着色物質が認められる。

D　考　　　察

木製品、建築材、樹根、粗ᐗなどの木質遺物の樹種同定の結Ռ、針༿樹のマツ属複維管束亜属、スギ、

アスナロと、広༿樹のヤナギ属、クリ、ケヤキ、モクレン属、イスノキなど、計 8 分類܈が確認された。

これらの分類܈の材質についてみると、針༿樹のマツ属複維管束亜属は、軽ೈであるがڧ度やอ存ੑがൺ

ֱత高い。スギとアスナロは、木理が通直で割྾ੑが高く、とくにアスナロは଱水ੑもൺֱత高い。広༿

樹のヤナギ属とモクレン属は、軽ೈでڧ度やอ存ੑは低い一方、クリとケヤキは重ߗでڧ度や଱ੑٺが高

く、イスノキは重ߗかつ៛密で、ڧ度が高いとされる。

、回の分ੳに供された木質遺物は、農具、漆器、曲物、食事具、装਎具、文房具、祭祀具、建築材、施設材ࠓ

ͦのほかに大きく分類される（第 17 表）。全体では、試ྉの໿半数がスギであり、࣍いでヤナギ属が多い。

スギは、農具や曲物、食事具、装਎具の下駄、草履芯、文房具、祭祀具、部材などに認められ、板状͓よ

び削出加工により製作されるࢿྉに多い。スギ材が多用されるという܏向は、2009 年度・2010 年度の

樹種同定結Ռとも類似する。

器種ຖの樹種構成（第 18 表）についてみると、農具では、鎌柄と木錘 ? がある。鎌柄は、削出棒状あ

9　2011 年度樹種同定
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報告番号 遺構 グリッド 層位 所属層位 器種分類 器種 木取り 樹種 備考

図版 79-201 SK177 6D23 SR1-3 装਎具 横櫛 背が木口 イスノキ 2009

図版 76-162 SR1 6E7 2 SR1-2 装਎具 横櫛 背が木口 イスノキ 2009

図版 76-161 SR1 6E14 2 SR1-2 装਎具 横櫛 背が木口 イスノキ 2009

図版 87-1 P830 8I2 SR1-1･2 建築材 柱根 芯持丸木 ヤナギ属

図版 87-2 P804 8H21 SR1-1･2 建築材 柱根 芯持丸木 クリ

図版 87-3 SD112 8I22 2 SR1-1･2 食事具 折敷 柾目 スギ

図版 87-5 SA825-7 8H22 SR1-2 祭祀具 串 柾目 スギ

図版 87-6 SA825-8 8H22 SR1-2 祭祀具 串 板目 スギ

図版 87-7 8I22 SR1-2 不明木製品 板目 スギ

図版 87-8 7H13 SR1-3 文房具 呪符木簡 柾目 スギ

図版 87-9 7H19 SR1-3 祭祀具 舟形 ? 板目 スギ

図版 87-10 8H21 SR1-3 祭祀具 刀形 ? ௥柾 スギ

図版 87-11 8I6 SR1-3 祭祀具 刀形 ? 柾目 スギ

図版 87-12 7I4 SR1-3 祭祀具 串 板目 スギ

図版 87-14 8I7 SR1-3 漆器 皿 横木地柾目 モクレン属

図版 88-15 8H21 SR1-3 漆器 椀（内外赤絵） 横木地柾目 ケヤキ

図版 88-16 7I14 SR1-3 曲物
柄杓 ?（側板） 板目 アスナロ

柄杓 ?（底板） 板目 アスナロ

図版 88-17 7I15 SR1-3 曲物 容器（側板） 柾目 アスナロ

図版 88-18 7H24 SR1-3 曲物 ? 不明 柾目 スギ 側板転用 ?

図版 88-19 7H24 SR1-3 装਎具 連歯下駄 柾目 モクレン属

図版 88-20 8I1 SR1-3 装਎具 無歯下駄 板目 スギ

図版 88-21 7H3 SR1-3 装਎具 ࠩ歯下駄歯（露卯） 柾目 スギ

図版 88-22 7H25 SR1-3 装਎具 草履芯 板目 スギ

図版 88-23 8I7 SR1-3 装਎具 草履芯 板目 スギ

図版 88-24 7I10 SR1-3 建築材 杭 ? 板目 スギ

図版 88-25 8H16 SR1-3 部材 柄付木製品 削出丸木 スギ

図版 89-26 7H18 SR1-3 部材 柄 削出棒 スギ

図版 89-27 8I1 SR1-3 部材 柄 ? 柾目 スギ

図版 89-28 8H21 SR1-3 部材 棒状木製品 削出棒 スギ

図版 89-29 7I4 SR1-3 部材 板目 スギ

図版 89-30 7I4 SR1-3 部材 （把手 ?） 分割材 スギ

図版 89-31 7I9 SR1-3 部材 削出棒 スギ

図版 89-32 7I9 SR1-3 部材 削出棒 スギ

図版 89-34 8I22 SR1-3 農具 鎌柄 分割角棒 スギ

図版 89-35 7I10 SR1-3 農具 木錘 ? 削出 スギ

図版 89-36 8H22 SR1-3 農具 木錘 ? 削出丸木 スギ

図版 89-37 7H SR1-1 ～ 3 漆器 皿 横木地柾目 クリ

図版 89-38 7I3 SR1-1 ～ 3 農具 鎌柄 削出棒 スギ

図版 89-39 8I7 SR2-1 文房具 茅札木簡 柾目 スギ

図版 90-41 SA871-9 18D1 Ⅹ SD870 中 建築材 杭 芯持丸木 ヤナギ属

図版 90-42 SA871-15 17C25 Ⅹ SD870 中 建築材 杭 芯持丸木 ヤナギ属

図版 90-43 SA872-2 18C22 Ⅹ SD870 中 建築材 杭 芯持丸木 ヤナギ属

図版 90-44 SA872-6 18C21 Ⅹ SD870 中 建築材 杭 芯持丸木 ヤナギ属

図版 90-45 P916 20D20 Ⅻ 建築材 柱根 芯持丸木 ヤナギ属

図版 90-46 P917 20D14 Ⅻ 建築材 柱根 芯持丸木 ヤナギ属

図版 90-48 12F9 ⅩⅣ 水田 祭祀具 陽物形 芯持丸木 モクレン属

図版 90-49 10D25 ⅩⅤ ⅩⅤ 漆器 椀 横木地柾目 ケヤキ

未報告 8I11 SR1-3 食事具 折敷 柾目 スギ

未報告 8H2 SR1-3 漆器 椀 ?（内 � 赤） 横木地柾目 ケヤキ

未報告 11C ⅩⅢ 漆器 横木地 マツ属複維管束亜属

未報告 SR1 7H18 3 SR1-3 装਎具 横櫛 背が木口 イスノキ

未報告 SR1 7H13 3 SR1-3 装਎具 横櫛 背が木口 イスノキ

未報告 SR1 8I12 3 SR1-3 装਎具 横櫛 背が木口 イスノキ

未報告 SA910-12 21D17 Ⅻ 建築材 杭 芯持丸木 ヤナギ属

未報告 SA910-2 21D6 Ⅻ 建築材 杭 芯持丸木 ヤナギ属

未報告 21C24 Ⅹ SD870 端 ࣗવ木 樹根 − ヤナギ属

未報告 畦畔 402 5C21･5D1 ⅩⅣ 粗ᐗ ヤナギ属（2）

未報告 畦畔 402 5C21･5D1 ⅩⅣ 粗ᐗ ヤナギ属（4）

未報告 畦畔 402 5C21･5D1 ⅩⅣ 粗ᐗ ヤナギ属（4）

ୈ 17 表　2011 年度樹छಉఆ݁Ռ

るいは分割角棒状をఄし、図版 89r38 ではѲり部分にஈを作っている。木錘 ? は、削出あるいは削出丸

木で、2 試ྉの外観は大きくҟなる。鎌柄や木錘 ? は、いずれもスギであったことから、加工ੑの高い木

材の利用が考えられる。

漆器は、全体形状が不明な板状試ྉがマツ属複維管束亜属、皿͓よび椀にクリ、ケヤキ、モクレン属な

どの広༿樹材が認められた。このうち、椀は 3 点がす΂てケヤキ、皿 2 点にはクリとモクレン属が確認

された。2009 年度の分ੳでは、椀にクリ、ケヤキ、モクレン属、カツラ、ブナ属、皿にケヤキ、クリ、
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ブナ属、モクレン属が確認され、器種による木材のબ୒ੑの܏向はଊえるには至っていない。ࠓ回の漆器

に確認された分類܈は、2009 年度に確認された構成樹種にؚまれるため、木材બ୒を൓өしたものと断

定することは೉しい。

曲物は柄杓 ?、容器・曲物 ? がある。柄杓 ? に底板が認められたଞは、全て側板状をఄする。このう

ち、図版 88r17 は、側板の外面の 2 か所に繊維状のものをרいた上から黒漆が塗られる。図版 88r18 は、

台形状をఄすることから、側板を別の用్に転用したՄ能ੑがある。これらの曲物は、転用されたՄ能ੑ

のある曲物 ? がスギ、ほかの 2 点はアスナロであり、いずれも板状加工が容қな木材の利用が考えられる。

柄杓 ? は、側板と底板がともにアスナロであり、側板と同様の木材利用がӐえる。また、食事具の折敷は、

いずれも底板であり、板状加工が容қなスギが確認された。

装਎具は、横櫛、下駄、草履芯がある。横櫛は、背が平坦になるࢿྉ（図版 79r201）、背が山状になる

ྉ（図版ࢿ 76r162）、櫛歯の間隔が広いࢿྉ（図版 76r161）とがある。これらの形態のҟなる横櫛は、い

ずれもイスノキであり、៛密で細かな加工にదした木材の利用が考えられる。な͓、イスノキは、ஆԹ帯

ৗ྘広༿樹ྛにੜҭするৗ྘高木であり、現ࡏの新ׁݝには分布していないため、製品あるいは木材（ݪ材）

のҠ入が૝定される。下駄は、連歯下駄、ࠩ 歯下駄（露卯）の歯、無歯下駄があり、連歯下駄にモクレン属、

ࠩ歯下駄の歯と無歯下駄にスギが認められた。ࠩ歯下駄の歯と無歯下駄は板状であることから、上ड़した

試ྉと同様に板状加工が容қな木材の利用が推定され、スギが確認された草履芯も同様の木材利用が考え

られる。一方、モクレン属は軽ೈで加工が容қであるという材質が利用された背景と推定される。

文房具は、木簡 2 点があり、いずれもスギであった。祭祀具についても、板状加工を施す串、刀形 ?、

舟形についてはスギが認められた。一方、立体త・写࣮తな形状の陽物形は、モクレン属の芯持丸木を加

工して͓り、加工が容қな木材の利用が考えられる。

建築材は、柱と杭がある。杭は、板状をఄする杭 ? にスギ、芯持丸木は全てヤナギ属であった。柱根は、

全て芯持丸木で、ڧ度や଱ੑٺに༏れたクリと軽ೈでڧ度やอ存ੑの低いヤナギ属が認められた。クリと

ヤナギ属は、材質が大きくҟなるため、用్がҟなっていたՄ能ੑがある。また、水田畦畔の粗ᐗとして

利用された木材や樹根にもヤナギ属が認められた。2009・2010 年度に分ੳした柱や杭、ࣗવ木や水田

畦畔の粗ᐗの多くにヤナギ属が認められている。ヤナギ属は、ੜҭൣғが広く様ʑな種類をؚむが、本遺

跡の立地を考ྀすると、Տ畔や低地などにੜҭしたヤナギ属の主װを柱材、枝を粗ᐗなどとして利用した

ことが推定される。

分類܈
農具 漆器 曲物 食事 装਎具 文具 祭祀具 建築材 施設 ͦのଞ

合計
鎌柄 木錘 皿 椀 不明 柄杓 容器 曲物 ? 折敷 横櫛 下駄 草履 木簡 串 形代 柱根 杭 粗ᐗ 部材 不明 樹根

針༿樹

　マツ属複維管束亜属 − − − − 1 − − − − − − − − − − − − − − − − 1 

　スギ 2 2 − − − − − 1 2 − 2 2 2 3 3 − 1 − 8 1 − 29 

　アスナロ − − − − − 2 1 − − − − − − − − − − − − − 3 

広༿樹

　ヤナギ属　 − − − − − − − − − − − − − − − 3 6 10 − − 1 20 

　クリ − − 1 − − − − − − − − − − − − 1 − − − − − 2 

　ケヤキ − − − 3 − − − − − − − − − − − − − − − − − 3 

　モクレン属 − − 1 − − − − − − − 1 − − − 1 − − − − − − 3 

　イスノキ − − − − − − − − − 6 − − − − − − − − − − − 6 

合　計 2 2 2 3 1 2 1 1 2 6 3 2 2 3 4 4 7 10 8 1 1 67 

1）「?」が付いている木製品は、？を外して֘当する項目にؚめた。 2）部材にؚまれる木製品は、部材として一括した。
3）祭祀具のうち、舟形 ?、刀形 ?、陽物は、形代として一括した。 4）装਎具の連歯下駄、ࠩ歯下駄の歯、無歯下駄は、下駄として一括した。

ୈ 18 表　2011 年度 器छผछྨ構੒

9　2011 年度樹種同定
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10　漆塗膜͓よび顔ྉ分ੳ（第 31 ～ 34 図）

A　試　　　ྉ

漆塗膜分ੳ試ྉは、樹種同定対象とした漆器 6 点からબ୒した 4 点（図版 88r15、図版 90r49、未報告

8H2・SR1r3 層、未報告 11C・ⅩⅢ層）である。な͓、図版 88r15 については、内面の赤色の紋様部分、外

面は黒地に赤色の細い線が描かれている部分の 2 か所についてബ片を作製した。また、図版 90r49 をআ

く 3 点の赤色部分について X 線回折分ੳ、図版 88r15 の黒漆と図版 90r49 の下地について赤外分ޫ分

ੳを࣮施した。

B　分　ੳ　方　法

2009 年と同様である。

C　結　　　Ռ

1）ബ 片 作 製 ؑ 定（第 31 図）

・ਤ൛ 88r15

外面は、木地の上の下地は、厚い部分では

100Жm 以上となる。下地には黒色ཻ子が認

められるが、組織構଄が認められないことか

ら、炭คではなく、༉Ԏの類と考えられる。木

地の上には、混和物の無い漆層（漆層 1）が໿

20Жm の厚さで認められる。漆層の表面が黒

色となるが、明ྎな層քは認められない。表面

の所ʑに赤色顔ྉが認められ、赤色の紋様部分

に༝དྷすると考えられる。

一方、内面も木地の上の下地は外面と同様で、

໿ 100Жm の厚さがある。木地の上には混和

物の無い漆（漆層 1）が໿ 20Жm の厚さで認め

られる。ͦの上に赤色顔ྉを混ͥた赤漆（漆層

2）が 20 ～ 30Жm の厚さで認められる。赤漆

は紋様に༝དྷして͓り、赤色顔ྉは X 線回折結Ռから水銀朱と൑断される。

・ਤ൛ 90r49

木地の上の下地は厚い部分でも 20Жm 以下であり、全体తにബい。下地には黒色のඍ細なཻ子が認め

られ、༉Ԏの類を混ͥた下地と考えられる。下地の上には 4 ～ 5 層の漆層が認められる。֤層の厚さは

10 ～ 20Жm であり、合計で 60 ～ 70Жm の厚さがある。֤層には明ྎな混和物は認められず、層ք部

分が黒色となる。

・11C άϦου・Ⅹᶙ層

下地は໿ 10Жm で、木地の組織に入り込み、ബ片では凹ತが目立つ。木地の上には黒色の漆層（漆層 1）

100μm

1  漆器椀（図版88-15；外面）
2  漆器椀（図版88-15；内面）
3  漆器椀（図版90-49）
4  漆器（北区①）
5  漆器椀?（8H2；SR1-3）

1 2

3 4

5

木地

下地
漆層1
漆層2
漆層3

木地

下地

漆層1

漆層2
赤色顔料

木地

下地

漆層1

赤色顔料

木地

下地
漆層1
漆層2
漆層3
漆層4

木地

下地

漆層1

赤色顔料

ୈ 31 ਤ　漆ృບஅ面
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ୈ 32 ਤ　9 ઢճંਤ
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10　漆塗膜͓よび顔ྉ分ੳ
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が໿ 10Жm の厚さで認められる。ͦの上には混和物の無い漆層（漆層 2）が໿ 10Жm の厚さで認められ

る。漆層 1 と漆層 2 は、下地の凹ತを൓өして、塗布面にも凹ತが認められる。最上面の漆層（漆層 3）

は、全体తに暗׊色をఄし、厚さは 15 ～ 20Жm である。また、漆層 2 の凹ತを覆うように、凹部で厚く、

ತ部でബくなり、表面は平滑となる。な͓、漆層 3 には所ʑに赤色ཻ子が認められ、X 線回折結Ռから

ϕンΨラが混和されていると考えられる。

・8)2 άϦου・SR1r3 層

下地は 50 ～ 80Жm で、黒色ཻ子の様子から༉Ԏの類と考えられる。下地の上には赤色顔ྉを混ͥた

漆層（漆層 1）が 20 ～ 30Жm の厚さで認められる。赤色顔ྉは、X 線回折結Ռから水銀朱と൑断され

る。漆層 1 の下部、下地と接する部分に赤色顔ྉの認められない部分が 5Жm 以下の幅で認められるため、

下地と漆層 1 の間に混和物の無い漆がബく塗られているՄ能ੑがある。

2）X 線 回 折 分 ੳ

X 線回折図を第 32 図に示す。図中上ஈに試ྉの X 線回折図、下ஈに検出された߭物の回折ύターンを

掲げている。測定の結Ռ、図版 88r15 ͓よび 8H2 グリッド・SR1r3 層の赤漆では水銀朱（cJOOabar）、

11C グリッド・ⅩⅢ層の赤漆については赤鉄߭（IFmatJtF）が検出された。

3）赤 外 分 ޫ 分 ੳ

FTrIR スϖクトルを第 33 図に示す。な͓、図中にはൺֱ試ྉとして供した漆の࣮測スϖクトルをซ記

した。

図版 88r15 の黒漆͓よび図版 90r49 の下地の塗膜物質は同様の赤外線ٵऩಛੑを示し、3400cmr1 付

近の幅広いٵऩ帯のほか、2930cmr1、2860cmr1、1710cmr1、1620cmr1、1450cmr1、1270cmr1 付
1
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［測定情報］
サンプルスキャン回数:64
バックグラウンドスキャン回数:64
分解能:4.000
サンプルゲイン:8.0 
ミラー速度:1.8988 

［光学系の構成］
検出器:MCT/A 
ビームスプリッタ:KBr 
光源:IR

［備考］ 
ダイヤモンドエクスプレス成型
顕微透過法
可変アパーチャ使用

CO2除去（直線化）
オートベースライン補正
スムージング処理
Y軸正規化

ୈ 33 ਤ　F5-*R εϖΫτϧ
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ୈ 34 ਤ　2011 年度  木ࡐ

ୈ 35 ਤ　ՖคԽ石

10　漆塗膜͓よび顔ྉ分ੳ

3c3b3a

1a 1c1b

2a 2b 2c

1 マツ属複維管束亜属（11c・ⅩⅢ層）
2 スギ（図版88-18）
3 アスナロ（図版85-16；側板）

100μm:a

100μm:b,c

　a:木口,b:柾目,c:板目

6c6b6a

4a 4c4b

5a 5b 5c

4 ヤナギ属（図版90-42）
5 クリ（図版89-37）
6 ケヤキ（図版90-49）

200μm:a

100μm:b,c
a:木口,b:柾目,c:板目

7a 7c7b

8a 8b 8c

7 モクレン属（図版87-14）
8 イスノキ（図版79-201）

200μm:a

100μm:b,c
a:木口,b:柾目,c:板目

1a 1b 2a 2b

3a 3b

7b6

8 9

4a 4b 5a 5b

7a

（1-7）

50μm

（8,9）

50μm

1 サワグルミ属（SK853；最下層） 2 ソバ属（SK853；最下層）
3 クリ属（SK853；最下層） 4 アブラナ科（SK853；最下層）
5 イネ科（SK853；最下層） 6 カヤツリグサ科（SK853；最下層）
7 ハス属（SK853；最下層） 8 プレパラート内の状況（SK853；最下層）
9 プレパラート内の状況（SK853；最下層）
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近のڧいٵऩ帯͓よび 1370cmr1、1220cmr1、1080cmr1 付近のٵऩ帯によってಛ௃付けられる。な͓、

3400cmr1 付近のٵऩ帯は 0rH の৳ॖৼಈ、2930cmr1、2860cmr1ج 付近のٵऩ帯はϝチル͓جよび

ϝチレンجの CrH ৳ॖৼಈ、1710cmr1 付近は C�0 ৳ॖৼಈ、1620cmr1 付近は C�0 ৳ॖৼಈまたは

C�C ৳ॖৼಈ、1450cmr1、1270cmr1 付近はϝチルجの対শ変角ৼಈや Cr0 ৳ॖৼಈあるいは 0rH

変角ৼಈと༧૝される。

D　考　　　察

88r15 は、内・外面ともに黒色をఄし、赤漆で紋様が描かれている。図版 90r49 も内・外面とも黒色

で、外面にのみ赤漆の紋様が認められる。木地はいずれもケヤキであり、下地に༉Ԏの類が利用されてい

る点がڞ通する。一方、下地は、図版 88r15 が厚い部分で 100Жm 以上となる一方、図版 90r49 は厚

い部分でも 20Жm 以下であり、2 試ྉ間で厚さがҟなる。な͓、図版 90r49 の下地の赤外分ޫ分ੳでは、

漆と考えられるスϖクトルがಘられたことから、༉Ԏの類を混和した漆を下地としたと考えられる。

࣍に、図版 85r15・図版 90r49 の黒色部分の漆塗りをみると、図版 85r15 が混和物の無い漆が 1 層

塗布される一方、図版 90r49 では 4～5 層の漆層が確認でき、塗りの回数がҟなる。な͓、図版 90r49 の

漆塗りは、2009 年度の図版 74r131 の漆器椀に類似して͓り、木地の樹種がケヤキである点もڞ通する。

8H2 グリッド・SR1r3 層の漆器も木地にケヤキが確認されたが、内面が赤色をఄする。な͓、2009 年

度は内面が赤色をఄする椀や皿が認められたが、ケヤキは全て皿であり、椀にはクリやモクレン属が確認

されている。2011 年度の試ྉをみると、下地の上に赤漆が塗られて͓り、ൺֱత簡単な塗りである。

また、図版 85r15 と 8H2 グリッド・SR1r3 層の赤色顔ྉについて X 線回折分ੳを࣮施した結Ռ、い

ずれも水銀朱であった。水銀朱は、2009 年度分ੳの容器の赤漆にも確認されているが、新ׁݝ内に水銀

朱を大量に産出する߭床は஌られていないため、ͦの産出地として西日本地Ҭが推定された。顔ྉとして

水銀朱のみが入手されたのか、漆器として入手されたものであるかは、漆器の考古ֶతな所見もؚめた検

౼がඞ要である。

11C グリッド・ⅩⅢ層は、全体形状が不明の破片である。上記した試ྉと樹種（マツ属複維管束亜属）が

ҟなることや材質తಛ௃、さらに 2009 年度の分ੳでは柾目板状の蓋（図版 66r20）に針༿樹のスギやヒ

ノキ科が確認されていることなどから、容器以外の器種であるՄ能ੑもある。本試ྉは、下地の上に 3

層の漆層が認められ、ൺֱత丁寧な塗りが確認された。また、表面の赤漆は、X 線回折結ՌからϕンΨラ

と൑断され、上記した漆器の顔ྉ（水銀朱）とҟなるというಛ௃も指ఠできる。

11　花　ค　分　ੳ（第 35 図、第 19 表）

A　試　　　ྉ

試ྉは、԰敷地内で検出された土8）޵H17 グリッド SK853・最下層）から採取された土৕ 1 点である。

SK853 からは、࣍の 12 項で分ੳに供した炭化ถが多量出土しているほか、࿇の花芯などが確認されて

いる。試ྉの観察では、植物遺体が多く混じる黒色の砂混じりシルトからなる。

B　分　ੳ　方　法

試ྉ໿ 10g について、ϑッ化水素ࢎによるట化、水ࢎ化カリウϜによる腐植ࢎのআ去、0.25mm のᝲ
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によるᝲ別、重ӷ（ष化亜Ԗ , ൺ重 2.3）による有機物の分離、ϑッ化水素ࢎによる߭物質のআ去、アηト

リシス（無水ਣࢎ 9� 濃ེࢎ 1 の混合ӷ）ॲ理による植物遺体中のηルロースの分解を行い、花คを濃ूす

る。残ᕓをグリηリンで෧入してϓレύラートを作成し、400 ഒのޫֶ顕ඍڸ下で、出現する全ての種

類について同定・計数する。同定は、当ࣾอ有の現ੜ標本はじめ、ʦErdmaO 1952・1957、FaFgrJ aOd 

IWFrTFO 1989ʧなどの花ค形態に関する文ݙや、ʦౡ૔ 1973、中ଜ 1980、౻木・小ᖒ 2007ʧなどの

๜産植物の花ค写真ूなどをࢀ考にする。

結Ռは同定・計数結Ռの一ཡ表に示す。

C　結　　　Ռ

結Ռを第 19 表、第 35 図に示す。第 35 図に示したように、分ੳ残ᕓ

の多くがඍཻ炭であり、花ค化石の産出はগない。また、産出した花ค化

石は、อ存状態の良いものと良いものが混ࡏするが、֓してѱい。

花ค化石の検出状گは、૯花ค・๔子数の 95�以上が草本花คであり、

ͦの中でもイω科が大部分を઎める。また、イω科花คの中には、イω属

の形態を有するものも多くؚまれ、イω属と൑断できた花คの割合はイω

科全体の 50.3�であった。な͓、花ค外膜が༹解するなどอ存状態がѱ

くイω科とした個体の中にもイω属と同ఔ度のཻ径を持つものがあり、こ

れらをؚめると 8 割近くがイω属のՄ能ੑがある。

このଞの種類は、木本花คではサワグルミ属、ハンノキ属、クリ属、草

本花คではカヤツリグサ科、サナΤタデ節 r ウナギツカミ節、ιバ属、ハ

ス属、カラマツιウ属、アブラナ科、ヨモギ属などが、わずかに検出される。

D　考　　　察

SK853 最下層の花ค分ੳの結Ռ、花ค化石の産出はѱかったが、࠿ഓ

種のイω属をؚむイω科が多産するというಛ௃が認められた。このような状گから、分ੳに供された土৕

の一部を水ચした結Ռ、細かな粗ᐗに混じって多量のҴ໮の破片が検出された。イωは、花の構଄上、Ҵ

໮内に多くの花が残留することから、検出されたイω科（イω属）花คは遺構内に埋ੵしたҴ໮の中に残

留していたものに༝དྷするՄ能ੑが高い。

イω科以外では、サワグルミ属、ハンノキ属、クリ属などの木本類や、カヤツリグサ科、サナΤタデ節

−ウナギツカミ節、ιバ属、ハス属、カラマツιウ属、アブラナ科、ヨモギ属などの草本類の花คがわず

かに検出された。サワグルミ属やハンノキ属は、Տ道沿いやՏ畔、࣪地にੜҭする種類であり、後ड़する

水田畦畔の粗ᐗに確認されたヤナギ属とڞに周辺の低地部にੜҭしていたՄ能ੑがある。また、カヤツリ

グサ科、サナΤタデ節−ウナギツカミ節には࣪地にੜҭする種類がؚまれる。ヨモギ属は、࿏๣などの明

るい৔所にੜҭすることから周ғの草地環ڥに༝དྷすると考えられる。ιバ属は࠿ഓ植物であることから、

周辺Ҭでの࠿ഓが૝定される。ハス属は、インドݪ産で日本には中ܦࠃ༝で渡དྷしたと考えられているが、

地質時代の地層中からの種࣮のൃ見によりかつてはੜҭしていたことが஌られて͓り、ࣗੜの有無につい

てはҙ見が分かれているʦҏ౻ 1996ʧ。ハス属は、෹ڭと関係が深く、花を観৆用、࣮を食用として࠿

ഓされる水ੜ植物であり、遺構の時期を考ྀするとࣗੜよりも࠿ഓに༝དྷするՄ能ੑがある。

分　類　܈
8H17
SK853
最下層

木本花ค

　サワグルミ属

　ハンノキ属

　クリ属

1 

1 

1 

草本花ค

　イω科

　カヤツリグサ科

　サナΤタデ節−ウナギツカミ節

　ιバ属

　ハス属

　カラマツιウ属

　アブラナ科

　ヨモギ属

431 

4 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

不明花ค

　不明花ค
1 

シμ類๔子

　シμ類๔子
12 

合　計

　木本花ค

　草本花ค

　不明花ค

　シμ類๔子

　合計 	 不明をআく 


3 

441 

1 

12 

456 

ୈ 19 表　SK853 Ֆค分ੳ݁Ռ

11　花 ค 分 ੳ
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12　炭化したイω種子の DNA ؑ定（第 36～40 図、第 20～27 表）

A　は　じ　め　に

本遺跡の԰敷地から炭化した種子と࿇の花芯がまとまって出土した。遺跡は৴濃઒が形成したԭੵ地

に立地して͓り、鎌૔時代からࣨொ時代（13 世紀後半～ 14 世紀）を主体とする遺跡である。な͓、この԰

敷地から「しろわせ さとう三郎」と書かれた種子札（第二号木簡）が出土した。これまで「わせ」の記載

が見られる出土木簡は 8 世紀の෱Ԭݝ高ാഇ9、ࣉ ～ 10 世紀の山形ݝ上高田遺跡、12 世紀の大ࡕ෎上

ਗ਼滝遺跡から出土しているʦ平઒ 1999・2003ʧ。「しろわせ」の記載のある木簡は෱ౡݝ໼玉遺跡から

出土した木簡に「白和世」の記載がみとめられた（第 20 表）。また、書物に͓ける「わせ」については 8

世紀のສ༿ू 10 に「ૣҴ」の表記があり、これが初出である。第ר 21 表に示すと͓り౦北から۝भ地

方まで֤地の農書や֮書など 20 をӽえる書物に「わせ」「白わせ」「赤わせ」の記載が認められたʦ古ౡ

1954、੕ 1973、ཛྷ 1974、長尾 1981、̓ 田 1986、઒࡚ 1990ʧ。さらに、「ӽ後、佐渡、水Ҵ品種考」ʦ෩間、

2000ʧによると、現ࡏの新ׁݝの江戸時代以߱の水Ҵ品種の記載では天和元年（1681 年）魚প地Ҭで「白

わせ」の記載が見とめられ、明治期まで「白わせ」「白ૣҴ」「しろわせ」の表記が魚প、ദ࡚、頸৓、ו

ഓされていた代表తな品種である。したがって、「わせ」࠿佐渡まで広ൣғに渡って見られ、継ଓతに、ݪ

はもっとも古いݺশであり、ࠓ日までͦ

のݺশが継ଓしているو重なイω系౷で

ある。このため、DNA 分ੳによって出

土した種子の遺఻తಛੑ͓よび木簡に記

記載品種໊ 時　期 遺跡໊ 出土৔所

和ૣ 9 世紀～ 10 世紀 上高田遺跡 山形ݝ༡佐ொ

和佐 8 世紀前半～ 10 世紀 高ാഇࣉ ෱Ԭݝ෱Ԭࢢ

はせ 12 世紀（1187 年） 上ਗ਼滝遺跡 大ࡕ෎四条೅ࢢ

白和世 8 世紀後半～ 9 世紀半ば ໼玉遺跡 ෱ౡݝձ௡若松ࢢ

ঁ和ૣ 9 世紀半ば 田目条ཬ遺跡ߥ ෱ౡݝいわきࢢ

ୈ 20 表　出土木؆の࣌ظͱ遺੻໊

試ྉ໊ 時期 表記品種໊ 農書・֮書໊ ഓ地Ҭ࠿ 現ࡏの໊ݝ

WaTF 739 年 ૣҴ ສ༿ू　ר 10 　　　　― ―

1564 年 ૣҴɼはせ ਗ਼良記−਌ຽؑ月ू ҏ༧ࠃӉ和܊ Ѫඤ

1722 年 ૣҴ 農ᩀᤵ 関౦～౦海道 ―

1761 年 ૣҴ ౦北ڟ作に関する࢙త調査 ถ୔ 山形

1871 年 ૣҴ 農ࣗۀಘෟ࿥ 下໺ࠃ ಢ木

SIJro-XaTF 1716 − 35 年 白わせ อ書上ڗ ཮中 岩手

1716 − 35 年 白ワη 内産物留ྖޚ ৗ཮ࠃ ҵ৓

1735 年 白はせ ീ戸஄ਖ਼஌行所産物有物վ帳 ดҏ܊横田ଜ 岩手

1735 − 37 年 白ワηɼ白ૣҴ 両ࠃ本草全 周๷ 山口

1716 − 41 年 白わせ ҏ౾ࠃ産物帳 ҏ౾ࠃ田方܊ 静Ԭ

1764 − 80 年 白わせ 下ҏ୔大؊ઝ雑記 ҏୡൡ下ҏ୔܊ 岩手

1748 年 白ૣҴ ॣՏॣࠃ౦܊஡ാଜദ木Ո文書・໮種帳 ॣՏॣࠃ౦܊஡ാଜ 静Ԭ

1755 年 白ૣҴ 地方໊目 岩代・൬৓ ෱ౡ・ٶ৓南部

1866 年 白ૣҴ ෱ౡ֤ݝଜ明細帳 ձ௡ൡ ෱ౡ

ALa-XaTF 1707 年 赤ૣҴ Քय़ळߞ 石઒܊ 石઒

1708 年 あかૣҴ ๅ永 5 年 3 月　ԕभ豊田܊前໺ଜࠩ出帳 ԕ江ࠃ豊田܊前໺ଜ 静Ԭ

1716 − 35 年 赤わせ อ書上ڗ ཮中 岩手

1735 年 赤わせ ീ戸஄ਖ਼஌行所産物有物վ帳 ดҏ܊横田ଜ 岩手

1735 年 赤ワη 加賀ࠃ産物ࢤ 加賀ࠃ 石઒

1756 年 赤わせ ๅྐྵ 6 年 3 月　豊田܊地田ଜࠩޚ出帳 ԕ江ࠃ豊田܊஑田ଜ 静Ԭ

1785 年 赤わせ 天明 5 年 3 月　明細書上帳 ԕ江ࠃ豊田܊஑田ଜ 静Ԭ

1716 − 41 年 赤わせ ҏ౾ࠃ産物帳 ҏ౾ࠃ田方܊ 静Ԭ

1844 年 赤ૣҴ ࿝ٜಈ銭柱 ळ田ൡ ळ田

1840 − 1854 年 赤わせ 佐賀ݝのҴ作௶מ帳 松Ӝݫ܊木ଜ 佐賀
※古ౡ（1954）、੕（1973）、ཛྷ（1974）、長尾（1981）、҆田（1986）、઒࡚（1990）より作成　

ୈ 21 表　ࢼྉ໊の͞ࡌهΕͨ೶ॻͱ年୅ɺ࠿ഓ地Ҭ
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12　炭化したイω種子の DNA ؑ定

載された系౷と遺物との遺఻త関係ੑを検౼した。

B　試ྉ・分ੳ方法

試ྉは、中世の԰敷地で検出した土޵（SK853）から出土した炭化ถ 14 点である。分ੳでは、個ʑを

試ྉとしてѻうため、ศٓతにサンϓル 1 ～ 14 として໊শを付し、分ੳに供する炭化ถについて、顕

ඍڸ観察を行った（第 36 図）。出土遺物の৔合、表面に土৕ەが付着しているため、サンϓル 1 ～ 8 に

70�Τタノールを෾ໄし、表面をચড়した。これまでのྫから、出土状گや出土後のܦա期間、年代など

によりந出量がҧうため、2 通りのந出を試みた。

サンϓル 1 ～ 4 を下記のᶃの方法により、サン

ϓル 5 ～ 8 をᶄの方法により全 DNA をந出した。

2 通りの DNA のந出方法は下記の方法によった。

な͓、いずれの৔合もコンタミωーシϣンのՄ能

ੑを確認するため、滅ەৠ留水をωΨςΟブ・コ

ントロールとした。

ᶃ Na0H を用いたアルカリந出法ʦ青木ほか

1999ʧを一部վ変したアルカリந出法によって

ந出。

ᶄ DNFaTZ PMaOt MJOJ（キアήン）キットを用

いてϓロトコルにしたがってந出。

ந出した DNA をςンϓレートとして、遺物

用に開ൃした DJ6 ϓライマーηット・A2/B2、

A2/B3、A2/B4 の 3 ηット（第 23 表、第 37 図）

により PCR ૿幅を行なった。

この 3 ϓライマーはԹ帯δϟϙχカ型と熱帯

1 サンϓル1

4 サンϓル4

7 サンϓル7

10 サンϓル10

13 サンϓル13 14 サンϓル14

11 サンϓル11

8 サンϓル8

5 サンϓル5

2 サンϓル2 3 サンϓル3

9 サンϓル9

12 サンϓル12

6 サンϓル6

ୈ 36 ਤ　分ੳࢼྉの֎観ࣸਅ

B3

A2

B4

B2

温帯･熱帯ジャポニカ型を判別する欠失･挿入領域

ୈ 37 ਤ　ୈⅥછ৭ମ্のϓϥΠϚʔのҐஔ（第 22 表ࢀর）

ϓライマー໊ Ԙج഑列 長さ
（bQ）

DJ6・A2 GTAGCAGTGG ACGAGTCAGA ACGA 24

DJ6・B2
TGTTTTCTCA TTGCCAAAGC 

TATATAG
27

DJ6・B3 TGTGATTTTC CGTTTTCCGT G 21

DJ6・B4 AGGTTCCTAC GGAGTACAAT AC 22
G � 熱帯δϟϙχカの৔合、഑列は G（グアχン）ɼԹ帯δϟϙχカの৔合 A（アデχン）

ୈ 22 表　ԹଳδϟϙχΧܕͱ೤ଳδϟϙχΧܕΛ൑ผ͢Δ
　　　　   ϓϥΠϚʔϦετ

ϓライマー
ηット

Թ帯
δϟϙχカ

型

熱帯
δϟϙχカ

型

アχーリング
Թ度（ˆ）

A2/B2 � � 56

A2/B3 − � 56

A2/B4 − � 61
�：DNA バンドが૿幅された৔合ɼ−：DNA バンドが૿幅さ
れない৔合

ୈ 23 表　ϓϥΠϚʔのԹଳ・೤ଳδϟϙχΧܕ
の૿෯ͱΞχʔϦϯάԹ度
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δϟϙχカ型を൑別するために第 6 染色体に࠲乗している 216 Ԙج対の欠ࣦྖҬを用いて、DNA が断

片化した遺物用に開ൃされたものであるʦ花৿ 2011ʧ。これまではランμϜϓライマーを用いたため、

PCR ૿幅後、さらにサβンブロッςΟング分ੳをඞ要としたが、この開ൃによってこの分ੳは不要となっ

た。したがって、土৕ەやු༡ەなどのコンタミωーシϣンをഉআし、গ量の DNA を用いて明確に૿幅

Մ能となった。したがって、ϓライマーηット A2/B2 の৔合、Թ帯δϟϙχカ型と熱帯δϟϙχカ型の

両方の DNA 断片が૿幅される（第 23 表）。

しかし、この৔合、熱帯δϟϙχカ型の DNA 断片は 300 Ԙج対を௒えるため、遺物のような DNA

が断片化しているサンϓルでは熱帯δϟϙχカ型の断片は૿幅されにくい。ͦこで、DJ6 ϓライマーの

B3 と B4 はԹ帯δϟϙχカ型の欠ࣦྖҬにϓライマーを作成し、熱帯δϟϙχカ型の DNA 断片のみ૿

幅するものとした。この作出ϓライマーを用いたϓライマーηット A2/B3 と A2/B4 の৔合、熱帯δϟ

ϙχカ型のみ૿幅される。これら 2 ηットの DNA 断片はԹ帯δϟϙχカ型を૿幅するϓライマーηット

A2/B2 の DNA 断片とほ΅同じ長さとしたため、DNA が断片化した遺物の৔合でもԹ帯δϟϙχカ型と

熱帯δϟϙχカ型の検出が同等となり、当時のൺ率がよりਖ਼確に推定Մ能となった。

また、同԰敷地より出土した木簡に記載の「しろわせ」よ

りࡏདྷ系౷に「わせ」をؚむ系౷を調査したところ、対象系

౷として、ݺশが「わせ」のઍ༿に༝དྷする 1 系౷とಸ良

の 2 系౷、「しろわせ」の石઒と和Վ山に༝དྷする֤ 1 系౷、

「あかわせ」の෋山と和Վ山に༝དྷする֤ 1 系౷、あわせ 7

系౷（第 24 表）を用い、PCR ૿幅を試みた。

ϓライマーは SSR ϓライマー・RM1ɼRM224ɼRM253、

0SR19、0SR22 の 5 ϓライマー（第 25 表）、SNP ϓライマー・6P1、17P1、26P1 の 3 ϓライマー、

STS ϓライマー・29P1、33P1、34P1 の 3 ϓライマー、計 11 ϓライマーを用いた（第 26 表）。

いずれの PCR ૿幅の৔合も TaLara EX taR（タカラࣾ製）を用い、DJ6 のϓライマーηットの൓Ԡ条݅

は 94ˆ・30 ඵ、55ˆ・30 ඵ、72ˆ・1 分を 1 サイクルとして、35 サイクル行なった。SNP・STS・

試ྉ番号 系౷番号 � 品種໊ 採種地

WaTF1 J477 ૣҴ ઍ༿

WaTF2 J482 わせ ಸ良

WaTF3 J483 ૣੜ ಸ良

SIJro-XaTF1 J496 白ૣੜ 石઒

SIJro-XaTF2 J401 白ૣੜ 和Վ山

ALa-XaTF1 J494 赤ૣੜ ෋山

ALa-XaTF2 J498 赤ૣੜ 和Վ山
�（ಠ）૯合地ٿ環ֶڥ研ڀ所の 0rZ[a Data BaTF の
　系౷番号

ϓライマー ForXard PrJmFr RFWFrTF PrJmFr ൓෮഑列

RM1 GCGAAAACACAATGCAAAAA GCGTTGGTGGACCTGAC （GA）O

RM224 ATCGATCGATCTTCACGAGG TGCTATAAAAGGCGTTCGGG （CT）O

RM253 TCCTTCAAGAGTGCAAAACC GCATTGTCATGTCGAAGCC （CT）O

0SR19 CTTTGTCTATCTCAAGACAC TTGCAGATGTTCTTCCTGATG （CT）O

0SR22 CTGAGTCTCCTGTCCTCA TC CTTGAATCTCTGCACTGCAC （CT）O

ϓライマー໊ 染色体上の位置 � DNA 断片長 対立遺఻子数 アχーリングԹ度

SNP �� 6P1 11 131 2 60

17P1 8 254 0 60

26P1 1 201 2 60

STS �� 29P1 − 148 2 60

33P1 − 260 2 60

34P1 6 438 2 60

SSR RM1 1 82-93 5 55

RM224 11 95-98 2 55

RM253 6 85-112 6 55

0SR19 6 152-160 4 55

0SR22 7 112-130 4 55
 �：日本੖の৔合の染色体上の位置　　　��：ಛڐ第 4344818 号の SNP ͓よび STS ϓライマー　　−：日本੖では૿幅しない DNA 断片

ୈ 24 表　ࡏདྷܥ౷の D/" ղੳの݁Ռ

ୈ 25 表　SSR ϓϥΠϚʔの഑列

ୈ 26 表　֤ϓϥΠϚʔͰ૿෯͞ΕΔྖҬ ŋ ௕͞ ŋ ର立遺఻ࢠ਺
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SSR ϓライマーの൓Ԡ条݅は 94ˆ・30 ඵ、ͦれͧれのアχーリングԹ度・50 ඵ、72ˆ・1 分を 1 サイ

クルとして、30 サイクル行なった。

な͓、遺物では DNA が断片化しているため、1 回の PCR ではՄࢹ化がՄ能なほどの断片が૿幅され

ず、1回目の൓Ԡӷをςンϓレートとして同様のϓライマーηットを用いて2回目のPCR૿幅を行なった。

この PCR 産物を 8�ϙリアクリルアミドήルで 200V、50 分間ిؾӭಈした。ͦの後、このήルをΤチ

δウϜブロマイドで染色し、DNA 断片の位置を確認した。PCR ૿幅した DNA 断片長の確認には、サイ

ズマーカーとして TaLara 20bQ LaddFr を用いた。

C　結　　　Ռ

֤サンϓルの顕ඍڸ観察の結Ռ、サンϓル 1 ～ 11 は໮֪を有して͓り、サンϓル 12 はݰถの炭化し

た状態であり、サンϓル 13 と 14 は໮֪のみであった（第 38 図）。サンϓルͦれͧれよりイωにಛ௃త

な溝や໮の先端にのびるᢵ（ノή、ノギ）（第 38 図の໼ҹ A）、װ側についていたӲ（第 38 図の໼ҹ B）が確

認され、いずれもイω種子と൑断された。

　2 つの方法によりந出を行い、ᶃとᶄの方法でந出した DNA を

用いて、Թ帯δϟϙχカ型と熱帯δϟϙχカ型を൑別するϓライ

マーηットによってωスチド PCR を行なった結Ռ、一部に DNA

断片の૿幅が認められた。3 ൓෮࣮ݧを行なった一部の結Ռを第

41 図に示す。図中の໿ 310 Ԙج対付近の໼ҹ A は熱帯δϟϙχ

カ型の DNA 断片、໿ 100 Ԙج対付近の໼ҹ B がԹ帯δϟϙχカ

型の DNA 断片を示す。な͓、断片長の推定には図中 M の TaLara 

20bQ LaddFr を用いた。

ᶃのந出方法では 3 回の࣮ݧの結Ռ、サンϓル 4 の DJ ϓライマー

ηット A2/B2 で行なった PCR2 回目にԹ帯δϟϙχカ型を示すか

すかなバンドが認められた（第 27 表）。ᶄの方法では 4 サンϓルす

΂てにԹ帯δϟϙχカ型を示す DNA 断片が検出された。DJ6 ϓラ

12　炭化したイω種子の DNA ؑ定

ୈ 38 ਤ　αϯϓϧ表面ը૾

1 サンϓル10

2 サンϓル8

A

B

ୈ 39 ਤ　ԹଳδϟϙχΧܕͱ೤ଳδϟϙχΧܕの D/" ૿෯அยのӭಈࣸਅ

M ： 100bQ DNA LaddFr
1 ： SamQMF 1 bZ tIF GJrTt PCR
1' ： SamQMF 1 bZ tIF TFcoOd PCR
2 ： SamQMF 2 bZ tIF GJrTt PCR
2' ： SamQMF 2 bZ tIF TFcoOd PCR
3 ： SamQMF 3 bZ tIF GJrTt PCR
3' ： SamQMF 3 bZ tIF TFcoOd PCR

4 ： SamQMF 4 bZ tIF GJrTt PCR
4' ： SamQMF 4 bZ tIF TFcoOd PCR
5 ： SamQMF 5 bZ tIF GJrTt PCR
5' ： SamQMF 5 bZ tIF GJrTt PCR
6 ： SamQMF 6 bZ tIF GJrTt PCR
6' ： SamQMF 6 bZ tIF TFcoOd PCR

7 ： SamQMF 7 bZ tIF GJrTt PCR
7' ： SamQMF 7 bZ tIF TFcoOd PCR
8 ： SamQMF 8 bZ tIF GJrTt PCR
8' ： SamQMF 8 bZ tIF TFcoOd PCR

A

B

DJ6 PrJmFr-A2/B2

M 1 1' 2 2' 3 3' 4 4' 5 5' 6 6' 7 7' 8 8'
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イマーηット A2/B3 と A2/B4 を用いた PCR ૿幅の結Ռ、

サンϓル 5 と 8 に熱帯δϟϙχカ型を示す断片が検出され

た。したがって、サンϓル 5 と 8 はԹ帯δϟϙχカ型と熱

帯δϟϙχカ型の交雑種であった。これらの結Ռから、8 サ

ンϓルのうちԹ帯δϟϙχカ型は 3 サンϓル、交雑種は 2

サンϓル、不明が 3 サンϓルであった（第 27 表）。

出土遺物と「しろわせ」との関係ੑについては、系౷を൑

別する 11 ྖҬの૿幅がଗわず、現ஈ֊では൑別に౸ってい

ない。

D　考　　　察

SK853 から出土した炭化ถのうち、分ੳに供したサンϓル 1 ～ 8 ではᶃのந出方法による検出はサン

ϓル 4 のみ、ᶄのந出方法では 4 サンϓルす΂てに૿幅が認められたことから、ᶄのந出方法が有ޮであっ

たと考えられる。また、PCR1 回目ではサンϓル 7（第 39 図のレーン 7）のみ DNA の૿幅断片が確認さ

れたが、PCR2 回目では 3 回の࣮ݧの結Ռ、ͦのほかのϓライマーηットでもᶄす΂てに૿幅断片が検

出された。

第 6 染色体上の DNA ྖҬの PCR ૿幅の結Ռ、Թ帯δϟϙχカ型と熱帯δϟϙχカ型の交雑種の存ࡏ

が明確となった。これまで、新ׁݝでは໻ੜ時代の出土遺物の分ੳが行なわれているʦ佐౻・花৿ 2009ʧが、

後は分ੳ数や遺跡ࠓ。ྉとなったࢿ重なو回の中世に͓ける分ੳができたことは近代や現代につながるࠓ

数を૿やして、当時のԹ帯δϟϙχカ型と交雑種のൺ率や熱帯δϟϙχカ型の存ࡏの有無が確認されれば、

中世の新ׁに͓けるイωの変ભを௥うことがՄ能と考えられる。

な͓、出土遺物と現ࡏまで残っている「しろわせ」のࡏདྷ系౷の関係ੑについては、現ஈ֊では૿幅結

Ռがଗっていないためٴݴできない。出土遺物は 200 Ԙج対を௒える DNA 断片は૿幅しにくく、ࠓ回

のサンϓルの一部には第 40 図のと͓り熱をडけた形跡の穴が認められた。

૿幅されなかったサンϓルはந出方法以外にܦ年変化と被熱で DNA が断片化して૿幅されなかったՄ

能ੑがある。江戸時代初期の「ਗ਼良記 r ਌ຽؑ月ू r」ʦ入交 1970ʧに記載されている 96 系౷のうちૣ

Ҵは 12 系౷ある。また、「ձ௡農書」ʦ൧প 1976ʧでもૣҴ、中Ҵ、൩Ҵと区別して࠿ഓしていたと表

記がある。これまで、木簡とࠓ回のような良好な状態のイω種子が同時に出土したྫはなく、これらの木

簡や農書に記載されている「わせ」との関係ੑが明らかとなれば、古代から現代΁の変ભを推定するۃめ

てو重な分ੳとなる。ࠓ後はࠩҟのある PCR ૿幅のྖҬを短くすることで、断片化された DNA のಛ定

ྖҬの૿幅を試みたい。

サンϓル
番号

PrJmFr TFt
Tm/Tr �

A2/B2 A2/B3 A2/B4

1 − − − −

2 − − − −

3 − − − −

4 Tm − − Tm

5 Tm/Tr Tr Tr Tm/Tr

6 Tm − − Tm

7 Tm − − Tm

8 Tm Tr Tr Tm/Tr
−ʀDNA バンドの૿幅が検出されないもの
� ʀTr： 熱帯δϟϙχカ型ɼTm： Թ帯δϟϙχカ型

ୈ 27 表　αϯϓϧの D/" அยの૿෯݁Ռ

1 サンϓル2 2 サンϓル12

ୈ 40 ਤ　೤Λड͚ͯ穴の։͍ͨ表面
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第ᶝষ　ま と め

1　遺　　　構

本遺跡は、多様な遺構が構築された「԰敷地」と水田ߞ作がӦまれた「水田Ҭ」で構成されている。以

下、ͦれͧれの様૬についてまとめ、ͦこでಘられた՝題についても明らかにして͓きたい。

A　԰敷地について

ここでは「԰敷地」で調査した 3 面を古いものからॱに୧り、ͦ の様૬と変ભաఔを整理する。ͦの上で、

「԰敷地」のੑ格についても若ׯの検౼を試みる。ͦの後、項をվめて「水田Ҭ」との૬関関係について

もまとめてみたい。

1）遺構の様૬と変ભ

ʰSR2・Ⅹɕ 層遺構ʱは、ࣗવ流࿏と考えられる SR2 の底面ٴび地山であるⅩɕ 層上面で検出したもので、

もっとも古いஈ֊の遺構܈である。

遺構は検出した種別・数ともにগなく、土地利用状گは低調であったとݴえる。しかし、遺構数のগな

さに加え、本遺跡では།一となる骨の出土（SX676）もあり、ͦもͦもの土地利用目తが上位 2 面とはҟ

なっていたՄ能ੑがある。

また、間隔を密に打ち込Μͩ杭列である SX280 は、「水田Ҭ」の֤面で検出した畦畔 206、302、

402、501 の延長線上に同じ軸方向で構築されていることから、૬ޓの高い関連ੑがうかがえる。これら

の畦畔のいずれかと SA280 が同時に存ࡏしていたとԾ定すると、গなくともこのஈ֊ですでに「԰敷地」

の周ғは水田であったとݴえる。さらに推察をਐめると、ⅩⅥ層水田面の畦畔 501 の上には杭列 SA716

が構築されている。これとSA280の間には規模や杭の間隔などにࠩҟが認められ、単७なൺֱはできない。

しかし、同じ畦畔の同一線上に構築された 2 つの杭列の間に૬ޓ関係を認めಘるならば、「԰敷地」のh SR2・

Ⅹɕ 層遺構ʱは「水田Ҭ」のʰⅩⅥ層水田面ʱと時期を同じくするՄ能ੑが高いとݴえる。

ଓくʰSR1r3 層遺構ʱは、人ҝతな盛土である SR1 の 3 層中に構築される遺構܈である。遺構はこの

盛土の掘削աఔでਵ時検出したもので、いわΏる「検出面」を設定して検出したものではない。この要Ҽ

としては、盛土がイωを主体とする炭化物やシルトのブロックの混ࡏした「人ҝతな混合土」を用いてい

たために、ൃ掘調査作ۀ上、人ҝతに埋め໭された遺構覆土とのࣝ別がࠔ೉であった点がڍげられる。ま

た SR1 の 3 層は、この「人ҝతな混合土」がさま͟まな濃୶でモβイク状にྦྷ重した状態でଯੵしてい

た。これに遺構の検出状گを考え合わせると、SR1 の 3 層は一度にではなく小規模な盛土を継ଓతに行っ

て形成されたもので、遺構もこの作ۀの合間に複数回に渡って構築されたものと考えられる。このような

状گ下では、当વ複数のੜ׆面が形成されたはずである。しかし、盛土に「人ҝతな混合土」を用いてい

たこと、֤回の盛土のൣғがまちまちで面としての広がりがଊえられなかったことがੜ׆面の把Ѳをࠔ೉

なものとした。ͦの結Ռ、調査時に͓いては単一層と理解していた SR1 の 3 層の掘削とฒ行して、遺構

が突વ顔を出すという೉解な状گがੜじたと考えられる。
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遺構数は下位面とൺֱし、多い。柱・柱穴も径の大きなものがあることから建物の存ࡏもうかがわれるが、

検出には至らなかった。しかし、これには上位面の遺構構築に伴ってࣦわれた柱穴の存ࡏも考ྀされなけ

ればならない。また、柱穴に対する柱根の残存率が 16�と低い点については、建物の遺غ・建てସえ時、

若しくは஗くともߋなる盛土（SR1r1・2 層）のஈ֊に͓いて、柱根のൈき取りが一ൠతに行われていた

ことを示すものと考えられる。

溝は SD113 をআいて、ൺֱత規模の小さいものが多い。長軸は北西 r ౦南方向を指すものが多く、

6E グリッドではこれらがฒ列、密ूした状態で検出されたほか、6E・F、7E・F グリッドほかでもやや

間隔を広くするもののฒ列する様子が認められる。これらは、一ൠにいわΏる「ാ作溝」もしくは「ߞ作

溝」として報告されるものとの類似ੑを指ఠできる。

ଓくʰSR1r1・2 層遺構ʱは、人ҝతな盛土である SR1 の 1 層ٴび 2 層を掘削中に検出したもので、

最も新しいஈ֊の遺構܈である。下位面から࢝まった盛土は、このஈ֊でもൃ׆に行われた。ͦのため遺

構も下位面と同様に、盛土の掘削աఔでਵ時検出したものである。また溝により、԰敷地内は 3 区ըに

分けられる。（第 41 図）

この盛土のਐలにより、下位面のฒ列する溝やۼ地は完全に埋められて平坦面を広げる。ͦの内部を区

ըするように、新たに溝が഑置された。また溝により、԰敷地内は 3 区ըに分けられる（第 41 図）。区ը

溝の内側では多くの柱や柱穴が検出されたことから、ͦれͧれに建物が഑置されたものと考えられる。ͦ

のため、認ࣝしಘたのは区ը C の 1 棟のみであるが、柱・柱穴の分布状گから区ը A・B にも同様の建

物が存ࡏしたՄ能ੑが高い。

遺構は種別・数ともに最も多い。ಛに焼土遺構、杭ू中遺構、ू石、樹根列といった、ほかの遺構検出

面では見られないものが存ࡏする。ͦの中でも、԰敷地のੑ格を考える上で重要な遺構として 2 列の樹

根列がڍげられる。樹根列は文字通り、根がฒΜで見つかったもので、樹根列 1 の全長は SD111 に沿っ

て 63.8m にもٴぶ。樹種同定の結Ռから、ここに植࠿された樹種はヤナギ属がա半を઎めていたՄ能ੑ

が高く、ͦのҙ図は敷地の区ըにあると考えられる。

このように、このஈ֊では盛土のਐలに伴って内部を区ըする溝が構築され、区ը溝の内部には建物が

഑置された。さらには区ըをҙ図したと考えられるヤナギが植࠿されたこともあり、景観は下位面から一

変した。文字通りのʰ԰敷地ʱとしてのੑ格が明ྎになるஈ֊といえるͩろう。

ここまで「԰敷地」の 3 時期を֓観した。ͦこでは時期ごとにҟなるੑ格が֞間見られ、最終తには

溝により区ըされた中に建物や土޵が഑置され、水田Ҭとのڥには植࠿されたヤナギが立ちฒぶ景観΁と

変化していくաఔがಡみ取れた。また、盛土の開࢝と前後するஈ֊では、ാ作溝の存ࡏから食物ੜ産が行

われていたՄ能ੑも指ఠされる。ͦして、このようなੑ格の変化は「水田Ҭ」の変ભとも関連していると

考えられる。これについては、࣍項でৄड़する。

最後に、この「԰敷地」に͓いて日ৗతなॅډは行われていたのであろうか。本遺跡を同時期のूམと

ൺֱすると、Ҫ戸の欠མを指ఠできる。掘削のՄ൱を伴う遺跡の立地や水ݯࢿの֫ಘ方法のҧいもあるが、

本遺跡と同時期とされる建物の多くがྡ接してҪ戸を有する状گとはҟなっている。また、多量の木製品

の良好な遺存状態が示すように、「԰敷地」は当時から࣪५な環ڥにあったことが༧૝される。これは周

ғを水田にғまれる状گからも推測され、さらには度重なるߑ水のڴҖにもࡽされる৔所である。Ռたし

て、ここがੜ׆のద地としてબばれたのͩろうか。このような状گをふまえた上で、祭祀遺物、ಛに串に

着目して「祭祀の৔」としての側面を指ఠして͓きたい。
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ͦのੑ格が最もڧまるのは、串が最も多く出土するʰSR1r1・2 層遺構ʱஈ֊と考えられる。ಛに掘

立柱建物を取りғむように、7F ～ H、8H グリッドでのू中が著しい。水田にྡ接している状گからは、

祭祀が水田との関係が深いものであったՄ能ੑもうかがわせる。これらの串の多くは地面に突き刺された

状態で検出したものである。ͦれらは不規ଇに立ちฒび、ͦの഑置からはಛ定の形状にฒ΂るҙ図は؃取

できなかった 1）。また、この串がू中出土するൣғ内では焼土遺構が 6 位置している。中世前期の祭祀ج

と「火を用いる、あるいは火を౮す行ҝ」の関連については、すでに࿦じられて͓りʦാ 2006ʧ2）、こ

の 6 ・についても祭祀との関連が考ྀされなければならない。加えて、出土木製品に見る人形・舟形・鳥形ج

刀形・鋤形・陽物などの存ࡏからも、Կらかの祭祀が行われていたことは確࣮であろう。

このように、ࠓ回の調査を通して祭祀が行われた「状گ」は色濃く認められた。しかし一方で、ͦ の「࣮

態」については多くが不明のままで、ͦの解明についてはࠓ後の՝題としたい。ͦの足がかりとして、中

世前期の串を用いた祭祀について多角తな検౼を行ったാ大հࢯのݴをआりると、本遺跡の様૬も֤種形

代類の出土と合わせて「古代తな祭祀」が「かたちを変えながら残存し」たものという大枠の中で理解で

きる。さらにࢯのݴう中世前期の祭祀とは「古代と中世がڞ存する時期」のものであり、「古代からの఻

౷がある地Ҭで中世まで継ଓしたもの」という指ఠʦാ 2006ʧもड容するものであれば、さらなる検౼

は当地に͓ける古代からの系౷・系ේをふまえたうえで行われる΂きであろう。ࠓ後の検౼の方向ੑのͻ

とつとして明示して͓きたい。

な͓、こうした祭祀が人ʑの日ৗੜ׆と完全に切り離されて行われたとは考えられず、ここでの指ఠも

遺跡のੑ格をݶ定してしまうものではない 3）。ͻとまず、本遺跡を構成する多くの要素のͻとつとして理

解して͓きたい。

2）水田Ҭとの૬関関係について

԰敷地は SR2、SR1r3、SR1r2、SR1r1 の 4 面と、水田ҬはⅩⅥ、ⅩⅣ、Ⅻ、Ⅹの 4 面 4）としている

が、単७に面が対Ԡするわけではない。ͦの対Ԡ関係は、԰敷地の北西側と水田Ҭを区ըする重層した溝

づいている。対Ԡ関係は、SD150（hجにڌの切り合い関係を根܈ SR2・Ⅹɕ 層遺構ʱஈ֊）はⅩⅥ層水田、

SD113（h SR1r3 層遺構ʱஈ֊）はⅫ・ⅩⅣ層水田、SD111（h SR1r1・2 層遺構ʱஈ֊）はⅩ層水田、という

ような૝定がされる。しかし SR1 の覆土は複雑に切り合って͓り、ඞずしも対Ԡ水田Ҭと同時期であっ

たとは断定できるものではない。また図版 19 の SD150・113・111 個別図では、標高が԰敷地より水

田Ҭが高くなっている。これは԰敷地北西側の水田面がہ所తに高まっているものであり、本དྷは水田Ҭ

よりも԰敷地の方が標高は高い。ここでは下層からॱに԰敷地と水田Ҭとの૬関関係について整理してい

きたい（第 42 図）。

SR2・Ⅹɕ 層԰ෑ地 rSD150rⅩⅥ層水田

SD150 の覆土が、SR2 層・ⅩⅥ層水田を切っていることが૬関関係の根ڌとなっている。前項でड़΂

1） これは、複数回の祭祀の痕跡が重複したため、ಛ定の形状をൈき出せないՄ能ੑを残す。な͓、同種のੑ格を持つと考
えられるഅ৔԰敷遺跡の「ಛघ遺構」では、木串が長方形・方形にฒΜで打ち込まれているʦ઒上・ԕ౻ 1984ʧ。

2） この࿦ߘでは祭祀に伴って「串状（の）木製品」を「࣮ࡍに焼いた跡」のྫとしてഅ৔԰敷遺跡の「ಛघ遺構」をあげ、
串を長方形・方形に打ち込むことに対しては、「祭祀遺構を木串で方形にғむ手法は、外部のѱؾをः断し結քする古代の
斎串に通じる用法」とධՁしている。

3） 時代をҧえる࿦ͩߘが、ʦ向Ҫ 2008ʧがड़΂ているように「調査ൣғが「ᜄ所」」を対象にしているかの検౼がまずは
ඞ要と考えたためでもある。

4） 調査では̑枚の水田面が認められたものの、最も新しいⅧ層水田面のߞ作土となるⅧ層は԰敷地をؚむ遺跡全体を覆っ
ている。ͦのため、԰敷地と関連する水田面は 4 面となる。
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たように畦畔 501 と SA280 の関係からもうかがうことができる。ݶ定తな水田Ҭであり、԰敷地の଄

成はまͩ行って͓らず、低調な土地利用が૝定される。

SR1r3 層԰ෑ地 rSD113rⅩⅣ・Ⅻ層水田

SD113 の԰敷地側に盛土が構築され、SD113 の覆土が、盛土とⅩⅣ・Ⅻ層水田を切っていることが૬

関関係の根ڌとなっている。しかしⅩⅣ層は SD113 がⅫ層を掘削した時に、掘り込まれたՄ能ੑもある。

SD113 ౦側ࡍに西盛土を構築して԰敷地΁水の流入を๷いで͓り、ͦのうえで盛土による԰敷地の଄成

を行っている。遺構はാ作溝が主体となっている。

SR1r1・2 層԰ෑ地 rSD111rⅩ層水田

SD111 の覆土が、SR1r1 層・Ⅹ層水田を切っていることが૬関関係の根ڌとなっている。しかし

SR1r2 層は直接 SD111 と切り合っていないҝ、ඞずしもⅩ層時に存ଓしていた遺構とは断定はできない。

しかし SR1r1 層と SR1r2 層の遺構は、複雑に切り合い、分離はࠔ೉なҝ、層を౷一している。

԰敷地଄成のҝ、ാ作溝などの遺構は埋め立てられ、建物や柱܈、樹木列など本格తな԰敷地となる。

また新たに԰敷地と౦側水田Ҭの間に、SD112 と 114 が構築される。SD112 と 114 は下位面ではここ

に溝は無く、԰敷地を高く南౦側の水田Ҭを低くするஈࠩが両ऀを隔てていた。しかし、ߑ水に見෣われ

たことにより、԰敷地と水田Ҭの標高ࠩがなくなってきたことにより、2 本の溝が新設されたと考えられ

る。これは、԰敷地に水田Ҭの水の流入を๷͙ためや、水田のഉ水࿏として使用されていたと考えられる。

B　水田Ҭについて

1）水 田 の 変 ભ

本遺跡では԰敷地の周辺に、Ⅷ層、Ⅹ層、Ⅻ層、ⅩⅣ層、ⅩⅥ層を水田ߞ作土とする 5 面の水田を検出した。

֤水田の大半はࣗવଯੵ層で覆われていたことから、ൺֱత良好な遺存状گで検出することができた。本

報告では、時期が最も古いⅩⅥ層からॱに֤水田のಛ௃を整理し、水田の変ભを示すこととする。第 43

図は、水田面の変ભを示した図である。

ⅩⅥ層水田（5 枚目水田面）

水田開ൃ最初期の面である。畦畔土やߞ作土は砂質を多くؚむ。砂質を多くؚむ理༝として短期間の水

田利用が૝定される。畦畔 501 では木製品や粗ᐗを敷き、土を盛り、ͦの上に樹皮を敷いて、固定のҝ

の杭列を打ち込Μでいる。畦畔 503 でも同様に木製品や粗ᐗを敷いている。これは砂質を多くؚむߞ作

土を用いたことにより、畦畔の่յを๷͙ための工෉と考えられる。畦畔 501 は、ほかの畦畔の最大上

端幅が 0.34⁯なのに対し、0.94⁯と大きいことから、道としての利用が考えられる。

水田区ըの面ੵや水回りは、検出した区ըがগなく、෾砂のӨڹもあり不明である。しかし SD150 が

水田Ҭのഉ水と関連すると推測される。SD150 は北౦に向けて、標高が下がっていることから南西から

北౦に向けて水が流れていたと推測される。԰敷地から南側では畦畔 501・504 が構築され、以߱この

北౦ r 南西方向の畦畔はⅩⅣ・Ⅻ・Ⅹ層と、上層でもほ΅同位置に構築される。この畦畔 501・504 は、

軸となっていたՄ能ੑがある。畦畔ج水で水田Ҭが砂で覆われる度、畦畔を෮元する上でのߑ 503 の位

置ではⅩⅣ層以߱構築されない。԰敷地から北側では畦畔は見られず、遺構は杭が 5 のみである。԰敷ج

地から南側では標高 r1.3m ～ r1.5m なのに対して北側では標高が 12E グリッドを中心に r2m と低く、

ⅩⅥ層の遺存状態もѱくなっている。

以上からⅩⅥ層では、砂質を多くؚむ土地でも畦畔を補ڧしながら、ൺֱత地形の高い、道（畦畔 501）

1　遺　　　構
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から南側で、ݶ定తな水田ߞ作が行われていたと考えられる。また畦畔 501 から人形（図版 85r9）が、

水田面を覆うⅩⅤ層から陽物形（図版 90r48）が出土していることからⅩⅥ層でのみ水田に関連した祭祀が

行われていたՄ能ੑがある。

ⅩⅣ層水田（4 枚目水田面）

ⅩⅥ層と同様に԰敷地と水田Ҭをつな͙畦畔 402 ではج൫に粗ᐗを敷き、土を盛り畦畔としている。し

かし畦畔に伴う樹皮や杭列などは検出されなかった。԰敷地から南側では畦畔 501・504 の畦畔軸を෮

元し構築している。԰敷地から北側では畦畔 412 ～ 415 が構築され、以߱この北౦ r 南西方向の畦畔は

Ⅻ・Ⅹ層と、上層でもほ΅同位置に構築される。この畦畔 412 ～ 415 は、ߑ水で水田Ҭが砂で覆われる度、

畦畔を෮元する上でのج軸となっていたՄ能ੑがある。また畦畔 414 から方向は一கしないが木製品や

雑木が出土していることから、ج軸となる畦畔の補ڧを行っていたՄ能ੑがあるが、部分తであり断定は

できない。

水田区ըは方形で、面ੵは 340m2 ఔが 1 区ըと、160m2 が 1 区ըの大小 2 ύターンの区ըが見られる。

水回りは標高から考えると、԰敷地から南側では調査区南西隅の畦畔 409 から԰敷地南西に向かってഉ

水している。԰敷地から北側では畦畔 412 ～ 415 のج軸となる畦畔をڥに、北西と南౦の 2 方向に水回

りが分かれる。北西に向かう水回りのഉ水࿏は未検出ͩが、南౦に向かう水回りは、԰敷地の SD113 ΁

田఻いに用水を行っていたと考えられる。以上の܏向はⅫ層でも同様である。

以上からⅩⅣ層では、ج軸となる畦畔 402 にݶり畦畔の補ڧをଓ行し、԰敷地から北側にも畦畔を構築

しながら水田Ҭを広げていったと考えられる。

Ⅹᶘ層水田（3 枚目水田面）

下層でみられた畦畔に粗ᐗ・木製品などを敷く技法が見られなくなり、全てߞ作土を台形状に盛土する

畦畔である。԰敷地から南側では下層の畦畔軸を෮元し構築している。԰敷地から北側ではج軸となる畦

畔 312・316・317 に対してฒ行する畦畔 318・319 が見られる。

水田区ըは方形で、面ੵは 330m2 ఔが 4 区ըと、160m2 が 1 区ըの大小 2 ύターンの区ըが見られる。

水回りは標高から考えると、下層と同様であったと考えられる。

以上からⅫ層では、盛土のみの畦畔を構築しながら、下層の畦畔をج軸として水田ߞ作が行われていた

と推測される。また 21D グリッド周辺では柱根や杭列がまとまって検出され、珠洲焼や砥石、下駄など

の木製品が出土して͓り、水田Ҭ中の簡қな作ۀҬであったと推測される。

Ⅹ層水田面（2 枚目水田面）

԰敷地に伴う水田Ҭの最終面である。Ҿきଓき下層の畦畔軸を෮元し構築している。԰敷地南౦側でも

明ྎに畦畔を検出して͓り、畦畔 202・203・215 は Nr1 ～ 14°rE と下層では見られない畦畔方向である。

SD848 以北からは畦畔を検出できなかったが、畦畔脇の小溝が検出されていることや、Ⅹ層が్切れ

ずଯੵしていることから水田Ҭであったが、畦畔の遺存は不良であったと考えられる。

水田区ըはⅩⅣ・Ⅻ層と同様に方形ͩが、面ੵは 340m2 ఔが 2 区ըと、144m2 ఔが 2 区ը、60m2

ఔが 1 区ըの 3 ύターンに૿える。またഉ水施設の֦ॆが著しく、԰敷地では下層 SD113 と同位置

に SD111 が構築され、南౦側に SD112・114 を構築する。SD112 と SD114 の間は土ڮと推測さ

れ、水田Ҭと԰敷地の出入り口と考えられる。԰敷地から北側ではࣗવ流࿏の SD870 に直交するよう

に SD848 を構築する。水回りは標高から考えると、԰敷地から南側からでは、田఻いに SD111・112・

114 ΁ഉ水を行っていたと推測される。また SD111 は北౦に向けて標高が下がっていることから、南西

1　遺　　　構
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ୈ 43 ਤ　水田面のมભ

屋敷地

Ⅷ層（1枚目水田面）

Ⅹ層（2枚目水田面）

ⅩⅡ層（3枚目水田面）

屋敷地

屋敷地

ⅩⅥ層（5枚目水田面）

ⅩⅣ層（4枚目水田面）

屋敷地

畦畔内粗朶・木製品・樹皮＋杭列（畦畔501）

畦畔内粗朶・木製品（畦畔402）

基軸となる畦畔（畦畔412～415）

SX880

SD848
SD870

SD111
SD112

SD114

SD113

簡易な作業域

SD113

SD150基軸となる畦畔
（畦畔504・501）

畦畔内粗朶・木製品
（畦畔503）

0 （1：2,000） 100m
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から北౦に向かって水が流れていたと推測される。԰敷地から北側では、SD111 にഉ水を行うものと、

畦畔 223 にྡ接する SD848 をܦ༝してࣗવの流࿏である SD870 ΁ഉ水を行っていたと推測される。ま

た SD870 は؛ޢのҝ、杭や腐植土をམちࡍに構築している。SD870 は対؛が検出できず、幅の広い流

࿏と૝定される。ࠓ回の調査ൣғではഉ水機能が検出されたのみであるが、ߋに上流では用水としても利

用されていたと考えられる。

以上からⅩ層では、盛土のみの畦畔を構築しながら、下層の畦畔をج軸として水田ߞ作が行われていた

と推測される。またഉ水溝が多く、ࣗવ流࿏の؛ޢも見られ入೦なഉ水管理がなされていたことをࢥわせ

る。21D グリッドでは、標高が低くなり SD870 のӨڹをडけるҝ、作ۀҬを์غしたと推測される。

ᶞ層水田面（1 枚目水田面）

遺存状態がѱいҝ平面తな調査は行っていない。検出した畦畔は、北区 2 西側の 1 条 SX880 のみであ

る。Ⅷ層は԰敷地の上にも広がっている。以上からⅧ層では、Ⅸ層による԰敷地埋຅後も水田ߞ作を行っ

ていたと考えられる。

内の中世水田跡とのൺֱݝ（2

ここでは水田の形態に着目し、ݝ内の水田とൺֱする。第 28 表は、新ׁݝ内の中世水田跡を検出した

遺跡の一ཡ表である。ݝ内では中世の時期幅にऩまる水田跡は 16 遺跡である。表に示した水田の形態は、

平面図や断面図、土層આ明などから検౼したものである。水田の形態は 2 種類があり、掘上げ田と掘込

み田に分類される。掘上げ田はա水地帯の一部を溝状などに掘り下げ、ͦのഉ土を掘り残した部分に盛り

上げ、水面上の水田ߞ地を作る。一方掘込み田

は๡水地帯を 50 ～ 70cm ఔϓール状に掘りۼ

め、底面付近をߞ作面とする。用水は天水また

は溝でಋ入するʦླ木 2011aʧ。

本遺跡では 5 面全てが掘上げ田である。ݝ

内での類ྫとൺֱすると、新௡ٰྕ側のඍ高地

周辺で細஑遺跡、ࣉ道上遺跡ʦ小஑ほか 1994ʧ、

ԭノ羽遺跡Ⅲʦय़日 2003ʧ、また阿賀໺઒右

ほかڮ遺跡ʦ高ߕ深יのඍ高地で؛ 2006ʧと

ू中して見られ、またԭੵ地上で上道下西遺跡

ʦླ木ほか 2012ʧ、用ࣉݴ遺跡ʦ加౻ほか 2006ʧ、

山੄の後背࣪地で岩૔遺跡ʦ高ڮほか 2003ʧが

内ではݝ、げられる。ͦれに対し掘上げ田はڍ

ӏ઒右؛のࣗવఅ๷上に位置する下ԭ北遺跡が

げられる。区ըは方形で໿ڍ 340m2 と 100m2

の大小 2 ύターンであり、水田Ҭにഉ水溝が

ྡ接しているʦ山࡚ほか 2005ʧ。また、ౡ࡚

઒右؛のٰྕ੄に位置する大෢遺跡ʦय़日ほか

2000ʧ、ࣉ前遺跡ʦ高ڮほか 2008ʧ、番৔遺跡

ʦࡔҪほか 1987ʧはいずれも掘上げ田のՄ能ੑ

遺跡໊ 立　地 水田の種類 水田の時期

י 深 ߕ 遺 跡
阿賀໺઒右؛のࣗવఅ
๷・ඍ高地

掘込み田
14 ～ 15 世紀
前半

細 ஑ 遺 跡
阿賀໺઒左؛のඍ高地
またはͦの縁辺

掘込み田 中世

ࣉ 道 上 遺 跡
阿賀໺઒左؛のඍ高地
またはͦの縁辺

掘込み田 中世

ԭ ノ 羽 遺 跡
能代઒・阿賀໺઒・小
阿賀໺઒にғまれたԭ
ੵ平໺

掘込み田
12 世紀後半～
13 世紀後半

小ډࡔ付遺跡 中ノ口઒右؛のԭੵ地 掘上げ田
13 世紀後半～
14 世紀

大 ෢ 遺 跡 ٰྕ੄近くのԭੵ地 掘上げ田 ? 14 ～ 15 世紀

ࣉ 前 遺 跡
ౡ࡚઒右؛のٰྕ先端
部ٴび୩ے

掘上げ田 ? 12 世紀後半

上道下西遺跡 ৴濃઒右؛のඍ高地 掘込み田 14 世紀後半

஑ 田 遺 跡 ਖ਼ળࣉ઒西؛のԭੵ地 掘上げ田
13 中༿～ 15
世紀

౦ ݪ ொ 遺 跡
のࣗવఅ๷؛石઒左ࡸ
上とͦの後背࣪地

掘上げ田
13 世紀後半～
14 世紀

下 ԭ 北 遺 跡
ӏ઒右؛のࣗવఅ๷上
とͦの後背低地

掘上げ田 13 ～ 14 世紀

用 ݴ ࣉ 遺 跡 ໼代઒左؛のԭੵஈٰ 掘込み田
13 世紀～ 14
世紀前半

അ ৔ 遺 跡 関઒左؛のՏ؛ஈٰ上 掘上げ田 中世

須୔角地遺跡 ඣ઒左؛の扇状地西端 掘上げ田
14 世紀第 3 四
半期

岩 ૔ 遺 跡
ૣ઒Տ口左؛山੄の後
背࣪地

掘込み田 15 世紀代

番 ৔ 遺 跡
ౡ࡚઒右؛のٰྕ੄の
؇斜面上

掘上げ田 ? 14 世紀代

ୈ 28 表　৽ׁݝ内中ੈ水田੻検出遺੻Ұཡ

1　遺　　　構
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がある。しかし 3 遺跡ともଞの掘上げ田の遺跡とൺֱして、大෢遺跡、番৔遺跡ではٰྕ੄の܏斜に沿っ

た細長い区ըで、ࣉ前遺跡では区ըの 1 辺が 6⁯と小さい区ըであるといったಛ௃が見られる。

以上の事から中世のݝ内水田遺跡の܏向として、利水がࠔ೉なٰྕ੄のඍ高地に位置する๡水Ҭでは、

掘込み田や、一部ではٰྕ܏斜に沿った区ըの掘上げ田による水田ߞ作を行い、逆に本遺跡のようなՏ઒

に近いա水Ҭでは方形区ըの掘上げ田による水田ߞ作を行っていたと考えられる。また中世の時期幅で、

水田形態にࠩҟが見られなかったことから、遺跡の立地状گに見合った水田形態をબ୒していたと考えら

れる。

本遺跡は中ノ口઒に近く、ա水Ҭであったと૝定され、ݝ内の水田܏向とも合கする。水田の初期で

は畦畔の補ڧや、水田に関連した祭祀を行って͓り、ݝ内の類ྫとして岩૔遺跡で 15 世紀代の水田区ը

の上層から、人形や鳥形が出土したྫがڍげられる。水田区ըは͓͓むね方形で、໿ 330m2、150m2、

60m2 の 3 ύターンがあり、下ԭ北遺跡Ⅱでは 60m2 は無いが、上位 2 ύターンが同様の܏向にある。ま

たج軸となる畦畔は、ߑ水で砂に覆われるたびに෮元しながら水田Ҭを広げていった。԰敷地に伴う水田

Ҭの最終期ではഉ水溝の֦ॆ、杭列や腐植土によるࣗવ流࿏の管理を行っていたと考えられる。5 面にٴ

ぶ水田や、腐植土と杭列によるࣗવ流࿏؛ޢ施設はݝ内で類ྫが無いが、山སٶݝ୔中ଜ遺跡で、鎌૔時

代の水田にྡ接する流࿏のམちࡍに、杭列を打ち込み、網代を垂直に固定する؛ޢ施設が検出されている

ʦ新௡ほか 2000ʧ。この؛ޢ施設についてാࢯは「中世の؛ޢは、杭列にࡤを施すのが主流で、ٶ୔中ଜ遺

跡の網代はͦの多様ੑを示すものであろうが、ಛघなྫといわなくてはならない。」ʦാ 1997ʧとある。

このことから本遺跡はٶ୔中ଜ遺跡と同様に、中世؛ޢ工法の多様ੑの一つと位置付けたい。

2　遺　　　物

A　土師質土器について

本遺跡では前ड़のように青磁・珠洲焼・土師質土器・瀬戸美濃焼が出土している。本項では土師質土器

について考察する。

まず本遺跡出土の土師質土器のಛ௃について整理して͓く。成形技法には、ロクロ成形と手づくね成形

が認められる。またロクロからの底部切り離しは、回転ヘラ切り（以下ヘラ切り）のみであり、回転糸切

り（以下糸切り）のものは認められない。֤技法の出土点数は、手づくねが 9 点、ヘラ切りが 8 点、ͦの

ほかにロクロ成形ͩが底部切り離し不明が 1 点、小片のため成形不明が 4 点の計 22 点である。土師質土

器の時期は、珠洲焼の様૬や器形、SR1 出土第一号木簡・茅札の元亨 3（1323）年、SR2 出土第四号木簡・

茅札の元亨 5（1325）年の紀年໏などから 14 世紀の前半とした。ヘラ切りの皿は、底部は無ஈの平底で、

底部と体部で角度が明確に変わる。小皿は底部が厚く、底部外面の縁を෡で付けている。またଞの小皿と

ൺֱして口径指数（器高 / 口径× 100）が 35 をӽえ、口径に対し器高に深みがあるのがಛ௃である。手づ

くねの皿は、内・外面に指頭痕などは見られず、ヨコナデで成形している。

内の土師質土器をݝは成形技法からࢯࢤ∁を簡単にઆ明すると、品田࢙ڀ内土師質土器の研ݝ 4 類 8

型式に分類・編年を行った。本遺跡周辺のഅ৔԰敷遺跡出土の一܈を A 類「（Ծ）阿賀南型」、新ׁࢢ上中

୔遺跡出土の一܈を D 類と設定した。また、第Ⅲ期（13 ～ 14 世紀代）をࡏ地化が顕著となる、ӽ後ࡏ地

化ॾ型式の時期としたʦ品田 1999ʧ。य़日真࣮ࢯは西ݪו地Ҭ（旧吉田ொを中心としたԏࢢ・旧分水ொ・旧רொ・

旧中೭口ଜ・旧岩ࣨଜ・旧西઒ொ）に͓ける古代・中世の土器編年を行い、中世Ⅱ期（13 世紀代）を手づくね
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の定着期とし、中世Ⅲ期（14 世紀代）はロクロ成形の土器がほとΜど確認できなくなり、手づくねの土器

が大半を઎める時期としたʦय़日 2000ʧ。௽ࢯࢤ߁רは、土師質土器の成形技法のͻとつであるヘラ切

りが 13 世紀中ごろ～ 15 世紀前半の、阿賀北南部地Ҭ（新ൃ田ࢢ・新ׁࢢ・阿賀໺ࢢ）を中心に分布してい

た成形法であることを明らかにしたʦ௽ר 2004ʧ。

このように阿賀北地Ҭや西ݪו地Ҭ等では、遺跡間でのൺֱ・分ੳが行われ、地Ҭੑや土器様૬が明ら

かとなっている。しかし本遺跡周辺の地Ҭではͦれが行われていないのが現状である。

本項では本遺跡周辺の成形技法の地Ҭੑや、土師質土器流通の様૬を明らかにすることによって、本遺

跡の土師質土器の位置付けを明確にしていく。本遺跡周辺を品田ࢯの࿦考ʦ品田 1999ʧをもとに阿賀北

地Ҭに対Ԡする阿賀南地Ҭとݺশし、ൣғは阿賀໺઒以南の地Ҭである新ׁࢢ、五泉ࢢ、三条ࢢ、ԏࢢ周

辺を設定した。

本遺跡がどのような土器様૬の地Ҭに属していたかを明確にするため、土師質土器の成形技法ごとの編

年Ҋ（第 44 図）・分布図を作成した（第 45 図）。編年Ҋは遺構からڞ伴した紀年໏木簡や、土器・陶磁器

類編年をもとにしている。また時期区分は吉Ԭࢯの珠洲焼編年ʦ吉Ԭ 1994ʧをもとにしている。分布図

は௽ࢯרの「底部回転ヘラ切り土師器の分布（13 ～ 15 世紀）」ʦ௽ר 2006ʧをࢀ考に、13 世紀～ 15 世

紀の阿賀南地Ҭ、ͦして阿賀北地Ҭで新たに土師器質土器が出土した遺跡をूめたものである。ͦれに加

え、ଞ地Ҭとの様૬をൺֱするため、中ӽ北部の出雲࡚ொ、見ෟࢢの遺跡についてもந出している。ࠓ回

ԏࢢの北小脇遺跡・天ਆಊ৓跡・ؗ԰敷遺跡の出土遺物に関しては土器を࣮見し、成形技法を確認した上

で分布図・編年Ҋに用いている。

分布図を見ると、阿賀北地Ҭではヘラ切り主体の遺跡が、ଜ上ࢢから新ׁࢢ・阿賀໺ࢢまで広い地Ҭで

見られる。また胎内ࢢ・新ൃ田ࢢ周辺は糸切り主体の地Ҭとなるが、ヘラ切りも一定量見られる。

一方、阿賀南地Ҭではヘラ切り主体の遺跡が、新ׁࢢ౦部、五泉ࢢ新௡ٰྕ部などの阿賀南北部地Ҭに

ू中している。一方で৴濃઒上流・中ノ口઒周辺では手づくねが主体となっている。しかし本遺跡ではて

づくねとヘラ切りの出土量がほ΅半数となる。また、周辺の遺跡とൺֱすると本遺跡では糸切りが出土し

て͓らず、ヘラ切りが定量出土している。また周辺の手づくね主体の遺跡では、阿賀北地Ҭの様にヘラ切

りが一定量出土することはなく、ほ΅手づくねで઎められ、ロクロ成形のものは糸切りがほとΜどである。

ͦのほか長Ԭࢢのಊϲ็遺跡でヘラ切りが報告されているが時期不明の表採で、1 点のみの出土である。

࣍に編年Ҋを見ると、珠洲Ⅰ期では糸切りが多く、一部手づくねの小皿（20）が見られる。珠洲Ⅱ～Ⅲ

期では糸切りと同時に手づくねが多く見られ、器種も皿と小皿が出現する。Ⅳ期に入ると糸切りがほとΜ

ど見られず、手づくねが主体となり、同時にヘラ切りが阿賀南地Ҭに出現する時期である。Ⅳ～Ⅴ期で

は五泉ࢢでヘラ切りが見られる。編年Ҋからはলུしたが、Ⅴ期以߱は器高の低い糸切りと、ژ౎系第 2

೾のӨڹをडけた手づくねが主体となっていく。

ここで土師質土器の器形についても若ׯ৮れて͓く。阿賀南地Ҭのヘラ切りは同時期の阿賀北地Ҭと似

て͓り、ಛ௃として底部は平底で、底部と体部のڥで明確に変わる器形ʦ௽ר 2004ʧである。また本遺

跡出土の小皿（図版 60r9、86r4）は、阿賀北地Ҭでも類ྫが見られなかった。

手づくねのものは品田ࢯがఏএする「מ羽・三ౡ型」（手づくね成形で、口縁部をڧくヨコナデし、手づくね

成形の体部と、ྏ 線もしくは௜線等によって区別されるもの）ʦ品田 1997ʧが阿賀南地ҬではほとΜど見られず、

見ෟࢢのീ方遺跡や、出雲࡚ொのࣉ前遺跡で似た器形のものが一部見られた。ͦのほか器形は遺跡ごとで

ࠩҟがある。

2　遺　　　物
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ୈ 44 ਤ　Ѩլೆ地Ҭの土࣭ࢣ土器ฤ年Ҋ

ୈ 45 ਤ　Ѩլ๺・Ѩլೆ地Ҭの土࣭ࢣ土器の分布（13 ～ 15 世紀）（ʦ௽ר 2006ʧを一部加ච）
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中入溝遺跡：1 ～ 19ʦय़日 2000ʧ
山木戸遺跡：20 ～ 22ʦᨠ山 2004ʧ
長所・せΜきΐうば遺跡：23 ～ 26ʦ新ׁڭݝҕ 1976ʧ
小ډࡔ付遺跡：27 ～ 35ʦ本報告ʧ
北小脇遺跡・天ਆಊ৓跡：36 ～ 39ʦ布施ほか 2002ʧ
അ৔԰敷遺跡：40 ～ 44ʦ水ᖒ 2005ʧ
ӿ表南遺跡：45ʦٶ田ほか 2004ʧ

ԭノ羽遺跡（C 地区）：46 ～ 56ʦय़日 2003ʧ
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結Ռとして阿賀南地Ҭは手づくねを主体として͓り、器形は品田ࢯがఏএする「מ羽・三ౡ型」がほと

Μど見られなかった。また品田ࢯはഅ৔԰敷遺跡の土器܈を「（Ծ）阿賀南型」と設定しているが、器形

は遺跡ごとにࠩҟがあり、類型は遺跡内にとどまると推測される。阿賀南地Ҭの手づくねに関して「מ羽・

三ౡ型」や「頸৓型」など地Ҭ単位での類型化ができないほど、ଞの地Ҭより複雑なࡏ地化がਐΜでいた

と推測される。一方阿賀南北部地Ҭではヘラ切り主体の遺跡が多く、器形に͓いても同時期の阿賀北南部

地Ҭのものと類似する。このことから阿賀南北部地Ҭでは、阿賀北南部地Ҭのヘラ切りが流通していたと

考えられる。時期ࠩで見ると、阿賀南地Ҭでは 12 世紀代では糸切りを主体として͓り、13 世紀後半か

ら 14 世紀代にかけ、ࡏ地化した手づくねや、ヘラ切りが多く見られる。

本遺跡は阿賀南地Ҭで 13 世紀後半から 14 世紀代のಛ௃である、ࡏ地化された手づくね主体の様૬を

൫としながらも、阿賀北南部から阿賀南北部地Ҭ通有のヘラ切りを使用していた。これは本遺跡が白Տج

૳から半径໿ 20Lm 内と௽ࢯࢤ߁רが推測したヘラ切り流通ൣғʦ௽ר 2004ʧにऩまることや、器形に

͓いても同時期の阿賀北南部～阿賀南北部地Ҭのものとڞ通ੑが見られることから、৴濃઒・阿賀໺઒・

中ノ口઒などの内水面交通を利用してもたらされたことが理༝として推測される。また本遺跡以南は手づ

くね主体となることから、ヘラ切りの流通ݶքҬであったと推測される。

B　木 製 品

1）漆 器 に つ い て

第 46 図はഅ৔԰敷遺跡、Ӝն遺跡と本遺跡出土の漆器である。3 遺跡は近接し、ڞに紀年໏ࢿྉが伴

いӽ後の13世紀຤～14世紀代のج४ࢿྉとなることから合わせてఏ示した。അ৔԰敷はਖ਼Ԡ4～6（1291

～ 1293）年、延ܚ 3（1310）年໏、Ӝն遺跡は元ጯ 2（1320）年໏である。本遺跡は元亨 3（1323）年、

元亨 5（1325）年໏である。以下、3 遺跡の様૬を確認する。

അ৔԰ෑ遺੻　　椀 1 点 1）が図化されている。皆朱で黒と赤の៛密な漆絵が描かれて͓りൖ入品か。ほ

かにも写真が掲載されていることから、漆器はあるようͩが全体の様૬は不明である。

Ӝն遺੻　　漆器はほとΜどがแؚ層からの出土である。漆器の樹種同定は行われているが、塗膜分ੳ

は行われていない。樹種は 19 個中ケヤキが 6 点、クリ 2 点、ブナ属 2 点、カツラ 1 点、サクラ属 1 点、

トチノキ 5 点、ハリギリ 1 点であった。

第 29 表はӜն遺跡の漆器の内外面の上塗色と赤絵の装飾の有無の内༁である。࣮測個体 19 個中、૯

黒色系椀が 8 個体で 42�を઎める。૯黒色系で外面に赤絵のあ

るものが 1 個体（16）、内外面に赤絵のあるものが 3 個体（13

～ 15）で 17�である。内面赤色系のものは 2 個体（11・12）で

11�である。皿は૯黒色系のものが 1 点（2）である。鉢は૯黒

色系で内外面に赤絵のあるものが 1 個体（17）、内面に赤絵があ

るものが 1 個体（18）である。膳は外面黒色系内面赤色系が 1

個体（19）、外面黒色系内面地色のものが 1 個体（20）である（本

文と観察表でᴥᴪがੜじているので࣮測図から൑断した）。

器種 上塗色 赤絵 報告番号 個数 ˋ

椀
外黒・内黒

― 3 ～ 10 8 42

外 16 1 5

外内
13・
14・15

3 17

外黒・内赤 ― 11・12 2 11

皿 外黒・内黒 ― 2 1 5

鉢 外黒・内黒
外内 17 1 5

内 18 1 5

膳
外黒・内赤 ― 19 1 5

外黒・内地 ― 20 1 5

小　計 19 100

ୈ 29 表　Ӝն遺੻漆器内༁

2　遺　　　物

1） 下層からの出土である。最近、水ᖒ޾一ࢯが技法から近世以߱の所産として下層遺物からআ外するとしているʦ水
ᖒ 2012ʧ。しかし、上層との間層はগなくとも 70cm はあり、この 1 点のみが混入とは考えにくい。࠶検ূがඞ要で
ある。
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࣍に器形を見るとӜն遺跡の皿は口径 9.4cm、高さ

1.0cm のፏ平なもので本遺跡のものとよく似ている。

椀は口径指数（高さ / 口径× 100）3 未満の਎の浅いもの

（3・9）、口径指数 3 以上の਎が深いものが（4・10・15）

ある。高台の形は低く細いྠ高台とޟਠ底（5・6）があ

る。椀の口径は 12.6 ～ 15.3cm である。9 の૯黒色系

椀は༌入陶磁器の൫の模฿ではないかとݴわれるもので

口径 19.1cm と大きい。類ྫはଜ上ۼࢢ田遺跡ʦ前઒ほ

か 2007ʧSE113 出土品などに見られる。

খډࡔ෇遺੻　　漆器は椀・皿が主体で片口鉢・鉢、蓋・

曲物の容器がわずかに見られるఔ度である。7 点のみ塗

膜分ੳを行った。206 の皿は外面が朱漆、79 の皿は内

面が朱漆、137 の椀は内面が朱漆、129・265 の椀は

外面が朱漆であった。この時期に一ൠతにීٴしている

҆ՁなϕンΨラではなく、高Ձな水銀朱であったことはಛචされる。131 の૯黒色椀は上質品で漆膜は

13 層にٴび、樹種もケヤキである。135 の漆膜は 3 層で良品であるが、樹種はීٴ品のブナ属である。

また、赤絵の装飾の一部に型押し（いわΏるスタンϓ文）を使用したもの（135・261）も見られる。20 は

合子等の蓋と考えられ、木の象嵌があることや樹種がヒノキであることを考えると西日本からൖ入された

上質品であろう。17 は小型の曲物の内外に黒色漆を塗ったものである。底板は欠損している。

第 30 表は漆器の内外面の上漆の色と赤絵の装飾の有無の内༁である。掲載した 41 個体中、૯黒色系

椀が 14 個体で 35�を઎める。૯黒色系椀で内面に赤絵のあるものが 6 個体で 16�、外面に赤絵のある

もの（137）が 1 個体、内外面に赤絵のあるもの（135・47）が 2 個体である。外面が黒、内面を赤で外

面に赤絵があるもの（224）が 1 個体、外赤・内黒で外面に赤絵のあるもの（写真のみ 265）1 個体である。

外赤・内黒の椀は石઒ݝの遺跡で数遺跡に出土ྫがあるがۃめてগない。内・外面ともに赤色（いわΏる

皆朱漆器）でߋに内面に赤絵が描かれるものが 1 個体（写真のみ 129）ある。皆朱漆器ではݝ内の最古ڃか。

皿は૯黒色が 4 個体（76・126・127・14）で 11�、内面赤色が 2 個体（77・79）、不明が 3 個体である。

鉢は૯黒色の片口鉢（243）が 1 個体とほか 2 個体である。

器形は、椀は口径 12 ～ 14cm 未満で高さ 3cm 前後、器高指数 3 未満の਎の浅い器形のものと、口径

14cm 以上で高さ 5cm 以上、器高指数 3 以上の਎の深い 2 つの器形がある。赤絵のあるものは਎の深い

ものがほとΜどである。高台は低く細いྠ高台がほとΜどである。皿は口径 8 ～ 9cm 前後、高さ 1 ～ 1.5cm

前後のものが中心で、内外面に赤漆を塗ったものがある。ほとΜどが૯高台である。206 の外面赤色系

のものは口径 10.3cm と大きめである。

15 世紀に入るとፏ平な皿がほとΜど見られなくなり、皿の数ࣗ体がݮগするʦ水ᖒ 2009ʧことから、

本遺跡の漆器類はፏ平な皿が 10 個と一定量あることから 14 世紀代である土器・陶磁器の年代観とໃ६

しない。本遺跡とӜն遺跡の椀は਎の浅いものと深い物があり、ྠ高台が多いというڞ通ੑがある。Ӝն

遺跡より本遺跡のほうが、赤色系漆器が多いのは遺跡の存ଓ期間が長いことや遺跡のੑ格がҟなることと

関係すると考えられる。

器種 上塗色 赤絵 報告番号 個数 ˋ

椀

外黒・内黒

―

15・16・17・55・
120・128・130 
131・132・134・
202・205・262・48

14 35

外 137 1 2

内
18・73・119・136・
261・296

6 16

外内 135・47 2 5

外黒・内赤 外 224 1 2

外赤・内黒 外 265（写真のみ） 1 2

外赤・内赤 内 129（写真のみ） 1 2

皿

外黒・内黒 ― 76・126・127・14 4 11

外黒・内赤 ― 77・79 2 5

外赤・内黒 ― 206 1 2

不明 ― 78・125・203 3 8

鉢

外黒・内黒 ― 243 1 2

外不明・内
黒

― 133 1 2

不明 ― 19 1 2

蓋 外黒・内黒 外象嵌 20 1 2

容器 外黒・内黒 ― 17 1 2

合　計 41 100

ୈ 30 表　খډࡔ෇遺੻漆器内༁
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ୈ 46 ਤ　13 〜຤لੈ 14 の漆器（白根地区）لੈ

2　遺　　　物

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（不明）

（不明）

（不明）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外赤・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内赤）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内赤）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）
（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外赤・内赤）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外不明・内黒）

（外黒・内赤）

（外黒・内地）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）

（外黒・内赤）

（外黒・内赤）

（外黒・内赤）

（外黒・内赤）

（表黒・裏黒）

（不明）

1（23）

2（2）

3（3）

4（7）

5（8）

6（11）

7（10）

8（4）

9（5）

10（12）

11（6）

32（131）
21（76）

22（78）

23（125）

24（126）

25（127）

26（203）

27（14）

28（37）

29（77）

30（79）

31（206）

33（205）

34（134）

35（17）

36（49）

37（15）

38（202）

39（55）

40（120）

41（130）

42（132）

43（16）

44（262）

54（15）

53（296）

52（261）

51（137）

15（16）

16（9）

58（20）

12
（13）

13
（14）

45
（18）

46
（73）

47
（119）

48
（136）

49
（224）

50
（135）

14
（15）

18
（17）

19
（20）

20
（19）

55
（133）

56
（19）

57
（243）

17
（18）

1300年

1400年

皿 椀 鉢

盆

鉢

合子蓋

1：『馬場屋敷遺跡』［川上･遠藤1983］
2～20：『浦廻遺跡』［本間ほか2003］
21～58：『小坂居付遺跡』［本報告］

（　）は報告番号

0 30cm（1：8）
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2）シタン類製刀子柄について

図版 78r193 の刀子柄について樹種同定を行ったところシタン類という結Ռがಘられた。シタンは主

に౦南アδアからインドにࣗੜし、日本にはࣗੜしていないو重な材である。シタンは第Ⅵষ 7 でもあ

るように౦大ࣉਖ਼૔Ӄޚ物の五ݭඐഀなどのָ器等に使用され、現ࡏもՈ具等に使用されている໏木であ

る。本遺跡では刀子の柄のੜ産を行っていることから、製品がൖ入されたのではなく素材がൖ入されたも

のと考えられる。

シタンの交қ品としての考古ֶత調査としては、朝઱半ౡ西南部の道徳ౡԭでൃ見された新҆௜ધ（鎌

૔時代຤・元亨 3（1323）年（本遺跡第一号木簡の年号と同じ）以߱にژ౎の౦෱ࣉや᝙࡚ٶ・ത多の঎人らが荷主となっ

たધ）のੵ荷にシタンの丸太が໿ 1000 本あり、日元๵қの঎品のͻとつであったことが明らかになって

いるʦ関 2006ʧ。このように日元๵қで日本に入ってきた「唐物」はԅやّ式・法要のࣨྱ、法ձの๋物・

ଃ౴品等に利用されていたʦ関 2002ʧ。全ࠃのൃ掘調査で出土した木製品の中でシタンと同定されたも

のは、近世のࣉӃ・෢Ո԰敷から出土した櫛や৓ֲから出土した小物入れなどわずかで、中世のものは஌

られていないようである。しかし、樹種同定が行われているものは、出土した木製品の中でもগ数である

と考えられることから、新҆௜ધのように૬当数の༌入が૝定され、地方にൖ入されたと考えられる。一

୴ത多に入った舟が荷をੵみସえ、日本海を通りݪו௡に入り৴濃઒水系を上り、本遺跡にもたらされた

のであろう。

3）下 駄 に つ い て

第 47 図は同時期で近接する本遺跡とഅ৔԰敷遺跡・Ӝն遺跡出土の下駄を本遺跡の分類（器種：連歯・

無歯・ࠩ歯、台部平面形：長方形・楕円形）にैい大きさॱにฒ΂たものである。歯が欠損しているものもあ

るので歯の分類については、ࠩ歯下駄の枘穴の数の分類までとしている。本遺跡出土の連歯・長方形のも

のは小型品から大型品まであるが、楕円形のものは小型品から中型品にݶられる。無歯下駄も小型品と中

型品にݶられる。ࠩ歯下駄は楕円形が多いが枘穴の数は a ～ d 類まで 1 ～ 2 個で分ࢄしている。たͩし、

അ৔԰敷遺跡のものを入れると圧౗తに長方形・楕円形ڞに b 類の枘穴が前後ڞに 2 個のものが༏位と

なる。അ৔԰敷遺跡出土のものは法量・枘穴の数ڞにۉ一ੑがあることがಛ௃である。

これまでഅ৔԰敷遺跡については、ू མ内での下駄ੜ産આが複数見られるʦ四༄ 1996ʧʦ田ଜ 1996ʧʦ൧

ଜ 2001ʧが、未成品の有無が不明である。単ಠで出土した歯について未成品とするҙ見もあるが、本遺

跡でも台部から外れてしまった歯は一定量存ࡏすることからٙ໰がある。അ৔԰敷出土の下駄の歯の底面

には砂ཻがめり込Μでいるものが定量ある（渡ᬑ๎和ࢯごڭ示）ことから、使用したものであることは明ら

かであろう。അ৔԰敷遺跡での下駄ੜ産については、出土遺物のৄ細な観察からの࠶検ূがඞ要であろう。

本遺跡とӜն遺跡出土の下駄でಛ௃తなものが、ࠩ歯下駄で歯の枘穴が前 3・後 2 の d 類としたもの

で֤ 1 個の出土である。ݝ内最多の 37 点の下駄を報告している出雲࡚ொࣉ前遺跡ʦ高ڮほか 2008ʧでも

このタイϓは報告されて͓らず、地Ҭతなಛ௃であろうか、ݝ内・北཮でも類ྫを஌らない。露卯下駄は

下駄の中では製作技ज़తに大変೉しいとされる。枘穴はগない方が作りやすいであろうが、台板との҆定

తな接合を考えれば 1 個より 2 個の枘穴のほうが、ڧ度がอてると考えられ、全体に前 2・後 2 の b タ

イϓが多い。3 個の枘穴は製作技ज़もߋにਫ਼޼さをٻめられ量産には向かないと考えられる。
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4）木 簡 に つ い て

B　ୈ Ұ ߸ 木 ؆

第一号木簡（図版 67r255）は茅札である。ऍ文は以下のようで「／」はվ行を示す。

・「⿞ʻ吉ゑのかや／七月中／元亨三年／（花押）ʻ」

・「⿞ʻ　　　　　　　　　　　　　　（花押）ʻ」　　　　　　　　　　　92 × 41 × 3　011 型式

出土ঢ়گͱܗଶ

第一号木簡は 2 枚の板に挟まれた状態で԰敷地である 8G1 グリッド SR1r3 層の腐植土から出土した。

上の挟み板が上を向いた状態で、上の板を外したところ表の文字が見え木簡と൑明した。3 枚の板は下端

がͦろった状態であった。

木簡を挟Μでいた板については、これまでద当なݴ༿が見つからず、蓋板などとして古代の෧ៗ木簡と

の類似ੑを考えていた。しかし、中世の興෱ࣉ所ଂయ੶文書にあるࢴの文書を挟Μでいる板を「挟み板」

とশしているʦ吉઒ 2008ʧことから、本遺跡のものは木簡を挟Μͩものであるが、同じく「挟み板」と

শすることとする。

文字のある茅札本体は長方形の板で上部中央に文字をආけて穿孔し、この部分からॎに 2 枚に割れて

͓り、下部にも 2 か所小さな穿孔がある。また、左側面の上下に浅い切り込みがある。下部の穿孔は表

の文字をආけて開けられた補म孔と考えられる。孔には、೨りのかかっていない繊維の束を 2 回通して

表で本結びし、左の繊維端を上の束の下にく͙らせている痕跡が残る。割れた板を補मしたものの、孔の

位置が不҆定なことからߋに茅札より一回り大きな挟み板を作成したのͩろう。挟み板の 2 枚は重ねて

上部中央に穿孔している。木簡を挟Μͩ後、3 枚の板が離れないように挟み板の両側面の上下に切り込み

を入れている。紐等で結束したときの痕跡が板の外側に残る。茅札の左側面の切り込みはこの時にできた

もので、ൃ行時にはなかったと考えられる。

茅札の類ྫは、新ׁࢢ南区のഅ৔԰敷遺跡ʦ઒上・ԕ౻ 1983、૬ᖒ 2010、૬୔ 2010ʧ、大ࡕ෎枚方

௡田トッύナ遺跡ʦӉ治田ࢢ 1987ʧ、෋山ݝ道৔Ⅰ遺跡ʦ৿ 2004ʧがあり、いずれも 13 ～ 14 世紀代

の遺跡である。静Ԭݝ焼௡ࢢ道৔田遺跡ʦݪ઒ほか 1983ʧのものは 16 世紀代である。形態にはڞ通ੑが

見られる。௡田トッύナ遺跡の山札（入ձ山΁の入山ূ）は上端が山形で上下に文字をආけて穿孔がある。

道৔Ⅰ遺跡の山札・茅札は長方形で貫通する穿孔が 4 か所、裏には貫通していない穿孔が 2 か所あり、

両側面には上下に切り込みがある。穿孔は文字を切っていることからൃ行後のものである。道৔田遺跡の

ものも長方形の板に上部中央に文字をආけて穿孔がある。അ৔԰敷遺跡の第 1 ～ 4・7 号木簡・茅札は長

方形の板で 1 ～ 2 か所の穿孔がある。文字をආけて穿孔しているため第 3 号木簡は下部中央に開けている。

このように茅札には穿孔がڞ通してみられる。ൃ行後に穿孔し紐を通し茅מりにৗに携行することが考

えられる。代׭等のٻめにԠじ、す͙にఏ示しなければならなかったのであろう。作ۀ中に破損した茅札

には挟み板が作られ補ڧされたのである。

本遺跡第一号木簡のҙٛは茅札の類ྫが૿加したというͩけでなく、茅札のൃ行から使用状گ、補म方

法、อ管方法などを考える上で一連のಈきが見えることである。

ऍจʹ͍ͭͯ

第一号木簡の表の文字は三行書きで花押は下部中央に大きく書かれる。元亨 3 年は 1323 年、鎌૔時

代຤である。裏面は花押のみが下部中央に書かれるが、表の花押とは別で書き手がҟなると考えられる。
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茅札は、前ड़のഅ৔԰敷遺跡出土木簡に複数のࢿྉがあり全ࠃతに஫目された 1）。「よしえのかや」と

地໊まで本遺跡とڞ通するものがある。ݝ内での茅札の出土は、本遺跡が 2 ྫ目である。അ৔԰敷遺跡

の茅札にある花押と焼ҹは、茅札をൃ行できる山໺のࢧ഑ऀが花押を書き、後に山໺の現地を管理する代

഑ऀ側の加えたものではあるが、ͦの主体はࢧなどが焼ҹを加えたのではないか。花押と焼ҹはともに׭

ҟなるとされるʦ石Ҫ 1988ʧ。അ৔԰敷遺跡の茅札はਖ਼Ԡ 2（1289）年からਖ਼Ԡ 6（1293）年のものがあ

り、本遺跡とは 30 年以上の隔たりがあり、当વ代׭の交代が考えられ、13 世紀຤の代׭は焼ҹを使用し、

14 世紀前半の代׭は花押を使用したと推測できる。

茅札はྖ主が༩える茅৔の茅をמるڐՄ書である。茅৔はס元 2（1303）年のӽ後ࠃ佐味ঙの地頭「大

見པࢿ所ྖ഑分目࿥」ʦ新ׁࢿ࢙ݝྉ編 2 中世二 1983ʧでは、࣍ঁにৡ༩した同ঙՏҪの所ྖが田ࡏՈ

と「かやば」であった。地頭が茅の採取地をғい込Μでいたʦ石Ҫ前掲ʧとし、本遺跡やഅ৔԰敷遺跡出

土の茅札をൃ行したのもこうしたྖ主であったとࢥわれる。「よしえ（ゑ）」の地໊については、現ࡏも本

遺跡から 1.2Lm 離れた中ノ口઒対؛に「吉江」の地໊が残る。「吉江」の茅の伐採ڐՄ札が小ډࡔ付遺跡

とഅ৔԰敷遺跡（ঙ瀬地区）に残るということは、現ࡏに残る吉江・小ࡔ・ঙ瀬のൣғは中世に͓いては

同一のੜݍ׆と考えられる。これまで永ਖ਼年間（1504 ～ 1521 年）に作られた「܊ݪו白Տঙ等൓銭帳」

の記載から白根ڷのほ΅中央にあるຸ口までが青海૳とされていた。白根の北部は永ਖ਼ 12 ～ 14（1515

～ 1517）年に書かれた「ӽ後ᅳॾଜޚ布施等の日記ൈ書」ʦ天理出版部 1986ʧに「ゑちこのࠃとミ田のঙ」

「෋田ノঙしろね」とあり、ຸ口から北側にある「しろね」が「෋田ঙ」であったՄ能ੑが指ఠされてい

るʦҪ上 1990ʧ。吉江・小ࡔ・ঙ瀬のൣғは 16 世紀前半のஈ֊では、「青海૳」「෋田ঙ」に分かれるが、

14 世紀前半のஈ֊では同一のੜݍ׆であったということである。

一ൠに茅は茅෪԰根などに代表される԰根材を指す。԰根材としては、地Ҭごとに使用される植物が「ス

スキ」や「アシ（ヨシ）」等のイω科の多年草や、Ҵわら等の਎近な材ྉが使われている。

԰根用の茅は青いうちにמると෪き材としての଱ੑٱに๡しいものになるので、十分にރれてからמる

ඞ要があり、北日本ではઇの߱る直前の 10 月から 11 月が一ൠతである。新ׁݝ出雲࡚ொでは、ळ຤に

まͩ༿のある時にמりׯすものを「ハΨヤ」、य़になってמるものを「ハωス」とݺΜでいるが、԰根用

としては、ほとΜどय़מりであるʦ出雲࡚ொ࢙編さΜҕһձ 1987ʧ。അ৔԰敷遺跡の茅札で月が記載さ

れるものは第 3 号木簡の 10 月、第 2 号木簡のਖ਼月、第 1 号木簡の 2 月とळからౙقの時期のものであ

る。これまで、第 1・2 号木簡がਖ਼月とされていたので新年を期して新旧の茅札の切りかえが行われたの

ではないかとされていた。しかし、ऍ文のగਖ਼により 10 月はいわΏる「ハΨヤ」、ਖ਼月・2 月は「ハωス」

をמるڐՄূではないかと考えられ、茅מりのڐՄূの有ޮ期ݶは 1 年ではなく月単位のՄ能ੑが出て

きた。本遺跡の茅札は 7 月中とͦの時期に大きなࠩがある。7 月中に茅をמれという内容であれば、青い

茅をמることになり、Ոசのࣂྉ・敷草か྘肥用であろう。あるいは、԰敷地଄成時にഉ水ޮՌを期଴し

て入れた茅かもしれない。近世の嘉永 7（1854）年に書かれた岩ધ܊ਆྛଜ板֞Ոの「農ۀ方日記」によ

ると「מ敷入」「מ敷מ」「肥草מ」「ׯ草מ」「അ草מ」の作ۀはҴמり前の 6・7 月にݶられることが஌

られるʦ新ׁݝ 1980ʧ。

1） അ৔԰敷遺跡出土の木簡については、近年ࢿྉの௥加とऍ文のగਖ਼ʦ૬ᖒ 2010、૬୔ 2010ʧが行われたのでͦれにैう。

2　遺　　　物
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C　ୈ ೋ ߸ 木 ؆

第二号木簡は、԰敷地 6E11 グリッド SR1r3 層検出土޵ SK179 の底部から文字面を下にした状態で

出土した。下部の先端が細く加工されている。ऍ文は以下のようである。「し」は変体Ծ໊の「ࢤ」を使

用している。

「しろわせ　さとう / 三郎」　　　　　　　　　　　　　　　　　　164 × 27 × 3　051 型式

͠ΖΘͤʹ͍ͭͯ

「しろわせ」はถの品種であることから第二号木簡は種
た ね

子札
ふͩ

である。「しろわせ」は、古代から࠿ഓされ

ていた品種であることがわかっている。෱ౡݝձ௡若松ࢢの໼玉遺跡（ಸ良時代後半～平҆時代前半の཮Ԟࠃ

ձ௡܊Ո関連遺跡）ീ号溝出土 13 号木簡に「� 白和世種一石」、三ീ号土޵出土 2 号木簡に「� 白和世種一石」

と書かれた付札が出土している。「白和世」ʹ「白ૣҴ」のҙである。近世の֤地の農書類に「しろわせ」

という品種が見えるとして、෱ౡݝ、青৿ݝ、山口ݝ、静Ԭݝのࢿྉがあげられるʦ平઒ 2003ʧ。新ׁ

ഓが行われているʦ෩間࠿でも天和元（1681）年には魚পで「しろわせ」のݝ 2000ʧ。本遺跡の付近で

は寛อ 2（1742）年の「ӽ後܊ݪוࠃ小口ଜ明細ଜؑ」1）（旧新௡ࢢ）にૣҴ品種として「白ૣҴ」の記載

がある。また、新ൃ田ൡが文政 13（1830）年に作成したʰ北ӽ新ൃ田ྖ農ۀ年中行事 ʦɦ土田ほか 1980ʧ

に「しろわせ」の品種が見え、新ൃ田ൡの三組（ྖ内北܊ݪוの૯শで新ൃ田組・五十ެ໺組・઒北組）、新௡ڷ（ྖ

内中܊ݪוの૯শで新௡組・小須戸組・中೭口組・横ӽ組など）で࠿ഓされていた。本遺跡の所ࡏする小ࡔは、

近世は新ൃ田ൡで新௡組にྡ接する。地元の農Ոからのฉき取りでは大ਖ਼時代まで࠿ഓがଓけられていた

という。この木簡の出土から「しろわせ」の࠿ഓは、ӽ後中܊ݪוでは中世前期から大ਖ਼時代まで継ଓし

ていたことがূ明された。また、石઒ݝでは 1965 年ころまで࠿ഓされたというʦ平઒前掲ʧ。

この第二号「しろわせ」木簡は種子札としてݝ内初の出土と考えられたが、അ৔԰敷遺跡第 30 号木簡

（報告書第 7 図 2、ʦ૬୔ 2010ʧ、ʦ૬ᖒ 2010ʧにऍ文の௥加・గਖ਼あり）にもあることが൑明し、白根では広く

ഓされていたことが൑明した࠿ 2）。

അ৔԰敷出土木簡は本遺跡と形状は同じであるが、表に「し（ࢤ）ろわせ」、裏に花押が書かれる。古

代の種子札は「品種 � 数量」のみが書かれることがほとΜどであり、അ৔԰敷出土木簡や本遺跡の二号

木簡は「品種 � 人໊（花押）」が書かれることが最大のಛ௃である。この種子札は古代では೻種の時にඨ

から外され、බ代に์置されるものではなく、ͦれを管理する機関・施設に一定期間อ管され、ͦの後、

ほかの文書木簡などとともに溝などに一括ഇغされたと૝定されている「平઒前掲」。

ถの D/" ؑఆ݁Ռʹ͍ͭͯ

第Ⅵষ 12 で SK853 から採取したถの DNA 分ੳ結Ռがある。残೦ながら系౷を൑別するྖҬがଗわず、

現ஈ֊では、種子札にある「しろわせ」との関係ੑは൑別に至っていない。ࠓ後の試ྉの૿加を期଴したい。

また、ࠓ回の分ੳは「わせ」とのൺֱを重点としたため、モチかウルチかの൑別にඞ要なྖҬの DNA の

૿幅は行って͓らず、別్分ੳがඞ要である。

͞ͱ͏ࡾ࿠ʹ͍ͭͯ

「さとう三郎」は人໊と考えられるが、現時点ではどのような人物かはಛ定できていない。文ݙにӽ後

和ڗ （1 3（1803）年ʰ新ൃ田ൡӽ後܊ݪוࠃଜԾ໊ෟ帳ʱから
2） 糸魚઒ࢢ山؛遺跡ʦय़日 2012ʧでも 13 世紀຤～ 14 世紀初めと見られる「ʦ　　ʧわせ」と書かれた木簡があり、種

子札と見られる。
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の「佐౻」੏をもつ人物が現れるࢿྉがいくつか存ࡏする。元߂ 3（1333）年 5 月 22 日に鎌૔ນ෎が滅

๢するが、この日、鎌૔׉西୩の合ઓの時、「ӽभ஑七郎・佐౻ฌӴ太郎入道阿見」が、཮Ԟ・大Տ戸ོ

行らとともに、౼伐܉としてࢀਞしている（h 鎌૔遺文ʱ32647）。また、五泉࢙ࢢにはੁ໊૳の地頭かとさ

れるੁ໊ࢯが཮Ԟࠃ৴෉（෱ౡࢢ）のঙ࢘の佐౻ࢯから出た佐౻ٛ஧が、ݯཔ朝に仕えӽ後のࣉ泊の৓に

入った。ͦの 5 உが、「ӽ後ੁ໊のྖ」をࣀってੁ໊ࡵ摩क஧ӫと໊乗ったというʦ五泉࢙ࢢ編さΜҕһ

ձ 2002ʧ。元߂のࢿྉは同時代のものであるが、五泉࢙ࢢのࢿྉは江戸時代に書かれたもので、鎌૔時

代についての記事をͦのまま࢙࣮とみることは೉しい。いずれにしても第二号木簡はӽ後・白根の「佐౻」

੏の新ࢿྉとなる。

種子札で「品種 � 人໊」が書かれる類ྫは、古代の෱ౡݝいわきߥࢢ田目条理遺跡出土木簡に 1 点確

認できる。古代以དྷ、Ҵ作はྖ主のڧい管理౷੍下にあることが૝定されʦ平઒前掲ʧ、中世に͓いても

同様と考えられる。本遺跡周辺は 14 世紀にどの૳Ԃ・ࠃᦰྖにؚまれるかは不明であるが、「さとう三郎」

という有力ऀが管理していたことが൑明した。この木簡が԰敷地の遺構から出土したことから԰敷のॅډ

ऀが「さとう三郎」と考えられる。

D　ୈ ࡾ ߸ 木 ؆

第三号木簡は呪符である。԰敷地 7H13 グリッド SR1r3 層から出土した。頭部を圭頭に切り、呪いの

記号である符籙を書く。1 字目は「出」のようにも見える。最後の五ᢵ੕は๽痕が良く残る。Ӝն遺跡の

52 号呪符木簡の最後に「出所」の文字が記されているが、具体తなҙ味は不明である。അ৔԰敷遺跡出

土木簡にも呪符があるが、先頭に五ᢵ੕を書くものが多い。

「（符籙）」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　278 × 48 × 4　051 型式

E　ୈ ࢛ ߸ 木 ؆

第四号木簡は茅札である。8I7 グリッドの旧流࿏ SR2r1 層上面から出土した。形状は第一号木簡の挟

み板と同じで長方形の板の両側面に上下に切り込みを入れたものである。穿孔がないことがಛ௃である。

ऍ文は以下の通りである。

・「ʻよしゑのかやふ / たの事 / 元亨五年□月五日ʻ」

・「ʻ　　　　　　　　　　　　　　　　（花押）ʻ」　　　　　　100 × 45 × 3　031 型式

第一号木簡と同じく「よしえ」の茅מりをڐՄしている。年号の元亨 5（1325）年は元亨 4 年 12 月 9

日に「ਖ਼中」にվ元されていることから࣮ࡏしない。๣ূではあるが、「ਖ਼中二年Ӟਖ਼月十ീ日」の日付

を持つ「ೌ੤෹ৡ状」（新ׁࢿ࢙ݝྉ編 4r1965）ʦ新ׁݝ 1983ʧがあることから、この時点ではӽ後にも

վ元の஌らせはಧいている。このことからऍ文の□は「ਖ਼」とಡめるՄ能ੑが高い。また、茅札にڞ通し

てみられる穿孔がないことから使用前の茅札がഇغされたものと考えられる。第一号木簡のところでも৮

れたが、石Ҫのઆにैえば、അ৔԰敷遺跡では花押が上にあり、下に焼ҹが押されるύターンで、上の花

押を書いたのが茅札のൃ行ऀ、下の焼ҹが現地の代׭などと推測される。本遺跡の第一号木簡の৔合では、

表に花押を書いたのがൃ行ऀ、裏面の花押を書いたのが現地の代׭等と考えられる。第四号木簡の৔合、

花押が 1 つであることから、ൃ行ऀが書いたものであると考えられる。新年にൃ行する茅札を書いて用

ҙしていたが、վ元されたためഇغしたのであろう。両側面の切り込みは֤ूམにൃ行する複数の茅札を

紐などで結束するҝのものと推測される。

2　遺　　　物
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3　૯　　　括

ここまで԰敷地と水田との関わりや水田の変ભ、個別の遺物についてड़΂てきたが、簡単に૯括したい。

A　԰敷地と水田について

԰敷地が଄成されているところは、ࣗવఅ๷の੄からԭੵ地とのڥのようなところである。ܾして条݅

の良い立地ではない。԰敷地のબ定はࡏ地ྖ主の指示によると考えられ、水田開ൃのҝに作られた԰敷

であろう。԰敷地の଄成は盛土を行って整地している。調査できた԰敷のൣғは 1,100m2 ほどであるが、

複数回の盛土とࣗવଯੵで厚さは 60cm にٴび、660ὗ以上の土砂がඞ要であり、大規模工事と考えら

れる。盛土の一部には炭化物や灰・樹皮・茅を入れ、ഉ水のޮՌをಘようとしたものと考えられ、当時の

土木技ज़の一端を見る。ͦの後、周ғに溝を掘りヤナギやナシの木を植え԰敷の景観をঃʑに整えていっ

たと考えられる。ヤナギを植࠿した部分については、一୴灰や炭化物が多いॊらかい埋め土を取りআき、

砂交じりのしまりのあるシルトで高く盛ってから植࠿を行っている。溝については、԰敷内とൺ΂出土遺

物がۃ端にগないことから、水田との関係（水࿏として使用）もあることから、江ᔱいなどを行い管理が行

きಧいていたことをうかがわせる。

԰敷地の幅は南西側が໿ 12m、北౦側が໿ 30m と広く、長さは 67m 以上で変形している。水田区ը

との関わりや地形の੍໿があってこのような形となったと考えられる。水田開ൃしたものの、ͦの後のߞ

作はॱ調ではなく、ऩ֭量もগなく度重なる水֐にもऻわれる。どのߞ作土もϓラントΦύールの産出状

Ҽであろう。13ݪ端にগないのはこれがۃがگ 世紀後半～ 14 世紀前半に଄成が࢝められた԰敷地も 14

世紀後半にはഇઈし、全面が水田（Ⅷ層水田）化している。Ⅷ層の水田も長くはߞ作されず、周ғは 14

世紀຤～ 15 世紀後半の間はׁ端のような଺水Ҭとなり、్中に大規模な地਒֐ࡂにも見෣われている。

԰敷はࣗવఅ๷上にҠ転しूଜతなूམを形成したと考えられ、このूམが 16 世紀前半には「しろね」

の地Ҭにؚまれ「෋田ঙ」とݺばれたのであろう。࠶び小ࡔの地に人ʑの׆ಈ痕跡が現れるのは、近世（Ⅵ層）

に入ってからである。ܚ長 3 年（1598 年）に新ൃ田ൡྖとなってからは、また新田開ൃがすすめられている。

江戸時代のڗอ年間から明治 14（1881）年までの໿ 105 年間で、৴濃઒の長Ԭࢢ付近から下流での破అ

回数は 98 回に上りʦ農ൃۀୡ࢙調査ձ 1959ʧ、水֐の被֐はほ΅ຖ年のことであった。Տ઒վमや土地

վ良がਐΜでもこのような状態である。本遺跡の 4 層にྦྷੵするߑ水砂に埋まった水田は、方法は明ら

かでないがほ΅元の区ըに෮元してߞ作を継ଓして͓り、新田開ൃにかける農ຽたちのۤಆの跡である。

B　԰ 敷 内 の ੜ ۀ

検出された遺構と出土した豊෋な木製品をはじめとする遺物から、԰敷内で行われていたੜ׆の一୴が

見える。まず、建物は 1 棟しか認められなかったが、多くの柱根が検出されたことから԰敷内には複数

の建物があったと考えられる。建物の԰根は茅෪であったと考えられる。これは茅෪にඞ要な茅針が複数

出土していること、1 月にൃ行༧定ͩったと見られる第四号木簡・茅札の出土からである。茅針はこれま

で器種໊が不明であったが、完形品（図版 78r196）が出土したことから、現ࡏに残るຽ具とൺֱしಛ定

できたものである。中世にはʰ৬人ਚ絵ʱ等に木羽෪き৬人は載るが、茅෪き԰根はઐۀの৬人が行うの

ではなく、ूམ全体でڠ力して԰根෪き作ۀを行ったためか৬人としては掲載されていない。



160

木工品では未成品があることから、確࣮なのは刀子の柄・鞘、鎌の柄の製作と把手の製作である。刀子

本体は஁໶関連遺構が検出されていないことから、製作せずൖ入していたՄ能ੑもある。編組製品ではス

ギの籤を使用した網代組みの製品の一部と籤を束ねたものが出土している。また、土޵内に刀子柄とബく

細長く削られた材が大量に入っていた SK534 もあり、周辺での作ۀが考えられる。また、᝘やඨ編み等

に使用する木錘も出土していることからこれらの製作も考えられる。ถのऩೲにはඞध品である。また、

土錘と鉄製の鉤が出土していることから近ྡの઒（৴濃઒水系）やׁ等でۀړも͓こなっている。近世に

は৴濃઒で֫れたࡪがক܉Ոにݙ上され、新ൃ田ൡにもೲめられている。ほかに水田ߞ作にඞ要な鎌と砥

石も出土している。水田は࣪田と考えられ田下駄が出土している。また、ാと見られる੊状小溝が検出さ

れて͓り、作物のੜ産が行われている。ࣗવ科ֶ分ੳでは、Ϝギ、౾、ϝロン類、ヒΤ近似種などの種子

が出土していることからこれらの作物をੜ産していたՄ能ੑがある。これらのऩ֭物・ੜ産物は԰敷内で

のফඅとともに੫の一種であるެ事のՄ能ੑも考えたい。

形代を使用する祭祀についてはすでにड़΂たが、ほかに෹具である鉄椀と鉄皿が֤ 1 点出土して͓り、

遺構としては検出できていないが෹間のようなものがあったか、ૐཿのԟདྷが考えられる。ݝ内では中世

に入るとफڭ関連の金属製品は多数出土しているが、金属製の椀・皿が出土している遺跡は胎内ࢢ下ொ・

๥৓遺跡ʦ水ᖒ 2001ʧの鉄椀と新ൃ田ࢢๅੵؗࣉ跡ʦ田中ほか 1990ʧの銅椀などগ数である。

本遺跡の調査から鎌૔時代຤～ࣨொ時代の白根ڷの 1 つの԰敷地の様૬が明らかになったが、അ৔԰

敷遺跡との関係もؚめさらなる検౼がඞ要である。

3　૯　　　括
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 1 小ډࡔ付遺跡は新ׁݝ新ׁࢢ南区小ࡔ字ډ付 177 番地ほかに所ࡏする。

 2 遺跡はӽ後平໺のԭੵ地、৴濃઒のࢧ流である中ノ口઒右؛のࣗવఅ๷の縁辺に位置する。標高は໿

0.3m ～ 0.8m で現گはാ地、水田、ਆࣾ跡地である。

 3 ൃ掘調査は、一ൠࠃ道 8 号白根バイύス建設事ۀに伴い、2009 年～ 2011 年までの 3 か年で延΂

22,100m2 調査した。

 4 中世前期の鎌૔時代຤からࣨொ時代（13 世紀຤～ 14 世紀代）を中心とする԰敷地と最大 5 面にྦྷੵす

る水田を検出した。

 5 ԰敷地の周ғには区ը溝がնって͓り、掘立柱建物 1 棟をはじめ多数の柱根・土޵・溝・ϐット・

杭列等を検出した。԰敷地の西辺に໿ 2 ～ 3m 間隔で 24 本ヤナギが植࠿されていた。԰敷地からはগ

量の土器・陶磁器をはじめ大量の木製品が出土した。԰敷地の周ғでは水田が広がり、度ʑのߑ水にૺっ

ていた。また、԰敷地がফ滅した後も水田にվ変されていた。

 6 遺物は土器・陶磁器類では青磁・珠洲焼・瀬戸焼・美濃焼・土師質土器がগ量出土している。金属製

品は鉄椀・鉄鍋・鋏・刀子・鉄鏃・錐・᭯・装飾金具・刀の፶の一部である返角等が出土している。石

製品は硯・砥石が出土している。最も大量に出土しているのは木製品で、木簡・漆器椀皿・下駄・田下

駄・櫛・曲物・鎌・茅針・箸状木製品・斎串・人形・鳥形・舟形・陽物形等が出土している。烏帽子の

Մ能ੑがある漆膜も出土している。

 7 木簡が 4 点出土している。第一号木簡は「吉ゑのかや」「元亨 3（1323）年」の年号が書かれ、茅札

と考えられる。第二号木簡は「しろわせ　さとう三郎」とありถの品種と人໊が書かれ、種子札と考え

られる。第三号木簡は呪符で符籙が書かれる。第四号木簡も茅札で「よしゑのかや」「元亨 5（1325）年」

の年号が書かれる。
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種別 番号 グリッド 所属層位 桁行（m） 梁行（m） 長軸方向

SB 336 7G･H、8G･H SR1-1 層 6.55 4.45 N-43°-W

種別 番号 グリッド 設置方法
掘形規模（cm） 柱径 / 残存長 

（cm）
樹種 備考 柱穴間隔（m）

長径 短径 深さ

SB336 P1 8G16 掘形柱 30 22 不明 20/100 スギ 柱根図化（65-1）撹乱により掘形深さ不明。 P1-P2 2.28

SB336 P2 7G25 掘形柱 30 26 44 16/56 P2-P3 2.12

SB336 P3 7H4 掘形柱 28 24 32 18/62 ヤナギ属 柱根図化（65-2） P3-P4 1.96

SB336 P4 7H3 掘形柱 28 24 60 16/66 ヤナギ属 柱根図化（65-3） P4-P5 4.45

SB336 P5 7H3 掘形柱 28 24 60 16/66 ヤナギ属 P5-P6 2.15

SB336 P6 7H15 掘形柱 32 25 65 20/52 1 層から連歯下駄が出土。 P6-P7 2.24

SB336 P7 8H6 掘形柱 36 26 66 19/76 P7-P8 2.15

SB336 P8 8H2 掘形柱 52 （28） 60 13/62 ヤナギ属 柱根図化（87-1）1 層から木製品が出土。 P8-P1 4.10 

遺構観察表
SR1-1・2 層の遺構
　掘立柱建物

　土坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、形態については推定される形態を、数値については残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド
所属 
層位

平面形 断面形
規模（cm）

主軸方向 出土遺物 切り合い関係
長径 短径 深さ

SK 3 8G9･10･14･15 SR1-2 （楕円形）（台形状）（110） 120 30 ―

SK 4 8G1 SR1-2 円形 台形状 110 106 20 ― 箸状木製品、砥石（62-11）

SK 29 6E17･18･22･23 SR1-1 長方形 台形状 134 90 63 N-64°-E 斎串、箸状木製品、部材、串

SK 65 5D25、5E5、6E1 SR1-2 長方形 漏斗状 188 49 46 N-48°-E
土師質土器、舟形（70-74）、連歯下駄、箸状
木製品

SK164 より新しく、
SK69･P64･159 より古い。

SK 69 5D25、5E4･5 SR1-2 長方形 台形状 164 94 40 N-42°-E 箸状木製品 SK65 より新しい。

SK 70 6F3・4・9 SR1-2 ― 台形状 （150） 116 82 N-29°-W 串、棒状木製品

SK 72 6D13･14･18･19 SR1-2 不整形 台形状 248 186 38 N-56°-W
烏帽子、漆器皿（70-76）、曲物側板、箸状木製品、
板材、柱根

SK 75 5C19 SR1-2 ― （台形状）（158） （80） 44 N-38°-W
漆器椀、漆器皿（70-77･78）、 
箸状木製品、杭

SD172 より新しい。

SK 85 5C24･25 SR1-2 不整形 半円状 144 134 38 N-60°-E 箸状木製品、部材、杭 SD172 より新しい。

SK 86 5D3･4 SR1-2 楕円形 弧状 172 112 26 N-28°-W 珠洲焼片口鉢、珠洲焼壺、漆器皿（70-79）

SK 94 6E21･22、6F1･2 SR1-2 長方形 台形状 189 74 36 N-47°-E 箸状木製品、部材、不明木製品（70-80）

SK 167 6E4･5･9 SR1-2 方形 台形状 146 106 46 （N-76°-E） 箱、箸状木製品、部材、板材

SK 169 6E5･10、7E1 SR1-2 ― （台形状）（154）（120） 44 ― 箸状木製品

SK 267 5C22･23、5D3 SR1-2 （不整形） 台形状 197 （140） 42 （N-53°-E） 珠洲焼片口鉢（60-21）、箸状木製品、部材、杭

SK 334 6F20 SR1-2 円形 孤状 92 82 20 ― 土師質土器（60-22）、箸状木製品

SK 335 6E25、6F5 SR1-2 不整形 台形状 150 （138） 83 ―
火鑽臼（70-82）、下駄歯、折敷、箱、箸状木製
品

SK 381 6F19･24 SR1-2 長方形 台形状 160 90 18 N-44°-E 珠洲焼片口鉢（61-23）、箸状木製品

SK 399 7E6･7･11･12 SR1-2 長方形 台形状 212 180 38 N-46°-E
珠洲焼片口鉢（61-26）、土師質土器（61-24･ 
25）、曲物（71-83）、曲物蓋（71-84）、折敷底板、
箸状木製品、部材

SK400 より古い。

SK 400 7E6･7･11･12 SR1-2 長方形 半円状 152 64 22 N-49°-E 部材 SK399 より新しい。

SK 410 7F11 SR1-2 楕円形 孤状 120 67 28 N-36°-E 曲物側板、串

SK 473 6F15･20、7F11･16 SR1-2 楕円形 孤状 180 131 24 N-26°-W 箸状木製品、部材 SX332･489 より古い。

SK 488 7E20、8E16 SR1-2 （楕円形） 孤状 （145） （90） 28 ―

SK 527 7G15･19･20 SR1-2 円形 孤状 138 132 30 ― 箸状木製品 P792･SX793 より古い。

SK 529 7G12･13･17･18･22･23 SR1-2 不整形 孤状 290 185 32 N-49°-E
漆器椀、人形（71-85）、折敷、箸状木製品、部材、
不明木製品（71-86）、鎹

SK621･SD445 より古い。

SK 534 7G6･7･11･12 SR1-2 方形 台形状 190 165 44 N-54°-E
珠洲焼甕（61-28）、漆器椀、刀子柄（71-87）、
草履芯、曲物側板、曲物底板（71-88）、折敷、
箸状木製品、杭

SK547 より新しく、 
SX375-8 より古い。

SK 547 7G6･11 SR1-2 楕円形 台形状 158 （88） 40 ― 箸状木製品、部材
SK562 より新しく、 
SK534･SX365 より古い。

SK 562 7G11 SR1-2 円形 台形状 116 106 35 ― 折敷、箸状木製品、部材 SK547 より古い。

SK 802 7I10、8I6 SR1-2 円形 台形状 92 82 34 ― 杭、板材、角材

　柱・柱穴（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、形態については推定される形態を、数値については残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 設置方法
掘形規模（cm） 柱径 / 残存長 

（cm）
出土遺物 切り合い関係 樹種

長径 短径 深さ

P 22 6F8 SR1-2 半打ち込み柱 29 18 44 20/101
柱根図化（72-89）、コナラ属コナラ亜属
コナラ節

P 28 6E18 SR1-2 半打ち込み柱 46 34 44 20/95 柱根図化（72-90）、サクラ属

P 39 6E2･7 SR1-2 半打ち込み柱 35 32 52 14/90 箸状木製品 柱根図化（72-91）、クリ

P 43 6E11 SR1-1 掘形柱 32 28 28 10/31 SX5 より古い。 柱根図化（65-10）マツ属複維管束亜属

P 56 6D21 SR1-2 半打ち込み柱 24 21 34 4/45

P 63 6D21 SR1-2 （柱穴） 26 23 52

P 76A 6E17 SR1-2 打ち込み柱 ― ― ― 10/124 SX5 より古い。

P 76B 6E17 SR1-2 打ち込み柱 ― ― ― 8/57 SX5 より古い。 柱根図化（72-92）、サクラ属

P 80 6E12 SR1-2 （柱穴） 30 24 52 SX5 より古い。

P 81 5D15 SR1-1 （柱穴） 30 29 58 土師質土器（60-1）

P 84 6E2 SR1-1 （柱穴） 30 22 7

P 88 6E1･2 SR1-1 半打ち込み柱 24 ― 42 14/53 箸状木製品 柱根図化（65-11）、サクラ属

P 159 5D25 SR1-2 （柱穴） 28 20 40 珠洲焼 SK65 より新しい。

P 386 6F9 SR1-2 打ち込み柱 ― ― ― 16/87 柱根図化（72-93）、モクレン属

P 414 6F15 SR1-2 （柱穴） 36 28 56 珠洲焼片口鉢（61-27）
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種別 番号 グリッド 所属層位 設置方法
掘形規模（cm） 柱径 / 残存長 

（cm）
出土遺物 切り合い関係 樹種

長径 短径 深さ

P 447 6F15 SR1-2 掘形柱 32 30 68 15/59 柱根図化（72-94）、スギ

P 449 7F16 SR1-1 半打ち込み柱 33 26 30 12/77
柱根図化（65-12）、クマシデ属イヌシデ
節

P 611 7G12 SR1-2 （柱穴） 36 30 30 砥石（62-12）

P 620 7G7 SR1-2 （柱穴） 50 23 55
珠洲焼片口鉢（61-29）、
箸状木製品

P364 より古い。

P 750 7H9 SR1-1･2 半打ち込み柱 20 19 10 10/96 P756 より新しい。 柱根図化（65-4）、スギ

P 751 7H4 SR1-1･2 掘形柱？ ― ― ― 10/40 P760 より古い。

P 752 7G22 SR1-1･2 掘形柱 （30） 26 60 15/88 SK546 より古い。 柱根図化（65-5）、ヤナギ属

P 753 7H9 SR1-1･2 掘形柱 36 27 67 18/44

P 754 7H15 SR1-1･2 掘形柱 32 31 60 12/100 柱根図化（65-6）、スギ

P 755 7H20 SR1-1･2 打ち込み柱？ ― ― ― 4/43 柱根図化（65-7）、スギ

P 756 7H9 SR1-1･2 （柱穴） 24 20 62

P 757 7G25 SR1-1･2 打ち込み柱 ― ― ― 16/86 柱根図化（65-8）、ブナ属

P 758 7G24 SR1-1･2 半打ち込み柱 15 14 28 9/76 柱根図化（65-9）、スギ

P 759 7G19 SR1-1･2 半打ち込み柱 18 18 14 8/39

P 760 7H4 SR1-1･2 （柱穴） 28 12 16 P751 より新しい。

P 804 8H21 SR1-1･2 半打ち込み 35 （34） 60 14/92 柱根図化（87-2）、クリ

P 805
7H20、 
8H16

SR1-1･2 掘形柱 20 （15） 46 10/32

P 807
7H20、 
8H16

SR1-12 半打ち込み 30 22 11

P 818 8I2 SR1-1 掘形柱 29 （28） 34 8/43

P 832 8H7 SR1-2 打ち込み ― ― ― 7/58

　柱・柱穴（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、形態については推定される形態を、数値については残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 12 8F、9F・G SR1-2 17/N-24°-E 14.8 SD111 の壁面で検出

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 12-8 9G5 4/20 ヤナギ属 （72-96） 8-1 4.2 SA 12-4 9F11 4/30 4-7 1.5

SA 12-1 9F24 4/16 1-5 0.7 SA 12-7 9F6 2/36 7-13 0.4

SA 12-5 9F23 5/43 5-9 1.2 SA 12-13 9F6 4/31 13-14 0.3

SA 12-9 9F18 4/63 9-10 0.8 SA 12-14 9F6 5/14 14-15 0.4

SA 12-10 9F17 4/54 10-11 0.6 SA 12-15 9F6 6/20 15-16 0.8

SA 12-11 9F17 3/31 11-12 0.6 SA 12-16 8F10 3/17 16-6 1.5

SA 12-12 9F17 5/46 12-2 0.5 SA 12-6 8F5 5/33 6-17 0.2

SA 12-2 9F12 11/66 2-3 0.5 SA 12-17 8F5 5/55

SA 12-3 9F12 4/7 3-4 0.6

種別 番号 グリッド 所属層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 13 8E・F、9F・G、10G SR1-2 24/N-29°-E 26.5 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 13-13 10G11 2/30 13-12 0.4 SA 13-9 9F16 8/34 9-10 0.8

SA 13-12 10G11 3/41 12-26 0.7 SA 13-10 9F16 6/31 ヤナギ属 （72-97） 10-11 0.1

SA 13-26 10G6 10/39 26-1 0.2 SA 13-11 9F16 3/27 11-15 2.1

SA 13-1 10G6 3/32 1-2 1.2 SA 13-15 8F15 4/32 15-16 0.9

SA 13-2 10G6 3/37 2-3 1.2 SA 13-16 8F15 3/12 16-17 0.7

SA 13-3 9G5 4/22 3-4 0.1 SA 13-17 8F10 4/23 17-18 0.8

SA 13-4 9G5 3/11 4-5 1.9 SA 13-18 8F9 4/38 18-19 1.3

SA 13-5 9G4 4/35 5-14 0.8 SA 13-19 8F9 5/19 19-20 1.5

SA 13-14 9G4 5/32 14-6 0.7 SA 13-20 8F3 4/37 20-23 2.8

SA 13-6 9F24 5/26 6-7 1.4 SA 13-23 8E22 6/70 スギ
建築材 

（72-98）
23-24 1.2

SA 13-7 9F23 4/5 7-8 3.4 SA 13-24 8E22 2/8 24-25 1.1

SA 13-8 9F17 5/2 8-9 1.2 SA 13-25 8E21 4/28

種別 番号 グリッド 所属層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 14 8E・F、9F・G SR1-2 20/N-32°-E 22.8 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 14-10 9G10 2/13 10-1 0.2 SA 14-8 8F20 2/22 8-9 0.2

SA 14-1 9G10 3/29 1-2 0.6 SA 14-9 8F20 3/28 9-13 1.7

SA 14-2 9G9 4/39 2-3 0.8 SA 14-13 8F15 5/28 13-14 1.4

SA 14-3 9G4 3/28 3-4 1.1 SA 14-14 8F14 6/47 14-20 0.7

SA 14-4 9G4 2/22 4-5 0.4 SA 14-20 8F14 5/42 ヤナギ属 （72-99） 20-15 2.6

SA 14-5 9G3 4/31 5-11 2.6 SA 14-15 8F8 7/46 15-16 1.3

SA 14-11 9F22 3/33 11-12 1.3 SA 14-16 8F3 6/33 16-17 0.7

SA 14-12 9F22 7/26 12-6 2.6 SA 14-17 8F3 6/24 17-18 2.4

SA 14-6 9F16 5/39 6-7 0.7 SA 14-18 8F2 3/21 18-19 1.0 

SA 14-7 9F16 5/18 7-8 0.5 SA 14-19 8E21 5/53

　杭列（1）
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種別 番号 グリッド 所属層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 145 9・10G SR1-2 7/N-37°-E 4.2 SD111 の壁面で検出

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 145-1 10G6 3/29 1-2 1.1 SA 145-5 9G5 2/13 5-6 0.2

SA 145-2 10G6 2/26 ヤナギ属 （72-100） 2-3 0.6 SA 145-6 9G5 2/17 6-7 1.4

SA 145-3 10G6 18/11 3-4 0.2 SA 145-7 9G5 3/31

SA 145-4 10G6 2/24 4-5 0.7

　杭列（2）

種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm）
残存長
（cm）

備考 種別 番号 グリッド 所属層位
径 

（cm）
残存長 
（cm）

備考

SX 30 6E22 SR1-2 3 63 図化（72-103）、樹種スギ。 SX 825-5 8H22 SR1-2 2 41

SX 55 6D22 SR1-2 3 40 図化（72-104）、樹種スギ。 SX 825-6 8H22 SR1-2 2 15

SX 97 6E19 SR1-2 2 23 SX 825-7 8H22 SR1-2 2.7 37.6 図化（87-5）樹種スギ。

SX 98 6E19 SR1-2 1 17 SX 825-8 8H22 SR1-2 1 26.5 図化（87-6）樹種スギ。

SX 151 6E18 SR1-2 3 26 SX 826 8H22 SR1-2

SX 152 6E18 SR1-2 2 20 SX 827 8H22 SR1-2

SX 153 6E18 SR1-2 2 17 SX 828 8H22 SR1-2

SX 154 6E18 SR1-2 2 17 SX 829 8H22 SR1-2

SX 439 7E21 SR1-2 10 71 図化（73-108）、樹種スギ。 SX 831 8H6 SR1-2 2.5 29

SX 566 7G7 SR1-2 7 35 
図化（73-109）ヤナギ属。 
P364 より古い。

SX 839 8I12 SR1-1･2

SX 824 8H22 SR1-2 2 23 SX 840 8I17 SR1-1･2 6 66

SX 825-1 8H22 SR1-2 2 11 SX 843 8I9 SR1-2 5 28

SX 825-2 8H22 SR1-2 1.5 20 SX 844 8I4 SR1-1･2 2 23

SX 825-3 8H22 SR1-2 3 44 SX 845 8I1 SR1-1･2 2 20

SX 825-4 8H22 SR1-2 3 28 SX 846 8I6 SR1-1･2 1.5 19

　杭・串

　灰分布範囲

種別 番号 グリッド 層位 平面形
規模（cm）

出土遺物 切り合い関係
長径 短径 深さ

SX 5 6E6 ～ 8･11 ～ 13･17 SR1-2 不整形 450 202 2 ～ 4
箸状木製品、杓子（72-101）、枘付木製品（72-102）、鍋

（63-32･33）、釘（63-29）、鎹（63-30･31）
P43･76･77･79･80、SX78 を覆っている。
SX6 ～ 9 は新旧不明。

　焼土遺構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド
所属 
層位

平面形 断面形
規模（cm）

出土遺物 切り合い関係 備考
長径 短径 深さ 赤変深度

SX 332 6F15･20、7F11･16 SR1-2 方形 孤状 81 71 8 ― 箸状木製品、部材 SK473 より新しい。

SX 345 7H5･10 SR1-1 楕円形 ― 52 32 ― 4 SB336 内に位置する。

SX 346 7G23･24、7H3･4 SR1-1 不整形 ― 56 27 ― 3

SX 347 7G23 SR1-1 不整形 ― 50 45 ― 6

SX 485 6F20、7F16 SR1-2 楕円形 ― 39 30 ― 8 箸状木製品、串 SX451 より古い。 SX451　杭径 7cm/ 残存長 16cm

SX 487 6F15、7F11 SR1-2 楕円形 ― 38 26 ― 3

SX 645 7E6 SR1-2 不整形 ― （20） （14） ― ― 個別図なし｡

　杭集中部

種別 番号 グリッド 層位 杭数
規模（cm） 杭径 / 残存長 

（cm）
備考

長径 短径

SX 209 5F10、6F6 SR1-2 42 198 140 1 ～ 8/4 ～ 102 SX209-4（73-107）の樹種はハンノキ属ハンノキ亜属。SX209-1（73-106）。

　集石

種別 番号 グリッド 層位 礫数
礫底標高（m）

備考
最高 / 最低

SX 91 6D3 SR1-2 12 -0.617/-0.646

SX 92 6D22･23、6E2･3 SR1-2 25 -0.760/-0.919 個別図なし。

SX 178 6E9 SR1-2 7 -0.898/-0.955 中心部に径３cm の串が斜めに打ち込まれる。個別図なし。

SX 204 6D23、6E3 SR1-2 27 -0.910/-1.104 個別図なし。

　溝（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、確認長・残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 断面形
規模

主軸方向 出土遺物 切り合い関係 備考
長さ（m） 幅（cm） 深さ（cm）

SD 111
5･6C、6･7D、 
7･8E、8 ～ 10F、
9･10G

SR1-1･2 孤状 （63.8） 60 ～ 330 35 ～ 40 N-36°-E
漆器椀（69-55）、下駄歯、曲物側板、
箸状木製品、部材、串、杭、錐（63-16）、
銭貨（64-52）、砥石（62-2）

壁・底面で SA12･145･
479、SX149･190･192･
389･442･478･480･481
検出。

SD 112 5E ～ G、6F･G SR1-1･2 孤状 （16.6） 105 ～ 360 65 ～ 70 N-51°-E
扇（69-57）、斎串、箆（69-56）、草
履芯、曲物側板、箸状木製品、板材、
有孔円板、刀子（63-17）、折敷（87-3）

SR165 より新しい。

SD 114 5D･5E SR1-1･2 孤状 （11.4） 130 ～ 240 35 ～ 40 N-58°-E 曲物側板、箸状木製品、部材 SR165 より新しい。

SD 129 8F12･13･17･18･22 SR1-1 半円状 （3.9） 70 ～ 98 34 N-62°-W 曲物側板

SD 130 8F7･11･12･16･17 SR1-1 孤状 （4.5） 84 ～ 90 24 N-75°-W 箸状木製品、杭

SD 166
6E17･22 ～ 24、
6F2･3･8

SR1-2
Ｖ字状
または
Ｕ字状

（4.9/8.3） 35 ～ 104 18 ～ 36 N-45°-W

漆器椀、斎串、蓋、曲物側板、桶底板
（73-111）、折敷底板、箱、箸状木製品、
部材、串、杭、茅針（73-110）、不明
鉄製品（63-34）

SK208 より新しく P24･
44 ･49、SX25･51･95
より古い。

SD339 と
同一溝か｡

SD 172
5C15･19･20･24･25、
6C16･21

SR1-2 孤状 （4.8/3.5） 70 ～ 100 10 ～ 26 ― SK75･85 より古い。

SD 330 7E14･18･19･23 SR1-2 台形状 4.2 115 35 N-42°-W
曲物側板、箸状木製品、鏃（63- 
36･37）
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　溝（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、確認長・残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 断面形
規模

主軸方向 出土遺物 切り合い関係 備考
長さ（m） 幅（cm） 深さ（cm）

SD 331 7F9･10･13･14 SR1-2 孤状 4.3 44 12 N-45°-W 箸状木製品

SD 339
7E8･9･11 ～
13･16･17

SR1-2 Ｕ字状 （8.9） 35 ～ 100 23 N-44°-W

簓状木製品、題箋状木製品（73-113）、
針状木製品（73-112）、曲物側板、箸
状木製品、部材、不明木製品（73-114）、
錐

SX415、SD175 より新
しい。

SD166 と
同一溝か｡

SD 436 7G8･11 ～ 13 SR1-2 箱状 3.6 60 35 N-37°-W
連歯下駄（73-117）、箸状木製品、部
材

P600、SX574、SD593
より新しい。

SD 445 7G13･17･18 SR1-2 ― 3.1 92 30 N-40°-W 斎串、曲物底板、箸状木製品 SK529 より新しい。

SD 448
7F18･19･23･24、
7G4

SR1-2 孤状 （2.8） 50 16 N-54°-E 箱、箸状木製品 P344 より古い。　
SD597 と
同一溝か｡

SD 461 7F19･24 SR1-2
U 字
状

（1.7） 50 20 N-52°-E 曲物側板、箸状木製品、部材 P471 より古い。

SD 540 8G11･16･17･21･22 SR1-2 孤状 （3） 71 14 （N-48°-E） 箸状木製品、部材
SK539、SX794 ～ 796
より古い。

SD 593 7G8･11 ～ 13 SR1-2 台形状 4.5 20 5 ～ 20 N-42°-W SD436 より古い。

SD 597 7G3･4･7･8 SR1-2 孤状 （4.1） 20 ～ 36 9 N-45°-W
漆器椀（73-119･120）、露卯下駄歯

（73-118）、箸状木製品
SD448 と
同一溝か｡

SD 598
7F23･24、 
7G2 ～ 4･7･8

SR1-2 孤状 3.8 30 ～ 50 19 N-43°-W 連歯下駄、箸状木製品、部材

　樹根列
種別 番号 グリッド 所属層位 樹根本数 全長（m） 　備考

樹根列 1 5･6C、6･7D、7･8E、8･9F、9･10G SR1-1 24 63.8 SD111 に沿って検出

種別 番号 グリッド 長径（cm） 樹根間隔（m） 樹種 備考

樹根列 1-1 10G12 14 樹根列 1-1-2 1.6 

樹根列 1-2 10G11 16 樹根列 1-2-3 2.6 ヤナギ属

樹根列 1-3 9G5･10、10G6 20 樹根列 1-3-4 1.2 ヤナギ属

樹根列 1-4 9G5 20 樹根列 1-4-5 3.6 

樹根列 1-5 9F23･24 22 樹根列 1-5-6 1.6 ヤナギ属

樹根列 1-6 9F23 24 樹根列 1-6-7 2.4 

樹根列 1-7 9F17 16 樹根列 1-7-8 3.5 ヤナギ属

樹根列 1-8 8F15 31 樹根列 1-8-9 3.6 ヤナギ属

樹根列 1-9 8F9 10 樹根列 1-9-10 10.0 ヤナギ属

樹根列 1-10 8E16 9 樹根列 1-10-11 2.1 

樹根列 1-11 7E15 21 樹根列 1-11-12 4.0 

樹根列 1-12 7E8 11 樹根列 1-12-13 0.9 

樹根列 1-13 7E8 10 樹根列 1-13-14 1.5 

樹根列 1-14 7E3･7 20 樹根列 1-14-15 1.2 

樹根列 1-15 7E2 11 樹根列 1-15-16 9.8 

樹根列 1-16 7D16 12 樹根列 1-16-17 5.4 

樹根列 1-17 6D9･10 18 樹根列 1-17-18 1.6 

樹根列 1-18 6D4･9 21 樹根列 1-18-19 1.9 ヤナギ属

樹根列 1-19 6D3･4 24 樹根列 1-19-20 2.0 

樹根列 1-20 6C23 19 樹根列 1-20-21 1.7 ヤナギ属

樹根列 1-21 6C17･18 34 樹根列 1-21-22 2.5 

樹根列 1-22 6C11･12･17 26 樹根列 1-22-23 2.7 ヤナギ属

樹根列 1-23 6C6･11 25 樹根列 1-23-24 6.2 

樹根列 1-24 5C18 20

種別 番号 グリッド 層位 樹根本数 全長（m） 　備考

樹根列 2 8･9G SR1-1 5 7.2 

種別 番号 グリッド 長径（cm） 樹根間隔（m） 樹種 備考

樹根列 2-1 9G7 16 樹木列 2-1-2 2.6 バラ科ナシ亜属

樹根列 2-2 9G6 12 樹木列 2-2-3 1.8 ヤナギ属

樹根列 2-3 8G10 6 樹木列 2-3-4 1.4 ヤナギ属

樹根列 2-4 8G9 10 樹木列 2-4-5 1.7 ヤナギ属

樹根列 2-5 8G4･9 6

SR1-3 層の遺構
　土坑（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド
所属 
層位

平面形 断面形
遺構（cm）

主軸方向 出土遺物 切り合い関係
長径 短径 深さ

SK 174 6D16･21 SR1-3 方形 台形状 112 110 65 ― 下駄歯、箸状木製品
SK210 より新しく、 P74 よ
り古い。

SK 177 6D23 SR1-3 長方形 台形状 142 （86） 43 N-61°-E
俎（79-200）、横櫛（79-201）、草履芯、折
敷、箸状木製品

SK176･742 より新しく、
SK678 より古い。

SK 179 6E11 SR1-3 円形 台形状 116 96 56 N-61°-W
種子札（79-204）、烏帽子、漆器椀（79- 202 
･205）、漆器皿（79-203）、箆、箸状木製品

SD268 より新しい。

SK 201
6D22･23、 
6E1 ～ 3･6･7

SR1-3 長方形 台形状 504 95 26 ～ 50 N-41°-W
漆器椀、漆器皿（79-206）、斎串、楔（79-209）、
草履芯、曲物側板・底板（79-208）、箸状木
製品、部材、串

SX205･231 より古い。

SK 206 6E18･23 SR1-3 楕円形 台形状 145 107 33 N-41°-W
曲物底板、円形板（79-212）、箸状木製品、
部材、障子？（79-210･211）、串

SK29 より古い。

SK 207 6E12･13･17･18 SR1-3 方形 台形状 160 142 38 N-67°-E
漆器椀、斎串、曲物側板、曲物底板、箸状木
製品、部材、脚？（79-213）

P222 より古い。

SK 211 6E7･8 SR1-3 長方形 台形状 230 132 41 N-21°-W
茅針（79-214）、曲物側板、折敷、小型蓋、
有孔円板（79-215）、箸状木製品、部材、串、
杭、楔状鉄製品（64-43）

SK227 より新しい。
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　柱・柱穴

種別 番号 グリッド 所属層位 設置方法
掘形規模（cm） 柱径 / 残存長 

（cm）
出土遺物 切り合い関係 樹種

長径 短径 深さ

P 551 7F11 SR1-3 打ち込み柱 ― ― ― 9/49 図化（81-244）。スギ。

P 669 7F1 SR1-3 打ち込み柱 ― ― ― 12/77 図化（81-245）。モクレン属。

種別 番号 グリッド
所属 
層位

平面形 断面形
遺構（cm）

主軸方向 出土遺物 切り合い関係
長径 短径 深さ

SK 227 6E7･12 SR1-3 方形 （孤状） （178） 157 32 N-56°-W 草履芯、箸状木製品 SK211 より古い。

SK 260
5E20･25、 
6E16･21

SR1-3 楕円形 弧状 320 （235） 60 ―

漆器椀、鳥形（90-217･218）、刀形（79- 
216）、斎串、連歯下駄（80-219）、露卯下
駄（80-222）、下駄歯、曲物側板、折敷、蓋

（80-220）、箸状木製品、枘付木製品、角材、
杭、鋏（64-44）、鎌柄（80-221）

SX277 より古い。

SK 476
7E12･13･16 ～
18･21･22

SR1-3 長方形 台形状 558 150 38 N-40°-W
漆器椀（80-224）、茅針（80-226）、曲物側板、
曲物底板、箸状木製品、枘付木製品（80-225）、
部材、角材、杭、不明木製品、網組

P668、SX670 より新しい。

SK 490 7F18･19･23･24 SR1-3 楕円形 台形状 210 84 62 N-51°-W 曲物底板、箸状木製品、杭、釘 SK512、P661 より新しい。

SK 491 7F2･7･8･12 SR1-3 不整形 孤状 294 189 20 N-61°-E
茅針、曲物側板、箸状木製品、部材、銭貨

（64-72 ～ 81）

SK 492 6F10･15、7F6･11 SR1-3 不整形 孤状 270 172 48 N-74°-W
漆器椀、刀子柄、鑿柄（80-227）、曲物側板、
折敷、箸状木製品、部材

SX626 より新しい。

SK 502 7F11･12 SR1-3 円形 孤状 144 120 30 N-22°-W
木製円板、箸状木製品、部材、網組籤（80- 
228）

SK 503
6F15･20、 
7F11･16

SR1-3 楕円形 孤状 230 146 29 N-37°-W
茅針、曲物側板、曲物底板、箸状木製品、部
材、杭

SK514 より新しい。

SK 504 7E3･8･9 SR1-3 ― （台形状）（280） （89） 28 （N-31°-E） 珠洲焼片口鉢（61-41）、箸状木製品 SD113 より古い。

SK 508 7F11 SR1-3 円形 箱状 61 52 36 N-74°-E 銭貨（64-82）

SK 512 7F18･19 SR1-3 不整形 孤状 （180） 146 26 ― 漆器椀、箸状木製品、部材 SK490 より古い。

SK 514 6F20 SR1-3 楕円形 孤状 （94） 68 20 N-16°-W SK544 より古い。

SK 520
6F19･20･24･25、
6G5

SR1-3 不整形 （孤状） 306 （150） 22 N-34°-E
漆器椀、斎串、下駄歯、曲物側板、杓子、箸
状木製品、部材

P605、SX653 より新しい。

SK 528 6F20･25、7F16･21 SR1-3 不整形 （孤状） 170 118 20 N-55°-W
SD595 より新しく、SX518
より古い。

SK 530 7H5、8H1 SR1-3 不整形 台形状 122 85 18 N-85°-W SD531 より新しい。

SK 542 7H10、8H6 SR1-3 方形 台形状 （96） 78 29 N-39°-E 漆器椀、連歯下駄、箸状木製品、部材 SD541 より古い。

SK 543 7H9･10 SR1-3 楕円形 台形状 150 90 14 N-42°-W 箸状木製品、部材

SK 554 7G19･20･23･24 SR1-3 不整形 台形状 232 110 17 N-50°-W 下駄歯、箸状木製品、部材

SK 589 8G11･12･16･17 SR1-3 不整形 孤状 356 120 11 N-36°-W 折敷底板（80-229）、箸状木製品、部材、杭

SK 619 7G3 SR1-3 方形 （台形状） 84 70 24 N-52°-W

SK 641 7E11･12･16･17 SR1-3 長方形 弧状 180 75 9 N-42°-W 箸状木製品、部材 SD495 より古い。

SK 660 6E15、7E11 SR1-3 ― 弧状 （191）（115） 9 N-34°-W
箱、箸状木製品（81-230 ～ 237）、板材、木
釘（81-238 ～ 242）

SK 678 6D18･23･24 SR1-3 長方形 台形状 138 108 29 N-60°-E SK176･177 より新しい。

SK 837 8H11･12 SR1-3 円形 台形状 125 110 36 - 箸状木製品、部材、板材、角材 SK853 より新しい。

SK 853 8H11･12･16･17 SR1-3 楕円形 台形状 214 66 56 N-57°-W 珠洲焼片口鉢（86-2）、箸状木製品、部材 SK837 より古い。

　土坑（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、確認長・残存長、若しくは推定値を記載した。

　杭列
種別 番号 グリッド 所属層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 215 6E SR1-3 5/N-63°-E 2.2 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 215-1 6E19 1/6 1-2 0.4 SA 215-4 6E13 4/35 4-5 0.5

SA 215-2 6E18 5/18 2-3 0.8 SA 215-5 6E13 4/16

SA 215-3 6E13 3/18 3-4 0.5

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 812 7I SR1-3 4/N-29°-W 0.5 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 812-1 7I9 3/11 1-2 0.2 SA 812-3 7I9 3/8 3-4 0.2 

SA 812-2 7I9 3/15 2-3 0.1 SA 812-4 7I9 3/10

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 823 7･8I SR1-3 14 /N-58°-E 1.27 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 823-1 8I16 2.5/31 − − SA 823-5 8I16 3/46 5-13 0.2

SA 823-8 8I16 3/9 8-7 0.1 SA 823-13 8I16 1/11 ― ―

SA 823-7 8I16 2/13 7-6 0.24 SA 823-12 7I20 1/9 ― ―

SA 823-6 8I16 1/6 6-2 0.2 SA 823-11 7I20 2/8 ― ―

SA 823-2 8I16 2/7 2-3 0.1 SA 823-9 7I20 1.5/42 ― ―

SA 823-3 8I16 2/11 3-14 0.23 SA 823-10 7I20 1/8 ― ―

SA 823-14 8I16 ― 14-4 0.1 SA 823-15 8I16 1.5/11

SA 823-4 8I16 2/18 4-5 0.1

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 841 8I SR1-3 3/N-86°-W 1.2 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 841-2 8I21 3/19 2-1 0.6 SA 841-3 8I21 4/42

SA 841-1 8I21 4/23 1-3 0.6 
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　杭・串

種別 番号 グリッド 所属層位
径

（cm）
残存長
（cm）

備考 種別 番号 グリッド 所属層位
径 

（cm）
残存長 
（cm）

備考

SX 116 8F5 SR1-3 2 4 SD113 の底面で検出。 SX 537-2 7F21 SR1-3 1 22

SX 117 8F5 SR1-3 4 9 SD113 の底面で検出。 SX 797 7I20 SR1-3 9 74

SX 118 8F5 SR1-3 4 22 SD113 の底面で検出。 SX 798 7I20 SR1-3 7 29

SX 119 8F5 SR1-3 3 6 SD113 の底面で検出。 SX 799 7I14 SR1-3 5 23

SX 120 8F4 SR1-3 3 10 SD113 の底面で検出。 SX 800 7I9･14 SR1-3 5 10

SX 121 8F10 SR1-3 4 36 SD113 の底面で検出。 SX 801 7I9 SR1-3 6 18

SX 122 8F15 SR1-3 5 34 SX501 の壁面で検出。 SX 803 7H20 SR1-3 3 24

SX 123 8F15 SR1-3 4 34 SX501 の壁面で検出。 SX 811 7H19 SR1-3 3 30

SX 124 8F15 SR1-3 2 27 SX501 の壁面で検出。 SX 822 7I10 SR1-3

SX 248 6F12 SR1-3 3 49 図化（81-247）。樹種スギ。 SX 834 8H6 SR1-3 1.5 22

SX 277-1 5E25 SR1-3 8 13 SK260 より新しいか。 SX 835 8H11 SR1-3 2 26

SX 277-2 5E25 SR1-3 4 44 
図化（81-248）。ヤナギ属。 
SK260 より新しいか。

SX 842 8I21 SR1-3

SX 277-3 5E25 SR1-3 3 35 SK260 より新しいか。 SX 855 8H21 SR1-3 2 20

SX 277-4 5E25 SR1-3 6 16 SK260 より新しいか。 SX 858 8I2 SR1-3 3 27

SX 507-2 7E12･13 SR1-3 2 17 SX 859 8I2 SR1-3 2 12

SX 507-3 7E12･13 SR1-3 3 17 SX 860 8I7 SR1-3

SX 518 7F16 SR1-3 8 35 
図化（81-250）。コナラ属コナ
ラ亜属コナラ節。

SX 862 7H15 SR1-3 6 14

　溝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、確認長・残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 断面形
規模

主軸方向 出土遺物 切り合い関係
長さ（m） 幅（cm） 深さ（cm）

SD 113
5･6C、6･7D、7･8E、
8F ～ 10F、9･10G

SR1-3 台形状 （63.8） 90 ～ 320 24 ～ 40 N-34-E
露卯下駄歯（81-252）、曲物側板 ･ 底板、
小型円板（81-251）、箸状木製品、部材、
枘付木製品（81-253）、柱根、杭

SK504 より新しい。壁・底面で
SX116 ～ 121、125 ～ 128、434
検出。

SD 259
5C25、
6C16･17･21･22

SR1-3 V 字状 4.7 58 ～ 86 28 ―
土師質土器（61-40）、箸状木製品、部材、
枘付木製品（81-254）

SD 499 7E22 ～ 24、7F2･3 SR1-3 台形状 4.5 54 ～ 64 16 N-37°-W 部材 SK498 より古い。

SD 531
7G25、7H4･5、
8G21、8H1

SR1-3 台形状 （4.9） 30 ～ 66 30 N-45°-W
SK530 より古く、SD590 より新し
い。

SD 590 7G25、7H5、8G21 SR1-3 台形状 （2.2） 34 ～ 42 16 N-35°-W 箸状木製品、部材 SD531 より古い。

SD 606 7F21 SR1-3 孤状 2.0 64 12 N-36°-W SX537 より古い。

SD 635 8G16･17･21 SR1-3 半円状 2.4 10 ～ 29 7 N-35°-W

SD 857 8H・I SR1-3 弧状 （2.5） 55 ～ 65 14 N-60°-E
珠洲焼片口鉢（86-3）、箸状木製品、板
材、角材

P856 より○。

　窪地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、確認長・残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 断面形
規模

主軸方向 出土遺物 切り合い関係
長径（m） 短径（m） 深さ（cm）

SX 501
7E･F、8E ～ G、 
9F･G、10G

SR1-3 弧状 （26.8） 5.5 28 N-33°-E 折敷、箸状木製品、部材
壁 ･ 底面で P115、SX103 ～ 105･108
～ 110･122 ～ 124 を検出。

SX 536 7･8F･G SR1-3 ― （14.5） （4.9） 23 N-45°-E
壁 ･ 底面で SX106･570 ～ 572･581･ 
665 を検出。

SX 556 7H SR1-3 弧状 （9.2） （2.6） 14 N-38°-E 曲物側板、箸状木製品、部材、杭

SX 813 7I9･10･14･15 SR1-3 台形状 （1.2） （0.5） 32 ― 箸状木製品、杭

SX 816 7H23、7I3･4 SR1-3 台形状 （2.7） （0.4） 50 ―

SX 820 7H12･13･17･18 SR1-3 弧状 （2.0） （0.72） 14 ― 箸状木製品、側版

SX 821 7I5･20 SR1-3 弧状 （2.65） （0.96） 14 ― 箸状木製品、部材、板材

種別 番号 グリッド 所属層位 平面形 断面形
規模（cm）

主軸方向 出土遺物 切り合い関係 備考
長径 短径 深さ

SK 679 7G14･19 SR2 ― ― （44） 73 12 ―

SR-2 層の遺構
　土坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、残存長、若しくは推定値を記載した。

　杭列（1）
種別 番号 グリッド 所属層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 16 8F、8・9G SR2-1 14/N-38°-E 17.9 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 16-1 9G7 4/33 1-2 1.4 SA 16-14 8F23 2/23 14-10 4.2

SA 16-2 9G6 5/22 2-3 0.4 SA 16-10 8F12 6/37 10-11 2.3

SA 16-3 9G6 5/57 3-4 0.8 SA 16-11 8F7 4/25 11-12 1.2

SA 16-4 9G1 6/37 4-5 0.5 SA 16-12 8F7 5/26 12-13 0.8

SA 16-5 8G5 2/13 5-6 0.5 SA 16-13 8F1 5/32 13-8 0.1

SA 16-6 8G5 3/39 6-7 0.3 SA 16-8 8F1 3/25 8-9 0.7

SA 16-7 8G5 2/26 7-14 4.7 SA 16-9 8F1 4/18

種別 番号 グリッド 所属層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 17 8F、8・9G SR2-1 4/N-50°-E 4.7 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 17-4 8G5・9G1 4/17 4-1 2.4 SA 17-3 8F20 6/17 3-2 0.8

SA 17-1 8F25 10/46 1-3 1.5 SA 17-2 8F19 6/66
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　灰分布範囲

種別 番号 グリッド 所属層位 平面形
規模（cm）

出土遺物 切り合い関係 備考
長径 短径 深さ

SX 676 7G1 SR2 不整形 71 40 ― 骨

　溝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、残存長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 断面形
規模

主軸方向 出土遺物 切り合い関係 備考
長さ（m） 幅（cm） 深さ（cm）

SD 150
5･6C、6･7D、7･8E、
8 ～ 10F、9･10G

SR2-1 台形状 （63.8） 100 ～ 260 15 ～ 55 N-35°-E
漆器椀（84-296）、箸状木製品、 
部材、杭

SD 279 6F12･17･18 SR2-1 ― （3.2） 4.5 33 N-46°-E

番号 地区 グリッド 断面形 方向 長さ（m） 下面幅（m） 上面幅（m） 高さ（cm） 備考

畦畔 201 南区 1 3C、3･4D、4E 台形 N-40°-E 17.04 0.36 ～ 2.72 0.12 ～ 2.48 11 2010 年度調査検出。

畦畔 201 南区 1 4･5E･F、5G 台形 N-61°-E 25.56 1.12 ～ 3.70 0.84 ～ 3.52 3 2009 年度調査検出。

畦畔 202 南区 1 6･7B、6C 台形 N-5°-E 3.92 0.44 ～ 0.88 0.24 ～ 0.68 3 

畦畔 203 南区 1 5E･F 台形 N-14°-E 1.80 0.78 ～ 1.26 0.56 ～ 0.92 2 

畦畔 204 南区 1 3G、4F 台形 N-37°-W 20.12 0.32 ～ 0.84 0.14 ～ 0.64 6 長さは推定最大値である。

畦畔 205 南区 1 6･7B、6C 台形 N-41°-W 6.96 0.56 ～ 0.68 0.16 ～ 0.32 4 

畦畔 206 南区 1 4B、4･5C 台形 N-48°-E 18.40 0.48 ～ 0.88 0.26 ～ 0.64 6 

畦畔 207 南区 2 1B ～ D 台形 N-72°-E 20.08 0.26 ～ 0.92 0.04 ～ 0.52 15 

畦畔 208 南区 2 1D･E 台形 N-52°-E 1.24 0.32 ～ 0.56 0.08 ～ 0.20 10 

畦畔 209 南区 1 2･3C･D、4C 台形 N-33°-W 25.16 0.32 ～ 1.44 0.09 ～ 1.04 15 

畦畔 210 南区 1 2E･F、3E、4D･E 台形 N-39°-W 21.42 0.26 ～ 0.49 0.08 ～ 0.32 6 

畦畔 211 南区 2 1B 台形 N-21°-W 5.36 0.32 ～ 0.64 0.09 ～ 0.29 22 

畦畔 212 南区 2 1C 台形 N-20°-W 3.20 0.40 ～ 0.52 0.05 ～ 0.24 10 

畦畔 213 南区 2 1D 台形 N-30°-W 0.56 0.32 ～ 0.46 0.12 ～ 0.19 18 

畦畔 214 南区 2 1D･E 台形 N-34°-W 6.85 0.44 ～ 0.68 0.05 ～ 0.30 10 

畦畔 215 南区 2 1G 台形 N-1°-W 5.36 0.56 ～ 0.73 0.28 ～ 0.49 11 

畦畔 216 南区 1 3B 台形 不明 不明 0.30 0.16 4 調査区壁断面でのみ確認。

畦畔 217 北区 1 11･12C 台形 N-14°-E 9.80 0.60 ～ 2.95 0.37 ～ 2.80 7 ～ 16

畦畔 218 北区 1 11E･F、12F 台形 N-28°-E 9.84 0.42 ～ 0.60 0.21 ～ 0.45 2 ～ 5

畦畔 219 北区 2 14D･E 台形 N-20°-E 6.44 0.77 ～ 1.06 0.43 ～ 0.49 5 ～ 10

畦畔 220 北区 2 14C 台形 N-26°-E 7.10 0.62 ～ 0.88 0.32 ～ 0.54 3 ～ 6 水口１か所。

畦畔 221 北区 2 14C,15C･D 台形 N-27°-E 10.40 0.61 ～ 0.88 0.29 ～ 0.61 2 ～ 8 水口１か所。

畦畔 222 北区 2 14C･D 台形 N-70°-W 12.30 0.57 ～ 1.06 0.27 ～ 0.75 3 ～ 6

畦畔 223 北区 2 14E･F 台形 N-49°-W 24.60 0.59 ～ 1.32 0.27 ～ 0.86 2 ～ 6

畦畔 224 北区 2 14E･F 台形 N-42°-E 5.00 ― 0.09 ～ 0.24 ― 擬似畦畔 B。

畦畔 225 北区 2 14･15D･E 台形 N-7°-E 2.60 ― 0.20 ～ 0.42 ― 擬似畦畔 B。

畦畔 226 北区 2 15D 台形 N-55°-W 6.10 ― 0.14 ～ 0.26 ― 擬似畦畔 B。

Ⅹ層水田面
　畦畔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※長さはいずれも確認長である。下面幅・上面幅は最小値と最大値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 18 8F・G SR2-1 3/N-36°-E 4.9 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 18-1 8G9 7/34 1-2 3.1 SA 18-3 8F22 5/43

SA 18-2 8F23 2/15 2-3 1.8

種別 番号 グリッド 所属層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 280 5D、5・6E SR2-1 153/N-50°-E 12.8

　杭列（2）

　土坑

種別 番号 グリッド 所属層位 平面形 断面形
規模（cm）

主軸方向 出土遺物 切り合い関係 備考
長径 短径 深さ

SK 808 11D20･25 Ⅹ 円形 弧状 90 80 20 ―

SK 847 15D19 Ⅷ層以前 円形 弧状 95 91 27 ― SD848 より新しい。

SK 849 14D2･7 Ⅹ 楕円形 半円形 175 105 50 N-80°-E 植物遺体（栗） 畦畔 222 より新しい。

SK 850 14D3 Ⅹ 楕円形 Ｕ字状 81 66 56 N-65°-W 植物遺体（栗）
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　杭列
種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考 

SA 871 16 ～ 18C、17・18D Ⅹ 50/N-28°-E 23.15 SA871-27･29･31 は欠番。

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 871-30 18C24、18D4 5/79 30-32 0.4 SA 871-26 17C19 4/83 26-22 0.5

SA 871-32 18D4 4/77 32-1 1.4 SA 871-22 17C18･19 4/114 22-23 0.5

SA 871-1 18D3 7/109
32-1 間
に暗渠。

1-2 0.6 SA 871-23 17C18 4/63
23-24 間
に暗渠。

23-24 2.1

SA 871-2 18D3 7/109 2-3 0.65 SA 871-24 17C13 3/31 24-35 0.6

SA 871-3 18D3 4/53 （90-40） 3-4 0.45 SA 871-35 17C12 4/22 35-34 0.5

SA 871-4 18D2 5/72 4-5 0.65 SA 871-34 17C12 4/79 34-33 0.47

SA 871-5 18D2 6/110 5-6 0.4 SA 871-33 17C12 5/86 33-36 0.5

SA 871-6 18D2 3/76 6-7 0.6 SA 871-36 17C12 7/89 36-37 0.55

SA 871-7 18D2 5/82 7-8 0.35 SA 871-37 17C12 5/88 37-38 0.4

SA 871-8 18D1 4.5/76 8-9 0.6 SA 871-38 17C7･11･12 4/126 38-39 0.35

SA 871-9 18D1 8/100 ヤナギ属 （90-41） 9-10 0.3 SA 871-39 17C6･7 5/72 39-40 0.35

SA 871-10 18C21、18D1 5/107 10-11 0.45 SA 871-40 17C6･7 4/88 40-41 0.45

SA 871-11 18C21、18D1 5/104 11-12 0.6 SA 871-41 17C6 6/80 41-42 0.25

SA 871-12 17C2518C21 6/121 12-13 0.5 SA 871-42 17C6 4/14 42-43 0.15

SA 871-13 17C25、17D5 5/130 13-25 0.3 SA 871-43 17C6 3/72 43-44 0.73

SA 871-25 17C25 5/164 25-14 0.5 SA 871-44 17C6 4/94 44-45 0.52

SA 871-14 17C25 7/150 14-16 0.62 SA 871-45 17C1 7/95 45-46 0.25

SA 871-15 17C25 9/78 ヤナギ属 （90-42） 14-15 0.1 SA 871-46 17C1 4.5/73 46-47 0.05

SA 871-16 17C25 5.5/122 16-17 0.7 SA 871-47 17C1 5/74 47-48 0.2

SA 871-17 17C25 8/53 17-18 0.9 SA 871-48 17C1 4.5/88 48-49 0.13

SA 871-28 17C25 8/91 28-18 0.3 SA 871-49 17C1 5.5/101 49-50 0.1

SA 871-18 17C25 5/120 18-19 0.5 SA 871-50 17C1 5/78 50-51 0.15

SA 871-19 17C25 7/145 19-20 0.4 SA 871-51 17C1 6/94 51-52 0.15

SA 871-20 17C19･25 5/125 20-21 0.25 SA 871-52 17C1 6/105 52-53 0.1

SA 871-21 17C19･25 9/38 21-26 0.6 SA 871-53 17C1 4/55

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 875 17C Ⅹ 3/N-25°-E 2.8 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 875-1 17C23 4/68 1-2 0.9 SA 875-3 17C17 4.5/12 上部欠損

SA 875-2 17C18 4/67 2-3 1.9 

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 889 17G Ⅹ 3/N-6°-E 2.2 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 889-1 17G15 − 1-2 0.7 SA 889-3 17G14 −

SA 889-2 17G15 5/37 2-3 1.5 

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 897 20・21D Ⅹ 20/N-13°-W 8.6 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 897-9 20D4 3.5/79 9-8 0.4 SA 897-10 21D1 4/56 10-19 0.6 

SA 897-8 20D4 5/54 8-7 0.5 SA 897-19 21D2 4/42 19-11 0.6 

SA 897-7 20D5 3/57 7-6 0.5 SA 897-11 21D2 2.8/58 11-12 0.6 

SA 897-6 20D5 3/46 6-5 0.5 SA 897-12 21D2 3.5/65 12-13 0.5 

SA 897-5 20D5 3.5/73 5-4 0.4 SA 897-13 21D2 3/62 13-20 0.5 

SA 897-4 20D5 3/38 4-3 0.4 SA 897-20 21D3 3.2/34 20-17 0.4 

SA 897-3 20D5 3/41 3-2 0.4 SA 897-17 21D3 3.5/61 17-14 0.2 

SA 897-2 21D1 3.8/50 2-1 0.4 SA 897-14 21D3 2/50 14-15 0.3 

SA 897-1 21D1 3/62 1-18 0.5 SA 897-15 21D3 4/46 15-16 0.4 

SA 897-18 21D1 3/40 18-10 0.4 

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 899 19・20D Ⅹ 10/N-42°-E 3.5 SA899-1 ～ 10

　杭

種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm）
残存長
（cm）

備考 種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm）
残存長
（cm）

備考

SX 877 18D4 Ⅹ層 3 23 SX 884 16C5 Ⅹ層 8 112 

SX 882 16G13 Ⅹ層 6 49 SX 885 16C5･10 Ⅹ層 6 64 

SX 883 16G8 Ⅹ層 6 47 

　溝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、確認長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 断面形
規模

主軸方向 出土遺物 切り合い関係 備考
長さ（m） 幅（m） 深さ（cm）

SD 700 2D・E、3E Ⅹ層
弧状、
台形状

18.2 0.56 4 ～ 9 N-66°-E
畦畔 209・210 を切ってい
るが、新旧は不明。

畦畔との交点は水口として機能か。

SD 701 8D Ⅹ層 台形状 4.0 1.08 2 N-71°-W

SD 702 7C、8C・D Ⅹ層 弧状 （12.2） 0.92 12 N-29°-E 部材

SD 806 12F Ⅹ層 弧状 （3.0） 0.05 ～ 0.15 5 N-40°-W 畦畔脇の小溝。

SD 848 14E、15D・E、16C・D Ⅹ層 弧状 （31.5） 1.43 ～ 2.20 2 ～ 29 N-52°-W

SD 870 17 ～ 21C・D、22D Ⅹ層 弧状 （57） （11） （54） ― SD870 内で杭列・杭を検出。

SD 914 11・12C Ⅹ層 弧状 （8.0） 30 7 N-14°-E 畦畔脇の小溝。
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種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 872 17・18C、18D SD870-3 33/N-30°-E −

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 872-1 18C23 3.5/34 1-2 0.2 SA 872-18 17C13 1.5/37

SA 872-2 18C22 4.6/30.5 ヤナギ属 （90-43） 2-3 1.0 SA 872-19 17C13 1.5/40

SA 872-3 18C22 1.5/17 3-4 0.7 SA 872-20 17C13 2/7

SA 872-4 18C22 2/28 4-5 0.5 SA 872-21 17C13 3/39 21-22 0.6 

SA 872-5 18C21 2/31 5-6 0.3 SA 872-22 17C8 2/24 22-23 0.7 

SA 872-6 18C21 3.8/35 ヤナギ属 （90-44） 6-14 0.4 SA 872-23 17C7 2/16

SA 872-14 18C21 6/28 14-7 0.4 SA 872-24 17C8

SA 872-7 18C21 3.5/74 7-8 0.2 SA 872-25 17C7 2/10 25-26 0.4 

SA 872-8 18C21 2/28 8-9 1.1 SA 872-26 17C7 2/30 26-27 0.1 

SA 872-9 18C21 2/15 9-10 0.4 SA 872-27 17C7 27-28 1.5 

SA 872-10 17C25 2.5/22 10-11 0.5 SA 872-28 17C7 2/27 28-29 0.1 

SA 872-11 17C25 2.5/41 11-12 0.5 SA 872-29 17C2 2.5/22 29-30 0.1 

SA 872-12 17C25 1.5/30 12-13 1.2 SA 872-30 17C2 2.5/35

SA 872-13 17C20 3/23 SA 872-31 17C13 2/19

SA 872-15 17C13 2/10 15-16 0.3 SA 872-32 17C13 2/12

SA 872-16 17C13 4/19 16-17 0.3 SA 872-33 17C13 2/17

SA 872-17 17C13 3/46

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 893 20C SD870-5a 3/N-61°-E 0.4 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 893-1 20C22 3/18 1-2 0.2 SA 893-3 20C22 4/29

SA 893-2 20C22 3/16 2-3 0.2 

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 898 20C SD870-5a 5/N-11°-E 0.6 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 898-1 20C16 0.9/15 1-2 0.1 SA 898-4 20C16 2.5/90 4-5 0.2 

SA 898-2 20C16 2/13 2-3 0.2 SA 898-5 20C16 2/68

SA 898-3 20C16 3/108 3-4 0.1 

　杭列（SD870 内検出）

種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm） 残存（cm） 備考 種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm） 残存（cm） 備考

SX 891-1 20D2 SD870-5b 3 44 SX 891-12 20D2 SD870-5b 4 76

SX 891-2 20C22 SD870-5b 4 34 SX 891-13 20D2 SD870-5b 9 66

SX 891-3 20C22 SD870-5b 3 20 SX 891-14 20C22 SD870-5b 3.5 54

SX 891-4 20C22 SD870-5b 5 50 SX 891-15 20C22 SD870-5b 2.5 56

SX 891-5 20C22 SD870-5b 7 37 SX 892-1 20C21 SD870-5a 3 51

SX 891-6 20C22 SD870-5b 6 53 SX 892-2 20C21 SD870-5a 4 66

SX 891-7 20C22 SD870-5b 4.5 53 SX 892-3 20C21･22 SD870-5a 2 34

SX 891-8 20C22 SD870-5b 5.5 53 SX 892-4 20C22 SD870-5a 4 69

SX 891-9 20C22 SD870-5b 4 51 SX 892-5 20C21･22 SD870-5a 3 148

SX 891-10 20C22 SD870-5b 3.5 73 SX 895 20C21 SD870-5b 4 95

SX 891-11 20C22 SD870-5b 2.5 37 SX 896 20D4 SD870-5b 3 71

　杭（SD870 内検出）

番号 地区 グリッド 断面形 方向 長さ（m） 下面幅（m） 上面幅（m） 高さ（cm） 備考

畦畔 301 南区 1 6･7B、6C 台形 N-44°-W 6.89 0.32 ～ 0.69 0.17 ～ 0.48 7 

畦畔 302 南区 1 4B、4･5C 台形 N-48°-E 16.88 0.31 ～ 0.88 0.09 ～ 0.72 5 

畦畔 303 南区 1 3B･C 台形 N-66°-E 9.44 0.28 ～ 0.56 0.16 ～ 0.48 10 

畦畔 304 南区 1 3C･D、4D・E 台形 N-51°-E 19.04 0.25 ～ 0.48 0.16 ～ 0.28 12 

畦畔 305 南区 2 1B ～ D 台形 N-67°-E 19.28 0.56 ～ 0.80 0.08 ～ 0.32 6 

畦畔 306 南区 1 4C 台形 N-34°-W 0.48 0.32 ～ 0.48 0.17 ～ 0.32 6 

畦畔 307 南区 1 2D、3C･D 台形 N-30°-W 14.16 0.32 ～ 0.62 0.13 ～ 0.33 17 

畦畔 308 南区 1 2E･F、3E、4E 台形 N-40°-W 21.76 0.31 ～ 0.72 0.17 ～ 0.40 13 

畦畔 309 南区 2 1B 台形 N-24°-W 6.25 0.45 ～ 0.80 0.14 ～ 0.25 8 

畦畔 310 南区 2 1C 台形 N-1°-E 1.28 0.18 ～ 0.23 0.48 ～ 0.56 8 

畦畔 311 南区 2 1E 台形 N-31°-W 5.60 0.48 ～ 0.88 0.02 ～ 0.40 14 

畦畔 312 北区 1 11･12C 台形 N-14°-E 10.05 0.46 ～ 0.66 0.20 ～ 0.50 5 ～ 10

畦畔 313 北区 1 12C 台形 N-72°-W 2.40 0.46 ～ 0.64 0.26 ～ 0.52 5 

畦畔 314 北区 1 12･13E･F 台形 N-44°-W 7.87 0.53 ～ 0.88 0.24 ～ 0.68 3 ～ 6 水口１か所。

畦畔 315 北区 2 13D、14D･E 台形 N-22°-E 6.50 0.77 ～ 0.84 0.33 ～ 0.52 2 ～ 9

畦畔 316 北区 2 14D･E,15E 台形 N-29°-E 24.18 0.32 ～ 0.55 0.12 ～ 0.36 2 ～ 10 水口１か所。

畦畔 317 北区 2 16F、17F･G 台形 N-25°-E 14.90 0.46 ～ 0.77 0.16 ～ 0.48 3 ～ 14

畦畔 318 北区 2 15･16C 台形 N-40°-E 8.74 0.50 ～ 0.95 0.43 ～ 0.58 4 ～ 9 水口１か所。

畦畔 319 北区 2 16C･D、17･18D･E 台形 N-23°-E 24.64 0.44 ～ 0.58 0.26 ～ 0.40 5 ～ 8 水口３か所。

畦畔 320 北区 2 13D,14C･D 台形 N-67°-W 12.30 0.50 ～ 0.84 0.14 ～ 0.39 5 ～ 9

畦畔 321 北区 2 15D･E、16C･D 台形 N-60°-W 23.00 0.32 ～ 0.72 0.08 ～ 0.32 5 ～ 15

畦畔 322 北区 2 16F、17E･F 台形 N-54°-W 19.00 0.40 ～ 0.55 0.14 ～ 0.39 3 ～ 8

Ⅻ層水田面
　畦畔（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※長さはいずれも確認長である。下面幅・上面幅は最小値と最大値を記載した。
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　柱・柱穴

種別 番号 グリッド
所属 
層位

設置方法
規模（cm） 柱径 / 残存長 

（cm）
底面標高
（m）

切り合い関係 樹種
長径 短径 深さ

P 904 21D8 Ⅻ 打ち込み ― ― ― 12/20 -1.42

P 905 21D8 Ⅻ 打ち込み ― ― ― 11/43 -1.54

P 915 21E5 Ⅻ 打ち込み ― ― ― 13/42 -1.46

P 916 21D20 Ⅻ 打ち込み ― ― ― 18/86 -1.96 図化（90-45）、ヤナギ属。

P 917 21D14 Ⅻ 打ち込み ― ― ― 14/90 -2.03 図化（90-46）、ヤナギ属。

P 918 22D16 Ⅻ 打ち込み ― ― ― 10/64 -1.73

P 919 21D15 Ⅻ 打ち込み ― ― ― 13/45 -1.74

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 894 20C･D Ⅻ 4/N-42°-W 0.4 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 894-1 20D1 ― 1-2 0.1 SA 894-3 20C21 2.5/18 3-4 0.2 

SA 894-2 20C21 1.8/14 2-3 0.1 SA 894-4 20C21 3/36

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 910 21D Ⅻ 13/ 備考欄 4.8 A-A' の方向 N-47°-E、B-B' の方向 N-1°-W。

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 910-1 21D6 2/19 1-2 0.2 SA 910-8 21D12 3/27 8-9 0.5 

SA 910-2 21D6 2/23 ヤナギ属 2-3 0.3 SA 910-9 21D12 2/32 ヤナギ属 9-10 0.3 

SA 910-3 21D6 2/20 3-4 0.4 SA 910-10 21D17 3/35 10-11 0.4 

SA 910-4 21D6 2/28 4-5 1.2 SA 910-11 21D17 3/24 角材 11-12 0.3 

SA 910-5 21D11 2/10 5-6 0.1 SA 910-12 21D17 3/38 12-13 0.3 

SA 910-6 21D11 2/11 6-7 0.1 SA 910-13 21D17 2/20

SA 910-7 21D11 2/11 7-8 0.6 

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 911 22D･E Ⅻ 16/N-58°-W 4.0 

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 911-1 22E1 3/35 1-2 0.7 SA 911-9 22D22 2/28 9-10 0.2 

SA 911-2 22E1 4/44 2-3 0.4 SA 911-10 22D22 2/31 10-11 0.1 

SA 911-3 22E1 3/40 3-4 0.2 SA 911-11 22D22 2/21 11-12 0.3 

SA 911-4 22E1 2/17 4-5 0.1 SA 911-12 22D22 2/30 12-13 0.3 

SA 911-5 22E1 - 5-6 0.2 SA 911-13 22D22 3/42 13-14 0.2 

SA 911-6 22E1 2/20 6-7 0.8 SA 911-14 22D22 3/32 14-15 0.2 

SA 911-7 22D21 3/31 7-8 0.2 SA 911-15 22D22 2/47 15-16 0.1 

SA 911-8 22D21 3/26 8-9 0.2 SA 911-16 22D22 3/40

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 912 21D Ⅻ 4/N-4°-W 0.7 SA912-1 ～ 4。

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 913 21D Ⅻ 5/N-5°-E 0.3 SA913-1 ～ 3。

　杭列

種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm） 残存（cm） 備考 種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm） 残存（cm） 備考

SX 703 5C22 Ⅻ層 4 32 SX 887 16C10 Ⅻ層 8 42 

SX 704 5C17 Ⅻ層 3 16 SX 888 16C10 Ⅻ層 4 9 

SX 705 5C17 Ⅻ層 2 15 SX 901 21D12 Ⅻ層 4 37 

SX 706 5C22 Ⅻ層 5 25 SX 902 22D21 Ⅻ層 4 29 

SX 707 5C18 Ⅻ層 8 34 SX 903 21D11 Ⅻ層

SX 708 5C18 Ⅻ層 8 28 SX 906 21E5 Ⅻ層 6 29 

SX 720 5C22 Ⅻ層 2 8 SX 907 21D7 Ⅻ層

SX 876 18C21 Ⅻ層 7 49 SX 908 21D24 Ⅻ層

SX 886-1 17C1 Ⅻ層 6 110 SX 909 22D21 Ⅻ層 7 33 

SX 886-2 17C6 Ⅻ層 5 47 

　杭

　溝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、確認長、若しくは推定値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 断面形
規模

主軸方向 出土遺物 切り合い関係 備考
長さ（m） 幅（m） 深さ（cm）

SD 810 10E、11D Ⅻ層 弧状 （12.5） 0.40 ～ 0.60 3 ～ 10 N-60°-W

SD 851 14D Ⅻ層 弧状 （8.0） 0.49 ～ 0.67 12 ～ 26 N-65°-W

SD 852 14D Ⅻ層 弧状 （3.3） 0.26 ～ 0.72 4 N-26°-E

SD 861 14E Ⅻ層 弧状 （4.75） 0.15 ～ 0.38 3 ～ 5 N-35°-E 畦畔脇の小溝。

番号 地区 グリッド 断面形 方向 長さ（m） 下面幅（m） 上面幅（m） 高さ（cm） 備考

畦畔 323 北区 2 14E 台形 N-69°-W 0.90 0.56 0.37 2 

畦畔 324 北区 2 16F 台形 N-50°-W 3.55 0.40 ～ 0.50 0.12 ～ 0.20 10 ～ 17

畦畔 325 北区 2 15F･G 台形 N-39°-W 9.90 0.37 ～ 0.56 0.13 ～ 0.25 9 ～ 14 水口 2 か所。

畦畔 326 北区 2 15F･G 台形 N-55°-E 7.15 0.52 ～ 0.82 0.10 ～ 0.42 5 ～ 12

畦畔 327 北区 1 10D ～ F 台形 ― 17.80 ― 0.25 ～ 0.50 ― 擬似畦畔 B。

畦畔 328 北区 1 11E・F 台形 N-28°-E 10.02 ― 0.27 ～ 0.68 ― 擬似畦畔 B。

　畦畔（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※長さはいずれも確認長である。下面幅・上面幅は最小値と最大値を記載した。
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番号 地区 グリッド 断面形 方向 長さ（m） 下面幅（m） 上面幅（m） 高さ（cm） 備考

畦畔 401 南区 1 6･7B、6C 台形 N-31°-W 9.54 0.47 ～ 0.77 0.20 ～ 0.56 5 

畦畔 402 南区 1 4B、4･5C、5D 台形 N-50°-E 19.39 0.56 ～ 1.44 0.24 ～ 0.76 25 

畦畔 403 南区 1 3B ～ D、4D･E 台形 N-55°-E 29.60 0.38 ～ 0.77 ― 14 ～ 16

畦畔 404 南区 2 1B ～ D 台形 N-66°-E 19.32 0.50 ～ 1.03 0.10 ～ 0.43 6 

畦畔 405 南区 2 1D 台形 N-62°-E 1.98 0.56 ～ 0.60 0.16 ～ 0.18 8 

畦畔 406 南区 1 3･4C 台形 N-35°-W 12.21 0.48 ～ 0.80 0.31 ～ 0.35 7 

畦畔 407 南区 1 2C･D、3C･D 台形 N-31°-W 12.56 0.62 ～ 0.86 ― 8 ～ 12

畦畔 408 南区 1 2E･F、3E、4D･E 台形 N-40°-W 20.64 0.40 ～ 1.04 ― 10 

畦畔 409 南区 2 1B 台形 N-23°-W 6.53 0.88 ～ 0.96 0.16 ～ 0.58 6 

畦畔 410 南区 2 1C 台形 N-31°-W 3.04 0.48 ～ 0.96 0.24 ～ 0.50 21 

畦畔 411 南区 2 1E 台形 N-32°-W 4.24 0.46 ～ 1.28 0.16 ～ 0.40 18 

畦畔 412 北区 1 11･12C 台形 N-19°-E 12.00 0.66 ～ 1.22 0.22 ～ 0.48 3 ～ 12

畦畔 413 北区 2 13D、14･15E･F 台形 N-9°-E 4.13 0.75 ～ 1.93 0.29 ～ 1.65 2 ～ 6

畦畔 414 北区 2 15E、16E･F 台形 N-36°-E 8.50 0.15 ～ 0.78 0.48 ～ 1.00 3 ～ 20 水口１か所。

畦畔 415 北区 2 16･17F･G 台形 N-60°-W 5.60 0.32 ～ 0.64 0.44 ～ 0.72 2 ～ 4

畦畔 416 北区 2 15･16C 台形 N-36°-E 5.88 0.50 ～ 0.78 0.12 ～ 0.30 10 ～ 17

畦畔 417 北区 2 13C 台形 N-55°-W 0.76 0.36 0.23 7 

畦畔 418 北区 2 15D･E、16C･D 台形 N-58°-W 19.20 0.50 ～ 1.17 0.18 ～ 0.70 4 ～ 10

畦畔 419 北区 2 16F 台形 N-44°-W 0.72 0.50 ～ 0.60 0.36 ～ 0.42 1 ～ 2

畦畔 420 北区 2 17･18E 台形 N-39°-W 5.80 0.42 ～ 0.54 0.15 ～ 0.30 1 ～ 8

畦畔 421 北区 2 13･14E･F 台形 N-52°-W 11.80 0.75 ～ 1.23 0.29 ～ 0.85 2 ～ 5

畦畔 422 北区 2 16F 台形 N-53°-W 4.20 0.58 ～ 0.96 0.32 ～ 0.76 6 ～ 14

畦畔 423 北区 2 15F 台形 N-44°-W 4.30 0.44 ～ 0.61 0.22 ～ 0.38 8 ～ 13

畦畔 424 北区 2 15F･G 台形 N-52°-E 7.54 0.48 ～ 1.00 0.18 ～ 0.50 6 ～ 13

畦畔 425 北区 2 18D・E 台形 N-39°-W 6.00 ― 0.30 ～ 0.37 ― 擬似畦畔 B。

ⅩⅣ層水田面
　畦畔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※長さはいずれも確認長である。下面幅・上面幅は最小値と最大値を記載した。

種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm） 残存（cm） 備考 種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm） 残存（cm） 備考

SX 710 5D2 ⅩⅣ層 4 28 SX 713 5D2 ⅩⅣ層 2 10

SX 711 5D2 ⅩⅣ層 2 10 SX 878 17D4 ⅩⅣ層 5 27

SX 712 5D2 ⅩⅣ層 2 12

　杭

番号 地区 グリッド 断面形 方向 長さ（m） 下面幅（m） 上面幅（m） 高さ（cm） 備考

畦畔 501 南区 1 4B･C、5C 台形 N-48°-E 17.53 0.80 ～ 1.62 0.42 ～ 0.94 12 

畦畔 502 南区 1 3B ～ D、4D 台形 N-55°-E 27.12 0.38 ～ 0.59 0.10 ～ 0.53 15 ⅩⅣ層畦畔に伴う擬似畦畔 B。

畦畔 503 南区 1 2B ～ D、3D ～ F 台形 N-61°-E 37.12 0.44 ～ 0.80 0.08 ～ 0.49 18 

畦畔 504 南区 2 1B ～ D 台形 N-65°-E 18.80 0.38 ～ 0.96 0.05 ～ 0.50 10 

畦畔 505 南区 2 1D 台形 N-52°-E 1.32 0.32 ～ 0.37 0.11 ～ 0.16 8 

畦畔 506 南区 1 3･4C 台形 N-36°-W 12.24 0.48 ～ 0.95 0.24 ～ 0.50 6 

畦畔 507 南区 1 5C 台形 N-40°-W 0.94 0.37 ～ 0.53 0.04 ～ 0.12 20 

畦畔 508 南区 1 4D 台形 N-33°-W 0.36 0.36 ～ 0.46 0.21 ～ 0.32 5 

畦畔 509 南区 1 3F 台形 N-30°-W 0.68 0.28 ～ 0.32 ― 12 

畦畔 510 南区 1 2D 台形 N-30°-W 3.34 0.40 ～ 0.72 0.24 ～ 0.60 9 

畦畔 511 南区 1 3E 台形 N-34°-W 2.64 0.24 ～ 0.61 0.10 ～ 0.34 9 

畦畔 512 南区 1 3E･F 台形 N-39°-W 3.35 0.46 ～ 0.76 0.22 ～ 0.48 4 

畦畔 513 南区 2 1C 台形 N-13°-W 0.67 0.40 ～ 0.43 0.16 ～ 0.18 17 

畦畔 514 南区 2 1D 台形 不明 不明 0.27 0.08 10 調査区壁断面でのみ確認。

畦畔 515 南区 2 1E 台形 N-28°-W 4.48 0.48 ～ 0.50 0.08 ～ 0.14 7 

ⅩⅥ層水田面
　畦畔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※長さはいずれも確認長である。下面幅・上面幅は最小値と最大値を記載した。

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 716 4B・C ⅩⅥ層水田面 32/N-39°-E 12.9 畦畔 501 上で確認した。杭径が未入力のものは径 2cm 未満のもの。

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（m） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（m）

SA 716-1 4B11 ‐ /45 1-31 0.3 SA 716-13 4B23 ‐ /4 13-14 0.1 

SA 716-31 4B11 4/32 31-32 0.1 SA 716-14 4B23 ‐ /15 14-15 0.1 

SA 716-32 4B12 2/33 32-2 0.4 SA 716-15 4B23 ‐ /5 15-16 0.3 

SA 716-2 4B12 4/46 （85-11） 2-3 0.2 SA 716-16 4B23 ‐ /17 16-17 0.1 

SA 716-3 4B12 ‐ /6 3-4 0.1 SA 716-17 4B23 ‐ /12 17-18 0.3 

SA 716-4 4B12 ‐ /29 4-5 0.2 SA 716-18 4B24 2/1 18-19 0.2 

SA 716-5 4B12 ‐ /41 5-6 間に暗渠。 5-6 1.3 SA 716-19 4B24 ‐ /8 19-20 0.8 

SA 716-6 4B12 ‐ /3 6-7 0.2 SA 716-20 4B24 ‐ /7 20-21 0.2 

SA 716-7 4B17 ‐ /17 7-8 0.1 SA 716-21 4B24 ‐ /7 21-22 1.4 

SA 716-8 4B17 ‐ /33 8-28 0.1 SA 716-22 4C4 ‐ /24 22-30 0.3 

SA 716-28 4B17 ‐ /16 28-9 0.1 SA 716-30 4C4 ‐ /3 30-23 1.8 

SA 716-9 4B17 ‐ /25 9-29 0.1 SA 716-23 4C10 ‐ /8 23-24 0.7 

SA 716-29 4B17 ‐ /21 29-10 0.1 SA 716-24 4C10 ‐ /6 24-25 0.2 

SA 716-10 4B17 3/24 10-11 2.0 SA 716-25 4C10 ‐ /4 25-26 0.2 

SA 716-11 4B18 ‐ /11 11-12 0.3 SA 716-26 4C10 ‐ /9 26-27 0.2 

SA 716-12 4B23 ‐ /1 12-13 0.4 SA 716-27 4C10 ‐ /16

　杭列（1）



観　察　表

177

種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm） 残存（cm） 備考 種別 番号 グリッド 所属層位 径（cm） 残存（cm） 備考

SX 718 5C11 ⅩⅥ層 4 37 SX 866 11E4 ⅩⅥ層 2 21

SX 719 5C10 ⅩⅥ層 8 51 SX 867 11E4 ⅩⅥ層 2 16

SX 864 10F5 ⅩⅥ層 4 18 SX 868 11E3 ⅩⅥ層 3 27

SX 865 12F1 ⅩⅥ層 2 17

種別 番号 グリッド 所属層位 断面形
規模

主軸方向 出土遺物 切り合い関係 備考
長さ（m） 幅（m） 深さ（cm）

SD 709 2F ⅩⅣ層 弧状 （2.7） 0.32 5 N-57°-E

　杭

　溝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は、確認長、若しくは推定値を記載した。

　性格不明遺構

種別 番号 グリッド 所属層位 平面形 断面形
規模（cm）

主軸方向 出土遺物 切り合い関係 備考
長径 短径 深さ

SX 714 5C17･18･22 ⅩⅥ層 不整形 弧状 167 58 14 N-63°-W

遺物観察表
2009 年度  土器・陶磁器観察表（1） ※〈複数の遺構から出土して接合したものの所属層位は、残存割合の高いものとし、太字で示してある。〉

〈胎土の項目中の（　）には混入物を記した。石：石英　長：長石　雲：雲母　海：海綿骨針〉

種別 番号 グリッド 層位 杭本数 / 方向 全長（m） 備考

SA 717 5C ⅩⅥ層水田面 3/N-49°-W 4.0 延長線上に杭（SX718）あり。

種別 番号 グリッド
杭径 / 残存長

（cm）
樹種 備考 杭間隔（cm） 種別 番号 グリッド

杭径 / 残存長
（cm）

樹種 備考 杭間隔（cm）

SA 717-1 5C8 8/58 1-2 2.1 SA 717-3 5C5 9/57

SA 717-2 5C4 4/54 （85-12） 2-3 1.9 

　杭列（2）

図版 
No.

報告 
No.

分類 出土地点 法量（cm）

胎土 調整・文様 時期

残存部位

備考
種別 器種 グリッド 遺構

層
位

所属層位 口径 器高 底径
口残率

（X/36）

60 1 土師質土器 皿 A 5D15 P81 1 SR1-1 層 10.8 3.3 6 粗（雲） ヨコナデ
14 世紀
前半

底～口縁部

60 2 龍泉窯系青磁 椀Ⅱ -b 5D23 SR165 1 SR1-1・2 層 4.8 灰白色 外体：鎬連弁文 E 期 底～体部
破損面漆継ぎ痕　高
台周辺一部露胎

60 3 珠洲焼 片口鉢

6F17 SR165 2

SR1-1・2 層 28.9 11.7 11.8 密

ロクロナデ
内：卸目　入り組み技法
　1 条 2.5cm に 7 目　
17 条以上
外底：静止糸切り痕

Ⅴ期 底～口縁部

焼き歪み著しい

7E SK399 2

7G6・7、8F21 SR1 1

7G12、7H14 SR1 2

60 4 珠洲焼 片口鉢
6F18 SR165 3

SR1-1・2 層 30.3 密
ロクロナデ　内：卸目　
1 条 3cm に 9 目　2 条
以上

Ⅳ期終わり
ころ

7/36
7E20 SR1 1

60 5 珠洲焼 片口鉢
6F7 SR165 3

SR1-1・2 層 32 密（海）
ロクロナデ
内：卸目　1 条 2.7cm
に 15 目　4 条以上

Ⅳ期初め
ころ

6/36
6E4・17 SR1 2

60 6 龍泉窯系青磁 椀Ⅱ -b 7G6 SR1-1 層 15 灰白色 外体：鎬連弁文 E 期 口縁部

60 7 龍泉窯系青磁 椀Ⅱ -b 7G13 SR1-1 層 17 灰白色 外体：鎬連弁文 E 期 体～口縁部

60 8 龍泉窯系青磁
 椀Ⅲ

-1
5D15 SR1-1 層 4.3 灰白色 高台端部釉なし　 F 期 底部 破損面漆継ぎ痕

60 9 土師質土器 小皿 C 6E17 SR1-1 層 7 2.5 5.2 密
ロクロナデ　外底：板目
状圧痕

14 世紀
前半

12/36

60 10 土師質土器 皿 A

9G7 SR1-1 層

13
やや密
（雲）

ヨコナデ
14 世紀
前半

15/3621-6tr
（試掘（SX04））

SR1-1 層

60 11 土師質土器 皿 C 8F12 SR1-1 層 13.2 2.9 10 やや粗 ロクロナデ
14 世紀
前半

7/36

60 12 近世陶磁器 小皿？ 7G6 SR1-1 層 10.6 2.1 4.2 密 櫛目　外面釉なし 近世 6/36

60 13 珠洲焼 片口鉢 8F20 SR1-1 層 （21.4） 密（海）
ロクロナデ　内：卸目　
1 条 2.6cm に 11 目　2
条以上　

Ⅳ期後半 7/36

60 14 珠洲焼 片口鉢

7G2・5・6・7・
8・12・13、
8I2

SR1-1 層
37.2 13 14.5 密（海）

ロクロナデ　外底：静止
糸切り痕
内：卸目　1 条 3.5cm
に 10 目　12 条以上　
体部から底部にかけて施
した後、隙間を埋める。

Ⅳ期後半 25/36 内・外面にスス付着

7G18 SR1-2 層

60 15 珠洲焼 片口鉢
5D19

SR1-1 層 31 密（長）
ロクロナデ
内：卸目　1 条 2.5cm
に 11 目　2 条以上

Ⅳ期中ごろ 7/36 外面に指頭圧痕
6E5

60 16 珠洲焼 片口鉢 8G5、8H12 SR1-1 層 34.6 密（石）
ロクロナデ　内：卸目　
条 1.8cm に 7 目　3 条
以上

Ⅳ期終わり
ころ

4/36
内・外断面にスス付
着　卸目摩滅

60 17 珠洲焼 片口鉢 7F7 SR1-1 層 12.8 密

ロクロナデ　底外：静止
糸切り痕
内：入り組み技法　卸目
　1 条 3.4cm に 15 目　
8 条以上　　

Ⅴ期 底部 卸目残存良

60 18 珠洲焼 壺 10G2 SR1-1 層 20 密 ロクロナデ Ⅳ期 口縁部

60 19 珠洲焼 T 種壺 7H9・8H1 SR1
1・
2

SR1-1 層 10.8 密
ロクロナデ　外底：板目
状圧痕

Ⅳ期 底～体部 内・外面にスス付着

60 20 須恵器 甕 10G11 SR1・1 層 密（長）
内：平行あて具　外：格
子状タタキ

体部
研磨具として転用　
佐渡小泊産

60 21 珠洲焼 片口鉢
5D3 SK267 2

SR1-2 層 26
粗い

（石）

ロクロナデ　
内：卸目　1 条 2.3cm
に 8 目　4 条以上　

Ⅳ期中ごろ 口縁部
6D18 SR1 2
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2009 年度  土器・陶磁器観察表（2） ※〈複数の遺構から出土して接合したものの所属層位は、残存割合の高いものとし、太字で示してある。〉
 〈胎土の項目中の（　）には混入物を記した。石：石英　長：長石　雲：雲母　海：海綿骨針〉

図版 
No.

報告 
No.

分類 出土地点 法量（cm）

胎土 調整・文様 時期

残存部位

備考
種別 器種 グリッド 遺構

層
位

所属層位 口径 器高 底径
口残率

（X/36）

60 22 土師質土器 小皿 A 6F20 SK334 2 SR1-2 層 7.2 1.4 5 やや密
14 世紀
前半

7/36

61 23 珠洲焼 片口鉢
6F23 SK381 1

SR1-2 層 30 密（海）
ロクロナデ
内：卸目　1 条 3.1cm
に 12 目

Ⅳ期中ごろ 7/36
7F17・21 SR1 2

61 24 土師質土器 皿 C

6C17、6D13、
7E2・6・7

SR1 1

SR1-2 層 12.1 2.9 8.6 やや粗
ロクロナデ
底部ヘラ切り

14 世紀
前半

体～口縁部 阿賀北系 a2 類
7E SK399 2

5D25 SK65 2

61 25 土師質土器 皿 A

7E SK399 2

SR1-2 層 12.6 3.6 8.1 やや密
ヨコナデ　外底：板目状
圧根

14 世紀
前半

内・外面にスス付着6D13・14・
16、6E22

SR1
1・
2

61 26 珠洲焼 片口鉢
7E SK399 2

SR1-2 層 （32.6） 密
ロクロナデ
内：卸目　1 条 2.5cm
に 8 目

Ⅳ期中ごろ 底～体部
内・外面口縁にスス
付着　卸目摩滅6D16 SR1 1

61 27 珠洲焼 片口鉢

6F15 P414 1

SR1-2 層 37.2 密
ロクロナデ　
内：卸目　1 条 3.3cm
に 14 目　9 条以上

Ⅴ期 体～口縁部 内・外面にスス付着
7F14 SD331

6F10・15、
7E17・18

SR1
1・
2

61 28 珠洲焼 甕 7G6 SK534 1 SR1-2 層 密（長）
ロクロナデ　内：無文あ
て具　外：平行タタキ

Ⅳ期 体部
破損面に黒色の付着
物

61 29 珠洲焼 片口鉢

7G7 P620 SR1-2 層

32.3 11.9 13.5
粗い

（雲）

ロクロナデ
外底：静止糸切り痕
内：卸目　1 条 2cm に
9 目　16 条以上

Ⅳ期後半 底～口縁部
内・外面口縁にスス
付着　卸目摩滅

7F6 SK492 4
SR1-3 層

6F25 SK520

6F25、7F12・
17、7G7、
8H6・11

SR1 2 SR1-2 層

61 30 龍泉窯系青磁 椀Ⅱ -b 8G21 SR1-2 層 16 灰白色 外体：鎬連弁文 E 期 口縁部 外面に黒色の付着物

61 31 龍泉窯系青磁 椀Ⅱ -b 7G18 SR1-2 層 灰白色 外体：鎬連弁文 E 期 体部 広弁

61 32 土師質土器 皿 A 6E5 SR1-2 層 13 2.9 8.2 やや粗 ヨコナデ
14 世紀
前半

5/36

61 33 瀬戸美濃焼
合子・
水滴

7H7 SR1-2 層 3.6 やや粗 内・外灰釉
中期様式
Ⅰ期

口縁部

61 34 珠洲焼 片口鉢 9G6 SR1-2 層 36 密（長）
ロクロナデ　内：卸目　
2cm 当り 11 目

Ⅳ期前半 7/36 口縁部にスス付着

61 35 珠洲焼 片口鉢 7H19 SR1-2 層 密
ロクロナデ　内：卸目　
2cm 当り 8 目

Ⅳ期後半 口縁部 卸目残存良

61 36 珠洲焼 片口鉢 5D9・6E8 SR1-2 層 密
ロクロナデ　内：卸目　
3cm 当り 15 目

Ⅳ期後半 口縁部 内面黒斑？

61 37 珠洲焼 片口鉢 7E15・7G5 SR1-2 層 11 密

ロクロナデ　外底：静止
糸切り痕
内：卸目は内底と体部を
区分し施す　1 条 1.6cm
に 7 目

Ⅴ期 底～体部 卸目残存良　

61 38 珠洲焼 片口鉢
7G24、
8H1・6

SR1-2 層 13.8 粗い

ロクロナデ　外底：静止
糸切り痕　
内：卸目　13 条以上 8
目

Ⅳ期 底部
内・外面にスス付着
　卸目摩耗

61 39 須恵器 杯 7H19 SR1-2 層 12.8 密 ロクロナデ 9 世紀前半 口縁部
重ね焼痕有　佐渡小
泊産

61 40 土師質土器 皿 C

5D10・15、
6D17・18

SR1
1・
2

SR1-2 層
12 3.2 8.6 やや密

ロクロナデ
底部ヘラ切り

14 世紀
前半

阿賀北系 a2 類

6C17 SD259 SR1-3 層

61 41 珠洲焼 片口鉢

7E8 SK504 3
SR1-3 層

14 粗い

ロクロナデ
外底：静止糸切り痕
内：卸目　1 条 2.2cm
に 10 目　18 条以上

Ⅳ期初め
ころ

底～体部
外面に指頭圧痕
割れた後、被熱

9G4・8・9 SR1 3

21-6tr
（試掘（SX04））

SR1-1 層

61 42 珠洲焼 片口鉢 9G6 SR1-3 層 29.8 密
ロクロナデ　内：卸目　
1 条 2cm に 9 目　3 条
以上　

Ⅳ期前半 4/36

61 43 近世陶磁器 染付皿 7G14 不明 15 密 見込み露胎 近世 3/36

図版 
No.

報告 
No.

種別
出土地点 法量（cm） 重量

成形・調整 胎土 色調 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位 長 幅 厚 孔径 （ｇ）

61 44 土錘 6F10 遺構外 Ⅷ Ⅷ 6.8 5.8 5.9 1.9 221.7 指頭圧痕・繊維圧痕 粗（長） 2.5Y7/3　浅黄色 　

61 45 土玉 6D14 SR1-2 層 1.7 1.8 1.7 ― 6.4 やや密 N5/　灰色

2009 年度  土製品観察表
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2009 年度  石製品観察表

図版 
No.

報告 
No.

種別
出土地点 法量（cm）

重量（ｇ） 石材 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位 長 幅 厚

62 1 砥石 6E13 Ⅷ 6.4 4.2 1.1 42.2 凝灰岩 砥面：4

62 2 砥石 9F12 SD111 1 SR1-1・2 層 14.8 7.1 3.9 645.6 凝灰岩 砥面：3 出羽産 ?　スス付着

62 3 軽石を加工したもの 6F15 SR1-1 層 4.9 4.0 3.1 15.6 軽石 両側から穿孔している　孔径 6mm

62 4 硯 6D23 SR1-1 層 8.0 3.7 1.0 48.2 頁岩 携帯用長方硯　鳴滝産 ?

62 5 砥石 7H2 SR1-1 層 20.4 7.0 4.4 719.5 砂岩 砥面：2　不明石製品転用

62 6 砥石 7E20 SR1-1 層 7.0 2.8 1.5 42.5 粘板岩 砥面：2　仕上げ砥　鳴滝産 ?

62 7 砥石 6E23 SR1-1 層 9.3 6.6 3.0 299.8 砂岩 砥面：5　　スス付着

62 8 砥石 6E11 SR1-1 層 11.3 3.7 1.7 90.9 凝灰岩 砥面：3　出羽産 ?

62 9 砥石 7G11 SR1-1 層 15.9 5.4 4.1 403.6 凝灰岩 砥面：4

62 10 砥石 20-13tr（試掘） SR1-1 層 16.6 10.3 4.9 932.8 砂岩 砥面：3　

62 11 砥石 8G1 SK4 1 SR1-2 層 4.9 3.7 1.2 39.7 凝灰岩 砥面：5

62 12 砥石 7G17 P611 SR1-2 層 13.9 6.6 3.2 439.5 流紋岩 砥面：4

62 13 砥石 6E19 SR1-2 層 6.6 3.1 2.1 45.8 凝灰岩 砥面：4

63 14 砥石 6E12 SR1-2 層 9.3 6.7 3.3 204.3 凝灰岩 砥面：4

63 15 砥石 5D5 SR1-3 層 4.6 3.6 1.6 38.8 凝灰岩 砥面：4

2009 年度  金属製品観察表

図版 
No.

報告 
No.

種別
出土地点 法量（cm） 重量

素材 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位 長（口径） 幅（底径） 厚（器高） （ｇ）

63 16 錐 8F4 SD111 SR1-1・2 層 6.1 1.1 1 9.3 鉄

63 17 刀子 5E25 SD112 3 SR1-1・2 層 21.7 1.3 0.4 55.3 鉄

63 18 鎹 6E12 SR165 2 SR1-1・2 層 （13.6） 0.9 0.2 15.0 鉄

63 19 鈎 6F1 SR165 2 SR1-1・2 層 17.7 0.7 0.7 34.2 鉄

63 20-1 装飾金具 6E2 SR1-1 層 3.3 4.5 0.9 1.7 銅

63 20-2 装飾金具 6E2 SR1-1 層 1.0 1.1 0.1 0.2 銅

63 20-3 装飾金具 6E2 SR1-1 層 1.6 1.6 0.3 0.7 銅

63 20-4 装飾金具 6E2 SR1-1 層 2.2 2.2 0.4 2.0 銅

63 21 装飾金具 6E2 SR1-1 層 2.2 2.1 0.5 2.8 銅

63 22 返角 6E1 SR1-1 層 2.3 0.8 1.4 3.7 銅

63 23 椀 6E18 SR1-1 層 13.2 7.5 4 689.3 鉄

63 24 皿 5D8 SR1-1 層 12.3 9 2 237.6 鉄

63 25 鎹 6E16 SR1-1 層 6.1 2.1 0.35 10.9 鉄

63 26 刀子 8F21 SR1-1 層 （17） 1.7 0.4 41.9 鉄

63 27 刀子 7H10 SR1-1 層 （19.5） 1.5 0.4 18.3 鉄

63 28 刀子 6E18 SR1-1 層 23.8 1.7 0.4 54.7 鉄

63 29 釘 6E17 SX05 1 SR1-2 層 （4.3） 1.1 1 6.7 鉄

63 30 鎹 6E12 SX05 1 SR1-2 層 7.7 1.7 0.4 11.3 鉄

63 31 鎹 6E12 SX05 1 SR1-2 層 （13.6） 1.1 0.8 56.7 鉄

63 32 鍋 B
6E12 SX05 1

SR1-2 層 26.2 17.5 （12.8） 125.7 鉄 獣脚高 2.8cm　一文字湯口
7D16

63 33 鍋 C 6E8・11・12・13 SX05 1 SR1-2 層 34.2 24.4 16 789.6 鉄

63 34 不明 6E17 SD166 2 SR1-2 層 16.4 0.6 0.3 6.6 鉄

63 35 鎹 6E10 SK168 SR1-2 層 7.1 2.2 0.4 8.1 鉄

63 36 鏃 7E SD330 4 SR1-2 層 16.2 1.1 1 26.8 鉄

63 37 鏃 7E SD330 4 SR1-2 層 16.5 1.1 1.1 26.4 鉄

64 38 環状鉄製品 6D8 SR1-2 層 3.7 1.8 0.4 4.7 鉄

64 39 鎹 6D13 SR1-2 層 8.8 2.7 0.5 27.2 鉄

64 40 刀子 6E14 SR1-2 層 （14.5） 2.1 0.25 25.4 鉄 柄付きのまま出土

64 41 刀子 7H10 SR1-2 層 （21.9） 2.4 0.2 29.0 鉄

64 42 刀子 5D5 SR1-2 層 28.8 2.1 0.4 53.1 鉄 完形

64 43 楔状鉄製品 6E8 SK211 SR1-3 層 9 1.8 0.8 38.2 鉄

64 44 鋏 5E25 SK260 SR1-3 層 12.8 1.5 0.15 12.3 鉄

64 45 錐もしくは針 9G9 SR1-3 層 5.2 0.3 0.3 1.1 鉄

64 46 釘 6E25 SR1-3 層 （7.25） 2.3 0.9 10.4 鉄

64 47 火箸 6E25 SR1-3 層 （11.02） 0.6 0.6 22.0 鉄 上端をねじり、螺旋状になる。

64 48 釘 9G4 SR1-3 層 （13.1） 1.4 1.3 20.0 鉄

64 49 刀子 6F11 SR1-3 層 22.1 1.8 0.5 60.5 鉄

64 50 刀子 7G7 SR1-3 層 28.4 2.2 0.4 71.2 鉄 完形

2009 年度  銭貨観察表（1）

図版 
No.

報告 
No.

出土地点
出土銭種類 初鋳年 王朝 書体

法量（cm） 重量
備考

グリッド 遺構 層位 所属層位 外径 内径 厚 （ｇ）

64 51 6F12 水田 覆砂 Ⅸ層 元符通寳 1,098 北宋 行書 2.32 0.60 0.08 3.2 

64 52 7E3 SD111 1 SR1-1・2 層 元祐通寳 1,086 北宋 篆書 2.38 0.71 0.10 3.7 

64 53 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 祥符通寳 1,008 北宋 真書 2.43 0.60 0.07 3.6 8 枚が重なって出土 上

64 54 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 治平元寳 1,064 北宋 真書 2.37 0.63 0.08 3.2 8 枚が重なって出土

64 55 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 至和元寳 1,054 北宋 篆書 2.38 0.67 0.08 3.7 8 枚が重なって出土　

64 56 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 元祐通寳 1,086 北宋 篆書 2.34 0.62 0.08 3.6 8 枚が重なって出土

64 57 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 景徳元寳 1,004 北宋 真書 2.39 0.54 0.10 3.6 8 枚が重なって出土　

64 58 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 元豊通寳 1,078 北宋 行書 2.41 0.67 0.06 3.2 8 枚が重なって出土

64 59 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 元豊通寳 1,078 北宋 行書 2.44 0.61 0.06 2.9 8 枚が重なって出土　
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2009 年度  銭貨観察表（2）

図版 
No.

報告 
No.

出土地点
出土銭種類 初鋳年 王朝 書体

法量（cm） 重量
備考

グリッド 遺構 層位 所属層位 外径 内径 厚 （ｇ）

64 60 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 熈寧元寳 1,068 北宋 真書 2.41 0.65 0.09 4.1 8 枚が重なって出土　下

64 61 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 政和通寳 1,111 北宋 真書 2.37 0.60 0.09 3.2 7 枚が重なって出土　上

64 62 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 天聖元寳 1,023 北宋 真書 2.45 0.60 0.09 3.5 7 枚が重なって出土

64 63 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 紹聖元寳 1,094 北宋 篆書 2.41 0.62 0.09 3.8 7 枚が重なって出土

64 64 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 皇宋通寳 1,038 北宋 篆書 2.49 0.63 0.07 3.7 7 枚が重なって出土

64 65 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 至道元寳 995 北宋 草書 2.40 0.58 0.08 3.7 7 枚が重なって出土

64 66 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 開元通寳 621 唐 2.45 0.64 0.09 3.4 7 枚が重なって出土 背に「上月」

64 67 6F12 SR165 2 SR1-1・2 層 皇宋通寳 1,038 北宋 篆書 2.39 0.72 0.09 3.9 7 枚が重なって出土　下

64 68 6F13 SR1-1 層 開元通寳 845（補鋳） 唐 2.38 0.61 0.06 3.1 背に「興」

64 69 7F18 SR1-1 層 乹元重寳 758 唐 真書 2.28 6.50 0.07 2.4 

64 70 6E5 SR1-1 層 大観通寳 1,107 北宋 真書 2.50 0.72 0.07 2.9 

64 71 ７G7 SR1-1 層 淳熈元寳 1,174 南宋 真書 2.38 0.63 0.08 3.1 背に「十三」

64 72 7F7 SK491 1 SR1-3 層 熈寧元寳 1,068 北宋 篆書 2.42 0.70 0.01 3.8 10 枚重なって出土　上

64 73 7F7 SK491 1 SR1-3 層 元豊通寳 1,078 北宋 篆書 2.20 0.71 0.09 3.0 10 枚重なって出土

64 74 7F7 SK491 1 SR1-3 層 聖宋元寳 1,101 北宋 行書 2.40 0.73 0.06 2.4 10 枚重なって出土

64 75 7F7 SK491 1 SR1-3 層 景徳元寳 1,004 北宋 真書 2.42 0.63 0.12 3.6 10 枚重なって出土

64 76 7F7 SK491 1 SR1-3 層 嘉祐通寳 1,056 北宋 篆書 2.43 0.79 0.10 3.4 10 枚重なって出土

64 77 7F7 SK491 1 SR1-3 層 聖宋元寳 1,101 北宋 篆書 2.41 0.80 0.10 3.4 10 枚重なって出土

64 78 7F7 SK491 1 SR1-3 層 紹熈元寳 1,190 南宋 真書 2.38 0.65 0.13 3.5 10 枚重なって出土　背に「元」

64 79 7F7 SK491 1 SR1-3 層 政和通寳 1,111 北宋 篆書 2.47 0.70 0.10 3.1 10 枚重なって出土

64 80 7F7 SK491 1 SR1-3 層 皇宋通寳 1,038 北宋 篆書 2.31 0.70 0.08 3.5 10 枚重なって出土

64 81 7F7 SK491 1 SR1-3 層 開元通寳 621 唐 2.42 0.71 0.12 3.6 10 枚重なって出土　背に「上月」　下

64 82 7F11 SK508 SR1-3 層 政和通寳 1,111 北宋 篆書 2.43 0.62 0.09 3.3 

2009 年度  木製品観察表（1）

図版 
No.

報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高
幅・
口径

厚・
底径

表面・外面 裏面・内面

65 1 8G16 SB336-P1 ― SR1-1 建築材 柱根 （100.8） 20.0 11.2 スギ
芯去りミ
カン割

65 2 7H4 SB336-P3 1 SR1-1 建築材 柱根 （62.2） 18.0 16.6 ヤナギ属 丸木取り

65 3 7H3 SB336-P4 1 SR1-1 建築材 柱根 （66.4） 16.0 13.4 ヤナギ属 丸木取り

65 4 7H9 P750 ― SR1-1 建築材 柱根 （96.4） 10.6 5.6 スギ 削り出し

65 5 7G22 P752 ― SR1-1 建築材 柱根 （88.0） 15.6 14.6 ヤナギ属 丸木取り

65 6 7H15 P754 1 SR1-1 建築材 柱根 （100.6） 12.0 9.0 溝、 スギ 偏半割？

65 7 7H20 P755 ― SR1-1 建築材 柱根 （43.0） 4.2 2.2 先端 4 面加工 スギ 板目

65 8 7G25 P757 ― SR1-1 建築材 柱根 （86.4） 16.2 8.0 ブナ属 半割

65 9 7G24 P758 ― SR1-1 建築材 柱根 （76.6） 9.2 7.2 角材 スギ 柾目

65 10 6E11 P43 1 SR1-1 建築材 柱根 （31.2） 12.3 10.6
マツ属複維
管束亜属

削り出し

65 11 6E1 P88 ― SR1-1 建築材 柱根 （53.0） 15.8 15.4 サクラ属 丸木取り

65 12 7F16 P449 ― SR1-1 建築材 柱根 （76.6） 15.4 13.2
クマシデ属
イヌシデ節

丸木取り

66 13 7E2 SR1 1 SR1-1 祭祀具 串 30.4 2.3 1.4 先端 3 面加工 スギ 板目

66 14 6E5 SR1 1 SR1-1 祭祀具 串 31.5 2.2 1.2 先端 5 面加工 スギ 柾目

66 15 8F25 SR1 1 SR1-1 食膳具 漆器椀 （1.5） （11.4） 7.3 黒漆 黒漆 ブナ属
横木地柾
目

66 16 9G4 SR1 1 SR1-1 食膳具 漆器椀 （3.7） （13.6） 7.1 黒漆 黒漆 ケヤキ
横木地柾
目

66 17 6D18 SR1 1 SR1-1 食膳具 漆器椀 3.1 14.2 7.8 黒漆 黒漆 ケヤキ
横木地柾
目

No.1

66 18 6D14 SR1 1 SR1-1 食膳具 漆器椀 （5.0） 14.4 6.2 黒漆・赤漆絵
黒漆・赤漆絵

（松か）
ブナ属

横木地柾
目

66 19 6E4 SR1 1 SR1-1 食膳具
漆器鉢
？

（2.0） （15.4） 10.0 不明 不明 ケヤキ
横木地柾
目

66 20 7G6 SR1 1 SR1-1 容器 漆器蓋 0.9 7.2 6.2
黒漆・象嵌三又と
Ⅴ字状の文様

黒漆 ヒノキ科 横木

66 21 5F4 SR1 1 SR1-1 容器 編組 （5.0） （15.9） 1.0
2 本飛ばし 2 本潜
り、籤の幅 0.8cm
厚さ 0.1cm

下部に折曲が
り見える

スギ ―

66 22 6D24 SR1 1 SR1-1 容器 箱側板 10.1 17.7 0.9
左釘穴 5、右釘穴
4

スギ 柾目

66 23 6E17 SR1 1 SR1-1 容器 箱底板 10.2 10.5 1.2
ケズリ、木釘穴
12

ケズリ スギ 板目

66 24 7E2 SR1 1 SR1-1 容器
有孔
円板

14.0 （6.6） 1.5 孔 3 か所 スギ 板目

66 25 6F11 SR1 1 SR1-1 容器 鍋蓋？ 24.1 （12.6） 1.0

全面ケズリ、丸孔
上下 2、ツマミ用
方形孔中央 1、炭
化

全面ケズリ スギ 柾目

66 26 9G8 SR1 1 SR1-1 容器
折敷
底板

28.1 （19.2） 0.5
側板を綴じる孔 2
個 1 単位 4 か所、
中央に孔 4 か所

スギ 柾目

67 27 6E21 SR1 1 SR1-1 容器
曲物
底板

38.9 （19.3） 1.1 樺皮 3 か所残る スギ 柾目

66 28 6F2 SR1 1 SR1-1 容器 把手？ 40.8 3.2 2.5
ケズリ、両端紐掛
け部作り出し

中央部凹 スギ 柾目

66 29 6E SR1 1 SR1-1 容器
曲物
把手？

41.9 3.8 1.6
ケズリ、両端細く
加工、抉り

スギ 板目
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図版 
No.

報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高
幅・
口径

厚・
底径

表面・外面 裏面・内面

67 30 8F21 SR1 1 SR1-1 服飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
b1

Ⅰ 15.7 9.6 3.9 スギ 柾目

67 31 5E5 SR1 1 SR1-1 服飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
b1

不明 19.6 10.0 1.7
足指痕、前緒部欠
損

歯わずかに残
る

スギ 板目

67 32 6E25 SR1 1 SR1-1 服飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
b1

Ⅰ 20.0 10.4 3.0 ケズリ
歯一部のみ残
存。鋸痕、ケ
ズリ

スギ 板目

67 33 6E11 SR1 1 SR1-1 服飾具
連歯
下駄

A Ⅱ
a1

不明 19.3 9.4 1.3
足指痕、小凹炭化
3 か所、

歯摩耗 スギ 柾目

67 34 7E15 SR1 1 SR1-1 服飾具
連歯
下駄

A Ⅱ
1

Ⅰ 13.1 （3.6） 2．1 面取り ケズリ スギ 柾目

67 35 6E23 SR1 1 SR1-1 服飾具
無歯
下駄

B Ⅰ
b1

― 20.7 12.3 1.1 スギ 板目

67 36 7F15 SR1 1 SR1-1 服飾具
無歯
下駄

B Ⅰ
b1

― 20.4 12.0 2.0 スギ 柾目

67 37 6D17 SR1 1 SR1-1 服飾具
露卯
下駄

C Ⅱ
a2

ｃ 23.0 9.8 2.8
舟底形、枘 2-1、
歯欠損、刃物痕

モクレン属 柾目

68 38 9G7 SR1 1 SR1-1 服飾具
露卯
下駄

C Ⅱ
a2

b 23.0 10.0 3.1
ケズリ、足指痕、
枘 2-2

歯欠損 モクレン属 柾目

68 39 6E9 SR1 1 SR1-1 服飾具
露卯
下駄

C Ⅱ
a2

d 21.5 9.6 3.3
舟底形、枘 3-2、
歯欠損

モクレン属 柾目

68 40 6F8 SR1 1 SR1-1 建築材 杭？ 107.0 3.0 2.2
上部切り欠き、先
端尖る

スギ 削り出し

68 41 7E21 SR1 1 SR1-1 建築材？ 杭？ 137.8 5.6 3.8 先端尖る スギ 柾目

68 42 6E12 SR1 1 SR1-1 部材
枘付
木製品

8.5 2.6 1.6 ケズリ ケズリ スギ 板目

68 43 7E6 SR1 1 SR1-1 部材
枘付
木製品

9.5 2.3 1.5 ケズリ ケズリ スギ 柾目

68 44 7E21 SR1 1 SR1-1 部材
不明
木製品

26.9 11.5 2.8
溝 4 本切る、一部
炭化、

一部炭化 スギ 柾目

68 45 6E25 SR1 1 SR1-1 部材 脚？ 36.3 2.0 1.5 ケズリ
ケズリ、木釘
孔 3、枘孔

スギ 板目

68 46 6F11 SR1 1 SR1-1 工具
刀子柄
未成品

13.4 2.7 0.6 ケズリ スギ 柾目

68 47 6E4 SR1 1 SR1-1 農具 木錘 15.8 4.3 3.7
4 隅面取り後、中
央にノミで溝掘
り、縄痕跡あり

スギ 板目

68 48 8F6 SR1 1 SR1-1 農具 鎌柄 （31.6） （3.3） 1.7

目釘孔 1、刃部わ
ずかに残る。下部
滑りどめで、細く
加工する。

スギ 板目
刃の錆びが
瘤状に腐食

68 49 7E2 SR1 1 SR1-1 農具
田下駄
？

B Ⅰ
b

― 27.0 15.7 2.2 右足跡痕 スギ 柾目

69 50 7G17 SR1 1 SR1-1 農具 田下駄 48.5 21.1 8.0

高さ 5.1cm の踵
を留める立ち上が
りあり。左右 2 か
所づつの孔に縄を
通し足首を固定す
る。

高さ1.5～2.1 
cmの4cm 前
後の方形の脚
を持つ。

クリ 柾目

68 51 8F16 SR1 1 SR1-1 雑具 火鑽臼 15.7 1.6 2.9 スギ 柾目

69 52 6E17 SR1 1 SR1-1 雑具 木片 5.5 2.7 1.0 ケズリ ― 柾目

69 53 6E17 SR1 1 SR1-1 雑具 木片 6.4 2.8 0.9
角柱状の板を斜め
に切り、4 枚の板
に切っている

スギ 柾目

69 54 6E17 SR1 1 SR1-1 雑具 木片 6.5 2.7 4.1
2 回に分け 6 枚の
板を切っている

スギ 柾目

69 55 8E24 SD111 1 SR1-1 ～ 2 食事具 漆器椀 （4.7） （13.8） 8.2 黒漆 黒漆 クリ
横木地柾
目

69 56 5E24 SD112 4 SR1-1 ～ 2 工具 箆 12.6 6.2 0.6 ケズリ ケズリ スギ 板目

69 57 6F17 SD112 8 SR1-1 ～ 2 服飾具 扇 22.2 2．2 0.3 要φ 0.3cm スギ 柾目

69 58 5E19 SR165 1 SR1-1 ～ 2 容器
曲物
枠木

18.3 3.3 1.3 ケズリ ケズリ
コナラ属コ
ナラ亜属コ
ナラ節

板目

69 59 5F20 SR165 2 SR1-1 ～ 2 祭祀具 人形 14.9 1.9 2.4
折烏帽子、下部切
断

スギ 柾目

69 60 5E13 SR165 2 SR1-1 ～ 2 祭祀具 斎串 27.4 2.9 0.5
圭頭、左右に切り
欠き 2、先端尖る

スギ 柾目
033 型式、
文字無

69 61 6F6 SR165 2 SR1-1 ～ 2 容器
不明
木製品

3.0 22.2 0.6
中央に方形孔、表
面漆？右に丸孔
2、左に方形孔 2

スギ 柾目

69 62 6F6 SR165 2 SR1-1 ～ 2 容器 箱側板 14.9 18.2 1.0
刃物痕、木釘 1 辺
2 個づつ

スギ 板目

69 63 6F6 SR165 2 SR1-1 ～ 2 容器 箱側板 19.8 8.7 0.7
木釘側板 2、底板
3 づつ

側板の圧痕 2
か所残る

スギ 板目

69 64 6F17 SR165 2 SR1-1 ～ 2 容器 蓋 （22.8） （6.7） 0.7 ケズリ、釘穴 8 スギ 柾目

69 65 5F10 SR165 2 SR1-1 ～ 2 服飾具
連歯
下駄

A Ⅱ
1

Ⅱ a （12.0） 9.0 4．5 スギ 柾目

69 66 6F1 SR165 2 SR1-1 ～ 2 服飾具 草履芯 17.4 3.1 0.3
上部方形孔、右側
面切り欠き

スギ 板目

69 67 6F1 SR165 2 SR1-1 ～ 2 工具 刀子鞘 20.3 2.4 0.6 ケズリ ケズリ スギ 板目

70 68 6F6 SR165 2 SR1-1 ～ 2 雑具
題箋状
木製品

11.3 4.6 0.3 転用品か、木釘 1 スギ 板目

70 69 6E21 SR165 3 SR1-1 ～ 2 服飾具 草履芯 24.5 5.1 0.7
孔 0.5 φ、切り欠
き、縄目痕

スギ 板目

70 70 6F7 SR165 3 SR1-1 ～ 2 部材
脚未成
品？

3.6 28.5 1.6 中央に溝 スギ 板目
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図版 
No.

報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高
幅・
口径

厚・
底径

表面・外面 裏面・内面

70 71 6G3 SR165 3 SR1-1 ～ 2 部材 方形板 13.6 5.1 0.9
面取り、孔大 1.3
× 1.2、小 0.9 ×
0.9

スギ 柾目

70 72 6F12 SR165 3 SR1-1 ～ 2 工具
刀子柄
未成品

9.6 2.2 1.5 ケズリ ケズリ スギ 板目

70 73 5E15 SR165 ― SR1-1 ～ 2 食事具 漆器椀 （3.7） 13.1 7.5 黒漆
黒漆・赤漆絵

（不明）
ケヤキ

横木地柾
目

70 74 6E1 SK65 1 SR1-2 祭祀具 舟形 （25.5） （6.6） 2.1 中央凹に孔貫通 スギ 柾目
腐食著し
い。

70 75 6E1 SK66 1 SR1-2 服飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
1

Ⅱ 25.0 （9.7） 2.5 小孔 3 スギ 柾目

70 76 6D13 SK72
底面
直上

SR1-2 食事具 漆器皿 1.5 9.2 8.1
黒漆・面取り・底
面刻書「＊」

黒漆 ケヤキ
横木地柾
目

漆 No.2

70 77 5C19 SK75 2 SR1-2 食事具 漆器皿 1.5 9.8 8.2 黒漆 赤漆 ケヤキ
横木地柾
目

No.1

70 78 5C19 SK75 3 SR1-2 食事具 漆器皿 1.5 8.6 5.6 不明 不明 クリ
横木地柾
目

No.2

70 79 5D4 SK86
4

床直
SR1-2 食事具 漆器皿 （1.5） （8.1） 3．2 黒漆 赤漆 ケヤキ

横木地板
目

70 80 6E21 SK94 ― SR1-2 部材
不明
木製品

15.9 5.1 1.4
切り欠き 2、孔 1、
刃物痕

木釘孔 1 スギ 板目

70 81 6E15 SK168 3 SR1-2 装飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
b1

Ⅱ 17.2 11.0 3.0 スギ 板目
足指痕、炭
化

70 82 6F5 SK335 ― SR1-2 雑具 火鑽臼 22.1 4.5 1.7 ケズリ、 ケズリ、 スギ 柾目

71 83 7E12 SK399 上層 SR1-2 容器 曲物 44.8 30.3 13.8
楕円形曲物、側板
切断

スギ
底：柾目 
側板：柾
目

土圧で変
形。長方形
の蓋が付く

71 84-1 7E12 SK399 上層 SR1-2 容器 曲物蓋 16.3 32.5 0.9
下左右に切り欠
き、木釘穴 2

スギ 板目

71 84-2 7E12 SK399 上層 SR1-2 容器 曲物蓋 16.1 31.6 0.7
曲物の縁の圧
痕残る

スギ 板目

71 85 7G17 SK529 1 SR1-2 祭祀具 人形 13.6 2.3 0.6 ケズリ、頭部欠損 スギ 板目

71 86 7G23 SK529 3 SR1-2 部材
不明
木製品

12.5 3.4 1.5
ケズリ、刃物痕、
孔φ 0.5mm

ケズリ スギ 柾目

71 87 7G11 SK534 2 SR1-2 工具 刀子柄 11.8 1.8 0.6 ケズリ スギ 柾目

71 88 7G6・7 SK534 ― SR1-2 容器
曲物
底板

11.7 （7.5） 0.4
木釘穴 2 個 1 組
3

スギ 柾目

72 89 6F8 P22 ― SR1-2 建築材 柱根 （101.0） 14.0 14.2
コナラ属
コナラ亜属
コナラ節

丸木取り

72 90 6F8 P28 ― SR1-2 建築材 柱根 （95.2） 18.6 13.6 サクラ属 丸木取り

72 91 6E2 P39 ― SR1-2 建築材 柱根 （90.2） 12.8 12.2 クリ 丸木取り

72 92 6E17 P76-b
柱

（B-1）
SR1-2 建築材 柱根 （57.0） 12.8 10.4 サクラ属 丸木取り

72 93 6F9 P386 ― SR1-2 建築材 柱根 （87.4） 14.2 13.4 先端尖る モクレン属 丸木取り

72 94 6F15 P447
SR

1・2
SR1-2 建築材 柱根 （58.5） 12.9 12.2 スギ 丸木取り

72 95 7G8 P521 ― SR1-2 工具
刀子柄
未成品

17.1 2.4 1.1 ケズリ
柄削る部分炭
化

スギ 板目

72 96 9G5 SA12-8 SR1-2 建築材 杭 26.1 4.4 4.1 ヤナギ属 丸木取り

72 97 9F16 SA13-10 ― SR1-2 建築材 杭 31.4 5.8 4.2 先端 4 面加工 ヤナギ属 丸木取り

72 98 8E22 SA13-23 SR1-2 建築材 杭 69.2 6.2 1.2 台形状に抉り スギ 板目

72 99 8F14 SA14-20 ― SR1-2 建築材 杭 41.7 5.0 4.3 樹皮残る。 ヤナギ属 丸木取り

72 100 10G6 SA145-2
西盛土

1
SR1-2 建築材 杭 26.0 2.2 2.3 樹皮残る。 ヤナギ属 丸木取り

72 101 6E12 SX005 1 SR1-2 食膳具 杓子 18.7 4.9 0.8
ケズリ、柄部両端
面取り、

スギ 柾目

72 102 6E12 SX005 ― SR1-2 部材
枘付
木製品

11.1 2.2 1.8 スギ 板目

72 103 6E22 SX030 ― SR1-2 建築材 杭 63.0 2.9 2.7 先端 3 面加工。 スギ 板目

72 104 6D22 SX055 ― SR1-2 祭祀具 串 39.5 3.2 1.5 先端 2 面加工 スギ 板目

72 105 6E2 SX062 SR1-2 容器 栓？ 6.1 2.5 2.3
上部面取り、ケズ
リ、貫通孔 2

スギ 板目

73 106 5F10 SX209-1 ― SR1-2 建築材 杭 37.6 5.5 5.5
樹皮残る。枝切り
払う。

− 丸木取り

73 107 5F10 SX209-4 ― SR1-2 建築材 杭 56.6 3.2 2.7
樹皮残る。片面加
工

ハンノキ属 
ハンノキ亜
属

丸木取り

73 108 7E21 SX439 ― SR1-2 建築材 杭 （71.2） 8.6 9.6 スギ
芯去りミ
カン割

73 109 7G7 SX566 ― SR1-2 建築材 杭 （35.1） 7.3 6.2 樹皮残る。 ヤナギ属 丸木取り

73 110 6E24 SD166 3 SR1-2 工具 茅針 （17.7） （2.5） 1.2
ケズリ、縄掛け孔
1 か所

スギ 柾目

73 111 6F8 SD166 ― SR1-2 容器 蓋 23.8 （16.1） 3.0 方形ツマミ スギ 柾目

73 112 7E16 SD339 1 SR1-2 工具
針状
木製品

8.0 1.2 0.4
面取り、孔逆台形
0.7cm

面取り スギ 板目

73 113 7E12 SD339 1 SR1-2 雑具
不明
木製品

（10.1） 1.4 0.8
両側面鋸歯状に切
り欠き

スギ 柾目

73 114 7E16 SD339 ― SR1-2 雑具
題箋状
木製品

10.1 4.1 0.4 ケズリ スギ 柾目

73 115 7E23 SD371 1 SR1-2 雑具 鉤 22.3 20.5 2.5 方形孔 2 クリ 丸木

73 116 7E11 SD405 1 SR1-2 祭祀具 鳥形 12.1 1.8 0.8 ケズリ ケズリ スギ 柾目
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図版 
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報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高
幅・
口径

厚・
底径

表面・外面 裏面・内面

73 117 7G12 SD436 3 SR1-2 服飾具
連歯下

駄
A Ⅱ
a1

Ⅱ 23.5 9.9 2.5 モクレン属 柾目

73 118 7G8 SD597 1 SR1-2 服飾具
露卯
下駄歯

C Ⅰ （10.7） 15.8 1.9
接地面に砂利
めり込む

スギ 柾目

73 119 7G7 SD597 3 SR1-2 食事具 漆器椀 （1.5） （12.2） 8.2 黒漆
黒漆・赤漆絵
手描き

― 横木

73 120 7G7 SD597 3 SR1-2 食事具 漆器椀 （4.3） （12.6） 7.0 黒漆 黒漆 ケヤキ
横木地柾
目

74 121 6E9 SR1 2 SR1-2 文房具
荷札状
木製品

11.0 5.6 0.4 刃物痕 スギ 柾目

74 122 7F7 SR1 2 SR1-2 祭祀具 舟形 15.6 3.0 2.2 孔 1 ケズリ スギ 柾目

74 123 7F12 SR1 2 SR1-2 祭祀具 木鏃 ? 9.0 0.9 0.7 ウコギ属 板目

74 124 7G11 SR1 2 SR1-2 祭祀具 陽物形 13.7 2.7 2.0 ケズリ ケズリ スギ 板目

74 125 6E25 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器皿 0.8 9.2 7.7 不明 不明 クリ
横木地柾
目

74 126 6F8 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器皿 1.5 9.7 7.8 黒漆 黒漆 ケヤキ
横木地柾
目

74 127 7G18 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器皿 1.9 8.9 8.0 黒漆・面取り 黒漆 モクレン属
横木地柾
目

74 128 7H15 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器椀 ― ― ― 黒漆口縁部布着せ 黒漆 ケヤキ 横木

174 129 6E8 SR1 2 SR1-2 食事具
漆器椀
？

― ― ― 赤漆
赤漆・赤漆絵
手描き

クリ 横木
皆朱漆器赤
絵

74 130 6D8 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器椀 （2.9） （11.4） 6.7 黒漆 黒漆 カツラ
横木地板
目

74 131 6F8 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器椀 3.4 12.2 5.8
黒漆・底内刻線

「大」
黒漆 ケヤキ

横木地柾
目

74 132 6E9 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器椀 （2.6） （12.8） 7．1 黒漆 黒漆 クリ
横木地柾
目

74 133 7H19 SR1 2 SR1-2 食事具
漆器鉢
？

（2.5） （13.2） 7.1
不明、底部ロクロ
針痕 2 か所

黒漆 ケヤキ
横木地柾
目

74 134 6F8 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器椀 3.0 13.6 7.7 黒漆 黒漆 ブナ属
横木地柾
目

74 135 7E17 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器椀 （6.4） （14.2） 6.5
黒漆・赤絵（巴文
4 単位）

黒漆・赤漆絵
最外周の円型
押し、内部巴
文 2 単位は
手描き

ブナ属
横木地柾
目

74 136 6D13 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器椀 ― （14.3） ― 黒漆
黒漆、赤漆絵
手描き

モクレン属
横木地柾
目

74 137 7G23 SR1 2 SR1-2 食事具 漆器椀 （4.5） （16.4） 7.4
黒漆・赤漆絵手描
き（3 単位）

赤漆 モクレン属
横木地板
目

74 138 8H1 SR1 2 SR1-2 食事具 杓子 25.5 5.5 0.6 面取り、ケズリ スギ 柾目

74 139 7E12 SR1 2 SR1-2 食事具 菜箸 43.6 1.1 9.6
ケズリ、刃物痕、
上部平坦、下半丸

スギ 板目

75 140 7H10 SR1 2 SR1-2 容器
折敷
底板

23.4 25.7 0.6
釘穴 2 個 1 組 3 か
所残る。刃物痕

上部切断刃物
痕、

スギ 柾目

75 141 7G2 SR1 2 SR1-2 容器
折敷
底板

29.0 （20.9） 0.6
桟綴じ孔 4 か所
残る

スギ 柾目

74 142 6D18 SR1 2 SR1-2 容器 栓 6.3 2.9 2.9 面取り スギ 柾目

75 143 7H5 SR1 2 SR1-2 容器
長方形
曲物蓋

28.6 （15.3） 1.0
刃物痕、把手付け
る溝 2 条

スギ 柾目

74 144 7G20 SR1 2 SR1-2 容器 把手？ 5.9 1.7 0.9 刃物痕 スギ 柾目

74 145 7G18 SR1 2 SR1-2 容器
把手
未成品

13.3 3.8 3.4 スギ 柾目

75 146 6E3 SR1 2 SR1-2 容器 箱側板 9.5 28.9 1.5
底面木釘 7 か所、
右側面 6 か所、
左 5 か所

スギ 板目

75 147 8F12 SR1 2 SR1-2 容器 箱側板 （7.6） 19.9 0.9
上部に一部炭
化

スギ 柾目

75 148 6D13 SR1 2 SR1-2 容器 柄杓 12.0 3.4 0.5
ケズリ、左右枘、
木釘孔 3

スギ 柾目

75 149 6D13 SR1 2 SR1-2 容器 柄杓 12.3 3.0 0.5 ケズリ、木釘孔 7 スギ 柾目

75 150 6E12 SR1 2 SR1-2 容器
小型
円板

4.1 3.4 0.6 面取り、木釘孔 1 スギ 柾目

75 151 7G16 SR1 2 SR1-2 容器
小型
円板

5.8 5.7 1.3 面取り コウヤマキ 板目

75 152 7G22 SR1 2 SR1-2 容器
小型
円板

8.0 10.2 0.8 ケズリ、刃物痕 スギ 柾目

75 153 6E11 SR1 2 SR1-2 容器
有孔
円板

5.3 2.9 0.4
刃物痕、中央に孔
φ 3mm

スギ 柾目

75 154 7G6 SR1 2 SR1-2 容器 蓋 22.8 （11.5） 1.2
ケズリ、中央にツ
マミ取り付け用の
方形の孔、釘穴 2

ケズリ、刃物
痕、円形の圧
痕

スギ 柾目

75 155 6E12 SR1 2 SR1-2 容器 蓋 27.8 （26.0） 1.4
ケズリ、刃物痕、
ツマミ？樹皮残る

板：スギ、 
ツマミ：ヤ
ナギ属

板：柾目 
ツマミ：
半割

76 156 6E6 SR1 2 SR1-2 容器 蓋 33.9 （13.8） 1.1
把手用溝に釘穴 1
か所、刃物痕

面取り、刃物
痕、刺突痕

スギ 柾目

75 157 8G1 SR1 2 SR1-2 容器
曲物
底板

8.9 8.9 0.6 スギ 柾目

76 158 8H1 SR1 2 SR1-2 容器
曲物
底板

22.8 22.3 1.0 樺皮綴じ 4 か所 スギ 柾目

76 159 5D4 SR1 2 SR1-2 容器
曲物
枠木？

17.3 3.4 1.2 ケズリ ケズリ スギ 板目
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図版 
No.

報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高
幅・
口径

厚・
底径

表面・外面 裏面・内面

76 160 7G20 SR1 2 SR1-2 容器？ 箱？ 20.0 2.9 1.2
面取り、上部黒漆 
？、木釘孔 8、枘
孔 1

右側面未貫通
孔 1

スギ 柾目

76 161 6E14 SR1 2 SR1-2 服飾具 横櫛 4.7 11.2 1.4

全体に黒漆、棟に
銀？蒔絵？。解き
櫛、歯 3cm 当た
り 8 本

イスノキ 棟が木口

76 162 6E7 SR1 2 SR1-2 服飾具 横櫛 （3.4） （5.1） 1.0
歯 3cm 当たり 26
本。全体に黒漆、。

イスノキ 棟が木口 中世後期

76 163 7E16 SR1 2 SR1-2 服飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
b1

Ⅱ 15.0 8.1 3.3
ロクロ針痕？中央
に 1 か所

ロクロ針痕？
下部に 1 か
所

マツ属複維
管束亜属

芯持板目

76 164 6F6 SR1 2 SR1-2 服飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
b1

Ⅰ 26.7 13.9 5.0
刃物痕、面取り、
緒孔方形

方形歯 スギ 板目

76 165 7H15 SR1 2 SR1-2 服飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
1

Ⅱ 26.1 （8.1） 2.5
上下左に切り欠
き、足指痕（右）

スギ 柾目

77 166 6E14 SR1 2 SR1-2 服飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
b1

Ⅱ 26.5 16.8 3.0 足指痕（左）
左側の歯が摩
耗著しい

スギ 板目

76 167 6E23 SR1 2 SR1-2 服飾具
連歯
下駄

A Ⅰ
b1

不明 15.9 9.8 1.8 足指痕、
歯の痕跡の刃
物痕残る

スギ 板目

77 168 6E16 SR1 2 SR1-2 服飾具
連歯
下駄

A Ⅱ
a1

Ⅱ 21.7 10.0 1.5 刃物痕、足指痕 歯摩耗 スギ 板目

77 169 6D25 SR1 2 SR1-2 服飾具
連歯
下駄

A Ⅱ
a1

Ⅱ 23.7 10.6 1.3 足跡（右）
鋸痕、楕円形
の歯

スギ 板目

77 170 6E13 SR1 2 SR1-2 服飾具
無歯
下駄

B Ⅰ
b1

― 14.0 9.5 2.0
面取り、刃物痕多
数、足跡痕

刃物痕 スギ 柾目 子供用

77 171 7F16 SR1 2 SR1-2 服飾具
露卯
下駄

C Ⅰ
a2

ｃ 23.1 10.4 2.6
刃物痕、足指痕、
枘 2-1

モクレン属 柾目

77 172 7H10 SR1 2 SR1-2 服飾具
露卯
下駄

C Ⅰ
a2

a 23.0 10.6 （2.8）
台板に「＊」の刻
書有り。舟底形、
枘 1-1、右足指痕

歯欠損

台：モクレ
ン属 
歯：モクレ
ン属

台：板目

77 173 6D16 SR1 2 SR1-2 服飾具
露卯
下駄

C Ⅱ
b2

Ⅰ a 21.8 12.1 8.0 枘 1-1

台：モクレ
ン属 
歯：モクレ
ン属

台：板目 
歯：柾目

77 174 7H3 SR1 2 SR1-2 服飾具
露卯
下駄歯

C Ⅰ 9.6 13.2 1.6 ケズリ、面取り、 ケズリ、 スギ 柾目

78 175 6E12 SR1 2 SR1-2 服飾具
陰卯
下駄

D Ⅰ
b1

Ⅱ 12.8 8.6 3.8 足指痕 鋸痕、ケズリ スギ
台：柾目 
歯：板目

77 176 6F25 SR1 2 SR1-2 服飾具
陰卯
下駄歯

D Ⅰ 8.2 12.6 2.0 枘なし。 スギ 柾目

77 177 7F16 SR1 2 SR1-2 服飾具 下駄歯 不明 Ⅰ 10.5 （6.4） 1.8 ケズリ。左側面 スギ 板目

78 178 8H11 SR1 2 SR1-2 服飾具 草履芯 23.8 9.6 0.4
孔 2、切り欠き左
右 2 か所

スギ 板目

78 179 5D5 SR1 2 SR1-2 部材
枘付
木製品

8.2 1.9 1.5 鋸痕、面取り スギ 板目

78 180 6D7 SR1 2 SR1-2 部材
枘付
木製品

8.5 2.3 2.3 ケズリ、枘 ケズリ スギ 柾目

78 181 6D12 SR1 2 SR1-2 部材
枘付
木製品

10.3 1.9 1.7 ケズリ ケズリ スギ 柾目

78 182 8G2 SR1 2 SR1-2 部材
有頭
木製品

20.5 4.9 3.8
頭部炭化、柄は丸
棒状、頭部平坦

クリ 板目

78 183 7H13 SR1 2 SR1-2 部材 脚 18.6 4.0 1.0
釘穴 4 か所、上
部丸味を持つ

スギ 板目

78 184 6E21 SR1 2 SR1-2 部材 脚 28.1 3.5 1.6
透かし左右両側か
らケズリ

スギ 板目

78 185 7H15 SR1 2 SR1-2 部材
不明
木製品

（4.5） 1.0 0.7 ケズリ スギ 柾目

78 186 6D13 SR1 2 SR1-2 部材
不明
木製品

9.5 4.1 0.5
上下はノミ、左右
は錐で明けたよう
な貫通孔

スギ 柾目

78 187 6F2 SR1 2 SR1-2 部材
不明
木製品

14.2 2.4 0.5 ケズリ ケズリ スギ 柾目

78 188 6E8 SR1 2 SR1-2 部材
不明
木製品

18.0 4.3 1．5
右側面に 4 か所
の切り欠き

― 板目

78 189 6D21 SR1 2 SR1-2 部材
不明
木製品

19.5 2.8 1.3 ケズリ、切り欠き スギ 板目
右側面鋸歯
状に加工

78 190 6E8 SR1 2 SR1-2 部材
不明
木製品

23.7 4.4 0.5
木釘孔 8、中央に
山形の孔

スギ 柾目

78 191 6E8 SR1 2 SR1-2 部材
不明
木製品

56.4 8.0 1.7

枘 2、枘孔 1、木
釘孔 2、木釘 14、
上に幅 7．8mm
の角材を乗せ木釘
で留める

スギ 板目

78 192 6E14 SR1 2 SR1-2 工具 刀子柄 2.2 11.6 1．1 目釘孔 1 スギ 柾目

78 193 5D5 SR1 2 SR1-2 工具 刀子柄 3.0 13.1 1.3 目釘孔φ 4mm
刀子柄一部残
存

シタン類

78 194 7G3 SR1 2 SR1-2 工具 錐柄 27.2 1.5 1.4
全面ケズリ、中心に
φ5mmの孔有り

スギ 柾目

78 195 7H13 SR1 2 SR1-2 工具 茅針 （14.8） 3.3 1.7 ケズリ スギ 柾目

78 196 6E17 SR1 2 SR1-2 工具 茅針 103.4 2.8 1.6
先端ケズリ、孔
φ 1.8 × 1.0cm

先端ケズリ スギ 板目

78 197 7F12 SR1 2 SR1-2 工具 箆 15.2 3.6 1.4 ケズリ ケズリ スギ 柾目

79 198 5E20 SR1 2 SR1-2 農具 木錘？ 14.5 2.1 1.7 面取り、切り欠き スギ 板目

79 199 7F3 SR1 2 SR1-2 農具 田下駄
B Ⅰ
b1

― 26.0 17.7 2.2
面取り、下部中央
に凹あり

スギ 板目
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図版 
No.

報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高
幅・
口径

厚・
底径

表面・外面 裏面・内面

79 200 6D23 SK177 ― SR1-3 調理具 俎 26.2 29.3 3.5
上下左面取り、刃
物痕多数

スギ 柾目

79 201 6D23 SK177 SR1-3 服飾具 横櫛 A Ⅱ 4.3 （4.4） 0.9

黒漆塗り。両端破
損、歯 3cm 当た
り 35 本、切り通
し線曲線、梳櫛

イスノキ 棟が木口

79 202 6E11 SK179 3 SR1-3 食事具 漆器椀 5.4 14.4 7.0 黒漆 黒漆 ― 横木 No.3

79 203 6E11 SK179 3 SR1-3 食事具 漆器皿 1.5 8.7 6.3 不明 不明 クリ
横木地柾
目

No.4

79 204 6E11 SK179 4 SR1-3 文房具
種子札
木簡

16.5 2.8 0.3
「しろわせ　さと
う三郎」

スギ 板目
No.5、第二
号木簡　

79 205 6E11 SK179 4 SR1-3 食事具 漆器椀 3.0 13.1 7.2 黒漆 黒漆 ケヤキ
横木地柾
目

No.2

79 206 6E3 SK201 1 SR1-3 食事具 漆器皿 1．2 7.4 8.3 赤漆 黒漆 ブナ属
横木地柾
目

79 207 6E1 SK201 11 SR1-3 服飾具 草履芯 24.7 9.7 0.5
ケズリ、両側面切
り欠き

スギ 板目

79 208 6E6 SK201 SR1-3 容器
曲物
底板

（17.8） （3.5） 0.9 木釘孔 1 スギ 柾目

79 209 6E2 SK201 ― SR1-3 工具 楔 10.2 2.8 1.9 ケズリ スギ 柾目

79 210 6E23 SK206 ― SR1-3 部材 障子？ 19.0 1.6 1．2
ケズリ、枘上下 2、
木釘

スギ 柾目

79 211 6E23 SK206 ― SR1-3 部材 障子？ 17.3 1.7 1.5 ケズリ、面取り
枘が切ってあ
る継ぎ手

スギ 板目

79 212
6E23 
6D14

SK206 
SR1

― 
2

SR1-3 容器 円形板 18.5 7.6 0.6 スギ 柾目

79 213 6E18 SK207 ― SR1-3 部材 脚？ 20.3 2.4 2.3
ケズリ、面取り、
釘穴

ケズリ、 スギ 板目

79 214 6E7 SK211 ― SR1-3 工具 茅針 （9.5） 2.7 1.0 ケズリ ケズリ スギ 柾目

79 215 6E8 SK211 ― SR1-3 容器
有孔
円板

3.0 1.3 0.2 ケズリ スギ 板目

79 216 5E20 SK260 1 SR1-3 祭祀具 刀形 19.5 1.8 0.4 ケズリ ケズリ スギ 板目
刃 12.5
cm、柄
6.8cm

80 217 6E21 SK260 1 SR1-3 祭祀具 鳥形 10.2 7.5 1.1
ケズリ、目
φ 3mm、尾孔△
2mm

ケズリ スギ 柾目

80 218 6E21 SK260 1 SR1-3 祭祀具 鳥形 13.5 1.7 0.7
面取り、方形孔 5
× 3mm

面取り スギ 柾目

80 219 6E21 SK260 1 SR1-3 服飾具
連歯
下駄

A Ⅱ
b1

Ⅰ 16.4 8.8 4.4
足指痕、刃物痕、
小孔 3

全体に丁寧な
細かいケズリ

スギ 板目

歯は外側が
やや外に広
がり、内側
は垂直

80 220 5E25 SK260 1 SR1-3 服飾具
露卯
下駄

C Ⅱ
b2

Ⅰ b 23.0 14.7 12.2
足指痕（右足か）、
枘 2-2、

台形歯、接地
面に砂利めり
込み。

台：モクレ
ン属、 
歯：スギ

台：板目、
歯：柾目

高下駄。歯
の接地面に
砂利埋め

80 221 5E20 SK260 1 SR1-3 農具 鎌柄 （30.4） （3.1） 1.4

目釘孔 2、刃部わ
ずかに残る。柄下
部に4 か所の滑り
留めの抉り4 か所

スギ 柾目
刃の錆びが
瘤状に腐食

80 222
5E25 
6E13

SK260 
SR1

― 
2

SR1-3 容器 蓋 35.5 36.2 1.0
面取り、ケズリ、
刃物痕多数、把手
用溝 2 条、

ケズリで玉縁
状に仕上げ
る。刃物痕多
数。

スギ 柾目
鍋・釜用か、
一部炭化す
る

80 223 7E12
SK399 
SD495 

2 
2

SR1-3 容器
折敷
底板

（21.5） （12.0） 0.7

漆？タール？と多
量の繊維とが固
まって盛上って付
着

スギ 柾目
漆容器に転
用か

80 224 7E17 SK476 2 SR1-3 食事具 漆器椀 （5.3） （13.6） 7.4
黒漆・赤漆絵手描
き

赤漆 クリ
横木地柾
目

80 225 7E16 SK476 ― SR1-3 部材
枘付
木製品

8.9 1.7 1.7 ケズリ、木釘 スギ 柾目

80 226 7E17 SK476 ― SR1-3 部材
不明
木製品

12.7 1.4 0.3 ケズリ スギ 柾目

80 227 7F6 SK492 6 SR1-3 工具 鑿柄 23.4 1.9 1.1 ケズリ、 ケズリ、 スギ 板目
頂部孔
8mm、

80 228 7F11 SK502 ― SR1-3 容器 網組籤 7.0 1．1 0.1 10 枚重ね スギ 板目

80 229 8G16 SK589 1 SR1-3 容器
折敷
底板

（1.6） （9.6） 0.2
ケズリ、綴じ紐幅
1mm、

スギ 柾目

81 230 7E11 SK660 ― SR1-3 祭祀具
箸状
木製品

17.1 0.6 0.5 ケズリ ケズリ スギ 柾目

81 231 7E11 SK660 ― SR1-3 祭祀具
箸状
木製品

18.7 0.5 0.4 ケズリ ケズリ スギ 板目

81 232 7E11 SK660 ― SR1-3 祭祀具
箸状
木製品

18.7 0.5 0.4 ケズリ ケズリ スギ 板目

81 233 7E11 SK660 ― SR1-3 祭祀具
箸状
木製品

19.0 0.6 0.5 ケズリ ケズリ スギ 柾目

81 234 7E11 SK660 ― SR1-3 祭祀具
箸状
木製品

19.0 0.7 0.5 ケズリ ケズリ スギ 板目

81 235 7E11 SK660 ― SR1-3 祭祀具
箸状
木製品

19.0 0.8 0.4 ケズリ ケズリ スギ 板目

81 236 7E11 SK660 ― SR1-3 祭祀具
箸状
木製品

19.0 0.8 0.5 ケズリ ケズリ スギ 板目

81 237 7E11 SK660 ― SR1-3 祭祀具
箸状
木製品

19.2 0.5 0.4 ケズリ ケズリ スギ 板目

81 238 7E11 SK660 − SR1-3 工具 木釘 5.9 0.3 0.2 断面 4 角形 スギ 柾目
ほかに 31
本出土
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2009 年度  木製品観察表（7）

図版 
No.

報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高
幅・
口径

厚・
底径

表面・外面 裏面・内面

81 239 7E11 SK660 − SR1-3 工具 木釘 6.0 0.2 0.2 断面 4 角形 スギ 柾目
ほかに 31
本出土

81 240 7E11 SK660 − SR1-3 工具 木釘 6.0 0.2 0.3 断面 4 角形 スギ 柾目
ほかに 31
本出土

81 241 7E11 SK660 − SR1-3 工具 木釘 6.0 0.2 0.4 断面 4 角形 スギ 柾目
ほかに 31
本出土

81 242 7E11 SK660 − SR1-3 工具 木釘 6.0 0.5 0.4 断面 4 角形 スギ 柾目
ほかに 31
本出土

81 243 6F8 P275 2 SR1-3 食事具
漆器
片口鉢

6.1 19.9 12.9 黒漆 黒漆 カツラ
横木地板
目

81 244 7F11 P551 ― SR1-3 建築材 柱根 （49.4） 7.2 5.6 スギ 削り出し

81 245 7F1 P669 ― SR1-3 建築材 柱根 （77.0） 11.8 11.6 モクレン属 丸木取り

81 246 7G10 SX131 ― SR1-3 工具 茅針 （14.7） 3.0 2.0
ケズリ、孔幅
1.1cm

ケズリ スギ 板目

81 247 6F12 SX248 1 SR1-3 建築材 杭 48.8 2.3 2.7 スギ

81 248 5E25 SX277-2 ― SR1-3 建築材 杭 43.7 4.0 4.0
樹皮残る。先端 3
面加工

ヤナギ属 丸木取り

82 249 5E25 SX277-5 ― SR1-3 容器
曲物
底板

58.8 （19.7） 1.5
刃物痕多数。樺皮
一部残る

刃物痕多数。 スギ 柾目

81 250 7F16 SX518 ― SR1-3 部材 不明 52.6 5.4 3．1
上部枘、中央凹み、
表面うろこ状加工
痕

コナラ属コ
ナラ亜属・ 
コナラ節

板目

81 251 9F13 SD113 1 SR1-3 容器
小型
円板

6.5 6.9 0.8
ケズリ、C 字状圧
痕

スギ 板目

81 252 7E15 SD113 2 SR1-3 服飾具
露卯
下駄歯

C 11.5 （9.6） 1.7 ケズリ、枘 2 ケズリ スギ 柾目

81 253 8F10 SD113 SR1-3 部材
枘付
木製品

8.1 1.8 1.7 ケズリ ケズリ スギ 板目

81 254 6C17 SD259 ― SR1-3 部材
枘付
木製品

14.6 2.0 1.6 ケズリ、枘 スギ
削り出し
棒状

82
255
-1

8G1 SR1 3 SR1-3 文房具
上挟み
板

10.7 4.9 0.4

上中央に孔
φ 4mm、切り込
み上下に 1 対紐
痕跡有り、ケズリ

ケズリ スギ 柾目

82
255
-2

8G1 SR1 3 SR1-3 文房具
茅札
木簡

9.4 4.2 0.3
下部小孔2 か所紐
痕跡、左側面抉り
2 か所

上中央に小孔
1 か所

スギ 柾目

第一号木簡
「吉ゑのか
や／七月中
／元亨三年
花押」「花
押」

82
255
-3

8G1 SR1 3 SR1-3 文房具
下挟み
板

10.6 4.8 0.4
上部中央小孔、上
下切り込みに紐掛
け痕跡、ケズリ

ケズリ スギ 柾目

82 256 9F21 SR1 3 SR1-3 祭祀具
羽子板
形

9.8 1.7 0.5 スギ 柾目

82 257 7F23 SR1 3 SR1-3 祭祀具 刀形 14.5 1.8 0.7

柄の中央溝を作
る。刃部作り出し。
刃帳 7.9cm、柄
6.6cm

スギ 柾目

82 258 6E24 SR1 3 SR1-3 祭祀具 串 29.3 3.5 1.4
刃物痕、先端 3
面加工

スギ 板目

82 259 9G9 SR1 3 SR1-3 食事具 菜箸 29.0 1.7 0.7 ケズリ ケズリ スギ 柾目

82 260 9G9 SR1 3 SR1-3 食事具 菜箸 31.3 1.2 0.6 ケズリ、刃物痕、 ケズリ スギ 柾目

82 261 6F14 SR1 3 SR1-3 食事具 漆器椀 （1.5） （11.6） 8.0
黒漆・赤漆絵一部
型押しか

黒漆 トチノキ
横木地板
目

82 262 6E18 SR1 3 SR1-3 食事具 漆器椀 （1.5） （11.4） 7.7 黒漆 黒漆 カツラ
横木地柾
目

82 263 9G7 SR1 3 SR1-3 食事具 杓子 19.3 5.0 0.4 ケズリ ケズリ スギ 柾目

83 264 9G10 SR1 3 SR1-3 食事具 杓子 26.7 6.9 0.5 ケズリ、刃物傷 スギ 柾目

175 265 5E25 SR1 3 SR1-3 食事具
漆器椀
か

― ― ―
赤漆・赤漆絵手描
き

黒漆 ブナ属 横木
写真のみ掲
載

83 266 8F16 SR1 3 SR1-3 容器
折敷
底板

19.5 （6.9） 0.4 刃物痕 スギ 柾目

83 267 6E19 SR1 3 SR1-3 容器 刳物箱 13.2 7.7 5.4 ケズリ スギ 板目 升か

83 268 8F16 SR1 3 SR1-3 容器
箱？
側板？

18.6 （3.9） 0.6 彫り込み文様？ スギ 柾目

83 269 8F25 SR1 3 SR1-3 容器 箱側板 6.6 18.1 1.3 木釘 2 か所残る 刃物痕多数
側板：スギ 
木釘：クリ

板目

83 270 8F16 SR1 3 SR1-3 容器
曲物
底板

17.0 3.9 0.8
木釘 5 か所、刃
物傷

スギ 柾目

83 271 6F10 SR1 3 SR1-3 容器
曲物
底板

（15.2） （7.5） 1.1 木釘 13 スギ 柾目

83 272 9G1 SR1 3 SR1-3 容器 鍋蓋 （11.0） 20.0 （1.1）
を付ける釘穴 4
か所。全面炭化

斑に炭化 ― 柾目 鉄鍋の蓋か

83 273 9G7 SR1 3 SR1-3 容器 把手 13.8 2.3 2.2 ケズリ スギ 柾目

83 274 8G8 SR1 3 SR1-3 服飾具 草履芯 24.7 9.8 0.5
ケズリ、左右切り
欠き、孔 2

スギ 板目

83 275 8F16 SR1 3 SR1-3 部材
枘付
木製品

7.9 3.3 1.9 ケズリ、枘 ケズリ スギ 板目

83 276 8F18 SR1 3 SR1-3 部材 側板 7.2 49.2 1.0
左右に枘、木釘孔
3 個づつ、中央に
釘孔 4、仕切りか

スギ 板目

83 277 6E17 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

12.2 2.1 1.4 木釘 1、枘 スギ

本体：柾
目、 
釘：削り
出し丸棒
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2009 年度  木製品観察表（8）

図版 
No.

報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高
幅・
口径

厚・
底径

表面・外面 裏面・内面

83 278 6D23 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

13.9 0.9 1.2 ケズリ ケズリ スギ 板目

83 279 5D15 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

16.8 3.6 1 木釘孔 3、ケズリ スギ 柾目
脚の未成品
か

83 280 5D19 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

19.2 2.2 1.6 溝 2 スギ 板目

83 281 6E8 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

20.3 2.7 1.9
ケズリ、枘、切り
欠き

スギ 板目

83 282 6F5 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

20.5 2.3 0.4
一部黒変、小孔 6：
0.4 ～ 0.9、大 1：
2.5 × 1.2

スギ 柾目

84 283 5D15 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

24.2 2.5 1.1 ケズリ スギ 板目 織機の杼か

84 284 5D15 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

24.3 2.7 1.3
左右に切り欠き、
中央に溝

スギ 板目

84 285 9G11 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

（26.3） （43.6） 1.1
枘付材の組み合わ
せ

スギ 柾目 障子の桟か

84 286 7E11 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

38.5 2.0 1.9
ケズリ、枘左右 2、
凹 2 か所

ケズリ スギ 柾目

84 287 8F25 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

71.7 9.5 0.9 方形孔、下部に枘 スギ 板目

84 288 9F21 SR1 3 SR1-3 部材
不明
木製品

72.6 4.0 0.7
刃物で刻線。右側
面切り欠き 22 か
所。

スギ 板目

84 289 6E5 SR1 3 SR1-3 工具
針状
木製品

6.2 0.2 0.2 上下端尖る スギ
削り出し
棒状

84 290 6E5 SR1 3 SR1-3 工具
針状
木製品

5.9 0.2 0.2 上下端尖る スギ
削り出し
棒状

84 291 6E5 SR1 3 SR1-3 工具
針状
木製品

6.1 0.2 0.3 上下端尖る スギ
削り出し
棒状

84 292 6E5 SR1 3 SR1-3 工具
針状
木製品

6.0 0.2 0.3 上下端尖る スギ
削り出し
棒状

84 293 6E5 SR1 3 SR1-3 工具
針状
木製品

6.2 0.3 0.3 上下端尖る スギ
削り出し
棒状

84 294 8G1 SR1 3 SR1-3 農具 木錘 6.8 1.3 1.5 切り欠き ヤナギ属 丸木

84 295 8G8 SR1 3 SR1-3 雑具
有頭
木製品

18.3 1.8 1.3
ケズリ、面取り、
切り欠き

スギ 板目

84 296 9F6 SD150 1 SR2-1 食事具 漆器椀 5.6 14.1 16.9 黒漆
黒漆、赤漆絵
手描き「一」

ケヤキ
横木地柾
目

84 297
確認 21 
A4T

Ⅻ 祭祀具 鋤形 24.3 11.9 0.5 孔 2、ケズリ 刃物痕 スギ 柾目
折敷底板転
用か

84 298
試掘 
20-13T

SR1 建築材 柱根 （141.8） 14.6 10.0 スギ
芯去りミ
カン割

一部炭化

176 299 7G5 SR1 1 SR1-1 装飾具
烏帽子
？

布圧痕付漆膜片
腐食著し
い。

176 300 6D13 SK72
底面
直上

装飾具
烏帽子
？

布圧痕付漆膜片
腐食著し
い。

176 301 6E9 SR1 2 SR1-2 装飾具
烏帽子
？

布圧痕付漆膜片
腐食著し
い。

176 302 6E5 SR1 2 SR1-2 装飾具
烏帽子
？

布圧痕付漆膜片
腐食著し
い。

176 303 8H1 SR1 2 SR1-2 装飾具
烏帽子
？

布圧痕付漆膜片
腐食著し
い。

176 304 7E9 SR1 ― SR1 装飾具
烏帽子
？

布圧痕付漆膜片
腐食著し
い。

176 305 5F4 SR165 3 容器 編組 （17.3） （21.7） 籤幅 0.8cm ― 袋状

176 306 7E16 SK476 底面 SR1-3 容器 編組 （21.3） （21.5） 籤幅 0.8 ～ 1.3cm ― 2 重

2010 年度  遺物観察表
図版 
No.

報告 
No.

出土地点 層位 種類 種別 器種 長（cm） 幅（cm） 厚（cm） 木取 樹種 備考

85 1 2C3 Ⅵ 近世磁器 肥前系磁器 染付湯飲椀 口径 8.0 − − 草花文。

85 2 1F15 Ⅴ 金属製品 銭貨 寛永通寳 外径 2.40 内径 0.56 0.13 重 2.7g 江戸時代初鋳 1626 年、1 期古寛永

85 3 2F4　B-7T 埋土 金属製品 銭貨 元祐通寳 外径 2.48 内径 0.60 0.11 重 3.4g 書体：篆書 北宋初鋳 1086 年

85 4 2D20 ⅩⅣ 木製品 農具 鎌柄 24.6 2.1 1.6 板目 スギ
刃部わずかに残る。装着方法上：木釘、中：釘
孔、下：鉄釘

85 5 5C4 ⅩⅣ 木製品 部材 不明木製品 （18.1） （3.5） 0.5 柾目 −
蓋等を転用したものである。鋸歯状の加工をし
ている。刃物痕あり

85 6 5D2 ⅩⅣ 木製品 部材 不明木製品 15.0 （3.8） 0.4 柾目 − 折敷底板転用。両側面に抉り。刃物痕あり。

85 7 4C4 ⅩⅣ 木製品 部材 不明木製品 （19.2） 2.8 0.5 板目 − 左：切り欠き、中央：切り欠き、右：欠損

85 8 5C22 ⅩⅣ 木製品 部材 部材 14.9 3.5 2.2 柾目 −

85 9 4B24
ⅩⅥ 

畦畔上
木製品 祭祀具 人形 20.5 1.2 1.7 板目 スギ 折烏帽子、顔表現

85 10 4C5
ⅩⅥ 

畦畔中
木製品 部材 不明木製品 （28.3） 1.5 2.3 板目 スギ 脚か。木釘あり。

85 11
SA716-2 
4B12

ⅩⅥ 
畦畔中

木製品 建築材 杭 （45.2） 2.7 2.7 丸木 ヤナギ属

85 12
SA717-1 
5C8

ⅩⅥ 木製品 建築材 杭 （59.0） 8.2 6.5 丸木 − 樹皮残る。

85 13 5C16 ⅩⅥ 木製品 食事具 漆塗杓子 19.9 6.1 1.8 板目 モクレン属 黒漆塗り。

85 14 南区 1 暗渠 木製品 工具 刀子鞘未成品 23.2 2.9 0.7 板目 − 呑口式刀子の鞘
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2011 年度  土器・陶磁器観察表 ※〈複数の遺構から出土して接合したものの所属層位は、残存割合の高いものとし、太字で示してある。〉
 〈胎土の項目中の（　）には混入物を記した。石：石英　長：長石　雲：雲母　海：海綿骨針〉

図版 
No.

報告 
No.

分類 出土地点 法量（cm）

胎土 調整・文様 時期

残存部位

備考
種別 器種 グリッド 遺構

層
位

所属層位 口径 器高 底径
口残率

（X/36）

86 1 龍泉窯系青磁 杯Ⅲ -4b 7I20 SR165 2 SR1-1・2 層 6.0 灰白色
高台端部釉なし　外体：
鎬連弁文　内底：双魚貼
付文

F 期 底～体部
破損面漆継ぎ痕　内
・外面にスス付着

86 2 珠洲焼 片口鉢 8H16 SK853 SR1-3 層 31.6 密（雲）
ロクロナデ　内：卸目　
2cm 当り 9 目　2 条以
上

Ⅳ期 3/36 口縁端部摩耗

86 3 珠洲焼 片口鉢 8H22 SD857 1 SR1-3 層 密
ロクロナデ　内：卸目　
2cm 当り 10 目　2 条以
上

Ⅳ期 1/36

86 4 土師質土器 小皿 C 8I6 SR1-3 層 5.5 密
ロクロナデ　外底：板目
状圧痕

14 世紀前半 底部

86 5 珠洲焼 片口鉢 8H7 SR1-3 層 11.8 密

ロクロナデ　内：卸目　
1 条 2.6cm に 12 目　3
条以上　 
外底：静止糸切り

Ⅳ期 底部 外底摩耗

86 6 珠洲焼 片口鉢 8I7 SR1-3 層 やや粗
ロクロナデ　内：卸目　
1 条 2.2cm に 10 目　2
条以上　

Ⅳ期中ころ 1/36

86 7 珠洲焼 甕 8I6・7H23 SR1-3 層 密
内：無文あて具　外：平
行タタキ

Ⅳ期初めころ 体～頸部

86 8 珠洲焼 壺 7H18 SR1-1 ～ 3 層 密 ロクロナデ 体～頸部

86 9 珠洲焼 片口鉢 8I6 SR1-1 ～ 3 層 33.2 密（海）
ロクロナデ　内：卸目　
2cm 当り 11 目　2 条以
上

Ⅳ期 3/36 口縁端部摩耗

2011 年度  石製品観察表

図版 
No.

報告 
No.

種別
出土地点 法量（cm）

重量（ｇ） 石材 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位 長 幅 厚

86 10 砥石 7I20 SR165 2 SR1-1・2 層 17.1 5.1 5.1 606.2 凝灰岩 砥面：4

86 11 磨石 7I10 SR1-2 層 5.9 5.7 2.9 36.6 軽石

86 12 砥石 8H17 SR1-2 層 17.9 6.4 6.0 876.9 凝灰岩 砥面：5

86 13 砥石 7I3 SR1-1 ～ 3 層 8.1 4.0 3.1 91.4 凝灰岩 砥面：5

86 14 砥石 7I25 SR2-1 層 18.7 9.9 5.2 1419.2 凝灰岩 砥面：4

2011 年度  金属製品観察表

図版 
No.

報告 
No.

種別
出土地点 法量（cm） 重量

素材 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位 長（口径） 幅（底径） 厚（器高） （ｇ）

87 15 装飾金具 8H17 SR1-3 層 2.1 2.0 0.5 1.0 銅

87 16 鎹 7I4 SR1-3 層 7.9 2.7 0.8 17.6 鉄

87 17 鎹 8I11 SR1-3 層 7.6 2.4 0.8 11.2 鉄

87 18 鎹 8I1 SR1-1 ～ 3 層 7.5 3.2 0.8 16.1 鉄 開渠

2011 年度  木製品観察表（1）

図版 
No.

報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量（cm） 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高 幅・口径
厚・底

径
表面・外面 裏面・内面

87 1 8H2 SB336-P8 ― SR1-1 層 建築材 柱根 （63.4） 12.5 12.2
底部伐採面の
まま、上部腐
植

ヤナギ属 丸木取り

87 2 8H21 P804 ― SR1-1 層 建築材 柱根 （91.5） 13.0 13.2
先端尖る、上
部切断か

クリ 丸木取り

87 3 8I22 SD112 2 SR1-1・2 層 容器 折敷 18.1 6.7 0.6 釘孔 8 スギ 柾目 転用品

87 4 8I17 SR165 2 SR1-1・2 層 部材
不明
木製品

37.4 3.3 0.8 孔 3 ― 板目

87 5 8H22 SA825-7 ― SR1-2 層 祭祀具 串 37.6 2.7 1.8 先端尖る スギ 柾目

87 6 8H22 SA825-8 ― SR1-2 層 祭祀具 串 26.5 1.7 0.7 先端尖る スギ 板目

87 7 8I2 SR1-2 層
祭祀具
？

不明 4.6 1.8 0.9
ケズリ、円 2、
刺突

ケズリ、円 2、
刺突

スギ 板目

87 8 7H13 SR1-3 層 文房具
呪符
木簡

27.9 5.0 0.4
圭頭、先端尖
る

ケズリ スギ 柾目
第三号木簡

「符籙」

87 9 7H19 SR1-3 層 祭祀具 舟形？ 6.1 2.3 1.4 丁寧なケズリ スギ 板目

87 10 8H21 SR1-3 層 祭祀具 刀形？ 9.0 1.9 0.7 刃部作り出し スギ 板目

87 11 8I6 SR1-3 層 祭祀具 刀形？ 1.8 13.7 0.6 刃部作り出し スギ 柾目

87 12 7I4 SR1-3 層 祭祀具 串 29.1 1.9 0.5 先端鋭く尖る スギ 板目

87 13 7H18 SR1-3 層 祭祀具 串 37.3 2.1 1.2 先端尖る ― 板目

87 14 8I7 SR1-3 層 食事具 漆器皿 （0.8） 9.0 底（7.1） 黒漆 黒漆 モクレン属 横木地 底部欠損

88 15 8H21 SR1-3 層 食事具 漆器椀 （2.7） （13.0） 7.1 黒漆・赤絵 黒漆・赤絵 ケヤキ 横木地

88 16 7I14 SR1-3 層 容器 柄杓？ （2.0） 8.4 ―

樺皮ではなく
側板と同じ材
で結束、木釘、
孔

底板：アス
ナロ 
側板：アス
ナロ

底板：板
目 
側板：板
目

88 17 7I15 SR1-3 層 容器 曲物 （2.8） 6.2 ～ 7.4 ― 黒漆塗り
黒漆塗り、樺
皮

アスナロ 柾目
変形して歪
む

88 18 7H24 SR1-3 層 容器
曲物
側板

5.3 19.0 0.4
樺皮、ケビキ、
孔 2

スギ 柾目 転用？

88 19 7H24 SR1-3 層 服飾具
連歯
下駄

A Ⅱ
a1

2 23.8 10．1 2.8 刃物痕 モクレン属 柾目 使用痕あり

88 20 8I1 SR1-3 層 服飾具
無歯
下駄

B Ⅰ
b

― 15.4 7.8 1.3 スギ 板目
子供用。一
部炭化

88 21 7H3 SR1-3 層 服飾具
露卯
下駄歯

C a 10.7 16.4 2.0
枘 1、面取丁
寧

スギ 柾目
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図版 
No.

報告 
No.

グリッド
遺構
番号

層位 器種
上塗色 計測値（単位：cm（A ～ F）、°（H））〈　〉内は推定値 木

取
樹種 備考

内面 外面 A B C D E F E ＋ F H

66 15 8F25 SR1 1 椀 黒 黒 7.4 7.5 10.1 ― ― 0.1 ― 横 ブナ属

66 16 9G4 SR1 1 椀 黒 黒 7.1 7.5 12.5 ― ― ― ― 横 ケヤキ

66 17 6D18 SR1 1 椀 黒 黒 7.8 8.2 12.9 14.2 2.9 0.2 3.1 63 横 ケヤキ

66 18 6D14 SR1 1 椀 黒（赤漆絵） 黒（赤漆絵） 6.2 6.4 12.0 ― ― 0.1 66 横 ブナ属 漆絵は手書き。

66 19 6E4 SR1 1 鉢か？ 不明 不明 ― 10.0 14.3 ― ― ― ― 横 ケヤキ

66 20 7G6 SR1 1 蓋 黒 黒 7.2 0.9 横 ヒノキ科
表面に三つ又と V 字様の装飾。柾
目。

69 55 8E24 SD111 覆土 椀 黒 黒 8.2 8.3 12.7 ― ― 0.1 4.7 72 横 クリ

70 73 5E15 SR165 ― 椀 黒（赤漆絵） 黒 7.5 7.7 12.5 ― ― 0.1 ― 横 ケヤキ 漆絵は手書き。

70 76 6D13 SK72
底面 
直上

皿 黒 黒 ― 8.0 8.3 9.1 1.5 ― 62 横 ケヤキ

70 77 5C19 SK75 2 皿 赤 黒 ― 8.0 9.1 9.8 1.5 ― 62 横 ケヤキ

70 78 5C19 SK75 3 皿 不明 不明 5.6 6.8 8.5 8.5 0.8 0.1 0.9 78 横 クリ

70 79 5D4 SK86
4・ 

床直
皿 赤 黒 ― 7.2 8.4 ― ― ― 63 横 ケヤキ

73 119 7G7 SD597 3 椀 黒（赤漆絵） 黒 8.2 8.3 11.5 ― ― 0.1 ― 横 カツラ 漆絵は手書き。

73 120 7G7 SD597 3 椀 黒 黒 7.0 7.1 12.3 ― ― 0.1 ― 横 ケヤキ

74 125 6E25 SR1 1 皿 不明 不明 ― 7.8 9.0 9.2 0.8 ― 47 横 クリ

74 126 6F8 SR1 2 皿 黒 黒 ― 7.8 9.0 9.6 1.4 ― 71 横 ケヤキ

74 127 7G18 SR1 2 皿 黒 黒 ― 8.0 8.6 0.9 ― 59 横 モクレン属

74 128 7H15 SR1 2 椀 黒 黒 ― ― ― ― ― ― ― 横 ケヤキ 口縁部内外面に布をかぶせる。

174 129 6E8 SR1 2 椀か？ 赤 赤（赤漆絵） 横 クリ
写真のみ掲載。皆朱漆器はこの 1
点のみ。漆絵は手書き。

74 130 6D8 SR1 2 椀 黒 黒 6.7 6.9 10.1 ― ― 0.1 ― 横 カツラ

74 131 6F8 SR1 2 椀 黒 黒 5.8 6.1 11.3 12.2 3.3 0.1 3.4 78 横 ケヤキ

2009 〜 2011 年度  漆器計測表（1）

2011 年度  木製品観察表（2）

図版 
No.

報告 
No.

出土地点

種類 器種

下駄分類 法量（cm） 調整・装飾

樹種 木取 備考
グリッド 遺構 層位 所属層位

台平
・側

歯 長・高 幅・口径
厚・底

径
表面・外面 裏面・内面

88 22 7H25 SR1-3 層 服飾具 草履芯 24.9 10.4 0.3 孔 2、切欠き スギ 板目
ワラ良好に
残存

88 23 8I7 SR1-3 層 服飾具 草履芯 25.1 10．1 0.5 孔、切欠き スギ 板目 ワラ残存

88 24 7I10 SR1-3 層 建築材 杭？ 25.2 5.4 2.0 スギ 板目

88 25 8H16 SR1-3 層 部材
枘付
木製品

8.8 1.8 1.5 ケズリ、枘 ケズリ スギ 柾目

89 26 7H18 SR1-3 層 部材 柄 22.5 2.3 1.4
先端浅い十字
状切り込み

スギ 板目 柄か

89 27 8I1 SR1-3 層 部材 柄？ （13.1） 2.2 0.7
ケズリ、木釘
2

スギ 柾目 刀子柄か

89 28 8H21 SR1-3 層 部材
棒状
木製品

26.4 1.3 1.2 先端細くする スギ 板目

89 29 7I4 SR1-3 層 部材
不明
木製品

11.9 1.8 0.8 孔 3 スギ 板目 柄か

89 30 7I4 SR1-3 層 部材
不明
木製品

4.4 14.7 3.7 ケズリ スギ 柾目
把手未製品
か

89 31 7I9 SR1-3 層 部材
不明
木製品

13.5 1.2 0.9 枘、孔 スギ 板目

89 32 7I9 SR1-3 層 部材
不明
木製品

22.3 1.1 1.0
先端尖る、溝
2

スギ 柾目

89 33 8I6 SR1-3 層 部材
不明
木製品

3.4 18.5 2.7 上部に切欠き ― 柾目

89 34 8I2 SR1-3 層 農具 鎌柄 32.4 2.4 1.7 面取り、孔、 スギ 板目 刃部残る

89 35 7I10 SR1-3 層 農具 木錘？ （7.1） 3．3 2.0 面取 スギ 柾目

89 36 8H22 SR1-3 層 農具 木錘 11.9 1.3 1.4 面取、切欠き スギ 柾目

89 37 7H SR1-1 ～ 3 層 食事具 漆器皿 1.5 9.0 6.5 黒漆 黒漆 クリ 横木地
ロクロ目顕
著

89 38 7I3 SR1-1 ～ 3 層 農具 鎌柄 21.5 1.7 （1.1）
5 か所の滑り
留め

スギ 柾目
刃を入れた
中央から割
ける

89 39 8I7 SR2-1 層上面 文房具
茅札
木簡

10.0 4.6 0.4
両側面上下に
切欠き

スギ 柾目

第四号木簡
「よしゑの
かやふ／た
の事／元亨
五年□月五
日」「花押」

90 40 18D3 SA871-3 SD870 中 Ⅹ 建築材 杭 53.3 3.8 3.9 先端尖る ― 丸木取り

90 41 18D1 SA871-9 SD870 中 Ⅹ 建築材 杭 100.8 8.0 7.9 先端尖る ヤナギ属 丸木取り

90 42 17C25 SA871-15 SD870 中 Ⅹ 建築材 杭 78.0 9.1 8.5
先端丁寧に加
工して尖る。
括れあり

ヤナギ属 丸木取り
土圧で折れ
曲がる

90 43 18C22 SA872-2 SD870 中 Ⅹ 建築材 杭 30.5 4.6 4.5
先端 6 回以
上加工

ヤナギ属 丸木取り

90 44 18C21 SA872-6 SD870 中 Ⅹ 建築材 杭 35.0 3.8 3.1 先端尖る ヤナギ属 丸木取り

90 45 21D20 P916 Ⅻ 建築材 柱根 （90.8） 18.3 17.3 樹皮残る。 ヤナギ属 丸木取り

90 46 21D14 P917 Ⅻ 建築材 柱根 （96.0） 15.9 13.3 樹皮残る。 ヤナギ属 丸木取り

90 47 21E9 Ⅻ 部材
不明
木製品

19.9 8.3 0.6
丸孔 2、方形
孔 1、釘孔 1

― 板目 折敷転用か

90 48 12F9 ⅩⅤ 祭祀具 陽物 19.1 4.5 （4.4） ケズリ ケズリ モクレン属 丸木

90 49 10D25 ⅩⅤ 食事具 漆器椀 3.5 13.3 6.3 黒漆 黒漆 ケヤキ 横木地
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図版 
No.

報告
No.

台部 歯部

全高 N 鼻緒角度 P
長さ 幅 厚さ 緒穴 前歯 後歯 歯間 

距離
A A1 A2 A3 B C D H

前 後 厚さ 幅 高さ 厚さ 幅 高さ

E F G K1 L1 M1 I1 J1 K2 L2 M2 I2 J2 Q

67 30 15.9 2.3 7.5 6.1 8.1 9.3 9.1 1.3 0.8 1.2 1.1 1.8 8.4 9.2 2.5 ― 1.9 8.8 9.7 2.5 ― 6.8 3.8 36.0 

67 31 19.6 2.1 （9.3） 8.2 7.7 10.1 10.1 1.4 1.7 1.8 2.3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 6.8 （1.5） ―

67 32 20.1 2.4 9.6 8.1 8.0 10.0 9.9 1.7 1.8 1.9 2.3 2.6 10.0 10.5 1.9 ― 1.5 9.4 ― 1.9 ― 5.9 3.0 39.0 

67 33 19.5 1.7 10.3 7.5 6.0 9.2 （9.4） 1.3 1.0 （1.5） 1.6 2.4 ― ― ― ― 1.5 ― ― ― ― 4.8 （1.5） 31.0 

67 34 13.3 2.7 5.5 5.1 （3.2）（3.5）（3.2） 1.6 ― ― 0.7 1.8 ― ― 0.7 ― 1.5 ― ― 1.0 ― 4.6 2.2 ―

67 35 20.7 2.5 8.7 9.5 （11.6） 12.3 （9.7） 1.1 1.6 （1.8） 2.6 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 40.0 

67 36 20.4 1.5 9.4 9.5 10.5 12.0 12.0 1.9 1.4 2.0 2.1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 45.0 

67 37 23.0 3.1 9.5 10.4 7.0 9.7 9.5 2.8 1.5 2.0 2.0 ― ― ― ― 1.2 ― ― ― ― 1.3 ― ― 41.0 

68 38 22.9 3.3 9.4 10.2 7.5 （9.2） 10.0 （3.0） 1.4 2.6 2.8 ― ― ― ― 1.5 2.0 8.5 ― ― 1.8 ― ― 37.0 

68 39 21.5 2.2 12.3 7.0 7.2 9.6 （9.2） 3.3 1.4 （1.3） 2.3 ― ― ― ― 1.5 ― ― ― ― 1.9 ― ― ―

68 49 26.3 4.1 9.0 13.2 15.5 13.0 15.7 2.2 1.6 1.9 2.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 41.0 

69 65 （12.0） 2.7 6.6 （2.7） 7.1 7.9 7.9 1.3 0.7 1.0 0.9 1.5 7.9 8.7 3.7 ― 1.8 8.2 9.0 3.6 ― 3.8 4.5 47.0 

70 75 25.1 3.7 13.3 8.1 （9.0）（8.9）（9.4） 1.7 2.1 ― 1.9 2.5 （9.5）（9.6） 1.1 ― 2.3 （9.0）（9.0） 0.9 ― 10.4 2.7 ―

70 81 17.3 2.1 8.3 6.9 9.7 10.9 11.0 1.7 1.0 1.4 1.5 2.3 9.8 11.0 1.5 ― 2.2 11.0 （9.2） 1.2 ― 5.2 3.0 46.0 

73 117 23.5 3.3 9.7 10.5 7.2 9.9 （9.6） 1.3 1.3 （2.1） 2.0 2.5 9.6 8.5 1.3 ― 2.5 （9.8） 8.6 1.6 ― 5.6 2.5 40.0 

76 163 15.0 2.5 5.8 6.7 （7.2） 7.9 （7.8） 1.8 1.2 1.0 1.0 1.9 7.6 8.0 1.3 ― 1.6 7.9 8.1 1.3 ― 3.2 3.1 54.0 

76 164 26.7 4.2 10.0 12.5 12.5 13.8 13.6 3.1 2.1 2.6 2.6 4.1 13.4 11.5 2.6 ― 3.0 13.7 12.0 2.3 ― 5.6 5.2 43.0 

76 165 26.2 4.0 11.3 10.9 （5.7）（7.9）（8.1） 1.9 ― ― 2.5 （2.6） ― （4.2）（0.5） ― （3.0） ― （6.9）（0.5） ― 8.8 （2.6） ―

77 166 26.4 4.2 9.8 12.4 15.4 17.0 17.0 2.4 2.0 2.4 2.1 2.1 15.9 14.0 ― ― 2.3 16.0 15.0 ― ― 7.6 3.0 50.0 

76 167 15.8 1.5 7.7 6.7 8.1 9.8 9.8 1.6 1.6 1.7 1.2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 41.0 

76 168 21.7 3.7 10.3 7.7 9.1 9.7 （7.8） 1.1 1.1 1.8 ― 3.5 ― ― ― ― 4.1 ― ― ― ― 4.8 （1.5） 41.0 

76 169 23.8 4.1 9.7 10.0 （8.6） 10.3 10.0 1.4 1.0 1.8 1.8 3.1 ― 10.5 ― ― 3.3 ― （9.6） ― ― 5.8 （1.7） 44.0 

76 170 14.0 1.7 6.1 6.2 9.3 9.4 9.3 1.7 1.2 1.4 1.2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 60.0 

76 171 23.1 3.4 10.0 9.7 7.7 10.3 10.2 2.1 1.1 1.7 1.8 ― ― ― ― 0.9 1.7 ― ― ― ― ― ― 40.0 

76 172 23.0 3.1 9.9 10.0 8.0 10.6 10.6 3.0 1.5 2.0 2.2 ― ― ― ― 1.5 ― ― ― ― 1.6 ― ― 43.0 

76 173 21.8 （2.1） 9.4 10.3 6.8 9.7 10.0 3.0 1.8 2.7 2.8 1.4 7.1 11.7 5.5 1.3 1.7 ― 12.0 4.9 2.1 9.2 8.2 38.0 

78 175 12.8 2.0 5.6 5.2 7.1 8.5 8.6 2.0 1.0 1.2 1.2 1.4 7.5 8.1 2.1 0.8 1.3 7.8 8.0 1.9 1.0 4.6 3.9 52.0 

79 199 26.0 4.0 11.0 （11.0） 13.3 17.5 17.8 2.2 3.0 3.3 2.8 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 55.0 

80 219 16.5 3.1 7.4 5.9 8.0 8.7 8.5 1.9 0.8 0.9 0.9 2.6 8.7 9.6 2.5 ― 2.7 8.4 9.2 3.2 ― 4.8 4.4 47.0 

80 220 23.1 3.3 9.0 10.8 6.3 8.0 （7.1） 3.2 1.0 1.4 ― ― ― ― ― 2.1 1.7 8.9 14.7 9.3 1.9 ― 12.2 ―

88 19 23.8 3.5 9.6 10.7 7.4 9.8 7.5 0.9 1.0 1.2 1.4 2.2 8.1 9.6 1.2 ― 2.6 10.1 9.5 1.2 ― 5.4 2.8 43.0 

88 20 15.4 2.8 6.6 6.0 （7.2） 7.6 5.3 1.0 0.7 0.6 0.6 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 45.0 

2009 〜 2011 年度  下駄計測表

図版 
No.

報告 
No.

グリッド
遺構
番号

層位 器種
上塗色 計測値（単位：cm（A ～ F）、°（H））〈　〉内は推定値 木

取
樹種 備考

内面 外面 A B C D E F E ＋ F H

74 132 6E9 SR1 2 椀 黒 黒 7.1 7.3 11.5 ― ― 0.1 ― 横 クリ

74 133 7H19 SR1 2 鉢か？ 黒 不明 ― 7.1 12.0 ― ― ― ― 横 ケヤキ

74 134 6F8 SR1 2 椀 黒 黒 7.7 7.9 11.4 13.6 2.8 0.2 3.0 56 横 ブナ属

74 135 7E17 SR1 2 椀 黒（赤漆絵） 黒（赤漆絵） 6.5 6.7 13.9 ― ― 0.1 ― 横 ブナ属
漆絵は最外周の円が型押し、内部
の巴文は手書き。

74 136 6D13 SR1 2 椀 黒（赤漆絵） 黒 ― ― ― 〈14.3〉 ― ― ― 横 モクレン属 漆絵は手書き。

74 137 7G23 SR1 2 椀 赤 黒（赤漆絵） 7.4 7.7 14.3 ― ― 0.1 ― 横 モクレン属 漆絵は手書き。

79 202 6E11 SK179 3 椀 黒 黒 7.0 7.1 13.2 14.4 5.3 0.1 5.4 76 横 トチノキ

79 203 6E11 SK179 3 皿 不明 不明 ― 6.2 8.0 8.7 1.0 ― 55 横 クリ

79 205 6E11 SK179 4 椀 黒 黒 7.2 7.6 11.9 13.0 2.9 0.1 3.0 63 横 ケヤキ

79 206 6E3 SK201 ― 皿 黒 赤 ― 8.4 10.0 10.3 1.2 ― 68 横 ブナ属

80 224 7E17 SK476 2 椀 赤 黒（赤漆絵） ― 7.4 13.1 ― ― ― ― 横 クリ 漆絵は手書き。

81 243 6F8 P275 2 片口鉢 黒 黒 ― 13.2 17.1 18.1 6.1 ― 80 横 カツラ

82 261 6E18 SR1 3 椀 黒 黒 7.7 8.2 10.8 ― ― 0.1 ― 横 カツラ

82 262 6F14 SR1 3 椀 黒（赤漆絵） 黒 8.0 8.2 11.1 ― ― 0.1 ― 横 トチノキ 漆絵は一部型押しか。

175 265 5E25 SR1 3 椀か？ 黒 赤（赤漆絵） 横 ブナ属 写真のみの掲載。漆絵は手書き。

84 296 9F6 SD150 1 椀 黒（赤漆絵） 黒 6.8 7.3 13.2 14.1 5.4 0.2 5.6 77 横 ケヤキ 漆絵は手書き。

87 14 8I7 SR1 3 皿 黒 黒 6.5 6.6 9.0 9.0 1.4 0.1 1.5 90 横

88 15 8H21 SR1 3 椀 黒（赤漆絵） 黒（赤漆絵） 7.0 ― ― ― ― ― ― ― 横

90 49 10D25 ⅩⅤ 椀 黒 黒 6.3 6.5 12.5 13.3 3.3 0.2 3.5 75 横

2009 〜 2011 年度  漆器計測表（2）

※（　）は残存値　単位：cm、角度：°
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Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（2）水田、水口 図 版 11
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図 版 12 Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（3）SB336
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 2 黒褐色シルト 灰黄色シルトブロック（φ1～3mm）微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
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1  黒褐色シルト 粘性なし、しまりなし。
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   粘性あり、しまりあり。
 2 灰色シルト 砂少量混入。粘性あり、しまりあり。
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Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（4）SK3・4・29・65・69・70 図 版 13

0 （1：40） 2m

SK69
 1 灰オリーブ色シルト 黒色土（厚さ10～50mm）と、暗灰黄色層

（厚さ2～3mm）がラミナ状に多量混入。
   粘性あり、しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ5～20mm）少量含む。

粘性あり、しまりあり。
 3 暗灰黄色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ10～30mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 4 灰オリーブ色シルト 暗灰黄色シルト（厚さ5～10mm）でラミ

ナ状に少量混入。粘性あり、しまりあり。
 5 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ2～3mm）少量含む。粘性あり、
   しまりあり。

SK65
 1 灰色シルト 灰色粘質シルトブロック（φ10mm）多量、黒色土ブロック
   （φ5～30mm）少量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 灰色シルト 灰色粘質シルトブロック（φ20～50mm）多量含む。粘性あり、

しまりあり。
 3 オリーブ黒色シルト 灰色シルト粒微量含む。粘性あり、しまりあり。
 4 灰オリーブ色シルト 灰色シルトブロック（φ5～20mm）多量含む。粘性あり、
   しまりあり。
 5 黒色土 腐植土混入。粘性あり。しまりなし。

SK70
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ5～10mm）
   多量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ5～10mm）
   少量含む。粘性あり、しまりあり。
 3 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ5mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 4 灰オリーブ色シルト 砂多量含む。粘性あり、しまりあり。
 5 黒褐色土 植物遺存体小片多量含む。粘性なし、しまりあり。

SK3
 1 褐灰色シルト 粘性あり、しまりあり。
 2 黒色腐植土 褐灰色シルトブロック含む。
   粘性なし、しまりなし。
 3 褐灰色シルト 褐灰色シルトブロック。

SK4
 1 黒色腐植土 灰白色砂と植物遺存体がラミナ状に混入。

粘性あり、しまりあり。
 2 灰色シルト 1層に灰色シルトブロックが多量に混入

した層。
   底部にうすく植物遺存体あり。

SK29
 1 オリーブ黒色土 砂、砂塊（φ5～30mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 2 黒色土 灰オリーブ砂質シルト塊（φ10～30mm）
   多量含む。砂やや多く、腐植物多量含む。

粘性あり、しまりあり。
 3 黒褐色土 腐植物やや多く、砂少量含む。粘性あり、

しまりあり。
 4 黒色土 植物遺存体多量含む。粘性なし、
   しまりあり。
 5 黒色土 植物遺存体（φ1～30mm）多量含む。
   粘性なし、しまりあり。
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図 版 14 Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（5）SK72・75・85・86・94・167

0 （1：40） 2m

SK72
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ20～30mm）
   多量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 オリーブ黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ10mm）
   多量含む。粘性あり、しまりあり。
 3 黄褐色土 植物遺存体細片多量含む。粘性あり、しまりなし。
 4 黒褐色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ10～20mm）
   多量含む。

SK75
 1 灰オリーブ色シルト
  黒色土（φ2～10mm）微量含む。

粘性あり、しまりあり。
 2 黒色土
  灰オリーブ色シルト層。腐植土と
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ5～100mm）の互層。
  粘性あり、しまりあり。
 3 黒色土
  植物遺存体細片多量含む。
  粘性あり、しまりなし。
 4 灰オリーブ色シルト
  黒色土粒（φ2mm）少量含む。
  粘性あり、しまりあり。

SK86
 1 灰オリーブ色シルト
  浅黄色細砂少量含む。
  粘性あり、しまりあり。

SR1-1層。
 2 灰色シルト
  灰オリーブ色シルト
  ブロック（φ2～5mm）

多量含む。
  粘性あり、しまりあり。

SR1-1層。
 3 黒色土
  灰オリーブ色シルト
  （厚さ2～5mm）と
  灰色シルト
  （厚さ2～5mm）の互層。

SR1-1層。
 4 灰オリーブ色シルト
  灰色シルトブロック
  （φ5mm）少量含む。
  SR1-1層。
  粘性あり、しまりあり。
 5 灰色シルト
  腐植土（厚さ1～10mm）
  多量混入。黒色土（厚さ

10mm）、灰オリーブ色
  ブロック（φ50mm）
  少量含む。粘性あり、
  しまりあり。

SK85
 1 灰オリーブ色シルト 細砂微量含む。粘性あり、しまりあり。
   SR1-1層。
 2 灰オリーブ色シルト 黒色土（厚さ1～10mm）と灰オリーブ色シル

ト（厚さ5～20mm）の互層。
   粘性あり、しまりあり。SR1-1層。
 3 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ10mm）微量含む。
   粘性あり、しまりあり。SR1-1層。
 4 黒褐色土 粘性あり、しまりなし。 
 5 黒色土 植物遺存体、灰黄色シルトブロック含む。粘性

あり、しまりあり。SR1-1層。
 6 灰黄色土 黄色粗砂少量含む。粘性あり、しまりあり。

SR1-1層。
 7 灰色シルト 粘性あり、しまりあり。
 8 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ10～50mm）

多量含む。腐植土混入。粘性あり、しまりあり。
 9 腐植土層

SK94
 1 灰色シルト
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ0.5～10mm）多量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 2 腐植土層
 3 黒色土
  植物遺存体多量含む。
  粘性あり、しまりなし。
 4 灰オリーブ色シルト
  黒色土粒少量含む。
 5 黒褐色土
  植物遺存体多量含む。粘性あり、

しまりなし。

SK167
 1 黒色土
  植物遺存体細片多量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 オリーブ黒色土
  灰オリーブ色シルトブロック（φ20mm）少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 3 灰オリーブ色シルト
  灰色シルトブロック（φ10mm）多量含む。粘性あり、
  しまりあり。
 4 灰オリーブ色シルト
  灰色シルトブロック（φ10mm）微量含む。粘性あり、
  しまりあり。
 5 オリーブ黒色土
  灰オリーブ色シルトブロック（φ20mm）少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 6 黒色土
  植物遺存体細片多量含む。粘性あり、しまりあり。
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Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（6）SK169・267・334・335・381・399・400 図 版 15

0 （1：40） 2m

SK169
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ10～30mm）
   多量含む。粘性あり、しまりあり。SR1-1層。
 2 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ5mm）微量含む。

粘性あり、しまりあり。
 3 暗赤褐色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ10～50mm）
   少量含む。植物遺存体多量含む。粘性なし、
   しまりなし。

SK267
 1 青灰色シルト 黒色腐植土がラミナ状に混入。
   大炭化物（φ1～5mm）少量含む。

粘性あり、しまりなし。
 2 黒色腐植土 遺物多量含む。粘性なし、しまりなし。
 3 茶褐色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 4 黒色腐植土 シルトブロック含む。粘性なし、
   しまりなし。

SK334
 1 灰オリーブ色シルト
  粘性あり、しまりあり。
 2 黒色土
  白色灰少量含む。粘性あり、しまりあり。
 3 腐植土層
 4 黒色土
  灰オリーブ色シルトブロック（φ1～5mm）
  微量含む。粘性あり、しまりあり。

SK335
 1 オリーブ黒色土
  Ⅷ層ブロック（φ10～50mm）
  多量含む。粘性あり、しまりあり。　

SR1-1層。
 2 灰オリーブ色シルト 
  シルトブロック（φ50～100mm）、
  黒色土ブロック（φ50mm）少量含む。

粘性あり、しまりあり。SR1-1層。
 3 灰色シルト
  植物遺存体を多量含む。粘性なし、
  しまりあり。

SK400
 1 青灰色シルト 黒色腐植土がブロック状に混入。粘性あり、

しまりあり。
 2 黒色腐植土 茶褐色腐植土少量混入。粘性なし、しまり　

なし。
 3 青灰色シルト 黒色腐植土が1層より多くブロック状に混入。

粘性あり、しまりあり。

SK399
 1 白色シルト 粘性あり、しまりあり。
 2 黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 3 青灰色シルト 茶褐色土がラミナ状に混入。
 4 黒褐色腐植土
 5 青灰色シルト 茶褐色土少量含む。
   粘性あり、しまりあり。

SK381
 1 黒褐色腐植土 粘性なし、しまりなし。
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図 版 16 Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（7）SK410・473・488・527・529・534・547・562・802
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SK410
 1 灰オリーブ色シルト 灰色砂多量含む。粘性あり、
   しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト オリーブ黒色土シルトブロック

（φ5mm）少量含む。粘性あり、
   しまりあり。
 3 灰オリーブ色シルト シルトブロック（φ5～10mm）、

オリーブ黒色土ブロック
   （φ5～10mm）少量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 4 黒褐色土 植物遺存体細粒多量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 5 灰オリーブ色シルト 灰オリーブ色細砂多量含む。
   粘性あり、しまりあり。

SK473
 1 灰オリーブ色シルト シルトブロック（φ20～30mm）、

黒色土ブロック（φ50mm）、
   灰色シルト少量含む。粘性あり、

しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト シルトブロック（φ30～50mm）、

黒色土ブロック（φ30～50mm）
少量含む。粘性あり、しまりあり。

 3 腐植土層 黒色土粒少量含む。粘性なし、
   しまりあり。

SK488
 1 黒色腐植土 青灰色シルトブロック少量含む。粘性

なし、しまりなし。

SK562
 1 青灰色シルト 茶褐色腐植土少量混入。
   粘性あり、しまりなし。
 2 黒色腐植土 青灰色シルトブロック、
   茶褐色腐植土少量含む。
   粘性なし、しまりなし。

SK534
 1 青灰色シルト 黒色腐植土少量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 黒色土 黒色腐植土と茶褐色腐植土がラミナ状に混入。遺物多く出土。

粘性なし、しまりなし。
 3 青灰色シルト 粘性あり、しまりなし。
 4 黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。

SK547
 1 黒色腐植土 茶褐色腐植土がラミナ状に混入。粘性なし、しまりなし。
 2 青灰色シルト 粘性あり、しまりなし。
 3 茶褐色腐植土 黒色腐植土がラミナ状に混入。粘性なし、しまりなし。

SK529
 1 黒色腐植土 青灰色シルトブロック含む。籾殻混入。粘性なし、しまりなし。
　

SK527
 1 黒色シルト 杭痕。粘性なし、しまりなし。
 2 黒褐色シルト 暗オリーブ灰色シルトブロック

（φ1～20mm）多量含む。
   粘性なし、しまりなし。
 3 黄灰シルト 暗オリーブ灰色シルトブロック

（φ1～30mm）少量含む。
   粘性なし、しまりなし。
 4 黒褐色腐植土 腐植土主体層。粘性なし、
   しまりなし。

SK802
 1 暗オリーブ灰色シルト 黒色腐植土が斑に多量混入。
   下部に褐色腐植物有。粘性あり、しまりあり。
 2 暗オリーブ灰色シルト 黒色腐植土わずかに混入。
   粘性あり、しまりあり。
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0 （1：40） 2m

土器

P22
 1 オリーブ黒色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ3～5mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト 粘性あり、しまりなし。

P28
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ5～10mm）少量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 2 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ5～11mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 3 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ5mm）
   少量含む。粘性あり、しまりあり。
 4 灰色シルト 黒色土ブロック（φ5～31mm）

多量含む。粘性あり、しまりあり。
 5 灰色シルト 粘性あり、しまりあり。

P39
 1 オリーブ黒色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ5～10mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。

P43
 1 オリーブ黒色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   少量含む。粘性あり、しまりあり。

P56
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ10mm）多量、シルト
   ブロック（φ5mm）少量含む。
   粘性あり、しまりあり。
P63
 1 灰色シルト 黒色土ブロック（φ10～20mm）

やや多く、灰オリーブ色シルト
   ブロック（φ5mm）少量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト 粘性あり、しまりあり。

P80
 1 オリーブ黒色シルト オリーブ灰色砂質シルトブロック

（φ20mm）多量、黒色土
   ブロック（φ5～10mm）少量
   含む。粘性あり、しまりあり。
 2 灰色シルト 砂粒やや多く含む。粘性あり、
   しまりあり。
 3 灰色シルト 砂質シルトブロック（φ10mm）

主体層。オリーブ黒色シルト少量
含む。粘性あり、しまりあり。

P81
 1 黄灰色土 黄色粗砂多量含む。粘性あり、
   しまりあり。
 2 黒褐色土 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ5～10mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。

P88
 1 オリーブ黒色シルト 粘性あり、しまりなし。

P159
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ5mm）多量含む。粘性あり、

しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト 粘性あり、しまりなし。
 3 灰オリーブ色シルト 灰色シルトブロック
   （φ20～50mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。

P414
 1 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ2～5mm）少量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 2 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ5mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 3 灰オリーブ色シルト 灰色シルトブロック（φ5mm）
   少量含む。粘性あり、しまりあり。

P447
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ1～10mm）多量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 2 黄色砂質土 1層に黄色砂が多量に混入した層。
 3 灰オリーブ色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ10～20mm）と灰色シルト
   ブロック（φ10～20mm）の
   混合土。

P449
 1 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ10～20mm）

多量含む。粘性あり、しまりあり。

P611
 1 褐灰色土 粘性あり、しまりあり。
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図 版 18 Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（9）P750・752 ～ 754・756 ～ 759・804・805・807・818・832
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P804
 1 暗オリーブ灰色シルト 黒色腐植土ブロック状に混入。
   粘性あり、しまりあり。

P818
 1 黒色シルト 灰色シルト・炭化物がブロック状に
   わずかに混入。粘性あり、しまりあり。

P805
 1 暗オリーブ灰色シルト オリーブ灰（5GY5/1）ブロック状に混入。
   粘性あり、しまりあり。

P807
 1 暗オリーブ灰色シルト 粘性あり、しまりあり。

P756
 1 黒褐色シルト 暗灰黄色シルトブロック
   （φ1～30mm）多量含む。
   粘性なし、しまりなし。
 2 黒褐色シルト 暗灰黄色シルトブロック
   （φ1～5mm）微量含む。
   柱痕と考えられる。
   粘性あり、しまりなし。
P750
 1 黒色シルト 粘性なし、しまりなし。

P752
 1 黒褐色シルト 灰色シルトブロック（φ1～5mm）、
   炭化物（φ1～3mm）微量含む。粘性なし、
   しまりなし。
2  黒褐色シルト 灰色シルトブロック（φ1～10mm）、
   炭化物（φ1～3mm）微量含む。打ち込み時
   に生じた隙間と考えられる。粘性なし、しま
   りなし。

P753
 1 オリーブ黒色シルト 砂がブロック状に少量、黒色土が
   ブロック状に微量含む。
   粘性なし、しまりなし。
 2 黒色シルト 黒色シルトブロック（φ1～20mm）
   多量含む。3層に土質近似。
   3層杭抜き取り時の抜き取り痕か。
   粘性なし、しまりなし。
 3 黒褐色シルト オリーブ黒色シルトブロック
   （φ1～20mm）少量含む。
   2層に土質近似。旧段階の柱痕か。
   粘性なし、しまりなし。

P759
 1 黒褐色腐植土 腐植土主体層。粘性なし、しまりなし。
P758
 1 黒褐色シルト 粘性あり、しまりあり。

P754
 1 黒色シルト 灰白色シルトブロック多量に、
   炭化物粒（φ1～5mm）
   極わずかに含む。
 2 灰色砂 打ち込み時に動いた砂層と
   考えられる。粘性なし、しまり
   なし。
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Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（10）SA12 ～ 14・145、SX30・55・97・98・151 ～ 154・439・566 図 版 19
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図 版 20 Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（11）SX5・91・209・332・345 ～ 347・485・487
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SX332
 1 黒色土
  白色灰多量含む。粘性あり、
  しまりあり。
 2 灰オリーブ色灰層
  赤色焼土粒（φ5mm）少量含む。
  粘性なし、しまりなし。
 3 黒色土
  白色灰多量含む。粘性あり、
  しまりあり。

SX345
 1 暗赤褐色シルト（焼土主体層）
  シルトブロック（φ1～5mm）微量含む。

被熱による変質層。

SX5　A-A'　B-B'
 1 灰オリーブ色シルト 炭化物（φ5mm）少量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 黒褐色土 炭化物（φ5mm）少量、灰微量含む。粘性あり、
   しまりあり。
 3 浅黄橙色土 灰層。炭化物（φ5～10mm）多量含む。粘性あり、

しまりあり。
 4 黒色土

SX485
 1 灰オリーブ色シルト
  焼土粒（φ1～2mm）少量含む。粘性あり、しまりあり。
  被熱による変質層。
 2 にぶい赤褐色シルト
  焼土層。粘性あり、しまりあり。被熱による変質層。
 3 暗赤灰色シルト
  焼土層。粘性あり、しまりあり。被熱による変質層。
 4 明赤灰色シルト
  焼土層。粘性あり、しまりあり。被熱による変質層。

SX487
 1 暗赤灰色土
  焼土。被熱による変質層。

SX346
 1 暗赤褐色土（焼土主体層）
  被熱による変質層。

SX347
 1 黒褐色シルト（焼土主体層）
  焼土ブロック（φ1～5mm）
  微量含む。被熱による変質層。
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Ⅹ層、SR1-1・2層遺構個別図（12）SD111 ～ 114・129・130・150・166、SR165 図 版 21
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SD150
 1 緑灰色シルト 固い白色物多量含む。粘性あり、しまりあり。

SD111
 1 緑灰色シルト 炭化物（φ5～10mm）少量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 緑灰色シルト 砂、炭化物少量含む。粘性あり、しまりあり。
 3 緑灰色シルト 砂、炭化物少量含む。粘性あり、しまりあり。 SD113

 1 緑灰色シルト
  炭化物少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 2 緑灰色シルト
  砂、炭化物少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 3 緑灰色シルト
  砂、白い粒子少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 4 緑灰色シルト
  3層よりやや暗い。
  白い固い粒子多量含む。
  粘性あり、しまりあり。

西盛土
 1 緑灰色シルト 砂多量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 緑灰色シルト 砂少量含む。粘性あり、しまりあり。
 

（SR165）
 1 暗灰黄色シルト　粘性あり、しまりあり。
 2 黄灰色シルト 灰色シルトブロック（φ1～5mm）

微量含む。粘性あり、しまりあり。
  2' 灰黄褐色シルト SR165-2層を主体とし、これと1層との
   漸移的な土質を示す。灰黄褐色シルト主体。
   炭化物（φ1～3mm）微量含む。粘性あり、
   しまりあり。
 3 黄灰色シルト 灰色シルトブロック（φ1～5mm）
   微量含む。粘性あり、しまりあり。

SD112
 1 灰色シルト 灰白色シルトブロック（φ1～3mm）
   微量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 灰色シルト 粘性あり、しまりあり。
 3 灰オリーブ色シルト 砂とシルトがラミナ状に混入。粘性なし、
   しまりなし。
 4 暗オリーブ色シルト 粘性あり、しまりあり。

SD114
Ⅷ 灰色シルト
 1 灰色シルト
  砂少量、炭化物粒（φ1mm）
  微量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 黒褐色シルト
  砂ブロック（φ1～30mm）、
  炭化物粒（φ1mm）微量含む。
  粘性あり、しまりあり。

SD129
 1 緑灰色シルト・黒色腐植土・黒褐色腐植土 

粘性あり、しまりあり。
 2 黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 3 緑灰色シルト 粘性あり、しまりあり。
 4 黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 5 緑灰色シルト・黒色腐植土・黒褐色腐植土 

粘性あり、しまりあり。
 6 黒褐色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 7 緑灰色シルト・黒色腐植土・黒褐色腐植土 

粘性あり、しまりあり。

SD130
 1 緑灰色シルト・黒色腐植土・黒褐色腐植土 

植物の根多量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 3 緑灰色シルト・黒色腐植土・黒褐色腐植土 

粘性あり、しまりなし。
 4 黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。

SD166
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ10～30mm）
   多量、黒色土ブロック（φ10～20mm）少量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 2 黒褐色土 植物遺存体細片多量含む。粘性あり、しまりなし。
 3 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ10～20mm）
   多量含む。粘性あり、しまりなし。
 4 黒色土 植物遺存体細片多量含む。粘性あり、
   しまりあり。
  5 灰オリーブ色土　植物遺存体細片多量含む。粘性あり、
   しまりなし。
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SD166
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック

（φ20～30mm）多量含む。
粘性あり、しまりあり。

 2 灰色シルト 灰オリーブ色シルト粒微量
   含む。粘性あり、しまりあり。
 3 灰オリーブ色シルト 灰色シルト少量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 4 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック

（φ10～20mm）微量含む。
粘性あり、しまりあり。

 5 灰オリーブ色シルト 灰色シルト粒少量含む。
   粘性あり、しまりあり。

SD339
 1 茶褐色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 2 黒色腐植土 青灰色シルトブロック
   少量含む。粘性なし、
   しまりなし。

SD172
 1 灰オリーブ色シルト 砂少量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ5mm）少量
   含む。粘性あり、しまりあり。

SD331
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ3mm）微量
   含む。粘性あり、しまりあり。
 2 灰色シルト 粘性あり、しまりあり。
 3 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ5～20mm）
   少量含む。粘性あり、しまりあり。

SD436
 1 黒褐色シルト シルトブロック（φ10mm）微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 2 黒色シルト シルトブロック（φ10mm）微量含む。
   腐植土主体層。粘性あり、しまりなし。
 3 暗灰黄色シルト 粘性あり、しまりなし。
 4 黒褐色シルト シルトブロック（φ3mm）微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 5 黒褐色シルト 少量のシルトブロック（φ20mm）と砂の混合
   土。粘性なし。
SD593
 1 灰色シルト 粘性あり、しまりあり。

SD445
 1 黒褐色シルト 多量のシルトブロック（φ30mm）と黒色土の
   混合土。粘性なし、しまりなし。
 2 黒色シルト シルトブロック（φ3mm）微量含む。
   上下層に比べ、シルトブロック少ない。
   粘性なし、しまりなし。
 3 黒色シルト 少量のシルトブロック（φ30mm）と黒色土の
   混合土。粘性なし、しまりなし。

SD448
 1 黒色土
 2 灰オリーブ色シルト 灰白色粘質土ブロック（φ5～10mm）、
   黒色土少量混入。粘性あり、しまりあり。

SD597
 1 青灰色シルト 茶褐色腐植土少量混入。粘性あり、しまりあり。

SD598
 1 青灰色シルト 茶褐色腐植土少量混入。粘性あり、しまりあり。

SD330
 1 青灰色シルト 粘性あり、しまりあり。
 2 黒色腐植土 ブロック状の1層を少量含む。
   粘性なし、しまりあり。
 3 茶褐色腐植土 ラミナ状に堆積。粘性なし、
   しまりなし。
 4 黒色土 黒色腐植土と茶褐色腐植土が
   ラミナ状に混入。粘性なし、
   しまりなし。

SD540
 1 黒色シルト
  灰色シルトブロック（φ1～30mm）
  少量含む。
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図 版 27 Ⅻ層、SR1-3 層遺構分割図（4）
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SR1-3 層遺構個別図（1）SK174・177・179・201・678、P74 図 版 30

0 （1：40） 2m

SK177
 1 灰オリーブ色シルト　灰オリーブ色シルトブロック（φ50～80mm）多量、 

 灰色シルト少量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ50mm）多量含む。 

 粘性あり、しまりあり。
 3 黒色土 植物遺存体多量含む。粘性あり、しまりあり。
 4 黒色土 植物遺存体、灰オリーブ色シルトブロック（φ5～10mm） 

 少量含む。粘性あり、しまりあり。

P74
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ10～30mm）
   多量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト 灰色シルトブロック（φ0.5mm）、黒色土ブロック

微量含む。粘性あり、しまりあり。
SK174
 1 灰オリーブ色シルト 灰色シルトブロック少量含む。粘性あり、
   しまりあり。SR1-2層。
 2 灰オリーブ色シルト 植物遺存体層と灰オリーブ色シルトブロック
   （φ5～10mm）の互層。SR1-2層。
 3 灰オリーブ色シルト 灰色シルトブロック微量含む。粘性あり、
   しまりなし。SR1-2層。
 4 腐植土層 SR1-2層。
 5 黒色土 
 6 灰オリーブ色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ1～5mm）
   多量、黒色土ブロック（φ10～20mm）
   少量含む。粘性あり、しまりあり。

SK678
 1 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ2～3mm）微量含む。粘性あり、

しまりあり。
 2 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ5～20mm）多量含む。
   植物遺存体（厚さ3mm）がラミナ状に多量混入。粘性あり、
   しまりあり。
 3 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ5mm）少量含む。粘性あり、
   しまりあり。

SK179
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ3～5mm）

多量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 黒色土 灰オリーブ色シルト粒（φ3～6mm）少量含

む。粘性あり、しまりあり。
 3 灰色シルト 灰オリーブ色シルト（φ2～10mm）少量含

む。粘性あり、しまりあり。
 4 黒色土 植物遺存体多量含む。粘性あり、しまりあり。

SK201
 1 灰オリーブ色シルト
  灰色シルトブロック（φ5mm）
  少量含む。粘性あり、しまり
  あり。SR1-2層。
 2 灰色シルト
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ10～20mm）多量含む。
  粘性あり、しまりあり。
  SR1-2層。
 3 黒色土
  灰オリーブ色シルト粒
  （φ3～6mm）少量含む。粘性
  あり、しまりあり。SR1-2層。
 4 灰オリーブ色シルト
  黒色土粒少量含む。粘性あり、
  しまりあり。SR1-2層。
 5 灰色シルト
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ20mm）少量含む。粘性
  あり、しまりあり。SR1-2層。
 6 灰オリーブ色シルト
  黒色土粒少量含む。粘性あり、
  しまりあり。SR1-2層。
 7 黒褐色腐植土層
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ5～20mm）微量含む。
  粘性なし、しまりなし。
  SR1-2層。
 8 黒色土
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ5～30mm）少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
  SR1-2層。
 9 黒褐色腐植土層
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ5～20mm）微量含む。
  粘性なし、しまりなし。
 10 黒色土
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ5～30mm）少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
11 灰オリーブ色シルト
  灰色シルトブロック（φ20mm）
  微量含む。粘性あり、しまり
  あり。SR1-3層。
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図 版 31 SR1-3 層遺構個別図（2）SK206・207・211・227、P222

0 （1：40） 2m

SK206
 1 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ5mm）少量含む。粘性あり、
   しまりあり。SR1-2層。
 2 灰オリーブ色シルト 厚さ5～10mmの植物遺存体挟む。
   粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 3 黒色土 厚さ4mmの植物遺存体を少量挟む。

粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 4 灰オリーブ色シルト 黒色土（厚さ2～3mm）がラミナ状に
   混入。粘性あり、しまりあり。
   SR1-2層。
 5 腐植土層 植物遺存体（厚さ5mm）と灰オリー

ブ色シルト（厚さ5mm）がラミナ状
に混入。粘性あり、しまりあり。

P222
 1 灰色シルト 灰オリーブ色シルトブロック
   （φ5～30mm）多量含む。粘性あり、

しまりあり。
 2 灰色シルト 植物遺存体少量含む。粘性なし、
   しまりなし。
SK207
 1 灰オリーブ色シルト 砂微量含む。粘性あり、しまりあり。

SR1-2層。
 2 灰オリーブ色シルト 植物遺存体層。黒色土がラミナ状に

混入。粘性あり、しまりあり。
SR1-2層。

 3 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ5mm）微量含む。
粘性あり、しまりあり。

 4 黒色土 植物遺存体少量含む。粘性あり、
   しまりあり。
 5 腐植土層
 6 灰オリーブ色シルト 黒色土粒少量含む。粘性あり、
   しまりあり。

SK211
 1 灰オリーブ色シルト 灰オリーブ色シルトブロック（φ10～20mm）多量、黒色土（φ5～10mm）少量、

黒褐色シルト少量含む。粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 2 黒色土 腐植土と灰オリーブ色シルトの互層。SR1-2層。
 3 灰色シルト 植物遺存体、黒褐色土粒少量含む。粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 4 黒色土 灰色粘質シルトがラミナ状に少量混入。粘性あり、しまりあり。
 5 灰色シルト 黒褐色土粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 6 腐植土層
 7 黒色土 灰色粘質シルトブロック（φ20～100mm）多量含む。粘性あり、しまりあり。
SK227
 1 灰色シルト 厚さ2～3mmの植物遺存体少量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 黒色土 植物遺存体多量含む。粘性あり、しまりあり。
 3 灰色シルト 厚さ5mmの植物遺存体多量含む。粘性あり、しまりあり。
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SR1-3 層遺構個別図（3）SK260・476・490・491、SX277 図 版 32

0 （1：40） 2m

SK260
 1 黒色腐植土 間に植物遺存体の薄層（厚さ3～10mm）を複数挟む。

シルトブロック（φ1～10mm）微量含む。粘性なし、
しまりなし。

SD476
 1 青灰色シルトブロック
 2 茶褐色腐植土 ラミナ状に堆積。青灰色シルト
   ブロック含む。粘性なし、
   しまりなし。
 3 黄褐色腐植土 黄褐色腐植土と茶褐色腐植土が
   ラミナ状に混入。青灰シルト
   混入。
 4 黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 5 青灰色シルト 粘性あり、しまりあり。

SK490
 1 黒褐色シルト 粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 2 灰色土 黒色土ブロック（φ10～30mm）少量含む。

粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 3 黒色シルト 粘性なし、しまりなし。SR1-2層。
 4 腐植土層 線状に灰色土混入。粘性あり、しまりあり。
   SR1-2層。
5 腐植土層 粘性あり。SR1-2層。　
 6 灰オリーブ色シルト 粘性あり、しまりあり。

SK491
 1 灰オリーブ色シルト 粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 2 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック含む。粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 3 灰オリーブ色シルト 植物遺存体（厚さ5～20mm）多量含む。粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 4 黒色土 粘性あり、しまりあり。
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図 版 33 SR1-3 層遺構個別図（4）SK492・502 ～ 504・508・512

0 （1：40） 2m

SK502
 1 黒色土
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ5～20mm）少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト
  黒色土ブロック（φ2～3mm）
  少量含む。粘性あり、しまりあり。
 3 黒色土
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ5～20mm）少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 4 灰オリーブ色シルト
  厚さ2mmの植物遺存体多量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 5 黒色土
  灰オリーブ色シルトブロック
  （φ5～20mm）少量含む。
  粘性あり、しまりあり。
 6 腐植土層
  灰オリーブ色シルトがラミナ状に
  混入。粘性あり、しまりあり。

SK492
 1 灰オリーブ色シルト
  灰色シルトブロック（φ5mm）少量含む。粘性あり、

しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト
  1層と同質だが薄い植物遺存体により分離される。
 3 灰オリーブ色シルト
  灰オリーブ色シルトブロック（φ2～5mm）多量含む。

網目状に植物遺存体層が入る。粘性あり、しまりなし。
 4 腐植土層
  灰オリーブ色シルトブロック少量含む。粘性なし、

しまりあり。
 5 灰オリーブ色シルト
  灰色シルトブロック（φ5mm）少量含む。粘性あり、

しまりあり。
 6 腐植土層
  全体に緑色味が強い。しまりあり。

SK503
 1 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ5～10mm）多量含む。

粘性あり、しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ5mm）少量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 3 灰オリーブ色シルト 植物遺存体と灰オリーブ色シルトの互層。
 4 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ5mm）微量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 5 灰オリーブ色シルト 植物遺存体と灰オリーブ色シルトの互層。

SK512
 1 オリーブ黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ10mm）

少量含む。粘性あり、しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト オリーブ黒色土（φ10～20mm）少量含む。

粘性あり、しまりあり。
 3 黒色土 灰多量含む。粘性なし、しまりあり。
 4 灰オリーブ色シルト 黒色土粒（φ1mm）少量含む。粘性あり、

しまりあり。
 5 腐植土層
 6 灰オリーブ色シルト 黒色土粒（φ1mm）少量含む。粘性あり、

しまりあり。
 7 黒色土 灰多量含む。粘性なし、しまりなし。

SK508
 1 腐植土層 粘性なし、しまりなし。

SK504
 1 灰色土 粘性あり、しまりあり。
 2 灰白色土 植物遺存体混入。粘性

あり、しまりあり。
 3 黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 4 灰色土 黒色腐植土少量混入。

粘性あり、しまりあり。
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SR1-3 層遺構個別図（5）SK514・520・528・530・542・543・589 図 版 34

0 （1：40） 2m

SK514
 1 灰オリーブ色シルト 粘性あり、しまりあり。
 2 腐植土層 灰オリーブ色シルトがラミナ状に

混入。粘性なし、しまりなし。
 3 灰オリーブ色シルト 黒色土ブロック（φ5～30mm）

少量含む。粘性あり、しまりあり。

SK528
 1 灰オリーブ色シルト
  粘性あり、しまりあり。
 2 灰オリーブ色シルト
  植物遺存体、シルトブロック（φ3～10cm）

少量含む。粘性なし、しまりあり。
 3 灰オリーブ色シルト
  黒色土ブロック（φ5～20cm）少量含む。
  粘性あり、しまりあり。

SK520
 1 灰オリーブ色シルト 粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 2 黒色土 粘性あり、しまりあり。SR1-2層。
 3 灰白色土 植物遺存体少量含む。粘性あり、
   しまりあり。SR1-2層。
 4 黒色土 灰白色シルトブロック（φ5～30mm）
   少量含む。粘性あり、しまりあり。
   SR1-2層。
 5 腐植土層 SR1-2層。
 6 黒色土 灰オリーブ色シルトブロック（φ5mm）

少量含む。粘性あり、しまりあり。
   SR1-2層。
 7 腐植土層 SR1-2層。
 8 黒色土 黒色土と腐植土（厚さ5mm）の互層。

SK530
 1 黒色腐植土 黄灰シルトブロック（φ1～5mm）
   微量含む。粘性なし、しまりなし。
 2 黄灰色砂 黒色土微量含む。粘性なし、
   しまりなし。

SD541
 1 黒色腐植土 腐植土主体層。粘性なし、
   しまりなし。

SK542
 1 黒褐色シルト 粘性あり、しまりなし。
 2 オリーブ黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 3 黒色シルト オリーブ黒色シルトブロック

（φ1～5mm）少量含む。
   粘性あり、しまりあり。
 4 オリーブ黒色腐植土 腐植土主体層。シルトブロック

（φ1～5mm）微量含む。
   粘性なし、しまりなし。

SK543
 1 黒褐色シルト
  オリーブ黒色シルトブロック（φ1～10mm）

少量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 黒色腐植土
  オリーブ黒色シルトブロック（φ1～10mm）

微量含む。粘性なし、しまりなし。

SK589
 1 黒褐色シルト 間にシルト質土の薄層挟む。

粘性あり、しまりなし。
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図 版 35 SR1-3 層遺構個別図（6）SK554・619・641・660・837・853

0 （1：40） 2m

SK554
 1 黒色腐植土 腐植土主体層。オリーブ黒色シルトブロック

（φ1～10mm）微量含む。粘性なし、
   しまりなし。

SK619
 1 青灰色シルト 粘性あり、しまりあり。
 2 黒色腐植土 粘性なし、しまりなし。
 3 褐灰色シルト 植物遺存体含む。粘性あり、

しまりあり。

SK641
 1 青灰色シルト 粘性あり、しまりあり。
 2 茶褐色腐植土 粘性なし、しまりなし。

SK837
 1 灰色シルト 黒色腐植土・灰（7.5Y4/1）シルトがブロック状に混入。粘性あり、しまりあり。
 2 オリーブ黒色腐植土 褐色植物ラミナ状に含む。粘性なし、しまりなし。
 3 灰色シルト 黒色腐植土中量、灰（7.5Y4/1）シルト少量、ブロック状に混入。粘性あり、しまりあり。
 4 灰オリーブ色植物腐植土 樹皮状のものラミナ状に重なる。黒色腐植土・灰がブロック状に入る。粘性なし、しまりあり。

SK853
 1 黒褐色腐植土 灰色シルト・砂少量混入。粘性なし、しまりなし。
 2 オリーブ黒色シルト 砂・褐色腐植土少量混入。粘性なし、しまりあり。
 3 黒褐色腐植土 蓮花芯・炭化米・虫多量に含む。粘性なし、しまりなし。
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 図 版 36

0 （1：40） 2m

SD606
 1 灰オリーブ色シルト 2層との間に厚さ2mmの　

植物遺存体挟む。
 2 灰オリーブ色シルト 植物遺存体やや多い。

SD590
 1 黒褐色シルト 一部はラミナ状に堆積。
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 1 青灰色砂 腐植土が互層をなして堆積。砂粒はⅩⅠ層より緻密。
   粘性なし、しまりあり。
 2 青灰色砂 1層より砂質が粗く、腐植土を含まない。粘性なし、しまりあり。

SD851
 1 灰色砂 ⅩⅠ層土。粘性なし、しまり弱い。
 2 灰白色細砂 枝や樹皮、直径3mm程度の細かな植物遺体を極めて多量に含む。
 3 灰細砂 灰黄褐色（10YR4/2）の細かな植物遺体と互層をなす。
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 1 灰色シルト Ⅹ層土。粘性強い、しまりやや強い。
 2 灰色砂 層土。粘性なし、しまり弱い。
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 1 灰色砂 ⅩⅠ層土。粘性なし、しまり弱い。
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粘性・しまりあり。
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ⅩⅥ層遺構全体図（南区 1・2）水田・遺構個別図 SA716・717、SX714、畦畔 501樹皮・粗朶 図 版 50
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ⅩⅥ層遺構全体図（北区 1）・遺構個別図 SX864 ～ 868 図 版 51

-1.65m

-1.70m

-1.75m

-1.80m

-1.85m

-1.90m

-1.95m
-2
.0
0m

-2.05m

-1.95m

-1.90m

-1
.9
5
m

-2
.0
0
m

A A'

A A'

A A' A A'

A A'

A -1.800mA' A -1.800mA'

A -1.900mA'

A -1.600mA'

A -1.900mA'

SX865

SX864

SX866
SX867

SX868

B-T5

SX865 SX866

SX867

トレンチ

SX864

SX868

10 11 12 13

Ｃ

B

Ｄ

Ｅ

Ｆ

13F

13E

12F

12E

11F

11E

12D11D

0 2m（1：40）

0 10m（1：200）



図 版 52 水田土層断面（1）　北区 1（南側）
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水田土層断面（2）　南区 1 図 版 53
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図 版 54 水田土層断面（3）　南区 1
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水田土層断面（4）　南区 2 図 版 55
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図 版 56 水田土層断面（5）　北区 1（北側）
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水田土層断面（6）　北区 2 図 版 57
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図 版 58 水田土層断面（7）　北区 2
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図 版 60 2009 年度　土器・陶磁器（1）
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図 版 62 2009 年度　石製品（1）

0 15cm（その他）
（1:3）

0 20cm（5）
（1:4）

0 10cm（4）
（1:2）

ス　ス

磨　面 赤　変

1

3

5

6

9

10

7

2

4

8

11

13

12

Ⅷ層（1）

SR-1層（3～10）

SR1-1・2層　遺構内　SD111（2）

SR1-2層　遺構内
SK4（11）

P611（12）

SR1-2層（13・14）



2009 年度　石製品（2）、金属製品（1） 図 版 63
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186

187

182



2009 年度　木製品（15） 図 版 79

0 10cm（201,204,209,215）
（1:2）

0 20cm（199,200,207,208）
（1:4）

0 15cm（198,202,203,205,206,210～214,216）
（1:3）

赤色系漆（漆器）

198

199

202

206

207

212

214

215

208

209

210

213

216

211

205

204

203

200

201

SR1-3層　遺構内　SK177（200・201）

SK179（202～205）

SK201（206～209）

SK206（210～212）

SK211（214・215）

SK207（213）

SK260（216～222）

（外黒・内黒）（外黒・内黒）

（外赤・内黒）

（不明）



図 版 80 2009 年度　木製品（16）

0 15cm（217,218,221,224～227,229）
（1:3）

0 25cm（222）
（1:5）

0 20cm（219,220）
（1:4）

0 10cm（228）
（1:2）

炭化

黒色系漆（漆器以外）

　鉄

赤色系漆（漆器）

217
218

219

221

222

220

223

228
229

227

224

225

226

SK399（223）

SK589（229）

SK476（224～226）

SK492（227） SK502（228）

（外黒・内赤）



2009 年度　木製品（17） 図 版 81

0 15cm（230～237,243,246,253,254）
（1:3）

0 25cm（247,248,250）
（1:5）

0 50cm（244,245）
（1:10）

0 10cm（238～242,251）
（1:2）

0 20cm（252）
（1:4）

230

231 232 233 234 235 236 237

244

245

246

250

254251

247

248

252

253

238 239 240 241 242

243

SK660（230～242）

P551（244）

P275（243）

P669（245）SX131（246） SX248（247） SX277-2（248）

SX518（250）

SD113（251～253）

SD259（254）

（外黒・内黒）



図 版 82 2009 年度　木製品（18）

0 10cm（255）
（1:2）

0 20cm（249,258,263）
（1:4）

0 15cm（256,257,259～262）
（1:3）

249

256

258

259

260

263

261

262

257

255-1（上）
255-2（中）

255-3（下）

SX277-5（249）

SR1-3層（255～295）

（外黒・内黒）

（外黒・内黒）



2009 年度　木製品（19） 図 版 83

0 25cm（276）
（1:5）

0 20cm（264,266,268～272,274）
（1:4）

0 15cm（267,273,275,277～282）
（1:3）

炭化
264

271

274

275 277

278

282

272

266

267
268

270

269

273

276

279

280

281



図 版 84 2009 年度　木製品（20）

0 15cm（283,284,294,296,297）
（1:3）

0 25cm（285～288）
（1:5）

0 20cm（295）
（1:4）

0 10cm（289～293）
（1:2）

0 50cm（298）
（1:10）

炭化

283

284

286

287

288

285

289 290 291 292 293

296

294
295

297

298

SR2-1層
SD150（296）

試堀20-13T（298）

確認21A-4T（297）

（外黒・内黒）



2010 年度　近世磁器、銭貨、木製品 図 版 85

0 15cm（その他）
（1:3）

0 50cm（12）
（1:10）

0 25cm（11）
（1:5）

0 6cm（2・3）
（2:3）

鉄

黒色系漆

ⅩⅣ層（4～8）

ⅩⅥ層遺構内（9～12）

畦畔501（9）

畦畔501盛土（10）

SA716-2（11） SA717-1（12）

ⅩⅥ層（13）

暗渠（14）

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

Ⅴ層（2）Ⅵ層（1） トレンチ埋土（3）

2 3



図 版 86 2011 年度　土器･青磁、石製品

0 20cm（その他）
（1:4）

0 15cm（1・4・10～14）
（1:3）

磨　面

1

SR1-1・2層遺構内
SR165（1）

SR1-1・2層遺構内　SR165（10） SR1-1・2層（11・12）

SR1-1～3層（13）

SR2-1層（14）

SR1-3層遺構内　SK853（2）

SR1-3層（4～7）

SR1-1～3層（8・9）

SD857（3）

2 3

4

5

6

7

8

10

11

12

13
14

9



2011 年度　金属製品、木製品（1） 図 版 87

0 15cm（3・10・11・14）
（1:3）

0 20cm（4）
（1:4）

0 10cm（7～9）
（1:2）

0 10cm（16～18）
（1:2）

0 50cm（1・2）
（1:10）

0 25cm（5・6・12・13）
（1:5）

0 6cm（15）
（2:3）

15

16 17

1

2

3

4

5

6

7

18

SR1-3層（15～17）

SR1-1層遺構内（1・2）
P804（2）

SR1-1・2層遺構内（3・4）
SD112（3）

SR1-1～3層（18）

SB336-P8（1）

SR165（4）

SR1-3層（8～36）

8

9

10

11

12

13

14

（外黒・内黒）

SR1-2層遺構内（5～6）
SA825-7（5）

SR1-2層（7）
SA825-8（6）



0 20cm（19～23）
（1:4）

0 15cm（15・18・24・25）
（1:3）

0 10cm（16・17）
（1:2）

黒色系漆（漆器以外）

15

16

17

18

20

21

19

25

22 23

24

（外黒・内黒）

図 版 88 2011 年度　木製品（2）



2011 年度　木製品（3） 図 版 89

0 15cm（その他）
（1:3）

0 10cm（39）
（1:2）

鉄

26

SR1-1～3層（37・38）

SR2-1層（39）

27

29

31

32

28

30

33

37

38

39

34

35
36

（外黒・内黒）



図 版 90 2011 年度　木製品（4）

0 15cm（47～49）
（1:3）

0 50cm（41・42・45・46）
（1:10）

0 25cm（40・43・44）
（1:5）

40

41

42

43

44

45

Ⅹ層遺構内（40～44）
SA871-3（40）

P917（46） ⅩⅡ層（47）

ⅩⅡ層遺構内（45・46）

ⅩⅤ層（48・49）

P916（45）SA871-9（41） SA871-15（42） SA872-2（43） SA872-6（44）

46

47 48

49

（外黒・内黒）



図 版 91遺੻ͷҐஔ

1947 ೥ 9 ݄ 24 ೔　ถࡱ܉Өۭࣸߤਅ（南から）

吉江

小坂居付遺跡

吉江

小坂居付遺跡



遺੻ͱपลͷ஍ܗ図 版 92

遺੻ͱपลの஍形（東から）

弥彦山 角田山

中ノ口川

遺੻ͱपลの஍形（南から）



図 版 93Ⅹ層・S31�1・2層શܠ・遺ूߏத෦

Ⅹ層水田、S31-1・2 層南区 1　遺ूߏத෦　全景

Ⅹ層水田、S31-1・2 層　北区 1 ŋ南区 1　全景



S31-1

S31-2

S31-3

S32-1

基本層序ᶔ・ᶕ（北から）

ຊ層ংᶎ・ᶔ・ᶕ図 版 94ج

SR1-1

SR1-2

SR1-3

SR2-1

盛土1

盛土2

基本層序ᶎ（西から）



遺物出土状況（1） 図 版 95

ୈೋ߸໦؆（図版 79-204）出土状況（SK179ʤ6&11 グリッドʥの 4 層から出土、南から）

ୈҰ߸໦؆（図版 82-255）出土状況（8(1 グリッドの S31-3 層から出土、東から）



౛子・下駄出土状況（6&14 グリッドの S31-2 層から出土、北から）

漆器椀 3 ຕॏͶ出土状況（6'8 グリッドの S31-2 層から出土、北東から）

ӊ๧子ʁ出土状況（6&5 グリッドの S31-2 層から出土、北から）

SK399　ۂ物ͱۂ物֖出土状況（෴土上層から出土、東から）

人形出土状況（S3165ʤ5'20 グリッドʥの 2 層から出土、東から）

ฤ૊出土状況（S3165ʤ5'4 グリッドʥの 3 層から出土、南から）

మ椀出土状況（6&18 グリッドの S31-1 層から出土、南から）

SK399　ۂ物出土状況（෴土上層から出土、東から）

遺物出土状況（2）図 版 96



図 版 97S31�1・2層（7・8* άϦου）۷׬、S3165、SD112

S3165　੨࣓椀　出土状況（西から）

S3165-2

S3165-1S31-2

S31-3

S32-1

S3165　断面（南から）

SD112　遺物出土状況（北から）

SD112-1

SD112-2

S31-3

S32-1

S3165-2

S3165-1

SD112、S3165　断面（南から）

S31-1・2 層（7・8ᶗグリッド）　完掘（西から）



図 版 98

Ⅹ層水田南区 1　全景（南西から）

Ⅹ層水田南区 1　全景

Ⅹ層水田શܠ



図 版 99

水田　完掘（北東から）

水田土層断面（水田 (-(�）　（南西から）

水口 A　断面（西から）

水口 C　断面（南西から）

畦畔 204　断面 )-)�（北西から）

水口 A・B　完掘（西から）

水口 B　断面（西から）

水口 D　断面（西から）

Ⅹ層水田畦畔、水田土層அ面、水口



図 版 100

SB336-P2　断面（南西から） SB336-P3、P751　断面（南西から）

SB336　全景（南西から）

S#336�P2・3・4・6、P751

SB336-P4　断面（南西から） SB336-P6　断面（北東から）



図 版 101

SK4　断面（南東から） SK4　完掘（南東から）

SB336-P7　断面（北東から）

SK29　断面（北西から）

SK65　断面（南西から）

SK29　完掘（北西から）

SK65　完掘（北東から）

SB336-P8　断面（南西から）

S#336�P7・8、SK4・29・65



図 版 102 SK69・70・72・75

SK72　断面（南東から）

SK75　断面（北東から）

SK72　完掘（南西から）

SK75　完掘（北から）

SK69　断面（南東から）

SK70　断面（北西から）

SK69　完掘（北西から）

SK70　完掘（南東から）



図 版 103

SK85　断面（南西から）

SK86　断面（南から）

SK85　完掘（西から）

SK86　完掘（北から）

SK94　断面（南西から）

SK167　断面 A-A�（東から）

SK94　完掘（南東から）

SK167　完掘（北から）

SK85・86・94・167



図 版 104

SK169　断面（南から）

SK267　断面（北から）

SK169　完掘（北から）

SK267　完掘（北から）

SK334　断面（西から）

SK335　断面（北から）

SK334　完掘（北から）

SK335　完掘（北西から）

SK169・267・334・335



図 版 105

SK381　断面（北から）

SK399・400　断面（南から）

SK381　遺物出土状況（北東から）

SK399・400　完掘（北から）

SK410　断面（北から）

SK473　断面（南西から）

SK410　完掘（北西から）

SK473　完掘（北東から）

SK381・399・400・410・473



図 版 106

SK488　断面（北から）

SK527　断面（西から）

SK488　完掘（北から）

SK527　完掘（西から）

SK529　断面（南東から）

SK534　出土状況（北西から）

SK529　完掘（南東から）

SK547・534　断面（北東から）

SK488・527・529・534・547



図 版 107

SK534　完掘（北東から）

SK562　断面（北東から）

SK547　完掘（北東から）

SK562　完掘（北東から）

SK534・547・562・802、P22・28

P22　断面（南東から） P28　断面（南東から）

SK802　断面（東から） SK802　完掘（東から）



図 版 108

P39　断面（南から）

P63・56　断面（南西から）

P80　断面（東から）

P43　断面（北東から）

P76A・P76B　断面（南西から）

P81　断面（南から）

P88　断面（東から） P159・SK65　断面（南西から）

P39・43・56・63・76A・76#・80・�81・88・159、SK65



図 版 109

P386　断面（南から）

P447　断面（南から）

P611　断面（南から）

P414　断面（南西から）

P449　断面（西から）

P386・414・447・449・611・750・752・753・756

P752　断面（南東から） P753　断面（南西から）

P750・756　断面（南東から）



図 版 110

P754　断面（南東から） P757　断面（北東から）

P754・757・804・805・807・818・832、SA12�10

P804　断面（南から）

P807　断面（北西から）

P832　断面（北から）

P805　断面（北東から）

P818　断面（東から）

SA12-10　断面（南西から）



図 版 111

SA13-23　断面（東から）

SX55　断面（北東から）

SX5　փ෼෍状況（南から）

SX332　断面（南西から）

SA14-6　断面（南から）

SX439　断面（南から）

SX91　検出状況（南東から）

SX332　完掘（東から）

SA13�23・SA14�6、SX5・55・91・332・439



図 版 112

SX345　検出状況（南西から）

SX346　検出状況（南西から）

SX347　検出状況（南西から）

SX487　検出状況（西から）

SX345　断面（北西から）

SX346　断面（南西から）

SX485　検出状況（南東から）

SX487　断面（南から）

SX345・346・347・485・487



図 版 113

SD111　南区 1　完掘（南西から）

SD111　北区 1　完掘（南西から）

SD111　೶ಓ下　完掘（南西から）

SD111・113・150　断面 A-A� （南西から）

SX209　検出状況（北西から）

SX209、SD111・113・150



図 版 114

SD114　断面（南東から）

SD114　断面（北東から）

S3165　断面 B-B�（西から）

SD166　断面（北東から）

SD112　完掘（南北から）

SD129・130　完掘（南東から）

S3165　断面 B-B�（南から）

SD166　完掘（北西から）

SD112・114・129・130・166、S3165



図 版 115

SD339　断面（南東から）

SD172　断面（東から）

SD330　断面（南東から）

SD331　断面（南東から）

SD339　完掘（南東から）

SD172　完掘（東から）

SD330・SD338　完掘（南東から）

SD331　完掘（北西から）

SD172・330・331・338・339



図 版 116

SD436・593　断面（南東から）

SD436・445　完掘（北西から）

SD448　完掘（東から）

SD597・598　断面（北西から）

SD445　断面（南東から）

SD448　断面（東から）

SD540　完掘（南から）

SD597・598　完掘（北西から）

SD436・445・448・540・593・597・598



S31-3 層　೶ಓ下　全景

S31-3 層　南区 1　全景

図 版 117S31�3 層ೆ区 1、೶ಓԼશܠ



図 版 118 S31�3 層（7・8* άϦου）۷׬、遺物出土状況

ୈࡾ߸໦؆（7)13 グリッド）出土状況（東から）

SX821　遺物出土状況（北から）

૲ཤ出土状況（東から）

漆器椀出土状況（北から）

S31-3 層（7・8ᶗグリッド）　完掘（西から）



図 版 119

SK174　断面（南東から）

SK678・177　断面（南西から）

SK179　断面（南西から）

SK201　断面（南東から）

SK174　完掘（南東から）

SK678・177　完掘（南東から）

SK179　完掘（南東から）

SK201　完掘（北西から）

SK174・177・179・201・678



図 版 120

SK206　断面（南東から）

SK207　断面（北西から）

SK211　断面（南西から）

SK227　断面（南西から）

SK206　完掘（北西から）

SK207　完掘（北西から）

SK211　完掘（北西から）

SK227　完掘（東から）

SK206・207・211・227



図 版 121

SK260　᭔出土状況（南西から）

SX277　断面（南西から）

SK476　断面（南西から）

SK490　断面（南東から）

SK260　完掘（南東から）

SK476　ฤ૊出土状況（ఈ面から出土、南から）

SK476　完掘（北西から）

SK490　完掘（南東から）

SK260・476・490、SX277



図 版 122

SK491　断面（南東から）

SK492　断面（北西から）

SK502　断面（北西から）

SK503　断面（南東から）

SK491　完掘（北西から）

SK492　完掘（北西から）

SK502　完掘（北東から）

SK503　完掘（東から）

SK491・492・502・503



図 版 123

SK504　断面（北東から）

SK508　断面（南東から）

SK512　断面（南西から）

SK514　断面（東から）

SK504　完掘（北東から）

SK508　完掘（南東から）

SK512　完掘（南西から）

SK514　完掘（東から）

SK504・508・512・514



図 版 124

SK520　断面（北から）

SK528　断面（北西から）

SK530　断面（南東から）

SK520　完掘（北から）

SK528　完掘（北東から）

SK530　完掘（南東から）

SK542　完掘（南西から）SD541・SK542　断面（南西から）

SK520・528・530・542、SD541



図 版 125

SK543　断面（南東から）

SK589　断面（北西から）

SK554　断面（北西から）

SK619　断面（北東から）

SK543　完掘（南西から）

SK589　完掘（西から）

SK554　完掘（北東から）

SK619　完掘（北東から）

SK543・554・589・619



図 版 126

SK641　断面（南東から）

SK660　遺物出土状況（南から）

SK837　断面（西から）

SK853　断面（西から）

SK641　完掘（南東から）

SK660　完掘（南西から）

SK837　完掘（北西から）

SK853　完掘（南西から）

SK641・660・837・853



図 版 127

SX118・119　断面（南西から） SX122・123・124　断面（西から）

P551・669、SA215・812・823、�SX116 〜 119・122 〜 124

P551　断面（北西から）

SA215　完掘（北から）

P669　断面（南西から）

SA812　断面（西から）

SX116・117　断面（南東から）SA823　断面（北西から）



図 版 128 SD259・499・590・606・635・857、SK498、ୈ࢛߸໦؆

SD857　断面（南西から） ୈ࢛߸໦؆（8ᶗ7 グリッド）　出土状況（南から）

SD590　断面（南東から）

SD635　断面（南東から）

SD606　断面（北から）

SD635　完掘（北東から）

SD259　完掘（東から） SD499・SK498　断面（南から）



図 版 129

SA280　東ଆ完掘（北から）

SA280　西ଆ完掘（北西から）

SA280



図 版 130

SA16-1　断面（南西から）

SA17-1　断面（東から）

SA18-1　断面（南西から）

SD150　南区　完掘（南西から）

SA16-2　断面（南西から）

SA17-4　断面（南西から）

SD150　北区　完掘（南西から）

SD150　南区　完掘（北西から）

SA16 〜 18、SD150



図 版 131

B
D

D

E
G

C

基本層序ᶖ（北から）

基本層序ᶆ（北から）

基本層序ᶉ（南から）

基本層序ᶄ（東から）

基本層序ᶅ（東から）

ຊ層ংج



図 版 132 水田土層அ面（ೆ区 1）（1）

水田土層断面 B�-B��（南西から）水田土層断面 B-B�（南西から）

水田土層断面 A�-A��（北西から）水田土層断面 A-A�（北西から）

水田土層断面 C�-C��（畦畔 201・304・403・502）（南西から）



図 版 133水田土層அ面（ೆ区̍）（2）

水田土層断面 (-(�（南から）水田土層断面 '-'�（南西から）

水田土層断面 &��-&���（畦畔 214・311・411）（南東から）水田土層断面 &-&�（畦畔 212・410・513）（南東から）

水田土層断面 D���-D����（畦畔 210・308・408）（南東から）水田土層断面 D�-D��（畦畔 209・307・407）（南東から）

水田土層断面 C��-C���（畦畔 503）（南西から）水田土層断面 C-C�（畦畔 206・302・402・501）（南西から）



図 版 134 水田土層அ面（北区 1）

B

D

C

北区 1　西น断面（畦畔 313）（東から）

水田土層断面 )-)�（畦畔 328）（南東から）

水田土層断面ᶗ�-ᶗ��（畦畔 218・327）（南西から）

水田土層断面 )�-)��（畦畔 314）（南東から）

B

D

C

北区 1　北น基本層序ᶇ（畦畔 217・312・412）（南から）



図 版 135水田土層அ面（北区 2）（1）

BB

CC
DD

水田土層断面 +-+�（畦畔 219・315・413）（北東から）

CC

DD

水田土層断面 K�-K��（畦畔 226・321）（南東から）

BB

CC

DD

水田土層断面 +��-+���（畦畔 221）（北東から）

CC

DD

水田土層断面 K�-K��（畦畔 418）（南東から）

BB

CC

DD

水田土層断面 /-/�（畦畔 320）（北西から）



図 版 136 水田土層அ面（北区 2）（2）

BB
BB

CC
DD

BB
CC

DD

水田土層断面 ---�（畦畔 321）（南東から）

JJ

KK

LL

水田土層断面 -��--���（畦畔 322・420）（南東から）

BB

CC

DD DD

BB

CC

DD

水田土層断面 ---�（畦畔 418）（南東から）

畦畔 418　断面（西から）

北区 2　東น 1（畦畔 324・422）（西から）



図 版 137水田土層அ面（北区 1・2）

水田土層断面 .-.�（畦畔 319）（南西から）

BB

CC DD

北区 1　西น（畦畔 220）（東から）

北区 2　西น 1（畦畔 318・416）（東から）

北区 2　東น 2（畦畔 326・424）（西から）

DD

水田土層断面 .��-.���（畦畔 316・414）（南西から）

BBCC

DD

北区 2　南น（畦畔 417）（北から）

北区 2　西น 1（畦畔 321、SD870）（東から）

北区 2　東น 2　基本層序ᶑ（畦畔 317）（西から）



図 版 138 ᶞ層水田（北区 2）、SX879・880

ᶞ層上面　検出状況（南東から）

北区 2　北น　断面（南から）

ᶞ層上面　検出状況（北東から）

↑
SX880
↑

SX880

SX880　断面（東から）

ᶞ層上面　検出状況（北東から）

ᶞ層上面　検出状況（北から）

SX880　完掘（南東から）

SX879　断面（北から）



図 版 139

Ⅹ層水田　北区 1　全景（南西から）

Ⅹ層水田　南区 1・2　全景

Ⅹ層水田શܠ（ೆ区 1・2、北区 1）



図 版 140

Ⅹ層水田　畦畔 209　完掘（南西から）Ⅹ層水田　畦畔 209　完掘（南東から）

Ⅹ層水田　南区 1・2　完掘Ⅹ層水田　南区 2　完掘（西から）

Ⅹ層水田　南区̍　完掘（東から）

Ⅹ層水田



図 版 141

Ⅹ層水田　2&5 グリッド　଍੻　完掘（東から）Ⅹ層水田　2&5 グリッド　଍੻　検出状況（東から）

Ⅹ層水田　南区 2　1'( グリッド　完掘（南から）Ⅹ層水田　南区 1　2・3'( グリッド　完掘（北東から）

SD702　完掘（北東から）SD702　断面（南西から）

SD701　完掘（北西から）SD701　断面（南東から）

Ⅹ層水田、SD701・702、଍੻



図 版 142

SD700　C-C� 完掘（北東から）SD700　断面 C-C�（南西から）

SD700　完掘（南西から）SD700　断面 B-B�（南西から）

SD700　A-A� 完掘（南西から）SD700　断面 A-A�（南西から）

Ⅹ層水田　畦畔 209 水口　完掘（南西から）Ⅹ層水田　畦畔 209 水口　断面（南西から）

Ⅹ層水田　水口、SD700



図 版 143Ⅹ層水田（北区 1）、SK808

畦畔 217　完掘（南から）

畦畔 218　完掘（南西から）

畦畔 218　検出状況（北東から）

SK808　断面（南から）

Ⅹ層水田　北区 1　全景（南から）



図 版 144 Ⅹ層水田（北区 2）

Ⅹ層水田　北区 2　全景（南東から）

Ⅹ層水田　北区̎　全景（北東から）



図 版 145Ⅹ層水田　水口、SD848

Ⅹ層水田　北区 2　全景（北西から）

畦畔 219　検出状況（南から）

畦畔 220　検出状況（南西から）

畦畔 220　完掘（南西から）

SD848、畦畔 223、畦畔 221　完掘（北西から）

畦畔 219　完掘（南西から）

畦畔 220　水口　断面（南東から）

畦畔 220、畦畔 222　完掘（北西から）



図 版 146 Ⅹ層水田、SK849・850、SD848

SK849　断面（東から）

SK850　断面（北東から）

SD848・畦畔 223　検出状況（北西から）

畦畔 225（擬似畦畔 B）・畦畔 316　断面（南から）

SK849　完掘（東から）

SK850　完掘（北東から）

SD848　断面（南東から）

畦畔 224（擬似畦畔 B）　断面（北から）



図 版 147Ⅹ層水田、SA871

SA871　検出状況（北西から）

Ⅹ層水田　北区 2　全景（東から）



図 版 148 SD870、SA871・872・875

SA871　検出状況（北から）

SA871-2　断面（北から）

SA871-9　断面（北西から）

SA872-6　断面（西から）

SD870　断面（南から）

SA871-5　断面（北から）

SA871-30　断面（南から）

SA875-2　断面（南西から）



図 版 149SD848・870、SA871

Ⅹ層水田　北区 2　全景（南から）

SD870　北区 2　完掘（東から）

SA871-33　断面（北東から）

SD870 北区 3　完掘（南東から）

SD848・870　完掘（西から）

SD870　腐植物上層検出状況（北から）

SA871-44 〜 51　検出状況（北東から）

SD870 内検出の杭群（西から）



図 版 150 Ⅹ層水田（北区 2）、SA889、SX882 〜 885、P890

SX884　断面（南西から）

P890　断面（北から）

Ⅹ層水田　北区 2　全景（南から）

SX882　断面（北西から）

SX885　断面（北東から）

Ⅹ層水田　北区 2　全景（南から）

SA889-1　断面（南東から）

SX883　断面（北東から）



図 版 151

Ⅻ層水田　南区 2　完掘（西から）

Ⅻ層水田　南区 1　完掘（東から）

Ⅻ層水田



図 版 152

SX708 下半　断面（北から）SX707・708　断面（北から）

SX703　断面（北から）Ⅻ層水田　南区 1　完掘（南東から）

Ⅻ層水田　南区 1　完掘（北東から）Ⅻ層水田　南区 1　完掘（北から）

Ⅻ層水田　南区 1　完掘（北西から）Ⅻ層水田　南区 1　完掘（北東から）

Ⅻ層水田、SX703・707・708



図 版 153Ⅻ層水田（北区 1）、SD810

Ⅻ層水田　北区 1　全景（北東から）

畦畔 312・313　完掘（南から）

畦畔 312・313　検出状況（南から）

SD810　断面（南東から）

Ⅻ層水田　北区 1　全景（南東から）



図 版 154 Ⅻ層水田（北区 2）

Ⅻ層水田　北区 2　全景（北から）

Ⅻ層水田　北区 2　全景（北から）



図 版 155Ⅻ層水田（北区 2）、SD851

Ⅻ層水田　北区 2　全景（南東から）

畦畔 320　検出状況（北西から）

畦畔 316・321　検出状況（北から）

Ⅻ層水田　北区 2　全景（南東から）

Ⅻ層水田　北区 2　全景（南西から）

畦畔 320、SD851　完掘（北西から）

畦畔 316・321　完掘（北から）

畦畔 319・322　完掘（北から）



図 版 156 Ⅻ層水田（北区 2）、水口

畦畔 322　検出状況（東から）

畦畔 316　遺物出土状況（南西から）

畦畔 319 水口 1　検出状況（東から）

畦畔 319 水口 4　検出状況（北西から）

畦畔 316・322・324　完掘（北東から）

畦畔 319・321　完掘（北西から）

畦畔 319 水口 1　断面（東から）

畦畔 319 水口 4　断面（北西から）



図 版 157Ⅻ層水田（北区 2）、水口、SD851・852

畦畔 318 水口　検出状況（南東から）

畦畔 316 水口　検出状況（北西から）

SD851・852　検出状況（北西から）

SD851　断面 B（南から）

畦畔 318 水口　断面（南東から）

畦畔 319 水口 3　断面（南東から）

SD851　断面 A（北西から）

SD852　断面（南西から）



図 版 158 Ⅻ層水田（北区 2）、　SX886・887

Ⅻ層水田　北区 2　全景（南から）

SX886-1　断面（南西から）

Ⅻ層水田　全景（南から）

畦畔 325・326　完掘（北東から）

畦畔 318・321　完掘（東から）

SX887　断面（北東から）

Ⅻ層水田　全景（南から）

畦畔 317　完掘（北東から）



図 版 159P915 〜 919、SA910

P915 〜 919　検出状況（北西から）

P916　断面（北西から）

P918　断面（北西から）

SA910　検出状況（東から）

P915　断面（北東から）

P917　断面（北西から）

P919　断面（北西から）

SA910-1 〜 4　断面（南東から）



図 版 160 SA910・911、SX901・902・906

SA910-5 〜 8　断面（南東から）

SA911　検出状況（東から）

SX902　断面（北西から）

Ⅻ層下駄　出土状況（北から）

SA910-9 〜 11　断面（南東から）

SX901　断面（北西から）

SX906　断面（北西から）

北区 3　基本層序⑧（西から）



図 版 161

畦畔 402 盛土内　粗朶　検出状況（南西から）

ⅩⅣ層水田　南区 1・2　全景（東から）

ⅩⅣ層水田、畦畔 402粗朶



図 版 162

ⅩⅣ層水田　南区 2　完掘（西から）ⅩⅣ層水田　南区 1　完掘（北東から）

ⅩⅣ層水田　南区 1　完掘（北東から）ⅩⅣ層水田　南区 1　完掘（北東から）

ⅩⅣ層水田　南区 1・2　全景

ⅩⅣ層水田



図 版 163

SX711・712・713　断面（南東から）SX710　断面（北東から）

SD709　完掘（北東から）SD709　断面（北東から）

畦畔 402　粗朶断面（北西から）畦畔 402　粗朶　検出状況（南西から）

畦畔 402　粗朶　検出状況（北東から）畦畔 402　粗朶　確認状況（南西から）

畦畔 402粗朶、SD709、SX710 〜 713



図 版 164 ⅩⅣ層水田（北区 2）

ⅩⅣ層水田　北区 2　全景（南東から）

ⅩⅣ層水田　北区 2　全景（南東から）



図 版 165ⅩⅣ層水田（北区 1・2）、水口

ⅩⅣ層水田　北区 1　全景（南から）

畦畔 412　完掘（南から）

ⅩⅣ層水田　全景（南から）

畦畔 414　完掘（南西から）

ⅩⅣ層水田　北区 1　全景（南東から）

畦畔 418・413・421　完掘（北から）

畦畔 422・414　完掘（南東から）

畦畔 414 水口　断面（南東から）



図 版 166 ⅩⅣ層水田（北区 2）、水口

畦畔 414 遺物出土状況（北東から）

ⅩⅣ層水田（北区 2）　全景（南東から）

ⅩⅣ層水田　全景（南から）

畦畔 415　完掘（北東から）

畦畔 414 遺物出土状況（北東から）

畦畔 416　検出状況（南東から）

畦畔 423・424　完掘（北東から）

ⅩⅣ層水田　全景（南から）



図 版 167

畦畔 501　畦畔上樹皮敷き　検出状況（南西から）

ⅩⅥ層水田　南区 1・2　全景（東から）

ⅩⅥ層水田、畦畔 501樹皮敷き



図 版 168

ⅩⅥ層水田　南区 2　完掘（西から）ⅩⅥ層水田　南区 1 北隅　完掘（南から）

ⅩⅥ層水田　南区 1　完掘（南西から）ⅩⅥ層水田　南区 1　完掘（南西から）

ⅩⅥ層水田　南区 1　完掘（北から）ⅩⅥ層水田　南区 1　完掘（北東から）

ⅩⅥ層水田　南区 1　完掘（東から）ⅩⅥ層水田　南区 1　完掘（北東から）

ⅩⅥ層水田



図 版 169

SX714　完掘（南東から）SX714　断面（北西から）

ⅩⅥ層水田　5C16 グリッド　杓子出土状況（南から）ⅩⅥ層水田　5C16・17 グリッド　遺物出土状況（南から）

畦畔 501　畦畔上（5C16 グリッド）礫・遺物出土状況（北東から）畦畔 501　畦畔上（4B24 グリッド）人形出土状況（北東から）

畦畔 501　畦畔上樹皮敷き　検出状況（北西から）畦畔 501　畦畔上樹皮敷き　検出状況（北西から）

ⅩⅥ層水田、畦畔 501樹皮敷き、遺物出土状況、SX714



図 版 170

SX719　断面（東から）SX718　断面（西から）

SA717　全景（北西から）SA717-1　断面（南西から）

SA716-12 〜 21　検出状況（北東から）SA716-10　断面（北東から）

SA716-2 〜 5　検出状況（北東から）SA716-2　断面（南西から）

SA716・717、SX718・719



図 版 171ⅩⅥ層上面、SX866 〜 868

ⅩⅤ層漆器椀　出土状況（北から）

SX867　断面（北から）

SX866　断面（北東から）

SX868　断面（北西から）

ⅩⅥ層上面検出状況（南西から）
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頁 行 誤 正

例言 下から 14・15
行目

佐藤俊：（中略）、第Ⅶ章１B、 佐藤俊：（中略）、第Ⅶ章１B・２A、

76 下から 14行目 51は田下駄である。 50は田下駄である。

87 下から 3・4行
目

８は第三号木簡・呪符である。（中略）

符籙という呪いの記号が複数書かれる。
８は第三号木簡・出天足呪符である。（中略）

出天足という呪句と符籙という呪いの記
号が複数書かれる。

158 上から 15・16
行目

第三号木簡は呪符である。（中略）頭部
を圭頭に切り、呪いの記号である符籙
を書く。１字目は「出」のようにも見
える。最後の五芒星は墨痕が良く残る。

第三号木簡は出天足呪符である。（中略）頭
部を圭頭に切り、「出天足」の呪句の後に
呪いの記号である符籙を書く。「天足」は
北斗星の異名である。最後の五芒星は墨
痕が良く残る。

158 上から 19行目 「（符籙）」 「出天足（符籙）☆」

161 下から 2行目 第三号木簡は呪符で符籙が書かれる。 第三号木簡は出天足呪符である。

188 下から 14行目 備考　第三号木簡「（符籙）」 備考　第三号木簡「出天足（符籙）☆」
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　『小坂居付遺跡』の表記について誤りがありましたので、下記のように訂正してお詫びします。
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